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『魔の 系譜』 によって 思想 的な 出会い はすで にして いたが、 はじめて じかに 先生に お会いし たの は 

一 九 七 六 年 十 一 月 十八 日の 小 浜 講演の 会合の 席上であった。 

「谷川 民俗学の ダイナミックな 展開に 感動」 と 当日の 日記に 記して いる。 精力 的に 常世 論 を 論述 さ 

れ ていた 頃の ことで ある。 すでに 地名 学への 模索 はされ ていた かもしれ ない が、 「地名 を 守る 会」 発 

足 以前の ことになる。 

以後 久しくお 会いす る 機会 を 逸して いたが、 昨年 一 月 二十四日 江ノ 島に 所用が あって 出かけた 折、 

百合 ヶ丘のお 宅 を 訪問し、 数々 の 日本 民俗学の 金字塔 を うちたてられた 冬日の さす 書斎で、 三時^ば 


かり いろいろ とお 話 をう かがった。 その 再会 もまた 人生に おいて 三度と ありえな いような、 何と 恐し 

い 暗合に とんだ 濃密な 三時 間であった ことだろう。 

時に 人 は 氏の 業績 を 畏敬し つつかつ 評して、 神が かり 的で あるな どと いったり する が、 さまざまな 

土地への 遍歴 や 人々 との 邂逅に おいて、 まるで 地霊 や 生 霊に あい 呼応す るかの ように、 すぐれて 暗合 

にみ ちた 一 種 カリス マ 的な 存在と して 私たちの 前に 立ち あらわれる。 

極言 すれば、 氏の 仕事 は 多く を 霊感に 負って い、 加えて 古今東西 を 通暁す る 該博な知識、 仮説 を 実 

証す る 現地調査の 情熱で 成り立って いるよう に 思われる が、 少く ともそう いう 心情 を かもしだす 人徳 

を そなえて いる こと は 確か だ。 

思想 的な 根拠と しての 事 小 主義の 提唱 や 天皇制の 相対 化、 さらに は 発想の 根底に 柔軟な 思考 を 秘め、 

つねに 現実との 接点 を もっている こと、 そして それらの 美質 をうたい あげる にたる、 行間に あふれる 

南国の 陽光と 海の 微風が たえず 吹いて いる 見通しの きく 明晰で 豊潤な ィメ— ジの 喚起 力に とんだ 文章 

の 魅力に あるだろう。 柳 田。 折 口につ ぐ 新しい 日本 民俗学の 司祭 者た る ゆえんで ある。 ただ 過渡期に 

現われる 天才で ある ことに はか わりない が、 隔世 的に しか 真の 継承者が 育ちえない という ことにお い 

て は、 栄光と 悲劇が 相半ばする 孤高の 学で あると いえる かもしれ ない。 

すでに 最初に 出会った 日の 日記に おいて、 さらに は 『フォ ー ク ロア』 創刊の 小 文に おいて、 潜 越に 

も 〈谷川 民俗学〉 といち 早く 命名した の は、 直感的に 氏の 出現の 歴史的な 意味 を 感知した からに 他な 

ら ない。 まだ 世上で は 当惑げ に 〈評論家〉 〈民俗学 者〉 の 肩書が 混用され ていた 頃の ことで ある。 一 

時代 を 代表す る きわだ つ た 個性的な 学風と、 次代 へ の 指針に たる 業績に 対して 贈られる 称 nlt> として 今 


ではみ ごとに 定着して いるで はない か。 今 ひそかに 私 は 自負して いるの だ。 今後 一層 混迷の 世 を 生き 

ぬく 指針 ともなりうる だろうと。 

さて、 とまれ 恐し い 暗合に とんだ 冬の 日の 黄金の 三時 間が あつたの だ つ た。 

まず 若 狭に おける 鶏 タブ— について 教え を 乞うた。 すると 先生 は 一瞬 おどろかれ たように 「そのこ 

と は 私 も 昨夜ね むらずに 考えて いた ことなんで すよ」 と おっしゃられた。 そして その^ 俗 は 土 師出自 

の 菅原道 真 伝説 や 金 鶴 伝説 に 深い 関わり を もっていて、 先年の 戸谷 小百合 誘拐事件の 際に は 死 休 捜索 

に 鶏が 用いられ たこと など を 示唆され た。 ついで 大嘗 祭に ついて 話が 及んだ とき、 しかりと ばかり 

「真 床 追 衾の 儀に おいて 天皇 は 稲 霊 と 添い寝す るので すね」 と 定説 を 述べる と、 しばらくの 沈黙 

のの ち、 長髪 を かきあげながら、 「そうじゃな いんだ。 でも 絶対 他言し ちゃい けない よ」 と秘 係の 突 

相 を 折 口の 著作 を 引いて 話された。 

しばし 私 は 絶句した。 免許皆伝 をう けたよう な 気持であった。 少く とも 柳 田 学 以後の 内 翁 期に ある 

日本 民俗学が、 稲作 民 中心の 学問 体系に しばられ ていた 軛を とき ほどこう としてい る 今、 天皇制の 中 

心 命題で ある 皇位 継承の 秘儀の 解明に よって さらに 大きく 展開が 予想され ると き、 その 一語 は 充分 キ 

イワ ー ド たりうる と 思われた ので ある。 

しばし の 絶妙な 沈黙 を やぶって、 もし 私が つまらない 一語 を はさんだなら おそらく 言及され る こと 

はなかった であろう。 沈黙 はためら いその ものであった。 何故 箝口 をし かれた のか。 おそらく 異族を 

も 同化し うる 万世 一 系と いう 永 却 回帰の 再生装置 たる 擬制への 配慮で あるだろう。 とはいえ 所詮 常 民 

にと つて は 能 因の 長柄の 橋の 鉋く ずに すぎぬ の だが。 


帰りに 大きな ザボン をお 土産に いただいた。 七十 五日 長生きす ると は 老&> の 弁 だが、 私に とってよ 

とき じくの かくの このみ 

まさしく 非 時 香菓、 黙契の 果実に 他なら なか つ た。  (民俗 研究家) 


旅 を 生きる 谷川さん  藤 井 令 


奄 美大 島 を 訪れる 民俗学 者 や 研究家 は、 年 ごとに 増えて いて、 また 種々 多様な 調査 活動が 展開され 

ている。 それぞれに 特色が あり、 私たち 島に 住む 者に も 多くの 感銘 を 与えて くれてい るが、 民俗 研究 

としての 方途に は、 いずれに しろ 共通す る 何 かが ある こと も、 また 感じさせられる。 しかし 際立って 

異質な 重み を 感じさせ、 私に 強く 畏敬の 思い を 深めて くれてい るの が 谷川 健 一 さんな ので ある。 

谷川さん と は 九 年 前の 昭和 四十 九 年の 秋に 初めてお 逢いして から 以後、 たびたび 奄 美で 再会で き 御 

先導 をいた だく 機会 を 得て いる。 近く は 昨年の 秋に、 奄 美で 二 昼夜 を 一緒に 過ごす チャンスに 恵まれ 

たので、 その 印象 もま だ 新鮮 だし、 私の 心 奥に しきりに 残照し 続けて いる。 

強烈な 個性の 厳しさの 持ち主で ありながら も、 奄 美の 民謡 を 聞いて 情熱 的に 心 を 燃やす 姿に、 私 は 

これほど また ロマンチストで 優しい 学者 はいない ので はない か、 と 深く 感動 させられても いる。 それ 

は 谷川さん が、 民俗学 者で ある のみでな く、 文学者、 文芸 家と しての 造詣 を 持ち続けて、 それ を 民俗 


学者と しての 行動 や 執筆 営 為に 対峙 拮抗 させて いるから なのか も 知れない。 

奄 美の 島々 の 老人た ちゃ 語りべ も、 繰り返される 研究家た ちの 来訪と、 同一 質問の m: 複に^ して、 

あまり 語りたがら なくなつ ている。 だが 谷川さん が 訪れる と、 なぜか その 人々 が、 いつの 間に か.！ HI 分 

が 語らなければ 大きな 損失 をす るかの ように、 より 多く を 語り、 お 互いに あいづち を 打って 気持ち を 

溶け合わして しまう の だから、 実に 不思議で ならない。 そして 私 は そこに、 該博な知識 を 惜しげ もな 

く 贈って くれつつ、 それ を 対応の すばやい 手立てに して、 しかも フィル ド 作業に 必須な 心遣い を 忘れ 

ない 谷川さん の、 文学的 感性の 豊かな 応用 を 知らされ、 感嘆 させられ ている。 

谷川さん はこと さら ノ ー トゃテ ー プ レ コ ー ダ ー を 持たない ようで ある。 それ は 私が^ 美で 知る 限り 

のこと であって、 他の 場で はどうな のか 分らない が、 多分 同じな ので はない かと 思って いる。 目の前 

にノ ー トを 広げられ、 一言 ももら すまいと 器具 を 用意され てし まって は、 素朴な 田舎の 老人た ちが 語 

る 言葉に 脇す るの が 当然 だし、 それに 対する 配慮 や 心遣いの ない のが 研究家た ちの 普通の 態度 だが、 

谷川さん は 違って いる。 それだけ 谷川さん の 脳髄に は 精密な コンビ ュ ー タが 仕込まれ ていて、 そこで 

すべ てが コント 口 ー ル されながら、 対話 は 分析され 収納され ていく の だと 思う。 

そんな 卓越した 民俗学 者で ある 谷川さん と、 卑小な 私が 旧知の ように 語り合える ほどの 幸迎を 得ら 

れ たの は、 同じ 奄 美に 住む 民俗学 者の 山下欣 一 さんと 親しくし ていたお かげで あり、 山 下さん の 紹介が 

なければ、 永劫 谷川さん は 私に とって 遠い 畏敬の 存在だった と 思う。 その 山 下さん も、 また その 二人 

の 友人で ある 荒木 博 之さん も、 谷川さん と 同様に 文学的な 情感が 豊かで、 文芸 面の 実績 も 多く、 民俗 

学者と して は 異色な 存在 だと 思う。 それゆえ ァカ デミ ッ クな 場から は 異端の 学究と みなされる 存在な 


のか も 知れぬ が、 私な どに は、 かえって 魅力 あふれる 斬新な 民俗学 者と して 受け止められ、 先駆 的な 

ュ 二 ー クさを 感じさせられ ている。 

柳 田 国 男 や 折 口 信 夫 も 文学 性の 溢れた 民俗学 者で あり、 そこに こそ 底 しれぬ 魅力が ひめられ ている 

と 思う の だが、 谷川さん に は それ 以上に 深い 文学との かかわりが ある。 それ は 自己の 民俗学の 研鑽に 

よって 得た 新しい 発見 を、 より 多くの 一般大衆に 還元す るた め 文学に 引き寄せて、 それ を 小説で 表現 

するとい う 斬新な 方法論 を 具体化し ている ことで あり、 激しく 厳しく 文学と かかわる 谷川さん の 独自 

な 姿な ので ある。 

そんな 谷川さん こそ、 まさに 孤高な 民俗学 者で あり、 永劫の 旅人な のか も 知れない。 常に 旅人 的な 

孤独な 歩みで 新しい 発見 を 追う という、 むしろ 飢餓 的な 状態に さえ 自己 をい ざない つつ、 そこで 必死 

に 物 を 生む 戦い を 続けて いる 厳しい 谷川さん の 姿 を 知らされる ばかりで ある。 

谷川さん ほどの 人なら、 いつでも 安逸な 世界に たやすく 戻れる はずな の だが、 あえて それ を 避けて 

生きる 凄まじい 執念 こそ、 谷川 民俗学の 根底 を 流れて 新しい もの を 産み 育くむ ュ ネル ギ ー であり、 他 

者の 真似る ことので きない 厳しい 生き方な の だ、 と 私 はより 強く 畏敬し 感嘆 させられ 続けて いる。 

(詩人) 


「馬が 合う」 激 的な 師  後藤 総 一郎 

人と 人との 出会い や あるいはつ きあいに は、 いわゆる 「馬が 合う」 人と そうでない 人と が あると よ 

くい われる。 これ もま さしく 民俗学 的 研究 テ I マの ひとつと いえよう が、 谷川さん は、 その 「馬が 合 

う」 人間の タイプと して、 ひとまわり 違う 同じ 「干支」 同士の こと を あげられ、 折々 の 酒席の 談笑の 

なかで しばしば 語られる ことがある。 

  とり 

ちなみに、 谷川さん も わたし も、 一九二 一年と 一 九 三 三年の、 まさに ひとまわり 違う 「酉年」 生ま 

れ である。 また、 この 十 余 年、 谷川さん と 固い スクラム を 組まれて、 ダイナミックな 「日本の 祭」 を 

撮られて いる カメラマンの 渡 辺 良 正さん も、 やはり わたしと 同年 生まれの 「酉年」 である。 

そんな こと もあって か、 谷川さん は、 わたしたちに、 「お 互いに 馬が 合う ね」 と 折に つけ、 楽し そ 

うに 話される ことがある。 

事実、 不思議な ことに、 この 二十 年 ほどの、 谷川さん と 行 をと もに したいく つかの 節目の いわば， H 

分史を ふりかえる とき、 その 感が 強いと いえる。 

たとえば、 昭和 四十 年代 はじめの 『明治の 群像』 (三 一書 房) シリ ー ズ での 仕事 を はじめと して、 昭 

和 四十 六 年 冬の、 一週間に わたる、 わたしの 故郷で も ある 信 州 伊那 谷の 遠山の 霜月 祭への 同行、 昭和 


四十 七 年 夏の、 同じく 伊那 谷の 新 野の 盆踊りへの 同行、 そして その 年の 夏から はじめられた 『季刊 柳 

田 国 男 研究』 の 四 年間に およぶ 編集の 仕事、 さらに 昭和 五十 年 夏 を 中心とした、 『民俗の 旅— 柳 田 国 

男の 世界』 (読売 新聞社) の 紀行な どと、 思えば やはり、 行 をと もに した 楽しく そして 重い 日と 年が あ 

つたこと を 改めて 思わ させられ るので ある。 

それから さらに、 「日本 地名 研究所」 をべ I ス とした、 昨日から 明日へ のさ まざ まなこと を 思う と 

き、 「酉年」 の 縁 はまた 積み重ねられて ゆきそう である。 

そんな こと を 思う とき、 わたし は、 谷川さん がい われる ように、 本当に 「馬が 合う」 のか しら、 と 

ふと 思う ことがある。 しかし それ は、 たんなる 「干支」 の めぐりあわせの ゆえで はなく、 実は 谷川 さ 

んの わたしたち へ の 温か さが 育んで くれた、 ある 精神の 傾斜の 中から 自 ずと 生まれ 育った ものである 

とわたし は 信じて いる。 言葉 を かえれば、 まぎれ もない 谷川さん への 尊敬の 念が、 わたし を 谷川さん 

へと 向き合わせ てい つ たので ある。 

そのこと を、 もっとも 鮮烈に わたしの なかに 刻んで いったの は、 昭和 四十 六 年 冬の、 遠山 紀行に お 

いてであった。 

わたしの 生家 をべ，.' ス • キャンプ として、 谷川さん とさきに 述べた 渡 辺さん と 三人で、 およそ 八 百 

年 まえから 伝え 営まれて いる 霜月 祭 を "見学" する ために、 夜更けに 出て 行って は 朝 帰って来る とい 

う 日々 の 一 週間 を 過ごした のであった。 

遠い 少年の 日に 祭 を 楽しんだ という 記憶し か 残って いなかった わたしに とって、 柳 田 国 男の 『日本 

の 祭』 を 読んで 以来、 いっか 改めて、 自らの 故郷に 伝承され ている 祭 を 通して、 ムラの 古 層の 精神 史 
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をの ぞいて みたい という 願望が 抱かれて いた こと もあって、 ある 異なった 感動と 刺激 を わたしの なか 一 

に 育んで いった 一週間と なった。 その わたしの 精神 を 揺り動し ていった もの こそ、 谷川さん の 霜月 祭； 

のなかに 直観され 解釈され た 言葉であった。 

たとえば、 この 祭の 神事の ひとつに、 祭の クライマックス ともい える 「四面の 舞」 という、 さま ざ 

まな 神の 仮面 をつ けた 舞い 手と 氏子 常 民が 乱舞し 溶けあって 踊る 舞いが ある。 あの 長身の 谷川さん も、 一 

ついに 声 を 出し 身 を 乗り出して 「よつ せ、 よつ せ」 と 村人と ともに 踊り 出した のであった。  一 

そして 祭の 最後に、 「鎮めの 湯」 という 神事が あって、 次の よう 呪詞が 唱えられ るので ある。 ^ 

しずか なれ しずか なれ 

精 しずか なれ -  一 

深山の 百 千の 精 も  一 

しずか なれ 

つまり、 この 呪詞 は、 森羅万象の 精霊に 向かっての 呼びかけ でも あるの だ。 

谷川さん は、 これら 舞 ゃ詞を 通しての 霜月 祭の なかに 身 をお きながら、 やがて それ を 客体 化し、 ひ 

とつの 世界 像 を 仮説と して、 即座に わたしたちに 提出した のであった。  ■ 

霜月 祭 は、 「神と 自然と 人間」 の 「交渉の 祭」 である、 と。 

そこから 谷川さん はさら に、 民俗学と は、 「神と 自然と 人間の コミュ ニケ ー シ ヨンの 学」 であると 
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いう、 谷川 民俗学の いわば パラダイム を 明瞭な ものと し、 そして 前進 させて いったの である。 

その 翌年の 夏から、 谷川さん に そして 宮田 登さん らに援 けられながら、 わたしが 『南 信 濃村史 袁 

山』 (昭和 五十一 年刊) の 編纂に 心 を 注ぎ、 さらに その ァ フタ I ケアと もい える 村人の 歴史の 勉強 会で 

ある 「遠山 常 民 大学」 (昭和 五十二 年) を 開講し、 故郷 をべ— ス とした、 さまざま 地域の 学びの 場へ 足 

を 向けつ づける ようにな つたの も、 思えば、 あのと きの 谷川さん に 教えられた 衝撃 的な 言葉に 啓示 さ 

れ、 勇 気づ けられた のだった と、 いま 改めて 思う ので ある。 

その 意味で は、 谷川さん の 温かい 言葉 を あえて そのまま 使わせて もらえば、 谷川さん はわた しにと 

つて、 まさに 「馬が 合う」 刺激的な 師 である。 

(明治 大学 助教授 • 日本 政治 思想 史) 
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ft£ 国 男の 死 ほど、 一人の 人間の 死が 一つの 学問の 死 を 意味す る こと を、 はっきり 告げた もの はない。 日本.，^ 

がとう 生きて きた かとい う 疑問 を 対象 化しよう とする 学問、 「日本人 学」 とで も 呼ぶ に ふさわしい 民族 内省の 学 

問が、 柳 田の 死と ともに 終った。 そう 思った とき、 日蝕 時 を 見舞う 無気味な 冷 風の ような ものが しばらく 私の 童 

を 吹いた。 

しかし、 『海上の 道』 が 彼の 最後の 著作で ある こと は、 その 書物の 刊行 当時から 分って いた。 彼が 半世紀 まえ 

に 蒔いた かずかずの 疑問の 種、 それ を 自分の 手で ふたたび 刈り取ろう とする ただならぬ 決意が そこに あ ふ，^ て 、 

た。 なんとしても 彼の 設問と その 答えとの 間に、 未知の 中間 項が 多すぎる。 彼 は 自分の 仮説の 弱点に 気がつかな 

かった わけで は あるまい。 しかし 日本 民俗学 は 自分の 作った 学問 だから、 自分が 始末して どこが 悪かろう — 老 

人の つぶやきが 私の 耳 を 刺した。 私 は その 気魄に あふれた 独行に、 はるかな 献辞を ささげる ほかはなかった。 

私 力 # 田の 『桃 太郎の 誕生』 を 読んだ の は 人生の なかばに 達した ときで ある。 この 書が 説話 を 通じて 民衆の 奔 

放な 想像力 を 証明しょう とした ことに ついては、 ここに ふれる まで もない。 柳 田 は 民衆の 発想と その 表現力と り 
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間 を、 素朴に 無 葛藤に つなげよう などと はして いない。 しかし それだけに、 文化 創造の 源泉が つねに 民衆に ある 

こと を 決定 づけた この 書の 重い 感動 は 私から ながく 去らな か つ た。 

そのうち 所用で 日本 民俗学 研究所 を 訪ねる ことがあった とき、 そこの 本棚に おさめられ たどの 書物 を 抜きと つ 

て みても、 かならずと いってよ いほ どに 柳 田が 赤 インキで しるした 符牒が つけて あった。 一知半解の 善意と 反対 

の 極に ある 柳 田の 冷徹な 情熱が そこにあった。 私 は 柳 田が 徹底的に 特殊 を さぐる ことによって、 特殊で なくなり 

普遍 化して ゆく 方法 を 断乎と して 採って いるの を 知った。 特殊 を 積み重ねた 果に、 普遍的な 人間 を 執拗に 求める 

彼の 二重の 眼 を 感じた。 

日本の なかから 特殊性 を剝 離された 普遍的 人間、 それ を 柳 田 は 常 民と 呼んだ。 常 民と いうの は、 ただの 人と い 

うので もなければ 民衆 を 指す ので もない、 それ は 実体 的な 概念で はなく、 人間の なかの 普遍的な 部分 を 指す 抽象 

語で ある。 柳 田 は 実際の 民衆 を聖 化する こと をし なかった が、 しかし 日本人の 生き方 を つきつめて ゆく 努力の は 

てに、 常 民が ある こと を 信じた ので ある。 もし そこに あふれた 自信がなければ、 若年に して どの 文学者よりも 強 

烈に しかも 正確に 近代 芸術の 洗礼 を 受けた 人間が、 当時の 世間から は 謎と き 位に しか 扱われない 泥臭い 学問に 満 

足し 切れた はず はない。 

明治 以来 多くの 知識人が 普遍性に あこがれて 日本 を 捨てる か、 日本の 特殊性の なかに 回帰 埋没す るかの どちら 

かの 道 をえ らんだ。 そのい ずれの 道 もが 不毛で ある こと を 見て とって、 ナショナルな ものの なかに インタ ー ナシ 

ョナル を、 特殊性の 底に 普遍性 を 一貫して 求めた 数 少ない 人間、 いな 稀 有の インテリが 柳 田で ある。 日本の よう 

な 国情で 転向 を 要しない 道 を 見き わめて 歩いた こと だけで も、 彼の 近代 性が ずば抜け ていた ことが 分る。 近代 を 

たてまえ とする 文学 や 科学が ゥヮ ゴトを 言って いた 戦時中に、 彼の ひきいる 日本 民俗学 は、 もっとも 神が かりに 

ならな か つ た 学問で ある。 
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柳 田の 学問が 主として 過去 を 対象と し、 前 近代 を 研究の 目的と していた にもかかわらず、 近代に 生きる わたし 

たちに つよく 示唆す る ことので きる 所以の もの はなに か。 それ は 柳 田が 文化の 価値 概念 を 裏 反 一し こして、 文ヒを 

文字の 呪縛から 解放した ことであろう。 それ は 近代主義の 1- 縛から 過去 を 解放す る ことで もあった。 近代主義 者 

の 取り ちがえの 喜劇 は、 日本の 近代 社会に 含まれる 前 近代的 風景が、 現在の 時点 を さかのぼれば さかのぼる ほど 

明瞭な 姿を呈 する と い う 推論 上 の 誤謬に もとづい ている。 

しかし 現在と 過去、 近代と 前 近代と では 一見お なじよう な 現象で も、 その 意味が まったく 逆になる 場合が 多い。 

文化 を 志向す る 指標 はおな じで も、 記号が 正負で ある 場合が 少なくない。 要するに 柳 田 は 近代的 解釈 を 過去の 前 

近代 社会に 浅薄に 適用す る こと を やめ、 過去 を 正しく とりあつかう ことによって、 近代 を 救おうと したので ある。 

柳 田 はかって 彼の 友人であった 田 山 花 袋ら の 文学に ついて、 露骨な 蔑視 を かくそうと しなかった。 そこに は少 

なくと も 柳 田の 近代 性 を 挑発す るのに 不足な ものが あった。 柳 田に して みれば 西欧 直輸入と 歓迎され た 自然主義 

の 暗 さも、 日本の 絶対主義 社会の もたらした 暗 さに ほかなら ず、 それに つづいて 盛 行す る 私小説 も、 絶対主義の 

造 出した 亜種の 文学と しか 映らな か つたので あろう。 村落共同体と 国家権力の 接点に 仕組まれた 二重 構造の たく 

みな ヮナ のなかに 追い つめられて 錯乱した 農民の アナ I キ ー が、 日本の 近代文学 を 味つける 塩で ある こと を 柳 田 

はお そらく 誰よりも 感じて いたのだろう。 だから こそ 彼の 足 は 文学よりも 民衆 自体の 世界へ とむ か つ たのだろう。 

一見 封建 遺制と 見 まがう ものが、 明治の 絶対主義 国家に よって 創出され た。 前 近代の 枠組 を 利用して、 行政 組 

織の 最下 部 を 見せかけ だけの 自治体と して 温存す る ことによ つ て、 歴史の 彼方に 退化して ゆくべき もの を^に 強 

制 再 登場 させ、 新しい 装 を こらした 役 を 振った。 それ は 絶対主義の 人工の 産物、 あえてい えば その 傑作であった。 

現在 政治学 者た ちが 気軽に 第一 一 の ム ラ とか 東京の ム ラ とか 使つ ている ムラ は、 およそ この あたりの ム ラを 指し 

ている のであって、 そこに 指摘され る 前 近代 性 も、 じつは 近代の 所産で ある ことが 忘れられて ハる。 
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だが 柳 田が とりあげた ムラ はさま ざまの 変化 をう ける ことによって 固定し ない ムラ、 変化 をた どる ことによ つ 

て その 原型 を 志向す る ことので きる ムラであった。 そして ムラの 生活 を 支え 文化 を 維持す る 最小 単位が、 自給 自 

足 をた てまえと する 土着の 豪農であった こと は 柳 田の 著作 を 読めば 気づく ことで ある。 柳 田が 日本の 文化 を 手 作 

りの 豪農の 文化と して 規定した と 考えても そう まちが つてい ない。 彼 は 普遍的 連帯 的な 思想の 最小 単位 を 地つ き 

の 豪農に もとめた。 この 点で 柳 田 国 男 を 在 村 地主 的で あると 評した 家 永 三郎の 批判 は 近代主義 的 解釈の 弱点 をむ 

き 出した といえる。 

『澀 江抽 斎』 のなかに、 鷗 外が 「わたし はこれ を 記す るに 当って、 当時の 社会が 今と 異なる ことの 甚し きを 感 

ずる」 と 前置して 奇怪な 挿話 をし るして いる 箇所が ある。 抽斋の 遺家族の 一行が 弘 前につ いて まもなく 暴風雨が 

あった。 土地で は 丹 後の もの や 南部の ものが やって きて 土着す るの を きらって 岩 木 山の 神が 暴風雨 をお こすと 信 

じられ ている。 

鷗外は 「なぜ 丹 後の 人 を 嫌う かとい うに、 岩 木 山の 神 は 古伝説の 安 t. 娘で、 おのれ を 虐使した 山椒 大 夫の 郷人 

を 嫌う の だそう である。 また 南部の 人 を 嫌う の は、 神 も津軽 人の パル チキ ユラ リズムに 感化せられ ている のか も 

知れない」 と 事情 を 説明して いる。 

ともかく 暴風雨が あった 数日の ち、 江戸から 移転した 家々 に ふれが あって、 灘江 氏の 下僕の 一人 は 退去 させら 

れる ことにな つた。 彼 は 常 陸生 まれと 抗弁した が、 申 開きが きかれなかった。 これと同じ こと は 幕府の 御 巡 見 使 

の 随員に くわわって 東北 地方 を 旅行した 古川 古松 軒 も 『東 遊 雑記』 に 書いて いる。 それによ ると 江戸 を 出立す る 

まえに 津軽 侯の 使者が やって きて、 随行の 者の なかに 丹 後生 まれの 者が あったら お供から はずして 翁し- -と申 1 

入れした という。 じじつ 丹 後生 まれの 家来が いたので 供からの ぞいた という。 また 橘 南谿も 『東 遊 記』 のなかで 

津 軽の 外が 浜に たまたまいた とき、 悪天つ づきで 船の 出入が なくなつ たので、 そこの 役人が 丹 後の 人 はいない か 


としきり に 調査した と 告げて いる。 

今から 見れば とる に 足らぬ 俗説 も、 津軽 藩の 公儀す じで は 真剣に 信じられ ていた。 それ を 封建 意識の 魔と 呼ぶ 

こと はでき ないだ ろうか。 鷗 外の 合理主義 では 困惑し ない わけに は ゆかない ものが 封建時代 を 動かして いた。 そ 

れは 下層に 転位す るに したがつ ていつ そう 大きな 勢力 を 日常生活の 上に 振って いたにち がいない。 もし 私たちが 

過去に たいして 謙虚に 心 を 開くならば、 この 前 近代の 魔 は 親しげ に 語り かける であろう。 それに 聞き入る ことに 

よ つ て、 私たち は 過去の 正しい 意味 を 知り 未来に むかう 足場と する ことができ るだろう。 

民衆 社会の 解晶 作用が 惹起す る 疎外の 感情、 全体の 人格の 解 像に ともなう 腐蝕 感。 それ を 超克す る 道の 容易で 

ない こと は 私たち も つぶさに 経験 を なめてい る。 だが 容易で ない こと を 知れば 知る ほど、 わたしたち は 民族 共同 

の 教訓に 耳 を かたむけ ねばならぬ であろう。 そのと き 過去と 現在、 近代と 前 近代の もつ 意味 を かえ、 歴史の 価 直 

転換 をな しとげた 柳 田 国 男 は 再生す るであろう。 
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『海上の 道』 と 天才の 死 


1 

私よ たいした 自覚 も 資格 もない ままに、 ジャ ー ナ リズムと いう 水商売の 世界で 飯 をく つてい る 人間で ある けれ 

ども、 接客業 者と して つねづね 自戒して いる ことが 一 つ ある。 それ は 自分が、 どんな 人間にたい しても 信仰 を も 

つて いないと いう 態度 を 露骨に あらわして はならぬ という こと だ。 敏感な 客商売の 常と して、 危険な 底流 は 禁物 

だ 位 は、 飲屋の 女と おなじぐ らいに 心がけて おかねば ならない。 私が 信仰に 縁遠い 人間で ある ことが、 はしな く 

も バレたり すると、 たいてい 客 はに がい 顔 をす る。 そこで 私 はいつ も 柳 田宗の 門徒の はしくれの ような 顔 をして 

とおる ことにした。 私が 誰かの 宗派に 属して いる こと、 そして それが 日本の 学問の 大 先達で ある 柳 田 だとい うこ 

とになる と、 客 はすつ かり 安心す る。 名誉教授 を 子供扱い にし、 教授 や 助教授に いたって は 孫 位に しか 考えて い 

ない 柳 田の こと だ。 客 は 私と 一 緒に 孫子に なった 気分で 二 コ 二 コ する。 客 を たしなめる 場合で も 柳 田 を もち 出せ 

ま 効験が ある。 柳 田大明 神のお 札 を 煎じて 飲む と 学問が 上達 するとい う 世上 流布して いる 俗信 を 利用 させて 貰つ 
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たまでの 話 だが。 

じっさい 歴史家の 豊田武 など は、 君 はいつ まで 紙屑拾い を やって いるの かと 柳 田から からかわれ たと、 くやし 

そうに 私に 何度も 語った。 また 考古学者の 小 林 行 雄 は、 彼の 著書 『日本 考古学 概説』 を 柳 田に 呈上した とき、 柳 

田から 日本の 考古学 もす こし は 進歩した ねと ほめられ たと、 気 むずかしい 顔を綻 ばせ て 私に 告げた。 日頃 柳 田 は 

考古学に 対しても 蔑視 を かくさず、 日本中の 土地 を 一 尺ず つ 片っぱ しから 掘って ごらんと 云って いたから である。 

柳 田 はまた 国語学 や 民族学に たいしても 毒舌 家であった。 

しかし それだけ のこと はあった。 広く 知られて い るよう に、 藤 村に 「椰子の 実」 の 詩、 花 袋に 『 一 兵卒の 銃 

殺』 を 書く 資料 を 与えた の は 柳 田であった。 芥 川の 『河童』 の 種本 は、 柳 田の 『山 島 民譚集』 である。 和 辻哲郎 

は、 アナ ト ー ル • フランスの 『白き 石の 上に て』 を よんで、 人生観に 一 転機 を 画する ほどの 感銘 を おぼえた が、 

その 書物 をす すめた の は 柳 田で ある。 農学 者 東 畑 精一 の 出発点 は、 柳 田の 『時代と 農政』 によって つくられた。 

こうして 柳 田 は 民俗学 だけでなく、 その 周辺の 学問、 あるいは 文学 や 芸術に いたる まで 甚大な 影響力 を 与えて 

いる。 しかも それが きわめて つよい 斥力と 牽引力の 交互 作用に おいてな された ことに 特色が ある。 柳 田に あって 

は 漠然とした 影響力と いう もの は 考えられない。 柳 田の 学問に 畏敬 を おぼえて 彼の 膝下に 参集した 門人た ちの 少 

な 力らぬ 部分が 破門され た。 民族学者の 岡 正 雄 は、 自分が 柳 田の パ ー ジ第 一号 だと 自称して、 やや 得意気で ある。 

おそらく 柳 田の 勘気 を 蒙った 何十 人 もの 筆頭者と いう ことに なれば、 それだけの 値 打 もで てこよう という もので 

ある。 

折 口 信 夫 は、 柳 田の 家 をたず ねる とき、 かならず 靴脱ぎの 処に 両足 をき ちんと そろえて 「先生に は 御機嫌うる 

わしう」 といん ぎんに 挨拶した という。 それほど 柳 田にたい して 折 口 は 気 を 使った ので ある。 私に は、 折 口が む 

しろ 芸能 を 中心に して 民俗学の 研究 をお しすす めて いった わけが、 それなりに 分る 気がする。 柳田の^；^レは芸化^? 
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よりも 信仰の 究明の ほうに そそがれて いたから である。 要するに 折 口に は、 柳 田の 領域 を 犯すまい とする 心づカ 

いがあった ので は あるまい か。 私 は 誰かが、 「柳 田 国 男に おける 人間の 研究」 を やった としても、 それ は 柳 田の 

偉大 さ を 傷つけ る ことに はならない と 確信す る。 柳 田の 比類のない 業績に たいして 敬意 を 払っても、 その 人間 を 

絶対 化する こと は、 私の 希望に 反する。 

二 

むしろ 柳 田に 対して 無 讓性を 要求す るの は 彼の 真意 を まげる ものであろう。 その 意味で 学問の 世界に は 素人の 

私が、 柳 田の 最後の 著書 『海上の 道』 の 読後感 を 率直に ここに 述べる の は 許される ことで ある。 柳 田 は 西洋 直輸 

入の 学問に 見られ 勝ちな 仮説の 濫用 をたい そう 嫌った。 彼の 学問に は、 事実の 集積から 意外な 結論が 導き出され 

る こと はあって も、 そこに 仮説の 介入 を 許さない という 魅力が あった。 こうして 柳 田 は 彼 独特の 足場 を かためな 

がら、 民俗学の 課題 を つきつめて 稲作の 起源に 到達した。 この 上 は 稲作が どこから 渡来し たかを 立証す る ほかな 

い。 それが 最後の 問いで あり、 また 日本 民俗学の 最後の 問いでも あった。 柳 田 は 仮説の 綱 を かりて 設問と 答えと 

の 間 をなん としてで もつ なげよう とした。 その 意図 は 壮大で あり、 スケ ー ルの 大きさと 迫力から 云って、 江上 波 

夫の 騎馬民族の 説と 匹敵し 並 称する に 足る ニ大 仮説で ある。 しかし そこに は 何 か パノラマ 風な ものが ある。 その 

点で は、 創世記の 縮小 日本 版と いった 趣きがない わけで ない。 柳 田の 文章 はつねに 求心 的で あり 旋回 的で あるが、 

ここに は 事実と 事実の 緊張 関係から かもし 出された 実感が 少ない。 文献 的で しかも 飛躍が 多すぎる の だ。 

あれほど 結論 を 急がなかった 人間が、 たとえ 半世紀の のちと はいえ、 なぜ 結論 をつ けねば 気がすまなかった か" 

そうした 自分の 焦りに 柳 田の 慧眼が 気づかなかった わけで は あるまい。 焦り を 焦りと 気がついて いながら、 それ 

をら えてお し 通す 行， fdn」 出た こと、 そこに 柳 田の 横紙破りの ガム シャラ な 天才 を 私 は 感じる。 柳 田の 一見 悠長な 
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学問が、 じつは 史学 や 考古学 や 民族学 や 国語学な ど、 他の 学問との たえざる 対決 をつ うじて 領域 を K 大した こと 

を 思う がよ い。 既成 観念の 破壊と 彼の 独自な 建設と は、 まったく おなじ 作用の 上に 立って いる。 猛烈な 破壊力 を 

もった 人間が、 最後に 最大の 力 を 発揮した。 その 力 は 他の 学問にたい してで なく 自分が 生涯 を かけて 作り あげ，， こ 

日本 民俗学に むけられた。 その 力 は、 手塩に かけた 学問の 塔 を 無理やりに 完成す るた めに 使われた ように 一見み 

えながら、 しかし 私に は、 柳 田の なかに 自分の 作った 学問 を 自分で 始末した いという 別の 欲望が 働いて、 日本 民 

俗学 を コッパ ミ ジンに たたきこわす ことに 用いられ たような 気がして ならない。 それ は 私の 妄想に ちがいな いが、 

し 力し そうで も 考えねば 柳 田の 最後の 飛躍 を 私自身に 充分に 説明した ことと ならぬ。 柳 田が 永久に 平安の 港 こた 

どり つく 寸前の 海上の 路は 荒れて いた。 それ はかって 見ない 困難な 航海だった。 先日、 林 達 夫に 会った とき、 彼 

もお なじよう な 意見 を 洩らして いたので、 それ は 私 だけの 印象に とどまる ものではないだろう。 

柳 田の 死 は 日本 民俗学の 死 を 意味す る ものであった。 それ は 独自な 学問の 体系が 彼 一個の 天才に 支えられ てい 

たからで ある。 さらに 時代 的に 見れば、 戦後 社会の 急速な 発展で、 もはや 日本 民俗学に とって は、 成果 を 期待す 

べき 物が 少なくな つてし まった こと も 事実で ある。 いわゆる 残存 文化 は 朝 陽の まえの 露の ように 消えて ゆき、 文 

化 変容の 度 はお そろし いほ ど 進行して いる。 文化 変容の 問題 を 追求す るのに 不馴れであった 日本 民俗学が 従来の 

方法論に とどまる かぎり これまでの 業績に 決定的な 新しい もの を 付加す るの は むずかしい。 

要するに 日本 民俗学の 第一 の 目的で ある 残存 文化の 探究 は、 今後 多少の 発見 はあって も 終止符が うたれ たとい 

つてよ い。 その 意味で 柳 田の 死 は 彼の 民俗学が 終止符 をう たれた のと 前後して いる 点で 象徴的で ある。 しかし 日 

本 民俗学の 第二の 意味、 すなわち 今日的 意味 はなお 残る であろう。 それ は 日本 民俗学が、 物質よりも 意つ IS を皇求 
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してきた 占" である。 より 正確に いえば、 意識 もまた 民衆 社会の 物質的 条件で ある。 民衆 社会の 意識 は. 日本 民俗 

学 こよって、 也の 学問に よってよりも、 はるかに 生ま 生まし く 伝えられて きたと いうべき である。 意識の 重層 性 

よ、 通りすがりの 社会 調査で は 集約され にくい 多様性 を もっている こと を 示す。 柳 田の 文章の 多義性 は、 彼の 文 

人 趣味に 起因 するとい うわけ ではなく、 その 意識の 重層 性 多様性 を できるだけ 正確に 保持して 伝えよう とする 念 

願から 起つ たもので あろう。 

この 民衆 社会の 意識 を、 わたしたち は 将来に 役立てる ことができる であろう。 民衆 は 生活 を はなれる こと はな 

い。 その 生活 意識の 根底に ある もの は、 そうた やすく 動いたり 消滅した りする もので はない。 それ は 一寸 やそこ 

ら では 動かぬ かわりに、 もし それが 一度 動き はじめたら 制止で きない ものである。 意識の なかに も 上部構造と 下 

部 構造が あるの だろう。 上部構造 は 戦後 十七 年のう ちに 一変した。 しかし 人間の パトスが 解消され てし まう こと 

がない 以上、 その 底の 欲望 はフ オル ムを 求めずに はおかない であろう。 こうした 民衆の 心の 動き その 力学 は、 ど 

うしても とめて ゆく ことができ るだろう か。 ここで 柳 田の 民俗学 は 凡百の 社会科学よりも、 私たちに 示唆す ると 

ころが 多いだろう。 

社会科学 者た ち は 民俗学 者の 無 方法論 を わらう。 だが 民衆のお もい 唇が かんたんに 割れる ものだろう か。 ある 

民俗学 者 は 11 宮本常 一 であるが 11 戦前に は 民衆の 口から ドブロタと 堕胎の 話が でて きたと き はじめて、 彼ら 

が 真 底 を 打明ける ようにな つたと 判断して よい、 それまで 民衆 は 当り 障りの ない こと をつ とめて いう もの だ、 と 

私に 語った。 民俗学 者 は 幼稚な 聞き 書と いう 方法論し かもって いないが、 方法論が 幼稚で あれば こそ かえって、 

整亨 され.. よ 、， Hi? 衆の 生まの 声 を 聞く ことの 可能な 次元まで 降りて ゆこうと したので ある。 柳 田 は、 一 揆ゃ 飢饉の 資 
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料に おおむね、 その 行政 的 措置 を 問われ かねない 淵 中の 役人の 上司に たいする 報告 だから、 手前勝手な 処がぁ 

り ゥソ がま じってい ると 指摘して いる。 一揆 や 飢饉の 資料なら ば、 う 呑みに し 勝ちな 進歩的な 学者の 盲 占 ^ をつ 

いて、 より 深く 民衆と ともに 真実 を 探ろうと する 人間の 痛烈な 批判で ある。 柳 田 自身、 幼少の 頃 飢鍾を つぶさに 

目撃した ことが、 彼 を 民俗学と いう 学問に 駆りた て、 かつ 農 商務省に 入らせる 動機に もな つた、 と述康 して 、る。 

(『故郷 七十 年』)  „ 

知識の 次元に おいて、 民衆の 世界 を 転向 不能の 地点まで 降りて みる こと、 これが 柳 田の 彼 自身に 課した 命題で 

あつたと 私 は 思う。 柳 田の ひきいる 日本 民俗学 は、 民衆 社会の 土着 信仰 を ずば抜けて 知ってい たために、 戦時， P 

において、 もっとも 神が かりにな りに くかった 学問で ある。 近代 をタ テマ ェ として 理論 を ふりまわ していた 学問 

がゥヮ ゴトを 云って いた 時代に、 民衆に 膚 接した もっとも 土臭い 学問が ともかくも 正気であった という 逆説 を ど 

う 解釈しょう とそれ は 各人の 自由 だが、 日本 民俗学が 「よその 国の 学問の 現状 を 熟知し、 それ を 同胞の 間に 伝え 

る こと を以 つて、 学者の 本務の 極限と する ような、 あわれな 俗解」 (『海上 G 道』) と 柳 田に 嘲笑され たような 他 

学問の 誤り を 犯す ことがなかった こと は 注目して よい。 柳 田に して みれば、 理論 信仰と 実感 信仰に わける ことす 

らが 「あわれな 俗解」 なので あるか も 知れない。 

柳 田 民俗学 を、 土 を 素足で 踏めば 脚気が なおる といった たぐいの 白米 病の 治療法の ように 単純に 考える むき も 

力いで はない。 しかし それ はヴ イタ ミン を 補給 すれば 回復す るの だから、 何も 柳 田 民俗学に 頼らねば ならぬ とい 

うこと はない。 第一、 柳 田に 即効 的な 処方 塞 を 求める の は 無理な 話で ある。 柳 田 国 男の 学問 は、 要するに 漢方薬 

のよう な もので、 西洋 医薬で 治療 不可能に なった ものが、 これ を 利用 するとき に 効験 あるば あいが 少なくない。 

丸 山 真 男 や 桑原 武夫 は、 近代的な 病院の 外科医 か 内科医の ような 感じ だが、 柳 田 は 和服 白 足袋の 漢方医の おも か 

げを もっている。 彼の 文章が 多義 的で、 きわめて 二 ュ アンスに みちて いるの は、 なが ハ 時間 を かけて 乍り だし ヒ 
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前ハ へし 薬の 感じから くるので ある。 すなわち 日本 民俗学 は、 根治 困難な 近代 病 を、 ながい 時間 を かけて 治療して ゆ 

くのに はすこぶ る 効きめ を もってい るが、 即効に は 応じられな いこと を、 柳 田 は 文章に よっても 教えて いるので 

ある。 若い 人た ちはハ ギレの よい 結論 を 求めたがる。 そうした 場合に 対して は 柳 田の 文章 は 迂遠に 見える だろう 

が、 しかし 結論が つまらなく なった 人間に とって は、 柳 田の 文章 はすこぶ る 魅力的で ある。 柳 田 は 應大な 著作 を 

書き残して いるが、 おなじ こと を 二度 云 つ たという ことが けっしてない。 

五 

森鷗 外と 柳 田 国 男 は、 近代 日本が 産んだ 最高の 知識人で ある。 しかし 柳 田の なかには、 鷗外 などよりも 近代的 

な康 子が 内包され ていたと 私 は 思う。 鷗 外に は 啓蒙 的な スタイルが どこかつ きまとう が、 柳 田に は それが な， > 

鷗 外と 柳 田 を そのよう にわけ る もの は、 鷗 外が 武士の モラル を 引きついだ 知識人の 世界の なかに、 彼の 文学の 規 

範を もとめた のにたい して、 柳 田 はつねに 民衆の なかに、 自分の 規範 を 発見し ようと 願って やまなかった ことで 

ある。 その 意味で は、 武士の 規範が くずれ、 その 規範の 反 措定の 形で やはり 武士の 規範に 便乗す る 啓蒙 的 進歩 主 

義が、 いまや 時代お くれと なり かけた 今日で も、 柳 田の 創造した 民衆の 世界 は、 なお わたしたちに 多くの 示唆 を 

与えないで はすまない。 

では 柳 田 は 周囲の 知識人に 深刻な 刺戟 を 与えながら、 彼 自身 はどうして 民衆の 世界へ と 足 をむ けたの だろう か- 

『故郷 七十 年』 によると、 柳 田 は 田 山 花 袋の 『蒲団』 を ひどく 批判し、 書くべき 何物 かがなくても、 毎日 ぼん や 

り 考えて いる こと を 書き さえ すれば 小説になる という、 いわゆる 私小説 は 『蒲団』 が 手本に なって いると みてい 

ると、 彼の 考え をのべ ている。 柳 田の 考えで は、 自然主義 も それに つづく 私小説 も、 彼の 文学の 名に 価す る もの 

ではな か つ た。 


柳 田 はお そらく 自然主義 も、 私小説 も、 日本の 絶対主義 社会の 裂 目から 噴出した 文学 以前の 文学に ほかならぬ 

こと を 誰よりも 見て とっていた のであろう。 農民の アナ ー キ— が 近代 日本文学の 底流 を 動かして いるもの である 

とすれば、 彼が そうした 文学よりも、 民衆 自体の 世界へ と 関心 を よせてい つたの は 当然であった ろうが、 若く し 

て もっとも 強烈 かつ 正確に 近代 文化の 洗礼 を 受けた その 彼が、 知識人の 社会に 背 をむ けて、 無名の 民衆の 世界へ 

と 歩んで ゆく 後 姿に、 私 は 彼の 学問的 業績 以上に 天才の 足取り を 感じる。 

六 

戦後 知識人の あいだで、 不条理と か 実存と かいう 言葉が 輸入 流行し、 にわかに 世界が 歪つ になったり 重たくな 

つ たりす るよう に 騒ぎ立てる 傾きが 一 時 あ つ たが、 日本の 農民た ち は 半世紀 まえに 体験の 上で つ ぶ さに その 言葉 

を 知っていた。 私は霾 色の 眼 をした 農民た ちが 見つめた 近代の 不条理、 彼らの 首に 巻いた 安物の ハンカチ のよう 

に ひるがえる 実存 を 思い 浮べる。 日本の 近代 はいつ も 野の 不幸な 虹 を 背負って 歩みつ づけて きた。 知識人が 農民 

意識の 近代化 をし きりに となえて いると きに、 農民た ち は 近代 こそ 不条理の 別名に ほかならぬ こと を 身に、 沁みて 

死 いた。 知識人な らば、 社会の 矛盾 を 近代化の 方向に 整 序す る ことで 自分 を 正当化す る こと もで きたが、 論理の 整 

^ 序 を はじめから 放棄し なければ 生き 難い 世界の 農民た ち は、 日本 近代の 不条理 を もっとも あざやかに 肌に 刺青し 

« て 生きる ほかなかった。 そこに はみ ずからの 不幸 を 近代 社会の 論理の 矛盾と して 提示す る まえに、 論理の 矛盾 を 

f そのままに 生きねば ならない 生活 者の 悲劇が あつたの だ。 日本の 絶対主義 は、 ふるい 共同体 を 偽装す る ことで、 

^ 農民が 自分の 利益に 忠実であろう とすれば、 これまでの 共同体 社会の 慣行 を 利用して、 じつは 地主た ちの 私益に 

I 奉仕させる 巧妙 きわまる 回路 をつ くりあげた。 すなわち 地主の 利益に 反対す る もの は、 村落 自治 を やぶる ものと 

して、 仲間 はずしに あう。 こうして 農民た ちの 自己疎外の 意識 は どす 黒い 皮下 出血の ように、 たえがたい 痛 は儿と 
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して 内攻した まま、 はけ 口 をう しなう。 さらにせ まい 村落の なかで 土地 を ひろげよう とすれば、 他人の 家の 地所 

を 侵す ほかな く、 侵さなければ 貧窮 をの がれる 道 はない。 土地 飢餓に さらされた 小 集落で は、 自分の 幸福 は 他人 

の 不幸で あり、 兄弟 間にお いてさえ、 自分の 幸福と 兄弟の 不幸と は 隣り あわせに なって いく。 

そこで 農民た ち は 村落 内部に とどまれば、 無限の 分割の 危険に さらされ、 外部の 資本 流動の 社会に 脱出 を もと 

めれ-ま、 無限に 解体の 恐怖に 遭遇し なくて はす まされない。 知識人に とって は、 農民の 非 論理と か 錯乱と しかみ 

えない もの こそ、 じつは 出口の ない 宇宙の 文脈で あり、 脱出 路 をふさ がれて 混乱した 世界の 論理に ほかなら なか 

つたので ある。 

こうして 錯乱した 農民の アナ ー キ ー こそ は 田 山ら の 自然主義 を 縁 どる 暗 さで あり、 ひきつづく 葛 西 善 蔵、 嘉村 

様 多、 太宰 治ら 私小説 家た ちの 生活 錯乱の 潜在 動機で もあった。 

柳 田 は 自然主義 や 私小説の 歪曲され た 文学に 対して は 嫌悪 を かくさな か つ たが、 しかし それと つなが りのある 

農 ni^ の不条 里から は 眼 を そらそうと はしなかった。 むしろ そのために こそ、 農民の 世界の 底へ と 下降して いった 

のであろう。 その 世界と はいった いどん な もの か。 その 一例 を 引用して みょう。 

鹿 児 島 在住の 中 村 きい子 は、 つぎのように 書いて いる。 

「昔、 西南の役 のとき 薩軍は 官軍に この 部落 (註、 始良 郡の 北部) まで 追い つめられて しまった。 もちろん ここ 

でも まけいくさで 薩軍 はさら に 南下し なければ ならな か つ た。 

このと き 私の 祖父 もい くさに 参加して いたが、 その 敗走の 途で 祖父 は 異様な 光景に 目 をと めた。 両軍が 血の 

雨 をました ぞの 激戦の 也から ほど 遠から ぬと ころで 畠に 種子 を播 いている 一 人の 百姓の 姿 を とらえた の だ。 敗 
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走に 敗走 を 重ねて こぼれ 刃に わずかに 命 を 与えて きた 祖父 はしば らく 感動に むせんで、 そこ を 動け なかった そ 

うで ある。 

『俺た ちが 斬ったり 斬られあった りして いるな かで 百姓 は 種子 を播 くこと を 忘れて はいな か つ た』 と 後日 父に 

洩 したそう である。 そして 更に 祖父の 心 を 深く 動かした もの は、 乱世で も 百姓が 揺くべき 種子 をた くわえて い 

たこと であつ た。 

,> くさ 力 はじまれば、 かならず 飢 にっきお とされる という この 原理の ような ものが つきまとつ ている 貧し 、- 

土地で ある。 『種子ず い、 ごつ とり (ごつ そり) うつ 喰らい もした』 と 恥 をし のびし のび 洩らす のが 常であった 

時代の ことで ある …… 」 

これ こそ 何千 年 もの 時代 をつ うじて 動かす ことので きない 生活の 核で あり、 土着の 世界の 原理であった。 中^ 

地方で は 今でも 種 籾 を スジと 呼んで いると ころが あるが、 それ は 家 スジ血 スジと 同様の 語で あると いう。 この 民 

衆 世界の 中枢 こそ、 柳 田の 学問の めざした 原点で ある。 

# 田 民俗学が 郷愁の 学問、 隠れ里の 学問に とどまる かぎり、 それ は 私に は 無縁で ある。 両手 を 擦り あわせて， V 

きり 杵を もみ こむ ように、 時代の 烈しい 燃焼の 場に 彼の 学問 を ひきずり 出さねば ならぬ。 彼の 学問の 成果 を もつ 

とする どくし、 彼の 学問の 意味 をた えず 5^ 明し なければ ならぬ。 そうでなければ、 頭巾 を かぶった 彼のす がた も、 

菅江真 澄の 肖像と おなじく  j 枚の 画像に 終る であろう。 
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成熟  <- の ひとしずく 11 柳 田 賺 男との 出会い 


どういう 風の 吹き まわし か 民俗学に 深入りす る ことにな つてし まった。 もとより 民俗学の 専門家から みれば 私 

などよ ろくろく フィ ー ルドな ど を やった こと もない アマチュアに すぎない こと はよ く 心得て いる。 けれども 他人 

からみて 言 おもわれ るのと 自分が 深入りし たという 気持と はかならず しも 一 致しない。 私 はもと もと 宗教に 関 

、いのつ よい 人間で あるので、 カトリシズム を 一生の テ ー マに しょうと 考えた こと は あるが、 そうした 気持 は 戦争 

中に すっかり なくして しまった。 ひとつ は、 日本の カトリックが 戦争に 協力す る 姿勢に 失望した からで あり、 他 

よ カトリックが 普遍的 宗教と 称して、 じつは 西ョ ー 口 ツバの 宗教と しての 色彩が あまりに 強いのに ィャ 気がさし 

たからで ある。 戦時中の ことで あるが、 私 は ミサ 典 書 を ひろげて ながめて いた。 すると ゴ ー ト 族が 攻め入つ たと 

きの イタリア 人民の なげきかなしみが、 ミサの なかの ことばに とり 入れられて あるの をみ て 不快に なった。 日本 

の カトリ ッ クが 古代の 口 ー マ 帝国 民の なげき を 追体験し なければ ならぬ 法 はない とお もった からだ その 一 方で 

よ、 カトリックの 雑誌 『声』 の 表紙に は ミカ エルが 破邪の 剣 を ふるっていた すがたが 描いて あった。 あきら 力に 

戦争に 阿諛 協力す る こと を 表現した ものであった。 カトリックの 聖者と いわれる 岩下壮 一な ども 外地の 宣撫に 一升 
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んだ りした。 つまり 西欧 思想の もつ 疑似 的 普遍性と、 それが いかにして ナショナリズム を 消化で きず、 日本に 土 

着し 得ない かとい うこと を 痛感す る 数年間 を 経過した のち、 私 はすつ かり 西欧 種の 思想 や 文化に たいして、 ァレ 

ルギ ー を おぼえる ようになった。 私 は 戦争 中の 攘夷の 時代に ョ ー ロッパ 思想と 取り組もうと 考え、 戦後の開ヒ4^|. 

代 かおと ずれた とき、 今度 は、 村 上 一郎の ことば を 借りる と、 「思想の 義和団」 としての ゆき 方 をと ると いう ふ 

うに、 時流と 逆にう ごいてきた 自分 を 見出す。 カトリシズムに たいする 反動 もあって、 私 は 戦後 マレ クン ズム r> 

風靡した 時代に、 マル クシ ストに ならなかった。 イデ ォロギ ー のお そろし さ、 それから 抜け出る ことの 苦し さは 

身に^£みてぃた。 戦後の 数年間 は、 トルストイ ばかり 読んで 暮らした。 私が 手許に おいて 耽読した の は、 春秋 社 

版の トルストイ 全集であった。 その 頃の 書物 はすべ て 売り払った のでた しかめる すべ はない が、 英語からの 訳 

もま じってい たような 気がする。 私が トルストイ のなかで とりわけ 親しんだ の は、 晚 年の 宗教 論集であった。 口 

シァ 正教 批判 はくり かえし 読んだ。 パ スカル ゃシ H 1 ク スピア や フランスの 象徴主義の 詩にたい する 批評 もき わ 

めて するどい とお もった。 私が 好きな の は 初期の 作品であった。 『セバ スト ポリ』 や 『コザ ック』 の 比類の な い 

美し さ を 忘れる こと はでき ない。 私 は これらの 作品が 日本で あまり 紹介 もされず、 また 問題に もされな いの をい 

かに も 残念に おも つてい る。 私 は トルスト ィの 徹底し た 宗教 批判に 触れる こ とに よって カトリシズムの ドグマ を 

破壊して しまった。 しかし 明治 期の トルスト イアンが 社会主義者 になった ように は、 私 はならなかった。 つまり 

私 は スコラ 哲学的な 神 は 否定した が、 宗教 そのもの を 否定し なかった からだ。 神の 存在 は 否定しても、 神への 術 

動 は 人間に いつまでも 残る というの が 私の 考えで ある。 

それ は 社会主義の 世の なかに なりかわっても おなじで ある。 「神」 の 内容 は 変化しても、 人間の、. ：3 の 奥まの 屮 

び は 変ら なレ、 という 一 点に おいて ふみとどまつ た。 ところで 神と は 何 か、 という 質問 こ、 トルストイよ 「皮- 

と いう ことばが  一番 妥当 だろうと 答えて いる  C  私 はとい えば、 「善悪の まだ 分かれない もっとも 暗 m (な 意識の 部 
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分」 を 漠然と 神と 考える 習慣が ついている。 「意識の 意識」 と 呼んだ の はたし か 河上肇 だった か- そのこと を 今 

こ こで 論ずる つもり はない。 

私よ ただ、 人間の たましいの 問題が 依然として 自分の 手中に 残された こと をい いたいの である。 それと 同時に、 

カトリシズムから まなんだ 苦が い 省察の 果実、 つまり 外来の イデ ォロギ ー はいかに して 日本に 根づく ことができ 

るか、 という 問い を 私 は 自分で いやで も 解決し なくて はなら なくなった。 カトリシズムの 聖者 伝説 や 行事で さえ 

もが、 ョ ー 口 ッパ のフォ ー ク ロアの 集大成で ある こと は、 ここに 述べる まで もない が、 私が プロテスタントより 

は カトリックに 牽 かれた 理由の ひとつ は、 そうした 民間伝承 を 捨てない ところであった。 だから 私が カトリ シズ 

ムの 思想に は 絶望しても、 その 土台と なる 民衆の 土俗 的な 習俗への 関心 は 残った。 フォ， 'ク ロアの 視点から なが 

める と カトリシズムの 教義で も 異なった 照明が 当てられて 諒解され る ことが 多かった。 たとえば 「父と 子と 聖霊 

とよ、 ぺ ルソナ は 三つで あるが 本質 は 一 つで ある」 と 説かれて いる。 これ は 不合理で あるが、 それに も 力 かわら 

ず、 いや それゆえに 信じなければ ならぬ ドグマと されて いる。 しかし フレ ー ザ ー の 『金 枝篇』 を ひもとけば 神と 

司祭と いけにえ とが、 その 職能 こそ 別で あるが 一 者で あると いう 事実の 例証 はいたる ところに 見つかる。 そして 

司祭と しての 王が 殺される のが、 のちに は 乞食 や 罪人が その 身代わり となり、 王の 代理と なって 殺される という 

の は ドレウスの 説に 待つ まで もな くィ ェ スの 役割 を 彷彿させる。 そこで カトリシズム がその 神学の なかに 昇華 さ 

せ 結晶 させた もの を、 もとの 初 原の すがたに 還元 させ 解晶 させて ゆこうと する 方向 を 私 はえらん だのであった 

私 は カトリシズム のなかの 民俗 的 関心 を 日本へ 移した。 まえに も 述べた ように、 敗戦と 同時に ひどい ョ，' ロッパ 

ぎら いに なって しまって いた 私 は、 外来の 思想 を根づ かせる ための 日本の 土壌 を 知りたい とお もった が、 それ は 

どうして 探ったら よい か、 見当が つかなかった。 そうして 敗戦 後の 十 年間 はいつ の 間に かすぎ ていた。 

_ム よ 沖の 白帆の ように 動かぬ 自分 を 見出した。 それ は 気が 遠くなる ような 体験だった。 私に できる ことと いえ 
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ば、 「待つ」 こと 以外に はなかった。 そうした ある 日、 晴れた空の 下 を 私 は あるいて いたのだった が、 ふと 首筋 

に ひとしずくの 雨滴の ような ものが ひやり とか かるの を おぼえて おもわず、 その 箇所に 手 を やった。 空 を 見上デ 

たが、 雨雲ら しい もの はまった くない。 そこで 私 は、 「成熟」 の 最初の ひとしずくが、 待ちに 待った あげく やつ 

と 自分に おとずれ たこと を 知った。 私 はすで に 三十 四 歳であった。 だが 私の なかで 何が ぎれ はじめた のだった ろ 

う 力？ 

私が ふと 手に した 本が、 カナの 水 甕 を 酒に 変え はじめた のだった。 それ は 拙著 『常 民への 照射』 の あとがきに 

も 記した ように、 柳 田 国 男の 『桃 太郎の 誕生』 との 出会いであった。 それまで 私 は 戦後 思想の ある 側面に どうし 

て もつ いて ゆけ ない もの を 感じて いた。 それ を  一口に いうと なれば 民衆 啓蒙思想 という ことができる。 マル クシ 

ズム にせよ、 西欧 型 民主主義 にせよ、 私に は それが やり切れない。 近頃 は 大分 すくなくな つたが、 作家の 書く 社 

会 論 ふうの 人生 論に も それ は、 残って いる。 この 啓蒙思想の いちばん ィャ なと ころ は 人民 を もちあげたり、 君と 

僕と はおな じ 人間 だと 猫なで声で いいながら、 民衆 を 見下して いる ことで ある。 しかも それに 本人 は 気がついて 

いない。 その 原因 は 本人が いつも 人民と か 市民と か を 抽象的に 考えて 物 をい つてい るから だ。 普遍的な 人間の 認 

識 であるかの ようにい いながら、 その実、 ョ ー ロッパ 中心 主義 ゃョ I ロッパ 第一 主義 を 克服で きない イデ ォロギ 

—にたいする 私の 不信 感は、 人民 や 市民と いう ことば を ふりまわす 連中への 不信と つながりあって いた。 そうし 

た 戦後 思想への 不信と 空虚 感は、 柳 田の 『桃 太郎の 誕生』 を 読む ときに、 春の 淡雪の ように 消えて いた。 

私が まず 感動した の は、 日本の 庶民の 独創的な 可塑性であった。 庶民の 生き生きした 発想が そこに 具体的に 展 

開され ている の を 見る ことができた。 権力 を もった 支配階級 や 知識層が おしつけ るお 伽噺の 陳腐な 型 は 痛快に う 

ち やぶられ ていた。 それ を 延長 すれば 密造酒 をつ くって いる 部落が それ を 摘発す る 役人た ちと 渡り あう ときの、 

奇想天外な 発想 にまで 思い を 及ぼす ことができる。 
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いずれにしても、 不当に おと しめられ ていた 庶民 は、 柳 田の この 著書に よって、 私の なかに 復権した。 私の 受 

けた 衝撃 は、 柳 田が 前 近代から 近代へ、 あるいは 庶民から 市民 または 人民へ という 戦後 思想の 主軸と なった 進歩 

観念 を 打ち 碎 いてみ せた ことであった。 柳 田の 民俗学 は、 生まな 形で は 主張して いないが、 時代に よって 価値観 

が 異なり、 意味が ちがう という こと を 前提と しない かぎり、 それら を 一緒に 並べて 論ずる こと はまちが つてい る 

という こと を 豊富な 実証に よつ て 明らかに している。 

『桃 太郎の 誕生』 の 読後感 は 私に とって 決定的だった。 その後、 私 は 柳 田の 他の 著書 を ひもとく こと はあって も、 

その 本 だけ は 一度 も 開いた ことがなかった。 触れれば 火傷す るよう な 思い出が その 本に あつたから である。 もと 

より、 これ は 私的 体験で、 それ 以外の もので ない こと を 断 わって おく。 この 稿 を 書く ために 『柳 田 国 男 集』 に収 

めら れた 『桃 太郎の 誕生』 を はじめて 開いて みた。 柳 田の 自序 はつぎの 文章で 始まって いる。 

今から ちゃう ど 十 年 前の、 春の 或 日の 明るい 午前に、 私 はフィ レンツ-の 画廊 を 行き 廻って、 あの 有名な 

ボ ティ チェリの、 海の 姬 神の 絵の 前に 立って 居た。 さう して 何れの 時 か 我が 日の 本の 故国に 於ても、 『桃 太 

郎の 誕生』 が 新たなる 一 つの 問題と して 回顧せられ るで あらう こと を考 へて 独り 快い 真昼の 夢を見た ので あ 

つた。 

これでみ ると、 柳 田 は 桃 太郎の 誕生に 特別の 意味 を こめて いる ことが 感じられる。 私 は 『桃 太郎の 誕生』 をよ 

んで 日本人の 幸福への 自信と いった もの を はじめて おぼえた のだった。 「成熟」 と は 何よりも まず 「甘 さ」 によ 

つて 見分けられる。 わずかで あつたが、 柳 田の 著書に よって 「甘 さ」 の 意識 を 自分の なかに 私 はもつ ことができ 

たのであった。 もう ひとつ 『桃 太郎の 誕生』 からまなん だの は、 日本の 昔話の 類型が シンデレラの 話 を はじめ 世 


界 中に 分布して いる ことであった。 ナショ ナルな ものの 追求 は 意外に その 底に インタ ー ナシ ョ ナルな 課題と 通じ 

ている こと を 知つ た。 特殊から 普遍 へ の 道 こそ 真の 普遍性 を 獲得す る 方法で ある こと を 私 はまなん だ。 

柳 田の 民俗学 は、 日本人の、 という 限定 は あるが、 たましい、 あるいは 神の 問題 を 忘れて いなかった。 そして 

日本に 思想が 根づ くた めに はどうした 方法 を とれば よい か を 示唆して いた。 しかも 市民と か 人民と かいう ことば 

を 軽々 しく 口にする ことなく、 そうした 人た ちの 日々 の 生活の 実体 を 徹底して 追求して いた。 私 は カトリシズム 

や マル クシ ズムの 重大な 欠陥と 思われて いるものが、 柳 田の 民俗学で おぎなわれる こころよ さ を 体験した。 人生 

や 人間 を 抽象的に ながめず、 できるだけ 具体的な ものと して ながめよう とする 学問の 姿勢 は、 当時 中年に さし か 

か つ ていた 私に とつ て、 自分の 身に 適した ものである こと を 自覚した。 

こうした わけで、 一冊の 本が 私の なかに 民俗学への 関心 を 誕生 させた。 そのこと に 感謝す るた めに、 私 は 未知 

の 柳 田に むかって 手紙 を 書いた。 あとに もさき にも、 こうした 手紙 を 書いた の は 一度き りしかない。 


柳 田 国 男の 著書 を 開く たびに、 私 は その 卓抜な 序文に 魅せられ てきた。 十数 年 もまえ のこと になる が 『柳 田 国 

男 集』 が筑摩 書房から 刊行され ていない 頃に、 柳 田の 序文 だけ を あつめて 一 冊の 書物 を 作ったら おもしろかろう 

と 考えた ことがあった。 当時 まだ 柳 田 は 存命であった ので、 彼に その 序文 集の 「序文」 を あたらしく 書いて もら 

うこと がで きたら、 はたして どんな 内容になる か、 と たわいない 夢想に 耽けった りした ことがあった。 

私が 柳 田の 序文で 感心した の は、 その 序文が 柳 田の 著書 自身 を 映す 批評の 鏡と なって いる ことであった。 本の 

内容に べったりの 序文、 もしくは 本と は 無縁な 平行線 をた どる 序文 を 見馴れて いるものに とって、 一定の 角度 を 

とって 本の 内容と 相対して いる 彼の 序文 は、 いかにも 新鮮に みえた。 著書 を 書き上げ るのに 全力 を 費しながら、 

書き終え た ときには、 その 内容が よくみ える 位置に 立 つ ている ことが 可能な の はよ ほど 強烈な 自意識の 持主で な 

け. ままならない。 柳 田 は その 稀 有の 人物であった。 したがって 柳 田の 序文に よって、 彼の 著書の 本質が あざやか 
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に 映し出される。 これ は 彼 自身の 著作 だけでなく、 頼まれて 書いた 序文に も あてはまる。 つまり 彼の 序文 は、 批 

評の 鏡と なり 得る ことにお いて、 書物 全体と つりあう ので ある。 それだけの 重みの ある 序文 を 書け る 人物 はそう 

ざら に はいない。 

たとえば、 初期の 著作の 一 つで ある 『遠 野 物語』 に は 「此書 を 外国に 在る 人々 に呈 す」 という 献 辞が ついてい 

る。 これ は 『海 南 小 記』 が 「新しい 民俗学の 南無 菩提の 為に、 謹んで 此書を 以て 日本の 久しい 友、 ベ シル. ホ ー 

ル • チュン バレ ン 先生の、 生 御 魂に 供養し 奉る」 という 言葉で 序文 をむ すんで いるのと 一 対で ある。 外国に 在る 人 

人と は 外国に いる 日本人と いう ことで あるが、 その 背後に は ョ ー 口 ッパ の 知識人の 像が 透けて みえる。 柳 田 は 日 

本人が 手 をつ ける まえに、 もしも 外国人の 手で 日本の さまざまな 民俗 や 風習が 解明され るよう な ことがあつ たら 

日本人の 恥辱で あると 考えて いた。 その 態度が こうした 言葉と な つ てあら われた とみる ことができる。 その 意味 

では 柳 田の 眼中に あるの はョ ー ロッパ の 知識人で あり、 日本人 は 存在し なか つ た。 それ は 『ネ ー チ ユア』 や 『ノ 

1ッ • アンド • キリ I ス』 の 寄稿 家であった 南方 熊 楠が 「蕞爾 たる 東大の ごとき …… 」 と 言い放つ たのと おなじ 

である。 

柳 田と 南方が ともに 眼をョ ー 口 ッパ にむ け、 ョ ー 口 ッパの 知識人と 比肩す る こと を 意識的に 志しながら、 土俗 

学 を 研究 対象と したの は、 たんなる 個人の 恣意と は 云えな い 深い 意味 を 蔵して いると 私 は 考えて いる。 極言す る 

と、 ョ ー 口 ッパと 対等な 学問の 確立 を 目標と したから こそ、 土俗学 をえ らんだ といえるの だ。 

まず、 柳 田 も 南方 も 土俗学が ふつうの 日本人の 考える ように、 近代的な 学問 をと りえない 蒙昧の 分野で あると 

は 考えなかった ので ある。 土俗と いえば 社会の 進歩に とりのこされた、 また 社会の 進歩 を 妨げる、 おくれた 生活 

現象と みなされ ている。 現象と して はたし かにそう した 一面 も あるが、 その 現象の 意味 を 解明す る こと は、 けつ 

して 前 近代的な 作業で はない。 いな、 むしろ その 解読の 作業 をと おして、 人類の 普遍的 精神の 在り方 を 問う こと 
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が 可^で ある こと を、 彼ら は 見抜いて いた。 ョ. I  口 ツバに 起った 人類学の 知識に 鼓舞され たこと が 大きかった と 

想像され るが、 外国人が 手 をつ ける まえに、 日本の 民俗の 究明 をな しとげた いという 衝動 も 両者、 とくに 柳 田に 

よあつた。 だから 柳 田の 民俗学 は 明治 四十 年代に 突如と して 起った ように 見える が、 それ は 四 世紀に おける 前方 

後 円墳の 出現の ごとく 不可解な 謎で はない ので ある。 

土俗学と 取組みながら、 その 眼 ははる か 海 彼の 知識人 を 明瞭に 相手に している ところに 柳 田の 著書の 独特 さが 

ある。 それ は 彼の 序文から はしなくも 汲みと る ことができ るので ある。 

二 

柳 田 は 『海 南 小 記』 の 序文の 中で 「海 南 小 記の 如き は、 至って 小さな 詠歓の 記録に 過ぎない」 と あたかも 水 を 

さすよう にこと わって いる。 それ は 彼が 『遠 野 物語』 の 序文の 中で 「国内の 山村に して 遠 野より 更に 物 深き 所に 

は 又 無数の 山 神 山人の 伝説 あるべし。 願 はく は 之 を 語りて 平地 人 を 戦慄せ しめよ。 此 書の 如き は陳勝 呉広の み」 

と 述べて いるのと 同断で ある。 柳 田が 『遠 野 物語』 を 叙述す るに 当って 何 稿 も 作り、 文章に 彫琢 を 加えた こと は 

今 はよ く 知られて いる。 しかも それほどの 著作 を 書き終え る やい なや、 序文 を もって 追い討ち を かける ように そ 

の 著書の 評価 を するとい う 精神 は どこから 生まれた か 

対象の 究明に 没頭しながら、 それ を 背後から 眺め、 捉えて 正確に 位置づける 強烈な 自意識 こそ は、 柳 田 を 他 か 

ら 区別す る ものである。 一 つの 波が 他の 波 を 越える ときに 波が 高まる ように、 柳 田の 序文 は その 著書の 成果 を 越 

える こと を 目指して いる。 しかし それ は 『海 南 小 記』 や 『遠 野 物語』 の 価値 を いささか も 減ずる もので はない。 

なぜなら それら は、 紀行文 や 地誌と しての 素朴な 記述の スタイルの かげに、 多くの 問題 を 未 分化の まま 蔵して い 

るからで ある。 『海 南 小 記』 はやが て 『海上の 道』 に、 また 『遠 野 物語』 は 『山の 人生』 にと 結実した。 後者から 
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前者 を みれば、 なるほど 柳 田が 自著に 加えた 批評に 合点が ゆく ので ある。 

『海 南 小 記』 の 序文 は r ジュネ ヴの冬 は 寂しかった」 という 一行の 文章から 書き 起される。 柳 田 は 沖繩に 渡った 

大正 十 年に は、 国際 連盟の 委任 統治 委員と して ジュネ ヴの土 を 踏み、 一旦 は 帰宅した が、 翌年と 翌々 年の 三度 ジ 

ュネヴ 生活 を 体験して いる。 『海 南 小 記』 は 大正 十四 年に 刊行され ている が、 南 島の 思い出 はジュ ネヴの 生活の 

中で もま だ 生ま 生まし く 彼の 胸に とどまつ ていた。 それが 序文の 中に 書かれた の はとう ぜんであった ろう。 

暗鬱な ジュネ ヴの冬 景色の 中で 「遠い 東南の 虹鮮 かなる 海の 島と、 島で 行 逢うた 色々 の 人と、 その 折の 瞳 かな 

旅の 日記と を、 それから それへ と 思 ひ 出す」 と 書く ときに、 南北 二つの 風土の あざやかな 対照が 描き出され てく 

る。 しかし、 柳 田 は それだけに 終らなかった。 

「自分 以外に た M 一人 だけ、 沖 繮 と 云 ふ 島 を 知って 居る 人が、 同じ この 都の しかも 同じ 丘に、 ゎづか 五六 町 を 

隔て \ 住んで 居る の だが、 それ を 知りながら も 訪ねて 話 をす る ことの 出来ぬ のが、 ことに 堪 へがたい 旅人の 無 

聊 であった。」 

ジュネ ヴで柳 田 以外に 一人 だけ 沖 11 を 知っている 人、 それが 老齢の チヱ ン、、 ハレン 教授であった。 ここにお いて、 

山に かこまれた 異国の 都の 冬 は、 虹 あざやかな 南の 海の 島と むすびつく かにみ える。 霧氷の 景色と 南 島の 虹との 

関係 は、 柳 田と チヱ ンバ レンの 関係に 変った。 しかし 柳 田 は チヱ ンパ レンに 声をかければ とどき そうな 近所に 旅 

の 宿 をと りながら、 わが 沖繙 について 共に 語り 得ない 寂し さに 耐えねば ならなかった。 スイスと 南 島、 柳 田と チ 

ヱ ンバ レ ンは 近づいた かの ようにし てまた 離れ 去って いく。 それ は 二 つ の 渦が 折 重なるよ うにみ えながら 別れて 

いくのと おなじで ある。 
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学問の 大勢から 取り残されて チュン バレン は 老い、 柳 田 は 五十に なんなん とする 血気盛りで、 「北太平洋の 一 

角に 於て、 漸く 今 始まった ばかりの 若々 しい 運動、 即ち 島に 生れた 者 自らが、 島と 島との 生活の 連鎖 を、 昔に 溯 

つて 考 へて 見ようと する 学問」 を 創設す る 意気に 燃えて いた。 チェンバレンと 柳 田の 二十 年に みたぬ 年齢の 開き 

が、 日本の 若い 学問に とって 決定的な 段階に さしかか つていた。 チ- ンバ レンが 「一箇 有益なる 資料た るに 止ま」 

る 存在で しかない こと を 柳 田 は 知っていた。 「新しい 民俗学の 南無 菩提の 為に」 r チ. i ン バレン 先生の、 生 御 魂に 

供養し 奉る」 と 柳 田が 書く とき、 彼 は チヱ ンパ レンが すでに 半過去の 人物で ある こと をいた わりながら 告げて い 

るので ある。 

このように 『海 南 小 記』 の 序 は、 山国 スイスと 沖 織、 柳 田と チュン バレンと いう 二重の 対照 を 示す ことで、 重 

厚な 導入部と なって いるが、 序文と 本文と を 截然と わけながら、 しかも 柳 田 は 本文で いきなり 沖 縛に 入って いか 

ない の だ。 

柳 田 は 『海 南 小 記』 の 出発点 を豊 後の 臼杵 において いる。 臼杵の 津留は 土地で は シャァ と 呼ばれる 家 船の 屯す 

ると ころ だが、 この 家 船は蛋 民な どと 同じように 漂 海 民で、 南 島との つながり を 暗示させる 人た ちで ある。 そし 

て 日向、 大 隅の 海岸 をた どって、 佐 多 岬まで 足 をのば し、 それから 鹿 児 島に 帰って 沖繙 行きの 船に のって いる。 

柳 田が 奄美 群島の 名 瀬 そのほかに 立ち寄つ たの は 沖 織 からの 帰路で あるが、 『海 南 小 記』 では 九州に はじまる 話 

の 次に は奄 美の 話が のって いる。 沖 織に 到着す るまでに、 柳 田の 文章 は 九州の 南半 分と 奄美 群島と いうな がい 助 

走路 を もっている。 それが 『海 南 小 記』 を 他者の 沖繙 紀行に 比べて はるかに 奥行きの 深い ものにして いるの だ。 

心に くい 趣向と いわねば ならぬ。 

『海 南 小 記』 の 序文が、 ジュ ネヴの 冬から 起筆され ている ように 『島の 人生』 も その 自序 は 「美 濃の 東南 部の 山 

を ある ハてゐ た 際に、 島内 安全と いふ 文字 を 彫刻した 路傍の 立 石 を 見た ことがある」 という 一行から 始まって 


35 柳 田 国 男の 「 序文」 


レる。 なが レ氛程 を もつ 柳 田の 発想 は、 序文に おいても 彼 独特の 手法 を とらせて いる。 山国の 中の 島と いう 呼称 

が、 南 島に おいてと 同様に、 一つの 集落 または 大字 を あらわし ている こと を 彼 は 指摘しながら、 シマ という f 称 

の 分析に 分け入って ゆく。 


柳 田 は ひとたび 詩作 を 絶ち 民俗学に 志した が、 その 縹渺 たる 詩魂が 序文に 顔 を のぞかせる ことがあった。 『^ 

島 民譚集』 の 「小 序」 に は 詩と も 散文と もっかな いものが つづられ ている。 


横ャ マノ 峯 ノタヲ リニ 

フル 里ノ 野辺 トホ 白ク 行 ク方モ 遙々 見ュル 

ョ コ山ノ ミ チノ 阪戸 二 

ー坪ノ 清キ 芝生 ヲ 行人 ハ 串 サシ行 キヌ 

永キ代 一一 コ、 一一 塚ァレ 

ィニシ へノ神 ヨリ マシ 

ト コ ナメ  ノ絶ュ ル 勿レト 

此 フミ ハ ソ ノ塚ド コ 口 

ネ モ ゴ 口  二 我 勧進 ス 

旅ビ トヨ 石積ミ ソへョ コレノ 石 蒙 


里 ビトノ ユキ、 ノ菜 

カツ 祈リ 占メテ 往キッ 

我 ハソノ 旅ノ 山伏 
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この 「小 序」 の 中の 「此 フミ ハ ソノ 塚ドコ 口 我ハ ソノ 旅ノ 山伏」 の 一 行に 柳 田の 感懐 は こめられて， >  る 

だが それ は 彼 一個の 詩人に 帰せられ る もので はなく、 むしろ 常 民 共通の 感慨な のであって、 柳 田 は それの 代弁者 

なので ある。 柳 田の この 詩文 は 直ちに 折 口 信 夫の 有名な 歌 

人 も 馬 も 道 ゆき 疲れ 死にに けり。 旅寝 かさなる ほどの 幽 けさ 

を 思い出させずに はおかない。 折 口の 歌 もまた 「旅寝 かさなる」 の 主体 は 彼 自身で あると ともに、 それ 以上に 

「人」 あるいは 「馬」 という 名も無い 存在で ある。 折 口の 歌 は 美 濃と 信 濃の 国境での 実際の 見聞 を もとにして 作 

られ たもので あるが、 峠 をい くつ も 越えて 旅 を 重ねる 漂泊の 旅人の 感慨が 含まれて いる。 柳 田 は 『豆の 葉と 太陽』 

の 序文の 中で 「国土 山川の 色 様々 の 美し さと、 旅する 者の 新たなる 情感との、 遭遇 こそ はまこと に 稀 有で ある」 

と 述べ 「万人が 立ち 替り 入り 替り、 あした ゆうべに 之と 向き合って 居る とい ふこと を 以て、 自然の 常 在 を 信ずる 

こと は 出来ない」 と 詠歎して いる。 

「命な りけ り 小夜の 中 山」 の 感慨 は 柳 田の 旅に つきまと つたと おもわれる ふしが ある。 柳 田の 側近者 は f 田 力 

旅行から 帰る と 烈しい 疲労に おそわれ ていた 事実 を 告げて いる。 それ はたんなる 肉体の 疲労で あるば かりで なく- 

もはや 二度と この 土地 を 訪れる ことがある だろうかと いう 切実な 感情が 彼の 旅 を 燃焼 させた からで あつたに ちが 

いない。 彼の 最初の 著作で ある 『後 狩詞 記』 に は 「椎葉 村 を 懐 ふ」 と 題して 

立ち かへ り 又み，.. 川の みなかみに 

いほり せん 日 は 夢なら でい つ 
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という 歌 を その 序文の 後尾に 記して いるが、 「立ち かへ り ：：： いほり せん 日 は ：：： いつ」 という 感每 よ、 日 の 

耳 川の 源に ある 椎葉村 だけに かぎつ た 思いで はな か つ た。 

柳 田 は 一生涯 旅行 をつ づけた が、 しかし、 一力 所に 何度もい つて、 くりかえし 調査 を するとい うこと はな かつ 

た。 つまり 「一過性」 の 旅であった。 しかし 柳 田の 旅 は 芭蕉 や 西 行の それの ように、 常 民の ながい 旅の 伝統 を ふ 

まえ、 その 伝統と 自分の 主観 を 衝突 させた ときの 一瞬の 感情 を 表現しょう としたので はなかった。 むしろ その 逆 

で、 詩人の 眼で 常 民の たましい を 発見す る 旅であった。 そこから して 柳 田の 詩心 は 常 民の 中に 移し 植えられ、 W 

生す る ことになる。 

五 

たとえば 『後 狩詞 記』 の 序文 は 歴史 を 描いて いるが、 散文詩に ふさわしい 文章 だ。 

I この 荒漠 たる 火山の 裾野が 原 も。 阿蘇の 古武士に とって は 神の 恵の 楽園であって。 代々 の 弓 取が 其の 生活の 

趣味 を 悉く 狩に 傾けて 居った こと は 明かで ある。 処 がその 大宮司 家 も 或 時代に は 零落して。 初 は南郷 谷に 退き。 

次に は 火山の 西南の 方。 矢 部の 奥山に 世 を 忍び。 更に 又 他国の 境にまで も 漂泊した ことがある。 祖 神の 社頭に 

は 殺生 を 好まぬ 法師ば かりが 衣の 袖を飜 へし。 霜の 宮の 神意 は 知らいでも。 阿蘇 谷の 田の 実は 最早 他国の 武家 

の 収穫であった。 昔 肥 前の 小 城の 山中で 腹 を 切った 大宮司 は。 阿蘇の 煙の 見える 所に 埋めよ と 言った とい ふこ 

とで ある。 其 子孫が 久しく 故 土に 別れて 居った ので ある。 嘸 かし 遙に神 山の 火 を 眺めて。 産 土の 祌と 下野の 狩 

と 懐かしが つたこと であらう。」 

阿蘇の 火口原と 裾野 を 舞台と して 狩に あけくれる 武士た ちの 姿が ここに 活写され ている。 その 躍動す る 文章よ 
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なまな かな 歴史家の 及ぶ ところではない 

中世の 社会生活 につ いての 描写 はま さしく 柳 田の 独壇場で あつ た。 

折 口 信 夫 は 柳 田の 民俗学 を 「神と 経済」 の 学と 評した というが、 両者の 結合が もっとも 安定した 形で みられる 

中世の：？ H 会に おいて、 柳 田の 筆が もっとも 自在で あるの は 首肯で きる。 折 口 信 夫の 民俗学が、 たとえば 『死者の 

書』 にみ るよう に、 古代人の 意識の 描写と 分析に むかう とき、 もっとも 冴えた 切れ味 をみ せる のと 対比 的で ある 

序文で はない が、 『石神 問答』 の 中に 収めて ある 末弟の 松 岡 輝 夫へ あてた 柳 田の 手紙 は その ほんの 一例で ある。 

「古き 浮世絵 を 見れば 野郎 あまたの 武士が 盆 踊の 群に 交り 居候 空 也の 徒に は鬢 白く 皺 だみ たる 老人の 奔跳 

する 者 も 有 之 候 此人々 の 心 持 は 存外 真面目に て 決して 洒落 や 流行の 為に は 無 之 候 ひし こと は 推測す るに 

難から ず 候が 之に 比 ぶれば 文明 人 は 冷 かに 且 静かに 候」 

六 

柳 田の ながい 民俗学 研究に おいて、 日本の 敗戦 は 大きな 転機であった ことが 彼の 幾 冊 もの 著書の 「序文」 から 

うかがう ことができる。 それに はまず 昭和 二十 年 十月 二十日の 『先祖の 話』 の 自序 を 見る のが 妥当であろう。 彼 

は 敗戦が 間近 かに 迫った 二十 年の 四月と 五月の 二 力 月 をつ いやして、 『先祖の 話』 を 書き上げ ていた。 

「勿論 始めから 戦後の 読者 を 予期し、 平和に なって からの 利用 を 心掛けて 居た ので あるが、 まさか 是 ほどまで 

に 社会の 実情が 改まって しま はう と は 思はなかった。」 

と 柳 田 は 自分の 心境 を 率直に 吐露して いる。 柳 田の ように 敗戦 を 予測して いた 者の 眼に も、 敗戦 後の 価値の 転 

換は 急速で あつ た。 

「1 一一  い 歴史 を 振り返って 見ても、 人に 現代の やうに 予言 力の 乏しい 時代 は 無かった。 その 不幸 は 戦後に もな ほ 
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続く ものと 患 へられる。 少しな りと もこの 力 を 恢復す る 為に は、 学者 も 亦 頗る 刻苦し なければ ならぬ の は 勿論 

である。 ところが 私 は 年 をと り 力 や. 1 衰へ、 志 は 有っても 事業が それに 追 付かず、 おまけに この 時代の 急転に 

面して、 用意の まだ 甚だ 不足だった とい ふ 弱点 を 暴露した。」 

「人生 は 短 かく、 しかも 事業 はなが い」 という 歎きが、 日本で もっとも 息の ながい 学者、 待つ ことので きる 人 を 

襲う。 

昭和 二十 三年に 書かれた 『国史と 民俗学』 の 第二 版 自序で も 

「私 は 齢 七十 を 超え、 すでに 邯鄲の 粟の 飯 をた ベて しまって 再び 物う き 旅路に 出立た うとす る 者で は あるが、 

なお 暫 らく は、 彼等の 群の 傍に， V んで、 立談の 楽しみ を 分ちたい と 思って 居る ご 

と 心境 を 披瀝して いる。 『島の 人生』 は 敗戦から 五 年 目の 刊行で ある。 その 序の 中で 彼 は 

「今度の 大戦が、 まだ 東方の 海に 荒れ狂 はう としなかった 以前、 私たち は 心 ある 沖繙 諸島の、 学徒 を かたらつ 

て、 南 島 談話 会と いふ 小さな 団体 を 作り、 次で 『島』 とい ふ 雑誌 を 発行して、 未知の 同志の 協力 を 求めようと 

した ことが 有った。 当時 我々 の 注意 はま だ 根源の 問題に 及ばなかった のみならず、 更に 島々 の 文化が 今日の や 

うに、 一 朝に して 覆没の 危機に 瀕すべき こと を さへ 気付かなかった。」 

と 告白し、 これまでの 南 島に 関する 知識 だけで は 

「到底 嗣 いで 起つ 人の 熱情 を 引 寄せる こと は 出来ない。 さう して 自分 はもう 疲れ切って しまった。」 

となげ いている。 七十 七 歳の 老翁の このな げきは、 私たちの 心 を 打たずに はおかない。 おもえば 彼が 『海 南 小 

記』 を 刊行して から 二十 五 年が すぎて いる。 その 間 ひたすら 南 島の 問題に 熱情 を もやしながら 幾 山河 を 越えて 

きた 人の 疲れが ある。 まるで 『海 南 小 記』 の 序文の 中の チュン バレンの 面影 さえ ある。 しかも 柳 田 は 渾身の 力 

を ふるって 彼の 最後の 課題と 取り組ん だので あつ た。  ， 
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最後の 課題と は 何 か。 それ は 柳 田が 『先祖の 話』 の 自序の 中で、 もっとも 云わずに 居られなかった 裔 分に 表現 

されて いる。 

「曾て は 常人が 口にする こと を さへ 畏れて 居た 死後の 世界、 霊魂 は 有る か 無い かの 疑問、 さて は 生者の 是に対 

する 心の奥の 感じと 考へ方 等々、 大 よそ 国民の 意思と 愛情と を、 縦に 百 代に 亙って 繋ぎ 合せて 居た 絲 筋の やう 

な ものが、 突如と してす ベて 人生の 表層に 顕 はれ 来った の を、 ぢ つと 見守って 居た 人 もこの 読者の 間に は 多い 

ので ある。」 

と 柳 田 は 戦中、 戦後の 動乱 期に あらわれた 国民の 深層 意識 を 指摘す る。 

「故.^ ょ斯 くの 如く 先祖と いふ もの を 解して 居た。 又斯 くの 如く 家の 未来と いふ もの を 思念して 居た とい ふこ 

と は、 決して 今後 も 亦 引続いて、 さう いふ 物の 見方 をなさい とい ふ、 勧告で 無い こと は 言 ふに も 及ぶまい。 た 

だ 我々 が 百 千年の 久しき に 亙って、 積み重ねて 来た 所の 経歴と いふ もの を、 丸々 其痕も 無い よその 国々 と、 同 

一視す る こと は 許されない のみならず、 現に 是 からさき の 方 案 を 決定す るに 当っても、 やはり 多数の さう 謂つ 

た 人た ち を 相手に、 成程 さう だとい ふ 所まで、 対談し なければ すまされ ぬので ある。」 

要する こ 柳 田 は 日本人が 霊魂の ゆくえ を どう 考えて いたか を 明らかにする ことの 急務 を 訴えて レる それ 力 I 

田に は 敗戦と いう 精神の 危機 をのり こえるべき 手段と 確信され たの であった。 『先祖の 話』 から 『海上の 道』 ま 

での 距離 はも はやとお くない。 

彼が 『海上の 道』 を 刊行した の は 昭和 三十 六 年、 彼が 死ぬ 前年で あり、 じつに 柳 田 は 八十 七 歳であった。 しか 

< この 大乍 によ 「序文」 がない。 ここにお いて 柳 田の 序文が、 彼の 次の 著書への 申し送りであった こと を 知る 
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本郷 弥生 町ゃ大 森が 日本 考古学に とって 発生の 地で あると いう 以上に、 岩手県 遠 野 は 日本 民俗学の ふるさとと 

呼ぶ ことができる。 それ は 遠 野 を おとずれる ものが、 『遠 野 物語』 を その 場に おいて よみがえらせ、 追体験で き 

るからで ある。 『遠 野 物語』 の 中の 一木 一草 は 架空の もので はない。 「我が 九 百年 前の 先輩 今昔 物語の 如き は 其 当 

時に 在りて 既に 今 は 昔の 話な りしに 反し 此は是 目前の 出来事な り」 (序) と 柳 田 国 男が 自負す るよう に、 遠 野の 

中に 『物語』 をた しかめる こと はかって 可能で あり、 今 も その 痕跡 をた どる こと は むずかし くないので ある。 そ 

れは 現在の パ レス チナと 聖書の 中の 物語との 関係 に似てい る。 

しかし それだけ ではない。 物語の 素材 を 提供した 「佐々 木 鏡 石 子 は 年 僅に 二十 四 五 自分 も 之に 十 歳 長ず るの 

み」 (序) と 柳 田が 述べて いるよう に、 柳 田は壮 気み なぎる 年頃で あり、 その 文章 は 「自分 も 亦 一字一句 を も 加 

減せ ず 感じ たるま &を 書きたり」 としながら、 清新の気 は 文中に 充溢した。 とき あたかも 明治 四十 年代の 初頭に 

あたり、 全国の 山村 は 自給自足の 態勢が ようやく くずれて いく 段階に あった。 その 共同体の 崩壊と 分解と を 眼の 

あたりに しながら、 かっての 農政 学者 柳 田 は、 そこに 昔ながら の 山村の 存在 を 知って、 いちじるしい 興味 をお ぼ 
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えずに はすまなかった。 それが 西に あって は 日向 椎 葉の 『後 狩詞 記』 の 記述で あり、 東に あって は 陸 中 遠 野の 物 

語の 編述 となつ て 結実した。 こうして 日本 民俗学に とつ て 最初の 記念碑が 打ち 建てられた。 

柳 田 は 金石に 鐫 りつけ るよう に、 するどく、 かたく、 ほそい 文体 を 使用した。 それ は 「私」 を まじえず 対象 そ 

の ものに 語らし める という 方法で あり、 それによ つて 対象 を 永遠に 保存し、 現存せ しめようと 考えた ので ある。 

しかし、 それゆえに、 『物語』 の 序文で は ほしいままに 感情 を 吐露した。 

笛の 調子 高く 歌 は 低く して 側に あれ ども 聞き 難し。 日 は 傾きて 風 吹き 酔 ひて 人 呼ぶ 者の 声 も 淋しく 女 は 笑 ひ 

児 は 走れ ども 猶 旅愁 を 奈何と もす る 能 は ざり き。 盂蘭盆に 新しき 仏 ある 家 は 紅白の 旗 を 高く 揚げて 魂 を 招く 

風 あり。 峠の 馬上に 於て 東西 を 指 点す るに 此旗 十数 所 あり。 村人の 永住の 地 を 去らん とする 者と かりそめに 

入り込み たる 旅人と 又 かの 悠々 たる 霊山と を 黄昏 は徐に 来りて 包容し 尽 したり。 

『遠 野 物語』 の 序文 は 名文と されて いる。 しかも 彼 は その 序の 中で 『物語』 自体に たいする 批評 を 忘れて はいな 

ヽ 0 

国内の 山村に して 遠 野より 更に 物 深き 所に は 又 無数の 山 神 山人の 伝説 あるべ し。 願 はく は 之 を 語りて 平地 人 

を戦傈 せしめよ。 此 書の 如き は陳勝 呉広の み。 

ここにお いて 『物語』 は 一見 素朴な 体裁 をと りながら、 読者 は その 背後に ある 柳 田の 強烈な 客観 精神、 いわば 

二重の 眼 をい やおうな しに 感じざる を 得ない 仕組に なって いる。 
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柳 田 は 一個の 遠 野 を 語る ことによって、 多くの 遠 野 をと、 呼びかけて いるので ある。 この あくな き 普遍 精神が 

『遠 野 物語』 という 固有の 物語 を 不朽に した。 遠 野 は 固有名詞 であると 同時に、 普通名詞 となった。 それが 素材 

の 提供者であった 佐々 木 鏡 石 (喜 善) と 柳 田 国 男との 決定的な 差異であった。 したがって 遠 野が 日本 民俗学の ふ 

る さとと いうと き、 二重の 意味が こめられ ている。 柳 田が 遠 野と いうと き、 それ は 増殖す る 遠 野、 深化す る 遠 野 

である。 はたして 柳 田 はみ ずからの 呼びかけに みずから 答えた ものの ごとく、 後年 『山の 人生』 を 世に 送った。 

そこに は 「平地 人 を 戦慄せ しめ」 る 幾多の 物語が こめられ ている。 

そして また 『遠 野 物語』 は 忠実な 記録で ありながら、 柳 田の 普遍的な 魂に よって 文学にまで 昇華す る ことが で 

きたので ある。 日本 民俗学の 発足 来、 多くの 民俗 誌 や 採 訪記ゃ 聞き 書が 誕生した が、 文学と 呼んで よい もの は ほ 

とん ど 柳 田の 著作が あるの みで あり、 なかん ずく 『遠 野 物語』 は 陸離た る 光彩 を 放って いる。 この 書が 刊行され 

たと き、 当時 盛 行して いた 自然主義 信奉の 文学者 田 山 花 袋から 「粗野 を 気取った ぜいたく」 と 批評され たという 

が、 たしかに 柳 田 は 日本の 近代文学 にあき 足らずに 民俗学に 足 を ふみ 入れた のであった。 彼が 民俗学 を 創始す る 

有力な 動機の 一 つ は ここにあった。 したがって、 近代文学 に対する 「ぜいたく」 な 注文 者であった 柳 田の 文学 精 

神 を 私たち は 『遠 野 物語』 にみ る ことができ るので ある。 すでに 指摘され ている ところで あるが、 柳 田の 気質 は 

宗教 上の 神秘主義と 文学 上の 浪漫主義 である。 神秘主義と いっても 西欧 流の 一神教 的な もので もなければ、 禅宗 

のよう な不立 文字の 世界で も、 また 原始 宗教の ような 呪術 的 宇宙で もない。 自然の 精霊 もしくは 祖 霊との 交感で 

ある。 

柳 田 自身、 幼年時代に 神 かくしに あった こと を 『山の 人生』 に 述べて いる。 

神に 隠される やうな 子供に は、 何 か 其 前から 他の 児童と、 稍ミ ちがった 気質が 有る か 否か。 是が 将来の 興味 
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ある 問題で あるが、 私 は 有る と 思って 居る。 さう して 私自身な ども、 隠され 易い 方の 子供で あつたかと 考 へ る" 

と 前置きして 柳 田 は 十 歳 かそ こらの 思い出 を 語る。 長いが 引用して みる。  一 

母と 弟 二人と 茸 狩に 行った ことがある。 遠くから 常に 見て 居る 小山で あつたが、 山の 向 ふの 谷に 暗い 淋しい 一 

池が あって、 暫く 其 岸へ 下りて 休んだ。 夕日に なつてから 再び 茸 を さがしながら、 同じ 山 を 越えて 元 登った 一 

方の 山の 口へ 来たと 思ったら、 どんな 風に あるいた もの か、 又々 同じ 淋しい 池の 岸へ 戻って 来て しまったの 一 

である。 其 時も茫 とした やうな 気がした が、 えらい 声で 母親が どなる ので 忽ち 普通の 心 持に なった。 此 時の 一 

私が もし 一人で あったら、 恐らく は 亦 一 つの 神隠しの 例 を 残した こと k 思って 居る。 

是も 自分の 遭遇で は あるが、 あまり 小さい 時の 事 だから 他人の 話の 様な 感じが する。 四 歳の 春に 弟が 生れて、 

自然に 母の愛 情 注意 も 元 ほどで 無く、 其 上に 所謂 虫気が あって 機嫌の 悪い 子供であった らしい。 其 年の 秋の 

か \ りで は 無かった かと 思 ふ。 小さな 絵本 を 貰って 寝ながら 看て 居た が、 頻りに 母に 向って 神 戸に は 叔母 さ： 

んが 有る かと 尋ねた さう である。 実は 無い の だけれ ども 他の 事に 気を取られて、 母 はい \ 加減な 返事 をして 一 

居た ものと 見える。 其 内に 昼寝 をして しまったから 安心 をして 目 を 放す と、 暫くして 往 つて 見たら もう 居な 一 

かった。 但し 心配 をした の は 三時 間 か 四時 間で、 未だ 鉦 太鼓の 騒ぎに は 及ばぬ うちに、 幸 ひに 近所の 農夫が 

連れて 戻って くれた。 県道 を 南に 向いて 一人で 行く の を 見て、 どこの 児 だら うかと 謂った 人 も 二三 人 は あつ 一 

たさう だが、 正式に 迷子と して 発見せられ たの は、 家から 二十 何 町 離れた 松林の 道 傍であった。 折よ く 此辺ー 

の 新開 畠に 来て 働いて 居た 者の 中に、 隣の 親爺が 居た 為に、 直ぐに 私 だとい ふこと が 知れた。 どこへ 行く つ； 

もり かと 尋ねたら、 神 戸の 叔母さんの 処 へと 答へ たさう だが、 自分の 今 幽かに 記憶して 居る の は、 抱かれて 一 
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戻って 来る 途の 一 つ 二つの 光景 だけで、 其 他 は 悉く 後日に 母 や 隣人から 聴いた 話で ある。 

柳 田 はこれ に 類す る 体験 を 『故郷 七十 年』 でものべ ている。 利根 川 畔の布 川に いたと き、 というから 柳 田の 十 

四 歳の 年で あるが、 彼 は 屋敷に 祀 つて ある 石の 祠の扉 を あけて 正体 をの ぞいて みた。 それ は そこの 家のお ば あさ 

ん だった 人を祀 つて あるの だった。 扉の 中には ひとにぎり ほどの 大きさの、 じつにう つくしい 蠟 石の 珠 がお いて 

あった。 その 珠を みたと き、 柳 田 は 昂奮して しまって 何ともい えない 妙な 気持に なって、 しゃがん だま まよく 晴 

れた 青い 空 を 見上げた。 すると ふしぎに も 数十の 星が みえる。 そんな 気分に なって いると きに、 突然 高い 空で ヒ 

ョ ドリが ピ ー ッと 鳴いて 通った。 そうしたら その 拍子に 身が ギュッ と 引きし まって、 初めて 人心 持が ついた。 あ 

のとき にヒョ ドリが 鳴かなかったら、 そのまま 気が 変にな つてい たんじ やない か、 と 柳 田 は 後年 述懐して いる。 

柳 田の 異常な 幼時 体験 を ながながと 引用した の は ほかで もない。 『遠 野 物語』 にこうした たぐいの 話が おびた 

だしく 掲載され ている の は、 柳 田に 異常 心理への 特別な 関心が あつたと みる ほかな く、 それ は 彼の 幼時 体験に 根 

ざして いると 私 は 考える からで ある。 

自然との 交感、 宇宙との 冥 合 は 彼の 幼時に すでに 顕著な 気質で あつたが、 それ は 青年時代 も 引きつ がれた。 柳 

田が 『文学界』 に 投稿した 新体 詩 は 恋情 を 主題に した ものが ほとんど 全部で ある。 激越な 感情 をうたい あげる の 

ではなく、 恋愛の 情 を 瞑想す る 風情 をと つてい る。 藤 村の 『若菜 集』 に ほとばしる パトス は どこに も みられない- 

紗の幕 を 透かして うたう ことに 終始して いる。 性愛の 感情 を 露骨に 表現す る ことへの 嫌悪 は、 彼の 神秘的 傾向と 

相俟って、 柳 田 民俗学の 性格 を 特徴 づける ことにな つた。 

しかも 柳 田が 幼時の 神秘的 体験 を 自分 一 個の 異常 心理に 帰せず、 これ を 共同 幻覚と して 捉えようと している こ 

と は 注意し なければ ならない。 つまり 柳 田 は 自己の 体験 を 対象 化して みる 醒めた 眼 を もつ ていた。 
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『遠 野 物語』 は いわゆる 昔話の 集成で はない から 一定の 話の 型が ある わけで ない。 しかし 柳 田が 佐々 木の 口述 を 

忠実に 筆記した としても、 その物 語 はすで に 佐々 木と いう 文学青年 を 濾過して いる。 ここにお いて 柳 田 は 佐々 木 

の 口述 をより 正確に、 共同 幻覚の 産み出した 物語に 近づける 努力 をし なければ ならな か つ た。 

『遠 野 物語』 は 一見 素朴な 体裁 をと つてい る。 おそらく 柳 田 は 『遠 野 古事記』 の 体裁に 倣おうと した もので あつ 

たろう。 しかし 『遠 野 物語』 の 「後記」 に 折 口 信 夫が 「元来、 先生の 聞き 書 は、 私 どもが 曾て 想像して 来たより 

も遙 かに 苦労が かけられて 居る ので、 初 稿本の 後、 又 再 稿本が 出来て 居た ので ある。 印本 『遠 野 物語』 は、 此が 

台本に なった 訳 だ」 と 述べて いるよう に、 柳 田 は 彼の 望む 描写に 肉迫す るた めに 刻苦と 彫 心 を 惜しまなかった。 

それ は 昭和 十 年の 増補 版に 初 稿の 写真版が 掲げて あるので わかる ことで あるが、 私 は 有名な 寒 戸の 婆の 話 〈八〉 

に ふれて みたい。 

たそがれ  よそ  さむと 

黄昏に 女 や 子供の 家の外に 出て 居る 者 はよ く 神隠しに あ ふこと は 他の 国々 と 同じ。 松 崎 村の 寒 戸と 云 ふ 所の 

民家に て、 若き 娘 梨の 樹の 下に 草履 を 脱ぎ 置き たるま，. - 行方 を 知らず なり、 三十 年 あまり 過ぎたり しに、 或 

日 親類 知 音の 人々 其 家に 集りて ありし 処へ、 極めて 老いさら ぼひて 其 女 帰り 来れり。 如何にして 帰って来た 

かと 問へば 人々 に 逢 ひた かりし 故 帰りし なり。 さらば 又 行かん とて、 再び 跡 を 留めず 行き 失せたり。 其 日 は 

風の 烈しく 吹く 日な りき。 されば 遠 野 郷の人 は、 今でも 風の 騷 がしき 日に は、 け ふ は サム トの 婆が 帰って来 

さうな 日な りと 云 ふ。 

ところが これと 類似した 話 を 佐々 木 喜 善 は 『東 奥 異聞』 (大正 十五 年刊) にの せて いる。 両者 を 比 狡す るた めに 

その 文章 を あげてお く。  ノボト と サム トは 同じ 地名で ある。 
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岩手県 上 閉伊郡 松 崎 村 字 ノボト に 茂 助と 云 ふ 家が ある。 昔 此の 家の 娘、 秋 頃で もあった のか 裏の 梨の 木の 下 

に 行き 其処に 草履 を 脱ぎ 置きし ま-. に行衛 不明に なった。 然し 其の後 幾年 かの 年月 を 経って ある 大嵐の 日に 

其の 娘 は 一人の ひどく 奇怪な 老婆と なって 家人に 遭 ひに やって来た。 其の 態 姿 は 全く 山 婆々 の やうで、 肌に 

は 苔が 生い 指の 爪 は 二 三寸に 伸びて をった。 さう して 一夜 泊り で 行った が 其れから は 毎年 やって来た。 その 

度 毎に 大風 雨 あり 一郷 ひどく 難渋す るので、 遂に は 村 方からの 掛会 ひとなり、 何とかして 其の 老婆の 来ない 

やうに 封ず る やうに との 厳談であった。 そこで 仕方なく 茂 助の 家に て は 巫子 山伏 を 頼んで、 同 郡青笹 村と 自 

分との 村 境に 一の 石塔 を 建て.^、 こ  より 内に は 来るな と 言 ふて 封 じて しまった。 其の後 は 其の 老婆 は 来な 

くな つた。 其の 石塔 も 大正 初年の 大 洪水の 時に 流失して 今 は 無い ので ある。 

佐々 木 喜 善が どのような 話 を 柳 田に し たかは 知るべく もない。 しかし この 二つの 話 を 並べた だけで、 あらがね 

が 柳 田の 胸中で いかに 吹き分けられ たかを 見る こと は むずかしくない。 佐々 木の 文章で は 神隠しに 会った 女 は あ 

たか も 大風 を もたらす 自然の 精の ごとき ものと して 扱われて いる だけで、 その 残像 を 読者の 眼に とどめる こと は 

ない。 

これに 反して 柳 田の 文章から は、 若い 娘が 老婆に なって 帰って くるまでの 時間の 空白が 愛惜 を もって 読者の 胸 

に 迫る。 大風が 吹く 日になる と、 山に むかって 波立つ 村人の 気持が 読者に は 手に とる ように わかる。 柳 田 は 佐々 

木 宛の 手紙 (大正 十 年 三月 十八 曰) で 「文章 を 極度 二 簡潔 二 成さる こと をす \ めます」 と 云って いるが、 『遠 野 物 

語』 は その 手本 を 示した ものであった。 

しかし 『遠 野 物語』 は 佐々 木 喜 善の 努力 を 無視して は、 けっして 公平に 論ずる こと はでき ない。 彼 は その 著 
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『東 奥 異聞』 (大正 十五 年刊) の 末尾に 次の 文章 を 載せて いる。 

一昨年の 冬、 村の 老媼と 親しい 知合 ひとな つたお 蔭で、 かなり 多くの 昔話 を 聴く ことができた (中略)。 私 は 

老媼の 家に、 一 月の 下旬から 三月の 初めまで ざっと 五十 余日の 間 殆ど 毎日の やうに 熱心に 通った。 深雪 も 踏 

分け、 吹雪の 夜 も 住った。 村の 人達に は 今日 も 馴染 婆 様の 処に往 く かと 言って 笑 はれた。 或 日な ど は 早朝 か 

ら 夜の 十二時 過ぎまで も 其 人と 炉 傍に 対向って 居た こと さへ あった。 何しろ 外 は あの 大 吹雪な ので、 少しの 

隙間から でも ぴゅうぴゅうと 粉雪が 家の 内に 吹 込んで、 見る 間に 子供 等の 悪戯の やうな 細長い 白い 山脈が 出 

来た。 雨戸 を びしびしと 締切って 居る ので、 室内が 薄暗く、 差 向 ひの 老媼の 顔 さへ やっと ぼんやりと 見える 

程度であった。 それに 寒い から 炉には 生木 を どんく 焚いた。 その 火 明りが 昼間ながら 丁度 夜更の やうな 気 

持ち を させた。 おまけに 木が 雪で 凍って いるので ぶ— ぶ ー と 燻った。 煙く つて 眼が 開かれぬ 程であった。 老 

媼は 赤た どれした 眼に 涙 を 止めどなく 流し、 私 も 袖で 顔 を 蔽ひ蔽 ひ噺を 聴いた。 老媼は 麻の ニソを 指の 先き 

と 口と で 巧に 細く 裂き 分けて、 長い 長い 一筋の 白子 糸 をつ くり、 それ を苧 籠に 手繰り 入れつ.^ 物語った。 さ 

うして 話に 興が 乗って 来る と、 その 苧籠 をば くるりと 己が 背後に 廻して やった。 

これと 同様な こと を 佐々 木 は 『老媼 夜譚』 (昭和 二 年刊) の 序文に も 書い ている。 この 老溫は 『遠 野 物語』 〈七 

〇〉 に 出て くる 土 淵 村 山 口の ヒ石 たにえ という 人物で、 「どうせ おらが 死ねば ダン ノ ハナ さ 持って行 つたって 誰 

も 聴いて くれ 申さめ から」 といって、 一 七 〇 種 あまりの 話 を ひとりで 佐々 木 喜 善に 教えた のであった。 このお ど 

ろくべき 記憶の 持主 は、 まさしく 遠 野の 風土が 生んだ もので あつたが、 それに 興味 をよ せて、 日夜 通った 佐々 木 

の 執念 も 遠 野の 風土 を はなれて は 考えられないの であった。 当時、 佐々 木 は 泉 鏡 花 を 崇拝して 鏡 石と 号す る 文学 
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青年であった。 柳 田と 最初 会った の は 明治 四十 一年の 秋 頃と 推定され る。 そして 柳 田 は 初版 序文の 冒頭に 書き記 

したよう に、 四十 二 年の 二月 頃から 佐々 木の 話 を 書きと め、 八月の 二十 三日から 三十 一日まで 東北 旅行 を こころ 

みた 折、 はじめて 遠 野 をお とずれ た。 そこで 彼 は 『遠 野 古事記』 をみ た。 『遠 野 物語』 は 四十 三年 六月、 三百 五 

十 部が 出版され た。 

柳 田の 佐々 木 宛 書簡 をみ ると 「遠 野 物語 第二の 原稿 御作 中の よし 一 日 も 早く 拝見 仕度 まち 居候」 (明治 四十 三年 

十二月 四日 付)、 「遠 野談 追々 新 増し 愉快に 存候 責稿 続編 ハ 是非 筆 を 取り 給 ふべ く 候 遠 野 物語 刊行 後 之に 伴 ひ 

て 記録し おくべき こと 小生の 方 にても 殖え 申 候 一一 付 行々 は 貴兄と 協力して 広 遠 野 物語と でも 題すべき 袖珍ボ イン 

ト 字の 美しき 冊子 を 作り 置度存 居候」 (四十 四 年 三月 十九 日付)、 「水 野 君より 勧業 銀行の 雑誌 を くれられし により 

御 熱心に 広 遠 野 譚を御 あつめの こと を 知り 候」 (四十 四 年 四月 二十 三日 付)、 「遠 野譚の 増補 ハ 早く 御 まとめ 被 下 度 

跡から 出た 分 ハ 第三 版に 出し 可 申 故 出来るなら 来年 早々 位に 世に 公に せ ぬと あの 面白味 を 人が 忘れ 可 申」 (四十 

四 年 八月 九日 付) と 柳 田 は 矢つ ぎ 早 やに 佐々 木 を 激励し 催促して い る。 それが 「御 送付 被 下 候 原稿 ハ 一 旦 雑誌に 

のせて 共有物と いたし 置 候 遠 野 物語の 続 は中ミ 近き うち 二 ハ 出さう にもな き 故な り」 (大正 二 年 五月 二十 三日 付) 

という 心境に 推移した。 そして さらに r 考 ふるに 責兄ハ 今 岐路に 在り 貴君 を 現 はす 為二 此 文章で 突進 せらる.^ か 

柳 田が 趣味に まけて 化せら る- - かの 二つより 一 を択び 給へ、 自分の 希望 を 言へば 後者なる こと は 勿論 也 然 すれ 

ば やはり 瘤 取の 如く 全然 貴意に 反する ものと なるべき か。 名前 を 君の 名に する は 些か も 異存な きも 彼の 如く か は 

つて ハ あまり 張 合な からん かと 考 出し 今一度 御 思案 を 乞 ひ 候」 (大正 五 年 十月 二十 八日 付) となる ので ある。 

ここに は 一旦 文芸の 道に 足 を 踏み入れ、 そこの 世界に 飽き 足らずして 民俗学の 世界 を 目指した 柳 田の、 文学 青 

年 佐々 木 鏡 石にたい する 思いやりに みちた 苦言が ある。 それ は 『聴 耳 草紙』 に 序文 をよ せた 柳 田の 次の 文章が 裏 

書す る。 ,  I 
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佐々 木 君 も 初めは、 多くの 東北人の やうに、 夢の 多い 鋭敏と いふ 程度まで 感覚の 発達した 人と して 当然 あま 

り 下品な 部分 を 切り捨てたり、 我意に 従って 取捨 を 行なった りする 傾向の 見えた 人であった。 それが ほ とん 

ど 自分の 性癖 を 抑へ きって、 僅かば かりし かない 将来の 研究者の ために かう いふ 客観の 記録 を 残す 気になつ 

たの は、 決して 自然の 傾向で はなく、 大変な 努力の 結果で ある。 これまで 普通に 郷里 を 語らう として ゐた者 

のしば しば 陥り 易い 文飾と いふ もの を、 殊に この 方面に 趣味の 発達した 人が、 己 をむな しう して 捨て去った 

とい ふ 事 は、 かなり 大きな 努力で あつたと 思 はれる。 

これによ つ て 佐々 木が 昔話の 素朴な 収集に あきたらず、 それに 空想 を まじえ 文芸の 趣味 を 加えよう とした こと 

は ほぼ あきらか であるが、 今日で も 共同 幻覚の 産物で ある 昔話に、 個人の 恣意 を 接 木す る こと を もって、 芸術的 

により 完成した 世界 を 目指そう とする 誤つ た 試み は あとをたたないの である。 

しかし、 「再版 覚書」 にみ るよう に、 佐々 木と 協力して 『広 遠 野譚』 を 出そうと する 柳 田の 意図 は、 佐々 木が 『聴 

耳 草紙』 を 刊行した ことによって 中絶した。 したがって、 『拾遺』 は 佐々 木の 提出した 資料 を 柳 田が 書き改めた 

ものが 約半分、 のこり は 鈴 木 脩 一が 柳 田の 方針の 下に 画定 整理した ものである。 『拾遺』 がいく ぶん 未完成の 観 

を呈 し、 文体 も 文語体から 口語体へ と 変って いるの は、 そうした やむ を 得ない 事情 を ふまえての ことであった。 

ここにお いて 私 は 一 節 を 例に 『遠 野 物語』 そのもの について 言及して みたい。 『拾遺』 の  <1 三 八〉 〈一 三 九〉 

〈一四 〇〉 に は 鮭に まつわる ふしぎな 話が かかげて ある。 

遠 野の 町に 宮と いふ 家が ある。 土地で 最も 古い 家 だと 伝 へられて 居る。 此 家の 元祖 は 今の 気 仙 口 を 越えて、 
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鮭に 乗って 入って 来たさう だが、 其 当時 はま だ 遠 野郷は 一円に 広い 湖水で あつたと いふ。 その 鮭に 乗って 来 

た 人 は、 今の 物見 山の 岡 続き、 鶯 崎と いふ 山 端に 住んで 居た と 聴いて 居る。 其 頃 はこの 鶯 崎に 二 戸 愛 岩山に 

一 戸、 其 他 若干の 穴居の 人が 居た ばかりであった とも 謂って 居る。 

宮の 家が 鶯 崎に 住んで 居た 頃、 愛宕山に は 今の 倉 堀 家の 先祖が 住んで 居た。 ある 日 倉 堀の 方の 者が 御 器 洗 場 

に 出て 居る と、 鮭の 皮が 流れて 来た。 是は鶯 崎に 何 か 変事が あるに 相違ない と 言って、 さっそく 船 を 仕 立 

て. - 出かけ 其 危難 を 救った。 そんな 事から この 宮家で は、 後々 永く 鮭の 魚 は 決して 食はなかった。 

大昔、 一面に 湖水であった 遠 野 盆地に、 鮭の 背に のった 人が やって きて それが 草分けの 家と なる、 と は 想像力 

を 刺戟す る 話で あるが、 こうした 例が 他 地方に もな く はない。 上野 英信 氏に よると、 九州の 遠 賀川を かなり さか 

のぼった 嘉穂 町の 大隈に は 鮭大明 神と いう 額の かかった 神社が あり、 かって は 社の 棟 札に 「竜宮 使」 と 記されて 

いたと いう。 鮭が 無事に ここまで のぼって きたら その 年 はかならず 豊穣で あり、 もし 途中で これ を 捕えて 食べた 

りする と、 かならず 災難に 会う と、 縁起に 述べられ ている。 この 海神の 使者で ある 鮭が すがた をみ せ なくなって 

半世紀 以上 経過して いるが、 鮭大明 神の 氏子 一同 は、 いま も 鮭 を 口にしな いという 拔を きびしく 守って いる。 老 

人 も 若者 も ひとしく そうで ある。 

ところで、 『拾遺』 〈三 三〉 に は、 橋 野の 沢の 不動の 祭の 日に 海から 橋 野 川 を さかのぼって 参詣に やって きた 鮫 

の 話が 載って いる。 志 摩 半島の i 雑宮で おこなわれる 御田 植 祭に は、 七 本 鮫が 参詣に 的 矢 湾 を さかのぼって くる 

という 伝承が ある。 そこで 伊 雑宮の 所在地の 磯部で はまえ に は 鮫の 肉 を 口にしなかった。 こうした 話が 古くから 

あった こと は、 『肥 前 国 風土記』 に 次の 記事が 見付かる ことで 確認され る。 「佐 嘉川 (今の 嘉瀬 川) の 川上に 石祌 

があって、. そこに 毎年、 海の 神で ある ヮ 二が 川 を さかのぼって やって きた。 この 魚 を 畏敬す ると 禍が なく、 捕つ 
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て 食べる と 死ぬ ことに もな りかね なかった。」 ここでい ぅヮ 二 は 鮫の ことで ある。 出 雲で はいまで も 鮫もヮ 二と 

呼んで いる。 

これ は 日本 本土 だけで はない。 沖 繙には 先 島の 黒 島に 多 良 間 真 牛の 話が のこって いる。 この 真 牛と いう 男 は、 

漂流し 無人島に 着いた が、 一 丈余の 黄色な 大 鮫の 背に の つ て 帰 島す る ことができた。 そこで その子 孫 は 鮫の 肉 を 

たべない といわれ ている。 また 『宮 古島 旧記』 によると、 宮 古の 統一 をな しとげた 仲 宗根豊 見 親 は、 沖繙 からの 

帰りが け 逆風に 会って 八重 山 島に 漂着した とき、 サメに 助けられて 帰 島す る ことができた。 そこで 仲 宗根豊 見 親 

の 子孫 は 今でも サメを 食わない という。 

こうした 事例 を みれば、 遠 野の 草分けの 家が 鮭に 乗って きたと いう 伝承 は、 かならずしも 遠 野に かぎった こと 

でな く、 南 島にまで ひろがる 説話の ヴ アリエ ー シ ヨンに すぎない ことが 分る。 ここにお いて、 私たち は 『遠 野 物 

語』 を 遠 野 だけに 固有な 物語に 帰す る ことの あやまり を 知る。 鮭 も 鮫 も 海神の 使者で あり、 その 神秘的と もみえ 

る 回游 本能 へ の 畏敬 を 人び と は 古くから もっていた のであった。 

それと 同時に、 鮭の すがた を みないと ころに 鮭の 話が 生まれない 事実 を もって、 『物語』 の もっとも 素朴な 前 

提 とみ なすこと は ゆるされねば ならない。 つまり 鮭が 川 を 遡行す る 南限と された 遠賀 川までに は、 鮭の 伝承が あ 

り、 それより 南 は 鮫に かわって いる。 一方、 鮫の 伝承 は 遠 野に も 入り こんでいる。 こうして 普遍的な 伝承の 上に 

かすかに 落ちる 固有 性の 影が 『遠 野 物語』 のきめ を こまかく している。 しかも この 『物語』 の 特色 は それにと ど 

まらない。 昔話で は その 中の 人物 は 共同 幻覚の 所産と して 類型的な 相貌 をお びる。 これにた いして 『遠 野 物語』 

の 人物の 輪郭 は 意外と するどい ので ある。 まえにの ベた 寒 戸の 婆が そうで ある。 また 鮭の 話で、 鮭が のぼって く 

るので なく、 鮭に 助けられて その 背に 乗って くるので もな く、 みずからの 意志で 鮭の 背に のって きたと して、 ま 

るで 眭の王 を 思わせる のがそう である。 筆 を 極度に 措 しんだ その 人物像の あざやか さは、 冗漫で 恣意的な 民話 作 
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家の よくす ると ころで はない。 昔話と その 聴き 手との 間に は 一定の 距離が あるから、 昔話 は 近景の 詳細で はなく 

て 遠景の 鮮明 さ を 求めねば ならぬ。 葉 肉 は 腐っても 葉脈 はの こる。 木の葉の 化石が そうで あるよう に、 昔話の 筋 

と は 近代 小説の 筋で はなく、 のこった 葉脈 を 指す ので ある。 おそらく 柳 田 はこの 間の 消息に 通じていた。 

しかし 『遠 野 物語』 の 人物像が 鮮明で あると いうの は、 柳 田の 力量に よる ものば かりで は あるまい。 やはり 話 

の 背景と なる 遠 野の 風土に かかわりが あると 私 は 考える。 

佐々 木が あげてい るのに 次の 話が ある。 

遠 野の 町に 正直な 男が ゐて、 物見 山の ふもとの 用堰の ほとり を 田の 水 を 見ながら 歩いて ゐ ると、 キチ キチキ 

チと云 ふ 妙な 音が きこえる。 はじめは 虫の 鳴く 声 かと 思って ゐ たが、 それが あまりに 変って 居る ので、 その 

物音 を 探して、 堰に 架った 橋の 所まで 行って 見る と、 その 橋の 下に 人声が あって、 此所 だ此所 だと 云った。 

で、 そこ をの ぞいて 見る と、 小さな 一個の 人形が 居って、 声 を 出して 居る のだった。 あまりめ づ らしい こと 

なので、 拾って 家へ 持ち帰り、 仏壇の 中に 入れて 置いた。 ところが、 その 人形 を 拾って から は、 男の 性格が 

がらり と 変って しまって、 盗み をしたくて 仕様がなく なった。 夜中な ど 方々 へ 行って 泥棒 をして 居た が、 そ 

の 人形 を ふところ にした 夜な ど は、 どんな 盗み も 思 ふま.. <  であった。 だが、 毎晩の やうに 遠 野の 町で 盗難に 

会 ひ、 その 男が 得体の知れない 財産 を ふやして いくので、 嫌疑が か \ つて 役所に つれて ゆかれた。 そして 男 

は 罪状 を 告白した。 拾った 人形から 唆 かされた と 答へ た。 人形 は 焼き捨てられた。 すると その 男 はまた もと 

の 正直者に 立ち かへ つた。 (『東北の 土俗』 所収) 

この 人形 は どろぼうの 神 さまな のであった。 この 話 は 私が 七 二 年 六月に 訪れた とき、 遠 野 在の イタ コの 口から 
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も 聞いた もので、 遠 野で は 有名な 話な ので ある。 遠 野で は 神 も 取りす まして はいない。 善悪 を 問わず 人間 生活の 

中に 入り こんでいる。 ォク ナイ サマ は、 寒中、 首筋に 荒繙を まきつけられ、 井戸の 中に 入れられて は 引き上げら 

れ、 水に 浸けられて は 引き上げられぬ とよろ こばない。 木の 棒で 足腰 を うんと 叩かれぬ と 気に 召さない 神、 子供 

好きで、 しばしば 雪ぞ りに され、 すっかり 背中 を すりへらされな いと 満足し ない 神 もい る。 オシ ラサ マ、 ォクナ 

ィサ マ、 カク ラサ マ、 ザ シキヮ ラシ、 また それ をつ かう イタ コゃ飯 綱 使いの 話な ど、 きわめて 人間く さい 神と 人 

間、 精霊と 人間の 交渉 は 『遠 野 物語』 の 主要な 柱の 一 つで ある。 

もう 一 つの 柱 は 山人と 村人との 交渉で ある。 柳 田 は 佐々 木と 知り合った 明治 四十 二 年に は 九州の 日向 椎葉 村の 

旅行の 所産で ある 『後 狩詞 記』 を 自家 出版して いる。 そして 『遠 野 物語』 を 刊行した 四十 三年 十月と 四十 四 年に 

は 「山 神と ヲ コゼ」 と 題す る 文章 を、 四十 四 年と 四十 五 年に は 「『イタ コ』 及び 『サン 力』」 を 『人類学 雑誌』 な 

どに 発表し、 大正 二 年と 六 年の 雑誌 『郷土 研究』 に は 「山人 外伝 資料」 を 掲載して いる。 それ は 冒頭に 述べた よ 

うに 大正 十四 年の 『山の 人生』 に 結実す るので ある。 柳 田 は 佐々 木 宛の 手紙の 中で も r 此頃 非常に 事件 多 けれど 

も 少閑 を もって 『山人』 の 話 を 集め をり 候 御 話の 中に 此種 あらば 一 日 もはやく き.^ 度 ものに 候」 (明治 四十 三年 

十月 二十 六日 付)、 「十二 日から 十五 日 迄 甲斐より 相模へ 流出つ る 道 志 川の 雞谷を 下り 旅行 を こ k ろみ 今 帰宅した 所 

に 候 此 山に は 山男 居らぬ やうに 候」 (明治 四十 四 年 五月 十六 日付)、 「川魚 を 捕り 籠サ 、ラ 箒の 類 を 作りて 売り 又笠ハ 

を 直す を 業と し 一所 不 住-一て 布の 天幕 を 作り 家族 共.^ 諸 所 を 移住し あるく もの 御 地方-一て ハ 『テン バ』 又は 『テ 

ンボ』 、『テン マ』 と 申 かと 存候 遠 野 附近に も 居る かも 知れず 伊能 先生が 早池峯 山中に 穴居せ し 者と 言 ハれし 

ハ 是 なるべく 相 馬 附近 二 て 今 も 年々 山腹の 穴の 中に 来て 住む よしに 候 御 地 にても 御 聞 会 被 下 度 候」 (四十 四 年 八 

月 九日) と 山人に たいする 関心 をつ よく 表明して いる。 椎葉 山中の 狩の 故実と 遠 野の 物語 は 彼の 採集の 大きな 剌 

戟 になつ たこと が 想像され る。 
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もう 一 つの 柱 は 他界と 村人の 交渉で ある。 『遠 野 物語』 を よんだ もの は、 

昔 は 六十 を 超えた る 老人 はすべ て此 蓮台 野 (筆者 註— デ ンデラ 野の こと) へ 追 ひ 遣る の 習 ありき。 老人 は 徒に 

しま  ぬら  おした 

死んで 了 ふこ ともならぬ 故に、 日中 は 里へ 下り 農作して 口 を 糊したり。 その為に 今 も 山 口 土 淵 辺に て は 朝に 

野ら に 出 づるを ハカ ダチと 云 ひ、 夕方 野ら より 帰る こと を ハカ ァ ガリと 云 ふと 云へ り。 (『遠 野 物語』 〈一 一 一〉) 

村 中に 死ぬ 人が ある 時 は、 予め 此 家に シル マシが あると 謂 ふ。 すな はち 死ぬ のが 男なら ば、 デンデ ラ野を 夜 

なかに 馬 を 引いて 山 歌 を 歌ったり、 又は 馬の 鳴 輪の 音 を させて 通る。 女なら ば 平生 歌って 居た 歌 を 小声で 吟 

じたり、 啜 泣き をしたり、 或は 高声に 話 をしたり などして 此処 を 通り過ぎ、 聽て其 声 は 争 場の 辺まで 行つ 

て やむ。 (『拾遺』 〈二 六 六〉) 

とか ある 文章 を 忘れる こと はでき ないで あろう。 

この デンデ ラ野は 土 淵 村で は 佐々 木 喜 善の 生家の すぐ 近くに あって、 今 は 畑に なって いる。 おそらく 佐々 木の 

意識に その デンデ ラ野は 朝と なく 夕と なく 去来 せざるを得ない もので あつ たが、 他界の 近 さはお どろく に 足りる。 

老人 を 捨てた といわれる デ ンデラ 野で、 云わば 生きながら 死んだ 人た ちの 生活が 見られる という こと は、 当時の 

村人が 現在の 人た ちに は 想像 もっかない 異様な 名状し がたい 光景と、 毎日 顔 を 合せて 生活した こと を 意味す る。 

もう 一つの 『遠 野 物語』 の 柱 は 村人と 獣た ち、 つまり 人 獣の 交渉で ある。 たとえば 〈三 六〉、 

猿の 経 立、 御 犬の 経 立 は 恐ろしき ものな り。 御 犬と は 狼の ことなり。 山 口の 村に 近き ニッ 石山 は 岩山な り。 

ある 雨の 日、 小学校より 帰る 子ども 此山を 見る に、 処々 の 岩の 上に 御 犬 うづく まりて あり。 やがて 首 を 下よ 
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り 押 上ぐ る やうに して か はる <\ 吠えたり。 正面より 見れば 生れ 立ての 馬の 子 ほどに 見 ゆ。 後から 見れば 存 

外 小さし と 云 へり。 御 犬のう なる 声 ほど 物凄く 恐ろしき もの は 無し。 

という 精細な 観察が ある。 またたと えば、 『拾遺』 〈一九 七〉 に、 

佐々 木 君の 友人の 一人が 遠 野の 中学校の 生徒の 時、 春の 日の 午後に 町へ 出て 牛肉 を 買 ひ、 竹の 皮 包み を 下げ 

て 鍋 倉 山の 麓、 中学校の 裏手の 細道に 来 か k ると、 路傍に 可愛い k 一疋の 小 鬼が ぴょんぴょんと 跳ねて 居た。 

不 議に 思って 立 止まって 見る と、 頻りに 自分の 下げて 居る 包みへ 手 を 伸ばす ので、 先づ その 包み をし 力と 

懐へ 入れてから 兎 を 見て 居た。 すると 鬼 はやが て 後足で 立 上がり、 またい つの 間に か 小娘の する 赤い 前垂 を 

しめ、 白い 手拭 を かぶって 踊 を 踊って 居る。 それが あたりの 樹の 枝の 上に 乗って 居る やうに 見えたり、 又 さ 

うかと 思 ふと 直ぐ 眼の 前に 居る 様に 見えたり した さう である。 さう して 終に は 猫の やうに なって、 段々 と 遠 

くに 行って 姿が 消えて しま つ た。 是も 狐であった らうと 言 つ て 居る。 

という 話が のって いる。 これ は 対象が 刻々 に 変化して いくとい う 表現に なって いるが、 むしろ その 対象 を 見る 

者の 一 種の 入 眠 状態に あった 意識の 変化 を 示して いるもの である。 赤い 前垂 をし めた 兎から 猫の ように 朦 i たる 

かっこうに かわって いくとい うこと は、 意識が 催眠 状態の 中で 鮮やかに かがやき 出し やがて 衰頹 していく 過程 を 

示して いると おもわれる。 

文中に 出て くる 鍋 倉 山 は 鍋 倉 城址の あると ころで 市の 中心部から わずかの 距離に あるが、 私は遠野を11^^^,^たと 

きに 菊 池 幹さん から、 興味 ある 話 を 聞いた。 
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遠 野 市役所で は 昨年 暮の 忘年会 を 目抜き通りの 酒亭 でお こなった。 にもかかわらず 宴会場 を 出た とたんに、 巿 

役所の 小 使さん が 化されて、 鍋 倉 城址の ある 山の 方に のぼって いった。 あとで 正 気づいた 小 使さん が 鍋 倉 山の 上 

から 叫ぶ と、 ふもとの 方から 心配げ に 答える 人た ちがいて、 やっと 元に 戻る ことができた。 あとで 小 使さん が自 

分の 迷い こんだ 坂道 をもう 一 度た どって みたら 雪の 上の 自分の 足跡の まわりに、 狐の 足跡が 点々 とまつ わりつ い 

ていたと いう 話であった。 こうした 証拠が あって は 狐の 仕業に まちが いないと、 遠 野の 人た ち は 信じて いる 様子 

であった。 

遠 野で は 旧藩 時代に は 窓税が 取られる というので、 ふつうの 農家 はま ど を 開けなかった という。 ただでさえ 暗 

い 家の なか は 雪で も 降れば、 夕暮 のよう な 状態 を呈 した こと は、 前記の 佐々 木の 文章で もうかが われる が、 神 や 

精霊 や 死人 や 狐 や ザシキ ワラ シ などが 家の 中に 自在に 出入した こと は 『遠 野 物語』 の 随所に 指摘す る ことができ 

る。 雪が 音 をた てて 屋根 をす ベり 落ち、 柱が 凍み 割れ、 炉の搰 火が 障子に 物の 影 を 描き出す、 という 環境の 中で 

遠 野の 物語 は 祖母から 孫へ、 親から 子へ 語りつ がれて いったの であった。 

しかし、 遠 野に 『物語』 がかく も 残ったの は そこが 辺鄙な 山村であった から、 という だけで は 足りない。 遠 野 

が 交通の 要所であった という ことが 大きな 力 を もっている、 と 私 は 考える。 宝 暦の 頃に 書かれた 『遠 野 古事記』 

に は、 「八十 四、 五 年 前 迄 は …… 他郷 他領の 乞食 も 鉦 打 坊主 も 抜 参宮の 子供 等 も 勧進に 参り 候。 其 頃、 松 前の 夷 か 一 

田 名 部の 夷 か、 惣鉢 毛の 生えた る 乞食 夷 小 弓へ 小 矢 を 取り 添へ 度々 参り 候」 と あるよう に、 さまざまな 人間が 遠 

野に 入り こんで、 その なかには アイヌの 乞食と おもわれる もの もま じってい たので ある。 つまり、 遠 野の 人た ち 

と 外部との 交渉が、 開かれた 好奇心 を 刺戟し、 『物語』 の 柱の ひとつに なって いる こと を 見の がす こと はでき な 

ヽ 0 

たとえば  <  1 〇 六〉 に は 


柳 田 学と 折 口 学 58 


海岸の 山 田に て は 養気楼 年々 見 ゆ。 常に 外国の 景色な りと 云 ふ。 見馴れぬ 都の さまに して、 路上の 車馬 しげ 

く 人の 往来 眼 ざまし きば かりなり。 年毎に 家の 形な ど 聊も違 ふこと 無しと 云へ り。 

と ある。 記録に よると 山 田に は 寛 永年間に もまた 寛 政 年間に も オランダ 人の 乗った 紅毛 船が 漂着した。 また 陸 

前 北部に は 明治 初年に ハリス トス 正教が 普及し はじめて いる。 陸 中 や 陸 前の 海岸 部と 関係の 深かった 遠 野が、 物 

語の 中に 一 抹の ェ キゾチ シズム をと り 入れた の は、 そうした 事実が 刺戟に なって いると 想像され る。 

岩手県 は 四国 全体と おなじ 面積 を もっとされ ている が、 遠 野 は その 岩手県 下の 市町村で も 二番目に 大きい。 現 

在の 遠 野 市 は 東京 二十 三 区に 匹敵 するとい われる。 その 領域 は 柳 田が おとずれた ときと そのまま である。 そして 

その 四周 はすべ て 峠 を もつ 山に よって 縁 どられ ている。 この 四周が あるた めに 『物語』 は 遠 野の 盆地の 中で 生ま 

れ 育ち、 また この 峠を越え て 『物語』 も 外部と 交流した ので ある。 遠 野 盆地 は、 西 は 五輪 峠 を こえて 江 刺の 岩 谷 

堂へ、 また 小 峠と 五輪 山との 間 をな がれる 猿ケ石 川の 流れ をた どって その 下流の 花 巻に つうじる。 東 は 仙人 峠 を 

とおって 签 石へ、 笛吹 峠と 界木峠 を こえて、 大槌 へ、 赤 羽根 峠 を こえて 気 仙の 盛へ つうじて いる。 また 北西 は 小 

時 をと おって、 稗 貫郡大 迫から、 紫 波 郡 日 詰に いたる 遠 野 街道が ある。 このほか 立 丸 峠 を こえて 小国へ つうじて 

いる 道 も ある。 藩 政 時代の 遠 野 町 は、 遠 野 南部 氏 一万 二 千 五百石の 城下町と して さかえた が、 交通の 要衝と して 

も 重要な 交易 地であった。 寛 永 四 (一六 二 七) 年に 八 戸の 一族 南部 直 栄が遠 野に 移 封され る まえに、 すでに 一日 

市町、 六日 町が あった。 延宝九 (一六 八 一) 年に 町家の 人口 は 五 百 人 を 下らなかった と 想き される。 町家と 武家 

などの 人口 を あわせる と 四千 人位の ものだった と おもわれる。 それが 百年 後の 安永 九 (一 七 八 〇) 年に は 町家、 

武家の 人口 を あわせて 六 千 人 近くに ふえた が、 明治維新の のち 城下町と しての 遠 野 は 没落し、 ついで 大正 初年、 
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軽便鉄道が 開通す ると、 遠 野 は 中継 交易 地と しての 地位 を も 失な うこと になって、 繁栄 を ほこり、 出馬 千 頭 入 馬 

千 頭と うたわれた 一、 六の 市日 は 急速に 衰えて いったと 『遠 野 町 誌』 はった えてい る。 しかし 大正 頃まで は、 遠 

野の 馬方 は 馬に 米 を 背負わせ、 笛吹 峠 を こえて 橋 野まで はこび、 そこで 大槌 町から もってき た 魚類と 交換した と 

いう 話 を 私 は 現地で 聞いた。 柳 田 国 男が 遠 野 を 訪れた 明治 末年に は、 まだ 昔ながら の 習俗 や 交易 地の 名残りの 風 

景は 眼に 触れる ことができ たはず である。 それ は 初版の 序文に 充分 うかがわれる。 

私が 七 二 年の 六月 初めに 遠 野 を 訪れた ときには、 十五 年 まえに 遠 野の 土 を ふんだ ときと、 いささか ちがって い 

た。 まえに は 柳 田が 宿泊した という 旅館が まだ 残って いて、 私 も 柳 田が 見た という 部屋の 窓から 六角 牛の やわら 

かな 山容 を ながめた ものだった。 歳月の 波 はこの 北上 山系の 中の 地方 都市に も 押し よせていて、 その 白壁のう つ 

くしい 旅館 は 見当らなかった。 たずねる と、 取り こわした の だとい う。 南部の 曲り 屋 といわれる 鍵 形の 茅屋 も ほ 

とん ど 見られ なくなって、 まえに 会った ことの ある 土 淵の 佐々 木 喜 善の 未亡人 はすで に 他界して いた。 そして 

佐々 木 家のう しろに ある デンデ ラ野は 畑と な つ て 見分けが つ かなくな り、 松 崎 部落の 橋の たもと にある サム ト (登 

戸) の 家並み も 道路 ぞいに ほこり を かぶって いた。 しかし、 私が 菊 池 幹 氏に 案内され て 同行の 島亨 氏との ぼった 

物見 山の 風景 はすば らしかった。 物見 山 は 九 一七 メ ー トルと いうた かい 山 だが、 遠 野 町の 南部に あって 鍋 倉 城址 

の ある 鍋 倉 山と つづいて いる。 山頂 付近 は 全山 山つ つじで 蔽 われて いた。 山つ つじ は 山の 女神の 花と いわれて いる。 

旧藩 時代に 斥候が ながめた 山に ふさわしく、 山頂から は 遠 野の 郷が 一望に 見渡せる。 菊 池 幹 氏の 指呼す る 『遠 

野 物語』 の 地名 は、 空気が 澄んで いるた めに 細部まで よくみ える。 そこに は 早 池峯ゃ 六角 牛 を 背景と した 1^ 地の 

左手 を 猿ケ石 川が 蛇行して おり、 いくつかの 街道が 山 あいに 消えて いた。 いわば 葉 肉 は 腐れお ちても 葉脈 はの こ 

る。 柳 田 国 男が 訪れ、 その あと 折 口 信 夫が 訪れた ときと 今 また 時代 は 幾 変遷した が、 私 は 『遠 野 物語』 が あい も 

かわらず 生きて いる こと を ひしと 感じた。 
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柳 田 学 再検討の 意味 


今日、 柳 田の 思想が ふりかえられて いると すれば、 それ は 日本 近代 百年目の 反省と いう ことになる。 そもそも 

柳 田の 学問 自体が、 国民 共同の 疑問 をと くた めの 内省の 学な の だから、 柳 田の 思想に 関心が 高まる という こと は、 

柳 田の 学問 をと おして、 多くの 人び とが ひとつの 疑問 を 共有し はじめてき たこと を 意味す る。 つまり、 日本 近代 

の 最大の 悪弊で あると ころの、 はじめから 出直し、 やり直し を するとい う 無益な くりかえし を どうしたら 避ける 

ことができ るかと いう 疑問で ある。 この 疑問 を ひつ さげて 柳 田に 立ちむ かう とき、 柳 田 学 は 多くの 秘密 をと き あ 

力す 

柳 田 国 男が ある 講演の 中で 「五大国の 一 などと いう 空な 話 を 以て 物 を 知らぬ 人 をお だてて、 何等 模倣 以上の 努 

力 をせ ずして 半世紀 は 既に 過ぎて しまった。 得る 所の もの は 常に 取 残され はせ ぬかと いう 不安と、 邪推に 傾か ざ 

る を 得ぬ 継子 根性の 淋し さで ある。」 と 述べた の は 大正 十四 年で ある。 それから さらに 半世紀が すぎた が、 柳 田 

の慨言 はなん ら果 されぬ まま 今日に いたった ので ある。 そして、 賽の河原の 石 こづみの ように、 積んで はくず し、 

くずして は 積む 思想 行為の 空し さに 多くの 人び とが 飽き はてて いる こと だけ はたし かで ある。 
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日本人の なかに、 思想 上の 左右 両翼、 あるいは 階級 関係の いかんに かかわらず ひとしく みとめねば ならぬ 共有 

部分が 存在す る こと を 前提と せずに は、 柳 田 学 は 成立し ない。 柳 田 はこの 共有 部分 を 「常 民」 の 名で 呼んだ。 常 

民の は、 常数の とおな じ 意味 を もつ。 すなわち、 それ は 日本人の 中に 時空 を つらぬいて 流れる もので あり、 

外面 的な 社会の 推移に も 影響され る ことのき わめて 少ない 部分で ある。 したがって、 柳 田 学 は 右翼と 左翼に はさ 

まれた 中間 政党の かかげる 漸進主義 や 改良主義と は 断じてち がい、 日本人の 生活 体験の 意味 を 根源から 問い 直す 

ことこよ つて、 日本人の 信仰 や 意識の 共有 部分 を 明らかにする こと を 使命と する 学問で ある。 そこで、 もし 柳 田 

学の 対象と した この 共有 部分が 多くの 人た ちに 承認され るなら ば、 挫折と か 転向と か あ いもかわらぬ 自己批判の 

くりかえしに うんざり している 日本 近代の 思想 行為の 非 生産性 を あらためる ことができよう。 大 東亜 戦争の 聖戦 

思想の 無意味と か 戦後 思想の 虚妄と かいった いつもお そす ぎる 実感 もとう ぜん 消えて いくはず である。 自己の 思 

想 を 修正す るに しても、 個人の 力で モトの モク アミから やり直す 必要 はなく、 日本人の 思想の 共有 部分の 基底に 

触れる ことによって、 それだけで 再出発の 力 を 獲得す る ことが 可能で ある。 それ はやが て 事前に 自己 修正 をお こ 

なう 方向へ と おもむく こと を 許す だろう。 じつに、 柳 田 学 は 日本人の 思想 や 行動の フィ ー ド バックの ために、 必 

要 不可欠な 学問と して 私たちの まえに 存在して いるので ある。 たとえば、 第二次大戦の 責任 を ひとにぎりの 政治 

家 や 軍部に 負わせる ことに 柳 田 は 反対す る。 国民 もまた 自発的に 戦争に 参加した というの である。 しかし、 国民 

をして， 争 へ の 道し かないと おもわし めた もの、 まだ そのほかに さまざま なと るべ き途が ある こと を 国民に 考え 

させる ような 教育 を ほどこさなかった もの、 それ はせ まく は 教育者の 責任で あり、 大きく いえば 日本の 政治家の 

責任で あると 柳 田 は 云う。 その 責任 を こそ 柳 田 は 追求して やまない。 

ここにお いて、 私たちが 柳 田の 思想の 再検討へ とす すんで いる ことの 第一の 意味 は、 日本の 近代が いかに すれ 

、、よ fs 想の 再生産 性 を 獲得で きる かとい う 疑問 を 解こうと している ためで あると いい 換えて 差し支えない。 あえて 
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いえば、 日本人が 内部から 自分 を 創り かえて いく 精神と は 何かとい う 模索な ので あり、 その 精神 は 常に 根源に 戻 

ろうとす る 衝動に よって 保障され ている。 だが、 それの 追求が 中途半端 におわる ときに、 「日本 美」 の 体現 者と 

しての 三 島 や 川端の むざんに も 荒廃した 死が 訪れる こと は 明らかで ある。 

それゆえに、 柳 田 民俗学 はまず、 過去に たいする 仮定法 を もって、 社会の 下積みの 中に ある 庶民に 自由 を 与え 

ようとす る。 社会的 決定論に よって つららの ように 凍りつ いた 「庶民」 を 解放す るのに は、 庶民の 生活に 関する 

おびただしい 事実 を あつめ、 点検し、 事実の もつ 普遍的な 意味 を そこから 引き出す 以外に ない こと を 柳 田 は 熟知 

していた。 事実の 重みに ひし がれない とすれば、 空想の 世界に 逃げる より ほか はない。 それ はお そらく 柳 田の み 

た 日本 近代文学の すがたであった ろう。 だが、 彼 は 事実の 重みに ひし がれないで、 事実に 耐え 得る 思想と は 何 か、 

を ひたすら 常 民の 世界に 求めた のであった。 たしかに 彼 は 革命の ォプ ティ ミズ ムには 懐疑 的で あつたが、 しかし 

私 は 柳 田 ほどに 過去の 名もない 庶民 を 決定論から 解放した 人 はない と 考えて いる。 

戦後 しばらくの 間、 進歩主義 的 歴史観が 盛 行した とき、 過去 は 悪で あり 未来 は 善であった。 過去の 封建時代 や 

それ 以前に 生きた 庶民 は 一 片の 自由 もた のしみ もない ままに 死んだ と 教えられた。 それで は 過去に 小 民と して 生 

きた 者 は、 「生まれ 損で はない か」 という 疑問 を 私 は 抑える ことができず、 その 疑問 をそう した 歴史家に ぶつつ 

けて みた ことがあった。 すると、 その 歴史家 は 「そうだ」 と 肯定した。 私 は その 歴史観に は どこか 噓が まじって 

いるに ちがいな いと 直観した。 それで は 封建時代 や 古代、 先史 時代に なれば それだけ 人び と は 労働に 追い まわさ 

れて 生きる たのしみ を もた なか つ ただろう か。 

私 はこの まえ、 北陸の 糸魚 川に 旅行した。 そこ は 有名な ヒス ィの 産地で、 糸魚 川 やそのと なりの 青 海から は最 

近、 繙文 中期の 遺跡が 発掘され て、 ヒス ィの 玉に 穴を開けた 装飾品が ぞくぞくと 出て きている。 ヒス ィの 工房の 

跡 も ある。 ヒス ィの 一?^ 石に 穴 を あける に は、 ほそい 竹の 先に 金剛砂の 粉 をつ けて、 辛抱 づ よく 穴 を あける 作業 を 
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しなければ ならぬ。 

生存に のみ 追い まわされて いると おもわれる 繙文 中期に、 人間 はすで に ヒス ィの 硬玉で 身 を 飾る 欲望 を もち、 

その 欲望の 遂行に 余念がなかった ので ある。 この こと は 人間 存在に ついての 多くの こと を 示唆す る。 柳 田 学 は 一 

つの 事象と それに 付属す る 意味と は 時代に よってち がう こと を 力説して いる、 と 私 は 考える。 この ヒス ィの 玉が 

装飾品だった か、 あるいは 呪符の 役割 を はたした か 検討 を 要する が、 ともかく そこに は 生産 や 食料 獲得 を はなれ 

た 行為の あつ たこと が 証明され たので ある。 

さて、 柳 田の 思想 を 再検討す る 第二の 意味 は、 これまで 柳 田に 近い 一部の 人た ちの 手で 神格化 された 柳 田 像 を、 

もう 一 度 自分た ちの 眼で たしかめ 直そうと いう ことに かかわつ ている。 私 は 二十 数年 もまえ に 日光の 東照宮 をお 

とずれ たと きのこと を 思い出す。 そこの 案内 者の 僧が 説明 するとき に、 東 照 神 君にたい する うやうやし さは、 明 

治 維新 もまた 今次 大戦の 敗北の 痛苦 もまった く 存在し ないかの ようであった。 そこに は徳 川の 御代が なお つづい 

ている かの ような 錯覚 を 与える 空気が 支配して いた。 もし 案内 者が 徳川家に たいして 批判的な 言辞 を 弄しよう も 

のなら ば メシの 食い上げに なること は 明らかで あつたが、 その 案内 者の ィャ ラシ サは 彼が むしろ そのこと を、 殊 

更に 意識の 外に 追い やって いる ことであった。 私 はまた 次の 話 を 聞いた ことがある。 私の 知合いの 事典 編集者が 

慶応 大学の ある 教授に 福 沢論吉 についての 原稿 を 頼みに いった。 研究室に いた 当の 教授に 原稿 を 依頼し、 論吉に 

ついて 批判すべき ものが あれば、 その 点 も 書き そえて ほしいと たのんだ。 頼み 終って 研究室の ドア を しめたと た 

んに、 教授と まわりに いた 研究生た ちの 爆笑す る 声が 聞え たという ので ある。 私 は、 このと きの みじめな 編集者 

に 同情 を 禁じ 得な か つ た。 この 教授と その 徒党 は 自分た ちが 福 沢 論吉を 批判す ると どんな 結果になる かな ど はて 

ん から 頭に ない。 それほどまでに 論吉を 食い ものにして 生きる ことに 恥辱 感を もたない。 柳 田の 直系 を 自任す る 

輩に もこ の 種の 自意識が 欠けて いる。 その 特権 意識が 柳 田 を 独占す る 利権に つ ながる ゆえにな おさらで ある。 
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だが、 近代 日本の 生んだ 最大の 思想家で ある 柳 田 を ひとにぎりの 人た ちの 手に 占有させる こと は 大きな 矛 唐て 

ある。 ことさらに 柳 田の 無 謬 性 を ほのめかし、 他 を 恫喝す ると なれば、 無益と いうより は 有害で ある。 学問 を密 

室で おこなわれる 秘教 のように とりあつかう ときの 弊害 は、 折 口 信 夫と その とりまきが もたらした 頹廃 ぶりに よ 

つて 証明ず みで ある。 もともと 民俗学 は 野性の 学問であった。 それ は 断じて 飼い馴らされて はならぬ 学問な ので 

あった。 おそらく こうした 自明の こと を ささやかな 決意と して、 私たち は 『柳 田 国 男 研究』 という 季刊誌 を 出 そ 

うとして いる。 そして それが 柳 田 民俗学に どのような 照射 を 与え 得る か は、 柳田プ ー ムを 一時的な ものと して 終 

ら せて はならない とする 人び との 支持が どれ だけ あるかに かかわ つてい る。 
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断 章 柳 田 国 男 


私 は 柳 田 国 男が 死んだ こと を 知らされた ときの 衝撃 をよ く おぼえて いる。 日蝕 時の 冷たく 無気味な 風の ような 

ものが 私の す ぼ まつ た 瞳 を 吹いた。 私 はかね がね 柳 田 国 男にたい して 「世の 大主」 という 呼称 をた てまつ つてい 

た。 つまり、 私 は 柳 田 を 世の中の 物事の 由来 や 意味 を、 それ はこうい うこと だ、 とこ ともなげ に 説き明かす 老翁 

のよう な 存在と 考えて いた。 だから 柳 田が この 世から すがた を 消した という こと は、 池 や 沼に 主が いなくな るの 

と 同然な 印象と 感慨 を 私に 与えた ので ある。 

それにしても 私 は なぜ 柳 田の 葬式に ゆかなかった のだろう か。 とくべつの 理由が あった わけではなかった。 も 

ともと 結婚式と 葬式に 顔 を 出す のが 苦手である。 柳 田の 葬式 ともなれば 天下の 名士が 参集して、 私な ど はた だ 砂 

利 道に 立って いる ほか はなかろう。 いや それだけ ではない。 どうやら 私 は 柳 田 国 男にたい する 自分の ィメ ー ジと 

現 身の 柳 田 国 男 を 区別して いたので ある。 

現 身の 柳 田 国 男に は 生前に 二度 会った。 そのと きの 印象 は おだやか だが、 どこか 重苦しく、 けっして 解放され 

たもので はなかった。 それ以来、 私 はなるべく 接近し まいと 努力して いたのであった。 あるとき、 柳 田 国 Eir か 小 
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田 急 線の 径堂 駅の フォ ー ムの ベンチに 坐って いるの をみ かけた。 その 頃、 柳 田 は 卒中で たおれて 病臥して いると 

聞かされて いたので 意外であった。 しかし 私に は ピンと きた。 「はは あ、 柳 田さん は 病床 をぬ け 出して きたな」 

あとで 側近の 人に たしかめ ると、 はたして そのと おりであった。 柳 田 は、 成 城 学園の 駅の むこうに いるか かりつ 

けの 馘師 のと ころに ゆく こと だけ を、 医師から ゆるされ ていた。 そこで そこにい つたつ いでに 小 田 急 線に のつ 

た。 どうした わけで 経堂 駅に いたか は 分らない が、 私に は そのと きの 柳 田の すがたが きわめて 索漠と して 虚無的 

な ものに みえた。 それが 私の 眼に 映った 柳 田の 晩年の すがたで ある。 柳 田が 死んだ の は、 それから 二 年の ちで あ 

つ た。 

柳 田 国 男の 『不幸な 芸術』 という 著書の 中に、 幼年時代の 思い出が 記されて いる。 それ を 要約す ると 次の 話に 

なる。 柳 田が 九つのと き、 彼 は 些細な ゆきがかりから 二 年越しの 苦しい ゥソ をつ く 破目に おちいった。 というの 

も 学校で、 親類の 多い 金 持の 家の 息子が、 自分の 家に しばしば 訪問客が あり、 御 土産が 多い こと を 自慢す るの を 

聞いて、 国 男 (このと き は 松 岡 姓で ある。 彼 は 青年期に 信 州の 柳 田家に 養子に 入った) も 肩身の せまいよ うな、 

負けたくない ような 気がした あまり、 自分の 家へ も、 この頃 泊り客が きている と、 つい 口 を すべらして しまつた- 

それからが 大変であった。 その 客人 も 城下の よい そだちの 者で、 女の 親子 づれ の、 美しい 人で あると いう こと 

になって しまった。 国 男が ゥソ をつ いている こと は、 友達 もやが て 分った が、 時には もっと ゥソ をつ かせる ため 

に、 子ども 仲間が 家に たずねて くるのに、 国 男 は ほと ほと 閉口した。 

国 男の 生家 は 小さな 家で あつたが、 ちょうど 奥の間の 押入れの 戸 を 取り かえて、 真白な ふすま 戸に してあった 

のが 幸いであった。 そこで そのむ こうに もう 一間 ある、 開ける と 家人から 叱られる などと 国 男 はゥソ をつ いた。 

すると 意地悪い 子どもの なかには、 いそいで 家のう しろに まわって、 はたして、 客 を 泊めて いる 一間が あるか、 
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をた しかめて 見る もの もいた という。 国 男 はこの 「事件」 のの ち、 家に 事情が あって 他所へ 移った。 そこで、 こ 

の 問題に けりが ついた ので やれやれ 安心と いう 気がした という。 国 男の 冷汗の ながれる ような 困惑ぶ りが 眼に 見 

える ようで あるが、 柳 田が 後年 この ェ ピソ ー ドを しるして いる こと は、 よくよくの ことだった ろう。 

それ は 柳 田 国 男 をして、 彼の 生まれた 家に ついての 考察に みちびかずに はす まなか つ た。 

『故郷 七十 年』 という 柳 田の 自伝の 中に 「長兄に 二十歳で 近 村から 嫁 を もらった。 しかし 私の 家 は 二 夫婦の 住め 

ない 小さな 家だった。 母が きつい、 しっかりした 人だった から、 まして 同じ 家に 二 夫婦 住んで うまく ゆく わけが 

ない。 "天に 二日な し" の 語が ある やうに、 当時の 嫁 姑の 争 ひ は 姑の 勝ち だ。 わずか 一年ば かりの 生活で 兄嫁 は 

実家へ 逃げ帰って しまった。 兄 は そのため ャケ酒 を 飲む やうに なり、 家が 治まら なくなった …… 私 はかう した 兄 

の 悲劇 を 思 ふとき 『私の 家 は 日本一 小さな 家』 だとい ふこと を しばしば 人に 説いて みょうとす るが、 じつは、 こ 

の 家の 小さ さ、 とい ふ 運命から 私の 民俗学 へ の 志 も 源 を 発した とい つ て もよ いので ある。」 

さらに 『故郷 七十 年』 の 中には 「私の 生家」 と 題す る 次の 文章が 見付かる。 

「私の 家の 小さ さは 日本一 だとい つたが、 それ もき つちり した 形の 小さ さで、 数字で いふと 座敷が 四畳半、 間 

に 唐紙が あって 隣り が 四畳半の 納戸、 横に 三 畳ず つの 二 間が あり、 片方の 入口の 三 畳 を 玄関と いひ、 他の 三 畳 

の 台所 を 茶の間と 呼んで ゐた。 この やうな 小さな 家に 二 夫婦が 住む こと 自体、 たと ひ 母が いかにし つかり 者と 

いふ 人で ない にしろ、 初めから 無理だった ので ある。」 

一 年ば かりで 実家に かえった 若い 兄嫁の 思い出 は、 いつまでも 国 男の 中に うつくしく 生きて いたよう である。 

柳 田 は 「自伝」 の 中で、 しばしば その 兄嫁の ことに 言及して いる。 柳 田 は 母への 愛と 兄嫁への 思慕との 間に 引き 

さかれた。 そうして 悲劇 をつ くって しまったの は ほかならぬ 家の せまい 構造で ある こと を 自覚した。 それが 民俗 

学 を 志す 動機と なった というの は、 柳 田の 晩年の 告白で あるが、 私たち は 得て して 封建的な 婚姻 制度と か、 日 木 
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の 農村 社会 の 経済的 基盤と いった ことで こうした 悲劇の 問題 を片 づけて しまって いるので ある。 

私 は 柳 田の 生家 を みるべく、 七三 年の 六月 初に、 兵庫県の 福 崎 町 をお とずれ た。 

彼の 生家 は 福 崎 町の 辻 川に あつたの が、 移されて いた。 そうして 今 は それ も 取り こわされて、 福 崎 町の 文化財 

として 保存す るた めに、 近くの 学校の 敷地 内に 移す 最中と いう。 私 は そこで、 とりこわされた 家の 礎石 だけ を 見 

て かえる ほかはなかった が、 丁度と なりの 家に、 柳 田の 生家 を 買った という 家の人が いた。 そこで 間取り をく わ 

しく 聞く ことができた。 

さきに 引用した 文章に みるよう に、 柳 田の 当時の 家 は 田の 字形の 家であって、 四畳半が 二 間、 三 畳が 二 間で あ 

つた。 押入れ は 四畳半の 一間に、 間口 一  間 半に 二 尺の 奥行 を もった のが ひとつあった きりだと いう。 だから 家具 

など を 置けば、 四畳半 は 三 畳く らいの 大きさし かなく、 三 畳 は 二 畳く らいの ものに なって しま つ ていた ことが 想 

像され る。 このよう なせまい 家の 中で、 二 家族が ひしめ くと なれば、 むしろ 問題が おきない ほうがお かしい くら 

いなので ある。 まして 国 男が ゥソ をつ いて 苦しんだ ように、 この 家に 客人の 母子 二人 を 長 逗留させる ことな どで 

きる わけで はな か つ た。 彼 はこの 小さな 家の ために ゥソを 押しと おす こと もで きな か つたので あった。 

柳 田の 生家に みられる ように 田の 字 型の 小さな 家 は、 西南 日本に 多く みられる。 

これにた いして 東北 日本の 家 は、 家の かまえが 大きい。 作業場の 土間 も その 家の なかに 含めて ある。 こうした 

大きな 家のと ころに は 大家族が 住む こと は 可能で ある。 柳 田の 生家の ように、 西南 日本 型の 悲劇 は 起らない。 し 

かし 一方で は、 大家族の 悲劇が 起る。 すなわち 主婦 権 を もった もの は、 ただ ひとりで、 その他の 嫁に は 一家の 経 

済 を きりまわす 権力 ある 地位 は 与えられる ことがない。 小 遣に も 不自由して 一 生 をす ごすと い つ た 嫁が これまで 

すくなくなかった。 また 一家の 労働 を 支える ために、 結婚で きない ォ ジォバ がー 生 独身で、 一 つ 家の 中に 住む こ 

とに なった。 


これ は 東北 日本 型の 家の 悲劇で あると 私 は 考える。 東北の 家の 大き いのは それなりに 生産と 関係が ある。 西南 

型の 農業の 仕組 もお なじく 家の 形 を 規定す る。 

柳 田の 生家の 悲劇 は、 西南 日本の 農村の 家の 悲劇の 一 つだった ので ある。 それ をたん なる 嫁 姑の 封建 関係に 帰 

して はならぬ。 なぜなら 今日で もそう した 悲劇 は 起つ ている からだ。 
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柳 田 学の 普遍性 


柳 田 国 男に 関する 著作の 三、 四 冊が 出た からといって、 これ を あえて 柳 田 国男ブ ー ムの 名で 呼ぶ にも あたる ま 

い。 書物の 洪水の 中で は、 すべて 埋没され、 目立た なくなって しまう のが、 現代の 出版界の 無言の 鉄則で も ある。 

しかし、 柳 田 国 男にたい する 確実な 関心 はめば えてき ている こと を 否定で きない。 それ は どこに 原因 を もつ もの 

だろう か。 

私 はかって 「あらゆる 不可能な 道 を 知って ただ 一 つの 可能な 道 を えらぶ。 それ を ラジカルと 呼ばず して 何とよ 

ぼう」 と 柳 田に ふれて 書いた ことがある。 ふりかえって みれば、 近代 日本の 歴史 は、 不可能な 道 を 知る ことに あ 

つたので は あるまい か。 そうして さまざまな 試行錯誤の はてに、 問題 は あやまった 個々 の 目的 を 追求した という 

より は、 近代に たいする 認識の 方法に こそ あやまりが あつたの ではない か、 という 自覚が 生まれて きたので ある。 

しかし 認識 方法の 再検討 はいう ほどに たやすく はない。 思想 や 信条 を 異にする 立場の 人た ちが、 いやで もみと め 

ざる を 得ない 共通な ベ ー ス がまず 必要な ので ある。 柳 田 国 男が 生涯 を かけて 提出しょう としたの はこの 共通べ ー 

ス であつ たと 私 は 考える。 
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ョ ー ロッパ ではた と えば ギリシアの 神話 や 悲劇が 各 時代 の 各個 人 によって さまざまに 解釈され て、 美術 や 文学 

や 哲学の 永遠の 主題と なって いる。 けれども、 日本の 場合 を 考えて みると、 周知の ように 記紀の 神話 は 古代 王権 

の 正統 性 を 主張す る こと を 目的に つくられ たもので、 その 中に 人間の 普遍的な ドラ マ を 宿して いるものが 少ない。 

あえてい えば、 出 雲 神話の 民話 風な 神話の 中に いくらかの 普遍性 はふく まれて いる。 そして、 日本人の 思想 営 

為の 中に、 永遠の 主題 を 発酵させる ものが ないか を さぐる ときに、 私たち は 柳 田の 民俗学に つきあた るので ある" 

ただ それ は 海の 彼方に 遠望す る 神話 や 古代 悲劇の ように 明確な 形象化 を ともなって 存在す るので はない。 その 前 

段階の 資料 を 提供す るの が 柳 田 民俗学で ある。 それ こそ は、 まえにの ベた 「共通な ベ ー ス」 に ほかなら ないし、 

また それ を 私 は 接ぎ木の 台木に 相当す る もの だと 呼んだ ことがある。 

さて、 柳 田 学が なぜ 普遍性 を もち 得た かとい うと、 それ は 常 民 生活の 事実の 思想 を 細部に いたる まで 追い求め 

たからで ある。 あくな き 特殊性 をつ み 重ねる ことで、 その 結果 ナショナルな 面 をつ きぬけて 普遍性 を 獲得す る こ 

とがで きたので ある。 ナショ ナルな もの は どこで 生まれる か？ 国民生活の 意識の 特殊性の 追求 を 中途半端で や 

める ことによって。 だから いささか 暴力 的な 表現 を 使えば、 柳 田 は ナショナルな ものの 喉く びに 手 を かけ、 それ 

が 息た える まで しめあげよう とする 道 をえ らんだの である。 

私 は 真の 学問と は それに 触れた 人が ィメ ー ジを ふくらます ことので きる ものである、 とかね がね 思 つてい る。 

つまり、 それに 触発され てィメ ー ジを 描く ことので きない 学問に は、 人間 を 解放させる 何 かが 欠けて いると 私 は 

考える ので ある。 そこで、 私たちが 柳 田の 学問に 関心 を 抱く とすれば、 その ゆたかな ィメ ー ジが 私たちに 幸福 を 

約束す るからで ある。 つまり 柳 田 をよ むまえ とその あとで は、 日本人の 幸福に たいする 自信と いった ものが ちが 

う。 折 口 信 夫 は 柳 田よりも するどい 側面 を もってい るが、 しかし そうした 点で 柳 田に は 劣って いる。 

柳 田 学の 特徴 は 常温と いう ことで ある。 暑さ 寒さに かかわらず 一定の 温度 を 保って いる。 そこから して、 夏 は 
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涼しく、 冬 は あたたかい 井戸水の ような 作用 を 人に 与える。 深い 地下水の もつ そのような 柳 田 学の 力 は、 民衆 生 

活の 深層 意識に 錘 鈴 をお ろした ところから くる。 しかし、 それゆえに、 世の 激動の 時代に は 柳 田 学 は 微温に みえ、 

そして 後退した 時代に は ラジカルに みえる。 だが 柳 田 学 は 方便と はなり にくい。 柳 田 学 は 左右 を 問わず、 一切の 

政治 主義 的 発想の 対 極に ある 学問で ある。 伝統主義者の 固定観念 を 打ち砕く とともに 近代主義の 発想 を 支える 進 

歩 的 観念に たいして、 ふかい 懐疑 を 表明した の も 柳 田 学で ある。 そこで、 世間が 後退した ときには 常 民の 思想に 

頼り、 激動の 時代に は それ を 捨てて 変革の 思想に 走る というの は、 時代の 振子 運動に ふりまわされる のが 落ちで 

ある こ と を 柳 田 は 警告す る。 

私 は 民俗学 を 私な りに コミュ ニケ I シ ヨン (交渉) の 学と して 規定して いる。 すなわち、 神と 人間と 自然 (精 

霊) の 三者の 交渉の 際の 親和力が、 民俗学の 宇宙の 中軸 を 形成す る。 この 軸 をめ ぐって、 三者 はとき に 牽引し あ 

い、 ときに 反発し あって、 潮：^ の 運動の ように 無限の 循環 をく りかえ している。 そして 人間 は 生者と 死者と に 分 

かれよう。 神 もまた 現世と 他界と に 共存して いる。 現世に おける 神 は 長寿 をさず けられた 老人で あり、 他界の そ 

れは祖 霊 神で ある。 

こうした 発想 は 死者 を 否定し、 老人 を 無視し、 自然 を 破壊して、 束の間の 有効性 以外の 一切 を 否定す る 現代 日 

本社 会に もっとも 対立す る もので あり、 それゆえに 汲め ども 尽きせ ぬ 示唆 を 与え 得る ものである。 人び と は、 力 

ラタ チの 台木に タチ パナを 接ぎ木して いくように、 柳 田 学 を 共通の 台木と して、 その上に 自己の 思想 を 接ぎ木と 

して ゆくべき であると 私 はおもう。 

柳 田 国 男 は 伝統主義と 近代主義 を 知り抜いて、 しかも その 批判者であった。 では 柳 田 国 男 は 何者で あつたか。 

この 問いが 多くの 人た ち を 柳 田に 引きつけ させて いる。 常 民の 思想と 生涯 取り組んだ 人の 謎が そこに ある。 
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山人と 平地 人 11 ある 挫折と 転向 


大正 四 年の 京都の 御大 典の 時 は、 諸国から 出て 来た 拝観 人で、 街道 も 宿屋 も 一杯に なった。 十一月 七日の 車 

駕御 到着の 日な ど は、 雲 も 無い 青空に 日が よく 照って、 御苑 も 大通り も 早天から、 人 を 以て 埋めて しまった 

のに、 尚 遠く 若 王子の 山の 松林の 中腹 を 望む と、 一筋 二 筋の 白い 煙が 細々 と 立って 居た。 は \ あ サン 力が 話 

をして 居るな と 思 ふやう であった。 勿論 彼等 はわ ざと さう する ので は 無かった。 

これ は 柳 田 s 男の 『山の 人生』 の 一節で ある。 私 はこの 箇所 をよ むた びに 柳 田の とらわれない 眼と いう もの を 

感じる。 この 御大 典のと き は 柳 田 は 十月 三十 一日から 十一月 三十日まで 京都で 奉仕し、 ついで 伊勢 御 親祭に 随伴 

し、 畝 傍での 祭事に も 奉仕した と、 『柳 田 国 男 集』 の 年譜に 出て いる。 また 戦後、 柳 田の 喜寿 記念と して 出版 さ 

れた 『後 狩詞 記』 の 覆刻 版の 口絵 写真に は 大正 四 年 十二月、 大嘗祭 奉仕 記念と いう 題詞の ある 写真 一葉が 掲載 さ 
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れ ている。 それ を 見る と 冠 を かぶり、 弓 をと り 矢 を 背負い、 平安朝の 宮廷に 奉仕す る官 人の 服装 をした 柳 田の 姿 

が ある。 当時 彼 は 四十 一歳で 貴族院 書記官 長の 職に あった。 そこで 即位式と しての 大嘗 祭に 参加 奉仕した の は 別 

にめ ずらしい ことで はない が、 鞠躬 如と している かに 見える 彼 は、 眼 を あげて 一筋の 煙の 立ち上る の を 見落とさ 

なか つ たので ある。 

宮中の 最も 重要な 大嘗 祭と サン 力の 煙との 奇妙な とりあわせ。 この 二つ を 同時に 自分の 頭の 中に 併存 させ、 双 

眼に とらえ 得る 人物、 それが 柳 田 国 男であった。 社会の 秩序の 頂点に ある 宮廷 行事と、 社会秩序の 外にお かれた 

山林 放浪の 民と は、 けっして 相 容れる もので はない。 サン 力の 煙 は大嘗 祭の 執行 者で ある 天皇と はまった く 無縁 

な 生業の ある こと を 示して いる。 しかし 柳 田 は 「は，^ あ サン 力が 話 をして 居るな と 思 ふやう であった」 とその 煙 

を 好意の 眼 指し を もって 眺めて いる。 柳 田 はこの ような 眼 指し を どこから 獲得した のか。 大阪の アベ ノ 橋の 下の 

サン 力の 群に 投じた 体験 を 記した 『大地に 生きる』 という 書物の 中で、 清水 精一 は サン 力から 「天皇と は チャン 

(父) のよう な もの か」 と 聞かれた と 告白して いるが、 サン 力に とって 社会の 複雑な 体制 を 把握す る こと は、 き 

わめて 困難であった にちがいない。 という こと は 天皇と いう ものの 存在 を 如何様に 説明し ようと、 それ を 理解す 

る ことので きない 人び とが 日本の 中に いた こと を 意味す る。 それ は 存在と して 天皇制 を 相対 化する のが サ ン 力で 

あつ たという 意味で も ある。 

明治 以来、 天皇制に たいする 告発 や 批判 はなされ てきた。 しかし、 それ を 無 化する ような 試み は あまりな され 

てこなかった。 では エリ ー ト としての 人生の コ ー スを 歩み 乍ら、 柳 田が それ を 相対 化する 眼 指し を 持ち 得た の は 

何故であろう か。 

南方 熊 楠 は 寺 石 正路 宛の 手紙 (大正 六 年 二月 十五 日) の 中で、 次のように 柳 田の 主宰す る 『郷土 研究』 を 批判し 

ている。 
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二月 号 六 五 七 頁 八 行 (片目 魚の ことに 付き)、 柳 田なる 本名 を も つ て 柳 田 氏 自分の 偽名なる 尾 芝の 説 を駁し 

てお る。 (外に もこん な こと 多し。) 精神病 者の ひどい やつに なると、 自分の 一 つの 脳 中に 二三 四 五の 別人が 

出来たり、 互いに 相 嫉視 嫌悪す る。 (狐つ き 犬つ きな ども、 一つの 脳に その 人の 精神と 犬の 精神 ともいうべ 

きものと 分立す るな り。) あまり 出 まかせに 物 をい うと、 しまいに は 自分で 自分の 説を擊 つような ことが 起 

こる。 

これ は 批判と いうより は 柳 田の 仕打ちに かねがね 腹に 据え かねていた 南方 熊 楠の 八つ当たりで あるから、 むし 

ろ 愛敬と 思って 聞き流す 体の ものであるが、 柳 田の 人格の 一筋 繙で いかぬ こと だけ はよ く 伝えて いる。 だがし か 

し、 もっとも 厳重な 即位式の 最中に あり、 自分 も それに 忠実 かつ 熱心に 参与しながら、 他方で は サン 力の 煙が 青 

空に 溶け こむ の を じ つ と 眺める 余裕 を 柳 田が もつ たという こと は、 彼の ふくざつな 人格 や 異常な 直観 力 だけに 帰 

せられるべき 問題で はない。 彼 は それまで 十 年 近く もサ ンカを 含む 山人に たいする 関心 を 持続 させて きていた か 

ら である。 たとえば すでに 『遠 野 物語』 の 序文に は 次の 言葉が 見付かる。 

国内の 山村に して 遠 野より 更に 物 深き 所に は 又 無数の 山 神 山人の 伝説 あるべし。 願 はく は 之 を 語りて 平地 人 

を 戦慄せ しめよ。 

書き上げた ばかりの 自著に 批判 を 加える というの は 並々 ならぬ 自信がなくて はでき ない ことで あり、 昨日の 自 

分 を 明日の 自分に よつ て擊 つと いう やり方の 中に たえず 自分 を 相対 化する 柳 田 特有の 志向 を 見いだ すので あるが- 
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私の 言いたい こと は その 先に ある。 この 序文で は 山人と 平地 人と が 対立 的に 取り扱われ ている。 ふつうの 読み方 

では 平地 人と は、 平野に 住み 田畑 を たがやす 農夫、 あるいは 都会に 暮らす 人び とと 解され る。 しかし 柳 田が 「平 

地 人」 という 言葉に こめた のに は 特別な 意味が あった。 それ を 知る ことができ るの は、 『山人 外伝 資料』 におけ 

る 柳 田の 文章で ある。 それ は 次のようにして はじめられ ている。 

拙者の 信ずる 所では、 山人 は此 島国に 昔 繁栄して 居た 先住民の 子孫で ある。 其 文明 は 犬に 退歩した。 古今 三 

千年の 間 彼等の 為に 記された 一冊の 歴史 も 無い。 それ を 彼等の 種族が 殆ど 絶滅した かと 思う 今日に 於て、 彼 

等の 不倶戴天の 敵の 片割 たる 拙者の 手に 由って 企てる ので ある" 

この 文章に おいて、 柳 田の 言わん とすると ころ は 明らかで あり、 むしろ 露骨す ぎる ほどで ある。 そこに は 柳 田 

の 烈しい 気負い すら 感じられる。 すなわち、 山人と いうの は 日本人で なく、 列島に 住んで いた 先住民の 子孫 だと 

いうので ある。 これ は 大正 二 年に 『郷土 研究』 一巻 一号に 載った ものである。 これと 呼応す るよう に 大正 六 年の 

講演 手 稿で ある 『山人 考』 においても、 柳 田 は その 冒頭に おいて 次のように 発言して いる。 

現在の 我々 日本国民が、 数多の 種族の 混成 だと 云 ふこと は、 実は まだ 完全に は 立証せられ たわけで も 無い や 

うであります が、 私の 研究 は それ を 既に 動かぬ 通説と なった ものと して、 すなわち 此を 発足 点と 致します。 

我が 大 御門の 御 祖先が、 はじめて 此 島へ 御 到着な された 時には、 国内に はすで に 幾多の 先住民が 居た と 伝へ 

られ ます。 古代の 記録に 於て は、 此等を 名 づけて 国つ 神と 申して 居る のであります。 
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これ をみ て わかる こと は、 柳 田 は 山人 は 国つ 神の 子孫で あり、 国つ 神 は 天孫 民族の 到来す る まえに わが 島の 

山野に 存在して いたと いう 想定 をな している。 しかも、 柳 田 はこれ を 日本人と みなして はいない。 『山人 外伝 資 

料』 に は、 

山人の 国 は 次第に 荒れ 且つ 狭くな つた。 新来の 日本 民族の 方で は是を 開発と 名 づけて 慶賀して 居る。 

山人と は 我々 の 祖先に 逐 はれて 山地に 入 込んだ 前 住民の 末で ある。 彼等の 生活 は 平地 を 占拠して 居た 時代に 

も 至って 粗野な もので あつたが、 多くの 便宜 を 侵入 民族に 奪 はる X に 及んで 更に 退歩した。 

これにた いして 「平地 人」 という 語 は どのように 使用され ている か。 

山人の 多く は 鬼と 言 はれながら やはり 帰化 土着した。 山に 残る 頑冥 派 は 愈々 孤 居 寂寞の 者と なり、 最早 平地 

人と 戦 ふの 勇気 もな く、 僅に 姿 を 見せる こと はあって も 人 を 畏れて 直に 隠れた。 

殊に 内外の 圧迫が 漂泊 を 余儀なく させた 為に、 彼等 (山人) は 邑落 群居の 幸福 を 奪 はれ、 智力 啓発の あら ゆ 

る 手段 を 先った。 而も 配偶の 要求 は 天性で ある 故に、 時には 無理な 方法 を も 用ゐて 平地 人と 雑婚し、 屢々 優 

等 人種の 感化 を 受けて 潜 かに 敵国に 帰化した もの もあって、 愈々 つ まらぬ 者ば かりが 元の 状態に 遺る ことに 

なった。 其 為に 平地の 人から 往々 野獣 乃至 は 怪物と 誤らる \ 場合が 多かった。 
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まだく 深山 は 山人の 領土であって、 深夜 雨 雪の 折 は 元よりの こと、 必要が あれば いつでも 平地 人 を 畏嚇し 

て逐ひ 退ける ことが 出来た ものが、 舶来の 大踏雜 を 持ち こんで 来て 山の 金銀 を銘す 時節と なって は、 騷 がし 

く 眩く して 最早 其 沢に は 住まれず、 まして やかの 真黒な 毒 煙に は 非情の 草木 すら 枯れる。 (傍点 引用 者) 

このように 柳 田 は 「平地 人」 は 山人と は 異種 族で ある こと を 明らかに 意識して いる。 つまり、 柳 田 は 「平地 人」 

と 日本人と を 同義語と して 使用して いるので ある。 換言すれば 稲 を 作る 民族な ので ある。 それに 対して 山人 は そ 

うでなかった。 そうして 山人 を 「日本人に 滅 された 又 日本人と なりすました 彼等」 と 呼び、 「将に 出ん とする 山 

人外 伝 は 一 敵 人の 筆に 成る ものである」 と 自ら を 山人の 敵と 呼んで いる。 山人の 敵で ある 平地 人と しての 自分が、 

山人の ために その 歴史 を 叙 するとい うのが、 柳 田の 『遠 野 物語』 から 『山の 人生』 にいた るまでの 基本的 態度で 

あつたと 私 はおもう。 「願 はく は 之 を 語りて 平地 人 を 戦慄せ しめよ」 という 柳 田の 言葉に は 万感が こもって いる。 

こうきう とうこ 

支那 は 昔から 史料編纂 官を 優遇した 国で ある。 孔丘董 狐 等の 筆 を 神の 如く 尊敬した 国で ある。 世が 治れば 蛮 

夷 戎狄が 八荒の 果 から 其 都に 集った。 此程 豊かなる 見聞 を備 へながら、 山海 経を始 として 歴朝の 所謂 職 方の 

記録 は 如何で あつたか。 鶴に 食 はれる やうな 小な 人、 腹に 眼が あり 穴が あると 云 ふ 人間、 不精 密も 亦甚 しい 

では 無い か。 是皆 民族と しての 同情が 足らぬ からで ある。 初から 五感 四肢 自分の 類で は 無い と考 へて 掛 つた 

のが 誤の 本で ある。 

自分 は敢て 山人 は 人で あると 云 ふ 仮定 を 承認して 下されと は 言 はぬ。 唯 願 はく は 少し 此 仮定に 同情 をして 貰 

ひ 申したい。 せめて は 自分が 山人に 与へ ている 同情の 七 分の 一 ぐら ゐの 同情が 望ましい。 
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ここにお いて 柳 田が 即位式の 只 中に サン 力の 煙に 眼 をと めた 意味が 明瞭になる。 それ はたんに 常 民 生活への 関 

心と か、 注意力の 問題ではなかった ので ある。 

柳 田の 山人 研究 は 以上 見た ように 最初から 明らかな 意図 を 持って 始められた。 単一 民族で 単一 の 言語 を 話す 日 

本国 民の 中に、 日本人と は 種族が ちがい 言語 も 通じない 先住民の 残存 を 柳 田 は 想定した。 そして それら 山人 を あ 

たか も 禽獣の ごとく 扱って きた 日本人の 通念と たたかお うとい うのが 彼の 志であった。 これ を やや 図式 的に 誇張 

していうならば、 柳 田 は 当時に おいて、 日本列島 を 単一 民族の 国家と 考えず、 複合 民族の 国家と みなした ので あ 

つた。 そうして 少数民族 のために 万丈の 気 を 吐こう した。 それ は 柳 田が 『山人 外伝 資料』 を 大正 二 年 三月の 『郷 

土 研究』 一 巻 一 号より はじめて 二号 (同年 四月) 六 号 (八月) 七 号 (九月) と 書きつ いでいる ことで も わか る。 だ 

が、 それから はふつ つり 切れて、 その 最後 は 大正 六 年 二月 (四 巻 十一 号) と 年代が 飛んで い る。 大正 二 年と 大正 

六 年の 間に、 大正 四 年の 御大 典が はさまる ので あるから、 山人の ひとつの 流れで ある サン 力への 関心 を 持続して 

いる こと ははつ きりみ とめられ るが、 それにしても 『山人 外伝 資料』 を どうして 三年 半 もの 間 放って置 いたの だ 

ろうか。 そうして いよいよ 『郷土 研究』 を 休刊に しょうと いうと きになって、 それ を 書いた のだろう か。 

率直に 読めば、 この 『山人 外伝 資料』 の 文章 は 私に は 竜頭蛇尾の 感じが 否めない。 末尾の 文章 もなん だか 申し 

訳の ように しめくくりをつけ たので はない かと 思われる。 何 かが 彼の 気負った 意図 を 打ち砕い たの だ。 そうして 

彼 は 中途に おいて 最初の 仮説に たいする 自信 を 喪失した。 すなわち 山人 = 先住民族、 平地 人 = 天孫 民族 (日本人) 

と 規定し、， 両者の 闘争の 結果、 山人 は 平地 人に 敗退し 駆逐され たが、 その 末裔 は 退化した 形で わずかに 山地に 今 
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も存 するとい う 彼の 仮説の まえに 立ち ふさが つ て 遮つ たもの は 何で あつ たか。 

今日から 考えてみれば もとより のこと、 当時の 先史学の 常識から みても 柳 田の 所論に はかならず しも 精緻と 思 

われない 点が 含まれて いた。 すなわち  一 口に 言って 弥生 文化人と それに 先行す る 繙 文 文化人の 関係 を どうみ るか 

という ことがある。 繩 文人 を 先住民と し 弥生 人 を 後 来 民と 考えて、 両者の 角逐 を もって 日本列島の 先史 時代の ド 

ラマと 柳 田が 考えて いたと すれば、 それ はも はや 通用す る ことのない 説で ある。 繾 文人の かわりに アイヌ または 

蝦夷 を 置き 代えて みても 同様で ある。 

もちろん 柳 田 は 先住民と 平地 人との 混血 を 重く みている。 そこで 平地 人の 中に 前 住民の 血が 入って おり、 そこ 

からして とうぜん 前 住民の 文化 を 後 来の 平地 人が 継承す る こと も あり 得る。 すなわち 文化の 連続 性と いう もの は 

両者の 婚姻に よつ て 保障され る。 

しかし 両者 を 異人 種と 仮定す る 柳 田の 発想 は それでも なお 無理が ある。 まるで 善玉 悪玉に ふり 分けて その 闘争 

軋櫟の 上に わが 列島の 先史が 成立して いると 考える の は、 すこぶる 実情に 合わない ので ある。 このよう にして 柳 

田の 説 は 不日 揚棄 されるべき ものに ちがいな か つ た。 柳 田が 肩入れした ほどに は 山人 を 先住民の 末裔と する 証跡 

が 見当たらなかった。 柳 田の 筆が 次第に 勢い をよ わめた の は 当然であった。 はじめは 「拙者の 山男 談は 二回 や 三 

回で 種の 尽きる ほど 不景気な もので は 無い。 唯 天孫 人種の 昔話で あまり 賑か である 故に、 山男 風に 暫く 退 嬰して 

居た の だ。 又 そろく と 御意 を 得たい ものである」 と 豪語して いる。 それが 後段に なると 次のように 変化す る。 

私 は 力めて 外側から 見た 山人の 生活 誌 を 多く 羅列しょう としたが、 今に 及んで 切に 感ずる の は、 将来 此 類の 

話が 手元に 集まって 来る 速力より は、 彼 種族の 性情 境遇の 変遷の 方が 一 層 急激で は 無から うかと 云 ふ 虞で 

ある。 語を換 へて 申すならば、 確実に 近し と 見 ゆる 史料の みに 由って、 今日の 歴史家が 書く やうな 山人の 歴 
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史を 書き 得る 時代 は、 いつに 成っても 到来し さう に 思 はれぬ。 即ち この 勇壮に して 昔風なる 民族の 生活の 跡 

は、 僅かに 我々 の 如き 気紛れ 者の 夢物語に 由って 迎 るの 外 は 無い ので ある。 如何にも 気の毒な 話と 言 はねば 

ならぬ。 

柳 田の 筆 を 失速 させた のに はもう 一 つの 理由が あった。 それ は 南方 熊 楠の 批判であった。 それ はすで に 『南方 

熊 楠 全集』 第 八 巻の 解説で 私が 述べた ところで あるので、 いま は 省略す る。 要するに 熊 楠の 所論 は、 柳 田の 言う 

山人と いうの は 平地 人が 何ら かの 事情で 山に 入り こみ、 世間と 交渉 を 断って くらして いる 程度の ものであって、 

先住民族の 末裔と か 原始人 類と かいうよ うな 仰々 しい もので はない こと を 指摘した ものであった。 これにた いし 

て 柳 田 も 駁論して いるが (大正 五 年 十二月 二十 七日の 南方 熊 楠への 返書)、 熊 楠の 批判 を 一蹴す る だけの 力 を も 

たな かつ たこと は 明らかで ある。 

大正 六 年の 『山人 考』 に はなお 自説 を 反復して いるが、 そこで 彼の あげてい る 先住民と は 国 機 や 土 蜘蛛、 ある 

いはまた 佐 伯 や 穴師の 山人な どで ある。 これら を みても それ を 直ちに 異 民族で あると 断定す る こと はでき ぬ。 ま 

た 柳 田 は 天狗の 示す 山の 怪異と か、 発狂した 女が 神 かくしに 会って 山に 入り こんだ 例な ど を あげ 「物 憑き物 狂 ひ 

がいつ も 引 寄せられる やうに、 山へ 山へ と 入って いく 暗示に は、 千年 以前からの 潜んだ 威圧が、 尚 働いて いる も 

のと 見る ことができる」 と 言って いる。 この 天狗 や 物狂いの 女 は、 彼が 山人 を 先住民の 末裔と する 仮説 を 捨てた 

のちに もな お 関心 を 持続 させた もので あり、 それ は 大正 十五 年の 『山の 人生』 の 主題へ と 受けつ がれ 発展して い 

く。 『山人 外伝 資料』 と 『山人 考』 と を 比べて みると 『山人 考』 において は 彼 は 「山人 即ち 日本の 先住民 は、 最 

早 絶滅した と 云 ふ 通説に は、 私 も 大抵 は 同意して よいと 思って 居ります が、 彼ら を 我々 の 謂 ふ 絶滅に 導いた 道筋 

に 付いての み、 若干の 異なる 見解 を 抱く」 という 地点まで 後退して いる。 柳 田 はまた この 『山人 考』 の 中で 次の 
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ように も 述べ ている。 

山人と いふ 語 は、 此 通り 起原の 年 久しい ものであります。 自分の 推測と して は、 上古史 上の 国津 神が 末 二つ 

に 分れ、 大半 は 里に 下って 常 民に 混同し、 残り は 山に 入り 又は 山に 留まって、 山人と 呼ばれた と 見る のです 

が、 後世に 至って は 次第に 此 名称 を、 用ゐる 者が 無くなって、 却って 仙と いふ 字 を ャマビ トと訓 ませて ゐる 

のであります。 

ここに は 「常 民」 という 語が 山人と 対立して 使用され ている。 すなわち 山人 = 先住民 = 非 日本人に たいして 常 

民-: 平地 人 = 日本人と いう 等式が 柳 田の 頭の 中で 成立して いた こと を 物語る。 柳 田 はこれ までみ たように、 山人 

にたいする 同情と 畏敬 を 失わなかった 類 まれな 人間であった。 「平地 人 を 戦慄せ しめよ」 と 山人の 側に 立って 叫 

び、 大嘗 祭に 供奉しながら、 サン 力の 煙に 親しげ な 視線 を 送った 人間であった。 彼 は 南方 熊 楠 宛の 手紙で は、 山 

男に 関する 見聞 談を百 三十 位 も あつめて いて、 二百 位に たまったら 出版した いと 意気込ん でいた (明治 四十 四 年 

四月 十六 日)。 それ は 『遠 野 物語』 を 世に 問うた 一 年後の ことであった から、 柳 田 は それ を 可能と 考えて いた。 し 

かし 山人 H 先住民の 仮説 を 立証す るに は、 素材が 不足して いる ことが やがて 柳 田に も わかった。 山男に 関する 資 

料 は 『山人 外伝 資料』 という 雑誌 発表の 文章に とどまって、 ついに 陽の 目 を 見る ことなく 終った。 

たしかに 山人への 関心 は その後 も 持続され、 その 関心の 延長 上に 『山の 人生』 が 結実した (大正 十四 年)。 し 

かし、 そこで は 山人 を 先住民の なれの 果てと みる あからさまな 主張 は 影 を ひそめて しまって いる。 山の 神秘 はも 

つばら 山 民の 生活と 宗教と に かぎられ ている。 『後 狩詞 記』 や 『遠 野 物語』 に はじまる 山 への 関心が、 『山の 人 

生』 へと 移行す る 過程で、 柳 田 は 山人 =先 住民の 主張 を 目立たぬ ようになし くずしに してし まった。 それ以来、 
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柳 田 は 日本列島の 歴史 民俗 社会 を 異質の 複合 文化と してみ る 視点 を 捨てた と 見る ことができる。 それ は 柳 田の 民 

俗学、 ひいては 日本 民俗学に とって は 大きな 転回であった。 

山人へ の 関心の 変質が 彼 を 沖 繙 へ 眼 を 向けさせる 原因と なつ たと 考える の は、 付会に すぎる かも 知れない が、 

大正 九 年の 沖繙 旅行に よって、 柳 田の 南 島への 関心 は 決定的な ものと なった こと はたし かで ある。 柳 田 は 日本と 

沖繩の 文化の 同質 性 を 強調した。 南 島 もまた 日本 文化の 一環で あり、 むしろ 原郷 である こと を 証明す る ことによ 

つて、 疎外され た 南 島民への 深い 同情 を 示した。 

山人への 関心 は、 平地 人. - 日本人と は 異質の 種族 文化への 傾斜で あり 「非 • 常 民」 への 理解であった。 それが 

冲繙 にたいして は、 南 島民が 常 民. = 日本人で ある こと を 主張して やまぬ ものと なった。 国家と 社会から 見捨てら 

れた 小さき 民にたい する 柳 田の 同情と 義憤と に 変り はなかった が、 山人に たいする のと、 南 島民に たいする のと 

では、 その 主張の 根拠 は 正反対に なって いる。 

柳 田の 民俗学 は そのの ち 常 民 = 日本人の 文化 を 強調す る ことで、 非 • 常 民 = 非 • 天孫 民族 へ の 文化の 関心 を捨 

てた。 山中 を 漂泊す る 民と それにつ ながる 底辺の 人び と は 彼の 民俗学から 一掃され た。 それの 原因 は、 これまで 

述べ たと おり、 山人. - 先住民 説 を 柳 田が 証明で きな か つたこと による ひそ やかな 挫折感で あると 私 はおもう。 
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熱い 心と 冷たい 目 


日本の 知識人が 思想 や 政治 信条 や 芸術の 宗主国 を、 海外の どこかの 国に 求める という 傾向 はい まに 始まった こ 

とでな く、 記紀 万 葉の 昔から つづいて きた。 いわば 日本 知識人の 宿命と も 呼ぶべき ものである。 攘夷 を 呼号して 

いた 戦時中で さえ、 ナチ ス ドイツに 対して 忠誠 心 を かくそう とせず、 ナチ スの 文化 政策の 尻 馬に のって、 小学校 

を 国民学校に 変えて みたり、 日本に 直接 影響の ない ユダヤ人 排斥のお 先棒 を かつぐ 者 もで てきた。 ところが 当の 

ナチ ス ドイツ は 日本な ど 眼中に なか つ た。 こうした ことが 見抜け なか つ た 日本 知識人の あまさ を 過去の ものと し 

て 笑う わけに はいかない。 戦後 三十 年 たった今 日で も、 依然として 政治 や 文化の 世界 は 「尻 馬」 や 「お 先棒」 の 

図式 を 引きずつ ている。 

私 は 戦時中 は 文化の 鎖国 を 心情 的に 肯定で きない 人間の ひとりで あつたが、 戦後に その 反動と して 到来した 第 

二の 開国の 状況に も 同調で きず、 ながく 違和感 を 抱いて すごした。 私の 目から みれば、 戦前の 鎖国 状況 も 戦後の 

外国 文化 崇拝の 風潮 も、 日本人の 自信の なさ を 告げる 裏表の 現象に すぎない と 思われた。 といって その 自信の 証 

明 を 具体的に 何に 求める かとい うこと について、 見通しが あった わけで はなく、 五里霧中の まま 手 さぐりす る だ 
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けであった。 

私の 中に ささやかな 自信の 核の ような ものが 形成され たの は、 戦後 十 年 経った 頃に、 柳 田 国 男の 『桃 太 郎の誕 

生』 に 偶然 触れた のが 最初の 契機と なって いる。 そのと き 私 は ひさしぶりに 幸福な 読書 を あじわった。 充 実感が 

身体の すみずみに 快感 を もって ひろがって いくの を おぼえた。 もし 柳 田との 出会いがなかった としたら、 私 は 周 

囲にたい して あき 足りない 思いのままに、 自分の 進むべき 道 を 発見で きずに 一生 を 終った にちがいない。 好み は 

千の 嫌悪から 成る、 という 西欧の 詩人の 警句が あるが、 千の 嫌悪が あっても 一 つの 好みが 発見で きない 場合 も あ 

る。 私 は つくづく 幸運だった という ほか はない。 迷路の 中 を さまよって 餓死す る 人間 を 私 は 笑う 気に はなれない。 

そして これ は 私 一 個の 問題で はなく、 日本 全体の 問題で あると 今 は 思って いる。 

もし 柳 田 学が 存在し なか つ たら どうであろう か。 日本人 は 日本に ついて どれ だけの こと を 知り 得た であろう か。 

いつまで たっても 日本の 常 民 は みじめで、 因循で、 非人間的で、 それゆえに 解放され ねばならぬ 存在と して、 い 

やしめ られつ づけた ので はなかろう か。 人び と は 日本に ついて 書いた 文章に、 充実した 幸福感 を 持ち 得ず、 その 

過去 は 暗く、 さびしく、 とる に 足りない ものと しか 考えなかった ろう。 

そもそも 常 民に 固有の 文化と 英知が あると いう 事実な ど は、 知識人の 念頭 を 横切る こと もなか つ たにち がいな 

い。 文献に だけ しばられて 常 民の 生態に 接する ことのない 者 は、 かえって 真理から 遠ざかる という 大胆な 提唱が 

柳 田 国 男 以外の 誰から なされた と 期待で きる であろう か。 

柳 田 は 常 民の 過去 を 省略したり 捨象したり せずに 近代の 意味 を 問おうと した。 それ は 過去の 衣装 を 脱ぎ捨てて 

い つ た 果てに 近代が あると する 世上の 通説に たいする 真っ向からの 挑戦であった。 常 民と いう 小さい 者た ちが 精 

いっぱい 火花 を 散らして 生きた 条痕 は、 自己 自身 を 歴史の 終着駅と する 日本人の 総体 験の 中に 含まれて いる。 私 

たちの 意識 や 無意識の 言動の 中に も その 条痕 はみ とめられる はずで ある。 自己 自身 を 探る ことによ つ て その 条痕 
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を 当時の ままの 状態に 還元す る こと、 それが 柳 田の いう 内省の 意味で あつたと 私 はおもう。 という こと は 近代 を 

起点と し、 近代の 価値の 尺度で 過去 を 計る ので はなく、 過去に は 過去な りの 価値の 尺度に よって 計られる 意味が 

あった こと を 柳 田 は 言おうと したので あった。 では なぜ 彼 は そのこと に 生涯の 努力 を 傾けた かと 言えば、 柳 田 は 

過去に たいする 社会 決定論の 中から 常 民 を 救い出そうと したので あつたと 私 は 考える。 

しかし 柳 田 は 熱い 心 を 持って いたと はいえ 一 方で は 冷たい 目 を 失う こと はな か つ た。 彼 は 政治 史の ような もの 

も、 のちに は 精確な 社会 人類学の 一章に 要約され る 時代が くる かもしれ ない、 と 洩らして いるが、 柳 田の そのよ 

うな 態度 こそ は、 彼が 民俗学に 向かう ときに も 終始 つらぬかれ ていたと 私 はおもう。 私の 考えで は 民俗 誌 は 博物 

誌の 一 章な ので ある。 博物 誌と はすな わち 自然 史 (ナチ ユラ ル • ヒストリ ー) のこと である。 人間 は 自然の 一 員 

であり、 自然 的 人間で ある 常 民の 生活 誌が 自然 誌 または 博物 誌に 含まれる の はとう ぜんで ある。 ー撲ゃ 暴動 は 蜂 

起に ほかなら ず、 逃散 は 蜂の 分封に ひとしい 行為で ある。 政敵 を 処刑す る こと は、 蜂が 自分の 邪魔になる 相手 を 

刺殺す るのと どこが ちがう のであろう か。 このように 自然の 一員で ある 人間の 行為から 発する 無慈悲な 閃光 こそ 

は、 大きく いえば 政治 史に、 小さく いえば 観念に 左右され ない 常 民の 生活に もっとも 端的に 見いだ される。 柳 田 

の 民俗学 をたん なる 懐古の 学たら しめず、 排他的な 国学と 区別す る もの はこ こ にある と 私 はおもう。 

柳 田から 汲み上げる ことので きる 教訓と 恩恵 は 無限で ある。 しかし 今日の 民俗学 ブ T ムと 呼ばれる ものの 中に 

は 危険な 要素が 含まれて いる。 柳 田 は 『海上の 道』 の 中で 「よその 国の 学問の 現状 を 熟知し、 それ を 同胞の 間に 

伝える こと を 以て、 学者の 本務の 極限と する ような、 あわれな 俗解」 を 痛烈に 批判して いるが、 これ は そのまま 

柳 田 民俗学に も あてはまる ことではないだろう か。 柳 田の 一 言 半句 を聖 化して う 呑みに する 訓詁学が はじま つ て 

いる。 だが 柳 田 民俗学が 時代の 要求に こたえる ために は、 これまで のように 柳 田の 思想 や 文章 を なぞって いれば、 

それです むと 、>  うわけ にもい くまい。 柳 田 民俗学 はこれ からい よいよ 正念場に さしかかる というの が 私の い つ わ 


らぬ 感想で ある- 
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柳 田 学の これから 


民俗学 ブ— ムの 下で 柳 田 国 男 生誕百年 祭が 行われる。 それ は 柳 田 学にたい する 社会の 承認で あると 考えて 差し 

つかえない。 奇妙な ことに これまで 日本の 学問の 世界で は、 ョ ー 口 ッパゃ アメリカ にしろ、 アジアに しろ、 大陸 

の 価値の 尺度 を もって 日本の 文化 を 計る ことが 平気で 通用して きた。 そこから して 日本の 文化 を 的確に とらえる 

のに 必要 不可欠な 微視的な 視座は つ い に 育た なか つ た。 

柳 田 は 外来の 尺度 を 濫用す る ことが、 日本 文化に とって 大切な 一一 ュ アンス を 取り ちがえる 結果 を 生む こと を、 

本質的に 理解した 知識人であった。 彼 は 日本 を 計る 物 さし を 作った。 それが 柳 田の 民俗学で ある。 今日、 柳 田の 

著作が 広い 層の 関心 を あつめて いる 事実 は、 彼の 作つ た 物 さしが ようやく 日本の 社会に 迎え入れられ たこと を 意 

味す る。 それ は 日本 近代 思想 史の 中で 画期的な ことに 属する と 言っても 言い過ぎ でない。 

柳 田 学 は 一 個の すぐれた 頭脳の 所産と いうに とどまらない。 その 特徴 は 常 民の 名で 呼ばれる ありふれた 人た ち 

の 生活の 中から、 価値の 物 さし を 取り出し てきた という 点に ある。 日本の 学問の なかで、 かく も 常 民の 生活に 根 

を 下ろし、 常 民 を 代弁した 学問はなかった。 そこに 柳 田 学の 比類ない 独自性が ある。 だが、 そのような 柳 田 学に 
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して、 なお 「小さき 者」 の 声 をす ベて 吸収し 得た かとい えば、 そこに いくつかの 疑問 点が のこる。 

そもそも 柳 田 民俗学 は 当初から 今日 見る ような 展開 を 示した ので はな か つ た。 その 学問の 形成 過程に おいてい 

くつ かの 曲がり角 があった。 その 最大の 曲がり角が 大正 十 年 前後に あつたと 私 は 考えて いる。 民俗学に 関する 柳 

田の 應大な 著作の 出発点が 『後 狩詞 記』 や 『遠 野 物語』 であった ことで も わかる ように、 彼の 最初の 関心 は 山人 

の 生活の 解明に 集中した。 

柳 田に よれば、 山人と は 日本列島の 先住民で あり、 後 来の 稲作 民族の ために 山中に 追い こまれた 人た ちに ほか 

ならなかった。 山人 は 本来 稲作 を 生業と せず、 山中 を 漂泊す る 一所 不 住の 徒で あるので、 柳 田 はこれ を 常 民の 外 

に 置かれて いるものと みなした。 といえば 柳 田が 常 民に ついて どう 考えて いたかが 明らかになる。 つまり 山人の 

なれの 果てで ある サン 力 は 常 民で はない。 しかし 柳 田 は 日本 民族の ために 追い つめられた 山人に たいそう 同情 を 

よせた。 そうして 彼らの 立場に 立って 発言しょう とした。 柳 田 はこ こで 日本列島に 住む 人び と をす ベて 単一 の 民 

族と 考えて いなか つ たこと がわ かる。 

ところが 柳 田の 山人 研究 は 思い どおりの 進展 をみ せなか つ た。 柳 田が 期待した ほどに は 山人が 先住民の 末裔で 

あると いう 証跡 は なかなか 見つから なか つ た。 そのこと が異 民族 擁護の 立場から する 山人 研究 へ の 意欲 を 柳 田 か 

らうし なわせ る ことになる。 

その ひそ やかな 断念が 新たな 期待 を 彼に 呼びお こした。 それ は 大正 十 年の 沖 織 旅行 を 最初の 契機と して 生涯 や 

むことの なかった 南 島 文化への 異常な 情熱で ある。 当時、 南 島 はまった く 忘れられた 存在で あり、 そこに 住む 人 

たち は あたかも 日本人と 人種 を 異にする かの ように 見られて いた。 そうした 南 島民に たいする 同情 は 山人の 場合 

と 変り なかった とはいえ、 柳 田の 主張の 根拠 は 正反対であった。 すなわち、 柳 田 は 南 島民 もお なじく 常 民で あり- 

稲作 民族で ある こと を 力説し、 日本人と ま つ たく 同質で ある こと を 強調した。 
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それ は. d の あなた へ の あこがれが、 海の 彼方への あこがれに とって 変った という だけで はすまない 問題 を はら 

ん でいた。 山林 放浪の 異 民族と それにつ ながる 底辺の 漂泊者 は 柳 田 学の 対象から 切り捨てられた。 柳 田 民俗学 は 

最大公約数の 日本人で ある 常 民 を 求めて ひたすら すすんで いく。 そこに 柳 田 民俗学の 一大 転回 点が あった。 

これとおなじ いきさつ は、 未 解放 部落民の 研究に ついても あてはまる。 有 泉貞夫 氏が 詳細に 論じて いるよう に、 

柳 田 国 男の 被差別 民 へ の 言及 は 初期の 著作に おいて しばしば 見られる にもかかわらず、 それ は 中途から 姿を消し 

ていく。 これら 被差別 民 は 種々 あるが、 それらに 共通な 性格 は 漂泊 民で あると いう ことで あり、 したがって 柳 田 

の 定義で は、 彼ら は 常 民ではなかった。 しかも 柳 田 は これら 常 民の 数に も 入らない 小さな 民の、 文化の 担い手と 

しての 役割 を 高く 評価して いる。 だが、 有 泉 氏に よると、 大正 十 年の 『俗聖 沿革 史』 を 最後に、 柳 田 は 被差別 部 

落 や 漂泊 的 宗教 者にたい する 関心 を 示さなくなる。 そして 沖繙の 発見 を 契機と して、 祖先崇拝への 関心 をい ちじ 

るし く 深めて い つ たと 有 泉 氏 は 推測して いる。 

また 大正 初期の ことに 属する が、 柳 田が 性の 問題 を 猥雑な ことと して 研究 対象から しりぞけた ことへ の 南方 熊 

楠の はげしい 憤懣 はよ く 知られて いる。 かって 日本の 農 漁村で、 よばいの 風習の なかった 村の 方が 少なかった の 

に、 柳 田 民俗学で は、 日本 婚姻 史の 重要な 主題と しての よばいの 研究 は 進んで いない。 

柳 田 は 初期の 段階に おいて、 ャ マト 政権から 追われた 国つ 神 や 山人に 同情 を 示した。 また 彼 は 頂点の 王権の 神 

聖 さを最 底辺から 映し出す 鏡と して、 人為的に 創出され、 汚穢の 熔印を 押された 被差別 民の 文化 を 高く 評価した。 

しかし 道 半ばで 方向転換 を とげ、 それら 常 民の 中に 入らぬ 漂泊者 を 研究 対象から はずす ことによって、 常 民の 学 

としての 柳 田 民俗学 を 確立した。 しかも その 常 民の 学た る や、 常 民の 生活の 根底に ある 性の 慣習 制度 や 意識の 問 

題から 眼 を そむけた ものであった。 

かくして 柳 田 民俗学が、 世相 解説の 学から 世相 批判の 学へ とい ま 一 歩 肉薄す る 飛躍 力 を 失う ことにな つたの は 


たしかで ある。 その 最大な ものが 天皇制 批判で ある こと はいう まで もない。 もとより、 柳 田の 眼 は， たかだか 紀 

元 後 数 世紀に 成立した 日本の 天皇制の 歴史 を こえて、 その はるか 遠くにまで のびて いた。 それ は 柳 田が 化 外の 民 

や 漂泊の 異 民族に 示した 根源 的な 関心が 何よりの 証拠で ある。 だが 彼 は それらの 主題 をい つ の 間に か 捨てて しま 

つたの だ。 それ は 柳 田 一個の 挫折と 転向の 物語で ある。 しかし そのこと によって、 柳 田 学 を 批判的に 継承しょう 

とする 私たちに とって、 重い 責務が 負わされ たこと もまた 事実で ある。 
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天然の 禁色 


柳 田の 民俗学が 昨今 注目 を あびて いるが、 それ は 彼の 思想の みならず、 文章の 魅力に よると ころが 大きい。 柳 

田 は 若い 時に 文学の 世界に 足 を 踏み入れて 抒情詩 を 作ったり したが、 い つ たんそ こ を はなれる と 二度と ふりむか 

なかった。 柳 田の 文章 は それ以来、 幻想 や 修辞 を もて あそぶ ことはなかった とはいえ、 彼の 語る 事実の 世界から 

触発され る 影像 はまごう かたなき 文学であった。 柳 田 は 事実と いう 苛酷な 教師に 自分の 柔軟な 心 を ゆだねた ので 

あるが、 しかし その 心 は 決して 事実の 重みに 負け はしなかった。 たとえば 『海 南 小 記』 に は 次の 文章が 見つかる。 

那霸 など も 随分 古い 湊 であるが、 当初 今日 ほどの 繁栄 を 予期し なかった 為に、 近く 良い 井戸の 在る 家 は 誠に 

少なく、 他の 多く は 入江の 対岸の ゥ チン ダ (落 平) の 泉から、 遙々 と 水 を 汲んで 来て 用ゐて 居る。 町 を 貫く 

堀川に 潮が 満ちて、 翡翠の 往来が 次第に 稀になる 頃、 ぎい と 梶の音 を させて 入って 来る の は、 すべて 水 売の 
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船で ある。 酒屋の 庫に ある やうな 大 桶に 幾つ も 汲 入れて、 家々 に 水 を 配って ま はるので ある。 

この 文章 は 南国の 色彩 ゆたかな 風物 を 描いて、 どこか 白 秋 や 杏太郎の 文章 を 思わせずに はすまない。 柳 田が 色 

彩に 関心 を もった の はおな じ 『海 南 小 記』 の 中の 次の 一 節 を みても 明らかで ある。 

暖かい 南の 国で 有りながら、 沖繙に はどう も 白い 色が 豊かで 無い。 野 山 は 一様に 冬 も 深い 緑で、 処々 に 花の 

紅 を 以て 点綴す る。 島 を 取 繞らす 干 瀬の 浪 だけ を 例外に して、 大小の 船の 帆に も 褐色の ものが 多い。 鷗の羽 

の 色 も 必ずしも 白で は 無い。 浜の 真砂の 一文字 も、 遠く 見れば 所謂 クリ ー ム 色であって、 之 を 運んで 敷きつ 

めた 作り 路も、 リボンの やうで 美しい が、 やはり 黄 を 帯びて 緑と 映 じて 居る。 人間に 在っても 白 を 重んじ 過 

ぎた と 云 ふ もの か、 日常の 生活に は 他の 色の みが 多く 行 はれ、 島人 は 殊に 年久しく 山 藍の 香 を 愛して、 其 色 

に 親しんで 居た ので ある。 普通の 家の 台所な ど は、 どこの 国で も 白 いのは 塩ば かりで、 勿論 沖繙 だけの 特色 

とも 謂 はれぬ が、 実際 これまでの 民家の 色 は、 此島 では 頗るく すんで 居た。 今や 因習の 縛め が 時代の 手に ほ 

. どかれ、 ちゃう ど 朝鮮で 平民の 衣服が、 晒しから 染へ復 つて 来る やうに、 琉 球の 家庭で 白の 自由 を 求める と 

するならば、 趣味の 変化が 豆腐から 始まる の も 不思議で は 無い。 第一 に は 物が 手軽で ある。 それに あの 白 さ 

と 云 ひ、 柔 かな 光と 云 ひ 古色に 倦んだ 永年の 眼 を 休める 為に、 仮に 豆腐が 食 ふ 物で 無かった ならば、 見る 物 

としても 亦 必要で あつたので ある。 

柳 田 はこ こで 沖 纏に は 白色が 少なく、 わずかに 豆腐ぐ らいし かない こと をい つてい る。 その 豆腐 も だんだんと 

白くな つてき ている。 色彩に も 歴史的 変遷が ある こと を 言おうと している。 柳 田の 白色に たいする 関心 は 『木綿 
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以前の 事』 の 中の 次の 文章に もうかが われる。 

但し 日本で は 今一 つ、 同じ 変化 を 助け 促した 瀬戸物と いふ ものの 力が あった。 白木の 椀 は ひづみ ゆがみ、 使 

ひ 初めた 日から もう 汚れて 居て、 水で 滌 ぐの も 気安め に 過ぎなかった。 小 家の 佗しい 物の 香 も、 源 を 迎れば 

この 木の 御 器の なげきであった。 其 中へ 米なら ば 二 合 か 三 合 ほどの 価 を 以て、 白く して 静かなる 光 ある 物が 

入って 来た。 前に は 宗教の 領分に 属して 居た 真実の 円 相 を、 茶碗と いふ ものに よって 朝夕 手の 裡に 取って 見 

る ことが 出来た ので ある。 是が 平民の 文化に 貢献せ ずして 止む 道理 は 無い。 昔の 貴人 公子が 佩 玉の 音 を 楽ん 

だ やうに、 かちり と 前歯に 当る 陶器の 幽かな 響に は、 鶴 や 若松 を 画いた 美しい 塗 盃の歓 び も、 忘れし むる も 

のがあった。 

茶碗 や 皿 小鉢が 暗い 台所に 光 を 与へ、 清潔が 白色で ある こと を教 へた 功労 は 大きい が、 それでも 一方に は、 

物の 容易に 砕ける こと を 学ばし めた 難 は 有る。 

白木の 椀 は 素 木で あるから もとより 白色で はない。 そこに 白色の 茶碗が 導入され たと きの 感じ を このように 伝 

えた もの はない。 色の みか、 柳 田 は 茶碗の 音まで も 考察の 対象に している。 それ はまた 『明治 大 正史』 の 次の 箇 

所に 引きつ がれる であろう。 

白米が 白くな り 過ぎた 主たる 原因 は、 鮑 米の 誘惑であった やうに 考 へて 居る 人が ある。 併し 米の 飯 は 我々 の 

理想の 行 止り であった 故に、 強 ひて 此 上の 奢り を 企てよう とすれば、 それ を 白く でもして 見る より 他 は 無 か 

つたら う。 実際 又よ く 磨がれた 米の 飯の 光 は 美しい ものであった。 それが 害 だとい ふこと に 心つ かぬ 限り 自 
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然に 白くなる に は 手本 も 要しなかった と 思 ふ。 

柳 田 はどうして 日常生活の 中の 白の 色に かく も 着目す るので あろう か。 それ は 柳 田の 次の 文章の 中に 一 つの 解 

答が 用意され ている。 

昂奮 は譬 へば 平野の 孤 丘の 如き もので、 それが 無かった ならば 人生 は 勿論 淋しい。 しかも 屢々 其 上に 登り 立 

つ こと も、 堪へ 難き 疲労で あり 又 前進の 妨げであった。 それ故に 我々 は 花やかなる 種々 の 色が、 天地の 間に 

存 する こと を 知りながら も、 各自 は樹の 蔭の ような 稍々 曇った る 色 を 愛して、 常の 日の 安息 を 期して 居た の 

であった。 それが 固有の 染料の 自らの 制限 だけで 無かった こと は、 単なる 白と いふ 色の 用 ゐ方を 見ても よく 

わかる。 現在 は 台所の 前 掛に迄 も 使 はれる やうに なった が、 白 は 本来 は 忌々 しき 色であった。 日本で は 神 祭 

の 衣 か 喪の 服 以外に は、 以前 は 之 を 身に 着ける こと は 無かった ので ある。 婚礼と 誕生と にも、 もとは 別 置 を 

必要と した 故に 白 を用ゐ たが、 それすら も 後に は少 しづ- - 避けよう として niq た。 つまり は 眼に 立つ 色の 一つ 

であり、 清 過ぎ 又 明らか 過ぎた からで ある。 

柳 田 は 白が 禁忌の 色で あるが ゆえに、 これ を ふだんに 使用す る こと を 差 控えた といって いる。 白色 は 人 を 昂奮 

させる 色で あつたが、 ハレと ケ とが 混乱す ると、 ハレの 昂奮 を やや 軽く 見る ようになり、 それが 白色の 濫用と な 

つたと 柳 田 はいう ので ある。 おなじく 『明治 大正 史』 の 中には 白色に 触れた 箇所が ほかに も すこしずつ ある。 た 

とえば、 
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帆船 は 柿 本人 丸の 時代から 既に 美しい 海上の 一 点景であった。 日本で 其 布 を 真白な ものに きめて 居た の は、 

何 か 偶然で 無い 深い 理由が あつたと 思 ふ。 

という 文章な ど は、 白色が 禁忌の 色であった こと を 暗示して いる。 あるいは また 赤色の 帆が 神の 船の しるしで 

あると いう 伝承と 通じる ものが あるので あろう か。 

このような 色彩に たいして 柳 田が するどい 観察眼 を 働かして いるの は、 その 色に 常 民の 感覚の 変遷 をた どる こ 

とがで きる というに とどまらず、 時代の 思潮 をみ る ことができ ると 彼 は 考えて いるから である。 柳 田 は それ を 

『明治 大正 史』 の 冒頭で 「天然の 禁色」 と 呼んだ。 

二 

「天然の 禁色」 と は 何であろう か。 柳 田 は 日本の 自然が きわめて あざやかで 変化の ある 色彩に みちて いるのに、 

なぜ 日本人が 身に つける 着物の 色 は みすぼらし いかと 問い、 それ は 「我々 は 色に 貧しかった とい ふよりも、 強い 

て 富まう としなかった 形跡が ある」 「我々 は 色彩の 多種多様と いふ ことに、 最初から 決して 無識 であった の では 

無く、 却って 之 を 知る ことが 余りに 痛切なる 為に、 忌みて その 最も 鮮明なる もの を 避けて 居た 時代が あつたので 

ある」 という 風に 自 答して いる。 これ は 一見 こじつけ のように も みられる が、 しかし、 柳 田が そう 考える の は そ 

れ なりの 理由が あった。 

手 染の染 草 は 大部分 は 山野に 採り、 もしくは 園の 片端に 栽 ゑた もので あつたが、 其 品種 は 既に 豊かで あり、 

又 其 処理の 技術 も 驚く ほど 進んで 居た。 必ずしも 澄んだ 明るい 色 合が 出せぬ とい ふ 為で 無く、 わざく 樹蔭 
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の やうな くす み を 掛け、 縞 や 模様まで も 出来るだけ 小さく して 居た。 さう して 是が亦 衣裳 以外の、 種々 なる 

身の ま はりの 一 様の 好みであった こと は、 以前 は 町方 も 村と 異なる 所が 無かった。 

これが 日本人の 色彩に たいして 反応す るふし ぎな 心性であった。 なぜ 天然 はかく も 色彩 ゆたかな のに、 また 染 

料の 品種 や 技術の 開発 はす すんで いるのに、 人び との 好み は 地味で あるかと いう 問いに は 尋常の 解答で は 無力で 

ある。 すなわち 天然の 色彩の ゆたか さは、 それに 接した 日本人の 心 を 神聖な ものと むすびつけ、 ハレの 色と おも 

わせた ので はない かと 柳 田 は 推論す る。 

虹の 架橋 は洋 海の 浜に 居住す る 者の、 殊に 目 を 驚かし 心 を 時め かす もので、 支那で も 虫扁を 以て 此 天象 を 表 

示す る 文字 を 作る やうに、 日本で は 之 を 神蛇の すぐれて 大 いなる ものと 思って 居た。 (『明治 大 正史』) 

といって いるが、 それに は 「遠い 東南の 虹鮮 かなる 海の 島」 (『海 南 小 記』 自序) への 旅の 思い出が こめられ てい 

るに ちがいない。 事実 柳 田 は 『海 南 小 記』 の 中で、 

干 瀬 はさながら 一条の 練 絹の 如く、 白波の 帯 を 以て 島 を 取 巻き、 海の 瑠璃色の 濃淡 を 劃して 居る。 月夜な ど 

にも 遠くから 光って 見える。 雨が 降る と 潮 曇りが 爱で ぼかされて、 無限の 雨の 色と 続いて しま ふ。 首 里の 王 

城の 岡 を 降る 路 など は、 西に 慶良 間の 島々 に 面して、 遙々 と 干 瀬の 景を 見下して 居る。 虹が 此 海に 橋 を 渡す 

朝な どが もし 有ったら、 今でも 我々 は 綿津見の 宮の 昔話 を 信じた であらう。 
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と、 南 島の 干 瀬の 風景 を 美しく 叙して いる。 そして ここで も 柳 田 は. K を 空に 描いて いるので ある。 

三 

私が 「柳 田 国 男 その 人と 思想」 という 題 を 与えられて、 日本人の 生活の 中の 色彩に ついての 柳 田の 鋭敏な 観察 

を 紹介した の は なぜか。 それ は 彼の 次の 文章に 手がかり を 求める ことができる。 

少なくとも 日本の 国民が 古く 貯 へて 居た 夢と 幻との 資料 は、 頗る 多彩の ものであった らしい 証拠が ある。 言 

葉に は 之 を 表 はす 手段が 未だ 具 はらず、 単に 一箇の アヤと いふ 語 を 以て、 心から 心に 伝へ て は 居た が、 人 は 

往々 にして 失神 恍惚の 間に 於て、 至って 細緻なる 五色の 濃淡 配合 を 見て 居た ので ある。 絵が 始まり 錦 を 織る 

の 術が 輸入 せらる k や 直ちに 之 を 凡俗の 生活に 編み 込む こと を敢 てせ ず、 一 種 崇敬の 念 を 以て 仰ぎ 視て 居た 

の も、 必ずしも 智能の 等差な り 貧富の 隔絶な りで は 無かった。 仏法が 其 宣教の 主力 を、 堂塔の 金 碧 荘厳に 置 

いたの も、 言 は M 一  つの 無意識なる 巧であった。 天然に 養 はれた る此 国民の 宗教心 は、 常に この類の 異常 色 

彩に よって、 目 ざめ 又 必ず 高く 燃え立つ やうに 出来て 居た ので ある。 

ここにお いて、 日本で は 天然の 色彩が 宗教 的な 法悦と むすびつ いている こと を 知る。 仏教が 輸入され 寺院が 建 

てられた 当時、 その 内陣の 燃える ような 荘厳 はお そらく 夕 焼の 色と まじりあって、 人び と を この 世なら ぬ 法悦の 

境地に みちびい ただろう。 その 感覚 は 仏教 以前にお いて は 天然の 中に 観ぜられて はいたが、 しかし 心象の 中に ま 

で 入り こんで きたの は、 堂塔の 建立、 仏像の 請 来に はじまる ことが 柳 田の 文章で 理解で きる。 こうした ハレの 日 

の 色、 すなわち 人び と を 昂奮させる 色 を 日常の 生活に はこと さらに 借 しんだ という 説 もけ つして 不自然な 理解の 
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仕方で はない と 思われて くる。 そうして 私たち は 柳 田の 発想が きわめて 日常 卑近な 着目から 出発して、 できる だ 

け 遠くまで 私たち を 連れてい くこと を 知る。 

このように 柳 田の 民俗学 はあり ふれた 人び との 日常生活に 密着して いた。 最初に 大 論理 や 大 仮説が あって、 そ 

れを 次第に こまかく 具体化して みせる という 思想の 論述の 常道に 反して、 柳 田 は 小さい、 具体的な 現象 を 捉え そ 

れを 日本人の 意識と 行動の 源流と いう 大 問題の 解明の 手がかり とした。 たとえば 柳 田 は 楊枝に 使う 黒モジ につい 

て 大きな 関心 を もっていた。 柳 田に よると、 黒モジ は鳥柴 という 名で もよ ばれて いる。 山陰 地方で は 正月に 餅 花 

を 咲かせる 木 はこの 黒モジ とき まっている。 岐阜県の 山村に もこの 黒 モジの 木 を 串と して、 それに 餅 を さし 御 i5 

餅 を 作って たべる ことがある。 また、 秋田県の 山間で、 マタギ などが 山の 神 を 祭る ときに、 その 統率者で ある シ 

カリ はかならず こ の 黒 モジの 枝 を 手に するとい われる。 

こうした 例から して、 柳 田 はこの 黒モジ こそ は 古代に おいて 神 を 祭る ための 木で あつたと 推定す る。 それ はか 

ぐ わしい 匂いが この 黒 モジに まつわりついて いるから である。 今日い う サカキ に は 香気がない。 したがって 古く 

サカキ といえば、 この 黒モジ のた ぐい を 指した ので あり、 それが いつの 間に か 常緑の 色 を 尊重す る 風に 変って、 

今日い う サカキ を 神に 供える ようにな つ たので はない かと 柳 田 は 推論す る。 

我々 日本人の 鼻の 記憶、 即ち いつまでも 忘れが たかった 木の香 はこ k に 留まり、 且つ 弘々 と 広がって 行く こ 

との 出来た の も、 結局 は黒モ ジが樟 科の 中で も、 最も 寒い 土地まで 栄えて 行く 特色が あつたからで (屮 略) 

それが 発見せられ たの も、 本来 は 忘れ 難い 木の香が あった 為で、 今日はた つた 一寸 五分ば かりの つま 楊枝に 

なって、 町に 住む 人た ちの 間に 名 を 知られて 居る の も、 この 古い 古い 伝統の 最後の 残 形であった とも 想像し 

得られる。 11 史は 決して 復古すべき もので はない けれども、 それが 少 しづ.^ 判って 来る 毎に、 人の 心 は柔か 
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くな り、 又 際限 も 無く 物悲しくなる。 (『神樹 篇』) 

柳 田 はこ こで 黒 モジの 放つ 香気 を 惜しんで いる。 その かぐ わしい 句い が、 はるかと おくまで 私たち を つれてい 

くこと を 語つ ている。 かって は 神 を 祭る ためになくて はならぬ 木が 今日で はつ ま 楊枝と して 残って いる こと を、 

なつかし みまた 悲しんで いるので ある。 

四 

大 よそ 何が 気になる といっても、 あたりで 人が 泣いて 居る の を 聴く ほど、 いやな もの は 他に はない。 一つに 

は 何で 泣いて 居る のかと いふ 見当が、 付かぬ 場合が 多い からだら うと 思 ふが、 旅で は 夜半な ど はとても 睡る 

ことが 出来ない ものであった。 それが 近年 はめつき りと 聴え なくなつ たので ある。 大人の 泣か なくなつ たの 

は 勿論、 子供 も 泣く 回数が 段々 と 少なくな つて 行く やうで ある。 以前 は 泣 虫と 謂って、 ちょっとした 事で も 

すぐ 泣く 児が、 事実 幾ら もあった ので あるが、 今では その 泣 虫と いふ 言葉 だけ はま だ 残って 居て、 主として 

泣かせない まじな ひの やうに 之 を 使用して 居る。 又 長 泣きと 謂って、 泣き出したら 中々 止めない 子供 も あつ 

た。 是 など は 言葉 そのものが 既に 無くなって 居る。 

柳 田が 『不幸なる 芸術』 に 収録され た r 涕泣 虫談」 の 中で この 文章 を 書いた の は 昭和 十六 年で ある。 それから 

三十 五 年が 経過した 今日、 柳 田の 指摘 はいよ いよ 真実な ものと して 私たちに 迫って くる。 

たしかに 現代 は 人間の 泣く ことが 少なくな つた 時代で ある。 しかし 以前 はそう ではなかった。 しかも 泣く こと 

はけつ して 悪徳で あるときめ つけられ なか つ たと 柳 田 はいう。 「泣く 児 は 育つ」 とか 「泣く 児 は 頭 堅し」 という 
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コトヮ ザが ある，. t うに、 子供が あまり 泣かぬ と 心配す る 親 もいた。 そうして 柳 田 は 次のように 警告して いる。 

「今日の 有識 人に 省みられて 居らぬ 事実 は 色々 有る 中に、 特に 大切 だと 思 はれる 一 つ は、 泣く とい ふこと がー 種 

の 表現 手段で あつたの を、 忘れ かかって 居る とい ふこと である」 

柳 田 は 声 を 出して 泣く のと、 忍び泣きと を はっきり 区別して いる。 

たと へば 自分の 願 ひ はさう 容易に 叶 へられる 様な 性質の もので 無い と 気づいて から も、 或 ひは爰 でもう 一 ふ 

ん ばり 強調して 見たら、 希望 を 達する かも 知れない と 思 ふとき に、 子供 は 又 別な 調子で 一 泣きして 見る。 

と 柳 田 はする どい 観察 を 下して いる。 これらの ことに は 誰し も 幼年時代 を かえりみて 思い当たる 節が ある。 

人が 手放しで ヮァく 泣く こと を、 さも 悪徳なる かの 如く 言 ひ 出した の は、 是も亦 中世 以後の 変遷で あらう 

と 思って 居る。 やたらに 泣く こと は 勿論 無 反省で あり、 偉人 豪傑 は 喜 怒 色に 表 はれず など \、 この 自己 検束 

の 普通に 超えて 居る 点 を 尊敬 せられて 居た が、 しかし 彼等 とても 大きな 衝動が あれば 泣いて 居た。 

このように 柳 田 はむかし はよ く 泣いた という。 しかし 声 を 出して 泣く ことが 社会生活 上に 濫用され るよう にな 

つたので、 それ を 抑圧す る 風が 起った の だが、 むやみに 抑圧せ ず、 濫用 だけ を 防ぐ ように 教育 すれば よかった と 

柳 田 はい つてい る。 という こと は 現代人が 自己 表現 を あまりに も 言葉に 頼りす ぎている という 弊害が あらわれて 

いるから に ほかならぬ。 そして 「その 理由 又は 事情 を 分析して 見ようと もせずに、 ただ 単に 慟哭と いふ 一種の 交 

通 方法 を 遮断した とても、 それで 世の中が 楽しくな つた 証拠に はならない」 と 警告して いる。 このように 子ども 
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の 泣き声 を 問題に とりあげ、 それ を 文明 史的に 解いた ものが 柳 田の ほかに 誰が あつただろう か。 

五 

小児 や 赤ん坊の 泣き声の 考察 は それだけ では 終らない。 日本海が わの 田舎で は、 盆 や 彼岸の あとさきに は 火 を 

焚いて 「じい 様ば あ 様、 この あかりで おで やれお で やれ」 と 高く かなしい 声で 叫ぶ 習慣の ある こと を 柳 田 は 伝え 

ている。 

生きた 人ば かり か、 死んだ 眼に 見えぬ 人の 霊にまで、 やはり 心の かなしみの 声 を、 聴かせる 必要 を 昔の 人 は 

認めて 居た ので ある。 

ここにお いて、 泣く ことが 相手に 呼びかける もっとも 直接的な 表現 方法で あつ たこと を 人び と は 理解す るで あ 

ろう。 柳 田 はこ こで 生者と 死者との 交流に ついて 語って いる。 死者に 呼びかける にも すすり泣く という ことで は 

なく、 かなしみの 声 を 出さねば ならぬ こと を 告げて いる。 その 職業 化した ものが 泣き 女で あるが、 そうした 交流 

が 成立す る 条件と は 一体 何であろう か。 それ は 海の 彼方に 祖 霊の 国が あるとの 信仰で ある。 いな 死者の 国 は 海の 

彼方の みならず、 山の 奥に もあった。 

曾て は 我々 はこの 現世の 終りに、 小 闇く 寂 かなる 谷の 奥に 送られて、 そこで あらゆる 汚濁と 別れ 去り、 冉々 

として 高く 昇って 行く ものと 考 へられたら しいので ある。 我々 の 袓霊は 既に 清ま はって、 青雲た なびく 嶺の 

上に 休ら ひ、 遠く 国原 を 見お ろして 罟る やうに、 以前の 人た ち は 想像して 罟た。 (『山 宮考』 ) 
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しかし 柳 田 はこうした 境地 を さらに 一 歩す すめて 次のように レぅ 

「祖先の 記念 は 今の 人が 想像して 居る やうに、 文字 を 刻んだ 冷たい 石の 塔で は 無かった。 亡骸 はやが て 朽ち 

行く ものと して、 遠い 人 無き 浜 や 谷の 奥に 隠して、 之 を 自然の懐に 返して 居た ので ある」 「祖霊 を 礼拝し 且 

つ 供養す る 為に は、 別に 臨時の 祭壇 を 作り 設け、 常 は 各人の 血の 中に 流る.. - ある 物 を 以て、 永遠の 記念と 解 

して 居た やうで ある」 「それ も 単なる 封土なら ば 崩れる まで、 樹を栽 ゑるならば 成長して 大木と なる までに、 

自然の 忘却 は 静かに 訪れて 来たので あるが、 石 は 寧ろ 惨酷な ほどに、 人間の 記憶 を 引 留めた。 愛に も 憎しみ 

にも 縁の 絶えた 家々 が、 空しく 無縁仏の 恨み を 横た へて 居る ものが 多くな つた」 (『明治 大 正史』) 

これらの 表現 を 見る とき、 柳 田が いかに、 生者と 死者の 交流 を その 本質に おいて 把握しょう としてい るかが 察 

せられる であろう。 外形に とらわれないで、 日本の 墓 制 を このように 理解す る こと は、 日本人で なければ できな 

い。 柳 田の 民俗学が 新 国学と よばれる 所以 はこ こに ある。 しかも これまで くりかえし 述べて きたよう に、 轨田学 

は 小さく、 日常 的に 卑近な もの を とらえて、 大きな 主題にまで 発展させる ことに その 独自な 姿勢 を 持ちつ づけて 

きた。 この こと は、 柳 田 学が 「常 民の 学」 と 呼ばれる ことから しても ふしぎで はない。 しかし、 常 民の 学と して 

の 柳 田 学 も その 経路で はいくつ かの 屈折 を もつ ていた。 そのこと を 柳 田 学の 履歴 をと おして 次に みて みたい。 

六  , 

柳 田 国 男 は 明治 八 (一八 七 五) 年 七月 三十 一日に 兵庫県の 辻 川と いうと ころで 生まれた。 現在 は 福 崎 町 辻 川と 
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なって いる。 父 は 松 岡 操で ある。 約 斎と 号し、 医師であった。 国 男 は その 六 男で ある。 この 幼少 年 時代の 思い出 

は 『故郷 七十 年』 の 中の 叙述に くわしい。 

二十 六 歳のと きに 東京 帝 大法 学部の 政治 科 を 卒業して、 農 商務省 農務 局に つとめ、 農政 学に 関心 をよ せた。 時 

あたかも、 二十世紀 初頭の 年に あたる 明治 三十 三年で ある。 あくる 年、 柳 田家の 養子と なり、 ここに 柳 田 国 男と 

改姓す る。 柳 田 はもと もと 田 山 花 袋 や 国 木 田 独 歩な どと 交際が あり、 文学者の 仲間に 加わって いた。 それが 次第 

に 現実の 世界に 眼 を 向ける ようになり、 地方の 農村 を 歩いて 常 民の 名で よばれる ありふれた 人た ちの 話 を 聞く よ 

うにな つた。 

三十 四 歳のと きに、 二 力 月に わたる 九州 旅行 を こころみた。 そうして この 旅行のと きに 宮崎県の 椎葉 村に 入り- 

一週間 そこに 滞在して、 狩の 故実の 話 を 聞いた。 このと きの 旅費が すこし 余った ので、 柳 田 はあくる 年に、 椎葉 

で 聞いた 狩 撒の 話 を 『後 狩詞 記』 と 題す る 小冊子に まとめて 自費出版した。 わずか 五十部の 印刷で あつたが、 こ 

れが 日本 民俗学の 出発点と される 書物で ある。 

この 書物 を 刊行した 年の 明治 四十 二 年に は、 陸 中 遠 野の 人で ある 佐々 木 喜 善の 話 を まとめて 『遠 野 物語』 の 原 

稿 を 書き、 八月に は 自分の 足で 遠 野の 土 を 踏んだ。 この 『遠 野 物語』 では 『後 狩詞 記』 に は 見られない 山人の 話 

が 多数 盛られて いる。 体裁 は 一 見聞き 書風で あるが、 そこに は 柳 田の 山人に たいする 興味が 脈々 と 流れて いる。 

『後 狩詞 記』 や 『遠 野 物語』 において 顕著な の は 山に 埋もれた 人生への 無限の 好奇心で ある。 あるとき は 山男、 

あるとき は サン 力で あり、 また あるとき は 山に 入って 行方不明 になり、 山姥の ようにくら している 村の 女た ちの 

ことで あるが、 柳 田が 彼らにたい してよ せた 関心の 底に は、 じつは 日本列島に は 稲作 民族が 到着す る まえに 先住 

民族が おり、 その 先住民族 はし だいに 駆逐され て、 山中に 逃げ こみ、 その 末裔が ほそぼそと 現存して いると いう 

想定が あ つ た。 
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柳 田 は それら 山人に たいする 同情と 好奇心から、 情熱 を こめて 山人の 生活 伝承 を i 集し 記録した。 『遠 野 物語』 

は 山の 人生に たいする 畏怖と 憧憬に つらぬかれ ている。 柳 田の 聞き 書が、 一面に おいて 文芸 的に も 傑作と みられ 

ている の は、 山人の 神秘 を 行間に 籠め るのに 柳 田が 成功した からで ある。 柳 田 は 明治の 末年に 『「イタ 力」 及び 

「サン 力」』 と 題す る 文章 を 『人類学 雑誌』 に 寄稿して いるが、 このうち に 「イタ 力」 というの は、 ク チヨセと 

か アル キミコ、 あるいは ィ チコ、 イタ コと おなじ もので、 要するに 単身で 漂泊す る 巫女の ことで ある。 それにた 

いして 「サン 力」 は 一 家ぐ るみで、 夏 冬に 移動す る 放浪の 山人で ある。 サン 力 はまた クグッ と 同類と も みられて 

いる。 クグッ もまた 漂泊の 徒で ある。 柳 田が こうした 一所 不 住の 徒にたい してよ せた 関心 は、 彼らが 稲作 を 生業 

とする 定住 民と 異なる 生活 形態 を 共通に 持って いたから であると 推察され る。 

柳 田 は 大正 二 年に 高木 敏 雄と 共同して 『郷土 研究』 を 創刊した が、 その 目録 をみ ると、 柳 田が 下級の 聖職者で 

ある 宗教 的 漂泊者 や 山人に ついての かず 多くの 論文 を 発表して いるの が 眼に つき、 彼の 関心の 所在 をつ きとめる 

ことができる。 

彼 は 山人の 系統と それ 以外の 被差別 民と を 区別す る ことなく、 未 解放の 部落民 も 宗教 的な 漂泊者 も 遊女 や 人形 

まわしの たぐい も、 あるいは また 山人の 流れ を 汲む サン 力 も 共通の ものと して 取り扱つ ている。 

柳 田の 文章に 特徴 的な こと は、 これらの 人び と を 「常 民」 の 外に あると 規定して いる ことで ある。 柳 田 はこれ 

らの 人た ちが 稲作 民と は 別箇の 先住民の 末裔で ある こと を 信じて いたと おもわれる ふしが ある。 この ことから 私 

たち は 柳 田の 常 民 概念 を 知る ことができる。 今日の 常識で いえば、 繙 文人 は 常 民で なく、 稲作 をたず さえて 渡来 

してきた 弥生 人が 常 民で ある。 したがって 常 民の 規定の 中核に 米 を 作り、 米 を 食う 農民が 存在 するとい える。 次 

に は 米 を 直接に は 作らない が、 米 をた ベる 漁民 や 職人 層 もまた 常 民で ある。 これらの 人び とに 共通して いるの は 

定住者 だとい うこと である。 米 を 作らず、 米 を 食わず、 漂泊 を 事と する 人び と はもつ とも 非常 民の 特徴 を もつ。 


柳 田 学と 折 口 学 


柳 田 は、 後世に おける 常 民の 最終的な 規定 を 定住者と 漂泊 民に 区分した。 そこで 漂泊者の 多い 被差別 民 は 常 民 社 

会の 外に ある ものと みられた。 

柳 田の この 仮説 は 当時の 先史学の 常識 を ふまえた もので あつたが、 山林 放浪の 民に 先住民族の 痕跡 をた どると 

いう こと は、 実際に は なかなか むずかしい ことであった。 柳 田 は 大正 六 年 を ほぼ 境目と して、 山人の 証跡 をつ き 

とめる こと を あきらめた。 しかし 山の あなたに 住む 人び との 生活 へ の 畏敬と 憧憬 は 影 を ひそめた わけで はなく、 

それ は 大正 末年の 『山の 人生』 の 名著と なって 結実す る。 このの ち 柳 田の 著作に 山への 関心が 再び みられる の は、 

敗戦 後に 書かれた 『山 宮考』 において であるが、 それ はまった く 異なった 観点からの 関心で ある。 

さて、 柳 田が 山人 研究に かわって あらたに 目指した の は、 大正 十 年の 沖繙 旅行 を 最初の 契機と する 南 島 研究で 

ある。 山から 海への あざやかな 転回 は、 非常 民から 常 民への 関心の 転換で もあった。 柳 田 は 南 島が 稲作 民族の 移 

動ル ー ト にあたり、 南 島民 は 常 民で あり、 日本人と おなじ 存在で ある こと を 力説した。 それ は、 沖繙 旅行の 報告 

書で ある 『海 南 小 記』 に はじまり、 晚 年の 大作で 彼の 学問的 遺言書と も みられる 『海上の 道』 までく り 返して や 

むこと がな か つ た。 ここにお いて 柳 田の 常 民の 学と しての 民俗学の 基礎 は 大正 十 年に 置かれた とみる ことができ 

る。 山の あなたへの あこがれに は、 異 族の 生活への 興味、 すなわち エキゾチシズムが 濃厚に 流れて いる。 

しかし 柳 田 は 足下の 大地に 眼 を そそぎ はじめた。 日本人の 共同 感情 を 根源まで 遡ろうと する 情熱が 彼 を とらえ 

る。 それ は 日本人の 最大公約数 である 常 民の 生活 慣行 や 伝承 を 調べる ほか はない。 それが 後世に いたる まで もつ 

とも 原型 を 保持しつつ 受けつ がれて きたの が 南 島の 社会であった。 同質の 生活 民へ の 共感 を 土台 また 跳躍 台と し 

て 柳 田 は 前進す る。 遙 かな 海の 彼方への 瞳れ は、 日本人に とって 抜き去ろう としても 抜き去る ことので きない 感 
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情で ある。 海の 彼方に きき 耳 を そば だて、 眼 を こらさずに はいられない 日本人の 意識の 根源 は 何に 由来す る もの 

であるか を、 彼 は 自分の 民俗学に おいて 問うた ので ある。 

柳 田 学が 内省の 学と いわれる の は、 日本人の ひとりひとりが 自分 一個の 意識の 内容 を さぐる ことで、 民族 共同 

の 意識 をた どる ことができる という 確信に よつ てで ある。 こ の 確信 は 彼が 常 民 を 自分の 学問の 根底に すえた とこ 

ろから 生まれた ものであった。 そのために は、 山人 や 漂泊 民 研究に みられた ように 常 民の 持 外にお かれた ものに 

たいする 興味 を、 常 民 社会への 関心に と 切り換える 必要が あった。 底辺 概念よりも 常 民 概念の ほうが 思想 的に み 

て はるかに 強力で ある こと も 理解で きる。 だが、 しかし そのために、 柳 田 学 はまた 多くの もの を 失った こと も 否 

定 できない。 

柳 田 は その 学問の 出発 時には 日本 民族 を 単 一 民族と みな か つ た。 後 来の 稲作 民との 闘争に やぶれた 先住民 は 一 

部 は 混血し、 他方 は 山中に 逃げ こんだ と 考えた が、 彼ら を異 民族と して とらえて いた。 という こと は 日本列島に 

住む 人び と を 複合 民族と 考えて いた こと を 示す。 ところが のちに それら を 切り捨てて、 常 民の 学に 執着す るよう 

になる と、 柳 田 学 は 日本の 農家 を あしらった 水田 風景の ように、 きめこまかくな つたが どことなく 単調な 感じ を 

帯びて くる。 私の 考えで は、 柳 田 は 漂泊 民 を 先住民族の 末裔と いう 風に 思い こみす ぎた の だとお もう。 そうした 

視点がなくても 日本人 を 複合 民族と して 把え る ことができ たはず である。 またそう する ことによって、 漂泊 民 や 

被差別 民 を 常 民の 埒 から はずす 必要 もなかった。 すなわち、 もっとも 疎外され た 底辺の 人び とも 常 民の 仲間に 入 

れ、 彼ら を も 含めて 常 民の 学 を 形成す る ことが 可能 だ つ たと 私 は 考える。 

柳 田が 天皇 も 常 民で あると いうと き、 論理的に は 底辺の 被差別 民 も 常 民の 概念に 含めなければ 片手 落で ある こ 

と は 私が ここに 指摘す るまで もない。 そうしなければ もっとも 普遍的な、 したがって もっとも 抽象化で きる 常 R 

概念 は 得. る ことができな いので ある。 


今日、 どの 地方 を 訪れて みても、 おなじような 生活 風景に 出会い、 中央と 地方の 差 はまった く なくなつ ている 

ようにみ える が、 かって はそう ではなかった。 地方 は 中央の 理解 を ひややかに 拒絶す る 文化 を もってお り、 それ 

を嚙 みくだこうと するならば、 それなりの 覚悟 を もって 接しなければ ならなかった。 もし 地方に 魂と いう ものが 

存在し、 そして その 魂に 口が 利け たら 外来者に むかって 「おまえた ちに たやすく わかって たまる か」 と 叫んだ ろ 

う。 その 声 を 聞きながら、 民俗学 者 は 地方の 調査へ と 出向いて いった。 

官界の エリ ー ト としての コ ー スを あゆんだ 柳 田 国 男 も 例外で はな か つ た。 柳 田の 死後 その 未亡人の 語る ところ 

では、 柳 田 は 旅先で は 洋服 を ミノ カサ 姿に 変えて、 調査 地に 入り、 また 旅行から 帰る と 庭先で それ を 焚いた とい 

う。 シャツに シラミ がわいて いた こ ともよく あったら しい。 柳 田 は あるとき は 日本の 海岸線 を 全部 歩いて みたい 

と 思い、 あるとき は 直線 旅行と 称して、 山 や 谷 や 川が あっても、 きめられた 地点に むかって まっすぐに 歩く とい 

う 無謀な 試み もした。 民俗学 は 生活 民と 膚 接しない かぎり 成立し ない 学問で ある。 という こと を 彼み ずから 示し 

た。 つまり 旅行し ない 民俗学 者と いうの は 矛盾な ので ある。 


I09 カオスの なかでの 展望 


柳 田 を はじめと する 民俗学 者 はこの ような 旅 をつ づけた ために、 他の 学問の 分野と は 異なった すぐれた 成果 を 

あげる ことができた。 それ は なぜで あるか。 地方 は 中央に 政治 経済の 上で は 従属した 機構であった。 しかし その 

魂と も 言うべき 伝統的な 文化の 上で は 決して 中央に 収斂され る ことのな いもの を 持って いた。 中央の 概念 ゃ感 t 兄 

や、 む 青から つねに はみ出す もの を 持って いると ころに、 地方の 真面目が あった。 条文に も 規定され ず、 数式に も 

還元され ず、 カテゴリ ー にも 分類され ない もの、 それ を 柳 田の 民俗学 は 追い求めた。 いわば 地方の 魂との 格闘が 

民俗学に とっての 暗黙の 了解事項であった。 条文 は 人間の わずかな 一面 をし ばる にす ぎず、 数字 は 何物 も 明かさ 

ぬと いう こと を 前提と して、 民衆の 実態に 触れよう とする 学問が 民俗学であった。 かって 柳 田 は、 大間知 篤 三が 

調査す る 也 方の 人口 や 舟の 所有 数 や 田んぼの 面積な ど を かかげて いるの をみ て はげしく 叱つ たという。 そうした 

数字 をなら ベた てた ところで、 具体的な ことが わかる はず はない という 柳 田の 確信に ゆるぎはなかった。 したが 

つて、 そうした ものが 一 つもない 柳 田の 文章 をみ て、 それ は 科学で はなく、 文学で しかない という 評言 は 見当 は 

ずれ も はなはだ しいと 言わねば ならぬ。 なぜなら 数字と いう もの は、 いかにも 科学的に 見えて、 じつに ごまかし 

の 利く ものである からだ。 また 条文と いうの も、 それ は 守られて いない ことが まず 前提と 考えられねば ならない 

だろう。 きびしい 法令が しばしば 出される という こと は、 それにした がわない 生活 民の あった こと を 意味す る。 

民俗学 者の 宮本常 一氏 は、 戦前の 調査で は ドブロタと 堕胎の 話 を 口にした ときに、 地方の 生活 民 は はじめて 本 

当の こと を 話す、 それまで はっとめ て 差し さわりの ない こと を 話す もの だ、 と 私に 語った ことがある。 いうまで 

もな く 戦前まで はドブ ロタの 密造と 堕胎 は 法律で 罪に 問われる 行為であった。 しかし 私の 郷里の 熊 本の 農村で は _ 

戦 寺 中には ほとんどの 農家が こ つ そり ドブ ロタ を 作って はたの しんで いた。 もちろん 手入れが あるときの 用心 は 

怠りなかった。 

柳 田 国 男よ かって、 一 接の 記録 は、 それに 関係の ある 役人が、 事件 を 自分の 立場に つごうの よいよう に 解釈し 
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て 上司に 提出した 報告書が 多い から あてに ならぬ、 と 言つ た。 一 揆の 記録と いえば ありがた がる 進歩 思想の 学者 

たちに、 それ をう 呑みに して はならぬ とする 柳 田の 警告 は 痛烈で ある。 ここに 地方 民の 実態 を 知り抜いた 人の 的 

確な 指摘 を 私 は 見る ので ある。 


I 柳 田 国 男の 冒険 


W 田 国 男の 冒険 —— その 方法 をめ ぐって 


一 

柳 田 国 男 はかっての 東京 帝 大法 学部の 出身で、 貴族院 書記官 長 をつ とめた ユリ ー ト であるが、 今日の ユリ ー ト 

コ ー スを 歩む 人達と はずい ぶん 異なった 考え を もって 一生 を 貫いた 人で ある。 いうまでもなく 彼 は 「治者」 の 階 

層に 属して いた。 しかし この 「治者」 は 熱い 視線 を もって 底辺の 人た ちの 心 を さぐった。 といって 底辺と か 辺境 

の視 座から すべ て を 見る 立場 もとらな か つ た。 自分の 思考 を 一 定の 社会的 立場に 繫縛 する こと を も つ とも きら つ 

た。 といえば、 人 は 直ちに コスモポリタン を 想像す るが、 そうで はない。 柳 田 ほど 日本人と は 何かとい う 問いに 

固執した 人間 はいなかった。 外国の 文化に 若く して 触れ、 それに 酔って いた 柳 田 は 三十 代の 半ば 頃から、 詩 や 小 

説の 世界 を 遠ざかって、 民俗学の 分野に 足 を ふみ 入れる。 その 橋 わたしと なった の は 彼の 農政 学の 知識で あり、 

たび 重なる 国内 旅行で あつたが、 しかし 民俗学が 当時 形成され ていた わけではなかった から、 柳 田の 切り開いた 

道が そのまま 日本 民俗学の 創 成の 道す じと もな つ たので ある。 
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この 小 稿の 目的 は 柳 田の 民俗学に ついて 縷説す る ことで は な い。 「柳 田 国 男の 精神 を 私たちの 方法と する こと 

がいかに して 可能 か」 という 問い を 分析し 吟味す る ことで ある。 方法と いう 言葉が まぎらわしい とすれば、 「柳 

田 国 男の まねび」 と 云い 換えても よい。 方法と は 万人に 適用され る もので なければ ならない が、 さりと て 一個の 

人格から 切り離され たもので もない。 とくに 柳 田のば あい、 彼の 人格 や 気質と 方法と は 截然と 区別す る ことが で 

きにくい。 という ことから、 柳 田の 方法と いうの はさま ざまな 二 ュ アンス を もって 読者に 受け とられる 危険が あ 

る。 私の 念願す ると ころ は、 柳 田 国 男と いう 個体の 存在の 普遍的な 可能性 を さぐる ことに 尽きて いる。 

だが、 私たちの 行 手に は 最初の 難関が 控えて いる。 柳 田が その 長い 生涯に 貯え こんだ 應大な 知識の 量が 立ち は 

だかって いる。 壁の ように 突っ立つ 高嶺 をみ て、 私たち は 引き返す か、 その ひろい 知識の 裾野に 遊んで いるう ち 

に 柳 田に 屈服す るか、 どちら か を 選ばされる。 柳 田に 一向に 近 よらず、 背 をみ せる 人た ちが あるかと 思えば、 柳 

田に 屈服した 思想 史家 や 歴史家、 社会学 者、 民俗学 者な どの なかには、 柳 田の 名 を 持ち出せば それで 相手 は 沈黙 

すると 思い こんでいる 者 もい る。 ァ ゥグス チヌス なら ァゥ グス チヌス だけ を 研究す る 人 を、 「一書の 人」 と 呼ぶ 

そうだが、 柳 田 だけ を 研究し、 それに 甘ん ずる 一書の 人が 目につく 昨今で ある。 彼ら は 柳 田にたい して 腰 を かが 

めた その 分 だけ、 柳 田 以外の 人間に むかって 横柄な 態度 をと ろうとす る。 それ は 狼の サレコ ウベ を ふりかざして- 

狐つ き や 犬 神つ きを 払おうと する 巫女の 呪術 を 思い出させずに はおかない。 

私たちに 今 必要な の は 柳 田 国 男と いう 名辞で はない。 その 固有名詞 を剝 奪して なお 残る 柳 田の 普遍的 精神で あ 

る。 それ こそが 私たちの 未来 を みちびく の だ。 私たち は 余人の 追随 を ゆるさぬ 柳 田の 博識に は 充分 敬意 を 払いつ 

つも、 その 知識に 目 をく らまされ る わけに はいかない。 彼の 知識のと りこと なるとき、 柳 田の 全体 像 は 見えな く 

なる。 柳 田の 知識 そのものよりも、 むしろ 彼が どのよう にして 知識 を あつめ、 または それ を 自分の もの としたか 

が 問題に なろう。 今日の 言葉で いえば、 柳 田が 清 報 を 蒐集し、 整理し、 自分の 方法と 化して いった その 独特の やり 
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方に こそ 眼が むけられなければ ならない。 

二 

柳 田が 該博な知識の 持主であった こと は、 彼が 浮世ば なれ をして いたと いう ことで は 毛頭ない。 彼 はもつ とも 

日常 的な、 ありふれた 現象の 中に 深遠な 主題 を 発見した の だ。 その 一 つの 例と して 私 は 有 岐の山 口 麻太郎 氏から 

聞いた 話が ある。 柳 田が 有岐に 渡った とき、 出迎えた 山 口 氏に むかって 「君、 この 有岐の 菜種の 品種 は 最近 変つ 

たので はない かね」 とたず ねたそう だ。 「どうしてです」 と 山 口 氏が 聞き かえす と、 「実は 前に 有 岐の島 を 船 上 か 

ら 望見した ときの 菜種の 花の 色と 今度 見る 菜種の 花の 色と がちが つてい るから だ」 と 柳 田 は 云った。 山 口 氏 は 卯 

座に 返答で きなかった が、 調べて みると、 果して 以前 は 朝鮮から 菜種の 品種 を 輸入して いたのに、 今 は 日本 本土 

から 移入 するとい う 風に 切り替わ つていた というの だ。 

柳 田の 自伝で ある 「故郷 七十 年」 の 中には 「鳥 柴の 木」 と 題す る 一文が ある。 すこし 長くなる が 引用して みよ 

う。 

「子供の ころ、 私 は 毎朝、 厨の 方から 伝 はって 来る パチ くと いふ 木の 燃える 音と、 それに 伴って 漂って 来る 

懐し い 匂 ひとに よって 目を覚ます ことにな つて ゐた。 母が 朝飯の かまどの 下に、 炭俵の 口に あたって ゐた 小枝 

の 束 を 少しづつ 折って は 燃し 附 けにして ゐる のが 私の 枕 下に 伝 はった のであった。 今でも 炭俵の 口に、 細い 光 

沢の ある 小枝 を 曲げて 輪に して 当てて ゐる 場合が 多い やうで あるが、 そのころ 私の 家な どで は、 わざ/ \- 山に 

柴木を 採る こと はしないで、 それ をと つてお いて、 毎朝、 用 ゐてゐ たわけで ある。 じつは その 木が いったい 何 

とい ふ 名で あるか を 長らく 知る こと もなかった。 ところが たま/^ 後年に なって、 ふと 嘆ぎ とめた 焚火の 句 ひ 

から、 あれが クロ モジの 木であった ことに 気がつい たので ある。 思へば、 良い 匂 ひの 記 慮が ふと 蘇った ことか 
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ら、 私の 考へ は 遠く 日本 民族 の 問題にまで 導かれて いったので あった。」 

この クロ モジ というの はクス 科に 属して いて、 よい 匂い を もつ ことから、 以前 は 神に ささげた 木 はこの クロ モ 

ジ ではなかった かと 柳 田 は 推断して いる。 サカキ に は 句い がない のに、 古歌に は 「榊 葉の 香 を かぐ はしみ とめく 

れば」 と ある。 そこで もともと は 祭の 木 は クロ モジ であって、 サカキ は 後世の 代用で あると 思われる というので 

ある。 なぜ クロ モジを 使った かとい えば、 その 木の 放つ 匂いの 中に、 南方から 北漸 した 日本人の 祖先の 民族 移動 

の 記憶が こめられて いるから であると、 柳 田 は 述べて いる。 

柳 田の 推測 はまちが つてい ない。 クス 科に は クロ モジ属 や タブ ノキ属 などが あるが、 この タブ ノキ は、 ィヌグ 

スと 呼ばれて おり、 船材 にもつと も 適して いる。 すなわち 直径 ニメ ー トル、 高さ ー五メ ー トルから 二十 メ ー トル 

に 及ぶ ものが あるので、 これで 丸木舟 を 作る こと は 今日で も奄 美大 島で も おこなわれ ている。 大昔に、 タスの 丸 

木 舟に のって 渡来した 証跡 は、 各地に 出土す る 弥生 期から 古墳 期に かけての 丸木舟 を みれば 分る ことで ある。 こ 

うした こと は 考古学 または 文化人類学の 立場から もた どれる が、 むしろ 柳 田の 特徴 は 誰でも 経験す る 幼時の 記憶 

から 出発して、 日本 民族の 渡来の 問題と つなげて いる ことで ある。 民族の 記憶 はなが く 感官の 中に 伝達す ると 彼 

は 見た の だ。 その 一例と して 彼 は、 匂いの ある 皮 をつ けた ままの クロ モジの 爪楊枝が 珍重され ている 事実 を もち 

出して 説明して いる。 

またたと えば 柳 田 は 『不幸なる 芸術』 の 中で 子供の 泣き声が 聞え なくなつ ている こと を 指摘して いる。 昔 はよ 

く 子供が 泣いた が、 今ではそう ではな いのは どういう 訳 かと 柳 田 は 問うて いる。 それ は 泣く という 行為に 対する 

世間の 評価が 時代と 共に 変つ たからで あり、 かって は 豪傑 とても 大きな 衝動が あれば 泣いた と 述べて いる。 

このように、 柳 田が 色と か 音と か 匂い とかのつ びきなら ぬ 身体 的な 感官の 印象 を 大切に して、 学問の 入口に ま 

でもつ ていこうと している こと は 注目に 価す る。 それ は 彼が 人間の 科学と しての 民俗学 を どのように みている か 
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を 端的に 示す 事柄 だからで ある。 ありふれた 日常生活 上の 疑問 は、 それが 素朴な 直感の 領域 を 出ない ばあいで も、 

おろそか にして はならぬ こと を、 柳 田 はくり かえし 強調した。 という こと は、 柳 田が 常 民の 日常生活 を 分り切つ 

たものと は 考えな か つ たこと を 意味す る。 

たとえば、 柳 田 は 鏡餅 やお 供 餅 は、 なるべくまん 中 を 高く しょうとして いるが、 それ は 何故かと いう 疑問 を 抱 

く。 そうして 餅の 円錐形 はに ぎり 飯の 三角形と 関連が あるので はない かと 類推す る。 信 州の 大晦日の ミ タマの 飯 

や 沖 繙の鬼 餅、 あるいは 薩 摩の ァク マキな どが すべて 三角形で ある こと を 想起しながら、 これら は 人間の 心臓 を 

かたどつ たもので はない かとい う 仮説に 到達す る。 もつ とも 大切な 食物で ある 餅 を 身体の 部分に あてる とすれば 

それ はとう ぜん 心臓と いう ことになると 彼 は 考える。 それの 証拠に 狩截ゃ 漁のと きに 各自に 分配され る 分け前 を 

タ マ ス というが、 それと タ マ シィと は その 根本に おいて は 一 つで はな かつ たかと 見る ので ある。 

これ は 柳 田の 『食物と 心臓』 から 拾った 事例で あるが、 このように 柳 田の 手に かかる と ありふれた 日常生活の 

事柄が たちまち 深遠な 問題 を 孕み はじめる。 そのもう 一 つの 例 を あげてみ ると、 瞼に 生じる 腫物 を どうして モノ 

モ ライと 呼ぶ か。 柳 田 は あれこれと 各地の 方言 を せんさくして、 モノ モ ライと いう 名前の 起り は、 この 疾病 を 治 

す 手段と して、 人の 家の 物 を もらって 食べる 習慣が あつたた めで あると 推断して いる。 つまり 平生 食物 を 共に し 

な い 人び とと、 一 緒に 何 か を 食う という 行為に は、 それ をと おして 大きな 力 を 借りる という 意味が こめられて あ 

つたと 柳 田 は 考える ので ある。 こうした 意表 を衝く 奇抜な 結論 も、 もと をた だせば、 人の 見の がし やすい、 些細 

な 事物に 柳 田が するどい 疑いの 目 をむ け、 その 疑問 を 長年に わた つ て あたため つづけた ことの 成果で ある。 

三 

しかし 素朴な 直感 はかず 多くの 検証の 場 をく ぐらねば、 学問的な 根拋と はなり にくい。 検証と いうの は 裏付け 
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の 資料 を もとにした 分析に ほかなら ない。 そこで 柳 田 は いわゆる 情報 蒐集の 努力 を 生涯つ づけた が、 その やり方 

はュニ ー ク であった。 たとえば さきの 例で 瞼に 生じる 腫物に ついての 各地の 方言 を あつめ、 それら を 比較し 検討 

する ことによって、 彼の 結論 へ とじり じりと 追い あげてい くので ある。 

こうした 情報 を 提供す るの は、 柳 田の 人と 学問に 共鳴した 全国 各地の 人た ちであった。 柳 田 は その 長い 生涯の 

あいだ、 たえず 旅行 をく りかえ し、 さまざまな 土地で 知友 を 得て いた。 また 彼の 家 を おとずれて 親しく 教え を 乞 

う 者 も あと をた たなかった。 柳 田 は 一度 会った 人の 名前と 顔 はかならず おぼえて いたので、 そうした ことから 柳 

田にたい して 感激す る 人た ち はすくな くな か つ た。 とくに 純朴な 地方 在住の 人た ち は 柳 田の 知遇 を 忘れな か つ た。 

また 柳 田 は 機会 ある ごとに それらの 人た ちに 便り を 送った。 自分の 近影 をす りこんだ 葉書 を こしらえ、 それの 余 

白に 数 行の 文章 をした ためる という 程度の ものが 多かった が、 貰った 当人 は、 柳 田の 最近の 写真 をみながら、 彼 

と 会つ ている 気になる。 柳 田の 学問の 形成 はこうした 人た ちの 支え をぬ きにして は 語る ことができない。 

それらの 人た ち は 地方に おける 有志であった。 彼ら は 百姓で いえば 中小 地主、 あるいは 小 中学校の 教師、 また 

は 神主、 僧侶と いったた ぐいの 土地の 名望家で もあった から それなりの 教養と 知識 をつ み、 また 地方 資料に つい 

て も 通じていた。 柳 田 を 中心とする 人脈 は 全国に ひろがった。 この 人脈 を 網と して 柳 田の 民俗 資料 採集が 間断な 

く おこなわれた。 これ は 現在で も 通用す る 組織 論で あるが、 柳 田 ほどの 頭脳と 教養 を もって 相手 を 承服させる こ 

とがで きなければ 実現す る こと は むずかしい。 誰に でもで きる わざで はない ので ある。 柳 田が こうした 地方のお 

びた だしい 知識 を 収奪して、 自分の 学問の 業績の 肥料と した こと はたし かで ある。 しかし、 だからと 云って 「一 

将功 なりて 万骨 枯る」 といった たぐいの 非難 を 柳 田に 投げつ ける の は、 適当で はない。 なぜなら 柳 田 は 資料 を 彼 

の 知友に あおいだ かも 知れない が、 その 理論 や 思想 をぬ すんだ ので はない からで ある。 各自が 提供した 資料 は 柳 

田の 中で はごく 一  部の 役割し か果 さない。 この ことが まちがわれ やすい。 柳 田に かわつ て 誰が 理論 化と 意味付け を 
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する ことができ たかと いうと、 それ は 誰もで きない。 この こと を 梅 棹忠夫 氏が 「チョウ チョウの どういう 卵が サ 

ナギ になって 出て きたと いう こと を 綿密に 観察して 書く 人と、 壮大な チ ヨウの 生物地理学 を こしらえる 人が 別人 

であるの は あたりまえ」 と 云って いるの は 適切な 比喻 である。 (「柳 田 国 男の 世界」 伊藤 幹 治 • 米 山 俊 直 編著) 

たとえば 『遠 野 物語』 の 資料の 提供者で ある 佐々 木 喜 善 は、 柳 田との 共同作業 を 嫌って、 自分 独りで 『江 刺 郡 

昔話』 や 『老媼 夜譚』 などの 昔話 集 を 出版し、 柳 田の 不興 を 買った。 『遠 野 物語』 が 一 躍 柳 田の 文名 を 高めた と 

いう ことから して、 蔭の 功労者で ある 佐々 木 喜 善に 同情 をよ せる 向き も ある。 しかし 当時 柳 田が 佐々 木にたい し 

て 抱いた 懸念、 すなわち 佐々 木が 記録 を 文学的に 粉飾す る 傾向への 警戒 は、 今日に なって 思い当る ところが でて 

きたので ある。 関 啓 吾 氏の 指摘す ると ころで は、 佐々 木が 採集した 昔話の 中には、 外国の 著名な 昔話 集の ほんや 

くの 一部が まじって いると いう。 そこに 明らかに 佐々 木の 作為の 跡が みられる とすれば、 それが 佐々 木の 採 築し 

た 昔話の ごく 一部に すぎない と 云っても、 柳 田が 「一字一句 を も 加減せ ず 感じ たるま ま」 を 書いた という 『遠 野 

物語』 の 精神と はとお く かけはなれ ている。 

話 は 脇道に それた が、 柳 田 は 全国の 弟子 や 知友 を もって、 情報 蒐集の 拠点と みなした。 その 拠点が できあがる 

と、 柳 田の 指導 を 受けた 中央の 民俗学 徒が 地方に でかけて いって は 交流し、 そこでの 成果 を 柳 田に 報告した。 こ 

うする ことで 柳 田の 学問に 必要 不可欠な 資料の 網目 はます ます 細かくな り、 その 量 は 飛躍的に 増大した。 今日で 

は、 文化庁な どが 官費 を もって、 緊急 調査な ど を やる ところ を、 柳 田 はまった く 自分の 力 だけで、 情報 組織 を 作 

りあげた。 柳 田 は 渋 沢 敬 三の ような 財閥の 御曹子ではなかった から、 自分の ポケット マネ ー を 出して、 子飼いの 

民俗学 者な ど を 民俗 調査に 派遣す るよう な こと はでき なかった。 柳 田に 人 を 動かす 金の 余裕な どはなかった。 で 

は 金 を やる こと はでき なくと も、 彼の まわりに あつまった 弟子 や 崇拝者の 生活 上の 面倒 をみ たかと いうと、 そう 

した 気配 もない。 むしろ 彼に 就職の あっせん を 依頼し、 柳 田の 激怒 をこう むった 連中 も、 二、 三に とどまらない- 
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私 はかって 比嘉春 潮から 次の 話 を 聞いた。 伊波 普 猷が沖 11 から 上京して、 定職 もな く、 生活に こまって いたと 

き、 折 口 信 夫 は 時々 金 を 出して やった が、 柳 田 国 男 はまった く 金 を めぐむよ うな こと はしなかった という。 比嘉 

春 潮 は 生涯 変る ことなく 柳 田 を 敬愛し、 また 柳 田 も 比嘉を 大変 気に入って いたから、 その 比 嘉の話 を 柳 田への 誹 

謗と 受けと る こと はでき ない。 むしろ、 柳 田 は 学問 上の 同志と いう ことで 多くの 人た ちとつ き 合って おり、 公私 

の 別 をつ ねに 明確に していた ので ある。 柳 田 は 知的 司祭であって、 その まわりに 信者 を あつめた が、 この 司祭 は、 

政治家 や 新興宗教の 教祖 や 大学の ボ ス のように 金ゃボ スト をち らっかせ ながら 人 を 釣る ような 関係 は 一 切 作らな 

かった。 ただ 知的な 教祖と して 彼の 盲信 者 を 作った こと は 否定で きない。 そこに 今日の 民俗学の 硬直と 停滞の 原 

因の 一 つ を 見る ことができな くないが、 現実 上の 利害関係で むすばれた 間柄でなかった こと は、 柳 田の 学問 を 知 

る 上で 重要な ことで ある。 

柳 田 は 彼の 学問の 崇拝者、 彼の 思想の 共鳴者 を 全国に 配置し、 それ を 情報 鬼 集 網の 結節 点と した。 それ は 三角 

点 を さだめて 測量 をす るのと よく 似て いる。 結節 点が こまかく なるほど、 情報の 価値 もまた 必然的に 増大す る 仕 

掛 になって いる。 しかし 民俗学の 資料 を 漠然と あつめる こと は、 あまり 有益で はない。 柳 田が 着目した の は 民俗 

語彙 を できるだけ あつめる ことであった。 民俗 語 は 方言で あるが、 それ を あつめる 目的 は、 国語学の 分野に おけ 

る 方言 研究で はない。 方言 をと おして、 民俗の 実態 を さぐる ことに ある。 民俗 事象の 「見出し」 としての 大きな 

意味が 民俗 語に あった。 

民俗 語 を あつめる ことの 意義 は 『綜合 日本 民俗 語彙』 の 冒頭に 収められた 柳 田 国 男の 「序文」 ならびに 「編纂 

の 趣旨」 によく あらわれ ている。 その 中で 「一地 方で 転訛して 意味の わから なくなった 語が、 他 地方の ものと 比 
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ベる ことによって 語意 を 知る 場合が しばしば である」 として 次の 例 を あげて 説明して い る。 「たとえば 石川県の 

一部に、 稲の 刈 上 祝 を カリン チョウと いう 例が ある。 これ だけき いたので は 意味が わからない。 これ は カリミ テ 

という 言葉が もとで、 それが カリン テ、 カリン チョウと 転訛した ものである。 ミ テル は 尽きる 意味 だからす ぐ 了 

解で きる。 同様な 言 ひ 方 は、 田植 後の 休日の シロ ミテ、 脱穀 祝の コ キン テ (コ キミ テの 転訛) などに あらわれて 

いる。」 

もとより これ はほんの 一例に すぎない。 たとえば 妖怪 語な どもそう である。 柳 田 は 全国の 妖怪 語、 つまり 子 ど 

もがお 化け をなん と 呼ぶ か を 研究して、 大別す ると モウ コ 系統と ガゴ 系統が ある こと をつ きとめた。 これら はい 

ずれ も、 妖 陸が 「咬もう ぞ」 といって 出現す る 時代の 名 ごり と 見る ので ある" 力 モウが ガゴ、 と モウ コに 分化し 

たと みなす 柳 田の 結論 は、 妖怪 を 指す 民俗 語 を、 ひろく 冤 集す る ことなしに は 生まれる はずはなかった。 

また、 たとえば テテ ナシゴ すなわち 私生児 を あらわす 方言 もさ まざまで ある。 ホン マチ ゴ、 シン ガイ ゴ、 フリ 

タゴ、 マツ ボリ ゴ、 ホック ワラスな どの 呼称 を もつ 言葉が 日本海 沿岸の 東北から 山陰に かけて 分布して いる。 こ 

れは 一 家の 経済に あてるべき 金 を ひそかに へそく つて 貯める という 言葉から、 内証 ごと ま た は 一 個人の 私 事に 

よって 生まれた 子と いう 意に 使われた ものである。 鹿 児 島 地方で テン ドコ というの は、 父親 をよ く 知らない 子、 

つまりお 天道 さまの 子の 意であった ろう。 近 江で ツキ ョゴと 呼ぶ の は、 月夜の 野原の 愛の 交歓に よって 生まれた 

子と いう 意味だろう か。 このほか 会津 あたりで シ ラハゴ というの は 白 歯 子であって、 嫁に 入る とかなら ず お歯黒 

を そめる から、 そうでない 境遇の 親から 生まれた という こと を 意味す る。 これとおなじ ような 内容 を もつ ものに 

ャグサ ミグ ヮ ー と 沖繙国 頭で 云う 言葉が ある。 ャグ サミは 女の 独身 を 指す。 出 雲ゃ紀 州の ャマ メゴも 同様で ある- 

また、 ヒロ イツ コ とか ミ シケゴ という 言葉 も ある。 ミシ ケルは 見付ける という 九州 方言で、 ヒロ イツ コと おなじ 

ようこ、 家の 滴 流で よな、.' という 意 はもち ろん のこと であるが、 おもわぬ 見つけ もの、 ひろいもの というの は 
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私生児 を 家族の 一 員と する 際の 気持 を あらわした ものであろう。 こうした さまざまの 例 をつ きあわせて みると、 

私生児に たいする 一 時代 まえの 各地 方の 人た ちの 気持 をよ く 推測す る ことができる だけでなく、 私生児の 本質と 

いう もの を 見き わめる こと も 可能と なる ので ある。 

柳 田の 著作 全体が こうした 民俗 語 を 軸と して 展開して いると 云 つ て も 過言で はない。 つまり それ は 民俗 語 養の 

応用 篇と 称すべき ものである。 一方 柳 田 は 彼が 読破した 書物、 あくな き 探求 心に 支えられた 應大な 聞き 書 を もと 

にして、 民俗 語 を 一 々力— ドに とって 保存し、 それ を 分類して 次々 に 習俗 語彙 集 を 刊行した。 それ を 羅列す ると 

山村 • 産 育 習俗 • 婚姻 習俗 • 分類 農村 • 葬送 習俗 • 分類 漁村 • 服装 習俗 • 禁忌 習俗 • 居住 習俗 • 歳 時習 俗 • 分類 

山村 • 族 制 語彙. 分類 児童 • 日本 伝説な どの 語彙が あり、 これ を まとめた のが 『綜合 日本 民俗 語彙』 である。 柳 

田の 亡くなつ たのち 分類 祭祀 習俗 語彙と 分類 食物 習俗 語彙が 追加 編纂され た。 

これら 語彙 集の 役割 をき わめて 重要な ものと して 着目し、 そのこと を 力説して いるのに 神 島ニ郎 氏が いる。 神 

島 氏 はな かで も 「族 制 語彙」 を 高く 評価して いる。 親族 呼称と 親族 組織の 間に 見の がす ことので きない 密接な 対 

応 関係が ある こと は 人類学者の 指摘す ると ころで あるが、 柳 田 はさり 気ない かたちで その 仕事に 手 をつ けて いる。 

また 彼が 『蝸牛 考』 で 全国の 幾 百に のぼる 蝸牛 方言 を あつめ、 それ を 駆使しながら、 方言 周 圏 論 を 発明し、 提唱 

したの は あまりに も 有名で ある。 

五 

柳 田 は 地名 方言の 採集 にもつよ い 関心 を 抱いた。 それ を 整理して、 地名と 土地との 関係 をつ きとめよ うとした 

のが 『地名の 研究』 である。 日本に おける 地名 研究 は 最近と みに 活潑 になって きたが、 その 重大 さに はやくから 

気付いて 研究の 端緖を 開いた の は 柳 田で ある。 たとえば、 福 良と いう 地名 は 海岸線の 湾曲して、 > る ところ を 指す 
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が、 これ は 風 をよ け 舟 をと める 地形で あり、 また 陸から 網 を 引く ことので きる 地形で ある。 しかるに フ クラと い 

う 地名 は 山中に も ある。 袋と いう 地名 は 福 良と おなじような 語で あるが 山中に はなく、 主として 平地の 水辺に つ 

けられた 名で ある。 この ことから みれば、 フ クラと フク 口と は 同じ 地名が 地方に よって 発音 を 異にして 用いられ 

るよう になった という もので はない ことが 分る。 つまり フ クラと フク 口の 二つの 語が 分化した のちに、 こうした 

命名が おこなわれ たと 思われる というの が 柳 田の 説で ある。 そして 水辺から すこし はなれて 袋と いう 地名が ある 

とすれば、 そこから して 水流が 変更して いる 実情 を 知る ことができる という。 

このように 地名 を 手がかり として 地形 を 察する ことが 可能で あると 同時に、 どうした 地形に どのような 地名が 

つけられて いるかに よって、 それ を 命名した 人た ちの 意識 を さぐる こと もで きる。 地名に かぎらず 民俗 語と いう 

の は 事物の 指標で あると 共に、 それ を 名 づけた 人た ちの 意識 内容の 指標で も ある。 民俗 語 は 物と 意識の 両側 面 を 

担って いる。 標準語 や 共通語が たんなる 物の 符牒と しての 役し か果 さない のに、 民俗 語 は それ を 使用す る 人び と 

の 意識と しっかり むすびつ いている。 そこで 常 民 生活の 意識に 深く わけ 入る ために は、 民俗 語と いう 媒介物が 要 

求され る。 柳 田 は そのこと を 熟知して いた。 彼 は あまり 民具な どに は 関心 を 示さなかった" 民具と いうより は 民 

具の 呼 # 'の 方に 興味 を もった。 それ は 物 は ある 意味で は 何も 語らない が、 民俗 語 は それ 自体で 何 か を 語って いる 

からで ある。 こうした 柳 田 は 民俗 語の i 集と いう 根気の 要る 仕事に 耐えた ので ある。 

それ は ひとつに は 言葉に ついての 鋭敏な 本能が 柳 田に あつ たからで ある。 折 口 信 夫 もこの 点で は 柳 田と おなじ 

であった が、 柳 田と ちがって 折 口 は、 国文学 や 古代史の 記録 史料の なかに、 言葉の 奥深い 意味 を さぐる という 作 

業 をお こなった。 

さてこう した 柳 田の 民俗 語にたい する 積極的な 関わり は 今後い つ そう 強調され 普遍 化される 必要が ある。 普遍 

化と いうの は 柳 田の 個人 芸に これまで 頼って いた もの を、 組織化して 共同作業に 移す ことで ある。 しかし それ だ 
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けです むと いう もので もない。 というの は t 鬼 集した 資料と しての 民俗 語の意味 を 正確に さぐる こと は 誰に でもで 

きる わざで はない からで ある。 それなりの 困難が ひかえて いる こと は あらかじめ 知つ てお くこと が 肝要であろう。 

六 

柳 田が 民俗 語に 着目した の は、 彼が 文学者の 素質 を もってい たからで あり、 言葉 をと おして 物に 接する ときの 

感応 能力 を そなえて いたから である。 この 能力 は 柳 田に おいて 顕著で あるが、 常 民の 世界で も 以前 はさ ほどめず 

らしい ことで もなか つ た。 

私が 宮 古島の 離島の 大神 島で 聞いた 話で あるが、 旧暦 九月に なると、 どこの 家で も クライに 水 を はって、 一年 

中の 悪口 を あつめ、 村の 辻に もっていって タ ライの 水 を 流す という こと をす る。 つまり 言霊 はよ くも 作用す るが 

悪い 方に 働き も するとい う 言葉の 威力 を 信じて いる。 このように 近代 以前に さかのぼる ほど、 人び と は 言葉と 物 

との 相互 浸透 力 をうた がわな か つ た。 それ はまた 眼に 見える 世界と 眼に 見えぬ 世界との 交感が 成立して いる こと 

を 意味して いる。 

柳 田が 生得の 感受性 を 民俗学の 世界で もっとも よく 発揮した という こと は、 民俗学の 世界が それ を 受け入れる 

素地 を もともと そなえて いたから に ほかなら ない。 そこで ふしぎな 逆説が あらわれる。 明治の 知識人 は、 伝承 的 

で 非 個性的な 世界に しばられる ことに 甘ん ぜず、 自分の 感情 を 自在に 吐露で きる 世界と して 文学 をえ らんだ。 柳 

田 も 一 時 はそう であつ た。 だが、 柳 田 はしば らくす ると 近代文学の 世界 を、 自分の 思想 や 感情 を 表現す るに は 窮屈 

な ものと 感じ はじめた の だ。 そうして 知識人が 脱け 出そうと している 伝承の 古めかしい 世界へ むか つ て 進んで い 

つた。 これ は ある 者た ち、 とくに 柳 田の 友人の 文学者た ちに は 時代に 逆行す る ものと 受け とられた にちがいない。 

しかし 柳 田に とって はそう ではなかった。 彼 はそう した 伝承 的な 常 民の 世界が、 よりいつ そう 自分の 思想 や 感情 
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を充 B.* させる ことができる ものである こと を 発見した。 これ は 一 体 どういう ことだろう 力 

なぜ 菅江真 澄が 旅の 中に 一 生 をす ごしながら 常 民 へ の 関心 をた やさな か つ たかと いう 疑問と おなじように、 柳 

田が 民俗学に かかわり あつ た 謎 をと くこと は 容易で はない。 ただ 柳 田が 民俗学の 世界で 文学の 世界 以上に 自在に 

呼吸で きたと いう こと は、 彼に とって、 民俗学の 世界が 文学の 世界より は、 いっそう 文学的で あつたと 考える ほか 

あるまい。 これ は 逆説の ように 見える が 真実で も ある。 そのこと は 柳 田の 民俗学 的な 文章 を 思い起す だけで 充分 

である。 たとえば 『遠 野 物語』 の 序文 はかず 多くの すぐれた 文学者 を讃歎 させなかった だろう か。 『海 南 小 記』、 

『雪国の 春』 のどの ぺ ー ジを 開いても その 文学的 香気が 立ちのぼ るの を 感じないだろう か。 日本文学 全集に 柳 田 

の 民俗学 的 作品が 収録され たと ころで、 今日 それ を あやしむ もの は あるまい。 しかし 民俗 的 世界が 彼の 文学的 感 

情 を 吸引す る 力 を もっていた ところで、 彼 は 民俗学の 領域で 文学 を やる つもりはなかった。 文学の 世界から 足 を 

洗って 民俗学 へ おもむい たこと は 彼に とって は ひとつの 大きな 決断であって、 民俗学から 文学 へ と 逆行す るよう 

な こと は 一度 も 考えた ことはなかった。 にもかかわらず、 文学的 感情 は 民俗学 を 志向す る 柳 田の 中に 残留した。 

とすれば、 文学の 心 を もって 民俗の 世界 を さぐった とはいえ ないだろう か。 つまり 彼の 文学の 心 を 充足させる も 

のが 民俗の 世界に あつ たからで ある。 それ は 具体的に いえば 何であろう か。 

ドイツ 浪漫派の 文学者た ちが 宗教 感情の 持主であった ように、 柳 田の 文学的 傾向 は 浪漫的な もので あり、 宇宙 

と 冥 合する 宗教 感情に 裏付けされ たもので あった こと は、 彼の 若い 日の 抒情詩 を 見れば 一目瞭然と している。 こ 

のこと について はすで に 論じられて きている からこ こ にくり かえさな いが、 こうした 文学的 力つ 宗教 的な 感情の 

擠 帯よ つねに 伝統的 世界の 母胎と つなが つ て いる。 という ことから 自分の 感情の 深みに 降りて ゆこうと すれば 

いきおい 伝統的な 共同体の 世界に 下降す る 以外に なか つたので ある。 柳 田に とって は 民俗 的 世界 は 文学的 感情の 

a- 胎 であり、 原 酒で あり、 岩盤であった。 西欧 直輸入の 思想 や 二番煎じの 文学 理論に あき 足りなかった 柳 田 は- 
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自分の 文学的 かつ 宗教 的 感情の い つそう の 充実 を 求めて、 伝統的な 世界の 探求に 出発した という ことができる。 

つまり それ は 青春期の 詩の 世界から 壮年 期の 散文の 世界 へ の 転身と いうば かりで はな か つたので ある。 柳 田が 文 

学と 訣別して 民俗学 を 志向した 時期 は、 明治 四十 年代の 初頭で ある。 その 著作の 第一が 九州 日向の 椎葉 における 

のちの かりことば のき 

猪 狩の 聞き 書 『後 狩詞 記』 (明治 四十 二 年) であり、 ついで あくる 年 『遠 野 物語』 と 『石神 問答』 を 刊行し、 大 

正 三年に は 『山 島 民譚集』 を 世に 問うて いる。 これらの 著作が いずれも 伝承の 世界の 聞き 書、 または 記録で あつ 

て、 そこに は 伝説の 色彩 ゆたかな 世界が ある。 伝説 もまた 口承 文芸と して 文学と は 無縁で はない。 柳 田が 民俗の 

世界に 踏み 入る にあた つ てまず 文学と 近接した 伝説の 世界に 足 をお ろした こと は 意味の ない ことで は な い。 『後 

狩詞 記』 の 序文 は 『遠 野 物語』 の 序文に おとらず 散文詩に ふさわしい 文章 だ。 その 一節 を 次に 掲げて みる。 

「この 荒漠 たる 火山の 裾野が 原 も。 阿蘇の 古武士に とって は 神の 恵の 楽園であって。 代々 の 弓 取が 其の 生活の 

趣味 を 悉く 狩に 傾けて 居った こと は 明かで ある。 処 がその 大宮司 家 も 或 時代に は 零落して。 初 は南郷 谷に 退き。 

次に は 火山の 西南の 方。 矢 部の 奥山に 世 を 忍び。 更に 又 他国の 境にまで も 漂泊した ことがある。 祖 神の 社頭に 

は 殺生 を 好まぬ 法師ば かりが 衣の 袖を飜 へし。 霜の 宮の 神意 は 知らいでも。 阿蘇 谷の 田の 実は 最早 他国の 武家 

の 収穫であった。 昔 肥 前の 小 城の 山中で 腹 を 切った 大宮司 は。 阿蘇の 煙の 見える 所に 埋めよ と 言った とい ふこ 

とで ある。 其 子孫が 久しく 故 土に 別れて 居った ので ある。 嘸 かし 遙に神 山の 火 を 眺めて。 産 土の 神と 下野の 狩 

と 懐かしが つたこと であらう。」 

柳 田 は 阿蘇の 火口原と 裾野と で 狩 くらす 武士 を 描いて いるが、 この 文章の 中に 彼の 文学的 感情 は汪 溢して いる 

の を 看取す る ことができ るので ある。 
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「民俗学 は その 発祥から して 屍 臭の 漂う 学問であった。 死と 共同体 をぬ きにして、 伝承 を 語る こと はでき ない 

この こと は、 近代文学の 本質的 孤立に 深い 衝撃 を 与える ので ある」 と 三 島由紀 夫が 自決の 数 力 月 まえに 書いた 文 

章 は、 民^学の 性格 をよ く 見抜いた 言で ある。 もともと 三 島 は 民俗学と は 無縁な 生き方 をした 人間で あつたが、 

皮が 死の 共同： の 一 員と なること を 決意した ときで あつ たから、 こうした 本質的な 理解 を 示す ことができ たので 

あろう。 三 島の 言葉 を 裏返しに してみ ると、 近代 現代 文学 は 「死と 共同体」 から 切り はなした 形で 「生」 と 「個 

、-と を 対象と している ことになる。 柳 田が そうした 点に あき 足らなかった こと はすで に 述べた。 柳 田 は 文学の 

世界から 伝承の 世界へ 移った とき その 不満が はじめて 解消され た。 なぜなら、 伝承の 世界 は 生者と 死者の 共同体 

だからで ある。 

柳 田 は 生者と 死者との 交流す る 伝承 世界の 学問的な 観察者と して あくまで 科学者の 眼 を 失わな か つ たが、 彼の 

宗教 感情 はそう した 知的 探求 をと おしてい やされ た。 それ は 彼の 『先祖の 話』 や 『海上の 道』 などの 熱の こもつ 

た 著 乍が 何よりの 証拠で ある。 日本 民族の 魂の ゆくすえ、 こしかた を 追求した この 二 作 は 柳 田の 著作の なかで も 

とりわけ 特異な 地位 を 占めて いる。 ある 人び と はこれ が はたして 科学的な 著作 かどう か あやしむ であろう。 だが 

人間 を 対象と した 科学に は 理性 や 論理 だけで はなく、 直感と か 感情と かが 参与し なければ ならない と 杖 田 は、 丄得 

ていた。 とするとき、 柳 田の 文学的な 感性 や 宗教 的な 心情 は 民俗学の 場に 移して 大いに 役に立つ ことにな つたの 

である。 民俗学 は 人間の 科学の 一分 野で あり、 日本人の 意識 を 歴史的に 追求す る 学問で ある。 こうした 視点から 

民俗学 をみ ると、 民俗学が 歴史学 (国史) にも 民族学に も 包摂され ない こと は 明らかで ある。 なぜならば、 民俗学 

よ 日本人が 自己 を 内省 するとき こ はじめて 成立す る 学問 だからで ある。 自分で 自分 を 見る ために は 首 を ねじまげ 
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ねばならぬ。 つまり それ はたんなる 観察で は 把握し にくい。 自分で 民族と しての 自己の 内面 を のぞきこみながら、 

意識の 深みに 降りて いくこと が 求められる。 そうして 日本人の 深層 意識の 底に は 日本人と しての もっとも 奥ぶ か 

い 主題で ある 信仰の 問題が よこたわつ ている。 

日本人の 信仰の 特色 を  一 口で いうと なれば、 生者と 死者との 往来の 可能で あり、 人 は 死んで なお 生まれ 変る こ 

とが 可能で あると いう 思想で ある。 柳 田 は 彼に 教え を 乞いに くる 若者に むかって、 日本人の 宗教 研究 を 自分の 信 

仰と ごち や まぜに する こと をい ましめ た。 自然科学 者まで が 進んで ミソギ を やった 戦時中に、 柳 田 はもつ とも 神 

がかり になる ことがなかった。 それ は 柳 田 ほどに 日本の 神 を 知っていた 者はなかった からで ある。 その 柳 田に し 

て、 死者の 世界に 敬虔で あり 好奇の 心 を もやした の はどうした 理由に よる ものであろう か。 

柳 田 は 本 居宣長 を師と 呼びながら、 宣長 ほどに 死後の 生活に 冷淡ではなかった。 平 田 篤 胤の ように 積極的に 死 

後の 世界の 消 息をさぐ ろうとす る こと はつつ しんだ が、 どちら かと 云えば 死後の 世界への 関心に おいて は、 柳 田 

は 本居宣 長よりも 平 田 篤 胤の 方に 近い。 

その 原因 はまず もって 柳 田の 幼少 時の 家庭環境に 求められよう。 彼の 父親の 松 岡 約 斎 は 中年に なつてから 神官 

になった 人です こぶる 敬神の 念が 篤かった。 また 柳 田の 歌道の 師 であった 松 浦获坪 は、 柳 田に むかって、 「かく 

り 世」 はお 互いの 眼に は 見えない が、 自分 たちのい る 部屋に も ある。 われわれの 言動 はみ な 聴かれ、 視られ てい 

るから 悪い こと はで きないと しばしば くりかえし たという。 この 二人の 影響の ほかに 柳 田が 死者 や 幽冥界に 関心 

を もった の は、 もう 一 つの 理由が あると 私 は 考える。 それ は 柳 田が 常 民 を どう 捉えた かとい う 問題と かかわって 

くる。 
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人間と ほかの 動物との ちがいに ついては いろいろな 云い 方が できる が、 その 最大と 居 われる ものの 一つ は、 ス 

間 ま 死後の 世界 を 考える ことので きる 動物 だとい うこと である。 死後の 世界 を 考える と 云っても、 哲学 や 高級な 

宗教が 考える ような もので はなく、 それぞれの 部族 あるいは 民族に よってち がう 死後の 世界で ある。 そういう 他 

か41^|^、^か(」，^^^-.^^かき物としでの人間が常民でぁる。 こうした 規定に つ いて は 柳 田が 明言して いる わけで は 

ない が、 柳 田の 諸 著作に ついて 考える とき、 それが 柳 田の 思想の 根本 規定で あると いう ことが 推量され るので あ 

る。 

人間 を 自然 的な 存在と して 規定 するとい つ て も それ は 生物学 的な 規定と 多少ち が つてい る。 儀礼と か 慣習と か、 

人間に は ほかの 動物と ちがつ た 側面が ある。 そうした もの も 含めての 自然 的 規定に よ つ て 生まれた 観念が 常 民で 

ある。 自然と しての 人間、 すなわち 常 民の 特色 は、 その 世界が つねに 循環 的、 かつ 回帰的で あると いう ことで あ 

る。 この ことから、 常 民の 歴史 は 自然 史の 一部で あると みなす ことができる。 また 民俗 誌 は 博物 誌の 一章に ほか 

ならない といえる。 

常 民 を 自然 的 人間と して 捉える という こと は、 人間の 歴史に は 何 一 つと して 意味の ない ものはなかった ことの 

主張で も ある。 どんなに 大昔の 種族、 または 未開の 民族で あれ、 彼らの 行為に は それなりの 理由が つきまとって 

おり、 各 時代 各地 方の 民族 や 種族 は、 それぞれの 意味と 価値 を 所有す る。 そこに は 全 時代、 全社 会 をと おしての 

固定した 観念 は 存在し ない。 

柳 田が 自然と しての 人間 を どう 捉え たかは 『山の 人生』 の 中の 次の 文章に よく あらわれ ている。 

「大正 四 年の 京都の 御大 典の 時 は、 諸国から 出て 来た 拝観 人で、 街道 も 宿屋 も 一杯に なった。 十一月 七日の 車 
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駕御 a- 着の 日な ど は、 雲 も 無い 青空に 日が よく 照って、 御苑 も 大通り も 早天から、 人 を 以て 埋めて しまつ ヒの 

に、 尚 遠く 若 王子の 山の 松林の 中腹 を 望む と、 一筋 二 筋の 白い 煙が 細々 と 立って 居た。 は k あ サン 力が 話 をし 

て 居るな と 思 ふやう であった。 勿論 彼等 はわ ざと さう .Ic, るの ち^き，^ へ，^。」 (傍点 引用 者) 

これ は 柳 田が 大正 四 年に 京都で おこなわれた 大嘗 祭に 奉仕した ときの 文章で ある。 彼 はこのと き 四十 一歳、 貴 

族院 書記官 長の 職に あった。 彼 は 宮中の もっとも 重要な 儀式に 参加しながら、 他方で は サン 力の 煙の あがる の を 

見落さなかった。 このような 眼 を 柳 田 は どこで 獲得した か。 それ は 彼が 人間 を 自然 的 存在と して 捉えた からで あ 

る。 柳 田 は 天皇 もまた 常 民で あると 云った が、 宮廷の 年中行事 や 慣行に は 常 民の 古風な 習俗が 反映して いる、 まあ 

いが すくなくない。 そうした 宮中 儀礼の なかで も 最も 重要な 大嘗 祭と、 山林 放浪の 民の 行為と は、 その 根底に お 

いてつな がり を もつ ので ある。 もっとも 隔絶した この 二つ の 社会の 間に ひとつの 共通した 線 を 引き 得る という こ 

と は、 柳 田が 人間 を 自然 的 存在と して 把握す る ことがない かぎり、 できる わざではなかった。 

しかも 彼 はさきに あげた 文章の 末尾に 「勿論 彼等 はわ ざと さう する ので は 無かった」 という 一行 を 置く こと を 

忘れない。 宮中の もっとも 厳重な 践祚の 大典 を サン 力 は 知っていた のであろう か。 そうと は 考えられない。 まヒ 

サン 力の 仲間 どうし、 狼煙 を あげて 話 をして いた はず もなかろう。 サン 力の あげる 煙 は、 一切の 意味付けから は 

なれて いる。 あらゆる 意味 を こめた 大嘗 祭の 儀礼から もっとも 遠い のが サン 力の 煙で あり、 それ は 無心に 秋の 青 

空の 中に とけて いく。 柳 田 は 心に くいこの 一行の 文章に、 いかめしい 大嘗 祭の 意味 を 無 化する 存在の ある こと を 

ほのめかして いるので ある。 

彼 は 『民間伝承 論』 の 中で 政治 史の ような もの も、 いずれ は 精確な 社会 人類学の 一章に 要約され る 時代が くる 

かも 知れない と 云って いるが、 高度な 政治 史の 頂点から 常 民の 底辺まで つらぬく ものが、 自然の 一員と しての 人 

間の 認識から 発する 無慈悲な 閃光で ある こと を 柳 田 は 知り抜いて パ たので ある。 


自然 的 存在と しての 常 民にたい して 柳 田 は 認識 者と しての 位置 をく ずす こと はな か つ た。 柳 田の 常 民にたい す 

る 同情 はつねに 「知る」 という 行為 をと おして 表明され た。 そこで 柳 田の 文章に は 同情の 熱い 心と 冷たい 認識 者 

の 目が 二 筋の 光の ように もつれあって いる。 私 はかって 柳 田が 主宰して いた 成 城の 民俗学 研究所 を 訪れた とき、 

本棚に 並べられ たどの 書物 を 抜きと つ て 開いて みても、 柳 田が 赤ィ ンクで ほどこした 符牒が しるされて いるの を 

みて、 一 知 半解の 善意と 反対の 極に ある 柳 田の 冷徹な 情熱 を まざまざと 見た ように 思った。 

柳 田 は 常 民 を 感傷的な 筆致で 描いた こと は 一 度 もない。 「清 光 館 哀史」 が 世間に 喧伝され て いるが、 柳 田と し 

て は 本意で はないで あろう。 しかし 知識人にたい するとき の 柳 田 はそう ではなかった。 彼 は 常 民にたい する 同情 

をむ き 出しにした。 

「日本な ど は 農の 歴史で も税の 歴史で も、 鎌 倉 室町の 五六 百年 間 を、 ぴ よいと 跨いで 来た ままに 抛って 置きな 

がら、 お まへの 村の 由来 は 不明 だ、 平民 は 要するに 無名 だと、 乞食が 金 を 借りに 来た 時の やうな 挨拶 を 為し、 

そして わき を 向いて 国民性 を 論ずるな ど は 感心し ないで はありません か。」 

「実際 多数の 平民の 記録 は 粗末に 取扱 はれて 来ました。 絵本 太閤 記な どの 絵 を 見ても、 旗 持の 後 や 馬の 藤な ど 

に、 無数のへ の 字が 積 重なって 居る の は、 あれが 所謂 雑兵の 陣笠であります。 …… 併し 戦争 は 腕力で 番附を 作 

るから 是 もまた 仕方が無い としても、 平和 時代の 名所 図会な どに、 或は 両国の 川開きと か、 祇園 天満の 祭礼の 

図と か を 見る と、 小さな 円の 中に 眼と 口と だけ を 書いて 之 を 見物と 名 づけ、 其 又 後に は 無数の 丸薬の やうな も 

の を 一 面に 拉べ て、 之 を 群集な ど、 謂 ふので あります。 殆と 人格 を も 人情 を も 無視した 態度ではありません か。」 

これ は 「郷土 試論」 からの 引用で ある。 柳 田の 怒りが 爆発した もう 一 つの 例 を 見よう。 大正 十四 年に 柳 田 は 
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「南 島 研究の 現状」 と 題して 講演した が、 その 冒頭に 次のように 述べた。 

「大地震の 当時 は 私 は ロンドンに 居た。 殆と 有り得べ からざる 母国 大厄 難の 報に 接して、 動顚 しない 者 は 一人 

も 無い とい ふ 有様であった。 丸 二 年 前の たしか 今日で は 無かった かと 思 ふ。 丁抹に 開かれた 万国 議員 会議に 列 

席した 数名の 代議士が、 林 大使の 宅に 集まって 悲 みと 憂 ひの 会話 を 交へ て 居る 中に、 或 一人の 年長 議員 は、 最 

も 沈痛なる 口調 を 以て 斯う レ ふこと を 謂った。 是は 全く 神の 罰 だ。 あんまり 近頃の 人間が 軽佻浮薄に 流れて 居 

たから だと 謂った。 私 は 之 を 聴いて、 斯うい ふ 大きな 愁傷の 中で はあった が、 尚 強硬なる 抗議 を 提出せ ざる を 

得なかった ので ある。 本 所 深 川 あたりの 狭苦しい 町 裏に 住んで、 被服 廠に 遁げ 込んで 一命 を 助からう とした 者 

の 大部分 は、 寧ろ 平生から 放縦な 生活 を 為し 得なかった 人々 では 無い か。 彼等が 他の 碌 でも 無い 市民に 代って、 

こ の 惨酷なる 制裁 を 受けなければ ならぬ 理由 は どこ に 在る かと 詰問した。」 

柳 田の 口吻 を 伝える ためにな がい 引用に なった が、 しかも これ は マ クラであって、 沖繙の 貧窮の 原因 は、 今日 

なやみ 苦しんで いる 沖繙の 人た ちに あるので はなく、 沖繙を 支配して きた 為政者た ちの 政治 経済の 政策の 破綻で 

ある こと を 述べる のが 彼の その 日の 講演の 真意であった。 柳 田の 自叙伝で ある 『故郷 七十 年』 をみ ると、 柳 田が 

上野の 美術学校の 講堂に 招かれて この 講演 をした とき は、 上 原 勇 作 を はじめ、 鹿 児 島 出身の 陸軍のお 歴々 の 大将 

など を まえにして、 なかば 抗議の ような 形で 琉球 のために 弁じた と 記して いる。 柳 田が 薩摩 藩と それに つづく 鹿 

児 島 出身の 役人 や 商人の 非 を 鳴らす こと を もって 話 を はじめた とき 鹿 児 島 出身の 名士た ちが、 どのような 思いで 

この 講演 を 聞いた か 想像す るに あまりが ある。 

これらの 事例 をみ ると、 柳 田が 「小さき 者」 のために 味方して、 その 代弁者と なろうと した ことが 手に とる よ 

うに 分る。 
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柳 田 は 戦後し ばらく たった 頃、 ある 書評 新聞の 生涯の 信条と は 何かとい う アン ケ ー トに 「人の 読まない 本 を 読 

むこと」 と 答えた ことがあった。 柳 田 は 三十 歳 前後に 内閣の 記録 課長 を 四 年 ほどつ とめた ことがある。 そのと 

き 内閣 文庫に 収められて いる 珍本 ゃ稀覯 書の たぐい を 読み 漁つ たが、 こうして ぐずぐずして いると 書物 を 読んだ 

だけで 一 生が 終つ てし まう と 反省し、 本 は 要点 をつ かむ だけにして それ を 実地に 即して 調査す る 道 をえ らんだと 

『故郷 七十 年』 で 述懐して いるから、 柳 田が 右の ような 返答 をした という こと は、 人の 読まない 珍本 ゃ稀覯 書と 

いう 意味で ない こと は 明らかで ある。 柳 田の 真意 は、 誰も 相手に しない 本、 あるいは 専門の 学者で も 無用と 思う 

本の 類 をせ つ せと 読んだ という ことで、 一 般 人が 入手で きない 本 を 特権 的な 立場 を 利用して 読んだ 若い 日の 体験 

を 持して 云った ので はない。 むしろ 古本屋の 店先に ころがって いるよう な ありふれた 廉価 本の 中に も、 思わぬ 発 

見が ある こと を 云いたかった ので は あるまい か。 それ は 一見 無駄と 思われる 本 を 読め、 という 読書の すすめと 受 

けと つても かまわないだろう。 

しかし また 人の 読まない 本と いうの は 人の やらない 学問 領域の 本と いう 意味で も あるの だろう。 それ は 遠い 異 

国の いま は 亡び 果てた 言語 を 研究 するとい つ たもので はなく、 柳 田に とって は 日本人の 日常生活の 実態 をく わし 

くしら ベる ことであった。 逆説め いて 聞え るか も 知れない が、 ありふれた 人た ちの 生活 を 探究す るた めに、 柳 田 

は 人の 読み 落した 本 を 読まなくて はなら なか つ た。 人が 読んで いる 本ば かり 追つ かけて いて はとても 人の やらな 

い 学問 はやる こと はでき ない。 そこで 時流に さからって 自分な りの 本の えらび 方 をした というの は、 もっとも あ 

り ふれた 日常生活が もっとも 記録と して 残されて いないからで もあった。 ふしぎな 話で あるが、 柳 田が 手 を 着け 

I るまで 日本の 学問 は 日常の 事柄に つ いて は 何にも 教える ところが なか つ た。 迂遠 高尚な 主題に ついては 精 級き わ 
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まる 考証 を ほこる 歴史家 も、 毎日の 食事が いつ 頃から 三度に なり、 またい つ 頃から 雑榖を 混えない 白米ば かりの 

飯と な つ たかに ついて 答える ところ を 知らない。 それでいて 涼しい顔 をして おられる というの は 日常茶飯事 は 学 

問の 対象と ならない と 思われて いたから であろうが、 しかし これほど 万人に 関心 を もたれる 事柄 もない こと は、 

戦時中 もしくは 敗戦 直後の 食事時 を 想起す る だけで 充分で ある。 

こうして みれば、 柳 田が 常 民の 日常生活 を 対象と する 民俗学 を 創 成した こと は、 日本の 学問の ながい 伝統の な 

かで も 画期的な ことであった。 柳 田 は 日本の 学問の 空白に こそ 情熱 を もやした の だ。 そのために 人の 読まない 本 

を 読まなければ ならな か つ た。 

柳 田 は 常 民の 日常生活 を 分り切つ たものと は 考えな か つ た。 多くの 学問が 未知から 既知 へ の 道程 を 当然な こと 

として あゆむ のにたい して、 柳 田 はつねに 既知 (と 思われる もの) を 未知の 世界へ とかえ す こと を 試みた。 このよ 

うにして 日常生活 は 謎につつ まれる ことにな つた。 あらゆる ものが 眼に 見えない 意味 を かくして いた。 型に はま 

つた 何の 奇 もない ものと みなされ ていた 日常生活の 事物 は、 まるで 魔法に かけられ たもの たちのよ うに、 その 前 

身 を 秘めた まま、 柳 田に 問い かけられ るの を 待つ ていた。 「われ 何 を か 知る」 というの は モンテ ー ニュ の 座右銘 

であった が、 柳 田 はおな じょうな 意味の こと を 「無知の 相続」 と 表現した。 知識と いう ものの もつ 限界 を 見き わ 

めて、 広大な 謎の 世界に たいして 謙遜なる べき こと を 知識人に 要求した 言葉であった。 無知 を 相続 するとい うこ 

と はもう 一 つ の 柳 田の 言葉 を 借りれば 国民 共同の 疑問 を 受けつ ぐと いう ことで も ある。 

十一 

柳 田 国 男 は 民俗学の 確立 を 目指した が、 それ は 日本人の もっとも 奥深い 感情 や 意識 を 明らかにする ためで あつ 

た。 では それ を 明らかにする こと は 柳 田に とって は、 どういう 意味 を もっていた のだろう か。 彼 は それまで ョ T 
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口 ッ パ の 文化に 正確に 触れて いた。 その 柳 田が 日本の 土俗 的な 世界へ 転身して 没入した というの は 何 を 期しての 

ことで あつ たのだろう か。 つまり ここで 私 は 柳 田の 根源 的な 衝動と は 何で あつ たかを 問題に しょうとして いるの 

である。 

おそらくこう 推測して 誤り はない と 思う が、 柳 田 はいち はやく 泰西 文化の 模倣 を 脱して、 日本人が みずからの 

土壌に みずからの 足で 立つ に はどう すれば よい か を 考えた 稀 有な 明治 人で あつたの だ。 かって は 日本 は 圧倒的な 

中国 文化の 影響 下にあった。 そのと き 本居宣 長が 出て、 文化の 次元に おいて 日本の 主体性 を 回復す るよう に 努め 

た。 それと おなじ こと を 柳 田はョ ー ロッパ 文化に 浸蝕され た 明治時代 にやった。 ただ 方法 は それぞれ ちがって い 

た。 本 居宣長 はあくまで 文献学 的な 方法に 依った が、 柳 田 は もっぱら 文字な き 社会の 伝承の 方 を 重視した。 柳 田 

の やり方の ほうが 宣 長の 方法より はい つそう 徹底して いる。 

柳 田 はさきに ふれた 「南 島 研究の 現状」 と 題す る 講演の 中で 「五大国の 一 などと いふ 空な 語 を 以て 物 を 知らぬ 

人 をお だて &、 何等 模倣 以上の 努力 をせ ずして 半世紀 は 既に 過ぎて しまった」 と 慨歎して いる。 これとおなじよ 

うな 激語 を 柳 田 は 彼の 最晚 年の 著作の 『海上の 道』 の 冒頭で も 吐いて いる。 すなわち 「よその 圍 の 学問の 現状 を 

熟知し、 それ を 同胞の 間に 伝へ る こと を 以て、 学者の 本務の 極限と する やうな、 あはれ な 俗解」 という 云い 方 を 

している。 また 『故郷 七十 年』 では 「単に 外国の 文献 を飜 訳して、 それ を そのまま 日本に あてはめて、 日本 も か 

うでなくて はならない とい ふ 風な 割り切り 方 をす る 学者の あり方に 私 は 激しい 怒り を 覚えずに は ゐられ ない」 と 

も 云って いる。 これら を 見れば、 日本の 学問が 欧米の 学問の 受け売り だけに 終始して いる ことに 対して 柳 田が も 

つ とも にがにがしく 思 つ ていた こと はよ く 分る。 日本人の 主体性、 いま はやりの 言葉 を 用いれば アイデ ン ティ テ 

ィを 確立す るた めに はどう すれば よい か。 柳 田の 学問 を この 一 点に しぼ つてみ る 必要が ある。 

西欧の ように、 云統 文化の あると ころに は アイデンティティ はすで に 確立され ている。 では 日本に そのような 
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もの は ある 力。 外来 文化の 影響 を 顕著に 受ける か、 あるいは 上流 責族ゃ 武士 僧侶 階級の 中に のみ 受けつ がれた 文 

化 は ある。 しかし 国民の 大部分に その 文化が 浸透 普及して きたと は 云いが たい。 そうした とき 国民 共同の 伝統 文 

化 はま だ 発見され もせず 発明 されても いないで はない か、 と 柳 田 は 考えた ので はな か つ たか。 

日本人が アイデ ン ティ ティ を 確立す るた めに は、 生活 も 階層 も 思想 も 信条 も 異にする 立場の 人た ちが ひとしく 

みとめな いわけに はいかない 共通の ベ ー スが 必要で ある。 この 共通の ベ ー スを 作り あげて、 それ を 提出す る こと。 

柳 田が 一生 を 賭けた の はこの 仕事であった。 彼が 日露戦争 後の 日本に おいてす でに 見抜いて いたよう に、 日本人 

はいつ も はじめから やり直す くせ を もった 民族であった。 つまり 失敗が 何の 役に も 立たず、 各自 は 新規 まき 直し 

という やり方で、 歴史の 教訓が すこしも 実る ことがない。 いつまで 経っても 賽の河原の 石 こづみと おなじく、 鬼 

めが やって きて その 石 を 蹴散らす。 こうした 非 生産性が 日本に おいて は 際限な く つづいて いる。 それ はさきに 述 

ベた 共通の ベ ー ス がない からであった。 これ こそ 日本 近代の 最大の 悪弊で はない か。 はじめから 出直し、 やり直 

し を するとい う 無益な くりかえし を どうしたら 避ける ことが 出来る か。 それ はさきの 共通な ベ ー ス、 すなわち 異 

な つ た 階層 や 信条の 人た ちで も 共有で きる 部分 をつ くる ことで ある。 日本人の もつ とも 奥ぶ かい 意識 や 感情と い 

うの は、 日本人で ある 以上 みんなが 共有す る 部分で あり、 もっとも 動かない 部分で ある。 もし この 共有 部分が 承 

認 された としたら、 日本の 近代に みられる 思想の 非 生産性 や 行為の 悪 無限から 脱け 出す ことができる はずで ある。 

こうして 柳 田の 民俗学 は、 日本人の 行動の フィ ー ドバ ック のために 不可欠な 場と なった。 

十二 

しかし その 場合 も 柳 田 は 注意 深かった。 伝統と いう 語 を さけて 伝承と いう 語 をえ らんだ。 伝統と いうと きそれ 

は 固陋 旧弊な、 または 国民の 一部し か 代表し ない 有識者の 文字 文化 を 想像させる。 という ことから 民 司 伝承と、. 
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う 語の 方に 自分た ちの 世界が ある こと を 示した。 また 庶民と か 平民と かいう 言葉が どこか 軽侮の 匂いの する 言葉 

であるの を きらって 常 民と いう 言葉 を 造った 柳 田に よれば、 国民に 共通の ベ ー スを 提供す るの は 常 民が 保持して 

きた 1WI 承 文化に ほかなら なかった。 その 伝承 世界の 文化 は 常 民、 いわば ありふれた 人た ちの 間にな がく 保持され 

てきた。 とはいえ、 下積みの 文化と いう 意味 はすこし もな く、 古い 時代に さかのぼる ほど 日本人の 生活の 中心で 

あった 文化の 謂で ある。 そこに こそ 日本人の 意識の 核が あり、 またもつ とも 幅 ひろい 流れが 見出される。 この 地 

下の 可の 流れ は ときには 早くな りお そくなる こと は あるが とだえる こと はない。 その 水温 はつねに 一 定 している。 

そこで 夏 は 涼しく 冬 は 温かく 感じられる。 そこ は 表層の 文化が 夏 はやけ どす るよう に 熱く、 冬 は 氷の ように 冷た 

いのと 対照的で ある。 つまり それ は 民族の 意識の 深層 をう がち 流れる 河 だからで ある。 この 河 は 創造の 河で ある。 

その 河の 水 を 汲んで、 民族の 意識と 文化 はつねに 若返り 再生す る。 それ は あたかも ギリシア 文化 やへ ブライ 文化 

が 二十世紀の 西欧に おいても なお 創造の 源泉で あり、 永遠の 主題 を 提供して いるのと 似て いる。 

この 河に 身 を ひたして いる 限り、 中国 文化 や 欧米 文化の 影響 を もお それる こと はない。 外来 文化の 刺戟に 足 を 

すくわれて 自主性 を 喪失す る 危険 はない。 外来 文化 は 総 じて マクロな 文化で ある。 マクロな 尺度 を もって 日本の 

伝統 文化 を はかる ことから、 日本人 はつねに 自信 をう しなって きた。 そして 外来 文化 崇拝の 傾向 を 生む と共に、 

日本人で ありながら 外来 文化と 比較して 日本 文化 を 軽蔑す る 風潮 を 醸成して きた。 これが 日本の 知識人の 型で あ 

り、 それ は 今日で もいた ると ころに 見られる。 

これに 対して 柳 田が 主張した の は 日本に はミク 口な 文化が あると いう ことで ある。 マ ク 口な 文化と ミク 口な 文 

化と は それ を はかる 物 さしが ちがって いる。 柳 田 は 日本 を はかる 物 さし を 作った。 二十 万分の一の 地図と 二 万 五 

千分の 一 の 地図と では、 その 様相 は 一変す る。 これ はおな じ 尺度で 比較した ばあいの ことで あるが、 尺度が ちが 

うとき その 様相よ さらに 異なる はずで ある。 きめの 細かい 日本 文化 を はかる 物 さし を 作る に は、 外来 文化の 影響 
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のレ ちじる しい 上層 文化 や 表層 文化に 頼る ことができない。 常 民 社会の 深層 文化 を さぐる ほか はない というの が 

柳 田の 考えであった。 マクロな 文化 は大 文化で あり、 ミクロな 文化 は 小 文化で あると する のが 日本の 知識人の 通 

念であった。 という ことから 日本 文化 は 亜流 文化で あると いう きめつけが 平気で なされて いる。 しかし ミクロな 

文化と マクロ な 文化と が 物 さしの ちがう 文化で あると したら どうであろう か。 そこに 日本 文化の ちが つ ヒ 様相、； A 

見えて こないだ ろうか。 

十三 

『故郷 七十 年』 をよ むと、 彼の 幼年時代に、 酔漢が やって きて 門前に 寝そべり、 それ を 注意す ると 「自由の 権 じ 

や」 とい つ て 開き直つ たので、 柳 田 は 自由と いう 言葉が い つ ぺ んに いやにな つたと 述べて いる。 柳 田に よると、 

日本で は 自由と いう 言葉 はもと もと わがまま を 意味した ので ある。 私たち は 外国で 使用され ている ようこ 圧制 か 

らの 解放と いった 意味で 自由と いう 語 を 連想す るが、 そうした ばあい を 指す のに 自由と いう 語 を あてた の は、 讓 

訳の 不手際 だと 柳 田 は 云 つてい る。 余談 だが たしか 蘭 語から 翻訳す るのに 自由と いう 語 を あてた の は 高 野！ ^英で 

あつたと 記憶す る。 また 柳 田 は 桑原 武夫との 対談で 「進歩」 という 言葉 を 「幸福の 増進」 という 語に 置き かえる 

こと はでき ないかと 云って いる。 柳 田が 「自由と 進歩」 を 否定した のでない こと はもち ろんで ある。 彼が それら 

の 言葉に 懐疑の 念 を 表明した の は、 それらの 外国 輸入の 言葉な しで も 日本の 常 民の 実態 を 表現す る ことができる 

という だけではなかった。 むしろ こうした 観念に ふりまわされて、 日本の 常 民の ありのままの 姿 をみ ようとし な 

いところ に 問題が あると いう 指摘で もあった。 

明治 以来、 自由と 進歩 を 呼号し、 社会の 変革 を 叫ぶ 人た ちに 警世家と しての 意味 はあった としても、 日本の 文 

化 を 高める ために どれ だけ 実質的な 貢献 を果 した か、 観念 はむしろ 物の 外側に 表皮 をつ くる だけで、 物の 内部 こ 
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入り こむ の を 妨げる 働き もす るので はない か、 と 云う こと を 柳 田 は 忠告したかった のだろう とおもう 彼 カー 生 

民 谷 語の 蒐集に 執念 を もやした の も、 そうした 観念との たたかい をお のれに 課して いたから に ほかなら な 力 つ た。 

『故郷 七十 年』 の 中に 次の ような 箇所が ある。 

「広 島 か 山 口 か、 どちら かで 講釈 をき かされた ことがあった。 『私ら の 方で は 痛い とい ふ 言葉が 五つあります。 

列/、 まお 腹が 痛 、> ときには 二 ガル、 歯が 痛い ときには ハ シ ルと 申します …… 』 とい ふ 風に 五つ あると I ふので 

ある。 これ は あの 辺の 自慢話の 一 つで ある。 そんなに 使って ゐ るの を 東京で きめた 『痛い』 にして しま はれる 

から 分ら なくなり、 仕方なし に 顔つき を いろいろと 変 へて みたり、 手 を あてて みなければ 分らない わけで ある。」 

顔つき を 変えたり、 手 を あてたり しなければ 相手に 通じない という 柳 田の 言葉 はさり 気ない が、 そこに は 痛切 

な 批判が こめられ ている。 つまり、 生活が 高度に なり、 言葉が 抽象的になる だけ、 お 互いの 意思 を 疎通させる の 

こ、 それ だ寸 手かず がふえ たこと を やんわりと 皮肉って いるので ある。 自由と か 進歩と か 云う 観念 語が かえって 

相手との 会話 を めんどうな ものにして いる ことが 少なくな いのは、 私たちの 周囲 を 見れば たやすく 納得の いくこ 

とで ある。 

しかし 自由と か 進歩と かいう 言葉 を 柳 田が 好まな か つたの は、 それが 変革 を 目指す 近代主義 的な 人た ちの 合 言 

葉で あつ たからで もあろう。 近代主義 は 「何々 からの 自由」 「何々 からの 進歩」 というよ う に、 過去からの 脱皮 

こそ 自由で あり 進歩で あると いう 考え を 前提と している。 つまり 過去の 衣裳 を 一 枚ず つ ぬぎすて ていく 果に 近代 

が あると 信仰して いる 人た ちで ある。 この 考え は 何も 社会主義 や 共産主義 を 目指して いる 人た ちに だけ ある もの 

でよ ない。 日本で は 保守党で も 自由と か 進歩 を 党 名と している。 保守主義 者と 革新主義 者と を 問わず、 日本人 は 

世界で も 無類の 新しがり屋 である ことに は 定評が ある。 つまり やり直し、 新規 まき 直しが 好きな 民族で ある。 こ 

れ ほど 新し さ を 美徳と し、 古さ を 悪徳と する 民族 はまれで ある。 だがし かし そのために、 民族の 経験 は 百年た つ 
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て も 二百 年た つ て も 一 向に 蓄積され ない。 

近代から みれば 前 近代 は 愚かしく、 前 近代から みれば 前々 近代 はさら に 愚かしい という 考え は、 近代 を 尺度と 

して その 価値 を もって 過去 を 計る からで あるが、 過去に は 過去な りの 価値の 尺度で 計られる 独特の 意味が あった 

こと を 柳 田 は 云いつ づけて きた。 彼 は 常 民の 過去 を 軽視して 省略したり 捨象したり せずに、 むしろ そこから 近代 

の 意味 を 問い 直そうと した。 それ は 過去の 衣裳 を ぬぎすて てい つ た果に 近代が あると する 世上 一 般の 通説にたい 

する 真っ向からの 挑戦であった。 

では なぜ 彼 は そのこと に 生涯の 努力 を 傾けた か。 私の 考えで は、 柳 田 は 社会 決定論の 中に 閉じ こめられた 常 民 

を 救い出そうと したので あった。 彼ら を 解放す るに は、 常 民の 生活に 関する おびただしい 事実 を あつめ、 点検し、 

事実の もつ 普遍的な 意味 を そこから 引き出す 以外に ない こと を 柳 田 はよ く 知っていた。 そのこと によって、 社会 

の 中で 黙々 と 働いて きた 常 民に 自由 を 与えよう とした。 

もし 柳 田 学が 存在し なか つ たら どうであろう か。 日本人 は 日本に ついて どれ だけの こと を 知り 得た であろう か。 

今日の ように 書籍が 洪水の ように 氾濫して いる 時代に おいても なお 云い 得る ことで あるが、 いつまでた つ て も 日 

本の 常 民 は みじめで、 因循で、 非人間的で、 それゅぇに解放^;.^か、か^^.^^存在として、 いやしめられ つづけた 

ので はなかろう か。 人び と は 日本に ついて 書いた 文章に、 充実した 幸福 を 持ち 得ず、 その 過去 は 暗く、 さびしく、 

とる に 足りない ものと しか 考えなかった ろう。 そもそも 常 民に 固有の 文化と 英知が あると いう 事実な ど は、 知識 

人の 念頭 を 横切る こと もなかった にちがいない。 そして 昨日 も 今日 も 明日 も、 外来 文化の 模倣に 憂き身 をき つし 

ていたに ちがいない。 


139 柳 田 国 男の 冒険 


十四 

柳 田 は 外来の 尺度 を 濫用す る ことが 日本 文化に とって 大切な 二 ュ アンス を 取り ちがえる 結果 を 生む こと を、 本 

質的に 理解した 知識人であった。 彼 は 日本の 近代が いかに すれば 外来 思想の 模倣から 脱して、 思想の 再生産 性 を 

獲得で きる かとい う 疑問 を 解こうと した。 そのために 彼 は 日本人の 意識の もっとも 奥深い 底まで 下降し ようと 決 

心した。 手がかり は、 自己 自身 を 歴史の 終着駅と する 日本人の 総体 験の 中に 含まれて いると 彼 は 考えた。 その 総 

体験の 条痕 は 私たちの 意識 や 無意識の 言動、 とりわけ 常 民と しての 民俗 慣行の 中に 含まれて いる。 という ことか 

ら 自己 自身の 中の 常 民と しての 部分 を 探る ことによって、 その 条痕 を さがしあて、 それ を 発生 当時の ままの 意味 

に できるかぎり 還元す る こと をつ とめた。 こうして 「内省の 学」 としての 民俗学が 日本に 誕生した。 この 民俗学 

を 柳 田 は 国民 共同の 疑問 を 解く 場と して 提供す る こと を 願った。 もし それが 可能であるなら ば、 この 共通の ベ，' 

スの 上に あたらしい 思想 は 構築され る、 と 柳 田 はかた く 信じて いた。 

私 は 今から ちょうど 十 年 まえの 一 九 六 七 年に 次のように 書いた。 

「彼に して 西洋 舶来の 学問に 走らず、 土着の 学に 執した 理由 は 如何。 それ は 幾千 年と つづいた 日本の 民衆の 生 

活と 考え方 を 知る ことなしに は、 どんな 革新 思想 を もって こようと 近代 思想に 身を投じよう とも、 所設は あだ 

花と なって おわる こと を 誰よりも 深く、 または やく 察知した からに ほかなら ない。 それ はたんなる 開明 官僚の 

できる わざではなかった。 まことに 柳 田の 民俗学 は、 柳 田に とって、 近代 思想 をつ ぎ 木す るた めに 用意した 台 

となる 木で あり、 日本の 前 近代と 西欧の 近代と を むすびあわせる ことので きる、 ただ 一 つ の窄き 門な のであった- 

あらゆる 不可能な 道 を 知って 可能な ただ 一 つの 道 を えらぶ、 これ こそ 真の ラディカルで なくして 何であろう。」 

これ こそ 柳 田 国 男の 冒険で はな か つ たか。 


南方 熊 楠と 柳 田 国 男の 間に とりかわされた 往復 書簡 はい ま 『南方 熊 楠 全集』 (平凡 社刊) と 『柳 田 国 男 集』 (筑摩 

書房 刊) の 双方に おいて 見る ことができる。 南方の 柳 田 宛の 書簡が 大部分 を 占め、 しかも はるかに 生彩 を 放って 

いるが、 この 双方 を くらべて ゆく とそ こに は 多くの 興味 ある 事実が 発見され る。 両者の 関係の 端緒から、 破： と 

呼び 得る 断絶の 時期までに、 柳 田の 関心 は 主として 山 民の 生活の 把握に そそがれ、 南方 は 柳 田の 質問に 多くの 例 

証 を もって 答えて いる。 一方、 南方 は 神社 合祀 反対運動への 挺身に 関心 を 集中し、 柳 田に 援助 を 求めて いる。 こ 

のようにして 両者 は 相互に 求め、 牽引し 合った ので あつたが、 しかし 両者の 関係 は 南方の 神社 合祀 反対運動が 一 

応 その 終息 を とげ、 柳 田が 雑誌 『郷土 研究』 を 刊行した あたりから 微妙な 変化 を とげて ゆく。 それ はまた 柳 田が 

南方に 絶大な 尊敬 を 払い つ つも、 自分の 希求す る 民俗学の 方法に 確信 を もって 歩み をす すめ はじめた 時期に あた 

る。 ここにお いて ふりかえれば 両者の 稟質 はみ ごとに 相違して いたと いう ことができる。 そして その 相違の 自覚 

は 双方に あつたと はいえ、 先輩 格の 南方 熊 楠に うすく、 後輩の 柳 田 国 男に 強烈であった。 南方の 古今東西の 知識 

を 動員しての 圧倒的な 影響に、 柳 田が どう 対抗して 自己の 民俗学 を 確立して いくかの 劇的な 過程が そこにう かが 


141     「縛られた 巨人」 のまな さし 


われる。 柳 田が 後年 「私 は 明治 四十 二、 三年 ごろ 縁が あって 先生に 接近し はじめて、 後に まことに 馬鹿げた こと 

で 先生から うとんじられて」 と 告白して いるのに みるよう に、 はたして 両者が 「馬鹿げた こと」 のために 仲違い 

の 原因 を 作って しまった か、 といえば 柳 田の 言葉 を そのまま 信じて よい か 迷わずに はいられない。 それでも 柳 田 

は 「一 丈く らいの ものが 六 年間に 百 五十 通く らい」 の 手紙 を 南方から もらって いる。 南方と 柳 田の 疎隔が もしな 

かったならば、 両者の 協力に よって 日本の 学問 は どれほど 前進し たかを 思う とき、 両者の 断絶 は 日本の 学問が 体 

験した 悲劇であった とさえ いい 得る。 

以上の こと を 両者の 書簡に よりながら ややく わしく 眺めて みたい とおもう 

柳 田 国 男の 自伝 『故郷 七十 年』 の 中に 「南方 熊 楠 先生」 と 題す る 一章が ある。 (これ は 『柳 田 国 男 集』 第二 十 

三 巻の 「ささやかなる 昔」 に 収められた 同 題の 文章と はちが う。) 南方 熊 楠の 柳 田 国 男 宛の 書簡 を 解説す るの に 

これ 以上の 文章 はない と 考える ので、 長い 引用で は あるが、 読者の 便宜の ために、 左に 掲げて みる。 

大勢の 人と つきあって 来たが、 その 中で も、 紀 州の 南方 熊 楠と いふ 学者 は 変って ゐた。 たしか 明治 四十 三年 

『石神 問答』 とい ふ 本 を 私 は 出した。 十 人ば かりの 名士から 来た 手紙 を 中心とした 書簡集の 形式 を 踏んだ も 

ので、 これ を 坪 井 正 五郎 博士に お贈りした ところ、 人類学 会の 方々 へ 紹介して 下さった。 その 中に 紀州田 辺 

の 南方 熊 楠 氏へ も 贈る やうに とす \ めら れ、 それが 交際の はじめであった。 そのと きから およそ 一年 半 力 二 

年間、 毎日の やうに 手紙 を もらった。 日に よって は 一日に 三、 四 回 も 便りが 来る ほど、 じつに 筆 まめな 人で 

あった。 

驚くべき 記憶力と 統合 力との 持主で、 決して 同じ こと を 重複 させた こと はない。 言葉 も 六、 七ケ 国語が でき 

て、 各国の 本 を 読み、 ことに 珍本 をよ く 読んで 憶えて ゐた。 外国の 本 を 一冊 読む と、 その 夜 は 夢にも 幻に も 
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その 国の 言葉が 頭に 浮ぶ とい ふから 大変な 人であった。 英語が 主であって、 ときぐ 手紙の 中に イタリア 語 

もた くさん 出て 来た。 幅の広い 学者で、 外遊 中 はた 乂 みたい なわ づ かの 俸給で 大英博物館に つとめて ゐた。 

私 は 二 年 近い 間の手 紙 を、 半紙に 写して 「南方 来書」 と 名 づけて 幾 冊 かの 本に してお いた。 南方 全集 第 十二 

巻 (筆者 註— 乾 元 社 版) のうち、 一冊 半まで は、 その 私 あての 来書ば かりで ある。 

明治 四十 四 年の 春先、 親友の 松本丞 (治が、 どこかへ 旅行し ようとい ひ 出した ので、 紀州 方面へ 行って 南方 氏 

を 訪ねて 見ようと いふ ことにな つた。 乗物が まだ 不自由な ころで、 大阪 から 人力車 を 傭って 田 辺まで 行った。 

東京から お 目に か k りに 来ました といって 訪ねて 行った が、 会って くれない。 そして 細君 を 通じて 「何れ こ 

ちらから 伺 ふ」 とい ふ 返事であった。 夕食 を 済まして 大分 経って から、 もう 来さうな もの だとい つて ゐ ると、 

女中が いえもう 見えて ゐ るので す。 しかし 初めての 人に 会 ふの はき まりが 悪い からといって、 帳場で 酒 を：！^ 

んで いらっしゃる のです とい ふこと であった。 そのうち、 すっかり 酔つ ばらって やって来た。 少し 酒が 入る 

と 面倒になる らしく、 松 本 を 見て、 こいつの 親爺 は 知って ゐる、 松本荘 一郎で、 いっか 撲 つたこと が あると 

いふ やうな こと をい ひ 出した。 よく 撲 つたと いふ 癖が あるら しいが、 松 本 はた M 苦笑 ひ をして ゐた。 感心な 

ことに は、 いつまで 飲んでも 同じ こと は 一回 もくり 返さなかった ことで ある。 しかし このと き は 大切な 学問 

上の こと は 何もい はなかった。 

一晩し か 泊れ ない ので、 翌日 挨拶に 私 一人で 行く と、 細君が 困った 顔 をして ゐる。 そして 僕 は 酒 を 飲む と 目 

が 見えなくなる から、 顔 を 出した つて 仕方がない。 話さへ できれば い.. だら うとい つて、 搔 巻の 袖口 を あけ 

て その 奥から 話 をした。 こんな ふうに とにかく 変った 人であった。 年百年中、 裸で 募して ゐた。 私と つきあ 

つて ゐ たころ、 一生懸命 になって 奔走して ゐた 仕事に、 紀州 地方の 神社が 合併に なって、 その 廃 社に なった 

方の 神域の 大木が どんく 伐り 倒される こと を 大変に 憤慨して、 それ を 取り やめる 運動 をして ゐた。 私が そ 
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のころ 役人であった ので、 この 反対運動 を 手伝 はせ ようとし たので ある。 和歌 山の 方で は あまり 効き目 力な 

かった が、 熊 野 川の すぐ 東に あたる、 三重県の 阿多 和 神社に ついては 成功した。 よほど うれしかった と 見え 

「 …… 楠の木 もた M 柳の 蔭 を 頼む ばかり ぞ」 とい ふやうな 歌 を 書いて よこした ことがある。 (後略) 

この 文章に よって 知る ように、 両者の 交友 は、 柳 田が 自著 『石神 問答』 (明治 四十 三 年刊) を 南方に 贈呈した こ 

とから 始まる ので あるが、 その 最初に して 最後の 出会い はこの ように 奇怪な ものであった。 『柳 田 国 男 集』 に収 

めら れた柳 田の 南方 宛の 最初の 書簡 は 「小生 は 目下 山男に 関する 記事 を あつめ をり 候 熊 野は此 話に 充ち たるら 

しく 被存候 恐 入り 候へ 共 御手 伝 被 下 度 候 …… 平日 深く 欽 仰の 情 を 懐き をり 候処 曾て 遠 野 物語 御覧 被 下 候よ しに 

て 御 引用 被 下 候の みならず 今 又 ヲコゼ の 御 説 御 表示 被 下 候に つけて 突然ながら 一 書 拝呈 仕 候」 (明治 四十 四 年 三 n- 

十九 日) と 柳 田が 自分の 関心の 所在 を 南方に 示す ことから 始ま つ ている。 

この 手紙 を 皮 切に して 山人に 関する 柳 田の 執着 は つづく。 

山男に 付て は 小生 は 之 を 現在 も 稀々 日本に 生息す る 原始人 種なる ベ しと 信じ 近日 之に 関する 小 文 を 公に し 度 

希望 あり 其 付録と して 諸国の 山男に 関する 見聞 談 二百 位 を 生の ま k にて 蒐集し 度に 候 仍て御 事業の 山人 考 

は 別に 何 か 御 公表の 方法 を 御 取 被 下 切レぐ の 話の み をき かせ 給 はり 度 候 話の 数 さへ 二百に 達し 候 は乂今 

年中に も 出版し 度考 居候 (目下 百 三十 程 有 之) シン ドレ ラの話 拝見 仕 候 今迄に 外国と 共通の 物語に 付此迄 

の 御 研究 ありし と は 知らず 独力に てこれ から やらねば ならぬ やうに 考 居候 ひし はまこと に 遼東の豕に 候 ひき 

此^^^は何分御指導所仰に候 (明治 四十 四 年 四月 十六 日) 
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柳 田 は 自分 を 「遼東の豕」 と 卑下して、 南方に たいして 師事す る 態度 をと つてい る。 すなわち 南方 はこの 年の 

三月 『東京 人類学 会 雑誌』 に 「西暦 九 世紀の 支那 書に 載せた る シン ダレ ラ 物語」 (『南方 熊 楠 全集』 第二 巻 所収) を 

書いて その 該博な知識の 一 端 を 示して いる。 柳 田 は 「山 神と ヲ コゼ」 と 題す る 一 文 を 四十 三年 十月 『学生 文芸』 

に 掲載した。 南方 は それに 引き つづいて 四十 四 年 二月 『東京 人類学 会 雑誌』 に 「山 神 ヲコゼ 魚 を 好む とい ふ こ 

と」 という 一文 を 草して いる。 この 文章の 中に 「遼東の豕の 譏り を 慮りながら」 という 一句が 見付かる。 さきの 

柳 田の 言葉 はお そらく この 一句 を 受けた ものであろう。 瑣末な ことのよう であるが、 両者の 関係が 最初から 漫然 

とした 付合に はじま つ たもので ない ことが これによ つ て うかがわれ るので ある。 もとより 海外の 知識に 暗くない 

柳 田で はあった が、 海 彼の 人類学の 知識と 研究に ついては 南方に 比較すべく もなかった。 たとえば 「Gomme 氏 

の 著書 は 御 持 被 成 候は乂 一  寸 拝見 致し 度 候」 (四十 四 年 六月 十四日) とか r フ ォク ロアの 研究 法と でも 云 ふべき も 

の を 御 書き 被 下 まじく や 此は 地方の 後進に 対し 太なる 誘 被に て 兼て 此 学問 を 盛なら しむる 所以 かと 存候」 (大正 

三年 四月 十日) というよ うに 柳 田 は 南方 を 頼りに している。 『柳 田 国 男 集』 の 年譜 をみ ると、 明治 四十 五 年. 大正 

元年に 柳 田 はフレ ー ザ— の 『黄金の 小枝』 (金 枝篇) 五 冊 を よ み、 また 大正 二 年に は ゴムの 『エスノ  ロジ ー • ィ 

ン • フォ ー ク ロア』 を 読んで いる。 そして その 年に は 高木 敏 雄と 協力して 雑誌 『郷土 研究』 を 創刊して いる。 こ 

の 間、 海 彼の 民族学 や 民俗学の 研究方法 を 吸収しょう とつと めた 柳 田 は、 一方で は 明治 四十 二 年に 『後 狩詞 記』 

を 自家 出版して 以来、 四十 三年に は 『遠 野 物語』 を 刊行し、 同年 十月と 四十 四 年に は 前記 「山 神と ヲ コゼ」 と 題 

する 文章 を、 四十 四 年と 四十 五 年に は、 「『イタ 力』 及び 『サン 力』」 を 『人類学 雑誌』 などに 発表し、 大正 二 年と 

六 年の 雑誌 『郷土 研究』 に は 「山人 外伝 資料」 を 掲載して いる。 そして それ は 大正 十四 年の 『山の 人生』 に 結実 

する ので あるが、 この間の 柳 田の 関心の 主 目標が 山人の 生活の 追求であった こと は 疑うべく もな く、 それゆえに 

柳 田 は 南方から 多くの 示唆 を 得て いるので ある。 本 巻に 仅録 されて いるよう に、 熊 楠 は 明治 a 十四 年に 六十 五 
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通、 四十 五 年 (大正 元年) 中には 五十 五 通、 大正 二 年に は 十七 通、 同 三年に は 二十 一通と いうよう に 多数の 書信 

を 柳 田に^つ ている が、 この 中に 柳 田の 質問に 応じて、 山 民 あるいは 山人に 関する 記事の 多い のが 特徴 的で ある。 

南方の 柳 田 宛の 書簡 は 明治 四十 四 年 三月 二十 一 日に はじまり 大正 五 年 十二月 二十 三日に 一 応 終って いる。 柳 田 

国 男が 山 民の 生態に 関心 を 集中 させた 時期と、 南方 柳 田 間に 書簡の とりかわされた 時期 はまった く 一致す る。 山 

男の 話で 始まった 両者の 手紙 は、 ふしぎに また 山男の 話 を もって 決裂した。 すなわち 熊 楠 は、 大正 五 年 十二月 二 

十三 日の 手紙で 次のように 柳 田 を 論難す る。 

『郷土 研究』 に、 貴下 や 佐々 木 (筆者 註— 佐々 木 喜 善) が、 山男 山男と もてはやす を 読む に、 小生ら が 山男と 

ききなれ おる、 すなわち 真の 山男で も 何でもなく、 ただ 特種の 事情より 止むを得ず 山に 住み、 至って 時勢お 

くれの くらし をな し、 世間に 遠ざかり おる 男 (または 女) という ほどの ことなり。 (中略) 小生ら が 従来 山男 

(紀 州に てャ マオ ジ という、 ユタ ともいう) として 聞き 伝うる は、 そんな 人間 をい うに あらず。 丸裸に 松脂 

をぬ り、 鬚 毛 一面に 生じ、 言語 も通ぜ ず、 生 食 を 事と する、 いわば 猴類 にして 二手 二足 ある (猴類 は 四手に 

して 足な し) もので、 よく 人の 心中 を 察し、 生捉し 殺さん と 思う とき はたち まち 察して 去る (故に サ トリと 

もい う) という もので、 学術 的に 申さば、 原始人 類 ともいうべ きものな り。 (中略) 貴下 や 佐々 木 氏の、 山男 

の 家庭と か、 山男の 衣服と か、 山男の 何々 とい わるる は、 この辺で いう 山男に も あらねば、 怪 類の 山 操 • 木 

客に も あらず、 ただ 人間の 男が 深山に 棲むな り。 

そして 南方 は 自分の 云う 原始人 類 は 「日本に も 遠き 昔 はあった かも 知れず、 今日は 決してな きこと と考 う」 と 

答えて いる。 むしろ 南方 熊 楠 は 『十二支 考』 (『南方 熊 楠 全集 第 一 巻 二 一— ニニ 頁』) や 明治 四十 四 年 九月 十三 日の 書簡 
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にみ るよう に 「狼に 養われた 子」 の ほうに 関心 を よせていた。 南方 は 豊富な 事例 を あげたの ち、 「ここに 奇なる は、 

狼に 養わる る 児 はかならず 男児に 限る ことなり」 と 述べて いるが、 ァ I  ノ ルド. ゲゼル 『狼に そだてられた 子』 

(生 月雅子 訳) によると 一九  一 二 年 ごろに 生まれ、 カル カツ タの 南方で 一九二 〇 年に 発見され るまで、 狼に そだ 

てられた 力 マ ラ という 子 は 女の子で あり、 おなじ 洞窟で 発見され たもう j 人の 幼児 も 女の子であった という。 

さて、 柳 田 は 南方に たいして どう 答えた か。 柳 田 は 南方へ 返書 (大正 五 年 十二月 二十 七日) の 中で 説明す る。 

一言 申 度 は 小生が 山人 又は 山男と 申 候 もの は (中略) 〇 先住民の 敗残して 山に 入りし 者の 子孫 〇 今 も存す 〇 

子孫 永続の 為 新来 民 (即ち 我々) の 子女 を 勾引す 故に 血 混じ 語 式 は 通ず 〇 其 一部 は 死に絶え、 其 一部 は邑を 

作り 貫籍を 有し 混同に よりて 消滅す 〇 此 以外の 非人間的 現象 は 誇張 誤解に よる 浮説 かく 考へ をり 候 も 勿論 

寸分なる 証拠 は 提供せ しに 非ず 寧ろ 材料 を 排列し 之に 空なる 仮定 を 添へ たる 遊戯 文字に 候 ひし 也 (学問 上 有 

害なら ぬ やう 注意 はして あるつ もり) 小生 等が 定義に よれば 縞の 着物 をき て 米 買 ひに 来る 山男が あっても 不 

思議に は 非ず。 

このように 論駁す る 柳 田の 背後に は、 彼が 『遠 野 物語』 の 序文で、 「国内の 山村に して 遠 野より 更に 物 深き 所 

に は 又 無数の 山 神 山人の 伝説 あるべし。 願 はく は 之 を 語りて 平地 人 を 戦慄せ しめよ」 と 述べた こと をみ ずから 実 

行して きた 自負が あ つ たはず である。 

しかし 双方が こうした 言辞 を 吐く までに は それなりの 曲折が 孕まれて いた。 そして それ は 柳 田 国 男が 雑誌 『郷 

土 研究』 を 創刊した 直後の 大正 二 年の 五月 ごろまで さかのぼる ことができる。 「『郷土 研究』 の 記者に 与うる 書」 

(『南方 熊 桶 全集』 第三 巻 所収) という 南方の 一文が それ を 明瞭に 物語って いる。 南方 はこの 文章の 中で、 柳 田 Q 
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『i  土 研究』 の 編集 内容が、 たとえば 寺社に 関する 口碑 はあって も、 寺社に 関する 慣習法がない こと を 痛 1^ 〔に批 

判して いる。 『郷土 研究』 と銘 うちながら その実 柳 田の 編集 方針が 民俗学の 事項に 偏向して いる ことが 理解で き 

ない というの が 南方の いい 分であった。 この 批判が 柳 田 を 満足 させなかった の はいう まで もない。 南方 は 当然 地 

方の 政治 経済 や 制度の 面 も 看過で きないと 考えて いたのに たいして、 柳 田 は 民俗学の 蓄積 を 急務と 心がける と 共 

こ、 俗学 を 独立の 学問と して 創 成し 確立させる ために は、 フォ— ク ロア (民俗) を 他 学問の 付属物 や 付帯 物と 

みなす 在来の 風潮から 断絶す る 必要が あった。 しかし、 たとえば 南方が 前記の 批判の 文章の 中で 次の ような 事実 

を もち 出して 提言 するとき に、 柳 田 はどう 答えたら よいので あろう か 

去年、 当地 近傍 鮎川 村に て、 夜 這 禁制の ため 壮丁 夜 出に 必ず 提燈を 点し 行かし むる 法 を 設け、 いろいろ とむ 

つかしき 制規を 定めたり。 まことに 都会の 人が 聞かば 笑うべき の はなはだし きなり。 しかし、 そ は 笑う 者の 

避 ちて、 実は 今日 も 地方に 夜 這と いう ことの 一夜 も 行なわれぬ 所な く、 これ を 郷土 存立の 大要 件と して 村 方 

に 行なわれ おるな り。 夜 這と 言えば とて、 弥次 郎兵 衛、 北 八の 徒の 行ないし ごとき ことに あらず。 (中略) 

ちょっと かく 書く を 読む のみに て は、 一向 卑狼 淫奔の みのこと と 思う ベ けれど、 実際 は 大いに 然ら ず。 都会 

の 神 上が 仲 g を 相手に する ほどの 不義に も あらず。 婚 嫁の 成立 大家に あらざる 限り は みなこの 夜 這に よりて 

. '-  わざわい， つ 

定まる ことで、 いろいろ 試験した 後に 確定す る 夫婦 ゆえ、 かえって 反目、 離縁 等の 禍も 少なく、 古 イン トゃ 

今の 欧米で 男女 自ら 撰んで 相定 約す る ごとく、 村里 安全、 繁盛 持続の ための 一大 要件な り。 (中略) この 夜 這 

の 規条、 不 成文法 ごとき も、 実は 大いに 研究 を 要する ことにて、 何とか 今のう ちに 書きお きたき ことなり 

それ を lii に 付し、 また 例の 卑狼卑 狼と 看過して、 さて 媒妁 がどうす るの 下媒 人に 何人 を 頼む の、 進物 は 何 

を 吏う のと、 事の 末にして 順 1  予の 最後に ある こと をのみ 書き 留 むる は迂も はなはだし。 田舎に て は 媒妁は ほ 
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んの式 だけの もの、 夜 這に 通う うちの 通わせ 文、 約束の 条々 等が 婚姻の 最 要件で あるな り。 

これ もまた 柳 田の 目指す 農村 生活 誌の 最 重要な 問題で はない かと 南方 は 指摘す る。 それ は 南方の 柳 田 宛 (大正 

三年 五月 十四日) の 手紙の 中に、 「高木 氏の 最初 送り 来たりし 綱領の 下書 ごとき ものに は、 売淫の 字まで も ありし。 

しかるに 今度の 貴 状 を 見る に、 猥 鄙な こと は 紙上に 上さぬ 由、 これ また 道の ために は 然るべき ことなり。 しかし 

ながら、 ここに 申し上げ 置く は、 世態の こと を 論ずる に、 狼 鄙の こと を 全く 除外して は、 その 論 少しも 奥 所を究 

め 得ぬな り」 と 不満 を 洩らして いるのと 照応す る。 その 翌々 日の 五月 十六 日に も、 「庄 内の 老人に 聞きし は、 維 

新 ごろまで、 そこで は 道祖神の 祭りに 犬なる 陽 形 を 作り、 その 地 第一流の 大家の 若き 女房、 衆人の 見る 前で その 

さき を 吸う まねす、 これ を 望んで 各 家 競争せ り。 これ を 見る もの も、 する もの も、 一向 邪念 起こら ざり しとの こ 

となり む 力し の 人が かかる ことせ し は、 おどけに せし にあらず、 また、 し 得る ことに も あらず。 かかる こと を 

聞いて 笑わぬ ほどの 素養 を、 せめて 学者と いわる る 輩に 与えお きたき ことなり。 この 素養な きとき は、 あれ も 野 

蛮、 これ も 未開で、 今後い ずれの 地い ずれの 民族に 入る も、 十分に 風俗 制度の 奥 所 を 研究す る こと は 成る まじ」 

と 痛憤して いる。 南方の 文章の 顕著な 現象 は 猥雑な 章句が 突如 風の ように 侵入し、 去って ゆく ことで ある。 それ 

は 多くの 読者 を 惑乱させる もので あり、 柳 田 を 辟易 させた もので もあった。 しかし 柳 田の 民俗学が 性の 問題 を 回 

避した の は、 民俗学 を 他の 高級と 自任す る 学問と おなじ 地位にまで 引き上げ るのに は 役立った とはいえ、 民俗学 

の もっとも 基底の 部分 を 欠落 させ、 見逃がす ことにな つた。 男女の 性愛 は 民間の 習俗 や 伝承の あらゆる 部分に 入 

り 込んで いると い つ て も 過言で はない。 今にして おもえば 南方の 言葉 は、 彼が 猥雑な 言 を 放恣に 弄する と いう 批 

難に 答えての 弁疏で あると いう だけでなく、 柳 田 民俗学の 出発に あた つ て はやく も その 限界 を するどく 指摘した 

ものに ほかなら なかった。 なぜなら 庶民の 生活 は 猥雑 さ を 抜きに して あり 得な く、 また 猥雑 さに よってし か、 支 


配 階級 も 撃つ こと はでき ないから である。 南方 は 神主 や 若者に よる 処女の 破 素の 事伤 をし きりに あげて- - るが 

これ を 支配と 被 支配との 関係に おきかえ ると、 神と いけにえの 関係に 追いつめる ことができる。 そして 人身 供 儀 

の 風習 は 天皇制の 思想と 無関係で はあり 得ない。 柳 田 民俗学 は 性の 問題 を 忌避し たがために 天皇制に 肉迫す る衝 

擊性を 失った ので ある。 こうした 意味で 益 田 勝 実 氏が 南方 熊 楠の 「人柱の 話」 をと りあげ、 それに 引き かえて、 

柳 田 民俗学が、 人柱 「説話 流布の 姿 だけが 問題に される 犠牲 不問 説に 進んで きた」 ことに 疑問 を呈 している の は、 

すぐれた 着目で あると 私 はおもう。 

南方が 提出した 問題 を 柳 田 民俗学が すべて 解決した わけではなかった。 その 感を 強く する の は 南方の 筆先から 

生まれた 前後 脈絡 もない ような おびただしい 断片が、 たんなる 知識の 切り売り ではなく、 人間と は 何かとい う 疑 

問 を 発する ものに 応じる 用意 を もっている ことで ある。 これにた いして、 日本人と は 何かとい う 問い をつ きつめ 

る ことに 一生 をつ いやした 柳 田の 民俗学 は、 きめ は 細かくな り 味わい は 深くな つたが、 日本 独特の 農家 を あしら 

つた 水田 風景の ような 整 序され た 単調 さ をまぬ かれる こと はでき なくなった。 砂漠 地帯 や 凍土 地帯の 民衆と 日本 

人 はどうち がい、 どこが 共通で あるかと いう 依然 未解決の 課題が 残ったの である。 しかし それ は 一国 民俗学 を 民 

g 族 学 や 人類学の 中に 発展 的に 解消す る ことで なしとげられる ことで はけつ してない。 もしそうならば 柳 田が 彼の 

^ 民俗学 を 出発させる にあたって、 なぜ あれほど 執拗に、 同国人の、 文字に よらざる 生活 をのみ 叙す る ことに 固執 

幻 した かと いう 意味が 分らなくなる。 慧眼な 彼 は 諸 民族 間の 伝承 習俗の 比較 研究と いう ことで はとうて い 不可解な 

^ 地点 を 最初から 目指して いたので ある。 南方に たいする 批判 も そこに 根ざして いた。 むしろ 柳 田 民俗学の 限界 は、 

g 日本人と は 何かとい う 問いに 終始し、 ついに 人間と は 何かとい う 問いの 解決まで 進み 得なかった ことで ある。 そ 

r れは諸 民族の 比較 研究と いう 知識の 次元での 操作と は 正反対に、 人間 それ 自体の 生態 を 直視す る こと 以外の 何物 

U でもない。 しかも それ は 南方の ように 強烈な 視線の 集中力と 無垢の 心情の 持主であって はじめて できる ことで あ 
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つた 南方の 驚嘆すべき 記憶力と 該博な知識 は 私たちの 眼 をう ばう こと は 充分で あるが、 それ は 彼の 人格と 切り 

はなす ことので きない ものであった。 南方の 仏教に たいする 造詣 もまた 然り である。 彼の 知識 は ひややかな S 識 

ではなく、 その 灼熱した 人格の ように 灼熱した 知識で ある。 今日、 私たち は 南方の 残した 遺産から じつに 多くの 

もの を まなぶ ことができる。 彼の 全集 は 全巻 ヒント 集の 観を呈 している。 一方、 彼 は 知識に 高下 や 聖穢の 差別 を 

つけなかった。 南方の 学問の 魅力 は、 知識 を 統制したり 制限した りしない ことで ある。 そこに は 彼の 全 エネ ルギ 

—の 躍動と 奔騰が みられる。 すなわち、 床の 上に ばらまかれた 燠の ような 彼の 知識 をと おして、 人間と は 何かと 

いう 借問に 私たち は 直参し 得る。 その 問い は 泰西 模倣の 学に 甘んじな か つ た 柳 田が ついに 答えな か つ たもので あ 

り、 南方 は 不充分ながら 答えて いるので ある。 

南方 は f 田の いうよう に、 縛られた 巨人であった。 あるいは 彼の 中に 真の 巨人が 潜んで いて、 そ h が：^ に 出よ 

うと もどかしが つていた。 この 世界の 学者と 交際 を もった 国際人 はまた 頑固な 愛国者であった。 前半生 はつむ じ 

風の ように 北半球の 諸国 を 転々 と 放浪し、 後半生 は紀 州の 片田舎に 閉居し つづける という 極端から 極端へ 移る 可 

能 性 を 彼 は 兼ね備え ていた。 一流の 狼談を 相手 かまわず 披露しながら、 自身 は 四十に して 妻を娶 るまで 童貞で、 

誘惑に 負ける ことがなかった。 柳 田との 出会いの 例に みるよう に、 不遜で しかもき わめて 気 恥 かしがり であった。 

こうした 両極端の 性向 は その 比類のない 学殖と 相俟って 多くの 伝説 を 生む ことにな つた。 南方 熊 楠 は 生きながら 

伝説 中の 人と なった。 そうして 彼の 人物像 を 豊かに するど ころ か、 かえって まぎらわしい ものにした 点 も 少なく 

ない。 しかし 次の 挿話 は 南方 熊 楠の 心情 をった えて あます ところがない。 

大正 二 年 十二月 十四日の 柳 田 宛の 手紙で、 南方 は 地名、 人名 を 伏せて 昔語り をす る。 熊 楠の 同郷の 友人に、 ^ 

世の 美男で しかも 才物の 男が いた。 その 弟と も 熊 楠 は 親交が あった。 しかし この 二人の 兄弟 は 死んで しまって い 

た。 たまたま その 年の ある 日、 南方の 妻 君が おなじ 町内に いる 若い 娘と ふとした ことで 知り合い になり 口 を 利、， 
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てみ ると、 その 兄弟の 末 妹と いう ことが 分った。 その 末 妹 は 「抜群の 縹緻 ある」 と 南方 は 述べて いるから- 兄と 

同様の 血筋 を 受けた のであろう。 さて、 南方 は 昭和 四 年、 御坊の 近くの 塩屋 にいる 山 田 栄太郎 の 家 をたず ねた。 

栄太郎 の 妻の 信 恵 は 当時 四十 四 歳で あつたが、 彼女 は 前にの ベた 熊 楠の 親友で ある 羽 山 兄弟の 妹であった。 そこ 

へ 前記の 末 妹 もたず ねて きた。 大正 二 年、 二十歳の 娘であった 末 妹 はすで に 三十 六 歳、 中 川と いう 家に 嫁して 二 

女の 母と なって いた。 南方 は 親友の 妹た ちから 大変な もてなし を 受けた。 その 年、 昭和 四 年、 天皇が 南紀に 行幸 

した 際、 南方 は 田 辺 湾内! で 天皇 を 迎え、 御 召 艦で 進講す る ことにな つた。 南方 は塩屋 村の 山 田に 書 をよ せて、 

「可と ぞ 令閨に 何と ぞ御 行幸す むまで 小生の 無難なる ように 祈念 さる るよう 御 願い 申し上げ 置き 候」 と 頼んだ。 

自分に もし 失態が あれば、 親友の 妹の 一生に 傷 をつ ける と 思い、 かならず 事 無き を 謀る というの が 南方の ね 力-. - 

であった。 こうして 南方が 進講 をつ づけて いる あいだ 中、 山 田の 妻女 信 恵と その 妹 は、 南方に 失態な きを 祈って 

田 辺の 浜辺に 立って いたと いう。 狼 雑と 見られる 人物像の かげに、 南方 はこの ような 人知れぬ 純情 を 六十 四 歳 ま 

で 持ちつ づけて いたので ある。 

南方と 柳 田の 交友が 破局に 近づいた 大正 三年 十月 二十 七日の 手紙 は、 一 人の 娘 を 紹介す る ことから 始まって い 

る。 「容儀 挙止 また 田舎に して はちよ つと 稀なる 方に 有 之、 日常 往来す る 輩の 中に あらば 白 鶴の 鶏群に おける ご 

とく 何となく 気高く」、 それゆえ 良縁の ない 二十 一歳の 女性が 上京す るが、 家が まずしくて 白木屋の 売子ぐ らい 

の 職し かない。 それで 柳 田に よろしく たのむ という 手紙 を、 翌月の 二十 一日、 三十日に もつ づけて 出して いる。 

南方 はこの 娘の 身の ふり 方に ついて 衷心 懸念し、 紹介状 を 一度 も 人に 与えた ことのない 彼が、 柳 田に 紹介状 を は 

じめ て 書く。 傲岸 不羈の 南方が これらの 手紙で は縷々 と 説明 をく りかえ し、 世話の こと を 懇願して、 なんと 哀れ 

に 見える ことであろう。 だが この 手紙 以来、 この 広 畑き しのす がた をつ かむ こと はでき ない。 南方と 柳 田の 書簡 

よぶ つつり 切れて いるから である。 歴史の 小路の 暗やみに まぎれて いった 小娘の 行方 を 知る よし もな く、  二 年間 
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の 空白 をへ だてて、 大正 五 年末の 手紙へ ととぶ。 この 手紙 は 事実上の 絶縁 状で、 南方と 柳 田 は、 山男、 竜燈、 耳 

塚の 三つの 主題 をめ ぐつ て 真 向から 衝突して いる。 それ を 両者の 学問 上の 方法論の ちがいと 見なす こと は 当然で 

あるが、 この 論争の かげに は、 二 年間の 空白が ふかい 意味 を もってい ると 私 は 考える ので ある。 

ここで 私 は 冒頭の、 もし 南方と 柳 田と が 協力し 合ったら、 という 仮定に かえる。 南方 は 柳 田に むかって 「貴下 

は 例せば 小生の 『足跡 考』 を 見て 外国人の 東洋 研究者が 一人 多く なれり と 思わる るが、 小生 は 日本人の 世界 研究 

者が 特に 一 人出で しこと と 思う」 (明治 四十 四 年 十月 十七 曰) と 述べて いる。 この 南方の 自恃 が、 柳 田の 民俗学に も 

かならずや 不断の 好意 ある 刺戟 を 与えつ づけた こと はうた がい 得ない、 とおもう からで ある。 

〔柳 田 国 男の 書簡 その他の 文章 は 『柳 田 国 男 集』 (筑摩 書房 刊) により、 南方 熊 楠の 書簡 その他の 文章 は 平凡 社 版 全集に 

よった。〕 
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日本 は 欧米に くらべて、 すぐれた 往復 書簡集に とぼしい。 しかし ここに 一 つの 例外が あって、 柳 田 国 男と 南方 

熊 楠と いう 日本の 近代 精神 史のニ 巨人が 全力 を 尽くして ぶ つ かり 渡り合った 壮絶な 手紙が 残されて いる。 二人 は 

おのれの 資質と 才能の すべて を かたむけ、 学問に たいする 認識 方法の ちがい を 賭けて、 激しく 相手に 立ち向かつ 

ている。 そこで 知的な 内容で ありながら、 なまぐさい 感情 もむ き 出しに なって る 

これまで 柳 田から 南方へ あてた 手紙 は 『定本 柳 田 国 男 集』 (筑摩 書房) に 二十 六 通が 収められ ていた。 ところが 

その後、 南方 家から 四十 八 通の 手紙が あらたに 発見され た。 それで 柳 田の 手紙 は 七十 四 通に 達した。 他方 『南方 

熊 楠 全集』 (平凡 社) に は、 南方から 柳 田に あてた 百 六十 二通の 手紙が 収録され ている。 この 中から 前記の 七十 四 

通に 対応す る 九十 七 通 を えらび 出して、 柳 田と 南方の 往復 書簡集が 編まれた。 私たち は 双方の 全集 をつ き 合わせ 

て 見る まで もな く、 一  冊の 本の 中で 両雄の 協力と 葛藤の 全 過程 を 見る ことが 可能に なった。 

この 往復 書簡 は 柳 田 国 男が 「平日 深く 欽 仰の 情 を 懐きお り 候と ころ」 「突然ながら 一書 拝呈 仕り 候」 (明治 四十 四 

年 三月 十九 日) と、 辞 を 低く して 南方に 接する ところから はじまり、 「まるまる 負けて おる ものと は 御 考え 下さる 
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まじく 候」 (大正 五 年 十二月 二十 一日) とか 「あたかも 旧年の 総勘定に 際し 平素の 不平 を さらけ出し 置き 候」 (同年 

十二月 二十 七日) と言う 捨て ぜり ふに 近い 言葉で 終って いる。 

すなわち これらの 手紙 類 は 明治 四十 四 年 三月から 大正 五 年の暮れまでの 間に 集中して いる。 その あと 十 年間の 

空白 をへ だてて、 大正 十五 年に 数 通の 手紙が 取り交わされて いるが、 それ はも はや 付け足りに すぎない。 

柳 田と 南方の 手紙の やりとり は 柳 田が 山人に ついての 具体例 を 南方に 教えて ほしいと 願った ことから はじまつ 

た。 南方 はくわし く 答えて 柳 田に 協力 を 惜しまなかった が、 両者の 関係 はや はり 山人に たいする 意見の 衝突で 終 

止符を 打った。 柳 田 は 敗残した 先住民で 山に 入った 者が あり、 その子 孫が 今 も 日本に 残って いると いう 仮説 を 立 

てて、 その 証跡 を 求めて いるが、 南方 はそう したたぐ いの 者 は 存在 しないと 考えて いる。 両者の 交信の 断絶 を 契 

機と して、 柳 田の 眼 は 山人 を 離れて 常 民へ と 方向 を 転ずる。 それ は 柳 田の みならず、 日本 民俗学に とっても 大き 

な 転回 点 を 意味す る. ものであった。 

これまで、 両者の 間に 不和の 種が まかれた の は、 大正 二 年に 柳 田が 雑誌 『郷土 研究』 を 創刊した が、 その 編集 

方針が 南方の 気に入らなかった ことに あると 考えられ ていた。 しかし、 今回 発見され 収録され た 柳 田の 手紙に よ 

つて、 それが 明治 四十 四 年 十月 十四日にまで さかのぼる ことが わかった。 この 日の 柳 田の 手紙よ、 

貴下 は 年久しく 外国に おられ 候の みならず、 帰りても 無 鳥 郷里に のみ 住まれ 候 故、 御 見識 何分に も 偏りたり 

とおぼえ 候。 東京な ど は 見ず とも 新聞で 分かって おる、 二十 年 前と ちがうた 点 はほんの 少し だ、 と 言わる る 

ならん が大 ちがいなり。 

もし いささか にても かかる 風に かぶれて 日本 を 見た まうよう なら (失礼 を 許した まうべし) これすな わち 横 

浜 あたりに ごろごろ している 通弁 や 案内 者の 仲間に 近き ものと なるべし。 
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と 極言して、 南方に 迫って いる。 これにた いして 南方 はすぐ さま 汁 月 十七 日の 手紙で 反論 を 加え 

小生 ほど 愛国心の 厚き 者 はな からん。 キリスト教の 真義 を 知らん ため ヘプ リウ 語まで 学びし こと あれ ど、 生 

• 来 1 度 も キリスト教 礼拝堂に 入らず、 これが ため どこの 大学に も 入る こと 成らず。 

と 外国 滞在中 のきび しい 自制ぶ り を 洩らして いる。 神社 合併 政策 強行 によって 神社の 森が 伐ら れ ていく ことに 

反対して 投獄まで された 南方と して は、 柳 田の 非難 は 不本意 きわまる ものに ちがいなかった。 「貴下 は 例せば 小 

生の 『足跡 考』 を 見て 外国人の 東洋 研究者が 一 人 多く なれり と 思わる るが、 小生 は 日本人の 世界 研究者が 特に 一 

人出で しこと と 思う」 と 昂然と している。 

また さらに 八日 後の 十月 二十 五日 付の 手紙で は、 

. ^生 帰来 十 年 僻地に おり、 見聞 少なく、 まことに 貴下の いわゆる 無 鳥 郷の伏 翼な り。 しかるに、 同時に 都会 

の 人 は 肉 少なく 羽毛の み 多き 木莬の ごとく、 物に ふれて 徐々 に 観じ、 正 見 を 聞く こと 少なし。 

と 一 矢 をむ くいて いる。 

南方の 手紙の 無類の 奔放ぶ り は 早くから 定評が あり、 柳 田 も 自分が もらった 南方の 手紙 を わざわざ 別紙に 写し 

て 「南方 来書」 と 名 づけて 幾 冊 かの 本に して 保存して 置いた くらいで、 書簡文 学の 最高 傑作で ある こと は 明らか 

である。 
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し 力し 今回の 往復 書簡集の おもしろさ はまた 別のと ころに 存 する。 それ は 該博な ぉ識の 応酬と あ、， まって、 双 

方が 相手の 激語に 誘発され ながら 緊張 を 高めて いく 知的 ドラマの 展開で ある。 その 主題 を 一 口で 言う となれば、 

西洋 模倣の 学 を 脱して r 日本人の 学」 を 樹立す るた めに はどうし たらよ いかと いう 日本の 知 人の 切実，， よ 問、： よ 

のであった。 そのために は 尊敬す る 相手 も 傷つけ ねばならず、 また 袂を 分かって 別の 道 を 歩く 宿命に も あまんじ 

なければ ならなかった。 しかし その 苦闘の ために か くもつき つめた 論戦の あった こと を 知る こと は、 まだ 日本に 

絶望せ ず ともよい という j つの 確信に みちびかれる。 
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柳 田 国 男よ 日本 近代の 中で、 最高の 知識人であった。 だが その 生涯に 多くの 敵 を もっていた。 民俗学と いう 新 

しい 学問 領域 を 確立す るた めに、 それ はやむ を 得ない ことで あつたが、 柳 田の 敵対 者の 中には、 歴史学 者 や 文 商 

学者 ま かりで なく 彼と ほぼ おなじ 志 を も つ た 人た ち も 含まれて い た。 

柳 園 男の もっとも 好擎 として 折 口 信 夫が いる。 柳 田 民俗学の 下に ありながら、 折 口 は 民俗学の 中核に ある 

言 印の 問題に ついて、 柳 田と まるで 正反対の 結論 を 出して いる。 柳 田 は 折 口 を 自分の 統制の もとに 置こうと しな 

がら、 しかもな お 折 口の 業績に は 敬意 を 払わないで はすまなかった。 もし 折 口 信 夫が いないならば、 日本 民俗学 

は 確立して いても、 なおさび しかった ろうと 思われる。 

だが、 問題 は そこにと どまる ので はない。 共存しつつ 対立す る 者 はかならず 現われる という 点が 重要で ある。 

東の 横綱に たいして は、 西の 横綱が II 一時的に 空位で あっても n かならず あらわれる。 折 口 は 当然 出現す ベ 

くして 出現した ので ある。 それにしても 柳 田と 折 口の 立場 はおの ずから ちがって いた。 折 口 は 柳 田の 対立 者と し 

て 存在し ヒ。 という こと は 折 口の _^ィ^1 は 柳 田 国 男た だ 1 人であった。 しかし、 柳 田の 方 は 折 口 ひとりの 対立 者 
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として 存在した ので はない。 

柳 田 国 男 は 折 口 信 夫の ほかに も 幾人 かの 対立 者 を もっていた。 柳 田と 南方 熊 楠、 柳 田と 柳 宗悦の 関係が そうで 

ある。 柳 田と 折 口との 対立 は 民俗学 内部の 対立であった。 しかし、 柳 田と 南方との 対立 は 民俗学 者と 人類学者の 

対立で ある。 つまり その 距離 は 折 口のば あいよりも やや 開いて いる。 柳 田と 柳との あいだ は、 民俗学と 民芸の 間 

の 対立で あつ て、 柳 田と 南方との あいだよりも さらに 開いて いる。 

しかし、 柳 田と 南方、 柳 田と 柳の 対立と いえ ども 無縁の 人間 どうしの 対立で はない。 地下茎の ような 共通の 根 

を もっている 者 どうしの 対立な ので ある。 しかも 人間の 資質の ちがい は 明らかで あり、 相互に みごとな コントラ 

スト を 見せて いる。 

私 は 今、 主題 を 柳 田と 柳の 間の 対立に かぎって 考えて みたい とおもう。 柳 田と 柳の 対立 は、 折 口との 対立、 ら 

るい は 南方との 対立よりも 本質的に は 遠い ものであった。 柳 田 は 柳 宗悦の 民芸 運動に 同情 をよ せて はいな か つ た。 

そこで は、 柳 田 は 敵手に 対する とうぜんの 尊敬と いう もの を、 持ち あわせなかった ので ある。 柳 田 は 折 口の 天才 

的な 直観 力にたい して はしぶ しぶながら 認めざる を 得なかった。 折 口の 業績に たいして、 冷静に 評価し ようとつ 

とめる 柳 田の 態度 は、 学問に たいして、 無私の 愛情に つらぬかれて いると 同時に、 おなじ 民俗学 畑の 人間と いう 

親しみが あ つ た。 一 一人と も 日本人の 信仰の 原点 をつ きとめる こと を 窮極の 課題と していた。 

また 柳 田 は 南方の 死後、 南方 を 日本人の 可能性の 極限と 呼んで いる。 あるいは それ を 超えた 人間と も 賞 讚して 

いる。 南方と は 絶交しながら それでも なお、 柳 田 は 南方の 巨人ぶ りにたい して は 畏敬せ ざる を 得なかった。 

南方の 人間の 中には 二つの 対立した 要素が あった。 前半生 は 疾風の ように 世界 を 放浪しながら、 後半生 は 郷里 

の 紀州田 辺に とじこもり、 上京した の はた だの 一度だった。 書く ものに は 猥雑の 語 を 吐き 散らしながら、 四十に 

いたる まで 娶ら なかった。 しかも そのと き 彼 はま だ 童貞だった の だ。 聖と 俗、 動と 静、 教養と 野生と がー 人の 中 
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に 住みつ いたと きの 劇 を 南方 は 演じて いた。 柳 田が かような 人物 を 苦手と した こと は 疑う ことができない。 柳 田 

は 自分にたい しても、 他人にたい しても 告白 を 拒絶す る 一定の ボ ー ズを とりつ づけて いたから であり、 南方の よ 

うに 心の 起伏 を まるごとに さらけ出す とい つ た 人格で はな か つ た。 

だが、 柳 田と 柳との 関係と なると、 折 口 や 南方に たいする ような ライバル 意識と 畏敬の 念 を もってい たか、 私 

はうた がわし く 思う。 それ は 一 つに は 学問の 目的が 似て いるよう で、 はなれて いると いう 自覚 を 柳 田の 方が もつ 

ていた こと、 次に 柳の 民芸 研究に たいする 多少の 軽侮が 柳 田の 方に あつたと いう ことが 考えられる。 

しかし、 そうは 云っても、 柳 田と 柳と はまた 共通の 側面 を 多分に もちつづけ ている。 第一 に 柳 は 海軍 少将 を 父 

にもつ 学習 院 出身で、 のち 東大に まなんだ。 柳 田 はおな じ 東大 法学部 出身で、 官界で は 貴族院の 書記官 長までの 

ぼった。 こうした コ ー スを たどった こと だけで とりたてて 共通 性 を あげつらう ほどの こと もない が、 エリ ー トコ 

1 スを たどりながら しかも 二人とも 民衆の 生活に 関心 を もった という 点に おいて、 共通な もの を もってい たとい 

うこと がで きる。 

渋 沢 敬 三 もまた 財閥の 御曹子と して 生まれながら、 民衆 生活に 関心 をよ せた。 常 民と いう 語に は 柳 田と おなじ 

ように 渋 沢 もつ よい 愛着 を もち、 常 民 文化 研究所 を 作った。 しかし 渋 沢の 常 民にたい する 関心の 在り方 は、 もつ 

ばら 「物」 をと おしてであった。 この こと は粘菌 学者であった 南方 熊 楠に ついても いい 得る。 渋 沢 も 南方 も その 

表現の 仕方 はまった くちが うように みえる が、 ともに 自然科学 者の 立場 をと つていた。 その 記述の 形式 は 博物学 

者の それに ほかなら ない。 

この こと は 柳 田に もな おあて はまる。 柳 田 は 民俗学 を 学問と して 成立させる ために、 重出 立証 法と いう 方法 を 

用いた が、 それ は 民俗学 を 経験科学 として 扱い 得る 対象と したいた めであった。 しかし 柳 宗悦と 折 口 信 夫と はむ 

しろ 科学的 記述 方法に かくべ つ 関心 をみ せなかつ た。 二人とも 科学者と してより は 文学者と して 生きる 方 を えら 
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んだ。 そこで、 渋 沢、 南方、 柳 田 を 一括りと すると、 折 口と 柳と は 別の 括りに 属する ことになる。 

だが、 他方で は、 もう 一 つの 分類が 可能で ある。 人 も 知る とおり、 柳 田 は 文学者 的な 気質が 濃厚で、 文学者 群 

との 交友 経歴 もあった。 その 意味で は、 柳 田 は 渋 沢、 南方の 群 を はなれて、 折 口 や 柳と 同類と なる。 つまり 柳 田 

が 科学者と 文学者 を かねそなえ ていた ことが、 彼の 学問 を 普遍的な ものにし たこと は 疑えない。 民俗学 は 常 民の 

信仰 や 願望 を とりあつかう 以上、 そこに は 詩人の 洞察力がなくて は 叶わず、 他方 それ を 一個の 学問と して 確立 さ 

せる こと を 目指す 以上、 科学でなくて はならなかった。 

大正の 初年に 柳 田の はじめた 郷土 研究に ついて、 南方 熊 楠 は 疑問 を呈 している。 ル ー ラル • ュ コノミ ー といえ 

ば 地方 生活に 見られる 種々 な 慣習法 をとう ぜん 含まなくて はならない。 にもかかわらず、 柳 田が 関心の 対象 を 民 

俗学の 領域に かぎつ たこと に 不満 を 洩らして いる。 南方の 関心 は 内法 または 制度と して 人間の 生活の 根底に ある 

ものに そそがれた。 しかし 柳 田 は 民俗 現象 を 社会学 や 社会 人類学の 中に 解消させる こと を 拒否し、 民俗学 を 一 個 

の 学問と して 独立させる ために、 民俗 現象と 社会との 相関関係 を きっぱりと 切断した のであった。 柳 田が 人間の 

社会 内 存在に 関心 を 払わなかった とはいえない が、 その 探究の 仕方 は、 彼の 文学的、 宗教 的な 気質に 則した 面が 

多 か つ たと 私 は 考える。 

柳 田の きわだ つ た 特徴 —— 神 かくしの 体験が 幼時に あつたよ うに、 また その 青年時代の 紗の幕 をす かして 見る 

ような 新体 詩に うかがわれる ように 11 は 一 種の 神秘主義 的な 気質と いう ことができる。 それ はまた 柳宗悦 にお 

いても いわれ 得る ことで、 彼の 宗教 的 神秘主義 的な 関心 は ラスキン ゃブレ ー クゃ木 喰 上人 や 妙 好 人に むけられた。 

一 種の ミスティシズム という もの を 一 一人と も 気質の 上で 共有して いた。 

しかも 柳 田 は 文学界 同人 や 自然主義 作家との 交遊 を もつ 青年期 をす ごし、 柳 は 白樺 派の 同人と して 活動す る。 

このように 宗教 的な 気質と 芸術的な 気質と は、 柳 田と 柳と に 共有な ものである。 二人とも エリ ー トのコ ー ス をた 


どりながら 庶民への 愛着 を 終生 もちつづけ、 庶民 生活 を 追求した。 柳 田 は 神道、 柳 は 仏教への 傾斜が あるが、 と 

もに 一種の 神秘主義 的 傾向 を 有した。 それ は 美と 宗教の 双方の 領域 を 架橋す る ものであった。 しかし 双方の 気質 

の 相違 もまた あざやかに 育って いたので ある。 

宗教と 美との 共通 性と いう 点から は、 柳 田 や 柳の ほかに、 折 口 も 加えて いい。 あるいは 南方 も 加える ことが で 

きる。 すくなくとも、 宗教に たいする 畏敬 を 南方 はもって いた。 南方が 明治 末年の 神社 合祀 政策に たいして 烈し 

く 抵抗し、 投獄され たこと は 彼の 生涯の 一事 件と なって いる。 南方 は 国家 神道が 社稷の 神 を 吸収し 系列化す る こ 

と を もっとも 強く 反撥 憎悪した。 そうした 立場に 立って 官憲と 対立した 南方 を 理解し 援助した の は 柳 田であった。 

卯 田の 父 は 神官であった。 折 口につ いていえば 彼の 先祖 は、 飛鳥に います 神社の 代々 の 神官で あり、 事 代 主命の 

八十 何代目 かに あた つていた と いう。 南方 も 柳 田 も 折 口 も 常 民の 信仰の 基礎と なる 産 土 信仰 ゃ祖霊 崇拝 を 生涯う 

しなう ことがなかった。 一方 柳 は 民間 信仰への 関心 を よせてい たから、 純粋の 自然科学 者 は 渋 沢 敬 三 ひとり だつ 

たといつ て もさし つかえない。 

しかも、 渋 沢 は 民具に、 柳 は 民芸に、 つまり 常 民の 生活の 中から 生まれた 「物」 に 注目す る。 もっとも 縁遠 レ 

. 気質の 持主と おもわれる この 二人が、 関心 を 共有す るので ある。 そうして 二人の 「物の 民俗学」 は 柳 田 や 折 口の 

か 「心の 民俗学」 に 対立す る。 ただ 柳の 「物」 にたいする 態度 は、 そこに 美 を 発見す る 芸術家の それで ある。 それ 

は にたいして 渋 沢 は 自然科学 者の 眼で 「物」 をみ た。 両者の ちがいが そこに ある。 

I 柳 田と 柳と 折 口と は 宗教と 美への 関心 を 共有して いた。 しかし、 これから 述べる こと は 折 口にな くして、 柳 田 

i と 柳の 二人に みられる 現象な ので ある。 それ は 日本の 周辺 民族に たいする 関心で ある。 折 口 もまた 沖繙ゃ 台湾の 

共 民俗に たいする 関心 を もっていた。 しかし、 沖 繙 について は ともかく として、 日本の 植民地政策への 関心 を 抱い 

^ たか どうか は 疑問と 思わざる を 得ない。 柳 田と 柳と にあって は、 日本の 植民地政策の 犧牲 となった 民族に たいす 
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る 同情が ある。 折 口の 文章の 中に、 沖 纖 の 人び とにたい する 同情の 言葉 を 見出す の は、 終戦 直後 をの ぞいて は、 

きわめて 稀で あるが、 柳 田の 『海 南 小 記』 をよ めば 文中いた ると ころに、 沖繙の 人び とと 沖繙 島の 命運に ついて 

の 発言が ある。 そして 柳に いたって は、 彼の 文章に 脈動す るの は沖繙 についての 側々 とした 共感な ので ある。 南 

方 熊 楠 はキュ ー バ 独立運動に 参加した という 「伝説」 を もっている。 また 彼が ロンドンに 滞在中、 孫 文の 危急 を 

すくった こと は 有名な 話で ある。 しかし 南方の 関心 は 個 的な ものに 向けられ ていて それ 以上 を 出なかった。 その 

点が 柳 田 や 柳と 南方の ちがう ところで ある。 

柳 田 国 男が 台湾から 中国大陸 にわたり、 北京から 満州 朝鮮 経由で 帰国した の は 大正 六 年 (一九 一七) のこと で 

ある。 

柳 田 は 台湾で は 島 を 一周し、 高 雄の 南まで いって また 台北に もどった。 台北で は 知人た ちが 盛大な 歓迎会 を 開 

いた。 だが、 柳 田 は、 台 南 か 台 中 か 生蕃が 叛乱して 大ぜぃ 殺された 西螺 街と いうと ころに いったと きに、 非常に 

強烈な 印象 をう けて、 悲しみに とざされ ていた。 この 悲しみ を 歓迎会の 席上で 柳 田 は 語りたい とお もった。 そこ 

で、 はじめは 序文と ことわって、 ながながと 太平楽な 演説 をした。 次に 本文と 称して、 歌 六 首 を その 席上で よみ 

あげた。 つまり、 その 歌を吟 ずる ことが 挨拶の 本意な のであった。 その 第一 首 は 「大君 はかみ にし ませば 民草の 

かかる 嘆き も 知ろ しめす らし」 という ものであった。 一座 はしい I ん とした。 柳 田と して は 実は それが 目的 だつ 

たの だ。 こういう 生蕃 虐殺の 報 を、 当時の 今上天皇 (大正 天皇) が 知っていな いこと を 柳 田 はよ く 知っていた。 

それで、 反語の 形で それ をよ みあげた のだった。 天皇 側近の 重臣 や 政治家への 痛烈な 批判 を こめた ものだった。 

この 挿話 は 彼の 自伝 『故郷 七十 年』 の 中に ある もの だが、 柳 田 は 「私 も 若く 意気軒昂と していた のであろう」 

と 述懐して いる。 これで 見る かぎりに おいて、 柳 田の 眼 は 当時の 植民地 統治者の はるかと おく を 見て いたと いう 

ことができる。 これ を  一 口にい えば 何であろう か。 民衆に たいする 共感の 精神で は あるまい か。 自分 も 也の 民族 
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も 所 を 異にし、 環境 を ちがえて 生まれ そだった というち がいが あるば かりで、 「人間 は 人間 を 理解し あえる」 と 

いう 強い 普遍 精神が 柳 田 を 抗議に かりたて たので ある。 

柳 宗说が 台湾に わたった の は 昭和 十八 年 (一九 四 三) であり、 日本の 敗戦の きざしが しのびよつ てきた ときで 

あった。 戦時体制 一色の 中で、 柳 は 台湾の 民芸品 を 一見して おどろいた。 そうして 讃 歎の 気持 を、 すこしも 力く 

そうと はしなかった。 彼 は 雑誌 『民俗 台湾』 (昭和 十八 年 五月 号) 誌上で、 次のように のべ た。 

「高 砂 族の 織った 織物 を、 美しい と 見る 人 は 多い。 併し それ を 産んで くれた 人々 に 驚き を 感じる 人が 稀な の は 

不思議で ある。 彼等 を 未開人と 軽蔑して いる 人 は、 その 布の 美し さ を 知っている 人と は 思えない。 まして あん 

な 原始人に どうして こんな 美しい 布が 織れる のかと 考える ごとき は 僭越の 至りで ある。 そうして また、 なぜ こ 

んな 事が 吾々 に 容易に 出来ない のかと 考える 如き も、 うぬぼれから 来る ので ある ご 

すぐれた 物 をつ くる ことので きる 人び と は、 すぐれた 人間で あると、 柳 宗悦は 断定して いるので ある。 柳の こ 

うした 発言 は 台湾の 人た ちに 大きな 激励と なった。 それ は 当時、 台北 帝 犬の 助教授であった ェ藤好 美が 「柳 宗悦 

氏の 渡 台 は 台湾の 民芸 界にー つの 時期 を 画した。 柳 氏の 台湾に おける 言説 や 実際の 蒐集 品 はこの 島の 在住者に と 

つて 新し い 美の 啓示に なった。 これまで 台湾 在住者の 大部分 は 日常の 雑 器に 対して は ほとんど 全く 無関心に うち 

すぎて いた。 柳 氏 は それらの 人々 のために 美が 時として いかに 卑近な 器物のう ちに ひそんで いるか を 示し、 その 

つつまし い 美が しばしば 思い あがった 他の 種類の 美に 劣らない ものである こと を 教えられた。」 と 述べて いる こ 

とから 推察され る。 その まえ 朝鮮の 日用 雑 器の 中に 「美」 を 発見した 柳宗悦 は、 台湾の 卑近な 器物の 中に も 「类」 

を 発見した。 そして それ は、 当時 日本の 植民地 下にあって、 すべて 日本風の 文化 を 押しつけられ ていた 人び とに 

ついては、 「まさしく あたらしい 美の 啓示」 に ほかなら なかった。 その 「美」 を 作り出す ことので きた 民族に た 

^ いする 尊敬 を 柳 は 説いた。 そのために 一身 を かえりみず、 孤独の 中で 論陣 を 張った。 柳の 云う 「美」 はけつ して 
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抽象的な もので もなければ、 上流 階級 や 知識階級の 独占す る 「美」 でもなかった。 柳の 民芸 運動 を 「趣味 的」 と 

批 もす るの は 当 を 得て いない。 また 柳の 運動 を 「日常 雑 器 を 労働階級の 生活の 脈絡の 中から、 ブルジョワ 階級の 

生活の 脈絡の 中に うつしう えて 意味 づけた」 と 非難す るの も 的 はずれで ある。 それ は 今日の 真宗 教団の 堕落から、 

始祖であった 親鸞の 思想 を 批判す るよう な もの だからで ある。 

柳の 思想 運動 を 非難す る ものに たいして、 私 は 次の ような 事実が ある こと を 知らせたい。 柳 は、 一九 一 五 年 

(大正 四 年) に j 月間、 はじめて 朝鮮 各地 を 旅行した。 ところが 大正 八 年 三月 一日に、 京 城 (ソウル) を 中心に し 

て、 朝鮮 各地に 暴動が 起きた。 それ は 三. 一 運動と も 万歳 事件と もよ ばれる 独立運動であった。 これにた いする 

日本 官憲のと りし まりも きびしさ をき わめた。 柳 はこの 事件の 勃発 後一 月に して 「朝鮮人 を 想う」 という 文章 を 

書いた。 柳宗悦 はこのと き 三十 歳。 美と 宗教との 一致 を 求める 青年 学徒に すぎなかった。 いわゆる 革命家と は ほ 

どと おい 生活 をお くって いた。 しかも、 柳の 朝鮮の 美術に たいする 深い 欽慕の 念 は、 この 事件 をき つかけ にして 

ほとばし つ た。 

彼 をして、 筆 をと らしめ たもの は 何 か。 柳の 「美」 を ひたむきに 愛する 心 は、 美術 をと おして、 その 国の 文化 

を 創り あげた 人び とへの 愛と つながって いった。 しかも 柳の いう 「美」 と は、 ありふれた 庶民の 作り出し たもの 

のなかに こそ あるの だった。 柳 はかく もす ぐれた 「美」 を 民族の 遺産と して 伝えて きた 朝鮮 民族に たいして、 ふ 

かい 信頼 を 抱いて いた。 その 確信 は 騒擾 事件が おこ つ て も すこしも ゆらぐ ことが なか つ た。 

柳 は 彼の 文章の 中で 云った。 朝鮮の 民族 は 中国の 侵略 をう け、 ロシアの 侵略 をう け、 日本の 侵略 をう けた、 か 

なしい 民族で ある。 しかも その 作り出した 美 は、 日本の 古 芸術に ふかい 影響を及ぼ している。 法隆 寺ゃ奈 良の 博 

物 館 を 訪ねる 人た ち は、 日本が 朝鮮から 恩 をう けたと いう 事実 を 熟知して いる。 にもかかわらず、 今日の 日本 は 

それにむ くいる のに、 固有な 朝鮮 芸術の 破壊 を もってし ている。 
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柳 はさら にいう。 今日 朝鮮人の 間に 伝えられる 美談、 すなわち 義士と か 忠臣と か 烈女と かの 古レ 物語 は ほと 

ん どまった く 倭寇に たいして 勇敢に 抵抗した 人々 の 話で ある。 それからして、 柳 は 朝鮮 旅行 中に 朝鮮の 家屋に 貼 

りつ けられて ある 乃 木 大将の 肖像 をみ たと きの 印象 を 回顧す る。 柳の 考えに よれば 朝鮮人が 乃 木 大将の ような 義 

臣こ あやかろう とする のなら ば、 とうぜん 日本に 反抗すべき である。 柳 は 云う。 「我々 日本人が 今 朝鮮人の 立場 

にいる と仮定してみたい。 恐らく 義憤 好きな 吾々 日本人 こそ 最も 多く 暴動 を 企てる 仲間であろう。」 

つまり 柳 は 日本人が 愛国者で ある こと を 求める のとお なじよう に、 朝鮮人が 愛国者であって は なぜい けない の 

か、 と 問う ので ある" この 一文 は 大正 八 年 五月 二十日から 二十四日に かけて、 当時の 読売 新聞に 連載され た。 柳 

の 注記に よると、 誰も 不幸な 朝鮮の 人び と を 公に 弁護す る 人がない の を 見て 急ぎ 書いた ので ある。 それ は 英訳 さ 

れ たのち に、 さらに 朝鮮 訳されて、 あくる 大正 九 年の 四月 十二 日の 京 城 東亜 日報に 掲載され たという。 朝鮮の 人 

びと へ 同情心 を 表明す る こと を ためらう 日本人が ほとんどであった 当時、 柳の 意見 表明が いかに 勇気 を 要した 力 

を 私 はおもう。 そして 大学の 講壇で 美学 や 美術史 を 講義す る ことと、 「美」 にお のれ を かける ことが、 明瞭に ち 

が つ た 行為で ある こと を まざまざと 知らされ るので ある。 

柳の 「美」 にたいする 態度 を もっとも 端的に 示した 文章に 「失われん とする 一 朝鮮 建築の ために」 という 名文 

が ある。 この 朝鮮 建築と は、 京 城の 景福宮 という 王宮の 正門に ある 光 化 門の ことで ある。 この 光 化 門 は 朝鮮 総督 

府 建築の ために 破壊され ようとし ていた。 柳 は それに 反対し、 抗議の 文章 を 書き、 光 化 門に むかって よびかけず 

に はいられ なか つ た。 

「た 匕. ，よ、 光 匕 門よ、 お前の 命が もう 旦夕に 迫ろうと している。 お前が 嘗て この 世に いたと いう 記憶が 冷 

たい 忘却の 中に 葬り去られようと している。 どうしたらいいの であるか、 私 は 想い 惑って いる。 酷い 纏 や 無情 

な槌 がお 前の 本 を 少しずつ 破壊し 始める 日 はもう 遠く はない の だ。 この 事 を 考えて 胸 を 痛めて いる 人 は 多い に 
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ちがし ない。 だけれ ども 誰もお 前 を 救け る 事 は 出来ない の だ。 不幸に も 救け 得る 人 はお 前の 事 を 悲しんで いる 

人で はない の だ。」 

柳の まえに あるの は、 ただ 薄暮の 中に 威容 を 見せながら たたずむ 光 化 門で ある。 

「光 化 門よ、 愛する 友よ、 道ならぬ 死に 迫られて さぞ 無念に 思う であろう。 おれ はお 前の 嘗めねば ならぬ 苦し 

みや 寂し さ を 考えて いる。 おお 汝が 霊よ、 行く 処が なかったら おれの 所に きて くれ。 おれが 死んだら この 文字 

の 中に 住んでくれ。 誰かき つと 是を 読んで くれる 者が あるであろう。」 

柳が この 文章 を 書いて から 半世紀が すぎ、 柳が 死去した 一九 六 一年から も 十 年 以上が 経った 今日、 私 は 柳の 文 

章に 触れて 感 憤し、 この 拙文 を 草して いる。 柳の 後世に 対する 期待 は果 された というべき である。 私の みならず、 

あらた 

# の 文章に、 七の 革 まる ほどの 印象 を 受けた もの はすくな くない はずで ある。 

この 光 化 門 は 柳の 抗議が ひとつの 動機に なって、 総督府 も 破壊 を 中止し、 移転 保存す る ことにし たという。 し 

かし 柳 は 光 化 門 は 景福宮 の 門であって、 他の 場所に 移動させる ので は、 死 をまぬ かれる こと はで きても、 門の 持 

つ 存在の 意義 はな かば 殺されて しまう と 反対した。 そしてな かば 殺されながら かろうじて 生命 をつな ぎと めた 光 

化 門 は 朝鮮戦争の 爆撃の ために、 ただ 三つの 礎石 をの こすの みと 伝えられる。 民族 遺産の 運命 を このように むご 

たらしく 物語って いるもの はない。 柳の ひたむきな 抗議が なされた だけに、 なおさら そのこと を 感じない ではす 

まない。 

柳が 必死になって 光 化 門に よびかけ たように、 柳に とって は 「物」 はたんなる 「物」 ではなかった。 「物」 に 

は 力ならず I たましい」 が あり、 それ は 人間の 呼びかけに 応ずる と 考えた ところに、 柳の 「物」 にたいする 独特 

の視 座が ある。 「物」 と 「心」 と は 分離され る はずの ものではなかった ので ある。 

これまでみ たように、 柳 田 国 男 も 柳 宗悦も 周辺 諸 民族に たいする 関心 を 抱いた。 ただ 柳 田 国 男の、 まあいよ 一国 


民俗学の 樹立 を 急務と 考えて いた。 民俗学に は 三 通りの ものが あると いうの が 彼の 持説だった 

一つよ 旅人の 学で ある。 これ は ゆきずりの 眼で みるので 物し か 分らない。 第二 は 寄寓 者の 学で、 つまりし ばら 

くと どまって、 昔話な どの 伝承 を 採集す るば あいに 有効で ある。 だが、 第三の 部門、 すなわち その 信仰に ついて 

は、 人間の 心の もっとも おく 深いと ころに ある もので、 これ は 同郷人で ない と 理解で きない。 

こういう 柳 田の 考え方から すれば、 他 民族の 民俗の 本質で ある 信仰の 核心 をつ かむ こと は 容易な わざで はない 

そ， e を 易々 として 比較で きる ものと 考えて いると ころに 文化人類学 や 民族学 (エスノ  ロジ ー) の 誤謬が ある。 そ 

こで とうぜんの ことながら、 まず 日本国内の 民俗 現象 を 知悉した 上で、 他 民族の 民俗 現象と 比較すべき であると 

柳 田 は 主張し、 彼の 指導 下に ある 民俗学 者に も それ を 求めた のであった。 しかも、 朝鮮 や 台湾の 民俗 を 研究す る 

ときに、 その 調査が 総督府の 統治のお 先棒 を かつぐ ことになるの を 柳 田 はき わめて 警戒した。 彼我の 民俗学が そ 

れぞれ 確立され た 上で、 それ を 比較す る こと を 彼 はもつ とも 好ましい と 考えて いたよう である。 こうした 柳 田の 

思考 方法 は、 周辺の 諸 民族との 民俗 研究の 交流 を 目指しながら、 その 交流の 実現 はお そ きにすぎ ると いう 結果 を 

生む ことにな つた。 つまり 比較 民俗学 は 確立され るまでに いたらない まま、 柳 田 は その 生涯 をと じねば ならな 力 

. つた。 むしろ 渋 沢 敬 三の 方が、 朝鮮 や 台湾の 学術 調査に は 熱心であった。 彼 は 多くの 学者 を 現地に 派遣して、 贵 

か 重な 報告書の 作成 を 実現 させた。 その 費用 は 渋 沢が 出して、 官費に たよる ことはなかった。 つまり ヒモ 付きで は 

は なく、 あくまで 民間べ T スを つらぬいた。 

I 師 宗^よ どうか。 幼 方直吉 氏の 研究に よると、 一九二 〇 年 柳 は 第二 回目の 朝鮮 旅行のと き、 京 城に 民芸 を 中心 

I とする 朝鮮 民族 美術館 を 設立す る 構想 を もった。 法隆 寺な どの 日本の 古代 芸術と 朝鮮 芸術との 関係 を 重視した の 

共 である。 柳 は それから ほとんど 毎年、 朝鮮に おもむいて 民衆の 中に 生きる 民芸品 を あつめた。 そして 若干の 有志 

^ の 資金 援助が あつたに せよ 政府から も 総督府から も いささかの 補助金 も 受けなかった。 そこで 壮麗な 美術館 を 作 
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る こと はとても できず、 ちつ ぼけな 朝鮮 家屋の 一室 を コレクション の 陳列に 当てる ことで 満足し なけれ f なら，， よ 

かった。 

柳 田と 柳の 周辺 諸 民族に たいする 関心の 在り方 は それぞれ ちがって いた。 しかし、 両者が 一致して 情熱 を そそ 

いだ 地域が あった。 それ は沖繙 であった。 柳 田 は 大正 十 年に 沖繙を おとずれて 以来、 その 関心 はおよ そ 半世紀に 

わたつ て晚 年に いたる まで とだえる こと はな か つ た。 

柳 もまた 琉 球の 民芸 をと おして、 沖繙の 伝統 文化の 尊重 をう つたえた。 その 意味から 沖 纈 の 方言 を 大切に すべ 

き だと 説いた。 ところが 沖 織 県の 教育 方針 はなるべく 標準語 を 使用す る こと を 命じ、 学校に おいて 方言 を 使った 

児童 は 方言 札 を 首に かけさせる という ことまで も あえて おこなった。 昭和 十五 年 (一九 四 0) 沖繙 旅行のと き、 

柳 はそう した 光景 を 目撃し、 ふかく 憂慮した。 柳 は 標準語 奨励 は 大いに 結構 だが、 それによ つて 沖 繙 の 方言 を 蔑 

視し 抹殺す る 方向に うごいて はならぬ と 警告した。 こうして 沖繙 県の 学務 部と 柳 を 中心とする 民芸 運動の 中心 幹 

部との あいだに、 有名な 方言 論争が 一 年間に わた つ て 展開され た。 

折も折、 柳の 主宰す る 『月刊 民芸』 (昭和 十五 年 四月 号) に は、 柳 田 国 男、 柳 宗悦の ほか、 比 嘉春潮 や 式場 逢 三 

郎を まじえて 「民芸と 民俗学の 問題」 をめ ぐっての 座談会が 開かれた。 

その 中で、 民芸と 民俗学の ちがいが 論じられた。 「かく 在る あるいは、 かく 在った という こと を 論ずる ので は 

なくて、 かく あらねば ならぬ という 世界に 触れて ゆく 使命が ある」 こと を 柳 は 力説した。 それに 対して、 柳 田の 

方 も 民俗学 は 経験 学であって、 民芸の ように 規範 学で はない こと を、 強調した。 柳 は 美と 実践 をつ なげて 考えよ 

うとし、 柳 田の 方 は、 民俗学 は 記録 さえ 正確に できれば、 それでい いと 云い 切った。 柳 田 は 学問と 実践と を 分け 

て 考えようと したので あった。 それ は 柳 田の 次の 言葉で 明らかで ある。 

「民俗学と は 過去の 歴史 を 正確に する 学問です。 だから、 将来の こと は 私 どもの 学問の 範囲 じ やな いんです。」 
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「歴史家 は 同時に 愛国者で あるが ゆえに、 歷 史家に も 政治家た る 念 慮が あり、 それで 歴史の 知識 を 応用す ると 

いう だけです。 われわれ は 事実 を 正確に 報告す る だけで 十分です。」 

こうした 柳 田の 態度が、 方言 論争の 渦中に あって 沖繙県 当局と わたりあつ ている 柳 を 満足 させなかった こと は 

いうまでもない。 柳 は 次のように いう 

「それが 民芸の 場合なん かです と、 将来性の 問題に つながる のです。 だから われわれ は 毛頭 古いす ベての もの 

を その 対象に しょうな どと は 考えられない。 われわれ は 現代の 文化に 価値 ある もの、 あるいは 日本の 現代 文化 

に 最も かけて いるもの そういう もの だけ を 積極的に 発見して、 現代の 文化 行動に とりいれ ねばな らんので i 」 

柳 田 は 学問と 実践の 世界 を 切り はなす が ゆえに 過去 を 対象と し、 柳 は それ をつ なげて 考える が ゆえに 未来 を 対 

象と するとい うこと であろう か。 しかし、 柳 田の 学問が 過去にば かりむ かった とはいえない と 同時に、 柳の 民芸 

運動が 未来-まかり を 目指した ともい えない こと は、 さまざまな 例証 を あげる ことが 可能で ある。 すなわち 「美.^ 

規範」 を どこに 求める かとい う 尺度 は、 柳の すぐれた 眼 を 待つ ほかな く、 柳 をぬ きにして は 類型 化せざる を 得ぬ 

弱点 を、 含有して いるから である。 それに 比して、 柳 田が 民俗学 を 経験科学 として 確立した 真意 は、 それが 化ノ 

の 直感 を こえて 万人に 説得で きる ものである こと を 念じた からに ほ 力ならぬ 

柳 田と 柳の 学問に たいする 関わり 方の 差違 は、 周辺 民族に たいする 関わり 方の 差違と なって あらわれる。 柳 f 

の 考え は 諸 民族 間に は 伝統的な 意識の 屈折が ある こと を 前提と している が、 柳の 方 はもつ と 直接的に、 「美」 を 

媒介と した、 たましいの 交流 を 信じて うたがわない。 そして それが、 朝鮮 や 台湾 や 沖 繙 の 諸問題に たいする 大胆 

で 直截な 発言と なった ので ある。 

柳 田 は、 学問 上の 問いと 結論との あいだに、 多くの 媒介 項 や 疑問符 を 置いて、 その 距離 をで きる だ H 弓き のば 

そうとした。 そこに 柳 田の 強力な 懐疑 精神 を 見る ことができる C しかし、 柳の 民芸 運動 は、 一瞬に して 「美」 を 
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" 直覚す るが ゆえに もっとも 直截で ある。 柳の 精神に とって は 懐疑 はむしろ 敵で ある。 

私の 意見 を 述べる とすれば、 学問に 対する 態度と して は 柳 田の 方法論に つよく 魅 かれる。 しかし 人間と して は、 

の 行き方 を 好ましく おもう。 人間 柳 田に は どことなく 官僚の 抑制 力が 働きす ぎる ので ある。 それが 台湾 旅行の 

例外 は あるに せよ、 心情の 吐露 を 妨げる こと ともなつ ている。 ただ 柳 田、 渋 沢、 柳、 南方の いずれも、 その 学問 

を あくまで 民間の ものと 考えた こと は 共通して いる。 今日、 官費で 海外に おもむき 周辺の 民俗 調査 をお こない、 

すこしも 恥じる ところの ない 学者が 横行して いる。 たとえば 韓国に も 官費 旅行の 民俗学 者が ゆき 調査して いる。 

だが、 彼らに は、 民俗学と 〔目 僚 性と が 本質的に 相容れない ものである ことへの 反省が たりない。 彼らに はかって 

朝鮮 総督府の 援助の もとに 朝鮮の 民俗 や 美術の 研究 を やる こと を きっぱり 拒絶した 柳 田 や 柳の 強烈な 在野 精神な 

どひと かけら もない。 一体、 民俗学と 官僚 性と は 手が つなげる ものな のか。 それ は 言葉の 定義から して 矛盾で は 

ないか。 そうした こと を 考えた こと もない 学者に 隣国の 民族の 苦悩が 分る はず はない。 ここで 私 は あらためて 私 

たちの 先輩が 身 を 挺して 証明した 「共感の 精神と は 何 か」 を 問わずに はいられな、， ので ある。 
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< きみ > はしるまい 

ヽ きみ >が< ク 二 > と 称して 恨んだり よろこんだり している もの 力 

じつは 幻の 島に すぎない こと 

<き み > はしるまい 

< きみ > が 島と 称して 辺境に うかがう ものが、 

じつは さびしい ひとつひとつの 〈ク 二 > である こと 

11 吉本隆 明 「島 は みんな 幻」 11 


1. 教科書に 神話 を 登場させる ことにつ いて 懸念の 声が あがって いる。 もっともな 一面がない わけで はな 
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し 力ら ば. 話 を 教科書から 追放し、 抹殺した がよ いかと いうと 必ずしもそう ではない。 神話 を 無視し、 関、 じの 

外にお くこと は、 神話 を そのまま 温存す る 結果 を 招く だけの ことに 気が付かず、 今頃 あわてふため、， て、 」fll 手 方 

の 非 を 鳴らす こと はどう 考えて みても 賢明な 仕業と は 思われな 、，。 

「神話が 歴史で 無い という こと は、 かって 一 たび は その 通りの 事実が あつたと 信ずる 者が この 世に あつたと い 

うこと を、 打消そう とする ものではないだろう。 ただこれ を 近年の ごとき 一 つの 流儀に 解釈して、 古来 常に こ 

の 通りと 思わせよ うとした のが 悪い ので ある。 そんな こと を すれば 何もので も 悪くなる。 だから 私な ど は、 頭 

から 神 4 を 否認しょう とするな ど はまちが つた 話で、 ， ^い.^^ で， if き，^ や 

た 力と いう こと を、 熟視 1- る ほうがよ いの だと 思って いる。」 (柳 田 国 男 「口承 文芸 史考 序」 傍点 引用 者) 

この 文章が 書かれた のが、 昭和 二十 一年 八月、 終戦の 混乱が まだお さまらず、 左翼の みならず 皇国 史観の 全面 

否定と して、 占領軍 までが 教科書に 墨 を くろぐろと 塗らせた 時代であった こと を 思いみ る 必要が ある。 柳 田 は 終 

戦 直後に、 今日の 時点 を 見通して いたと いってよ い。 

「誰でも 知っている ように、 我 邦 最古の 記録が できた の は、 いわゆる 神話 時代 をす ぎて、 千年 も 後の ことで あ 

る。 よしや 大昔の 神話で ある ことが 確かと しても、 久しい 間の 伝承が あり、 また 編纂 者の 取捨が あった。 それ 

を 後世の 者が 信ずる のと、 以前に 家々 で これ を 信じて いたのと は、 信ずる という 言葉 は 1 つで も、 、じ 持よ まる 

で 異なる ので ある。 この 差別 を 明かに しないで 置いて、 また 一つの 新しい 用法 を 加えた (引用 者 註 11 神話と い 

う 輸入の 言葉 を 使う こと) という こと は、 無益な 混乱の 種で あり、 また 私たちの 学問に とってよ 迷惑の 至りで あ 

つた。」 

「誰に もお そらく 否と 言えな いのは、 神話 は 本来 口伝えの ものであった。 人が 文字 を 知り これ を もって 言葉 を 

表現し 始めた よりも、 はるか 以前から 行われて いた ものだった という こと、 それから 今一 つ は 信ずる 人の 言葉 
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であって、 神に 仕うる 者の みが もとは 管理して いたと いう こと、 これな ども 多分 外国の 研究者の、 すでに 一致 

している 所だろう と 思う。 そうなる と 神話が 文学で ない こと は 論 を またず、 更に 文学に 近い 形 を もって、 これ 

を 書きった えた 記録 を、 神話と 謂った ことが 正しかった かどう か。 それさえ 問題になる ので ある。」 

ここで 柳 田が いおうと している こと は、 神話 は 信仰の 対象と しての 内容 を もってお り、 それ は 同族 や 家々 や^ 

落に 口伝えに 集され たのが 最初で あり、 文字 化した 段階で は、 もはや 霧な 謹で は 神話で はない という こ，^ 

である。 つまり 柳 田の 定義に したがえば、 古事記の 神代 巻 はすで に 文字 化され、 編纂 者の 取捨が あった 以上、 政 

きひ；， 神話と 呼べない ことになる。 「神話が 果してい かなる 時期、 いかなる 形式の 下に 誰から 誰へ 伝承 せられて 

居た かも 考える ことができずに、 ただ やたらに 神話 呼ばわり をす る ことな ど は、 いい加減に やめて 貰った 方が 学 

問の 為で ある。」 

柳 田 は 左翼 陣営の 神話に たいする 無関心 を 否定す ると 同時に、 右翼が ねらう 天皇制 正統 化の 神話 復活 を も 真 向 

から 粉碎 している ので ある。 もし 戦後の 史学が、 柳 田の 指摘した ように、 近よ つてつ まびら かに 神話 を 熟視す る 

道 をえ らんだと したならば、 今日の ような ぶざまな 動揺 を 招く こと はな か つ たはず である。 

私よ ここで 『南方 文化の 探究』 を 書いた 河 村 只 雄が、 古事記 を 編纂す るば あいに、 宮廷の 中で 進歩 派と 保守^ 

が あらそつ たので はない かと 述べて いた こと を 思い出す。 保守派 は、 信仰の 対象で ある 伝承 を 文字 化するな どと 

よ とんでもな いと 反対した が、 進歩 派の 太 安万 侶が 押し切 つ たという 説 だ つ た。 

もとより 想像力 を 働かせる の をた のしんで いるよう な 架空の 話で は あるが、 一面の 真理 を衝 いている こと は 否 

めない。 

ところで、 日本 民俗学 (柳 田 学と 折 口 学) は 具体的に は、 神話 を どのように とりあつかって いたであろう 力 

^ あるい よ 神話の 形成 過程 を 解明す るのに どのような 形で 寄与して いるか。 それ をた どる ことで、 日本 民俗学 力 天 
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皇制 国家の 権力 を 承認し、 天皇制 神話の 正統 性の 主張 を 破砕す るのに どれほどの 有効性 を もっかた しかめて みた 

I そして それ はまた、 チ ュ ス盤 にむ かうよう に 日本の 神話 を もて あそぶ 輩にたい する 抗議と して 成立す る はず 

である。 

二 

机 田 国 男 や 折 口 信 夫が 日本 民俗学 を どのように とりあつか つ て いるか を しらべ てみ ると、 海上の 民の 運搬し S 

播 する 文化へ の 関心が 大きい のに 今更ながら おどろかずに はいられない。 まだ 日本に 統 一 国家の 形態が ととのわ 

ない 先から、 海上の 民が 日本の 海辺 を 北へ あるいは 東へ と 漂泊しながら 動いて いつ た その 影 を 柳 田と 折 口 は 執拗 

に 追いつ づけて いる。 折 口 信 夫 は 彼の 主 著 『古代 研究』 の 中で 次の ような 思い出 を 語って いる。 

「十 年 前、 熊 野に 旅して、 光り 充っ 真昼の 海に 突き出た 大王が 崎の 尽 端に 立った 時、 遙 かな 波路の 果に、 わが 

魂の ふるさとの あるよう な 気がして ならなかった。 これ を はかない 詩人 気どりの 感傷と 卑下す る 気に は、 今 も 

つて なれない。 これ はこれ、 かって は祖々 の 胸 を 爆り 立てた 懐郷 心 (のす たる じい) の、 間歇 遺伝 (あたいず 

む) として、 現われた もので はなかろう か」 

折 口が この 文章 を 書いた ときから 十 年 前と は、 大正 元年、 彼の 二十 六 歳のと きであった。 折 口が この 大王 崎の 

上で 青海原に 眼 を 凝らした ときの 直感が、 海の 彼方から おとずれる まれび と 説と なって 発展し、 折 口 学の 礎石と 

なった。 

右に 掲げた r 妣が 国へ • 常世の国へ」 という 文章に は 「異郷 意識の 起伏」 という サブタイトルが ついている。 

すでに 折 口に は 大正 五 年に 「異郷 意識の 進展」 と 題す る 小論 文が ある。 そこで は、 「のす たる じい (懐郷)」 と 「え 

きぞ ちしず む r 異国 趣味)」 と は 兄弟 関係で ある、 と 述べて あるば かりで、 両者よ まだ 分別され ていな、，'。 ま 


「母の 国」 と 「常世」 の 関係 も茫漠 としてい る。  、 、 

それが 大正 七 年に 野 村 岳 陽の 「文献 上より 見た る崑意 想の 発達」 (『史学雑 聽 を よんて 中国の 異 I 識カ 

恐怖. 驚異の まから 富の 憧憬へ と 移行す る 点に 興味 を もった とった えられる。  ， ^.1 if 

d うして 数年 後の 大正 九 年に は、 異国 • 異郷 は 現実 上の ど S どの 地方 を 指す もので もない。 万国 地図に 見 付 

かるの よ、 他？ 他郷に すぎない。 かりに 現実の 国であった としても 民族の 議の フィルタ 1 をと おした ものて 

なけれ まならない こと を 力説す る だけにと どまらず、 彼が 「異郷 意識」 と 呼ぶ とき、 その 「異郷」 は、 今日の 言 

葉で 言えば 「他者」 としての 性格 をお びる もので なければ ならぬ と 強調す るので ある。 

何故か。 われわれの 祖先が 海 彼のした わしい 国 を 「父の 国」 と 呼ばず 「母の 国」 と 呼んだ ことが それ を f に 

t  口って、， る。 父と 母と は異 族であった。 この 「異 族」 は異 民族と いう ほどの もので はなく、 同氏 族で な、 と 

考えて よいので あろう。 この 異族 結婚 (外 婚) は 母の もってき た 信仰の 靈を 父が 犯した ために 不幸な 結末 を告 

、ける ことになる。 破局が おとずれて 母 は、 子ども を 父の 許に のこし、 自分の 国に かえって いく。 いわゆる 異族 結 

婚 (えき ぞ がみい) の もたらす 悲劇で あるが、 その 蘭 は 子どもの 心に つよく 植えつ けられて、 子ども は 「母の 

S への 係 恋 をな がく もちつづけ、 それ は 後世の 墨にまで 痕跡 をの こす。 たとえば 「信 太 妻」 の 物語が それて 

あって、 r? うやれ、 元の 古巣へ」 という 葛の 葉物に はっき ものの 小 噴の 文句 も 「妣が 国」 の おもかげ を やとし 

て、 ると 折 口よ いう。 かって はや 八 if あり、 こんど は 狐であった としても、 それ は 信仰 上の 籠の 対象と なる 

ト 1 テム 動物で ある ことに はか わりがない。 異 族の 村から きた 妻 は、 あい ゆずれぬ 信仰 上の トラブルから、 子 ど 

も を 父 こ あずけて かえって いくとい う 折 口の 指摘 は、 私たちの はるかな 潜在 讓を 今でも ゆすぶる もの を もって、 

いる。 その 去 口 if 理論 をす えた 哲の 民俗学 は、 それによ つて、 かず 多くの 発見 をな し 得 utuuM 

I 民俗学 以外の 世界に も 新しい 刺戟 を 与える ことにな つた。 すなわち 「他者」 や 「藤」 を 民族的 次元の S 
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として とらえ、 日本 民俗学 はけつ して 調和の 学で ない こと を 実証して きている 点で、 今日な おする どい 有 ：55- 生 を 

もちつづけ ている。 

三 

私が 志 摩 大王 崎 をお とずれ たの は、 折 口が その 突端に 立って から 六十 年 近く あとの ことで あるが、 現に 今でも 

大王 町の 波 切で は、 家々 の 仏壇 は 海の ほうに あたる 南 または 東に むかって おり、 盆に 先立つ 七月 七日に は、 i 源の 

彼方から くる 精霊 迎えの 行事 をお こなつ て いると いう。 

波 切の 町から 魚市場の ある 波止場へ ぬけ、 箱に 入れた フカの ヒレが 乾して ある 突堤の かたわら をと おって 波 切 

神社の 石段 を のぼりつめ ると、 そこが 大王 崎 だ。 まえに はこの あたり はう つそうと 茂った 樹海に おお b れ、 千 羽 

を こえる おびただしい カラスの すみかであった という けれども、 先年の 伊勢 湾 台風で 根 こそぎ やられ、 むき 出し 

の 地肌に 枯死した 裸 木が あちこち 立って いるば かりで ある。 それが あたりに 奇妙な 明るさ を まきちらして いる。 

岬に 立って 前方 左 をみ ると 近くに 安乗の 岬の 灯台が みえ、 さらにと おく 知 多 半島と 渥美 半島が みえる。 あと は 

さえぎる ものの ない 青 一色で ある。 秋の 深まる 十一月の 天気の よい 朝なら ば 富士山が 望見で きる ときいて、 私 は 

おどろいた。 

だが 考えて みると、 志 摩の 突端と 駿 河の あいだ をむ すぶ 海上の 直線 コ ー スは、 陸上の 曲った 道 を 二 辺と する 不 

等辺三角形の 底辺に 相当す る。 その 距離 は 陸上の 道と は 比較に ならぬ ほど 近い。 志 摩と 渥美 半島の あいだ も 同様 

である。 私たち は あまりに も 陸上の 距離 観念に なじみす ぎている。 この 海上の 道 を 船乗りた ち は 季節風と 黒潮 を 

利用しながら、 おどろく ほどの はやさで 往き来し たので ある。 かって 波 切の 町に は 「みぎ 遠 州灘、 ひだり 熊 野灘」 

という 石の 道標が 立って いたと いう。 大王 崎 は 遠 州 灘と熊 野 灘とを わける 岬であった。 大王 椅の 沖合 をす ぎれ ま 


ちが つ た灘に 入って いく。 大王 崎の 名 は 船乗りに とって 忘れが たい ものであった。 

風の あらい 志 摩の 漁村 は 低い 家並が 吹きよ せられた ように かたまつ ている。 海の 難 風はィ ナサ (東南 揮」 で、 

それが 吹く と、 船 は 鋸の 歯の ような 暗礁に 打ちつ けられて 砕けて しまう。 それが 志 摩 半島の 東海岸に はとく に 多 

かった。 「伊勢の i 崎、 の i 、い 波 切 大王が なけり やよい」 と 歌に うたわれ、 船び とに おそれられた。 神 崎 も、 

国 崎の 鎧 も 大王の 北に あたる 地名で あるが、 大王と ともに 暗礁の 多い 箇所であった。 なかで も 大王が もっともお 

それられ たこと は、 大王の 沖で 難破しても 船主 は 船頭に 罪 を 問わない、 という 諒解が あつたと いわれる ほどで あ 

る。 

大王 崎の すぐ 北に ある 安乗の 灯台が 明治 初年に 建てられて いるのに、 海の 難所で 聞こえた 大王 崎に 灯台の 完成 

したの が 昭和に 入って からと いうの はふし ぎな 気がする が、 大王 崎の 眼下に ある 大王 島と いう 小島に 大正 七 年、 

巡洋艦 音 羽が 衝突 坐礁し、 船体が 二つに 折れる という 惨事が 起きて、 それが 大王 崎 灯台の 建設に 拍車 を かける こ 

とに なった そうで ある。  よしたか 

現在 大王 崎の 灯台が 建って いるの は 九 鬼 氏の 城址で ある。 九 鬼 水 軍の 名 を ほしいまま にした 九 鬼 葛隆は ここ 

. の 波 切 城砦に 拠った ので ある。 波 切 は 風が あらく、 また 海賊の 血 を ひいて 漁民の 気 も あらい。 その 気風 は 今 も 残 

つてい る。 行きずりの 旅人に すぎない 私に も それが はっきり 感じられた。 

学  g 

話  四 

神  いらこ 

§ だが 大王 崎にたい する 私の 関心 は それで 尽きる もので はない。 大王 崎から 指呼の間に みえる 三 河の 伊良湖 W 力 

辺 柳 田 国 男の 晩年の 大作 『海上の 道』 の 着想の 発端と なった ところで ある ことに、 柳 田と 折 口の ふしぎな 縁 由 をお 

^  、まえずに はすまない ので ある。 『海上の 道』 の はじめの 方に 次の 文章が 載って いる。 長い けれども 引用して みた 


柳 田 学と 折 口 学 I 


「私 は 明治 三十 年の 夏、 まだ 大学の 二年生の 休みに、 三 河の 伊良湖 崎の 突端に 一月 余り 遊んで いて …… 今でも 

明らかに 記憶す るの は、 この 小山の 岬 を 東へ まわって、 東お もての 小 松原の 外に、 舟の 出入りに は あまり 吏 わ 

れ ない 四、 五町 ほどの 砂浜が、 東 やや 南に 面して 開けて いたが、 そこに は 風の やや 強かった 次の 朝な どに、 椰 

子の 実の 流れ 寄って いたの を、 三度まで 見た ことがある。 一度 は 割れて 真白な 果肉の 露われ ている もの、 他の 

二つ は 皮に 包まれた もので、 どの辺の 沖の 小島から 海に 浮んだ もの か は 今でも 判らぬ が、 ともかくも 遙 かな 波 

路を 越えて、 まだ 新しい 姿で こんな 浜辺まで、 渡って きている ことが 私に は 大きな 驚きであった。」 

柳 田 はこの 時の 話 を 東京に かえって 藤 村に した。 それが 藤 村の 有名な 「椰子の 実」 の 歌 を 誕生させる 機縁 をつ 

くった こと を やや 得意気に 述べて いるが、 私 は 鳥 羽から フ H リ ー 船で 伊良湖 岬に わたって みた。 

柳 田の 描写した 東南の 浜 は 海の 彼方から 朝日が 出る 時刻で、 あいかわらず 太古 さながらの 波が 人気の ない 砂浜 

に 打ち よせていた。 柳 田が 見た ように 椰子の 実が この 浜に たどりつ くまでの 旅の わびし さが 身に^みた。 私 はか 

つて 読んだ 史書の 中に、 崑崙 人が 三 河に 流れつ いて、 いつも 悲しい 調べで、 意味 不明の 異国の 歌 をうた つていた、 

という 記事が あつたの をお もい 出した。 その 崑 人 もお そらく 伊良湖 岬の あたりに 漂着した にちがいない。 柳 田 

は 伊良湖 岬で、 折 口 は 大王 崎で、 強烈な 印象 を 体験し、 両者と もに 大正 十 年頃に 前後して 沖繙 にわたり、 直感 を 

実証す る。 この 点で も 二人 は 一致して いる。 柳 田 学と 折 口 学 は あざやかな 対立 をみ せながら、 相互 補完の 役割 を 

果してい る。 大王 崎が 東の 方向に むかい、 伊良湖 岬が 西に むかって 指向す る 半島の 尖端に あって、 この 二つの 地 

点 は 向き あい、 延長 上の 一点で 交錯す る。 それが 柳 田 学と 折 口 学の 関係 を 象徴して いるよう に、 私 はふし ぎな 暗 

合 を おぼえる の だ。 そして それ を さらに 延長 すれば、 はるか 南方に つながる。 大王 崎で は 年に一度 大 わらじ を 作 

つて 巨人が 住む とみせ かけ、 海の むこうからくる 海賊 を 退散させる 行事が あるが、 沖繙 のさい はての 島で ある 宮 
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古 や 与那固 島に も かって は大 わらじ を こしらえて 海に ながし、 それによ つて 海賊の 来襲 を ふせぐ 習慣が あった。 

また 石垣 島の 海岸で、 ながれつく 椰子の 実 をと つて 終戦後の 飢餓 をし のいだ 若者の 話 を 聞いた こと も ある。 こ 矛 

らま、 海の 道が はこんだ ひとつ づきの 文化の 現象な ので ある。 


五 

私が 中巖 I で 得た 確信 は、 民間の 生活 習俗に とどまらず、 日本の 神話 も その 母胎と なる もの は、 もともと 沖繩 

(を 含めた 南方 海域) を 舞台に している という ことであった。 これ は 書物で は 別に 珍ら しい ことで はない が、 し 

かし 中虽 _ の 社会に ふみ 入って みると、 何十 倍 もの 強さで 私に 迫り、 私 を おびやかす 実感であった。 書物 をよ むだ 

けで は 合点が いかぬ こと も、 現地の 沖繙 では 一目で わかる という 体験 は、 私に かぎる ま I 

海流に のって、 南から 北、 西から 東へ とくさぐ さの 伝承 や 習俗 を はこんで きたの が ほかならぬ 「海の ジプシ ー」 

とよ ばれる 漂 海 民であった。 これら 海人 族 は、 北 九州から 瀬戸内海、 さらに は 熊 野 を こえて、 伊勢. 志 摩に 進出 

した。 彼ら はやが て 天皇制 国家の 部 民に 組み入れられ、 海の幸 を 朝廷に 献上す る 役割 を もた された。 そのために 

古代 朝廷と 関係が ふかく、 その 将来した 伝承 や 習俗 は、 さきにの ベた ように、 日本の 神話 — それ は 古代 天皇制 

国家の 正統 づけの ために 利用され たが 11 に 色 濃く 影 を 落して いる。  い ぞう 

志拏の 大王 崎から 北に むかう 街道が、 的 矢 湾と ふれあう ところに 磯部と いう 町が あり、 そこに は 伊 莉宮と 呼ば 

れる 伊勢神宮の iils?^ ある。 これ は 伊勢神宮の 祭祀 用の ァヮ ビ、 サザュ を 貢 進す る 伊 雑 浦の 神 戸の 漁民が 遙 拝し 

た宮 である。 沖 繙には 「おとおし」 という 言葉が あって、 元 部落の 御嶽に ゆく ことが むずかし いとき、 別の 場所 

に 御嶽 をもう けて、 そこから 遙拝 する。 「おとおし」 の 習俗が ここに もちこまれて いると 思われ ス。 

伊 雑宮は 伊勢神宮 のい fSIT である ャ マト ヒメが はじめて 作った とった えられる。 ある 日 鳥の 鳴 声が あまりに かま 
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びす し レ ので、 ャ マト ヒメが それ をみ させに やる と、 鶴が 稲の 穂 を くわえて 鳴いて いたと いう 伝説が ある。 そこ 

で 別に 一宮 をつ くり 鶴 を大歳 神と いって 祭った という。 大歳は 「穂 落し」 の 意味で あるが、 また 年が 稲 (穀物) 

の 意味で ある こと を 含ませて いるので あろう。 これ はい ま 伊 雑宮の 所管 社と して 佐 美 長 神社、 あるいは 大歳 社と 

よばれ、 伊 雑宮の 西南 八百メ ー トルのと ころに ある。 これにつ いて 思い出され るの は、 沖 繙 の 聖地で ある 久高島 

の 浜に 五穀の 種子が 壺に はいって 流れつ いたが、 稲 種 は その 中に 入って いなかつ たので、 ァ マミ キヨが 天に 祈り、 

ヮ シが 使者に なって 二 ライカ ナイから 三百 日 目に 稲穂 を 三本 もってき たという 話で ある。 

また 沖 永 良 部 島の 島コ ー ダ • 島テ ー シ の 島 建ての 神話に も 二 ラの 神のと ころから 稲穂 をぬ すんで きた 話が ある。 

とすれば こ の 鶴の 穂 落し も 南方の 説話の おもかげ を やどして いると みる ことができる。 

この 磯部の 海 部 を 宰領す る 宇治土公の 祖は 伊勢の 国つ 神サ ル タヒコ とされて いる。 古事記の 天孫 降臨の 条で志 

摩の 国から 朝廷に ささげる 食料品 (贄 もの) をさず か つたと いう ァメ ノウ ズメ は、 サル タヒコ の 名 を もら つて そ 

の 子孫 はサ ルメノ キミと 名のる ようになった。 伊勢神宮の 贄を 奉る ところが この 磯部で あれば、 また そこに 奉仕 

する 「戸 座」 もこの 磯部 氏の 1 族から えらばれる。 (戸 座に ついては あとで 説明す るので ここで はふれ ない こと 

にす る)。 

サル タヒコ とァメ ノウ ズメと アマ テラスの 三者の 関係 は、 ァ マ テラスの 斎宮で ある ャ マト ヒメの たてた という 

伊^ l &の 15:^ 在 地で ある 磷 部に 収斂され ていく の を 否定す る ことができない。 それ は 天 岩戸 神話と 関連が あると 私 

に は 思われる。 

宮 古島の 最 北部の 部落で ある 狩 俣の 祖神祭 は 天 岩戸 神話に 酷似して いる。 アマ テラスに 相当す るン マテ ダ (太 

陽 母 神) は 狩 俣の 創世 神と して あがめられ ており、 それにつ かえる；^,^ の 服装と 儀式の やりかた は、 ァメ  ノウ ズ 

メ とまった くそつ くりで ある。 その 神 女の 列 を 先導す る 女 は、 サ ダル 神と 呼ばれて、. て、 役割 も 名 尔もサ シタヒ 


i8i 辺境の 神話学 


コを 彷彿させる。 ここで 更に 注釈 すれば ン マテ ダには アサ テダ という 配偶 神が いる けれども、 アサ テダは 部落民 

の 意識に あまりの ぼらぬ 影のう すい 男 神で ある。 むしろ 外来 神と して あつかわれる。 これな ども ン マテ ダが 記 

紀に みる 独裁的な 巫女で ある ァ マテ ラス の 性格と 近い こと を 示す ものであろう 

ところで この サル タヒコ は 伊勢の ァザ 力で ヒ ラブ 貝に 手 を はさまれて 死んだ となって おり、 一方 ァメ ノウ ズメ 

のな がれ を 引く 猿 女 君 は、 毎年 十一月に おこなわれる 宮中の 鎮魂祭に 奉仕す る。 伴 信 友 はこれ が 天 岩戸に 天照大 

神が こもつ たと き、 ァメ  ノウ ズメノ ミ コ トが 神楽 をして 神 を まねき 出した その 痕跡 を 代々 あいつ いで 仕え まつ つ 

てきた の だと 述べて いる。 じっさい 宮中の 鎮魂祭で も 御巫が 宇気 槽を ふせた 上に あがり、 杵で槽 をつ く 動作が く 

りかえ され、 十 度つ くた びに 神祇 伯が 木 i 縵を むすぶ。 つまり 魂 を ふるい 起して むすぶ ので あるが、 その 動作の 

まえに 鎮魂の 歌が うたわれる。 それが どうした もの かわからない が、 年中行事 秘抄に 鎮魂 歌と して あげて ある そ 

まず ス 

つ 歌の 言葉よ みな 「ァ チメ  _ という ことばで はじまつ ている。 この ァチメ は r ゥ ズメ」 またお 「安曇」 の 転； し 

たもの だとす る 説が ある。 そうだと すれば、 この 宮中の 鎮魂祭に は 北 九州の 海人 族で ある 安曇 族の 影 も 横切って 

いるので ある。 

安曇 族の 活動 は 目 ざまし いが、 それが 南方の 海人 族と どのような 関係に あるか は あきらか ではない。 しかし 南 

方の 海人 族の 少なくとも 一群 は、 九州の 西海岸に 次々 と 枝 村 をつ くりながら 北上した 痕跡が あるから 安 暴 族と 

接触が なか つ たと はとうて い 考えられない。 

ここで 私たち は 日本の 神話の 核心に 一挙に はいって いく。 それ はいう まで もな く 天地創造の 箇所、 すなわち 国 

生みの 神話で ある。 それ を 論ずる まえに 沖 繙 列島の 最南 端で ある 波 照 間 島に 伝わる 「油 雨の 由来」 という 創世 神 
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話 を 紹介して おく。 

「大昔、 波 照 間 島 は 人口が 多く、 弱肉強食 という 社会で 人徳 地に 落ちて いた 時、 天の 神様 は 油の 雨 を ふらせて 

人々 を 皆殺しに してし まった。 ところが 男女 二人の 兄妹 だけ は、 海の 洞穴の 中に 避難して いたので 油 雨の 害 を 

受ける ことが なく 助かった。 長らくして 二人 は 夫婦に なった が、 生まれて くる 子ども は、 みな 骨の ない クラ ゲ 

であった ので、 ここ は 人間の 住むべき ところではない、 と 思って ミシク というと ころの 海岸の 岩穴に 移 主す る 

ことにな つた。 ところが ミシク の 岩穴の 住居で 生まれる 子ども はみ な ムカデ であった。 さらに 居所 を 陸地に 移 

し、 カタ ピサ 家 (北風 を 防ぐ 草葺の 家) を 作って 農耕 を 始めた ところ、 二人の 仲から はじめて 人間の 子どもが 生 

まれた。 そこ を 居住と してから は 人々 は 繁昌した。」 

この 創世 説話で 注目すべき こと は、 二人の 兄妹が 結婚して 最初 生んだ のが 骨の ない 動物た ちで あつたと いう こ 

とだ。 次に は 場所 を 移す ことによって はじめて 人間が 生まれた と 説いて いる ことで ある。 「北風 を 防ぐ」 と は 南 

風 を 受けて 孕む という ことの 反対 表現であろう。 そこで 私たち は 直ちに ィザナ ギ • ィ ザ ナミの (兄妹 神と いわれ 

る) 夫婦の 国 生み を 思い出さな いわけに は ゆかない。 最初 は 不具の 子が 生まれた ので、 国 生みの 順序 を かえると 

ちゃんとした 子供の 島々 を 生む ことになる という。 

沖繙 では アマ ン (ャド カリ) が 自分た ちの 先祖 だと 信じて、 手に ャド カリの しるし を 入墨して いた 女の人た ち 

がいた し、 また ネズミ は 大日 神の 「初の 子」 であると 信ずる 人々 が いた。 しかし ネズミ は 「徒な 子」 で、 「5}^ し 

敗り 子」 で、 「庶子の 狂れ 子」 であるから 小さな 舟に のせて、 海の 彼方の 一一 ライカ ナイ (常世) に 追放 するとい 

う 「おたかべ」 (神に ささげる 祝詞) がの こされて いる。 この こと は 伊波 普猷が 「あまみ ゃ考」 で 詳述して おり、 

仲 原善忠 校註の 久米島 仲 里 旧記に も あるが、 要するに 日 神の 初子が 小舟に のせられて 常世に. nn- 放される の は、 生 

質が 兇暴で、 農作物 を あらしまわる という 理由から である。 「生り 敗り 子」 という 言葉 も あるから、 この ネズミ 


よ 農作物 を あらし 常世に 追放され た スサノ オノ ミ コ トを 思い起させる。 ネズ ミ にた レ する 悪口；^ 言の 力ぎ り をつ 

くして いる 「おたかべ」 をみ ると、 たとい ネズミ に 「かなし」 とか 尊者の 称 をた てまつ つたと ころで、 その 尊称 

は ネズミ の 害の 甚大 さに 歯が みし、 地 団太を ふんだ 人間の かなしい イロ  二 ー という ほかない。 

さて、 南 島の 創世 神話と 記紀の 似通った 部分 を 重ね あわせて みると き、 記紀の 国 生みに 欠落 部分が 目立つ。 そ 

れま. 油 雨 を 降らせて 人間 を やき ほろぼす、 という 前半 部分、 つまり 人類 は 一度 絶滅に 瀕する の だとす る 部分が 一 

方 こあって 也 方 こない こと だ。 油 雨 は 日で りと 干ば つ を 思わせる が、 それ は 津波に おきかえる こと もで きる。 私 

は 先 島 を あるいて、 津波が おしよせ、 兄妹 二人が かろうじて 生きの こったと いう 伝承 を もつ 御嶽の 話 を 多く 聞い 

た。 洪水 神話と 兄妹 神の 相姦 は 先 島 一帯に ひろく 分布して いる。 土 佐の 沖に あると 今昔 物語が つたえる 妹 背 島の 

話 は、 そうした 説話が 黒潮に のって 流れつ いたのだろう。 そこで、 記紀の 国 生み を 思い出して、 前半の 洪水 神話 

が 欠けて いる ことに 気付く のに は、 さほど 時間が かからない。 この こと はすで に 岡 正 雄 氏 も 指摘して いるが、 ま 

だ 承認され たと はいいが たいよう である。 欠落した とすれば それが 意識的 抹殺 か、 あるいは 自然な 脱落 かが 問題 

になろう。 それ は 今 問う ところではない。 しかし 唯一 つの こと を 指摘す る こと はでき る。 それ は 日本の 神話に は- 

• 最初に 予定され た 高さからの 墜落 惑がない。 始 源まで さかのぼって 人間の 不条理な 実存 を 考えさせる きびしい も 

のが、 日本の 神話に はない。 それ は 日本の 国 生みの 神話が、 洪水 神話 を 欠落して いる ことが 大きい と、 私 は 考え 

学 る。 

の  七 

境  孑 

辺 国 生みの 神話が 淡路の 海人の 伝承 を もとにし たもの だとい うの は、 今日 さまざまな 人が 指摘す ると ころで ある 

3  、  な、、、、、、、 

0^ 雄 略 天皇のと き 伊勢の 国の 采女 がうた つた r 瑞玉盞 に、 浮きし 脂、 落ちな づ さい、 水 こおろ こおろ に …… 」 とい 


0^ う 古事記の 中の 一 挿話に 国 生みの 表現が みえる の は、 古事記が 編纂され る 以前に、 この 国 生みの 神話が いわば 成 

句 を も つ たものと して 伝承され て い た こと を 物語 つてい る。 こ の 歌の 末尾に は 「天 語 歌な り」 と 注して ある。 海人 

I 語りの 歌と して、 伊勢の 海人 出身の 海人 語部に よって 語り伝えられ、 宮廷に おいて 天皇へ 臣従 をち かう 寿 li とし 

^ てうた われた というが、 その 事 自体が この 国 生みの 神話が もともと 海人 部に よつ て 作られた こと を 示唆して いる。 

飾 これが 天皇制 国家の 正統 性 を 裏付ける ものと して 組み入れられて いったい きさつ を 説明して 歴史家の 岡 田 精 司 

は 次のように 言って いる。 

「海人の 村々 に 語り伝えられた 男女 一 一 神の < 淡 路の島 造り v を そのまま < 大 八洲の 国 生み V にす りかえ ようと 

しても、 民衆の 間の "語り" の 伝統が 障害と なった にちがいない。 そこで < 大 八洲 > は あとの 方の 神々 の 誕生 

のと ころへ 無理に 割り込ませ、 淡路島 も大 八洲の 中に 移されて しまう。 そして 天の 沼 矛で 二 神が 海中 を かき ま 

わして 島 を 造る ところに は、 淡路島の 造られる 時の 形容であった オノ ゴロ ジ マが、 あたかも 独立した 存在の よ 

うに 記される ことにな つたので ある。 淡路島が 第一 番目に 生まれたり、 胞 とされた りして、 重視され つつ も そ 

の 位置 を 浮動して いる こと も、 以上の ような < 神話 V 再編成の 事情に 由来す る ものであろう。」 (『古代 王権の 祭 

祀と 神話』) 

まことに 理 にかな つた 説明で ある。 しかし 岡 田が 触れて いない けれども、 私の 気に かかる ことがある。 それ は 

ひる  あっし ま 

古事記の 蛭 子 を 芦船に 入れて 流した という 記事の あとに つづく 「次に 淡路を 生みた ま いき。 こも 子の 数に 入ら 

ず」 と ある 部分に、 武田 祐吉が 「四国の 阿波の 方面の 名。 この 部分 は 阿波 方面に 対して わるい 感情 を 表示す る」 

と 注して いる ことで ある。 (「角 川 文庫 • 『古事記』」) 『古事記伝』 をみ ると、 「御 親 神の 淡め 悪み 賜 ひし 故に、 淡嶋 

と は 名し なるべし、」 と ある。 更につ づけて 「書紀 に < まづ、 淡路 洲を以 つて 胞 となす。 ふさわず おも ほしけ る 

ゆえに、 淡 路洲と 名 づけき V と ある は、 この 淡路と 名の 似た るから、 まが ひつる 伝へ なり」 と ある。 宣長 は、 書 


紀の 記事が 淡 島と 淡路島と を 混同して いると 指摘し、 松 村武雄 も、 これ は 神話 的に は 誤伝で ある 淡别 (淡 島) 

と 淡路洲 との 錯誤に ほかなら ない、 としてい る。 しかしそう であろう か。 だと すれば 武田 祐吉の 「阿波 方面に た 

いする 悪い 感情」 と はなに か。 それが 淡 島、 淡路島、 阿波な ど、 言葉の 上から も 地理 的に もつな がりの ある 地方 

にたいして 実際に 存在した と 考える こと はでき ないか。 

その 理由 は 何 か。 第一 に 考えられる こと は、 国 生みの 伝承 を もつ 淡路の 海人に たいする 故意の 蔑視が 働いて-^ 

ないだろう かとい うこと だ。 海人の 伝承 をと りあげて、 それ をみ ずからの 国 生みの 神話と した 古代 天皇制 国家が、 

その デスポティズムの 故に、 かえって 淡路を 疎外す る こと は 考え 得る ことで ある。 淡 路は国 (島) 生みの 発生 地 

であった が ゆえに、 国家 体制が 固まる と 反撥 を 受け 疎外せられ たので ある。 そうする ことによって、 国 生みの 利 

話よ もともと 大和の国 家に ある こと を 示す 必要が あった。 あとでみ るよう に 沖繙の 降臨 神話と ァ マミ キヨの 関^ 

がそれ にあて はまる。 しかし 淡路の 海人 族にたい する 蔑視 は、 王朝と もっとも 近い 距離に あって 業 を もち つづ 

けて いると いう それだけの せいで あつたか。  むら じ すくね 

応神紀 三年 十一月の 条には 「処々 のま だ、 さばめき て 命に したがわず。 すなわち ァズミ の 連の 祖大浜 宿 i をつ 

. かわして、 その さばめき を ¥ら ぐ。 よりて 海人の さ i もちと す。」 と あり、 また 履中紀 に、 反乱す る 仲 皇子に 加担して 

阿曇 連 浜 子が 淡 路の野 島の 海人 を ひきいて 活躍した と あるから、 そこに は 一 定の 地方 権力が 生まれて いたので あ 

学 つたろう。 淡 路の野 島 は、 人 麿の 「淡 路の野 島の 崎の 浜風に 妹が むすびし 紐 ふきかえす」 という 歌で 有名な 海ノ 

禱 の 部落で ある。 こうして 一応 は 朝廷の 支配に 組 入れられながら、 他方で はなお 宮廷の 隠 謀に 加担す る 力 を もつ も 

I のとして 淡路の 海人が いたと すれば、 淡 島に つながる 淡路 への 憎 悪感が 働く の もお かしい ことで はな t 

、え 

^  八 
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し 力し それだけ でもない。 履中紀 をみ ると 天皇が 淡路島に 狩 をした ところ、 島に いる ィザ ナギの 神が、 抻 I 吕に 

ネカ 力り して、 血の 匂いが 臭くて 耐えが たいとい つたと いう。 そして とつぜん 天皇に 向って 皇后の 死 を 告げる の 

である。 この 無気味な 挿話 は 何 を 物語る であろう か。 

その 無気味 さは 次の 允恭 天皇のと きの 挿話に よって、 更につ よさ をまして いく。 允恭 天皇の 十四 年 こ、 天皇； 

淡路島に 狩 をした ところ、 ケ モノ は 一杯い るのに 一匹 もとれない。 そこで 島の 神に P ら i せる と、 神が かりして い 

うに は、 ケ モノが とれな いのは、 海底の 真珠 を 自分に たてまつらな いせいだ。 そうしたら 獲物 を 得させよ うとい 

うので ある。 そこで 海人 を 海底に もぐらせて ァヮビ を とらせる と、 その ァヮビ を もって 上って きたと きに は、 海 

人 は 息が 絶えて いたと いう 話で ある。 これ もお そらく ィ ザナギ 神で ある。 

淡路 国の ィザ ナギ 神社 は、 一品の 位 をさず けられた 格式の たかい 神社で ある。 岡 田 精 司に よると、 品位の 中 皆 

は、 淡 路のィ ザナギ 神社の ほかに は、 宇佐 八幡と 吉 備津彦 神社の 二 例し かない そうだ。 しかも この 一品よ 親王 こ 

さずける 最高の 位階で、 臣下に はもち ろん 皇族で も 王に はさず けない。 天皇と いえ どもお それねば ならなかった 

この 淡 路のィ ザ ナギ神 は、 それなりに 最高 位 をさず けられながら 全国に ひろく 尊崇され た 形跡よ ない。 あくまで 

淡 路の島 神と して 地方 神の I が 濃厚であった。 しかし 天皇 直 怖させる ィ ザナギ 神が 存在す る 島 ゆえに 淡路が 

聖地と して 草 廷 から みられた だろう こと は 想像に 難く よ 、 。 

それ だ あ j!T ならい。 ひめ 一女 寧の 拳 ヮチッ 、、、が 匿の にいた と 古產に はしる されて いる。 応神 天皇 

の 皇女に 淡路 御原の 皇女が いる。 淡路 の 御原の 海人 は 淡路島の 南 f 占め、 北部, - いる II 人と 併称され る 

一大 勢力であった。 また、 反 正 天皇 は、 はじめ 淡 路宮に 生まれた という ことにな つてい る。 生まれな、 がら 歯よ 一 

つ 骨の ようで、 囊は 端麗であった。 そこに は P という 井戸が あって、 みどり 子の 李 を その 水で 洗って やつ 

てしたつ ところが イタ ドリの 花 を 意味す る 5^ 遅の 花が 井戸に 浮んで いたので、 ^ぎひ 比 獻け& とと 称した という 


記 がの つてい る。 この 「書 紀」 の 文章 はう つくしい。 本 居 宣長は 昔 は 皇子た ちゃ 諸 王の 名 は 乳母の 姓 をと" た、 

と、 つてい るが、 それにしたがって、 折 口 信 夫 は、 反 正 天皇が 淡路の 国で 産湯 をつ かった ときに、 皇子 を 乳 養す 

る 多 治 比 氏が をと なえた こと をい つてい ると 解釈して いる。 古代 皇妃の 出自 が水界 にあって 水神の 女で ある 

という 折 口の 有名な 「水の 女」 の 説 も 淡路の 海女と 特別に 深いつな がりが あるよう に おもわ £ る 1ひ 

更に 古事記に よると、 仁徳 天皇 は gl- という 船 を 作って、 朝夕 淡路島の 清水 を 酌ませて 「大 御水」 にした とい 

う。 「i^lg」 は 天皇の 飲料水で あると されて いるが、 ふだんに 使う 飲料水な らば わざわざ 淡路島から とりよせ 

るまで もない の だから、 この 水は聖 水で あつたと 私 は 考える。 それが 淡路 にあった こと は 注目に 値する。 

伊波 普猷の 「あまみ ゃ考」 の 中に これ を 彷彿させる 記述 を 見出す。 琉球国 由来 記に よると 沖 織で は、 毎年 十二 

月に は 首 里の 王府 から 国 頭の、 f 一と 尸の i お をと りに ゆく。 この 水で 除夜に 御 火鉢 をき よめる 儀式が あると されて お 

り、 また この 御水 を 国王が 額に 撫でる、 とも ある。 その 辺 戸の 川で 水 を 汲む ときたて まつる 「おた ひか やべ せ」 (祝詞) 

は、 「首里 天 かなしき、 ,r 部、 聞 得 大君が なし、 御子 部、 お 御 ほおお 御 撫で 召しよ わち へ、 J- ま 百 も f 十 百歳、 うみ J 果 

報 ある^に、 ^¥ り& しょうわ ちへ、 御 li 召しよ われ」 といった。 この辺 戸 は 「力 ナイの 君 真物 (二 ライの 大 主ヒ、 

. つまり 海 彼の 遠来 神の 一行が 上陸した という 場所で ある。 まえに は 「御水 撫で」 によって、 五月と 十二月、 つま 

り 一年に 二回 若水 (沖繙 では スデ 水と いう) を 使って 魂の 切換え をした という。 尚 王家の 出身地と される 伊平屋 

学 島に？ Mi ビ して、 その 御水 をと つてく るべき はず だが、 伊平屋 灘 はふ だんでも 波の 荒い ところで、 しばしば 渡 

漏 海す る わけに いかない ので、 二百 年 まえまで は、 尸、 铲酽^ など その 発祥地 伊平屋 島に 近い 地点 ，1 それ は-一 ラ 

境 イカ ナイからの 遠来 神の 上陸 地点で も ある — まで 出かけて いった。  おおみ も ひ 

、 この 伊波 普猷の 記述 は、 仁徳 帝が 淡路島に 水 を もとめた こと を 暗示させる ではない 力 古事記の 「ラ 御ズ」 は 

I 沖 摁 の 「御水」 と 言葉から して 一 致す るので ある。 
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沖 纖 では， この 聖 水で 撫でる こと を 「うび ー 撫で」 といい、 これ は 思い 撫での 意味 だそう だが、 本土で も大嘗 

祭の 祭事の 一 月 まえに おこなわれる 川原の 頓宮 のみ そぎ 行事に おいて、 天皇 は 川の 流れ を まえに 御； を 吏った 

あと、 人形に 息 を 吹き こむ。 この 人形 を 「撫 物」 と 呼ぶ (吉 野裕子 『扇』)。 

沖繙 では 若水 (スデ 水) を 額に つけて 魂の 切換え をす るの が、 本土で は 御手 水 を 使った あと、 天皇が ひな 形の 

人形 を 使って 魂の 切換え をす る。 両者の 行事が 再生の 儀式で ある ことに かわりない。 

仁徳 天皇が 淡 路に聖 水 を もとめた の は、 首 里 王が その 出自の 伊平屋 島に 水 を もとめた のとお なじ 動機と 目的 を 

もった ことが 推定され る。 それ は 生き返りの 水 を 淡路島から とりよせ たという 事実 を 意味して いるに ほかなら な 

い。 淡路が 聖地であった こと は 折 口 信 夫の 次の 証言で も 明らかで ある。 

「淡路島と 人形との 関係 は、 次のように 考えて みたい。 淡路島に、 西の 宮の がお つて、 それが 西の 宮の祭 

むら むら 

礼に 参加す る こと、 あたかも 古代の 邑邑 において、 海岸から 離れた 洋上に、 神の 島が あり 其 所から、 神の 来り 

臨む ようで あつたの だとお もう。 そして 人が 神と なって くる かわりに、 人形なる 神、 及び それ を 1 う 人が 出て 

きたので あろう。 この 長い 習慣が、 ついに、 はるか 後世に 至って、 西の 宮、 淡路 にわた る 偶人 劇団 を 作る こと 

にな つたので あろう。」 

九 

以上の こと を 思い合せ ると、 淡路は 天皇 政権が 意識の 外にお くことの できない 聖地で あり、 しかも ィザ ナギの 

島 生みの 伝承が 海人 部に よってな がくった えられた 島であった。 民衆の "語り" の 伝統が 古事記 をつ くるば あい 

無視で きない 障害と なった こと は 想像され る ことで ある。 そこで まえに 述べた 岡 田の 指摘の ように、 淡路島 = お 

の ごろ 島の 神話から 淡路を 切り はなし、 大八 島の 神話の 方に 淡路島 を 移して しまう 作為が なされた ので ある。 


折 口 信 夫 は 次のように いう。 

「いざな ぎ. いざなみ 二 神が、 神々 をお 産みに なった 後、 大八島 をお 産みに なった、 と言う こと は f たから 

、 、の だ、 とだけ では 済まされな いので、 説明す るのに、 ちょっと 困る 話で ある。 肉体 を 持った 神が、 何故に 

土地 を 産む のか。 それが 神聖な の だ、 と言うた だけで は 通らない。 日本 紀に、 淡路島 を胞 として、 大八 島を 産 

まれた と、 明らかに 書いて ある。 長兄. 長女 を と言うた。 それで 此処 も、 淡路島 を 最初に 産んだ、 と 解釈し 

て、 る。 そのような 無理な 解釈で よいならば、 文字 はいらない。 土地 を 産む 時には、 淡路島 を 胎盤と してお 産 

みになる と 考えて いた。 つまり、 腹が 別な ので ある。 昔の 人と して はよ く 考えて いたの だ。」 (『古代人の 思考の 

基礎 0 

^^ロは神々を産んだ腹と、 国土 を 産んだ 腹と は 別 腹で あると いっている。 別 腹で ある こと を 示す ために 淡路 

が胞 であると いう こと を もち 出した と 主張す る。  、、、、、、、、、、 

こ e こたいして 松 村武雄 は、 国 生みの 「中核 的 観想 は、 きに 内在す ると 信ぜられた 守護霊 的な 能力に よって、、 

淡 路洲を 胞= 兄と してつぎ つぎに 生るべき 国々 島々 の 生誕 過程 を 平滑に し 安全なら しめる 希求に 存 した」 (傍々 

. 引用 者) といって いる。 これ は 重要な 着眼で ある。 

「国 生み は ：：： 天 貴が、 国 ま 神 雷よ つ て I の 統治の 権糧 • 合 II 族に 豪-;^ P しょうと 醫 

、 した、 ヒナ こ、 なおさら 重大な 営 為で ある。 だから 国々 島々 生みの 営みに、 何等かの 冥 護 を 祈 求む の は まこと 

I に I な、 ：3 理的 帰趨でなくて はならぬ。 覽. 淡 州 生みの 過誤が あった 後で は、 一層そう した 心 持の 動きが お 

I かった 箸で ある。 そこに 守護霊と しての 胞の 説話 的な 呈示の 訳が あつたの であろう。 …… それならば もき f 

辺 の 人々 は、 な こが ゆえに こうした 大切な 役割の 演者と してと くに 淡路島 を拉し 来った であろう 力 」 

3^ こう 自問しながら、 松 村 は 次のように こたえる。 「まず 第一に は 一つの 島でなくて はなら なか つ た。 なぜなら 
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それ は 固 生みの 胞 として それ 自らに 於て 確然と 且つ 小ぢん まりと まとまった 地域で あるべき であるから である。 

それ は、 しかし 同時に その 付近に 存 する 島々 から 明かに おのれ を 区別す る 程度の 大きさ を 有して いなくて はなら 

な 力" た。 なぜなら、 もしそう でなかったら、 他の 島々 を抽 いて 胞 として 採り上げられる 程に、 人々 の 注意 を惹 

き 得ない からで ある。 それ は 大和 もしくは 近畿 地方に 接近して 位置して いなくて はならぬ。 …… それ は 朝廷に も 

民衆に も、 比較的よ く 知られて いる 島でなくて はならなかった。 なぜなら、 神話 は 集団生活の 産物で あり、 且つ 

集団生活の 理会 支持 を 得なくて は 生きつ づける ことので きぬもので あるから である。 これらの 諸 条件の すべて を 

よく 充当し 得る の は、 この 島 をの ぞいて 他に はない。」 (『日本 神話の 研究』) 

松 村が 淡路島 を胞 とした 事実に 守護霊の 意味 を 見た こと はす ぐれた 見解で ある。 また 守護霊と しての 淡路島の 

地理 的 条件 を 考察した こと も 的確で あると 私 は 思う。 しかし それだけ ではない。 ィザ ナギ. ィザ ナミ 二 神の 島 建 

ての 神話の 伝承 者が 淡路の 海人であった ことがある。 そこで 淡路 n おの ごろ 島の 島 生み を 切り はなして、 おの ご 

ろ 島 は 前段に、 また 大八 島の 国 生みのば あいの 胞 として 淡路島 は 後段に 組み入れた のであった。 

十 

淡路島の 胞に 守護霊の 存在 をみ とめた の は なぜ 卓見な のか。 それ は 「大八 島 之 霊」 という 観念が あるから だ。 

これ はいった いどうい う ものな のか。 それに ついては 「八十 島 祭」 を 説明し なくて はならない。 

岡 田 精 司の 研究に よると、 難 波 律に 王朝が 開かれた 五 世紀に 即位 礼と して 八十 島 祭が、 難 波の 海辺で おこなわ 

れる よよ M になった。 これ は大嘗 会の 翌年に とりおこなう ものである。 その 祭儀 は、 神祇官が 御 琴 を 弾き、 女官が 

御衣の 営 を 彼いて 振る という 毎年 十 一 月の 宮中の 鎮魂祭で なされる ものと まったく おなじで ある。 琴 を 鳴らす の 

は 神 下しで あり、 御衣の 営 を ふるの は 天皇の 魂 をつ よめる 意味 を もつ が、 この 八十 島 祭のば あい は、 外来 魂 を 天 


皇の 御衣に つける ための 作法で ある。 大嘗 祭が 新 帝に 天皇 霊 をつ ける のとお なじよう に、 八十 島 祭で は、 生 島 神 

と 足 島 神と を 対象と する。 この 生 島 神 は 八十 島の 国 魂で ある。 足 島 神と は 対語で ある。 

宮中の 鎮魂祭 をみ ると、 生 魂 • 足 魂と いう 言葉が あり、 これ は 神 八 座の 中に 祭られて いるが、 生 魂 は 人 をい き 

いきさせる もの、 足 魂 は 人 をみ ちたら しめる 力 を もつ もの、 と 肥 後 和 男 は 説明して いる。 唐突で あるが、 私 は 長 

州 藩の 攘夷の 土であった 大楽源 太郎が 彼の 双生児の 娘に、 いくとた ると 名前 をつ けて いるの を 思い出す。 大楽は 

おそらく、 生 魂 • 足 魂が 対語で あると ころから、 その 双生児の 娘た ちの 名に したに ちがいない。 

ところで この 生 島、 足 島の 神 も、 要するに 国 魂な ので あるが、 それ はもと もと 素朴な < 島 々の 精霊 V であった 

にすぎない。 それが 五 世紀末から 六 世紀 前半の 時期に < 大 八洲 之 霊 > という 政治的 性格の ものにすり かえられて 

しまう こと を 岡 田 は 指摘して いる。 そして 岡 田 は 八十 島 祭の 儀礼の 特徴 を 六 点 あげてい る。 

海辺 (難 波津) を 祭場と する こと 

海から 精霊 をむ かえる こと 

「御衣 営」 が 儀礼の 中心に ある こと 

祭 使が 「御 乳母」 とされる こと 

祭儀に 巫女が 参加す る こと 

学 祭 使が 必ず 「舟」 で 下向す る こと 

0 一見して わかる こと は、 この 祭が 「水」 と 「女」 に 関係 ある ことで ある。 

§ ここで 私たち はもう 一度、 折 口の 「水の 女」 の 問題に かえらねば ならないだろう。 彼に よると、 皇子 を 養育す 

辺 るの は 生母でなくて、 別の 氏族の 女で あり、 皇子に 奉仕す る 村 を 壬 生 部と 呼んだ が、 この 「みぶ」 はもと 「にぶ」 

^ とも 発音して、 聖 なる 水の 女神に 関する 語であった のが、 のちに 「乳 部」 とも 書く ようにな つたと 述べる。 (『皇 
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子 誕生の 物語』) 

「代々 の 多くの 皇子た ちの 壬 生 及び 壬 生 部 は、 皆 別々 の 家 をえ らんで、 その 皇子の 私有になる 村 村 を、 宰領 さ 

せられた 訳で あ つ た。 ^ の 本体なる 産婆 • 乳母の，；^ の 11 選抜され た 家々 の 直系の 女子で ある —— 出た そ 

の 家長 は、 その 際 水辺に 立って 寿詞を 奏上す る と言うの が、 きまった 形式と 考えられる。 そして この 寿 詞を奏 

上す る 間に、 みぶ にえら ばれた 女子が 水に 潜って、 若 皇子 をと りあげる ので ある。」 (『責 種 誕生と 産湯の 信仰と』) 

沖繙 では 国王の 乳母が 大阿母 知られ (高級の 神 女官) に 任命され る ことから みても 乳母の 役割の 重要 さが わか 

る。 

こうして 八十 島 祭に 祭 使が 「御 乳母」 とされる こと は 決定的な 意味 を もっと 考える。 すなわち、 新 帝が 「大八 

洲之 霊」 という 国 魂 を 天皇 霊と して 身に つける のに、 新しい み 生れと みそぎの 形式 を 必要と したの だ。 

では この 「大 八洲 之 霊」 は 漠然とした もので あつたか。 これにつ いて 岡 田 は 触れて いないが、 私は大 八洲の 国 

生みのと きの 守護霊と なった 胞、 すなわち 淡路島の 国 魂 だと 考える ので ある。 淡路に は大八 島の 守護霊と してと 

くべ つの 意味が あった。 しかも 淡路は タジヒ ミズ ハ ヮケ ノス メラ ミ コ トが うぶ 湯 を 使った ところで あり、 仁徳 天 

皇が聖 水 を はこばせた ところで ある。 とすれば、 そこに は 淡路が 伝統的に 古代 王朝に はたした 聖地と しての 役割 

が 考えられる。 その 霊 を 天皇 は 身に つけようと したので はなかった か。 そうした 呪 的 信仰の もつ 権威 —— それ は 

ィ ザナギ 神の 島 生みの 神話で あり、 皇子 を 養育す る 乳母の 権威 —— 折 口 は 「こうして 出現した 貴種の 若 子 は、 後 

に その 女と 婚 する ことにな つたの が 古い 形ら しい」 とさえ い つ ている —— を もつ 淡路を 否定す る ことによ つ て 古 

代 天皇制 は 国 生みの 神話 を 創出す る 必要に 迫られた ので はな か つ たか。 

一方 その デスポティズム は淡路 とかわる もう 一 つの 聖所 をもう けねば ならなかった。 すなわち 伊勢神宮が 国家 

的 祭祀の 崇敬の 対象と して あたらしく 浮び 上 つ てく る。 


十一 

淡路 はもと もと 佐 渡、 隠岐、 与那 国な どが そうで あるよう に、 島で あると いう 以上に クニであった。 しかも そ 

の 伝承 を 古代 専制 権力の 手に よって 吸収され た 上に、 憎悪と 冷淡と を もって 報いられる。 一方 淡路に とってかわ 

つて 伊勢が 聖地と なった。 もとより そこに は 磯部と いう 海人の 集結 地が あった。 それ を 土台と して、 それ を 変容 

して 伊勢神宮への 国家的 崇敬が はじめられた。 淡路が 聖地と みられた の は、 仲哀 から 允恭の 間、 つまり 五 世紀 前 

半が 中心で、 それ は 後半まで つづいた かも 分らない。 そして 雄 略 期 (岡 田 説) あるいは 継 体— 欽明期 (直 木 孝次郎 

説) に 伊勢神宮が 地方 神から 国家 神への 地歩 を 確立した とみるならば、 六 世紀 前後から、 淡路は 国家権力 によつ 

て 疎外され た 存在と なる ので ある。 

しかも 淡路に 根強い 民間の 伝承が 残存して いる 以上、 淡路は 朝廷が 軽蔑と 同時に 敬意 を 払わねば ならぬ 存在で 

あつたの だ。 この 二重の 役割が 淡路に 課せられた 最初の 段階 は、 史家に よって 指摘され ている 継 体 期 以降の 宮廷 

の 動揺 期に あるの だろう。 直 木 氏 は 安閑 *宣 化が 尾 張 を 背景に 勢力 を もち、 それと 対立す る 欽明帝 は 伊勢 南部 を 

. たよりに 両者が 争った とき、 とくに 南 伊勢が 重視され るよう になった といって いる。 継 体 期に 応 神. 仁徳な どの 

王朝の 系統 は 交替した。 それが 記紀の 国 生みに おける 淡路の 占める 奇妙な 二重 性と つながつ ていく。 

学 聖地の 移動 は 沖 織に も みられる。 尚 氏の 出身地と 目され る 伊平屋 島、 あるいは それに 近く、 かつまた アマ ミキ 

幅 ョの 渡来した 本島 北端の 辺 戸、 もしくは 今 帰 仁が 崇敬され ていたの が、 やがて 久高島 や 斎場 御嶽 を 聖地と する の 

§ にきり かわったの はどうい う 理由 か を、 伊波 普猷は 「あまみ ゃ考」 で 詳説して いる。 第一 尚 氏 を 開いた 佐 敷按司 

辺 が 「i!5^;i つまり 沖繙 本島の 東海に 面する 地方に 根拠地 を かまえて いたので 東方 を 重視し 東方 海上に 二 ライ カナ 

^ ィが あると 言ず るよう になった と 伊波 はいって いる。 本土のば あい は淡路 から 伊勢へ と 移された 聖地が、 ... -^. 


4 島のば あい は 北の 伊平屋 島 や 辺 戸から 東の 久高 島へ と 移動した ので ある。 伊勢の f あい も、 久高 島の まあい も 東 

方の 聖地 崇拝 思想と むすびついて それ はい つ そう 強固に な つ た。 しかし それと 同時にみ のがす ことので きないの 

和 は、 海人 族の 痕跡 を 消して 天から 降臨す る 思想 を 強化す るた めに、 海人 族ァ マミ キヨの 伝来 地で ある 沖繙 本島の 

JjJ 北部に たいする 関心 を、 東の ほうへ と 切り換える ことが 政治的に 必要であった、 という こと だ。 淡路島の ばあい 

§ も その 海人 族の 伝承 を 国家権力の 伝承に 組み入れ、 形 を 表現す るた めに は 眼 を 東方に むけさせる 必要が あつたの 

だ。 

こうして 民間の 伝承が 国家の 神話に 吸収され る 過程に おいて、 神が 水平 神から 垂直 神に かわる の も、 日本 古代 

と沖繙 とで は 一致して いる。 記紀 神話が 高天原と いう 天上の 世界 を 想定す るよう になる のと 同様に、 沖繙 では 

「にらい かない」 の 遠来 神が 「お ぼつ • かくら」 (かくら は 神 倉) という 観念的な 天上 神に か わる。 アマ ミキ ョ 

はいつ か アマン チュ ー となり、 天人の 意味と なる。 ァ マミ キヨが 奄 美大 島の 海 見嶽に 天降った という 奄 美大 島の 

伝承の 生長した のに もお なじ 事情が ある だろうと 伊波 は 推定して いる。 

国家権力 がいかに 自分の 出自を 正統 化しよう として、 古い 伝承 を 抹殺し ようと はかる か。 それ は 記紀のば あい 

にか ぎらない。 次の 「おもろ」 が 示して いる。 

国土 創造のお もろ 

むかし はじまり や  (昔 世界の はじめに) 

て だ こ、 犬ぬ しゃ  (太陽神 は) 

きょら や、 てりよ われ  (美しく 照り 輝き 給えり) 

せの み、 はじまりに 
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て だ、 いちろくが 

て だ、 はちろ くが 

おさん、 しちへ みおれば 

ざよ こ、 しち へみ おれば 

あまみき よは、 よせ わち へ 

しねり きょは、 よせ わち へ 

しまつ くれ、 てて、 わち へ 

くにつ くれ、 てて、 わち へ 

ここらき の、 しまし ま 

ここらき の、 くにくに 

しまつ くら、 ぎ やめ も 

くにつ くら、 ぎ やめ も 

て だ こ、 うら、 ぎれ て 

せの み、 うら、 ぎれ て 

あまみ や、 すぢ やなすな 

しねり や、 すぢ やなすな 

しゃり は、 すぢ や、 なしよ われ 

仲 原善忠 はこの 歌に は 日本の 開闢 か 


(太陽神が) 

(下界 はるかに 見下せば) 

(あまみ きよを 召し 給い) 

(島つ くれとの たまい) 

(あまたの 島々 を 造りけ り」 

(島 を 造り 終る まで) 

(太陽神 待ち あぐみ 給い) 

(ァ マ ミヤ 人 は 生むな) 

(霊 力 ある 人 を 生め) 

< 孫 降臨までの 話 を 換骨奪胎し 


さらに 道教 思想 を 付加した あとが ある" 
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といって いる。 アマ ミヤ • シ ネリ ャは 太古から 沖繙 人の 故郷と 伝承され ており、 アマ ミキ ョ • シ ネリ キヨが やつ 

てきて この 島 を 創った という 伝説が ある。 「アマ ミクの 同族の 神々 は 殖やすな、 直接 太陽 (神)、 すなわち 天帝の 

子た る 霊 力が ある 者の 子孫 を 殖やせ」 というの である 以上 は、 「われわれ は アマ ミ 人の子 孫ァ マ ミ族 ではなく、 太 

陽 神の 子孫 天孫 民族 だ」 と 強調して いる こと はうた がえない。 古代から 伝承 を 否定して、 自分ら はァ マミ 族の 移 

て だ 

住した もので なく、 天帝の 子孫すな わち 天孫 民族 (日の 子 民族) である こと を 主張して いるの だ。 

沖繙の 王家が ふるい 伝説 を 否定す る 意図 は、 日本の 記紀 神話に なら つ て 自分た ちの 出自を 高く しょうと する も 

のに ほかなら ない。 

こうした 「海」 から 「天」 への 転換に よって、 民衆と 出自を 共有す る 水平 信仰 を 抹消し、 垂直 信仰に かえて い 

こうと するとき に、 天帝から 国 をさず かった という 考えが 明瞭に 看取され る。 記紀 もお なじ 心理 過程 をた どって 

形成され た。 現在 アマ ミキ ョを祀 つた 御嶽 は沖繙 本島の 北部に 多く、 南になる にしたがって 少なくなる。 ィザナ 

ギ 神が 畿内と くに 淡路の 外で 祀られ なかった の もお なじ 理由から だ。 こうして 海人 は 卑しい 出自 とみな され、 お 

と しめられた。 それ は 国家権力 を 象徴す る 神話と は 無関係で あると みせかける ように 仕組まれた。 「しかしこう 

までして 見たところで、 今まで ひろく おこなわれ ていた ァ マ ミヤ • アマ ミ キヨ の 概念 をく つがえ すに は 足りな か 

つたの は、 つまり は 民間 信仰の、 底に なお 絶えず 流れて いた 力 だとお もう。 …… そういう 根源 を 天に 帰したい 要 

望が、 一部に はすで に 萌して いた ためとも みられる。 しかも その 要望 は いささか 無理であった 故に、 十分に は 成 

功せ ずに 終わった ので ある。」 (柳 田 国 男 「海 神宮 考」) 

十二 

ここで 海人 部の 問題 を 淡路島に 限定し ないで ながめて みる ことにする。 古事記に みえる 阿波 (粟) の 女神 ォォ 


ゲッ ヒメが スサ ノォに 殺され、 その 死体の 各部 分から 穀物が 生り 出た というの は 穀物 再生の 説話と して 片付けら 

,el て、 るが、 はたして それだけだろう か、 というう たがい を 私 はかね がね もっている。 この 女神の 死体から 出る 

は 小豆 島で あり、 麦 は 阿波の 南に ある 牟岐 (麦) という 地名で あり、 更に 蚕 は 吉備の 児 島、 稲 は 稲 日 野と い 

うように あてはめる ことができる。 このうち すくなくとも、 阿波、 小豆 島、 吉備児 島 は 国 生みに よって 生まれた 

もの だ。 このように 穀 神の 死によ つて 生じた 穀物と、 その 名 を 冠した 地名が 重なり合つ ている こと は、 何 かふ か 

い 仔細が あると 私に は 思われる。 

その 推測 を 裏付ける ものに、 大嘗 祭に 先立つ 一月 まえに 新 帝が みそぎ 行事 をお こなう とき、 (この 行事 はまえ 

にの ベた 河原の StoS で おこなわれる) 天皇の すぐ 近くに 供奉す る 「戸 座」 が ある。 戸 座 は 読んで 字の ように 力 マ 

ドに 侍する 少 童で、 七 歳から 結婚 期に 達する までの 童 男が 卜い を もってえ らばれ る。 

しかも 戸 座が えらばれ るの は、 男 帝のば あい は 阿波 国、 女帝のば あい は備前 国、 皇后 供奉のば あい は備 中国の 

海 部 (阿波 は 阿曇 部) • 壬 生. 中臣 部な どに かぎられて いる。 更に この 三 地方 以外に、 伊勢の 斎 王に 磯部 氏の 童 

男が 戸 座と なって 奉仕して いると ころから みると、 戸 座と 海 部との むすびつき はます ます 濃い もの を 感じる。 磯 

部 は、 鶴の 穂 落しの 故事に よって 稲と 関係 ある 海 部で ある。 

戸 座 は 天皇の そば 近く 奉仕す る だけの 役目で 別に 火 をき り 出したり、 膳 をと とのえ たりす る 役割で はな，^ 

「戸 座 は 二 ライカ ナイの 火の 神の 神聖な 代理で、 新生児が 二 ライから 渡った ことの 証人で も あり、 同時に 新生児 

学 

I の 守護神の 役 を はたす」 (吉 野裕子 『扇』) 

§ 力 マドと 火に 関係 ある 戸 座が、 吉備 (黍) と 阿波 (粟) の 海人 部から だけ 召され、 しかも そのほかに f とつな 

辺 がり を もつ 磯部の 海人から 戸 座が えらばれる 理由 は 何 か。 いうまでもなく 海人 族が 穀物に 関係が あるから に ほか 

W ならない。 ォ ォゲッ ヒメが 阿波 (粟) の 女神であった こと はけつ して 偶然で はない。 しかも その 死と 五穀の 再生 
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の 説話に 地名 力 重なり あ つてい る こと は、 穀物と 同時によ みこんだ これらの 地名が 海人 族の 生活圏 ある ハま信 S 

文化圏で ある こと を 暗示す る もので はない か。 とすれば 大八 島の 国 生みの 一部 も、 阿波と 淡路を 中心とした 東部 

瀬戸 内に 住む 海人の 伝承 を ふまえた ものだった かも 知れない ので ある。 これ を 前提に して 考える と、 まず 最初に 

淡 路の島 作りが あり、 次に ォォ ゲッ ヒメ 説話が 象徴す る 穀物 地名の 範囲の 中での 島 生みが あり、 その上に 記紀に 

みられる 政治的な 国 生みが おこなわれ たという ことになる。 

海人 部と 穀物と を むすびつけ るの を 奇異に おもう むきが あるか も 知れない けれども、 海人 部 は 漁業 わ、 I 塩 だけ 

に 従事して いたわけ ではない。 おそらく 水稲 栽培の 技術 を はこんだ の も 彼らで ある。 銅鐸が 阿波. 淡路、 その 対 

岸の 紀州、 それから 近 江 • 尾 張 • 遠 江な どに 多 いのは 安曇 海人の 進出 地域 を 思わせる。 稲作 儀礼と 関係が あると 

みなされる 銅鐸が 海人 部の 住んで いると ころから 多く 出土す る こと はいくつ か 指摘され ている。 「それら (銅鐸) 

の 出土 地が、 ほとんど 古代の 海人の 根拠地で ある こと は 興味深い 問題で ある。 これらが 単に 文化 度の 進んだ 都会 

地な どに 出土す るなら とも 角、 伊勢 湾、 渥美 湾、 阿波、 土 佐、 淡路 というよ うな 辺地に 特に 数多く 出土して いる 

の は、 意味 深い ことで あると 思う」 (松 前 健 『日本 神話の 新 研究』)。 あまべ の 民と くぐつの 関係 を 研究して いる 川尻 

泰司も 同様の 見解で ある。 たしかに 銅鐸の 分布 をみ ると 阿波の 吉野 川の 流域に 集中して いる。 これ は 阿波の 海人 

部が その 川 ぞいに 粟 作り や 水稲 耕作 をい となんだ しるしと は みられないだろう か。 

銅鐸に 狩 撒 絵画が あっても すこしもお かしくない。 たとえば 沖 織 列島の 南端に ある 西 表 島 は 昔 も 今 も イノ シ シ 

の 被害 は 甚大で ある。 また 沖 繙の国 頭の 海神 祭で は 海神が 大弓で イノ シシを 射る 祭事が ある。 ここで は 山 幸彦. 

海 幸彦の 説話に 酷似した 「海神と 山 神」 の 祭事が おこなわれる。 また 安曇 族の 本拠と 目され る筑 前志賀 島の 志賀 

海神 社に はシ 力 の 角 を 一 杯 入れた 倉が 拝殿の わきに 立 つてい る。 

海人 族が 農耕 を や つ たと ころで 別に ふしぎが る 必要 もない。 


仲 原善忠 は、 銅鐸に 圃 かれた 絵の 中で、 円い 木の 臼 を はさんで 堅 杵で籾 をつ いている 二人の 人物と ハシゴ の あ 

る 高 倉の 二つが 注目 を 引いた といって いる。 それ は 彼の 故郷 沖繙 で、 彼が 子供のと きに 実際にみ たもので あった， 

南海から ヒ 上して きた 水稲 耕作 種族 (岡 正 雄) の 銅鐸の 絵画に ィ ルカの 図が あるの も 海洋 民族の 特質 を 示し て は 

、ぶ、"。 それにつ いて 思い出され るの は 柳 田 国 男が 『海上の 道』 で 記して いる r ィ ルカ 参詣の こと」 という！ 

節で ある。 ィ ルカが 毎年 時 をき めて 海岸 近く 回游して くるの を、 海岸に 臨む 霊地に 参詣し にくる の だとい ういい 

つ.. こえが ある。 その 伝承 は、 海の 彼方との 心の 行き 通いが もとは 常識であった 名残りで はない か、 と 柳 田 はいつ 

て、 る。 銅鐸 絵画に ついて さらに 一 言 すれば、 これに 物語の 要素が ある こと を 小 林 行 雄が 指摘して いる。 いわ ゆ 

る 「爾 がたり」 という 伝承の 系譜 は そこに も 探れる ので ある。 

ところで この 銅 鋒の 名称に ついて であるが これ を 古語で サナギ と 呼ぶ の は 蛹の かっこう をして いるから だと さ 

れ ている。 1 蛹が なぜ サナギ とよ ばれる か。 サナギ の サはサ ツキ、 サォ トメ、 サ 一一 ハ 1 のサを 考える ことが 

できる。 つまり 稲作に つながる 神で あり、 ナギは カンナ ギ のナギ である。 サナギ は 神 を 和める と 同時に、 神 力し 

ず まっている 状態 を 示す 語で も ある。 蝶が 人間の 霊魂 を あらわす ところから みれば、 サナギ は 霊魂が 再生す る ま 

えこ 緊縮した 状態に ある こと を 表現して いるの だ。 

.Lut ばかり まえ、 銅鐸に ついて 雁 弟と 話しあった ことがある。 雁 弟 説に よると、 銅鐸 は 稲の 発芽から 生育す る 

までの もっとも 緊張した 期間 をみ まもるた めに、 神が こもって いるすが た を あらわす ので はない か。 稲の 生命に 

I まだ 幼弱で あり、 耕作者 は それへの 懸念 を 神の 力に よっての り 切らねば ならなかった。 ふつう 銅鐸 は 収穫祭に 関 

g 係 ある ものと されて いるが、 この 説で は 稲の 発芽から 苗に 生育す る 期間、 神が その 生長 をね がい、 悪霊が まもお 

辺 かすの を ふせぐ ヒり にこ もっている というの である。 つまり それ は 持 斎に 相当す る もので はない かとい う 考えで 
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津 軽の 農村で は 祭のと き 藁 蛇 (これ は マ ムシ だが) を こしらえて、 田んぼ を 見下す お宮の 高い 机ムの 木に かナる 

習俗が ある。 つまり マ ムシの 力に よって 田んぼに よつ てく る 悪霊に にらみ を 利かし 退散 させよう というの だ。 

銅鐸が 田 を 見下す 山の 中腹に 埋められて いるの も、 そうした 状態 を あらわして いるの かも 知れぬ。 

私 は 最近、 岡 田 精 司が 『古代 王権の 祭祀と 神話』 の 「古代 王権と 稲の 祭」 の 章で 次の 事実 を 紹介して いるの を 

みて、 雁 弟 説との 奇妙な 暗合 を おぼえた。 

いなのみ のきみ 

大嘗 祭に 「稲実 公」 という 職掌が ある。 「稲実 公」 は ユキ. スキの 斎 国から えらばれ、 斎 田 やその かたわらに 

設けられる 斎場に おいて 収穫まで 奉仕す る 雑色 人の 一人で、 男子の 役で ある。 そして ユキ. スキの 斎 田の かたわ 

ら にある 斎場に 「稲実 斎屋」 と 「稲実 公 等屋」 とが 作られる。 前者 はさず けられた 種 稲 を 種 下しまでの 間、 斋き 

祀る 場所で あり、 後者 は 稲実 公が 斋屋 のかた わらで、 奉 斎しつつ 物忌みした 建物の 名残りであろう か。 

右の 岡 田 説 を 受けて、 「農耕 儀礼に おいて 稲と 同一の 名称 を もち、 かつ 斎 屋で致 斎 的 生活 を 送らされる 人物、 

これ こそ 生業に 関する 持 斎の 姿であった。 (引用 者 註— 稲 関 公 を 指す)。 これ はたまた ま 斎 国の 姿が 記録され ただけ 

であって、 古代 社会に おける 一般的 農耕 儀礼の 一角が 姿 をと どめた と 見るべき である。 したがって、 各 村落 共同 

体の 農耕 儀礼に、 こうした 斎 人が 存在した と 見るべき であろう。」 (『日本 民族の 源流』) とする 土 井久 義. 輝^ 夫妻 

の 説 力 ある。 土 井 夫妻が 「戸 座」 ゃォ ォゲッ ヒメ も 稲実 公と おなじ 役割 を はたして おり、 それら は 穀物 生育 を 祈 

いっきび と 

るた めの 忌 ごもり をす る 斎 人の 役に ほかなら なかった、 とする 説に は 同感 させられる ところが 多い。 すなわち ォ 

ォゲッ ヒメ はきたない もの を 身体から 出した (つまり 榖 物の 生育が わるかった) から 持 斎と おなじように 殺され 

たと 考える ことができる。 こうして、 稲実 公 U 戸 座 n ォォ ゲッ ヒメ は、 銅 譯== 斎 人 = 榖霊 n 神とっ ながって いく 

ことになる。 

そして、 戸 座 = ォ ォゲッ ヒメ  = 銅鐸 はいずれ も 穀物に 関係 を もちながら、 しかも 海人 族の 分布に も 密接な 関 系 
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を もっとい う 点で 私の 注目 を ひかずに はすまない ので ある。 

くりかえして いえば、 大八 島の 国 生みの 祖型であった ォ ォゲッ ヒメの 穀物 神話 は それ を もちあるいた 海人 部の 

伝承であった。 そこに 読み こまれた 地名 は 東 瀬戸 内の 海人 族の 勢力圏 を 示唆す る ものに ほかなら なかった。 穀物 

名と 地名が 結び 合 つてい る こと は それ を 物語る。 

しかも 阿波 • 淡路 • 淡 島と いうよう に 粟に 関係 ある 地名が 海人 部の 居住 炮 として 強調され ている の はけつ して 

禺然 でよ，， よ、，。 明治の 中期まで 沖繙の 島々 では 川ら しい 川がない ために 米 を 作る ことができず、 粟 を 作る こと 力 

多かった。 稲と 海人との むすびつき もさる ことながら、 粟と 海人との つながり も ふかい。 ネズミ を 太陽神の 初子 

だと 考える と、 ス サノォ (ネ ズミ) がォ ォゲッ ヒメ  (穀物 神) を  <  咬み V 殺した と 想像で きな くもない。 ォォゲ 

ッ ヒメの 挿話 は 前後に 関係ない ものが まぎれこん だので はない。 おの 場合 は、 阿波に 下った の だ」 と 折 

口 ははつ きりし るして いる。 (『古代 研究』) 

十三 

太陽 はつねに 水平線に おいて もっとも 偉大で あり、 神々 しいす がた を あらわす というの は、 島国に 生まれた 日 

本人 ことって はう ち 消しが たい 事実であった。 アマ テラスが 最高の 女神で あると みなされながら、 スサノ ォゃォ 

ォ クニ ヌシ にくらべて 人格 性が 稀薄な の は、 沖 繮 でい う 太陽神 だからで ある。 沖 織 では、 太陽 はまた 巫女、 按司、 

権力 を もつ 役人、 国王な どに も 使われる。 固有名詞 ではない。 記紀で は アマ テラスが 太陽、 巫女、 権威者の 三つ 

の 要素 を 一身に かねてい るから、 かえって 人格が 明確で はない の だ。 アマ テラス は、 もともと 太陽の 人格化で は 

なく、 宮古狩 俣の 創世 神ン マテ ダ (母の 太陽) 神の ように、 原始時代の 女酋を かねた 巫女と みるべき なので ある- 

つ まり 最初 こ 女の  シ  ャ — マ ン がいた の だ。 その シャ ー マ ンは霊 力 を そなえる ことによ つ て 自然 物 または 対象 を 


2 聖と 俗に 選 する 力 を もっていた。 (仲 原善忠 r セジ (霊 力) について」) 先 島で 神 女 を サスと 呼ぶ の は、 その 指 

示 力 を 物語って いるの だと 私に は 思われる。 太陽で さえ も 巫女の セジ によって 聖 化された の だ。 アマ テラスの 1 

I 段 ふるい ォォ ヒル メの ヒル メは I 日の 妻」 だと 折 口 は 解釈して いるが、 太陽神の 妻 は、 神の 妻が つねに 巫女で あ 

るのと おなじように 神 女だった の だ。 しかし 巫女が 霊 力 を 対象に 付与し ないかぎ り聖 化で きない。 神で あろうと、 

細 太陽 や 国王で あろうと 聖別され ない の だ。 とすれば 太陽より は 「日の 妻」 の ほうに 権威が ある ことになる。 宮古 

狩 俣 部落の 創世 母 神の 神ン マ テダ が、 その 夫 アサ テダ より ははる かに 権威が あるの はそう した 意味が かくされて 

いると おもう。 狩 俣の 担 神 祭で うたわれる 神 歌に も それが はっきり あらわれ ている。 祖神 祭に ついては さきに 雑 

誌 『展望』 誌上で 紹介した から、 くりかえさない。 しかし そこでうた われる 神 歌の 内容 は、 まさに 厳密な 意味で 

柳 田の神 話の 概念に あてはまる ものである。 第一 に それ は 「信ずる 人の 言葉で あり」 第二に 「神に 仕うる 者の み 

が 管理し」 第三に 今もって、 「口伝への もの」 なので ある。 では その 神 歌と は どんな もの か。 


宮古 狩俣祖 神の 神 歌 

てん あかぶ しゃ 

1 天の 赤 星よ 

太陽な うわ 真 主よ 

囉子 トン トナギ マ サ リャガ 

うぶ あ ず とよみ や 

2 太陽の 大按 司豊見 親よ 

上な うわ 真 主よ 

3 治て 山、 びる 主 

う ふむ い  ぬす 

大 森ん、 びる 主 


(天に 輝く 赤い 星よ) 

(太陽の 子孫よ) 

(遠い 年月に わた つ て 勝れた 方よ) 

(太陽の ようにす ぐれた 支配者よ) 

(上天の 子孫よ) 

まし ま あるじ 

(部落 を 治める 山に 座す 主よ) 

(狩 俣の 大森 御嶽に 座す 主よ) 
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4 山の ふ ー すらい よ 

あう  ま ぬす 

青す ばぬ 真 主よ 

5 青 すばや かさまし 

jiJ りすば やま さらし 

6 まやぬ まつめ がよ 

百 草の 真 主よ 

7 坐り まつめ がよ 

八^-草ぬ真主ょ 

8 母の 神う みぷぎ 

やぐみ がむ うみ ぷぎ 

9 よら さまい、 うみ ぷぎ 

ぷ がさまい、 うみ ふぎ 

^宮 古と がいな なぎ 

島と よがい ななぎ 


(山の 妖怪、 大蛇よ) 

(青し ばの 主、 部落 祖 神よ) 

の 冠 は 青い 木の葉 を 重ね) 

(祖 神の 女神に 栄え あれ) 

(マヤと 呼ぶ 祭殿の 大蛇の 娘 「まつめ が」 よ) 

(多くの 部落の 民の 主よ) 

(始祖 女神と 蛇 神の 間に 生まれた 子よ) 

(多くの 部落の 者た ちの 主 「まつめ が」 よ) 

(「まつめ が 神」 にお 言葉 を 申 上げる) 

(尊い 神に 祭のお 言葉 を 申 上げる) 

(祭の 場に より 集って お喜び 下さい) 

(祭の 場に より 集って お喜び 下さい) 

(宮 古の あらんかぎり いつまでも) 

(島の あらんかぎり いつまでも) 


この 歌の 最初に 出て くる 「天の 赤 星の 真 主」 は 「ン マテ ダ」 のこと である。 この 「ン マテ ダ」 の 夫 は 「山の.^ 

しら、」 と 呼ばれる 大蛇だった ので ある。 大蛇と i めいして 子 を 生む というの は 三輪 山 伝説と おなじで ある。 (宮 

古平 良 市の き ill にも 同様な 伝説が ある。 リ さて、 狩 俣の f は、 こうした 始祖の 神話から はじまって、 大ぉ 

御嶽の 祭の 司祭で 狩 俣 部落 を 支配す る女營 「うぶぐ すくま だま」 が 二 男 五 女 を 生んだ こと を 述べる- この 歌詞 は 
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^ 宮古 出身の 歴史家、 稲村 賢 敷が 採集した ものである。 (稲村の 註解の 原意 を そこなわぬ ように、 私が すこし 書き 

直した こと を ことわ つてお く) 稲村に よると 彼の 採集した 祖神 祭の 五つ の Ift のうち 最初から 三番 目まで は 三人 

の 女性 を 中心とし、 あと 二つ は 男性 を 中心とする ことから、 はじめは 母権 中心の 社会で あり、 祭政一致の 時^が 

つづき、 あと 男子の 酋長 (部落 長) に 移行して いった こと を 物語る もの だと 述べて いる。 この 1:1^ のさい ごに は 

宮 古島の 統 一 者で ある 仲 宗根豊 見 親の 名が 出て くる。 古事記で いえば 神代 を 述べた 上巻から 中巻に はいった ので 

ある。 

うぶに. I 

私が 狩 俣で 採集した 「大根の ふさ」 というの は、 神が 部落の てっぺん、 山の 尾根に おりて、 家の 棟に おりて、 

雨だれ を 伝って おりて、 土台石に おりて、 屋敷が こいの 中に おりて ：：： という ものであって、 昔、 八重 山で」 P 二」 

なわれ た 「いり きゃあ もり」 の 祭 を 思わせる ものが あった。 首 里 王府に 禁止され たために 八重 山 島民が 怒り、 ォ 

ャ ケア 力 ハチの 反乱の 原因と なった という この 祭の 神の 「いりき や」 は 「甍」 であり 「あもり」 は 「天降り」 と 

すれば、 甍の 上に 降りて くる 神で ある。 つまり、 甍 とか 家の 棟と か は、 それが 一 つの 宇宙 (コスモス) と 見立て 

られ ている せいか、 いずれにしても その 神 は 部落の 民と しっかり むすばれ ていた。 部落の 者 は その 神の 子孫で あ 

る こと を 疑わず、 (狩 俣で は 御嶽の 蛇 をけ つして 殺さない) しかも 「あ ー ぐ 衆」 (綾 語部) という 語部が 1=,^ を 暗 

誦して 次々 にった え、 今日に いたって いるので ある。 

「日本 民俗学で 神話と いう 場合、 それ は 語る 者が 云い 伝えた 内容 を かたく 信じ、 神 祭の 日の 如き 改まった 機会に 

必ず これ を 信じよう とする 人々 の 耳へ 一 定の 形式 を も つ て、 厳粛に 語りった えた もの を 指す ことにし ている」 

(『民俗学 辞典』) と い う 厳密な 定義 は 従来 濫用され て い る 神話 概念 への 挑戦と もい える。 

厳密な 定義 は、 沖繙の 辺境 宮 古島の その また 僻村で ある 狩 俣の 神話に は あてはま るの だ。 日本 民俗学 を 推進し 

た 柳 田 は 記紀の 神代 巻に のせられ ている 物語が そのまま 神話と いえる かどう か 疑問で あると いうき びし い 態度 を 
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くずさなかった。 まんとう の 神話と は 何かとい う 疑問 を 抱いて 記紀 神話 を 熟視す る こと を 求めた ので ある。 折 口 

よ 記紀の 中から 無数の 問 響 ひき 出し、 それ を 海人 部と むすびつけた。 折 口が その 学問の 出発点で 「妣が 国へ 卜 

常世の国へ」 を 書き、 柳 田が 生涯の 最後に 『海上の 道』 を 書いた のは両 W とも 期せず して 「辺境の 神話学」 の 核 

立 を 目 ざした ものと 私に は 思える ので ある 

追 記 

0 海人 族、 海人 部、 海 部、 海人な ど 呼称と 表記 を 統一 せずに 用レた 

^ 本土の 族と ァ了 キヨの ii い 得ない としても、 その 関係 は 具体的に は 明白で ない 部分が 多レ 

私 は 伊波 普猷の 南下 説より は、 柳 田の 北上 説 を 重視す る。 

^, 岡 田 精 司の すぐれた 労作 は 私 を 啓発す ると ころ 犬であった。 

0 ム よこの トム 冊で 淡路島の 聖地で ある こと を 主張し、 その 聖地が 伊勢へ 移動した こと を 述べた。 聖 なる 地 

ぐ聖！ ^臭が 時代 を I する につれ て、 一 I いものと して 見なされる こと は、 日本の 民間 信仰 上で は 不断に 

見られる 事象で ある。 神に つかえる 人物 や 動物が そうで ある。 
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折 口 信 夫 再考 11 私の 折 口 学 


折 口 信 夫が 第二次大戦の 敗戦に 衝撃 を 受けた こと は、 彼の 詩集 『近代 悲傷 集』 の 中の 「神 やぶれた まふ」 の 

1 篇 をと つて みても あきらか である。 折 口 は 多くの 人が 戦時中 神国 を 誇称し 神風 を 期待しながら 敗戦と なると 他 

人事の ように 口 を噤ん でし まった ことに ふかい いきどおり をお ぼえずに すまなかった。 日本の 敗戦 を 日本の 神々 

の 敗北と 受けと つた もの、 そして それ を あからさまに 口に 出した もの は 意外に すくなかった。 「国び との 思 ひし 

神 は、 大空 を 行く 飛行機と お ほく 違 はず」 と 折 口が 「神 やぶれた まふ」 の 反歌で 怒り をぶ つ つけて いるよう に、 

日本人 は 自分の 信仰と 刺し ちがえる こと は ほとんど なく、 敗戦の 敷居 を 気が るに 越えた ので ある。 それ は 戦時中 

右翼 思想 を 気どり、 しかも 戦後 は 狐が 落ちた ように 民主主義に 走った 奴輩 はもち ろん のこと、 敗戦の 認識 をい つ 

まで ももち 得ぬ 国粋主義者 も 同様であった。 日本の 神の 敗北 を 折 口の ように 率直に みとめた もの はけつ して 多く 

はなかった。 

折 口の 日本の 神々 にたいする 信仰と 帰依の 深さ を、 それ は 物語る もので あつたと 同時に、 自分 を ごまかして 生 

きる ことので きなかった 彼の 人柄 を 伝える ものである。 第二次大戦に 参加した アメリカの 若者た ち は、 地 回 


目 ざす 十字軍の ような 障 熱 を もってい るので はない か、 という 話 を 折 口 は 敗戦 間近い 日に 聞いて 愕然とし たと 告 

白して いる。 日本の 若者た ち は、 道徳的に 高い かも 知れない が、 宗教 的な 情熱に 欠けて いると 折 口 は そのと き 反 

省 させられた。 その 思い は 敗戦 を 契機と していつ そう 強まり、 日本人の 信仰 はどう あるべき かとい う 考えに 彼 を 

駆り立て たので ある。 曰 本人の 信仰と は、 折 口にと つて はいう まで もな く、 神道であった。 真の 神道 はどう ある 

べき か II という こと を 日本の 神々 の 敗北の 認識の 上に 立って、 折 口 は 考えす すめよう とした。 神道 家が 自信 を 

喪失した 敗戦 直後の 疾風怒濤 時代に、 折 口 は 神道の 新しい 方向 を 全身の 力 を ふるって 模索した。 彼の 考え を 示す 

いくつかの 論文が 書かれた。 「神道 宗教 化の 意義」 (昭和 二十 一年 八月) 「神道の 友人よ」 (二士 一年 一月) 「民族 教ょ 

り 人類 教へ」 (同 二十 二 年 二月) 「神道の 新しい 方向」 (二十 四 年 六月) などが それで ある。 このうち 三篇は 『神社 

新報』 に 掲載され たり 神社 新報 社で 刊行され たもので ある。 

つまり 神道に 関係の ふかい 人た ちに 呼びかけた ものである。 これら 論文の 題名から 察する ことが 可能で あるよ 

うに、 折 口 はこれ までの 神道に 宗教 的な 力の 不足して いた こと を 指摘し、 幕末 明治 初年の 宗派 神道の 教祖 や 教徒 

たちの 苦悩に 思い を馳 せて いるので ある。 日本の 近代の 国家権力が 神道 は 宗教で ない という 考え を 押しつけ たこ 

. と を、 折 口 は 拒否して 神道 は 宗教 化しなければ ならぬ という。 神道が 政治に まきこまれた ことが、 神道の 本す じ 

を あやまる ことにな つた。 神道 は 政治と 分離し、 宗教 化への 道 をす すまねば、 脱皮 は 不可能で ある。 しかも そナ 

よ 民族 教の 枠内に とどまって いないで 人類 教を目 ざすべき であると いうの が 折 口の 主張の 骨子であった。 折 ロカ 

I ここで 考えて いるの が 黒 住 宗忠ゃ 中 山 みきや 出口 王 仁三郎 などの 実践 活動の 延長であった こと は ほぼ まちがいな 

贈 い。 しかし 八百万の 神 を 漠然と 信仰の 対象と する わけに はいかな いので 折 口 は、 エホバの 神に 相当す る もの を 想 

折 定し、 造化 三 神と よばれる 天 御中 主神 丄咼産 霊 神 • 神 産 霊 神 を もち 出した。 

^ とくこ i 二者よ、 むすびの 神、 つまり 肉体に たましい を 入れる 神で 造物主と 考えて 差し支えな いとし、 この 神 


柳 田 学と 折 口 学 2o8 


神 は 祖先 を 神と した もので なく、 人間と 一線 を 画する 超越 神で ある こと を 力説して いる。 折 口 は 神道 を キリスト 

教のパ タ ー ン に 近づけようと 努力す るので ある。 折 口が キリスト教に 関心 を 示した 実例と して 耶蘇 誕生 会 をうた 

つた 短歌が あるが、 要するに 彼 は、 日本の 神の 敗北の 中から 一筋の 活路 を 見出そうと している 点で、 たとえば 保 

田 与重郎 などの 戦後の ぬけぬ けと した 態度よりも、 はるかに 私たちの 心 を 打つ。 柳 田 国 男が 敗戦の 日の 日記 を、 

感激と どまらず、 と 一行で 片付けた のと もまた 対照的で ある。 戦後の 折 口の 詩 や 短歌 は 文字 どおり、 国 やぶれて 

のちの 山河に たいする 悲傷と 慟哭で あり、 その 荒涼と した 激情 は 異常な 禺進 をみ せて 読む 者に 迫る。 しかし 折 口 

は 三 島由紀 夫の ように、 天皇に、 などて 人間と なりた まいし、 など は 言わなかった。 かえって 「天子 非即神 論」 

(昭和 二十 二 年) 「宮廷 生活の 幻想 11 天子 即神論 是非 — 」 (同年) の 論文で、 古来、 天皇が 神と 考えられ たこと 

のなか つたこと を 詳説して やまない。 この 折 口の 文章 は 天皇の 人間 宣言と は 期 を あわせて 書かれた ものであった 

としても、 その 考え は そのと き はじめて 生まれた もので なく、 戦時中し かも 公の 席で 彼の 考えの 一端 を 洩らして 

いるの は 人の 知る ところで ある。 (現 人 神事 件) 

しかし それぞれの 創世記と 教義 を もつ 宗派 神道 を 評価す ると なれば、 記紀の 創世記と しての 正統 性 は 必然的に 

相対 化されざる を 得ない ことになる。 明治 以降の 国家権力が 新興宗教 を 邪教 淫祠と きめつけて その 抹殺に 狂奔し 

たの は、 これら 新興の 宗派 神道が 記紀の 正統 性 を 相対 化する ことによって、 結果 的に 皇室の 正統 性の 独占 を 否認 

するとい う 論理的な 帰結 をお それた からだ。 戦前に は 国体に とって ゆるすべからざる 危険思想 であり、 戦後に な 

つ てはじめて 解禁され た 宗派 神道への 熱い 共感 を 折 口が 示した の は、 祖霊 信仰の ふるさと である 妣の 国への 郷愁 

だと か、 大嘗 会で 神秘的な 儀式 をお こなう 宮廷 へ の 幻想 を 折 口の 文章に よつ てかき 立てられ てきた ものに とって 

は 奇異に 感じられない でもない。 しかし 折 口の 業績 を ながめて みると、 戦前と 戦後の 間に 矛盾 撞著 する もの は 見 

当らない。 天子 即神 論の ごとき も、 折 口 は それ を 肯定す る 言辞 を 吐いて いない。 ただ 沈黙して いる だけで ある。 


高 産 霊 神の 役割 も 重視して いる。 宗派 神道への 共感 を も そもそもの 出発点から 示して いる。 折 口の 戦後の 考え方 

ますべ て 戦前から 潜在し または 萌芽の 状態で 存在した ので ある。 その 点で 彼の 論旨に は 跡切れがない。 

しかし、 人が 神になる という 祖先 信仰 を排 して、 そのかわりに 超越 神 を 力説し、 神道が 民族の せまい 枠組 を 突 

破して 人類 教 まで 高まって いくこと を 提案した の は、 やはり 大きな 飛躍と 言わざる を 得ない。 この 飛躍の 契機 は 

日本の 神の 敗北と いう 痛烈な 現実であった。 折 口 はこれ によって これまで 漠然とした 信仰 形態の ままに すぎて い 

た 神道 を さらに 意識的な、 徹底した 宗教へ ときたえ 直さねば ならぬ こと を 痛感した ので ある。 彼 は 激越な 悲憤の 

唐 を 詩歌に 托し、 慷慨の 思い を 神道の 宗教 化、 民族 教 から 人類 教へ という 提案の 中で 晴らした。 しかし 折 口の 学 

問 は、 日本の 神の 敗北と いう 立場から みずから を 見直す までに はいたらなかった。 もし 書き直された とすれば、 

日本人の 心性 を 逆な です るよう な 破壊力に みちた ものが できあがったろう。 民族の 自然な性 情 を そのまま 記述し 

肯定す る ことから は 何物 も ひき 出す こと はでき ない。 

それ を 否定 止揚し ないかぎ り 普遍的な 観念 を つかみとる ことに ならない の を 折 口 は 身に^みて 体験した ので あ 

る。 私 は、 折 口が 指摘した 日本の 従来の 神道の 欠陥 は それと 膚 接した 日本 民俗学の 限界で も あると おもう。 折 口 

. は 国学 を 「神道の 神学」 という 言葉で 呼んで いる。 そして 柳 田 や 折 口の 民俗学が 新しい 国学 を 目 ざし、 新 国学と 

呼ばれて いる こと は 人の 知る ところで ある。 すなわち 神道の 欠陥 は、 神道の 神学すな わち 新 国学の 欠陥と 無 係 

考 ではない。 日本 民俗学と いう 学問が 柳 田、 折 口の 手で 創 成された こと は、 日本 近代の 学問 分野での 画期的な 事件 

g であった が、 それ は 旧来の 価値観 念の 破壊と いう 一点に おいて、 充分な 迫力 を もち 得なかった。 なぜなら 権力 S 

§ 想との 露骨な 対決 を 回避した からで ある。 弾圧され ないで、 しかも 批判 するとい うの は、 コミュニストの 転向が 

折 あいついだ 時代に、 日本 民俗学が とった 巧妙な 戦術であった。 転向し ないで 超国家主義の 体制 を 批判す る 死角 を 

9 

2 えらぶ こ. とに、 日本 民俗学 ほどた くみな ものはなかった。 
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し 力し 国家権力の 思想と 明確な 断絶 を 表明す る ことなく、 しかも 事実上 は 倒立 するとい うこの 方法 は、 遠 まわ 

しの 言い方 や 比喩 や 新しい 主題の 提起 を 駆使す る ことがあつ たと しても、 一 歩 あやまれば 体制と 癒着す る 危険 を 

孕んで いる。 すくなくとも 権力 思想と 真 向う から 対決す る 緊張 感を 喪失す る こと はたし か だ。 真理の 追求 を 目的 

とする 学問 は、 根源に おいて かならず モラル や 美の 問題と 抵触す る。 学問が 既成概念の 破壊にまで つきすすまな 

いかぎ り、 その 学問 は 根柢に おいて 弱点 を かかえこまざる を 得ない。 敗戦 は 折 口の 心 を 引裂いた が、 日本 民俗学 

も クレバスから 深淵 を のぞかせ たので ある。 日本人の 祖先 信仰 は 日本 民俗学の 研究の 中心 軸で あると 共に、 神道 

の 中核で もあった。 皇室の 祖先 信仰で ある 皇祖 皇宗の 神格化が それらと 無縁で なか つたの はいう まで もない。 

神道と 民俗学と 天皇制 国家の 神権 思想 は それぞれ がその 一 辺で ある 三角形 を 草 刈 場と して 共有して いた。 その 

三角形 は 国家 神道が 原始的な 土俗 信仰と 接触し 支配す る 場所で あると 同時に、 それ を 逆手に とって 柳 田、 折 口の 

新 国学が 原始 神道の 立場から 国家 神道 を 批判す る 場所で もあった。 そこに は 思想の 二 ュ アンスの 濃淡が みられた 

のであって、 三原色の ように 截然と 区別し がたい ものが あった。 だから こそ 対立 を 表面 立てる ことなく 相手 を批 

判す る こと も 可能な 緩衝地帯 となり 得た ので ある。 しかし この 緩衝地帯 は 対立 を 可能に する 場所 だけでなく 癒着 

を も 可能に する 場所で あつ た。 すくなくとも 相手の 攻撃から 身 を 守る 本能 を はたらかせる ことができる ばかりで 

なく、 相手への 徹底した 攻撃 を 不能に する 場所で もあった。 

折 口が 戦後に なそうと したの は、 この 三角形の 草 刈 場 を こわして ばらばらに する ことであった。 それ は、 すな 

わち 祖先 • 祖 霊 信仰と いう 紐帯に よって むすばれた 神道と、 日本 民俗学と、 天皇の 神格化と を 切り はなす 作業で 

あった。 折 口が 祖先 信仰に もとづく 神道 を排 して 超越 神に もとづく 神道 を 唱え、 天子 は 神で ない という 論文 を 発 

表した の は、 つづ まると ころ 日本の 神道 をより 宗教 化し、 祭政一致の 偽膜 を かぶった 政治 をより 純粋に 政治 化し、 

日本 民俗学 を 日本 民族と いう 局地 性から 解放して より 普遍的な 学問に きたえ 直そうと 志す ものであった。 宗教 • 


政治 • 学問の 三つの 分野の 独立 を 折 口 は 主張した ので ある。 そうする ことで この 三者 は 戦前に みら おた ような 緩 

衝 地帯 を もつ 三角形 を 消滅し、 相互に 対立す る ものになる。 祖先 信仰、 つまり 人間が 神になる という 信仰が 日本 

に は 古代から あって、 それが 宗教. 政治 • 学問 (とくに 民俗学) の あいだの 三角関係 を 始末の わるい ものにして 

いる こと を 折 口 は 誰よりも つよく 感じた からに ほかならぬ 

柳 田のば あい は 折 口よりも 自分の 心の中で は 整理が ついていた。 柳 田 は 自然科学 者の 手付きで 民俗学 を とりあ 

つかった。 標本 を 採集し 整理し 分類し、 そして 彼な りの 体系 を 作った が、 それ は 誰でもが 学ぶ ことので きる 方法 

なのであった。 それにた いして 折 口 は 実感な しに 民俗学の 研究 は 考えられなかった。 この 実感と いうの は 折ロ自 

身 述べて いるよう に 非常に 癒着し 化合し やすい ものである。 折 口が 神道の 神学、 すなわち 国学と とりくん だとき、 

彼 は 学問の 領域に とどまる ことができなかった。 折 口の 戦後の 勇躍に は そのに がい 反省 も こめられ ていた はずで 

ある。 ここで 折 口の 「実感」 について 私 はしば らく 触れて みたい とおもう。 

『国 学院 雑誌』 折 口 信 夫専士 追悼 号 (昭和 二十 九 年 五月) に 「郷土 研究会の 想い出」 と 題す る 柳 田 国 男の 一 文が の 

. つて、 る。 追記に よると 昭和 二十 八 年 十一月 十一 日に 再発足した 郷土 研究会の 講演 筆記 を 掲載した ものである。 

折 ロー 一一 一口 夫 は 同年 九月 三日に 亡くなって いるから、 死後 二 力 月 あまりしての 講演であった。 その 中で 柳 田 は 折 口と 

考 自分の 学問の 方法論の ちがい を 明確に 指摘して いる。 折 口 は 古代から 時代 を 下って いくのに たいして、 自分 は 現 

^ 代 を 起点と して 古代へ と 遡行す る。 更に 柳 田 は 折 口が 実感に よって 肝要な もの を 選択し、 それ を 基準に して 書物 

§ の 中の 事実 を 整理 統一して いくやり 方 を 主張して いる ことの 危険性 を 述べて いる。 柳 田 は 折 口の 天才 的な 直覚 や 

折 推断 を排 し、 学問 はあくまで も 帰納法に もとづかねば ならない と 述べ、 学問の 基礎 は 天才 も 凡人 も 共に 納得す る 

もので， ょナ， e 、まならぬ と 力説して やまない。 柳 田 は 自分の 方法論と 折 口の それとの 差違 を 「上から 下りて 来よう 


に とする 形、 下から 上って 行こうと する 形。 それから、 凡人と 同じ 立場まで 引下が つて 隊列 を 整えて 行こうと する 

学 形と、 非常に 優れた 人がず うつと 前に 立って 行こうと する 形の 対立」 という 言葉で 要約す る。 

g 恩師 折 口 へ の 生ま 生まし い 思い出 を ひきずり、 追憶に ひたって いる 愛弟子た ちの 面前で 柳 田 は ずけずけと  

^ 自分が どんなに 尊敬し 切って いる 先生の いわれた 仮定 説で も、 自分が もう 一 べん やって みなければ、 受 入れて は 

細 ならぬ。 ある 優れた 人から、 これ だよ、 こう 考え 給えよ と 云われて そこに 進む という 風で はよ くないと 力 を こめ 

て 云う。 柳 田の 歯に衣を着せない 言葉に 私 は 彼の 真面目 を 見る 気がする。 それ は 折 口と 折 口の 弟子た ちの 学問の 

継承の 仕方に たいする 痛烈な 警告であった。 柳 田 は、 この 講演の 中で 折 口が 実感と いう 言葉 を ふりまわ したと 述 

ベ、 それ は 柳 田に とつ てに がい 経験で あつ たと さえ 云 つてい る。 

折 口の 『古代 研究』 の 「追い 書き」 に 実感と いう 言葉が みえる ところ からして、 柳 田の 指摘 は それが 刊ラ され 

た 年の 昭和 五 年まで さかのぼって 考えて みなければ ならない。 要するに 柳 田 は 二十 数年間、 胸に 貯めて おいた 結 

末 を、 折 口の 死の 直後に 吐き出し たので ある。 では、 『古代 研究』 追い 書きに 散見す る 実感と は 何 か。 折 口によ 

れば、 それ は 事物の 関係 を 正しく 通観す る 心の 活動で ある。 とっさに 類似点と 差異 点と を 弁別す る 能力が ある。 

どんなに 資料 をつ み 重ねても それが 実感 を 伴わない かぎりに は、 結論と する わけに は ゆかない。 だから 実感と は 

固定した 知識と 生きた 生活 を 綜合す る ものであって、 旅さき の 生きた 民俗に 触発され てはじめて、 書斎での 知！^ 

の 連想が 実感 化される。 実感 はたえず 訓練す る ことで 機会 ある ごとに 鋭敏 かつ 痛切な ものに なって いく。 こうし 

た 折 口の 考え は、 たとえば 彼の 大王 崎に 立つ たと きの 実感が 常世の国 という 思想 を ひき 出した こと を 想起させる。 

ところで 折 口 は 更に 大胆に、 資料と 実感と 推論と が 交錯し、 そこから 生まれて くる 論理の みちすじに 沿って 立て 

た 民俗学 上の 仮説 は、 解釈 や 論理に 錯誤が 見出されな いあい だは、 有効で あると 主張し、 それが 実証主義 を ふま 

えた 柳 田の 方法論と はちがつても、 あえて 自分の 道 を すすむと 宣言して いる。 この 折 口の 断固と した 確信が 柳 田 


を 刺戟し なかった はず はない。 

両者の ちがい は 明快で ある。 柳 田に とって、 折 口の 実感の ごとき もの を 混入させる ことで 学問の 進歩が 期待 さ 

れ 充足され ると は 考えられない ことであった。 しかし 折 口 はお のれの 方法に 固執し、 最後まで 一貫して おのれの 

確言す る 道 を あるきつづけた。 それ は 日本 民俗学の 創 成 者で ある 柳 田に とって まさしく にがい 経験であった にち 

が、 な、，。 けれども このに がさの 味 は、 一般に 考えられ るのと はすこし ちがった 微妙な ものが あるので ある。 移 

田の 方法論 は ョ ー ロッパ ふうの 厳密な 実証 科学の 立場に 立つ もの だ。 しかし 柳 田が ま つ こうから 折 口 を 否定で き 

なかった の は 方法論の 問題 を 越えた 民俗学の 成果と いう 実績が 折 口にあった からで ある。 柳 田 はしばしば、 自分 

がな がい 間 かかって やっと 出した 結論が、 折 口の 何十 年 もまえ に 述べて いる 実感に もとづく 仮説と 一致す る こと 

を 困惑と 溜息と 驚嘆の 情 を まじえながら 述べて いる。 たとえば、 新嘗の ニイ は 稲積み の 方言で ある ニホ からき て 

、るので はない かとい う 推定 を 折 口 は 四十 年 もまえ に 雑誌 『郷土 研究』 に 発表して いるが、 それが 柳 田の 実証と 

一致す る こと を 『新嘗 の 研究』 に 収められた 柳 田の 論文 「稲の 産屋」 で 述べて いる。 これ は 一例に すぎない。 

ここで 折 口の 実感に ついて 再検討が 必要と なって くる。 柳 田の 批判に 対抗す る 実力 を もつ 折 口の 実感 は、 とく 

. に 民俗学の ばあい 威力 を 発揮す ると 考えねば ならない。 わたしたち は往々 にして 直覚 的な 印象の 中に ふしぎな 類 

似感ゃ 奇妙な 違和感 を 発見す る ことがある。 その 印象 を たぐりよ せて 分析し、 それ を 知識 や 資料に よって 検証す 

考 ると き、 意外な 結論に みちびかれる ことが すくなくない。 折 口の 学問の 明らかな 特色 は、 幼児 心理 や 未開人の 心 

痛 理に ちかい 古代人の 意識 を 直覚す る ことから 出発して いる ことで ある。 実感 をた どって 古代人の 共同 意識 をつ か 

f まえる こと を 折 口 は 目指した。 自分の 実感の なかに 古代からの 遺伝 心理 を 発見す る ことに 折 口が 自信 を もってい 

折 たの は 彼の 幼時の 環境に よる ものであろう。 この 点、 保 田 与 重郎も 同様で ある。 折 口と 折 口の 影響 を 受けた 保 田 

^ とが、 一.々 証明ぬ きの 断定 を 下す 文章 を 書き、 しかも それ を 当然で あるかの ようにして 他 を かえりみな いのに は 
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その 持ち まえの 教祖 的 性格に もよ るが、 畿内の 旧家に そだった 彼らに とって、 その 古い 伝承に は 自明な ものと お 

も われる ことが 多かった にちがいない。 この ァ • プリ オリに 自明な ものと する 論証の すすめ 方、 しかも それ をた 

だ 拝聴す る 以外の ない モ ノ  口 ー グの 形式で 叙す る こと は、 折 口 も 保 田 も 同然で ある。 

このような 類似 性 を もちながら、 一方で 折 口 は 保 田と はっきり ちがう もの を もっている。 折 口の モノ  til" グは 

託宣の 形式 をと つ てはいる けれども その 内容 は あきらかに ダイ ァ 口 ー グ だとい う 点で ある。 つまり 折 口 はつねに 

分割し、 分割し つづけながら それら を 対立させる ので ある。 「異郷 意識の 進展」 という エッセィ は 大正 五 年と い 

うは やい 時期に 書かれた もの だが、 折 口の 学問 を 理解す る 上で 重要な 鍵と なる ものである。 折 口 は そこで 他国 他 

郷と 異国 異郷と を 区別す る。 現実に 存在す る 世界中の どの 国 も 他国であって 異国で はない。 異国 または 異郷と は、 

経験 を 超えた 空想的な ものである。 私 はかって 折 口の 学問 は 他者の 意識の 上に 成立して いると 書いた ことがある 

が、 それ は 折 口 学の 原理と して 設定され 得る ものと 今 も 考えて いる。 神と 精霊、 精霊と 人、 神と 人の 三者 はたが 

いに 他者で あり、 それら は 疎外し あう ばかりでなく 自己疎外の 変形した ものである。 異郷と 異 族と は ノス タル ジ 

ィを 喚起す る ものであるが、 それと 同時に 対立 者と して 葛藤し、 疎外し あう。 たとえば 豊玉姫 や 信 太 妻な どは異 

族の 女で あり、 それが 不幸な 結婚の 結末 を もたらし たと 折 口 は 説く ので ある。 

このように 古代人の 意識 を 他者との 対立 葛藤 を 根柢に おいて 探究しょう とする 折 口の 方法 は、 牽引と 反撥と い 

う 劇的 効果 を もたらす。 それと 同時に 彼が 遺伝 心理の 糸 をた ぐって 古代人の 共同 意識に 肉迫しょう とする 実感 的 

方法論 は、 期せず して 折 口の 民俗学 を 精神分析 学の 方法論に 近づけて いったの である。 その 意味で 折 口の 民俗学 

は 今日で もな お 新し さ を 失って いない。 しかし 彼に 柳 田の ような 文明 批判 や 文明 論が 見当ら な いのは、 人間と は 

何かとい う 根源 的な 問い を 社会的に 提示して、 日本人の 心性の 謎 を ときあかす こと をし なかった からで ある。 折 

口に は 不条理の 意識が あり、 柳 田に は 彼 一流の 合理的 意識が あった。 折 口の 民俗学 は 対立、 葛藤、 郷愁、 疎外 を 


モチ ー フ とする いわば 不幸な 民俗学で あり、 柳 田の 民俗学 は 日本人の 幸福の 追求 を 目的と した 民俗学であった 

それが 折 口 学と 柳 田 学の 決定的な 差異で あるよう に 私に は 思える。 

柳 田 学と 折 口 学 は 方法論に おいても、 また その 結論に おいても みごとな 対照 をみ せて いる。 同根の 学問で あつ 

てこ， e ほど あざやかな コントラスト をみ せて いるの は 壮観と いう ほかない。 それ は 弟子た ちの 扱いに ついても そ 

うであった。 柳 田 は 身内 意識 を 拒絶し、 弟子た ちとの 間に 私的 関係 をむ すぼうと しなかった。 学問 上の 関係と、 

私的 関係と を 截然と わけ、 そこに あくまで 一線 を 画した。 その 持 内に 侵入す る もの を きびしく はねつけた。 机 田 

に 弟子な し、 といわれ るの はこの こと を 指す。 それにた いして、 折 口 は 周囲に 愛弟子 を あつめ、 公私 を ふくめて 

一体化した 生活 を 送った。 しかし 柳 田 も 折 口 も 独裁的で ある こと は 一致した。 柳 田 は、 どんなに すぐれた 学問 上 

の 仮説で も 一度 は 疑って みよ、 と 云いながら、 柳 田の 説に 異論 をと なえる こと を 許す 雰囲気 を 作らなかった。 そ 

のために 現在 柳 田の 直系から は、 柳 田の 学問の 模倣 解説者し か 生まれて いない。 折 口 もまた、 実感、 つまり 自己 

検証 を 経ない 学問 は、 どれほど 資料 をつ み 重ねても 実証的と は 云えない と 主張しながら 愛弟子に 講義の ための ■ 

. 文まで 書いて やった。 柳 田 も 折 口 も 弟子た ちに 寛容の 精神 を もって 臨んだ のではなかった。 云う こと はりつば だ 

が、 二人とも 弟子た ちの 意見 を ふみにじり、 内発 的な 独創の 芽 をつ みとる のに 終始した。 

考 折 口の 民俗学の 特長 は、 託宣の 形式と 鎮魂の 儀式と を 重視し、 それ を 古代人の 発想の 始源 においた ことで ある。 

I 折 口の 叙述の 仕方 も、 神が かりの 一人称の モノ  口 ー グ であり、 それ はま わりの ものに とり 憑き 呪縛して いく。 弟 

^ 子た ち は 折 口の 託宣の まえに 易々 とひ ざまず き、 その 仮定 や 結論 をう 呑みに している。 マルクス ゃレ ー ニンの 言 

折 葉 を 引用す る だけで 自分の 所説 を 権威 づけよう とする マルクス主義の 学問の 破産 は 完了した が、 折，^^^ あい 

^ そ e こ以た 現象が 起って、. る。 柳 田の 警告 は 充分の 理由が あつたの である。 折 口が フレイ ザ ー を ふれい ざ あと 表 
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現 すれば、 とりまきの 弟子た ち も こぞって その 真似 をす る。 それ は 折 口 学と いうより は 折ロ教 という ほうが 近い 

秘密結社の 身内で ある こと を 示す 称号で あるか。 それで は X  X 組と いう 組の 身内で ある こと を 示す 入墨 を 一 一 の 腕 

に ひけら かし、 それで ャクザ 渡世 をす る 心境と どれほどの ちがいが あるか。 

私 をなん とも やり切れない 感じに 追い こむ の は 折 口の 弟子た ちの 文章が、 折 口の 実感 をた だ なぞる だけ だとい 

うこと である。 そこに はなが く 閉め切った 家の なかの 籠った 空気の ように むっとす る 句い が ある。 その 句い を 嘆 

がされる と 私 はまった く 参って しまう の だ。 吹きぬ ける さわやか さ を もたない 閉じた 環の 中の 堂々 めぐり。 それ 

が 折 口の 弟子た ちの 文章に みられる 共通した 特徴 だ。 私に ふしぎで ならな いのは 折 口 信 夫の 回想 を 書いた 弟子た 

ちが、 折 口につ いて 敬語 を 用いて いる こと だ。 自分の 父親の こと を 他人に むかって 話す のに 「私の 父 は どこそこ 

に ゆかれた」 というだろう か。 歴史上の 天皇に ついて 述べる とき も 敬語 を 用いない 習慣が できて いる 戦後 二十 何 

年 目 かに、 折 口 信 夫に 触れる ときに 敬語が 使われる という こと は どんな ことか。 漱 石の 弟子 たちだって そんな 書 

き 方 はして いない。 ここに 身内 意識が、 外にむ かって どのような 受け取られ 方 をす るかに ついての 無神経 さがむ 

き 出しに なって いる。 つまり これ は 内輪の 仲間 どうしで 使う 言葉 だ。 外にむ かって 発せられる 言葉で はない。 そ 

れに 気が付かない というの は、 むざんな 身内 意識の 発露で はない か。  、 

私 は、 折 口、 柳 田の 死と ともに 日本 民俗学 は 死んだ と いさぎよく 考えて いる。 
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常世 の 田、 5 0 —— 折 口 信 夫の こと 


折 口 信 夫の 『古代 研究』 について は 堀 辰 雄の 文章 をと おして、 私 は 戦前から 知っていた。 そこで 一度 は 青年期 

に 眼 をと おした こと も あるが、 よく はわから なかった。 柳 田 国 男と 宮本常 一から 啓発され るよう になっても、 折 

口の 文章 は 私に は ひどく 難解であった。 その 呪文の ような 言葉の 羅列 は、 まるで 始め も 終り もな く、 まして その 

あいだ をつ なげる 説明 もなかった。 そこで なかなか なじめないで すごして きた。 

ところが 私が 数年 前に 最初の 沖 織 旅行から かえると、 折 口の 文章が とつぜん 理解で きる ようになった。 それ は 

私に とって はお どろくべき 体験であった。 折 口の 文章が 飛躍的に 諒解 可能に なった こと は、 沖 織の 現地で 折 口の 

発想の 根が わかった という ことに ほかなら ない。 人と いう ことば はもと は 神 を あらわした などと いわれて、 どう 

考えたら よい か 途方に 暮れて いた 私で あつたが、 神 女で ある ノロ や ッカサ がその まま 神で あるよう な 沖繩の 祭り 

の 姿 を 目の あたりに みると、 それが いかにも あたりまえの ことと 思われて くるの だった。 『古代 研究』 のなかに 

「まう とする 話」 が 載つ ている。 その 冒頭の 一 節 を 引いて みる。 
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ほうとす る 程 長い 白浜の 先 は、 また、 目 も 届かぬ 海が 揺れて ゐる。 其 波の 青色の 末が、 自づと 伸し あがる 

やうに なって、 あたまの 上まで ひろがって 来て ゐる 空で ある。 ふり 顧る と、 其が 又、 地平 をく ぎる 山の 外線 

の 立ち 塞って ゐる ところまで 続いて 居る。 四顧 俯仰して、 目に 入る 物 は、 唯、 此 だけで ある。 日が 照る 程、 

風の 吹く 程、 寂しい 天地であった。 さう した 無聊の 目 を靜ら せる もの は、 忘れた 時分に ひよ つくりと、 波と 

空との 間から 生れて 来る —— 誇張な しに さう 感じる —— 鳥と 紛れさうな 刳り 舟の 影で ある。 

遠目に は、 磯の 岩 かと 思 はれる 家の 屋根が、 一 かたまり づ，^ ぼつつ りと 置き忘れられて ゐる。 炎 を 履む 様 

な 砂山 を 伝うて、 行きつ くと、 此 ほどの 家 数に、 と 思 ふ 程、 ことりと 音を立てる 人 も 居ない。 あかん ぼの 声 

がする と 思うて、 廻って 見る と、 山羊が、 其 もた つた 一疋、 雨 欲し さう に 鳴き 立て V, ゐ るの だ。 

どこで 行き 斃れて もよ い 旅人で すら、 妙に、 遠い 海と 空との あは ひの 色 濃い 一線 を 見つめて、 ほうとす る 

ことがある。 沖 繙の島 も、 北の 山 原な ど 言 ふ 地方で は 行っても くも、 こんな 村ば かりが 多かった。 どうに 

もなら ぬから だ を 持ち 煩って、 こんな 浦 伝 ひ を 続ける 遊子 も、 おなじ 世間に は、 まだく ある。 其 上、 気づ 

く か 気づかな いかの 違 ひだけ で、 物音 もない 海浜に、 ほうとして、 暮 しつ M けて ゐる 人々 が、 まだ 其 上 幾 万 

か 生きて ゐる。 

これ は 柳 田 国 男が 『海 南 小 記』 のなかで 描いた 「干 瀬の 人生」 に 相当す る ものである。 

柳 田 や 折 口が そうであった ように、 私に とっても この 数年間の 五 回に わたる 沖 繙 旅行の 体験 は 決定的な もので 

あった。 折 口 信 夫が、 『古代 研究』 と 銘打った その 古代の 意味が 私に もなん となく わかった の だ。 沖 繙の常 民の 

生活で も つ とも 特徴 的な こと は 仏教の 影響が 本土と 比較に ならない ほど 少ない という こと だ。 したが つ て 沖繙に 

は 中世 的な 世界 は 形成され なかった。 それが 近代に 入っても 沖 繙の常 民の なかに 古代 的 習俗と 意識 を 温存させる 


私え 重 山に 旅行した きに、 石垣 市の 旅館から 棄の ほう をよ く 歩いた。 朝 はやく 漁港の 籠に 立って 見て 

、ると、 n 『ィ ー リアス』 にある 「薔薇色の 指 を もった 曙の 女神 ェォ ス」 ではなく II 『おもろ さう し』 にあ 

る 「あけ もどろ の 花」 の 色 を もった て 太 f 祝福 されて、 V 字形の クリ 舟が かえってくる。 波の 穂 を わけて 全速力 

で 近づいて くる クリ 舟の 舳に 立った i ん，^ ゆの すがたが、 私の 眼に は 常世から やってくる スクナ ヒコナ に 見える の だ 

つた。 私よ 中繙の 日常 語で いう 二 ライカ ナイ、 すなわち 「常世」 を 諒解した。 それ は 柳 田 や 折 口の 学問に 親しん 

だ ことの 当然の 帰結で も ある。 というの も 柳 田 国 男と 折 ロ奠の 民俗学の 核心 は 曰 本人の 信仰 を 明らかにする こ 

とこ 賭けられ ていたと いっても 過言で はない。 そして それ は詮 じつ めれば、 常世の 思想に ゆきつく ので ある 

常世と いう ことばに、 私の 血 は あやしく さわぐ。 私 は 沖 繙 に なぜ 関心 を もっかと 問われて、 返答に 窮 する こと 

が 少なくなかった が、 今 は 「明るい 冥府が ほしいば かりに リ 珊瑚礁の 砂に 驟を 埋めて いるの だ」 と 答える ことが で 

きる。 私 は 死んで なお 刑罰 を 受けねば ならぬ ような 他界 を 信じて いない。 

私が 天命 を 知る 年齢に ある こと も 手伝って、 私の 今 もっとも 関心 を 抱いて いるの は 常世で あり、 常世 こそ は 日 

. 本人の 思想の 原 占 m であると いう 確信 は、 もはや 動かせな いものと なって いる。 しかし、 私たち は 何も 沖 繩にゅ 力 

なければ、 常世が 感じられない というの ではなく、 伊勢で も 常 陸で もまた は 出 雲で も 熊 野で も、 そこ は 常世 浪の 

押 ノ よせる ところであった こと を、 書物 をと おして だけでなく、 確認す る。 く 

i 出 雲の 美 保の 岬に、 波の 穂に のって やってくる 常世の 神 スクナ ヒコナ は、 「手の 侯から 漏き た 子」 であると レ 

^ われた と 『古事記』 にある が、 沖 11 では 大正の 頃まで は、 非常に 腕白で すばしこく、 もてあました 子 伊 を 「手の 

常 吴か らふき ゆる わらび」 と 呼んで いたと いう。 わらび は 童で ある。 この 一語 を もってしても、 嵐と 南方との 密 

9  ,， 

2 接な 関係が おしはかられよう。 
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折 口の するどい 語感 は、 古語の なかに 古代 日本人が とうぜん もつべき 意識 や 習俗の 所在 を 嗅ぎつ けた。 そして 

その 推理の 背景と なる の は 沖繮を 中心とする 民俗 現象な のであった。 ただ 折 口 は それ を 口にしない。 だから 彼の 

論理が どういう ふうに 飛躍す るの かたどれない。 しかし、 多少と も 沖繙の 習俗 や 伝承 や 祭祀 組織が わかって くる 

と、 彼の 方法論 は 意外に 親しい ものに 見えて くる。 折 口のば あい は 沖 纏の 現代と 日本 本土の 古代と が 照応す るの 

である。 

私 は 柳 田 や 折 口になら つて、 日本人の 意識の 規範 を 民俗学 的に 解明す る ことに 関心 を 抱いて いる。 常 民の もつ 

世界観の 究明と いいかえても よい。 これまでの 民俗学 は 柳 田、 折 口な どの 少数者 をの ぞくと、 個々 の 事象に 捉ゎ 

れ すぎて、 木 を 見て 森 を 見ない ことが 多かった。 そうでなければ 日本人の 民間 信仰 をシャ I マ ニズム とハぅ 前提 

で 押しまくって、 その ニュアンスへの 配慮 を 欠く ことが 少なくなかった とおもう。 しかし 日本人 は どんな 方法で 

自ハ 刀の 苦しみ を 越えよう としたか、 という 一点から それ を 考える ときに、 日本人の 民間 11113, 卬は あたらし、 i 明 を 

浴びる ことになるの である。 なぜ 日本人 は 身 を 苦しめる ために 山に 入った か。 それ はィ ユシェ ー シ ヨンに 死の 儀 

式 力 ともなう という だけで はない。 生まれが えりの ために は 苦行が 必要で あると いう、 常 民の 自覚から 生まれた 

倫理的 観点が 民俗学の 方法に 導入され ねばならない。 もしそう でなかった としたら、 日本 民俗学 は 常 民の 精神の 

苦悩の 歴史と ついに あいわた る ことがない はずで ある。 民俗学 はあくまで 経験の 学であって、 規範の 学で よな、 ，，。 

それ は 柳宗悦 との 対談で 柳 田 国 男が 力説した ところで ある。 したがって、 過去に 常世への 信仰が あつたから とい 

つて、 それ を 未来に むかって 規範と して 要求 するとい うの は 無理な 話で ある。 だからといって、 それ は 過去に お 

いて 日本人が 規範 を もた なか つ たという ことに はならない。 常 民の 生活が 生み出した 規範に のっとって さまざま 

な 習俗 や 伝承 も いとなまれ てきた という こと を 私 はいいた いので ある。 その 生活 上の 規範に は 常 民が 自分の 精神 

の 苦悩 を 解決す るた めの 欲求が かならず こもって いる。 おそらく 日本の 女性 史な ども その 視点から 見直さね 、ま，. よ 


ら ない。 柳 田 民俗学 は 女性の 役割 を 評価した が、 女性が 本 地 物 その他の 物語の なかで、 背徳 や 乱倫の むごたら し 

い 筋 書 を 好んだ の は どのような 理由に よるの か、 という 点の 分析にまで さかのぼ つたこと はない ようにお もう 

柳 田 民俗学に たいする 不満 は、 先日 宮田登 氏と 会った とき、 宮田 氏が 指摘して いたよう に、 性と 天 制と 部落 

の 問題 を 回避した ことに あると 私 も 考えて いる。 この 三つの テ ー マ は 相互に 切っても 切れない 関連 を 有して いる。 

天皇制の 根 w^l こ あるの はいけ にえの 思想で ある。 この 観念 は 日本人の 全 歴史 を つらぬい ている。 忠孝と いったと 

ころで、 中国の 儒教 ふうの 忠孝と 日本の それと ちがう の はこの ためで ある。 

もともと 天皇 は 司祭 者と しての 役割 を もち、 それ はフレ ー ザ ー 流に いえば、 「殺される 神」 としての いけにえ 

でもあった。 そして 日本のば あい、 神は穀 神で あり、 それ は 殺される ことによって 再生し、 豊饒 を もたらした。 

ォ ォゲッ ヒメの 例が そうで ある。 また 人び と は 共 食 をと おして、 神から 活力 を 受ける。 これ はまた 籠訪 神の よう 

に 狩 猶神も 同様であって、 誠 訪神は 獣肉 をたい そう 好む 神で あるが、 その 一方で は 神主が 神で ある。 しかも そこ 

では 神 を 殺す ことが おこなわれ たらしい 痕跡 をと どめて いる。 

だが 王権が 確立す ると、 神聖な 力が 弱まった という 理由で その 司祭 者で ある 王 を 殺す ことはなくなる それ M 

. イエスが ユダヤ人の 王と して、 祭りの 日に 殺された ように、 乞食 や 罪人 を 一時的な 司祭 王と みなして 飲食 させた 

あげく 殺す という 風習に とってかわる。 日本のば あい、 フレ ー ザ ー 流の 解析の 推移 を 見る こと はでき にくい が、 

古代からの 天皇が いわば 権力者と しての み 前面に 出る ことなく、 やはり、 いけにえ としての 司祭 者の 一面 を もち 

i つづけて いた ことから、 神 = いけにえ = 人の 関係 を、 国民の あいだに いつまで ももつ ことにな つた。 

§ したがって 国民 は 天皇に 司祭 者 (神) のィメ ー ジを 抱く ので ある。 天皇制国家が国民にぃかに犠牲を^^ぃょぅ 

常 とも、 国民 は 天皇に たいして、 「殺される 神」 としての いけにえの 感情 を 捨てる ことができない。 それが 「恋闕 

^ の 思想」. の 根源で ある。 天皇お よび 天皇制 は 国民に 加害者と して 臨みながら、 国民 は 天皇お よび 天皇制 を 被害者 
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とみな す。 現実の 加害者が 信仰の 上での 被害者と すりかえられる。 そして それが 支配 層の 強圧 や 教育の ためで な 

く、 国民の 自発的な 心情と してそう なると ころに 問題が あるので ある。 

日本 歴史に つきまとう 否定し がたい 独特な 暗 さは、 この 「いけにえの 思想」 から もたらされた ものであると 私 

は 考える。 女の 身売り も 特攻隊 も、 なにがし か 宗教 的殆 死の 観念に つらぬかれる。 この 徇教 という 名の 動物 供犠 

は 「いけにえ」 (天皇) へ の 「いけにえ」 (国民) という 回路 を もつ た li: 教 であつ て、 それ は ョ ー ロッパ ふうの 全 

能 者で ある 神 へ の 殉教と はちが う。 

天皇制 は 古代 的な 聖穢の 観念 を 身に まとって いる。 そこで 神聖な 天皇に たいして、 その 正反対の 穢れの 概念 を 

実体化す る ことが 必要であった。 社会的 身分 を 固定す る最 底辺の 存在で ある 部落 はこうして 生まれた。 したがつ 

て 天皇に つきまとう 神聖 観念が 国民の なかから 消滅し ないかぎ り は、 部落 へ の 差別 もなくなる こと はない といえ 

る。 

性に ついていえば、 性 もまた 日本で は 神聖 観念の 下に 従属 させられ ている。 だが 作為され た 神聖 さ を 撃つ の は 

性の 猥雑 さで ある。 柳 田 民俗学 は 瀆聖の 性に 注目し なかった ばかり か、 それ を 隠蔽した こと は、 南方 熊 楠の 柳 田 

批判に 見る とおりで ある。 私の 仮説 を ここでお それずに いえば 神事の 力点 は 神人 共 食より は 神人の 交合であった。 

すくなくとも それが 先行 形態であった。 
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私が 折 口 信 夫の いう 「古代」 と は 何で あるか を かすかに 実感した の は、 沖 繙の宮 古島に ある 狩 俣と いう 部落に 

おいてであった。 この 狩 俣 は 明治 三十 七 年 以前 は、 全部 落 を 三方から 一間 半 も ある 高い 石垣で とりかこん でいた。 

通用門 は 三 力 所 あるが、 北に ある 門 は 神 女 たちだけ が 通行で きる ものと されて、 一般の 人び との 通行 は 禁じら ォ 

ていた。 後方 は宮 古の 中で ももつ とも 原生林 をの こす 大 森が ながながと 延びて いる。 この 森の 中に こもって 神 女 

たち は 冬の 祖神祭 をお こなう。 この 祭のと きに 部落の 人た ち も ぞろぞろと 出て きて、 神 女た ちが 山から 降りて く 

るの を 拝んだり、 また その 身の まわりの 世話 を やいたり する。 常日頃、 自分の 妻で あり 姉で あり 母で ある 部落の 

女た ち を 部落の 男た ち は 整列し 土下座して 拝む。 その 姿 は、 現代人の 眼から みれば あるいは 異様に 映る 光景で あ 

るが、 しかし 礼拝の 対象と なる 神 女た ちの 方 は 山 ごもり の 苦行 をへ てきた 者た ちの きびしさ を 身に まといつ けて 

おり、 跣 足の まま 円形 をつ くって 数 時間 も 神 歌 をうたい つづける という 精神のお どろくべき 持続力 を 示す。 — 
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狩 俣のと なり 部落で ある 島 尻の 祖神 祭の ときには、 吹き さらしの 岬で 円陣 をつ くって 歌う 神 女た ち を、 それ ぞ 

れの 身内の 女た ちが 背後から 支え、 股から 膝へ、 膝から 排へ とたえず 揉んで やって いた。 そうしな いと 山 ごもり 

で 疲労し 果てた 神 女た ち は 寸刻 も 立つ て おれない ので ある。 こうして 四時 間 も 神 歌 をうたい つづける 神 女の 資格 

は 島 尻のば あい 五十 歳から はじまり、 最高の 年齢 は 七十 五、 六に 及ぶ。 

狩 俣で も 島 尻で も 神 女た ちが 山 ごもり をす る ときには 水 を 飲む だけの 断食 状態で、 夜 は ススキ の 穂 を 床に 敷い 

て 寝る と 云われて いる。 神 女た ちとの 連絡 係に きめられた 女の ほか は、 山 ごもり する 神 女た ち を 見た もの はなく、 

その 山に 足 を ふみ 入れた だけで 死ぬ と いましめられ ている。 

だが 何も 食べないで 数日間 も 山に こもつ たのち にあれ だけの 気力が あると は 信じられ ないから、 私 は 狩 俣の 祖 

神 祭のと きに 神 女た ち を 拝みに あつまって くる 部落の 女た ちに それとなく 聞いて みた。 すると、 神 女た ち は 何も 

食べない という 答えが 異口同音に 返って きた。 なかには 神 女と いえ ども 人間 だからと 匂わせる もの もい るが、 そ 

れ 以上 は 口 を 閉ざして 語らない。 こうした 口 うら を あわせた 答えに 共通な の は 外来者 へ の 警戒と いう ことで ある 

が、 部落の 淀 を 破る という 恐怖 感に 由来す る もので ない。 しかも 部落の 女た ち はみ ずから 信じ こんでいる ふしが 

ある。 常 民の 意識の 底に は 「集合的 無意識」 があって、 それが 常 民の 本能 的 行動 を 律 するとい われて いる。 意識 

が 個別化の 方向に むかわずに むしろ 類別 化の 方向に むかって うごく ときに、 顔 は 少しずつ 違って いても、 個性的 

な 特徴の ある 言葉 を 吐く こと はしない という 狩 俣の 現象が 出て くる。 

村び と はけつ して タ テマ ェと ホン ネを 使い分けて いるので はない。 もしそう した 意識が 部落の 中に 公然 化する 

となれば、 祭 そのもの はく ずれて しまう。 もはや 跣 足で 山 ごもり する こ ともなく、 疲労の 極限と たたかいながら 

神 歌 を 数 時間、 いや 一晩中もう たうと いう 今日の 真剣 さはな しくず しになる 可能性が ある。 だから タテ マエと ホ 

ンネの 分裂 はけつ して 意識の 闘に のぼる こと はあり 得ない。 といって まったく 無自覚で もないだろう から、 そこ 
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に は 自覚の 無自覚 あ るい は 無自覚 の 自覚と い う 状態が 存在す る 

たとえ、 ま中襌 本島と その 属島で は、 神 は 白い 馬に のって 降りて くると いう 信仰が ある。 そこで 久高島 や 津堅岛 

ゃ慶良 間の 諸島の ように、 馬 は 神の 乗物と して 飼育 を 禁じて いると ころも ある、 と 鳥 越 憲三郎 氏 は 報告して いる 

慶良間 島で は 神事のと きに、 神 女た ちが 近づく につれ て 馬の クッヮ の 音が 聞え てく る。 それ を 部落民 は A 力 馬に 

乗って 到来した 告知と 信ずる が、 じつは、 金輪 を 組み合せた 金具の 擬音 を 使用して いるので ある。 村び との 中に 

よこの カラク リを 知っている 人た ち も あると おもわれ るのに、 部落民 は その 瞬間に おいて は、 真実の 神の 接近 を 

けっして 疑わない。 柳 田 国 男の 書いた ものの 中に、 沖 11 本島の ある 祭のと きに、 若者が 異様な 装束 をした 神 女の 

仮面 を剝 いで みたところが 自分の 母親だった といい、 そのこと があって から 祭 は 自然に やめに なって しまったと 

いう 文章が あるが、 狩 俣の 人た ちが 口 うら を 合わせた ように、 神 女た ち は 山 ごもり の 際に 断食す る さう の も、 

自分の 意識 を 眠り こませて いると ころが あると おもう。 そして それ は 偽善と いうに は 遠く、 無意識の 悖徳と レ う 

の も 当らない。 

狩 俣 部落のば あい は、 士族と 平民と によって それぞれ 別の ムト (元) が 形成され ていて、 村内の階層意識はa^ 

ら かに 分裂して いる。 それ にもかかわらず 平等 性が 感じられ るの は、 そこに 部落 を 単位と した 宇宙観が あり、 ま 

た 部落 国家の 面影の 残滓が 今にいた るまで 投影され ている ためだと 思われる。 そして 内部の 平等 を 保つ もの. - 

外来者への 霊と 祭祀 集団に よる 統一と いう ことがあず かって 力が 大きい こと は、 狩俣、 島 尻と おなじように 祖 

申 祭 を 維持す る大神 島の 例 を 考える と、 たれし も 首肯で きる ことで ある。 すなわち 大神 島で は 外来者への 警戒と 

不信と が 祭祀の 神秘性 を 保つ ことになる という だけでなく、 また その 神秘性 を 誇示す る ことにな り、 その 分 だけ 

島内の 統 一 を ひきしめ るのに 役立って いるので ある。 
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二 

狩 俣が かって 部落 国家で あつたと おもわれ るの は、 そこに 祖神 祭のと き 歌われる 創世 神話の 神 歌が 今日まで 残 

つ ている ことで 分る。 神 歌 は 

てん あかぶ し  て だ  うわ ま ぬす 

天の 赤 星 やよ 太陽な 子 真 主よ 

太陽の 大按 司よ 豊見 親よ 上な 子 真 主よ 

と 荘重な 調べで はじまる。 そして  - 

山の ふ ー すらい よ 青す ばぬ 真 主よ 

と 狩 俣の 創世 神の 正体が 大蛇で ある こと を 明らかに していく。 この 大蛇の 子孫が 狩 俣の 子孫 を 生む。 狩 俣の 部 

落が 三方 を 高い 石 壁に かこまれ ていたの も、 その内 部が 宇宙で あると いう 意識の 所産で ある。 それが 証拠に は 部 

落の 背後の 大森は 神の 住居で あり、 狩 俣の 集落 は ミヤ ー ク (現世) と 呼ばれて いる。 そして、 石 壁の 外が わの 南 

は 死者の ゆく 世界で ある 「南の 島」 である。 もともと、 狩 俣の 人た ちの 死後の 世界 は 大紘の 中に あつたの だろう。 

田 村浩の 『琉球 共産 村落の 研究』 に は、 狩 俣の 氏族の 一 つで ある 真 世 氏の 祖は 部落の 森に 葬られて 大和 拝 所と 称 

せられて いる、 と 述べて あるが、 仲 松弥秀 氏な どの 話で も、 部落の 古い 墓が 大 森の 中に あるとの ことで ある。 こ 

こに おいて 石 壁に かこまれた 部落の 内部が どのような 形で 統治され たかが 問題と なろう。 私の ffi いた ところでは 
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数年 まえ 狩 俣の 部落で は 神事に 使用す る 甕がぬ すまれ、 甕の 管理者が 急死 するとい う 不祥事が 起った。 それ は ひ 

とえに お ッカサ の 罪と されて、 大ッ カサの 責任が 問われた。 また 島 尻で は ある 年 不作だった が、 それ も 神 女の 責 

任と みなされ、 それからの 神事 はまえ より 一層 厳格な 作法で おこなうよう になった という。 この 話 を 私に した 岡 

本 恵昭氏 は、 それ は あたかも ife の 役割 に似てい ると いった。 持 衰とは 周知の ように、 『魏志 倭人 伝』 に 出て く 

る 人物で、 船中に 身 をつつ しんで 乗って いるが、 海が あれる と、 海神の 怒 を ひきおこした かどで、 海に 投ぜ られ 

ると いう 役割の 人物で ある、 というの である。 

このように 部落の 不祥事の 責任が 神 女の 頭に 帰せられ ると ころに 古代 社会の 面影が ある。 

つまり 神 女 は 部落 国家の 祭祀の 頂点に いるが ゆえに、 罪 を 負わねば ならぬ。 神 女が 発言 するとき、 まわりの 女 

たち は 自分の 意見 を 述べる こと を 控えて おり、 あたかも それぞれが 個性の ないような 感じ を 与える の は、 神 女の 

責任が この 上 もな く 重い という 事情が あるから である。 

部落が ひとつの 宇宙であった 時代の 統治の 方法 は どのような 特徴 を もつ もので あつたか。 これ を 推測させる の 

は 奥 野 彦六郎 の 『南 島 村 内法』 にあ げられ ている 諸 例で ある。 たとえば 制裁の 方法と して、 宮 古島の 城 辺 ゃ友禾 

ムラで は、 村 番所の 香炉の 線香の 灰汁 を 御嶽に 祈って 飲ませる と、 悪人 は 死ぬ という 迷信が あり、 飲んで 実際 1^ 

んだ 例が あつたと いう。 また 宮 古島の 下地 や 与那覇 では、 犯人 をた しかめる に は 当初 は 番所の 火 神の 吞炉の 灰 を 

水 二と いた T を 嫌疑者に 飲ませる と 顔色が 変る から 判る。 それから 村で いちばん 尊崇す る 御嶽の 香炉の^ 汁 を 飲 

ませる と、 非常に 畏れて いるから、 たいてい 犯人が わかった という。 要するに 神意 を もって 潔白 かどう か を 占う 

方法で、 一種の 心理 テストで あるが、 これ は 日本の 古代に おこなわれた 方法と まったく おなじで ある。 つまり、 

それ は 神政 政治の 一 端 をに なって いるが、 問題な の は その 神政 政治の 被 統治者が 自発的な 行為と して 参画して い 

る ことで ある。 ぞの自発^iは政治と宗教とが 一 体化してぃるところから出てくる。 大神 島で よく 聞いた またが 
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東の 御嶽に 夕 ぐれ ひとりで いくと、 神 さまに ぶたれ る ことがある という。 こ の 痛覚が あるかぎり タブ ー が 強制 さ 

れた 意識と して 表面に 出る こと はない。 個人が 全体の ために 奉仕しながら 全体の 軛の 下にお かれる 自覚 を もた な 

いとき の、 個人の 意識と はどうい う もので あつたか。 その ひとつに は、 宗教 的な 権威で ある ほど、 タブ ー の 制約 

下に あると いう ことがある。 苦行 を 重ねる 度合 も 宗教 的 権威の 方が 一般の 者た ちよりも 烈しい。 という ことで 宗 

教的 権威者 は 個人の たのしみ を 捨てて、 苦行に よって 個人の 意識 を 全体の 意識へ と 転化させる 契機 をつ かむ。 み 

ずから も タブ— の 制約 下に ある ことで 万人 を 納得させる ことが 可能と なる。 たとえば 狩 俣の 部落の 海岸と 交通の 

ひらかれ ている 大神 島のば あい、 ッカサ の 中で もャマ トザス と 呼ばれる 神 女 は 一 生 島の 外に 出る ことが 許されな 

い。 まわり ニキ 口の 島で 一周す るのに 半日 も かからな いから、 その タブ ー が どれほど 苛酷な もので あるか は 類推 

できる。 それ は 自分の 島に 永久に 島流しに あってい るよう な ものである。 また 大神 島のと なりの 池 間 島で もッカ 

サは 三年の 任期の あいだ は 島 外に 出る こと を 禁じられ ている。 

こうした 制約の ほかに 相互の 牽制 も ある。 大神 島の 祭の 管理者 はシ マフ タヤ ー という 男で、 この 男が 祭の 日の 

決定 をす る。 ッカサ の 女た ち は、 その 決定に したがって 祭の 行事 をす すめる。 シ マフ タヤ ー は宮 古本 島の 平 良の 

市に 出かけて いって は、 わざと 噂 をな がす。 島 を おとずれた 本土の 学者が 聖 なる 禁足 地に 出入した かどで 頓死し 

たと か、 島 は 暴風に 見舞われ たの だと か 流言 を 放つ。 それによ つて 大神 島の 秘祭を 他所者が うかがう こと を 躊躇 

する 空気 をつ くつ て 外来者 を 牽制す る。 では このような シ マ フ タヤ ー が大神 島で 絶対の 権威者で あるかと いえば、 

そうで はない。 シ マフ タヤ ー といえ ども 託宣に はした がわなければ ならない。 シ マフ タヤ ー が 自分の 家 を 大神島 

のなかの ある 場所、 それ も 目と 鼻のと ころに 移転し 新築しょう としたら、 ッカサ たちのと りつぐ 託宣で は 不可と 

出た。 そこで シ マフ タヤ ー は 今以て 移転で きないで いる。 このように タブ ー によって 相互 牽制 をお こなう ことで 

個人の 意識が 表面化す るの を はばむ。 行動の 中で 個人の 意識の 顕在す る 面 は 縮小され る。 
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三 

意識の 半透明 さは 狩 俣 ゃ大神 島の 人び とに 接する ときに、 とくにつ よく 受ける 印象で ある。 折 口 信 夫の 文章の 

不透明な 感じ は それに 対応す る ものである。 例えば 折 口の 『死者の 書』 に は 「主体的な 行動の 軌跡 を 描いて はい 

ない」 という 批判が あるが、 もし 折 口が 近代 小説の 手法に 沿って 書いた ので あれば、 古代人の 意識に それほど 肉 

迫す る こと はでき なかった だろう。 折 口が 没 主体の 手法と 「夢遊病者の 文体」 と を 駆使し なければ ならなかった 

理由 は そこ にある。 

しかも 彼が 鋭敏な 「実感」 をた よりに 古代人の 意識の 中に ふみ 入った 理由 もお なじく そこに ある。 半透明な 世 

界の 意識 を さぐる ときに、 眼 は 見る ので はなく 見開かれて いなければ ならぬ。 耳 は 聞く ので もな く 開かれて いる 

必要が ある。 彼の 中 をと おりす ぎる 感覚 をつ かまえる こと だけ を 大事に すれば よいの だ。 この 実感 は 否応なしに 

「彼」 を こじ あけて 侵入し、 「彼」 を 通過す る。 だから 「実感」 はもと めて 得られる という もので は はじめからな 

い。 実感 は異. ^であり、 自我 は 抵抗 体で ある。 私 はかって 折 口にと つて は 「他者」 の 意識が あると 書いた ことが 

あるが、 外界と 「彼」 と は 逆に 接続す る。 この 感覚の 「逆接」 こそが 「実感」 に ほかならぬ。 しかし ふしぎな こ 

と は、 折 口が それ を 古典の 研究に 対しても 適用した ことで ある。 生まの 現実の 中に それ を 発見す るに とどまらず" 

古典の 中で、 「実感」 を 駆使した の は、 折 口 を 措いて ほかに はない。 

その 一例 を あげてみ る。 日本書紀の 顕宗前 紀に播 磨の 国の 縮 見の 新 室 うたげの 話が のって いる。 そこで 弘計皇 

子が 歌う 寿 歌の さいごに 「わが 常世た ち」 という ことばが でて くる。 『日本 古典文学 大系』 の 注解 をみ ると、 「わ 

が 永久の 友た ちょ」 となって いる。 しかし 折 口 は、 長命の 老人 は 常世の 神と おなじと 見なされ たという 趣旨の こ 

と を 述べて 、z る。 この 折 口の 解釈 は 前者と は 問題に ならない ほどに するどい。 というの も 私は大 森義憲 氏の f 告で 
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力 つ て宮 古島で は 新年に 長寿の 老人 を 女子供が 礼拝す る 風習が あり、 老人 は 盆に のせた 塩 を ひとつ まみずつ その 

女子供に 与えて 祝福して やる。 その 塩 を 黄金 塩と 呼んだ という 文章に 接した ことがある。 つまり このと き、 長寿 

の 老人 は 常世 神の この 世に おける 姿に ほかなら なか つたので ある。 そして それが 前記の 折 口の 解釈と 一 致す る こ 

とに 私 は 驚歎した のであった。 

もう 一 つの 例 を あげる。 私 は 七 二 年の 四月に、 宮 古島の 狩 俣で 麦プ ー ズの祭 をみ た。 アブ ン マと 呼ぶ ッカサ が 

大 城ムト で、 屋内の 敷居の そばに すわり、 麻の 着物 を 手で ささげて かすかに ふるわす。 そうした 動作 をつ づけな 

がら 二 時間 も かかって 神 歌 をうたい つづける。 歌の 途中に はフ ー シ、 フ ー シ という リフレインが はいる。 フ ー ま 

たは フ ー シとは あとでの ベる ように 魂の ことで あつ て、 おそらく 魂 を 着物に むかつ て 息の ように 吹き こむ 意味 を 

もっている ものと 私 は 想像す る。 ところで 折 口 信 夫 は 『大嘗 祭の 本義』 の 中で、 「この 分割した 一 つび とつ の 魂 

は 着物 を もってしる しとした。 一 衣 一魂と して、 年の 暮に 天子 は 親しく 近い 人び とに 着物 を 分配して やった」 と 

述べて いる。 

外来 魂 を 天皇の 衣に つける 作法と して、 八十 島 祭で は 女官が 御衣の 営 を ひらいて 振る 儀礼 をお こなう が、 着物 

と 魂との 関係 は 折 口の 文章が くわしく とらえて いる。 

宮 古の 友人の 岡 本 恵 昭氏は 人間の たましい を 二つに 分類して いる。 一つ はタ マスと 呼ぶ もので、 これ は 一般的 

な 霊魂 を 指す。 もう 一 っはフ ー で、 これ は 個人の 守護霊で あり、 個人と ともに 生まれ 個人と ともに 消滅す る もの 

である。 南 島で 麻糸 を苧と 呼ぶ。 八重 山で は 子供が 急に ぐったりし たような 時に 「マ ブイ ごめ」 という もの をす 

る。 マ ブイと は 八重 山で 魂 を 指す 語で ある。 麻糸 (苧) を 輪に し、 それに 魂 を 追い こむ 動作 をして、 その あと 麻 

糸の 輪 を 首 や 手首に かけて 魂 を 封 じる という 所作の ものである。 

この 麻糸と 魂との 関係 は 三輪 山 伝説に もうかが われる。 宮古漲 水 御嶽に のこる 三輪 山 伝説で は、 しのんで くる 
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男の 片 かしら (まげ) に 針の つ いた 麻糸 (苧) をつ けて おいて、 あくる 朝 その 糸 をた どつ ていって みると、 蛇の 

眼に その 糸の 針が 突き刺つ ていたと いう ことにな つてい る。 古事記の 崇神 帝の 条に のって いる 三輪 山 伝説に 「の 

これる 麻 は 三 勾の みなりき」 と あり、 それ を もって 三輪の 地と 名 づけた と ある。 三輪と いう ことば からして、 麻 

糸が 輪に なった かっこうで、 魂と 麻糸の 関係 を 示して いる。 では、 タ マスと フ ー との 関係 はどうで あるか。 タマ 

スと タマが 照応す る 語で ある こと は 誰し も 考える。 私 はかって、 沖繙 本島の 東海岸、 勝 連 半島 あたりの 村の 人の 

話に、 自分の 家の 先祖が、 服属の しるしと して 首 里 王家に 代々 秘蔵して いる 勾玉 を さし 出す ように 命じられて、 

とられて しま つ たこと を 残念が る 趣旨の 文章 を よんだ ことがある。 勾玉 を 差し出す ことが 服属の しるしで あるの 

はすで に 記紀に も みられる。 ところで 折 口 は、 「みたまの ふゆ」 を 説明して 次のように 言う。 「目下の 者が 自分の 

主人 又は 長上の 人に 服従 を 誓うた めに、 自分の 魂の 主要な もの を 相手の 長上な り、 主人な りに 献上して しまう と 

いう 祭りで ある」。 勾玉が 服属の しるしと して 献上され たという 事実 を ふまえて、 折 口の この 文章 は 成立して い 

ると おもわれる。 勾玉 は 自分の 一 族の 魂の かたどりに ほかなら ない ので ある。 

献上され た 勾玉 を あつめ、 それ を また 自分の 臣下に 再分配 してやる という こと はとり あげた 魂 を 分割して 与え 

る ことと おなじ 意味 を もつ。 タマ スは 勾玉に 相当す る。 フ— は 吹き かける 息 を あらわす が、 また 「玉の緒」 の^ 

ともつな がって いる。 万葉集に は 「いきのお」 (「息 緒」 「気 緒」) という ことばが でて くる。 「玉の緒」 という こ 

とばが でて くる。 「玉の緒」 とおな じく、 いのち を 指す。 魂が 分割で きる というの は 多くの 勾玉が 糸で つらぬか 

れ ている さま を みれば 分る。 その 玉の緒に は 古代で は 麻が 使用され ていた。 そこで 勾玉の 首飾り は 魂の 構造 を そ 

のま ま 表現す る ものと 私 は 考えて いる。 

この 魂の 問題で 忘れる ことができな いのは 折 口が 「せじ」 を 重視した ことで ある。 折 口 は 「守護霊 を琉 球の 古 

語に、 すぢ. せぢ. しぢ などと 言うたら しい」 と 述べて いる。 そうして 守護霊 は 神と ちがう こと を 力説して いる- 
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この 「せじ」 は 「マナ」 に 相当す る ものであるが、 「二 ライせ じ」 とか 「テダ せじ」 とかいう ように 二 ライ カナ 

ィゃ 太陽から 分かち 与えられる 霊的な ェ ネル ギ ー に ほかなら ない。 「せじ」 が 付く ことで そ の 物 は 祝 別され 聖化 

される。 折 口 はこの 「せじ」 付け を 重視して、 それ を 日本 古代の 宮廷 儀礼の 核心に すえた ものの ようで ある。 敏 

達 紀を みると、 「天皇 霊」 という 語が 出て くるが、 「せじ」 つまり 外来 魂 を 身に つける ことによって 天皇 は その 資 

格 を 得、 天子と しての 威力が 生じる。 そこで、 この 魂の 付着 を つかさどる 人び とがいた、 と 折 口 は 述べて いる。 

場 天 祝 女と 呼ぶ 巫女が テダシ 口 と 呼ばれた の は、 太陽 霊 を 新しい 国王に つける 「日 代」 の 役割 を もっている ため 

であった と 推察され る。 柳 田 は 「御稜 威」 とか 「厳 檀」 とかいう 「いつ」 もまた 「せじ」 とおな じ ものと 考えて 

いるが、 「せじ」 とか 「いつ」 とよ ばれる 外来 霊 は 巫女の 媒介に よって、 はじめて それ を 付着す る ことができる „ 

つまり それ は 個人に 本来 そなわった 守護霊 (宮 古語で いう フ ー) ではない。 したがって 個人と 共に 一代 かぎりで 

消滅す る もので はない。 天子 または 国王に 新しくなる 人間 は 新しい 「せじ」 を 受ける。 しかし また それ はタ マス 

のように 万人に そなわって いるもの でもない。 「女 は 男よりも せじが 高い」 と沖繙 でい われて いるよう に、 「せじ」 

は 男女 を 問わず 万人 平等に 賦与され る もので もない。 神に 近い 存在 は 「せじが 高い」 とみな された ので あり、 そ 

の ゆえに 日本の 天皇 ゃ琉球 国王 はもつ とも 「せじが 高い」 と 考えられた のであった。 もっとも、 この 考え は 王権 

が 確立して から 生まれた ものであって、 それ 以前に 存在した もので はない。 それ 以前に 「せじ」 が 高 いのは 巫女 

であった ことが ほぼ 類推で きる。 すなわち 神に 仕える 女が 衆人に 推されて 王と なり 得た の は 「せじ」 を もってい 

たからに ほかならぬ。 では 巫女が どうして 「せじ」 を 手に入れる ことができ る か。 「せじ」 が 「すじ」 と 同義語 

である ことから みても、 それ は 家す じ や 血す じと も 関係が あろう。 「せじ」 を もつ 家す じが ある。 その 中で 「清 

ら むん」 とよ ばれて みめうるわしく、 そして 幼い ときから どこか 腺病質で 神経質な 感じの する 処女 は、 とりわけ 

「せじ」 が 高い ので ある。 こうした 女 は 超自然的 能力 を 潜在的に そなえて いる。 


巫女が 衆人に たいして 指示 を 与える ことで、 その 指示した 物は聖 化される。 すなわち 物 は 物で あってし 力 もと 

くべつの 意味 をに なう ことになる。 それが 「せじ」 をつ ける ことで ある。 

巫女が 物 を 聖別し 呪詛 する 世界に 引き入れる とき、 私たち は その 指示の ままに 考え、 行動す る ことになる。 こ 

れ まで 見えなかった 世界が みえ、 聞えなかった ものが 聞え る。 ところで、 折 口 信 夫 は 「せじ」 をつ ける 巫女に は 

似て いない か。 折 口が これ は聖 なる もの だとい うと、 折 口に 敬意 を 払う もの は、 それ を 信じ こむ。 

それ ま 折 口に 抜群の 感応 能力の そなわつ ている こと を 示す ものである。 もう 一 つ は 彼が 一 々典拠 を あげたり、 

論理の 過程 を 説明したり しないで、 いきなり 命題の 結論 だけ をい うやり 方に もよ る。 私たち は その 唐突な 結論 か 

ら 逆に 推論の 過程 をた どる ことになる。 私 は 南 島で かず 多くの 民間 巫女に 接した が、 その 話の 仕方が、 どこ 力 折 

口の 文章と 似て いるよう な 気がして ならない。 
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断 章 折 口 信 夫 


『桃 太郎の 誕生』 と 『桃 太郎の 母』 の 相違、 すなわち 柳 田 国 男と 石田英 一郎の ちがい は どこに 求められ るだろう 

力 f 田の 文章が 一行 一行、 おのれ をく ぐらせ ている のに 対して、 石 田の 文章で は 対象が 自己から かけはなれた 

ものに なって いる。 事実が 珠 数つな ぎに なって しまって、 そこに 読者が 入り こめない 赤土の 粘土の ような かっこ 

う を 示して いる。 柳 田 もまた 事実 を 羅列す る 癖が あるが、 しかし、 事実に たいする 柳 田の 判断な り 感情な り を そ 

の 都度 示す こと を 忘れない。 そこで 読者 もまた 柳 田と 共に 歩み、 柳 田と 共に 立ち どまり、 彼の 杖の 指し示す 展け 

た 風景の 方向 を ながめる ことができる。 

それ を比喻 として 言えば、 湯気 を くぐらせて 毛糸 を 再生す る 器械の ような ものが 柳 田に あって、 石 田に よ 生硬 

な 事実し 力な. >  そこが、 石田英 一 郎の 文章 を よんでも 蠟を かむ ような 感じ を させられる ところ だとお もう。 

それ は 柳 田 国 男と 石田英 一 郎 のちが いに とどまらず、 日本 民俗学と 文化人類学の 相違と 拡大解釈 する こと もで 

きる。 つまり、 日本 民俗学 は、 研究 対象と なる 事実 を 事実と して 並べる だけでなく、 そこに 自己の 感情の 濾過 作 

用 を はたらかす もの だと 私 は 考えて いる。 このばあいの 自己 は、 柳 田 国 男と その 弟子の 折 口 信 夫に あってよ、 た 


ぐい まれな 強烈な 自己であった 

しかし、 そこで 終るならば、 彼ら は 一個の すぐれた 文人の 域 を 脱しなかった だろう。 柳 田 や 折 口にあって は 

その 自己 はまた 「民族的な 自己」 とも 無縁ではなかった。 そこで、 さまざまな 事実 は、 「民族的な 自己」 の 浄化 

^用 をく ぐらせ たものと して 提出され た。 しかし、 この 民族的な 自己 は 決して 意識され たもので はなく、 個人の 

心理の 深層 を 流れる 「集合的な 無意識」 として、 表現され る。 

という ことに なれば、 柳 田 や 折 口の 二重の 自己、 すなわち、 彼らの 強烈な 個性と、 集合的 無意識と は 支え あわ 

ね、 まならない。 もし 彼らが、 一個の 文人の 域 を こえて、 たぐいまれな 思想家の 地歩 を 確立した とするならば、 そ 

の 理由 はこ こに かかつ ている と おもわれる。 

その 一例 は 「まれび と」 であろう。 来訪 神の 話 は 風土記 その他に あるが、 それの 原型 は 折 口の 強い 視力が なけ 

れば 発見で きなかった ものである こと は、 だれし も 否定で きない。 なぜなら 「まれび と」 は 集合的 無意識が 人間 

の 形 をと つた もの だから だ。 それ は 年の 折目に 海の 彼方の 常世から 来訪す る祖 霊の 翁嫗を はじめと して、 八重 山 

のァ カマタ や、 マヤの 神の ような 来訪 神、 宮 古島の パ ー ント、 悪 石 島の ボゼ、 コシキ 島の 年 どん、 そして 東北の 

. ホトホ トゃナ マ ハゲ にいた る 予祝神 を 想定す る。 それと 同時に、 また、 鍛冶屋 その他、 部落 をお とずれ 技術 を 伝 

える 漂白 である。 折 口が 柳 田と 対談した ときの ことば を 借りれば 「日本の 村々 でい う 村八分み たいな 开罰 によ 

^ つて、 追放 せられた 者、 そういう 人た ち も、 漂浪して 他の 部落に はいって 行く …… 」 「旅 をつ づけて 不可解な 経 

I 路を たどって、 この 村へ 来た。 それが すでに 神秘な 感じ を もたせる ほかに、 その 出現の 時期 だと か、 状態 だと か 

章 服装 だと かいろい ろ な 神聖 観 を 促す 条件が ある。」 

断 これでみ ると、 折 口 は 部落 共同体の 内法が 生きて いた 時代の こと を 考えて いた こと はたし かで ある。 彼 は訪ナ 

^ る 他郎の 者と それ を 迎える 部落の 者との 微妙な 感情の 交感 を 想定して いる。 折 口が 「他郷 人 を 同時に 他界 人と 感 
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じた 部落 住民 者の 心理」 を 述べる ときに、 他郷から 訪れる ものが、 他界から 訪れる 神と みなされ たこと は 明らか 

である。 「乞食の 姿に 身 を やつした 神」 をに おわせる ホカ イビ ト にも 彼 は 言及して いる。 そうして そのば あい 折 

口に は 蘇 民 将来と かスサ ノォの 姿が 去来して いたにち がいない。 こうした さまざまな 要素が 一体と なって 「まれ 

びと」 の 原型が 生まれた。 

では、 こうした 「まれび と」 を 成立させる 基盤 はいつ まであった かとい えば、 部落が 国家であった 「村 国」 の 

時代 はいう まで もない が、 琉球 にあって は、 比較的 近世まで つづいて いたので はない かと おもわれる。 これ は 奥 

野 彦六郎 の 『南 島 村 内法』 の 研究 をと おして、 推定され ると ころで ある。 もとより 琉球 といえ ども、 王府の 支配 

を 受けて いた。 しかし それ はお もに 貢租に かかわり あう ことで、 部落の 日常生活 は 不文律の 慣習法に 支配され て 

いた。 そして その 共同体への 侵犯の 罪 は 神 判 制度に よって 裁かれる という 古式の 一 面 をの こして いた。 

これとおなじ ような ことが ス サノォ のば あい も 起つ たと 考えられる。 ス サノォ は 共同体の 農業 を 破壊した とい 

うか どで 追放され る。 そのと きスサ ノォは 青草 を 結束て、 それ を笠簑 として 宿 を 乞うた が、 どこでも 相手に され 

なかった。 そこで 風 や 雨が ひどく 降る ときで も 休憩す る ことができずに、 根の 国に くるしみながら 降って いった。 

これから 笠簑を 着て、 あるいは また 束 草 を 負いて 他人の 家に 入る こと を 忌む ようになった。 これ を 犯す 者に はか 

いにしえ のこれる のり 

ならず 祓の 責任、 つまり 追放の 刑 を 負わせた。 「これ 太古の 遺 法な り」 と 日本書紀 にある。 太古の 法と いうの は 

共同体 内部の 慣習法 だ つたに ちがいない。 

ところで 雨の 降る 夜に、 簑ゃ笠 をつ けた 神が 家々 を まわって 予祝を 与えて いく 行事が 八重 山に ある。 これが マ 

ャの 神で、 刀 平の マ ユン ガナシ と 呼ばれる ものである。 それ はスサ ノォが 根の 国に 追放され るのと ちがって、 二 

ライカ ナイから 来訪す る 神で あるが、 しかし その 服装 はまった く 一致す る。 そうして 八重 山の マヤの 神が 予祝神 

であるよ うに、 スサ ノォも 根の 国に おいて は、 ヤマタ ノォ ロチを 退治して、 村人 を 幼け る。 


こうした 「まれび と」 の 姿 はむしろ、 神の 到来 を 待ち受ける 者の 中に おいて こそ 鮮明に 宿る ものであった。 折 

口が 柳 田との 対談に おいて 示唆して いるよう に、 南 島、 とくに 奄 美大 島に おける 「あ もれお なぐ」 は 一種の 「ま 

,e びと」 にち がいなかった。 奄 美大 島に おいて は 毎年、 季節 をた がえずに ドレと いう 女が 村々 を 経め ぐって は 宴 

席に 侍る が、 この 女が 山の 峠な どで 休んで いる 姿 は、 行き合わせた 男に とって、 まるで 天から降り てきた 乙女の 

ようにみ えたと いうので ある。 媚を 売る 女が 羽衣 伝説の 天女の ィメ ー ジと 重なり あう。 つまり、 「まれび と」 は 

受け手の 側に あった。 万葉集に は 訪れる 男 を 不安気に 待つ 女の 心理が すくなからず 歌われて いるが、 そうした 予 

感の 中に 「まれび と」 は 存在した。 

したがって、 一 定の 季節 を径て やってくる 来訪 神と 部落の 人た ちの 契約と 期待感と いう ものが まれび との 基調 

になる もの だと 私 は 考える。 そして それに は、 部落 内の 慣習法に よって、 最高の 決定が 神 判 制度に あると いう 前 

提を 必要と する。 

私 は 折 口が 「まれび と」 という 用語 を どのような 形で、 どのような 時とば あいに 使用して いるか を 一 々仞を あ 

げて くわしく 検討して いる 暇がない。 したがって ここで は 立ち入った せんさく を 保留す る。 ただ 一つ 言える こと 

. は、 「まれび と」 が 出現す るの は、 農耕 を 土台と する 生産が いとなまれて、 その 生産 を 中軸に した 共同体が 形成 

されて いる 小社 会に おいて だとい うこと だ。 ァヮゃ ムギゃ イネの 収穫時が 「まれび と」 の 出現の 時期で ある こと 

I をお もえば、 この ことに は 別に 異論 をと なえる 者 もないだろう。 季節の サイクル は 種 まきと 取り入れ によって 確 

ゆ 立され る。 そこで 新嘗の 夜の 忌み ごもり する 女の 歌が 生まれる の だ 

章 「まれび と」 が 到来す るの が 農耕の 確立した 社会と するならば、 それで は その まえ はどうな のであろう か。 つま 

断 り 「まれび と」 以前の 社会に 神の 到来はなかった か。 それ はあった。 季節 をた がえずに 訪れる 鳥 や 魚 や 獣た ちが 

^ そうであった。 その もっとも 代表的な のは琉 球で いえば、 ザ ンの魚 (ジュゴン) であり 海亀で あり、 ィ ルカで 
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あり. 鮫であった。 また 出 雲の 海岸で いえば 海蛇で あり、 山陰 北陸から 東北に かけて は 白鳥であった。 渡り， Bt や 

回游 魚 や 海獣な どに 寄せる 心情 は、 農耕 社会の 以前に 胚胎して いたと 推測す る ことができる。 そうして その 心情 

は これら 動物が 他界から おとずれる 先祖に ほかならぬ とする もので あつ た。 これ を 折 口が 考えて い，， こよう こト I 

テムと よべる かどう か 疑問が ある。 しかし 折 口 は、 他界 を 「本つ 国」 とみな して、 「この 世に おける 彼 は、 人間 

身 を 待つ 我等で あり、 往 いて 他界に ある 自分の 身 はたと えば 儒艮 身であろう とも 知れぬ」 と 言って いる。 ここに 

折 口の 学問に 独特な 他者の 意識が もっとも するどく 表現され ている。 すなわち 「彼 は— 我等で あり、 自分の 身 は 

—儒艮 身」 という 一 人称と 三人称の 交換が 可能な ので ある。 

そして 折 口 はさら に 「ただ、 彼ら は 人間 身 を 以て 我等の 前に 現われる ことので きないば かりが、 常世 人、 訪れ 

人と ちがう 所で ある。」 とも 述べて いる。 したがって、 こうした 生き物 を r プレ まれび と」 と 呼ぶ こと もで きょ 

う。 その 本質 は 変らない が、 動物の 属性 はま まに ならない。 と 同時に これら r プレ まれび と」 を 受ける 人間の 側 

について いえば、 それら 生類の 姿 は 祖先 神の 姿に ほかなら なかった。 波間 をく ぐる 鮫ゃィ ルカ、 海草 をた ベ、 海 

中の 岩に 憩う ジュゴン (ザン の 魚)、 空 をと ぶ 白鳥、 これら をみ て、 自分の なつかしい 原郷を 思い起し、 また そ 

れらを 食べて それら 生き物と 自分との 一体感 を おぼえる。 それが 折 口 学に おける r プレ まれび と」 の 核心で ある 

と 私 はおもう。 これ を 命題に 仕立てる と 「現世の 彼 は 常世の 私で ある」 という ことになる はずで ある。 また 「常 

世の 彼 は 現世の 私で ある」 という ことになる。 このばあいの 常世 は、 空間 をへ だてた 他界 だけではなくて、 時間 

をへ だてた 他界で も ある。 つまり 生まれ 変り の 思想 もこ こから 引き出される。 九州の 緖方 三郎の 伝説に あるよう 

に 代々 蛇の 鱗 や 尾の 形が あらわれる というの も その 例 一 つで ある。 

しかし 折 口 は それにと どまらない。 「あるいは 時として 定まって ある 一方から 吹く そよ風、 彼等と 約束 ある ご 

とく 照し くる 方面の 光線、 あるいは 彼らの ためにば かり そこに 立ち、 そば だってい るよう こ， 見られて いる 樹木 岩 
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石」 にも 人間 は 特殊な 感情の 関わり を もっと 言って いる。 この 文章から 私たち は， 古代人が 西北から 吹く 季節 揮 

をタ マ カゼと 呼んで いる こと を 想起す る。 また 太陽の 光線が 虹の ように 陰 を さした という 日光 感 精の 説話 を 思い 

出す。 さらに はォォ ナム チ、 スクナ ヒコナ のかつ こう をした 岩が 常 陸大 洗の 海岸に とつぜん 出現した という 文徳 

実録の 記事 を 連想す る。 それ はやが て どこに も ある 「立 神」 として 海の 彼方の 常世の 指標と なる。 折 口 はこうし 

た 「無生物」 あるいは 「鉱物」 でさえ、 それ を まれび との 原初の 形と して 捉えて いる。 おそらく これら は、 人間 

が 農耕 生活に 身 を まかせる まえにす でに 発現して いた 信仰の 感情な のであった。 それで これ を 「原 まれび と」 と 

呼ぶ ことができよう。 

「原 まれび と」 から 「プレ まれび と」 へ、 そして 「まれび と」 への 発展が 無生物から 動物へ 人間へ という 進化と 

して 跡づ けられる。 折 口 は 「まれび と」 を このような 射程で 考えて いた ことが わかる。 しかし、 もとより これら 

は 論理的な 発展の 系列に 属する のであって、 事実 は 三者が 並行す る ことが 少なくない。 出 雲に おいて は 陰暦の 十 

月に 西北 方から 季節風が 吹き荒れる 頃に、 海蛇が 出 雲の 海岸に たどりつく。 それ を 捕って うやうやしく 三方に の 

せて はじめて 神 在 祭が おこなわれる。 神 在 祭の さいご は 神 を 海の 彼方に 送る 行事で ある。 ここに は 風と 海蛇 神と 

の 組み合わせが みられる。 

折 口 はこうした 「まれび と」 「プレ まれび と」 「原 まれび と」 を 一 括して 「ライフ • インデックス」 と 呼んだ。 

生の 指標と いう 意味で ある。 これ は 微妙な ことばで ある。 なぜなら、 部落と いうせ まい 地域での 同義 反復の 生活 

をお くる 人び とに は、 「まれび と」 によって はじめて 指標が 与えられ るからで ある。 

したがって、 生産の 方 はケが 常態で あるが、 しかし 意識の 方 は ハレの ほうが 常態で ある。 それ は ジュゴン とか 

海亀 だと か&啄 などの こと を 考えて みると 理解で きる。 こうした 「前 まれび と」 たちが 訪ねて きたと き、 ゾ ひと 

は坡ら との 合： M: の 感障を 強烈に おぼえる。 とすれば、 その ほうが 意識の 常態で あり、 それらが 姿 をみ せない とき 
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はむしろ、 「常態 を 欠く」 時期な ので ある。 しかし ジュゴン (ザン の 魚) が 姿 をみ せる とき は、 後になる と、 と 

ころに よって は 不吉の 兆で あると される ようになる。 ハレ は 非常 態と 受け とられる。 そして 生産の 常態の ケと、 

意識の 常態と なった ケ とが 重なり あう。 それが 民俗学に おいて 定式化 されて 今日に いたって いる。 しかし それ は 

定住 農耕の 確立した 後世の 常 民の 生活に ピ ントを 合わせた ので あつ て、 古代 的な 観念の なかで はそう ではな かつ 

た。 

この こと は 狩 撒 を 考えて みると 納得が ゆく。 鹿 や 猪 を 狩る もの は、 獲物が とれた ときに 鹿 や 猪の 生血 を 飲んで、 

獲物との 一体感 を あじわい、 また その 獲物の 心臓 を 山の 神に ささげて 感謝す る。 これ は 獲物が とれる たび ごとに 

行われる ハ レ の 行事で ある。 つまり こ こで は 生産の ケと 意識の ハ レ とが 重なり合つ ている。 

しかし 漁携ゃ 狩獵の 段階から 農耕へ と 移行す ると、 日常の 生産 を 中断す る ことが ハレに なった。 そして 生産の 

ハ レと 意識の ハ レ とが、 重なり あうよう になる。 そこで 「まれび と」 は 非常 態の 到来と いう ことに 変貌 を とげる。 

ハ レの 意識の 部分 はケの 意識の 部分と 比較して いちじるしく 縮小され、 また その 来訪 も 不安定な ものと なって い 

く。 折 口の 「まれび と」 論の 核心が 発揮され るの はこの あたりであって、 それが さいご は 放浪の 乞食にまで 適用 

される ことになると、 説と して は、 かなり 無 限定で、 ふたしかな 印象 を 与えずに はす まなくなる。 これ は 鈴木満 

男 氏の 指摘 するとお りで、 むしろ 彼の 「まれび と」 は 私が これまで 述べた ように、 時代 を 下らず、 時代 を 上る と 

きに、 真価 を 発揮す るので はない かと おもわれる。 ただこの ばあいの 「時代」 はくり 返す ように 「意識」 の 時代 

である。 

ただ 折 口の 「まれび と」 論 を 文明 論 風に 適用して みると、 その 範囲 はいち じる しく ひろくなる。 それ は ホス ピ 

タリ ティと 呼ばれる ものである。 つまり 「まれび と」 を 生み出す 側の 心理で ある。 この ホス ビタリ ティに おいて 

は、 世界に 冠たる 民族 は 日本人と ュ スキモ ー であると いう。 日本人が 異人 款待 をす る 心 W は、 異人が 神 だからで あ 
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ると いう 以上の 説明 を 今のところ 持つ こと はでき にくい。 まれび と = 異人 は、 「よい もの」 をたず さえて、 村人 

にさい わい を もたらす という 深層 感覚 は、 ぬぐい 去る ことができない。 「まれび と」 は 「よい もの」 「あたらしい 

もの」 「めずらし いもの」 を もつ てく る。 それにた いして こちらに ある も の は 「わるい もの」 「ふるい もの」 「あ 

たり まえの もの」 である。 

そこで 「まれび と」 の 条件 も 変つ てく る。 すなわち 「たまに」 「とおくから」 やってくる のが 「まれび と」 に 

なる。 「うづ」 という 語が 「貴」 とも 「珍」 とも 宛字され るの はこの 間の 消息 をった えてい る。 「珍」 しい もの は 

「貴」 いので ある。 日本人の ョ ー ロッ パ 文明に たいする 感情 はま さしく これに ほかなら ぬ。 その 逆 は 「ひんぱん 

に」 「近くから」 やってくる もののば あいであって、 朝鮮人への 蔑視 はこうした ことと 無関係で はな い と 考えて 

いる。 

ハ レが 意識の 常態であった 時代の 「まれび と」 から、 ハ レが 意識の 非常 態と 変貌した 「まれび と」 との 問に は 

大きな 転換が ある。 こう 言えば、 では 「神が かり」 は どちら かとい う 反問が 出て くるに ちがいない。 しかし、 

「神が かり」 に 部落の 全員が なるとい うこと はあり 得ない。 総 発狂と いう こと は 考えられない。 「神が かり」 にな 

るの はごく 一部の、 神に 仕える 人た ちで あるし これ は シャ， 'マンで あるが、 この シャ ー マンに は 一種の 慣習 的な 

ものが 備わつ ていて 「神が かり」 をシャ ー マ ンの 非常 態と 考える こと はでき にくい。 

なお、 折 口の 「まれび と」 と 「古代」 と は 照応し あう 観念で ある こと を ここに 述べて おきたい。 折 口の 古代に 

ついては、 各人 各 説であって、 意見の 一致 をみ る こと は むずかしい。 歴史的 区分と しての 古代 を 指す もので ない 

こと を 私 もみと めた 上で、 しかも 私 は 共同体の 観念に その 成員が 動かされ ていた 時代と いう 考え を 捨てる こと は 

できない。 日本書紀に は 神武 帝の 条に 「とおく はるか なるくに、 なおい まだ 王 沢に うるおわず、 邑に君 あり、 村 

に 長 ありて、 おのおの 境 を 分ち て、 もて あいしの ぎ、 きしろ わしむ。」 と ある。 「邑に 君」 があった 時代と いうの 
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だ 力ら、 そこに はとう ぜん 宗教 的 首長の 存在が みとめられる。 したがって、 纖文 時代の ような 原始時代で はあり 

得ない。 といって 飛鳥 や 天平と いった ャ マトに 政権の 確立した 時代まで、 降りる ので もない。 大王の 出現の まえ 

で 弥生時代から 古墳 前期への 移行の 時期、 紀元前 一世紀から 紀元後 三 世紀 あたりまで がそれ に ふさわしい。 もと 

より 折 口 は 古代の 宮廷 儀礼に ついて かず 多くの こと を 述べて いる。 しかし それ は 折 口の 古代 観が 典型と して、 理 

想 化された 形で 語られる ばあいであって、 彼の 古代 観の 明かる い j 面 を 指す。 しかし、 私 は その 背後に、 それ を 

生み出す 暗い 古代の ほう を 想像し ないで はおれない。 


243 折 口 信 夫に おける 「狂気. 


折 口 信 夫に おける 「狂気」 


日本 民俗学 は 柳 田 や 折 口で 一応 終った と、 私が 十数 年 まえに 言った ことが、 民俗学 者の 反撥 を まねいた。 その 

誤解 は 私の 言葉が 不足して いたた めで ある。 私 は 柳 田 や 折 口の 知識 は 授受で きる し、 発展 も 可能で あるが、 感受 

性ば かり は 生得の ものであるから、 それ は 伝わらない だろうと 言いたかった ので ある。 この 感受性 云々 は 別に 置 

くと して、 私が 柳 田、 折 口の 民俗学に あって、 他の 民俗学 者に 見当たらな いものと つねづね 思って いるものに、 

「悪」 と 「罪」 の 主題が ある。 これ はいう まで もな く、 宗教 的な、 そして 文学的な 主題で あるが、 この 二人の 天 

才は 民俗学の 中に この 問題 を 探った。 周知の ように 柳 田に は 『不幸なる 芸術』 が ある。 柳 田 はこの 中で、 人間 は 

どうして 悪の 叙述に なると 書く 方 も 読む 方 も 生き生きとな るか を 問うた のであった。 また 柳 田が 田 山 花 袋の 『liE- 

右衛門の 最後』 を 高く 評価し、 その 評価 は 晩年に いたる まで 変り なかった ことが 『故郷 七十 年』 によって 知られ 

る。 そこに は 人間の 中に あれくるう 自然 性への 承認が ある。 この 吹きす さぶ 自然 性はス サノォ という 名 を 借りて 
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日本 古代史に 登場す るが、 人間の 中の 自然 性、 換言すれば 自然 的 人間が、 善意と いう 相対的な 有効性 を 超えた 存在 

力 を もっている こと を、 柳 田に 劣らず 折 口 もまた 注視した のであった。 柳 田のば あいに 則して いえば、 彼 は 「悪」 

の 問題 をと りあげる 燜眼 ぶり を 示しながら、 彼の 民俗学の 分類 項目に は 悪の 一章が 設けられて はいない。 という 

ことから、 柳 田 民俗学の 信奉者た ちに、 常 民の 日常 生態 を なぞって おれば、 日本人の 信仰 や 意識の 原点に 到達し 

得る という あま つ たるい 夢 を もたせる ことにな つ た。 

こうした ことが 現在の 民俗学 を、 ひなた 水の ような 日常 性と 妥協す る 学問に 堕落 させた。 しかし、 「悪」 とい 

えど も、 いや 「悪」 だから こそ、 「悪」 は 常 民の 日常 性の 不可欠な 要素で ある こと を 容認 するとき、 現行の 民俗 

学 はこれ までに 見られない 深淵の 脇腹 を 開く こと はまちが いない。 

しかし 柳 田が 注視した 「悪」 の 主題 はついに 「罪」 の 主題 を 生む ことがなかった。 この 問題 を 民俗の 中で とり 

あげたの は 折 口 だけで ある。 柳 田に とって は 罪と は あまりに 個人的な、 宗教 的な 主題と 思われた のであろう か。 

あるいは また 彼の 生涯が 福禄寿 を 兼備した もので あつ たため か。 このうち 禄 につ いて は いささか 疑問 を呈 する 向 

もあろう。 しかし 彼の 生活が 常人の それの 上位に あった こと は 否定すべく もない。 それに 対して 折 口 信 夫の 幼時 

の 不幸な 軌跡、 青少年 時代の 孤独な 生活 をみ ると き、 この 世に 祝福され ない 人間と いう ものが、 いかなる 心境に 

追い こまれる にいた るか。 それ は 折 口の 詩作 品 を 開けば 瞭然と している。 くわえて 折 口の 弟子た ちに よる 克明な 

伝記 的 側面の 検索に よって、 いっそう 裏付けられる。 かくの ごとく、 折 口 信 夫の 実 人生が 彼に 強い 断念と、 そこ 

から 引き出される 狂気 性 または 反俗 性 はすで に 証明ず みのこと であって、 今更、 それ を 取り出して あげつらう 気 

がしない。 

二 
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私に とっての 目下の 関心 は、 彼の 実生活の 不幸 や 孤独 や 狂気が、 彼の 民俗学 を 推しす すめて いく 上に、 どれ ほ 

ど 役に立 つ たかと いう ことで ある。 不条理 ともいうべき 汚辱が 折 口の 生まれた 当初から 彼に つきまと つ た 為に、 

潔癖な 彼の 性格と は うらはらの 恥辱が、 折 口の 民俗学に は 滓の ように 沈澱して いる。 といって 悪ければ、 形而上 

的 宇宙にまで 昇華して いる。 すなわち 彼 は、 自分の 私 体験 を、 日本人の 総体 験にまで むすびつけて 拡大 深化した 

のであった。 人類が その 始 源に 犯した 恥と 非道の 記憶から、 エワの 子 や 力 インの 末裔が いかにまぬ かれる ことが 

できない か は、 聖書の 教える ところで あるが、 折 口 もまた 実 人生から 追放され ねばならなかった 自分の 実感 をと 

おして、 漂泊、 流離、 放浪の 人た ちの 「原罪」 を 探ろうと したので あった。 

それが ほかならぬ ス サノォ であり、 王朝 物語の ヒ ー 口 ー または ヒロイン である。 折 口 は 「道徳の 発生」 の 中で 

天つ 罪の 問題 を 論じて いる。 彼 は そこで 神と も 思われ、 神 以前と も 言うべき 存在 を 「既存 者」 と 名付け、 この 既 

存 者から 罰せられる という 意識が 最初に 生まれた こと を 指摘して いる。 そのと き 部落 (ムラ) では 責任者 を 出す 

ことによって、 既存 者の 意 をな ごめ、 追放の 刑に 処 する。 スサ ノォの 放逐 物語 はこうして 形象 を もった と 折 口 は 

説く。 これ は 今日で も沖繙 などの 例に 照して 納得の いく 説明で ある。 宮 古島の 狩 俣で は 祭祀 用の 神聖な 甕が 盗ま 

れ たために、 ッカサ の 頭で ある アブ ン マが 責められる ことにな つた。 この アブ ンマは 近年、 癌の ために 死亡した 

が、 それでもな お許されない。 つまり そうした 悪性の 病気に かかる こと 自体が 神罰 を 受けた ことの 証拠で あると 

解せられ たので ある。 他方、 沖 織の 説話 集 を ひもとく と、 ノロの 呪詛 によって ァ ダンの 実が 結ば なくなったり、 

ヒ ー ト (ィ ルカ) が 寄りつ かなくなる 話が 残って いるが、 呪詛 する ものが 神に 仕える 者で あり、 また 呪， 詛 される 

もの も 神に もっとも 近い 存在であった こと は、 村落共同体の 意識の 底で は、 この 呪詛と 罪と は 分かちが たく 関 速 

している こと を 示唆して いる。 ス サノォ について いうならば、 ある ムラで 況 われた 者が 他の ムラで は 祝福 をさず 

ける ことができ るの は なぜか。 そこに は 罪人の 活力 ともいうべ き 何もの かが 生動して いるので はなかろう か。 こう 
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^ した 疑問に 折 口 は 答えて いないが、 彼が 不条理 や 汚辱 を 一 身に 引き受けた スサ ノォに 自分の分 身 を ゆだねて いた 

こと はまちが いない。 放逐され たスサ ノォの ごとく、 折 口 もまた 日常 性から 追放され て 生きた。 彼が 下降で きる 

の は 根の 国 だけだった。 いわゆる 常 民の 深層 意識と 呼ばれる ものに こそ、 折 口の かろうじて 住むべき 場所が 見出 

された。 『死者の 書』 では 彼 は 刑死 者と 一体にな つた。 とはいえ、 その 意識 は 高名の 皇子の 死後 意識で はなく、 

むしろ 常 民の 深層 意識で あり、 それゆえ にこの 小説の 主人公の 自我 はつねに 地下水に 穿 たれた 岩盤の ように ひび 

割れ、 分裂 をく りかえ している。 この 小説 は 地表に ある 近代 小説の 土台と なるべき 地下 断面図で あり、 正確に 言 

えば 「死者の 書ノ ー ト」 と 称すべき 筋合の ものであった。 

三 

しかし、 ここに 一 つの 矛盾が 起る。 きわめて ュ 二 ー クな 個性の 持主で あり、 しかも 日常 性 を はるかに 踏み こえ 

た 地点に 生きた 折 口 信 夫 は、 いかにして 民俗学 者たり 得た かとい う 疑問で ある。 民俗学 は 個人の ュ -1 1 クさを 問 

題に しない。 また 常 民の 日常 性 を 無視 もしない。 このような 民俗学 を 対象と して 折 口 信 夫が とった 態度 は 考察に 

値する。 折 口に は 常 民の 日常生活 を 描写した 論文 はない。 探訪 調査が いくつか あるが、 それ は 覚書 風の もので あ 

る。 折 口の ような 個性に とって 日常 性 を 描写す る ことな ど は 愚かしく 思われた のだった ろう。 しかし 民俗学 を 対 

象と する 以上 は、 自分と 常 民の 日常 性と をつな ぐ ものがなくて はならぬ。 その 役割 を果 したの が、 彼に あって は 

短歌ではなかった か。 私 は釈迢 空の 短歌 を 彼の 民俗学 ほどに は 高く 買わない。 しかし 短歌で は、 日常 的な 心象 風 

景に、 言葉に よる 形象 を 与えねば ならぬ。 つまり 短歌 は 日常の 現実と 断絶した 折 口と、 生活と をつな ぐ 橋の 役割 

を はたして いたと 私に は 思われる の だ。 更にい えば、 常 民の 日常 性に どつ ぶり 浸された 古典的 民俗学、 あるいは 

教科書 風の 民俗学と 折 口との 激突 を 救った もの は、 折 口の 短歌 を 作る という 行為に あったろう。 「常 民」 が ひと 
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つの 全き 存在で あると いう 観念 は、 折 口にはなかった。 彼に とっての 常 民 は、 はじめから 裂けた 存在であった。 

常 民 を 美化して 考える ことな ど、 さらにで きなかった。 しかし、 彼の 短歌で は、 さびしい 常 民の むれ をかず 多く 

歌って いる。 柳 田 は、 折 口が 民俗 調査の 旅行 中に よく 歌 をつ くる 余裕が あると 皮肉った が、 これ は 当らない。 そ 

れは折 口が 自分の 狂気 をな だめる ための 鎮魂の 行為であった。 

四 

折 口 は 現世の 日常 性から 追放され た 人間であった。 彼 はスサ ノォの ごとく 根の 国に 下降す る ほかなかった。 民 

族の 経験の 記憶の 無限の 堆積 は、 いわゆる 集合的 無意識と も 呼ばれて いるもの であるが、 それ は 根の 国に 下降す 

る 時間で 表象され る。 この 集合的 無意識と は、 折 口にと つて は 第二の 自我の 発見で あり、 いわば 現世の 日常 的自 

我 を 仮 象と みなす 強力な 民族的 自己の 核心に あたる 部分であった。 それゆえに、 それと 合体す る ことで 彼 はは じ 

めて 安定 を 得た ので ある。 また そこで は 複数に 分裂した 自我 はけつ して 厭うべき ものではなかった。 というの も、 

スサノ ォが妣 の 国に ゆきたい と 泣き叫んだ ように、 根の 国と 妣の 国と は 通 底す る 回路 を 所有して いたから である。 

妣の国 は 無限の 空間 表象と して 捉えられる。 時間の 垂直 軸と 空間の 水平 軸と は 日本の 常 民の 意識 や 観念に おいて 

交錯し、 相互に 交換す る ことが 可能で ある。 しかも、 現世と 他界と は 遮断され ず、 それらの コミュ ニケ ー シ ヨン 

は 閉ざされな いという 構造 を もつ 世界観 を 日本の 常 民 はながらく 所有して きて い る。 「民俗学と は、 神と 人 問と 

自然の 三者の 交渉の 学で ある」 とする 私製の 定義 は 折 口の 民俗学の 原理と しても 設定され 得る ものである。 私 は 

か つ て 次のように 述べた ことがある。 

「神と 精霊、 精霊と 人、 神と 人の 三者 はたが いに 他者で あり、 それら は 疎外し あう ばかりでなく 自己疎外の 変形 

した ものである。 異郷と 異 族と は ノス タル ジィを 喚起す る ものであるが、 それと 同時に 対立 者と して 葛藤し、 棘 
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外し あう。 たとえば 豊玉姫 や 信 太 妻な どは異 族の 女で あり、 それが 不幸な 結婚の 結末 を もたらし たと 折 口 は 説く 

ので ある。」 (「折 口 信 夫 再考」) 

ここにお いて、 折 口の 妣の 国への 思慕が たんなる 思慕で ない ことが 理解され る。 それ は 葛藤と 断絶 を 前提と す 

る。 それが ゆえの 無限の 郷愁で ある。 これ は 折 口の 幼時の 不幸な 記憶と 重なり あう。 

折 口 は 「この 世に おける 彼 は、 人間 身 を 持つ 我等で あり、 住いて 他界に ある 自分の 身 はたと えば ifj^ 身で あろ 

うと も 知れぬ」 と 言って いる。 ここに は 折 口の 学問に 独特な 他者の 意識が もっとも するどく 表現され ている。 す 

なわち 「彼 は— 我等で あり、 自分の 身 は I 儒良 身」 という 一人称と 三人称の 交換が 可能な ので ある。 自分と 対立 

し、 自分 を 疎外す る 他者との 間に 彼の 人称 は 引き裂かれ ている。 しかし、 その ゆえに 合一 への 欲望 もまた 強烈で 

ある。 

こうした ふしぎな 眼の 獲得 は 彼の 苦悩と 無縁な もので はけつ してない。 折 口 は 自分の 実 人生の 断念と 狂気 をと 

おして、 日本の 常 民の もっとも 深い 意識に 肉迫し、 その 核心 をつ かみ 出して 見せた のであった。 その 点で 折 口の 

民俗学 は 比類のない 成果 を あげて 聳 立して いる。 

折 口 は 「永遠に 母性 的な もの」 に 魅 かれた だけで はけつ してない。 戦後 はしき りと エホバに 相当す る 父なる 超 

越 神 を 模索して いる。 すなわち 髙産霊 神 や 神 産 霊 神 を 持ち出し ている。 この 二 神 は むすびの 神と して、 肉体に た 

ましい を 入れる 造物主と おなじ あっかい をしょう としてい る。 しかし このところの 折 口の 発想 は 粗雑で ある。 折 

口の 実感が ふかく こめられて おらず、 頭脳の 所産に すぎない という こと も あるが、 彼の 神の 問題 を、 民俗学の 枠 

内で、 矮小 化して 処理しょう としてい る 点が あるた めで ある。 それ は 前述の ス サノォ 観に もい くぶん 言い 得る こ 

とであって、 彼 は 道徳の 発生 を、 民俗学の 均 内で 考察す るに とどまつ ている。 もし、 折 口が 彼の 狂気と 不条理の 

人生 をと おして、 この 問題 を 真に 考察しょう としたならば、 民俗学の 領或を こえて、 、， 'つそう 1 くの 地 占 W まで、 
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彼 自身 を みちびく ことができ たと 私 は 考えて いる。 

では 折 口の 断念 や 疎外 や 葛藤 や 狂気 は 彼 一個に 帰せられ るべき ものであろう か。 折 口の 荒涼、 暗澹と した 世界 

よ 皮 二の み 独占され る もので あるか。 といえば、 答え は 否で ある。 折 口の 民俗学が 共感 を 呼ぶ の は、 万人が 多 か 

れ少 なかれ 彼と 共通す る 人生 を 所有して いるから に ほかならぬ。 いつしか 年 をと つてく ると、 誰も 彼 もが 持ち あ 

げる柳 田よりも、 生まぐ さい 魚の 顎 や 鰓に ふれる ときの ように ざら ついた 折 口の 一 生の ほうがな つかしく なつ て 

くる。 柳 田の こと を 語る ときの、 語る 側の 一種の 滑らか さ を 帯びた 調子が、 私自身 を ふくめて、 なんとなく ィャ 

こなって いる 昨今 だ。 もちろん、 これ は 柳 田の 民俗学と 折 口の 民俗学の 価値の 優劣 を 論じて いるので はない こと 

を 断 わって おく。 

しかし 柳 田と 折 口との 間に みられる 常世の 明暗に ついての 微妙な 差 は どこから くる ものであろう か。 最晚 年の 

柳 田が 『海上の 道』 で 描いて みせた 常世 は 明るく、 最晚 年の 折 口が 「民族史 観に おける 他界 観念」 でと り 出した 

常世 は 暗い。 両者の 差 は 段階 的な ものであって、 絶対的に 対立す る もので はない。 しかし その 明暗の ニュアンス 

は、 折 口が 現世に おいて 強いられた 苟 酷な 人生と 関係が ありそうな 気がする。 折 口 は 「罪」 や 「悪」 もまた 常世 

から やってくる こと を 見の がして はいない。 しかし 古代人に とって、 その 受けと り 方 は 現代人と ははな はだしく 

ちがう。 つまり、 それ をいた ずらに 忌避す るので はなく、 原郷 からの 贈り物と して 讃美す る 気持 も ある。 泡瘡神 

の 例が そうで ある。 罪人の 恪 印が 聖痕 でも あると いうの はこうした 消息 を 伝えた ものに ちがいない 折 口の 額に 

押された 青 インクの しみ もまた 私に は そのよう に 思われる の だ。 
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『琉球 国王の 出自』 をめ ぐって 


折 口 信 夫の 『琉球 国王の 出自』 はなが い 間 私 を 捉えて はなさなかった。 私 は 熊本県 水 俣 市 (旧 水 俣 町 大字 浜) に 

生まれ、 幼時 を そこです ごした。 水 俣 市の 浜に 八幡宮が あり、 私 は その 神社の 氏子であった。 幼少の 頃 八幡宮の 

参詣 道 をい くと、 その かたわらに 小さな 祠 があった。 源 為朝 は その 浦から 琉 球に むかって 船出 をした が、 村人が 

別れ を 惜しんで 引きと めた ので、 袖の 片方が ちぎれた。 村人 は 為朝の 形見と して 片袖を 小祠に まつる ようになつ 

たの だとい う 話 を 聞かされ ていた。 そこ は 浜の 船津 というと ころで、 純然たる 漁業 部落であった。 水 俣 はもと も 

と 漁村な ので、 海岸に 集落が あるの は 一向にめ ずらし くないの だが、 その 船津 という 漁業 部落ば かり は 苗字 も 言 

葉 も 顔 付 も 変って いて 他 部落との つきあい は あまりなかった。 「名 護の ちぢれ 毛、 船 律の 巻毛」 といわれて 頭髪 

もちが つていた。 名 護と いうの は、 水 侯の 南の 鹿 児 島 米之津 町に ある 漁業 集落で ある。 よばいの さかんな 頃で も 

船 律の 他 部落との 間に 性的な 交渉 を もたなかった という 話 を 古老から 聞いた ことがある。 こういう 次第で、 源 為 
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朝が 南方の 琉 球に むけて 出発した 伝承 を もつ 部落と して は、 その 船津 はまこと に 似つかわしい ところの ように 私 

によ 思われ、 こ。 私 は 長 じて 馬 琴の 『椿 説 弓 張 月』 をよ み、 この 話が はるか はなれた 江戸にまで とどいて いた こと 

を 知った。 

その あと 『肥 後 国 誌』 の 水 俣 手 永の 条に そのこと が 記載され ている の をみ て、 伝承 を 更にく わしく 知る こと を 

得た。 『肥 後 国 誌』 によると、 為朝の 片袖を まつる 小祠 は、 弥八宮 あるいは 矢八宮 と言う。 弥八 というの は、 そ 

の 浦の 漁夫の 名で、 為朝 は 弥八を 船頭と して 琉 球に わたるが、 弥 八が 帰ろうと するとき に 為朝が 別れ を 惜しんで 

直 垂の片 袖 をと いて、 弥 八に 与えた という 異伝 をった えてい る。 『肥 後 国 誌』 によると、 おなじ 話が 水 侯と 隣接 

する 津奈 木の 海岸に も あるので、 水 俣の 船津 だけの 伝承で はな か つたこと が 分かる。 

ところで 水 俣から すこし 北に いったと ころに 湯 浦が ある。 『肥 後 国 誌』 の 湯 浦 手 永の 女 島大明 神社の 条を みる 

と、 そこ は 俗に 鷺の 浦大明 神と 呼ばれ、 この 浦の 人た ち は鷺を 殺さない と 記して ある。 この 神社の ある 福 浦のと 

なりが 鷺浦 という 小字に なって いる。 なぜ 鷺を 殺さない か 理由 は 明らかで はない が、 『古 活字本 保 元 物語』 に 「為 

朝 鬼が 島に 渡る 事」 の 一章が あり、 そこに は 為朝が 永 万 元年の 三月に 白鷺、 青鷺が 沖の 方に 飛ぶ の をみ て、 その 

後 を 追って 船 を こぎ 出し、 鬼が 島に 渡った ことが 述べられ ている こと を 思い出す。 鷺浦は 湯 浦のと なりの 佐 敷 

(現在 声 北 町) に 属する。 そして 肥 後の 佐 敷 は、 折 口 信 夫が 琉球 国の 第一 尚 氏の 出自の 地と して 重視して いると 

ころで ある。 この こと はすで に 馬 琴 も 気が付い ていて、 『弓 張 月』 の 末尾の 「為朝 神社なら びに 南 島 地名 弁 略」 

の 中で 「琉 球の 地名に、 九州の 地名 を擬 したりと おもう もの すくなからず、 肥 後に 佐 敷と 唱 うる 所 あり、 水 俣.' 

四 里 半、 八 代へ も 遠からず。 琉球山 南 省に、 又 佐 敷と 唱 うる 間切 あり。 肥 後に 浜 村と いう 漁村 あれば、 琉 球の 勝 

連に も、 又 浜 村と いう 村里 あり。」 と 述べて いる。 この 文中の 肥 後の 浜 村 は、 さきに ふれた 私の 故郷の 水 俣 市の 

巧 浜 こまか ならない。 琉求 0 勝 連に 浜 村の 地名が ある こと は 『中 山 伝 信録』 巻 四に みえる。 この 浜 村が 今日 どこ を 指 
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すの か、 私 は 浜比嘉 島で はない かと 思う の だが、 確証 はない。 また 琉 球の 佐 敷が 琉球 における 第一 尚 氏の 根拠地 

であつ たこと は 言うまでもない。 

このよう にして、 私 はいつ の 間に か 折 口 信 夫の 提出した r 琉球 国王の 出自」 の 問題に ついて あれこれと 考えて 

みるよう になつ た。 

為朝が 琉 球に 上陸した という 説 は、 もっとも はやく 『琉球 神道 記』 第五に 見える。 「波 上 権現の 事」 の条 に、 

「鎮西 八郎為 伴、 此 国に 来り、 逆賊 を 威して、 今 鬼神より、 飛礫 をな す。」 と ある。 また 次の r 洋の 権現の 事」 

の条 にも 一為 友、 此国を 治めら る 時、 鬼神 降伏の 神た る 故に、 念頭 ありて、 立つ るか」 と ある。 為 伴 や 為友 は 為 

いまき じん 

朝の 宛字で ある。 右の 文章から して、 為朝 は 今 鬼神から 飛礫 をとば し、 逆賊 をお どかした という 伝説が すでに 慶 

長の 頃に あった ことが 分る。 今 鬼神 は 今日の 今 帰 仁 (「なき じん」 または 「なち じん」) である。 昔 は 「みやき せ 

ん」 とか 「いまき じり」 と 呼ばれた。 今 鬼神 は 「いまき じり」 の 宛字で あるが、 ことさら 鬼神と いう 漢字 を 宛て 

たの は、 『古 活字本 保 元 物語』 のさい ごのし めくく りに 源 為朝が r 廿九 歳に て 鬼が 島へ わたり、 鬼神 をと つて 

奴と し」 たと 記して いるのと つながりが あるよう にも 思われる。 

為朝が 今 鬼神から 飛礫 をとば したと いうの は、 馬 琴が 『弓 張 月』 の 中で 為朝の 従者と して 活躍 させて いる 八 町 

つぶて  きゝ、 じ 

礫の 紀平治 を 思い起さずに はすまない。 八 町 礫の 紀平治 は 『保 元 物語』 によれば 三 丁つ ぶての 紀平 二と なって い 

る。 これ は 異本で は 三 丁 飛つ ぶての 紀平 次と なって いるから、 つぶて を 飛ばす ことの 名人であった ことが 推定 さ 

れる。 この 三 町 飛つ ぶての 紀平次 は、 馬 琴の 頃に は 雑 劇の 人物に 仕立てられて 八 町つ ぶての 紀平 次と いう ことに 

なって いたらし い。 (岩波 本 『椿 説 弓 張 月』 補注 一 三) 

それが 『琉球 神道 記』 では 為朝が つぶて を 飛ばして 逆賊 をお どかした となって いるの は、 袋 中 上人の 頃す でに、 

沖 織に は 為朝と その 従者で あるつ ぶての 名人の 紀平 次が 上陸した という 伝承が あつたので はないだ ろうか。 そし 
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て紀平 次の 飛礫が いつの 間に か 為朝の 仕業と してす りか わって いったの ではな レカ 

袋 中 上人 は 『保 元 物語』 の 故事 をよ く 知らぬ ままに、 土地の 伝聞 を そのまま 記した ものであった ろう。 為萌も 

為 伴と か 為友と 誤記して いるの も、 その 知識の なさ を うかがわせる。 以上の ように 考えて くると 『琉球 神道 記』 

の 頃に、 為朝 伝説 はすで に 沖繙に 受け入れられ ていた こと はたし かで ある。 それ はいかなる 理由に もとづく もの 

であろう か。 

『保 元 物語』 に は 為朝が &: が S 影 (または 忠景の 子 ともいう) の 娘婿と なって 九州で 活躍した ことが 記されて レ 

る。 一方 に は 阿多 忠景が 圧迫 をこう むって 鬼界が 島に 逃亡した という 文章が ある。 そこで 阿多 忠景の 逃 

亡の 事実が、 娘婿の 為朝の 琉球 入りの 物語に すり かわった とみる ことができる。 十八 世紀に 編集され た琉 球の..." 

書の 『混 効験 集』 に、 『おもろ さう し』 の 中に みえる 「喜 界の浮 島」 という 言葉 を 引用して、 鬼 界島は 昔 は琉球 

のうちで あつたから 「おもろ」 に 記載され ている と 註され ている。 それ は 第一 尚 氏の 最後の 王の 尚 徳が喜 界岛を 

征伐して 琉球 国に ふくめる ようにな つたこと を 物語って いる。 この ことがある ために 話 は 混乱した ので はない 力 

つまり 阿多 忠景が 鬼界が 島に 逃亡した という ことが、 いつの まに か 阿多 忠景 が琉球 (喜 界島も その 中に 含まれ 

る) に 逃亡した という 風説に 変り、 のちに は 忠景の 娘婿の 為朝の 琉球 入りと なった のであろう か。 これにつ い 

て はこれ まで さまざまな 肯定 説、 否定 説が 乱れて いる。 それ を 一 々記す の は 紙数の 関係で 省略 せざるを得ない。 

『中 山 世鑑』 によると、 為朝 は琉 球に 渡って 大里按 司の 妹 をめ とり、 一子 尊敦 をもう けた。 この 尊 敦が舜 天 王と 

なった と 述べて いる。 しかし 舜天 王が 琉球 王と なった という 年 も、 島 津忠久 が 薩隅日 三 州 守護 職 及び 十二 島 地 i 

こ. 補任され たの も、 おなじ 文治 三年と いう ことにな つてい るの は、 はなはだ うさんくさ いという 武藤長 平の 『西 

南 文運 史論』 の 中の 指摘 は、 為朝の 入琉 肯定 説に 対する とどめの 一撃で あると 私 は 思う。 私 も 為朝の 渡来 説 は 否 

定 する。 . 
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し 力し 為朝の 入琉 説が 慶長 年間の 『琉球 神道 記』 の 時代に すでに 琉球 にあった とすれば、 それ はなに がし かの 

史的な 事実の 反映で はない かとい うのが 私の 推論の 出発点で ある。 ふしぎな ことに 為朝 伝説 はもつ。  よら 沖 墨 本島 

の 南部に 集中す る。 大里按 司の 妹 をめ とった というの がまず それで ある。 この 二人が 密会した という 森 は、 

大里 城址の ふもとの 嘉手志 川の 近くに のこって いる。 もちろん この 地名 は 後世の 付会で、 「わ どきな」 ゥ 「きな- 

は 焼 畑 を 指す 地名で ある。 しかし、 そうした 地名の 由来と は 別に、 伝承 は 古くから あつたと 思われる。 おなじく 

南部の 玉 城 村の 富 里に は、 為朝が 休憩した ところと いって、 そこ は 拝 所と なって いる。 今でも 葬式のと き は、 そ 

の 拝 所の 前 をと おる こと はしない。 また 為朝の 子の 尊敦を まつる 御嶽 は 「由来 記」 をみ ると i^gl. 村 や 玉 城 村に 

ある。 

それと 共に 私の 注意 を 引く の は、 第一 尚 氏に 八幡 信仰が 熱烈に みられる ことで ある。 第一 尚 氏 さいごの 尚徳王 

が 喜 界島を 征伐した の は 一四 六 六 年の ことで ある。 このと き 八幡 大 菩薩の 加護 を 受けた というので、 安里に 八幡 

宮を たてた。 また 尚徳王 自身 王子のと き は 八幡 按司を 名乗った。 また 尚徳 王の 弟の 名 は 八幡, ぎ： 15^ と 呼ばれ，， こ。 

この 八幡 加那志 は、 第一 尚 氏が ほ ろんだ ときに 玉 城 村に かくれた。 その子 孫が 今 も 玉 城 村の i§ にある 八幡 加那 

志の 墓 を 守りつ いでいる。 更に 第一 尚 氏 滅亡の さい、 尚徳 王の 遺臣が 今 帰 仁に のがれた という 話が あり、 今 帰 仁 

間切の 下 運 天 村の いわゆる 「百 按司」 の 墓 は その 遺族の 墓で あると 『球 陽』 巻 二 は 伝える。 『球 陽』 によると、 

墓の 中には 骨が 多数 あり、 また 木 龕 (木 棺) が 数個の こって いて、 その 中に 骨が 納めて ある。 この 木 龕の 作り は 

たいそうう つくしく、 そこにみ な、 巴の 字の 金紋を 描いて ある。 そうして そのな かの やや 新しい 木 龕に は、 弘治 

十三 年 九月 某日と 書いて ある。 これから 推して、 尚徳 王の 遺族 は 尚 真 王の 時代に 老い、 死んで しまったの であろう、 

と 『球 陽』 は 言う。 弘治 十三 年と 言えば、 尚 真 王の 時代に あたり、 ちょうど 西暦 一 五 〇〇 年で ある。 尚徳 王が 死 

ス たの カー 四 六 九 年で あるから、 三十 一年が 経過して いる。 つまり 尚徳 王の 遺族の もっとも 年少者が この 年に 死 
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ん だとい うこと になる。 木 龕 (木 棺) に はまた 「ゑ さしき やの あし」 とも 記されて あった。 「ゑ さしき や」 は 羽 地 

村の 伊差川、 「あし」 は按 司で ある。 明治 三十 八 年に 島 袋 源 一郎が こ の 木 棺を首 里 博物館に 陳列した。 その 木棺 

の 写真 は、 『東 恩 納寛惇 全集』 第一 巻の 口絵と して 掲げて ある。 これ をみ ると 明らかに 巴 字の 金紋が 見られる。 

この 巴紋が 八幡宮の 神紋 であると ころから それ を 第 一 尚 氏の 八幡 信仰に 由来す ると 述べる 『新 講沖繙 一 千年 史』 

の 説 は 充分 考慮に 価す る。 尚 巴 志 は 次男の 尚 忠を山 北の 監守と した。 尚忠は 王位に つく まえ は 今 帰 仁王 子と 称し 

ており、 その後 も 今 帰 仁の 監守と して 一族の 子弟 を 封 じていた ことが 『球 陽』 に 見える から、 第一 尚 氏と 今 帰 仁 

城お よび その外 港の 運 天 港との 関係 は 密接であった にちがいない。 そのこと が 為朝の 運 天 港 上陸 や、 今 鬼神 (今 

帰 仁) より 飛礫 をな すと 言った 伝承 を 生む 基盤に なった のか も 分らない。 為朝 伝説 を 媒介し、 強化し、 定着 させ 

たもの が 第一 尚 氏の 八幡 信仰であった こと は 充分に 推量し 得る ところで ある。 この 問題 を 更に 検討す る 前に、 他 

の 日本人 渡来 の 伝承に 触れて おこう。 

『琉球 国 由来 記』 巻 十三、 大里 間切の 与那原 村の 条に 「友 盛の 御嶽 ィべ」 の 説明が ある。 

むかし 聞 得 大君が 久高 島の 祭礼の ために 久 高に 渡ろうと したと き 逆風に 出会って 日本 本土に 漂着して、 そこで 

長年 月 をす ごした。 ところが 琉 球で 旱 ばつが あつたと き、 聞 得 大君が そうした 境遇に いるので、 旱 ばつが 起った 

の だと 巫女た ち は 言いあった。 聞 得 大君が どこに 滞在して いるか 分らなかった が、 ャ マトに 滞在して いるから 

迎えて こいと 君 真物と 呼ばれる 海の 神が 託宣 を 下した。 バ テン 祝 女が 船頭と なり、 大城 のろ も 加わり、 女ば かり 

で 船に のりこみ、 たずねて いくと 果して 聞 得 大君 は 日本に いた。 そこで 聞 得 大君 を 連れて かえり、 船はパ テン 潟 

£ に 着いた。 斎場 御嶽の すぐ 近くの 港に 着いた という 説 も ある。 いずれにしても 聞 得 大君 は 首 里に 帰る の もどう 
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力と 言う ことで、 大里 間切の 与那 原の 浜の 御殿と 言う 処に 御殿 を 作って 生涯 を そこです ごした。 聞 得 大君の 骨 は 

与那 原の ミヅ ダケと 云う 所に 葬 つ た。 

ところで バ テ ン祝 女が 日本から 帰って くると きタジ ョ ク魚を 土産に もち 帰った ので、 それから タジ ョ ク 魚よ，、 

テン 潟 原に 近よ つてく るよう になった。 そこで バ テン 祝 女が 泊に いると き は、 泊の 海に 近よ つて 来、 また 与那原 

にいる とき は与那 原の 海に タジ ョクの 魚が よってき た。 今日に いたる まで、 タ ジョク 魚が 海に 近よ つてく ると き 

は、 昔からの 例と して バ テン 祝 女はバ テンの 大和 パ ンタ にいる ことにし ている。 そこ は 聞 得 大君が 帰って きたと 

き みんなが 出迎えて 飲食した ところな ので、 大和 バン タ という 由で ある。 バ テン 祝 女の 父親の サ メガ (jK 川、 

佐銘 川) を まつる ィ ベで 代々 お祭り をし、 代々 の パテ ン祝 女が それ をの こし 伝えて いるので ある。 云々。 

この 記事 は 重要な ので あるが、 ここに 出て くる バ テン 祝 女、 サ メガ、 そして タ ジョク 魚の こと は あとで 記す。 

とりあえず ここで は、 「友 盛の 嶽」 が 日本から 帰国した 聞 得 大君の 骨 を 埋めた 与那 原の ミヅ ダケと おなじで ある 

こと を 確認す る だけで たりる。 ミヅ ダケ は 「あがる いの 瑞嶽」 とか 「て だが 穴の 瑞嶽」 とか、 『おもろ さう し』 

にもうた われて いて、 沖 織 本島の 東南 部の 聖地で ある。 そこに 友 盛の 嶽 ともいうの はどうした わけであろう か。 

友 盛と は 明らかに 日本 武士の 名前で ある。 それが 日本から 帰った 聞 得 大君 を まつる というの は、 友 盛の 嶽が 日本 

本土と 関連の ある こと を 示す もので はない か。 また 聞 得 大君が 帰 島 後 住んだ という 与那 原の 浜の 御殿と いうの は、 

, 『琉球 国 由来 記』 にも 出て くる。 それによ ると 聞 得 大君が 任官のと き、 ここに やって きて 浜の 御殿に ほど 近い 雜 

, 几 の 井戸の 水 を 額に つける 儀式 をお こなう と ある。 そこ は 東 御 巡礼 (あがりう ー まい) といって、 沖繙 本島ん M 

方の 聖地 を つぎつぎに 巡拝す る 儀礼の 場所の 一 つで ある。 この 浜の 御殿 や 親 川の ある 与那 原の 港 は 尚 巴 志が 異国 

商船と 交易した 港で ある こと を 念頭に おく 必要が ある。 

ともり 

与那 原に 近 レ知念 間切に は 城内 友 利の 嶽の ある ことが 『由来 記』 にみ えてい る。 城内と 言う からにな 知 念 I の 
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内側に ある 御嶽であろう。 この 友 利 もまた 友 盛 を 連想 させずに はおかない。 友^^^と友盛とが同 一 の 名で ある こと 

は 『由来 記』 の 浦 添 間切の 安波茶 村の 条に 「トモ リ嶽」 が あり、 それが 『琉球 国 旧記』 巻 之 六に、 浦 添 安波茶 邑 

の 「友 盛嶽」 として 記されて いる ことで 分る。 神 名 を 大和 ヤシ 口 船頭 殿 ガナシ と 呼び、 ャ マトの 人の 骨 を ここに 

埋めて 神と まつった という 説明 も 両者と も 同じで ある。 『遺老 説 伝』 に は 大和の国の ものが 病死した ので、 あわ 

れんで この 嶽に まつる と ある。 東 恩 納寛惇 は 『南 島 風土記』 の 中で こ の 「友 盛嶽」 (方言で は 「ともいだ け」) を牧 

港に 寄港した 日本 商船から 鉄 塊 を 買い取った 察 度 王の 故事と つなげて 解釈して いる。 すなわち 日本人の 船頭 は 村 

民の 農具の 原料の 鉄 塊 を 提供した ことから、 同情 崇敬 を 受けた こと も 考えられ ると 言って いる。 この 友 盛 嶽の所 

在 地 は 安波茶の 小字 富 盛で ある。 こうした 眼で 友盛嶽 n トモ リ嶽 をみ ると、 そこに はかならず 日本人 あるいは 日 

本の 影が ちらつい ている。 

宮 古島に は 友 利と いう 海岸の 部落が ある。 そこの 峯間 御嶽に は 次の ような 話が 伝えられ ている。 昔、 友 利 村の 

ァ マレ 山の 下に 村が あつたが、 大 津波で ほろびて しまった。 ただ 一人、 アマ レ大 ッカサ という 女が、 ァ マレ 山の 

頂に 難 を 避けて 住んだ。 あるとき、 ャ マトの 人間が 平安 名 崎の 宮渡 (保 良の 小字 宮土) に 漂着し、 この 大ッ カサと 

出会って 婚を 通じ、 子孫 はさ かえた。 この 話 は 『琉球 国 由来 記』 にも 『御嶽 由来 記』 にも 見えて いる。 そして そ 

の 祭神 を 「あまり ふ あ 泊 主」 または 「あまり ふ あ 鍛冶 主」 としてい る。 「あまり ふ あ」 は アマ リ 村の 子孫と い う 

意味であろう。 また 鍛冶 主と いう 名前が 出て くるの は、 日本の 人間が 鍛冶 技術 を 伝授した 御嶽と みられる。 この 

宮 古の 友 利 やその 近くの 砂 川と いう 部落 は、 宮 古島で ももつ とも はやく 開けた 海岸の 集落で ある。 そこに は 日本 

から 沄 えられた 占いの 本の トキ 双紙が 普及して いる。 トキ 双紙の なかには 「東な りかね」 という 神 名が 出て くる- 

と ころが、  八重 山の 鳩 間 島に も 友 利 御嶽が あって、 その 神 名 を 「おともり」、 そして ィ ベの 名 を r 大 ざなる が 

ね」 と 云う と 『由来 記』 にあり、 『旧記』 に は 神 名 を 烏 度 森、 威 部の 名を大 座那呂 金と 云う と ある。 これら は 八 
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重 山の 友 御嶽と 宮 古島の 友 利 部落との 関連 を 示す ものである。 宮 古の 友 利 や 砂 川 は 倭寇の 基地で あつ たという 

のが、 宮 古島の 歴史家の 稲村 賢 敷の 説で あるが、 そうだと すれば、 その 勢力が 八重 山まで 延びて いた こと を 暗示 

している ようにみ える。 竹 富 島の 仲 筋 御嶽の 祝詞に も 「なる かね」 という 言葉が 見える。 また 竹 富 島の 久間原 御 

嶽の イビ 名に も 「友 利大 あるじ」 の 名前が みえる。 『由来 記』 に はこの 二つの 嶽の神 は 沖 繙 本島から 渡って きた 

と 註記して ある。 鳩 間、 竹 島、 与那 国に は 友 利 姓が みられる こと を 考え あわせて、 沖繙 本島から 宮 古島へ、 さら 

に 八重 山へ と 南下した ャ マトの 人間た ちがいた ことが 推測され る。 そう 言えば、 「盛」 が 平家の 系統の 人名に 特 

色の ある 字で ある ことから、 私が 平家 残党の 南 走 を 支持して いるよう に 誤解され るか も 知れない が、 そうで はな 

い。 稲村 賢 敷も宮 古の 友 利 や 砂 川に は 正 盛、 金 盛、 金 殿な どの 名前が 多い が、 それ を 平家の 残党と むすびつける 

こと をい ましめ ている。 ただ 宮 古島の 統一 者の 仲 宗根豊 見 親の 長男が 仲屋金 盛と 称した の を はじめ、 友 利 の^ん 士、 I 

かわかに もり  もも さ もり 

ガ金 盛、 5^ 俣の 百 佐 盛な ど宮 古の 指導者に 盛の 字 をつ く 名前が あるの を みれば、 ャマ ト 武士 風に あやかる 名 をつ け 

る ことが 当時 流行した と 推察で きる とおもう。 友 盛 嶽の名 は、 そのこと を はからずも 告げて いるので はなかろう か。 

三 

沖繙 本島の 与那 原に ある 友盛嶽 について はなお 言い残した ことがある。 それ は、 バ テンの ろ を つて ャ マト か 

ら やつ てきた という タジ ョ ク魚 のこと である。 私 は 今年の 清明 祭の 日に 第 一 尚 氏の 始祖の 尚 思紹の 父親に あたる 

鮫刀大 主が 居住した という 馬 天嶽ゃ 鮫川大 主が 漁 をした とき 網 を 干した という 丘 や、 また その 近くの ャマ トバ ン 

タ をたず ねて みた。 ところが 馬 天嶽は 一九 五 九 年の 大災害で 山く ずれ を 起し、 鮫川大 主の 居住地 は 跡 かた もな く 

消滅して いた。 鮫川大 主の 位牌 は 移されて、 佐銘 f 御殿に まつられて いると 聞いて、 その 御殿に いってみ た。 御 

殿と い つ て も 小さな 民家で ある。 清明 祭な ので 御殿に は 較川大 主の 子孫と 称する 人た ちが 位睥 をお がみに あつま 


259 『琉球 国王の 出自』 をめ ぐって 


つていた。 その 席上で、 私はタ ジョク 魚と は どんな 魚な のかと 聞いた。 すると それ はス ルル 小です よと いう 返事 

がかえ つてき た。 ス ルル 小と 言えば、 琉球 料理のと き 酌 味噌 あえに して、 生で食べる 小魚で ある。 腹に 銀色の 横 

線お 走って いて、 九州で いうと ころの キビ ナゴ に似てい る。 そこで 私 は はじめて タ ジョク 魚の 正体 を 知った の だ 

つた。 折 口 はこの タジ ョク魚 は、 何 魚に 当る か 知らない、 と 言って いる。 

タ ジョク 魚に まつわる 『由来 記』 の 話 はさきの 「友 盛嶽」 のと ころで 紹介した が、 私が その 日、 佐銘川 御殿で 

聞いた 話 はすこし ちがって いた。 薩 摩の 王が 琉 球から ちえの ある 人 をお くれと 言って きたのに、 琉 球から はまち 

がって 美人 をお くった。 そのと き 選ばれた のが、 馬 天の ろであった。 あまりの 美し さに 薩 摩の 王が 馬 天の ろ を 犯 

そうとしたら、 馬 天の ろ は 自分 は 竜宮の 使者 だと 言って、 塩 づけした タジョ ク魚を 海に 投げ こむ と、 魚 は 生き返 

つた。 それでも 薩 摩の 王 は あきらめずに、 馬 天の ろに 無理に 子ども を 孕ませた 上、 海に 連れ出して、 船 上での ろ 

の 身体 を 二つに 引き裂いて 海に 投げ こんで しまった。 そうした ことがあって、 今 も タジョ ク魚は 佐 敷の 海岸に 寄 

つ てく ると 言い、 六 年 ごとに ャ マ トバ ンタで 馬 天の ろが タジ ョ ク 漁の 祭りの 行事 をす る。 この 魚が 近よ つ てく る 

とき は 海鳴りが すると 地元で は 伝えられて いる。 

たわいな い 話の よう だが、 佐 敷 村に はタジ ョ ク 魚に ャマ ト へ の 郷愁 を おぼえる 人た ちが 住んで いたよう な 気が 

する。 ャ マ トバ ンタで 網 を 打つ てく らし を 立てて いた 鮫 川 大主も その 一 人だった かも 知れない。 折 口 信 夫 は、 鮫 

川大 主はャ マトから きた 人間で、 それ も 九州の 肥 後の あたりから やって きたと 推測して いる。 たしかに、 肥 後で 

は キビ ナゴは みんなの 好物で、 私の 幼少の 頃 はよ く 食べた。 また 鹿 児 島の 郷土料理の 膳に は キビ ナゴ はかならず 

出て くるの は 知っている 人 も 多いだろう。 こうして キビ ナゴに 似た タジ ョク魚 は、 九州と 琉球 東南 海岸 をつな ぐ 

使者の 役目 をす る 魚と みなされ るので ある。 ちなみに 馬 天の ろが 美人であった こと は 「おもろ さう し」 にも 伝え 

られ ている。 較川大 主に は 一男 一女が あった。 一男 は 尚 思紹で 第一 尚 氏 王朝 を 開いた 人物。 一女 は 馬 天の ろで あ 
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る。 馬 天の ろの 神 名 は 「てだしろ」 つまり 太陽 (て だ) の 依 代と いう 意で、 言う なれば 太陽の 巫女で ある。 馬 天 

のろ は 尚 思 紹の妹 だけでなく、 代々 「てだしろ」 を 名乗る 馬 天の ろが いたと 考えられる。 琉球王 府に聞 得 大君 を 

頂点と する 宗教 組織が 完成した とき、 馬 天の ろの 神 名の 「てだしろ」 もとり あげられて、 聞 得 大君の 神 名と なつ 

てし ま つ た。 

四  . 

いぜな 

鮫 川大主 はもと 伊平屋 島 伊是名の 住人で あつ たが、 島 を 脱出して のち 馬 天 浜に やつ てきて 漁 をして くらして い 

たと 『さめがわ 大 ぬし 由来 記』 は 伝える。 鮫 川の 川 は沖繙 では 井戸 を 意味す るから、 鮫 川 は 近 江 国 坂 田 郡の 醒井 

とおな じで あると 思われる が、 手がかり はない。 鮫と いう 字 だけ を 問題に すれば、 色々 と 考え をめ ぐらす ことが 

できる。 折 口 信 夫 は 鮫と いうの は 鮫 を 自分の 氏族の ト ー テムと する 南 島人の 信仰 を あらわし ている と 考え る。 

『球 陽』 をみ ると、 宮 古の 統一 者の 仲 宗根豊 見 親 玄雅が 海上で 難破した とき 鮫に 助けられた というので、 仲宗根 

さば  さば 

豊見 親の こと を鯖祖 氏玄雅 というよう になった と 記して いる。 鱅 は沖繙 では 鮫の こと を 云う。 つまり 鮫 を 先祖と す 

る 家す じの 者と いう 意味で ある。 私が 現地で 聞いた ところでは、 仲 宗根豊 見 親の 末裔 は 今日で も 鮫の 肉 をた ベない。 

つぶて 

馬 琴の 「弓 張 月」 に は、 為朝と その 従者の 八 町 礫の 紀平 次が 水 俣の 浜 村 を 出発す ると、 台風に 出会って 船 は 南 

海に 流され、 紀平 次の 船 は てんぷくした。 すると 波間から 大きな 鮫が あらわれて、 紀平次 を 背中に のせ、 無事 岸 

辺に はこんで やった、 という 箇所が ある (続篇 巻 之 一) 。 馬 琴 は 何に 由って この 着想 を 得た か 不明で あるが、 沖 

繙の 民間伝承 にも 一 応 通じていた ことが 分る。 

折 口 信 夫の 長 詩 「月し ろの 旗」 では、 鮫川大 主の 弟の 名 和四郎 (尚 思紹) が 肥 後の 佐 敷から 船出して 南下す る 

ときに、 鮫に 肩の 肉 をく われた が、 鮫 川 大主は それ を 祝福して 成人式の 祝宴 を 張って やる 箇所が ある。 つまり ト 
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I テムと しての 鮫の たましいが 名 和 四郎と 合体した と言うの である。 ちなみに この 長 詩に 出て くる 喜 次 郎大夫 は、 

八 町 礫 紀平治 大夫を 思わせる 名前で ある。 

ただ、 鮫に ついては 他の 考え もで きな く はない。 『球 陽』 外 巻の 「遺 老説 伝」 に は 次の 話が のって いる。 むか 

し沖繙 本島の 南部の 島 尻 郡の 真 壁 村 宇江城に 久嘉喜 鮫 殿と いう 人物が いた。 この 人物 は 全身が 鮫の 肌の ように 固 

かった が、 指の 間 だけが ふつうの 人間の ように やわらかかった ので、 そこ を 小刀で 突き刺されて 死んだ と言われ 

る。 全身が 鉄で 蔽 われて いるが 一 力 所 だけ 肉 身で あるた めに そこ を 刺されて 死ぬ 話 はま だ 他に も ある。 

日本から 鍛冶 神が やって きて、 沖 11 の 島々 を 次々 に 南下して 与那国 島まで いったが、 そこで 乱暴な 振舞が 多 か 

つたので、 島民が こまり 果て、 鍛冶 神の 妻に 頼み こんだ。 妻 は 鍛冶 神の 首の 付け根の やわらかな 肉 身 を 刺し、 夫 

を 殺して 与那国 島民から 感謝され た。 これ は 神 歌と して 先 島に 伝わ つ ている ものである。 

この 話で みるよう に、 鉄人の 話 は 鍛冶と 密接な 関係が ある。 宇佐 八幡 も 銅 や 鉄 をく らう 鍛冶 神で ある。 さきの 

久嘉喜 鮫 殿 は 『島 尻 郡 誌』 によると、 那覇 市の 安里 八幡宮の 近くに 移り 住んだ あと 殺された ことにな つてい る。 

この 八幡宮 は尚徳 王が 建てた 神社で、 第一 尚 氏に すこぶる 縁 由の 深い 宮 である。 鮫の 皮膚が 厚く、 まるで 鉄の よ 

うだった という 話 は、 鮫と 鉄との 関係 を 暗示して いる。 そうした ことから 鉄人に 鮫 殿と いう 名前が たてまつられ 

たのであろう。  一 

古事記で は 鮫 をサヒ モチの 神と 呼んで いる。 サヒは 朝鮮語で 金属製の 鋤で ある。 ここで 思い起され るの は 『球 

陽』 の 伝える 尚 巴 志の 逸話で ある。 彼 は 幼少の 頃に は与那 原の 鍛冶屋に 剣 をつ くって もらった。 その 剣 を もって 

舟に のった とき、 鮫が おそいかか つたが、 尚 巴 志が 剣 を もって 舟の 上に 立ちはだか ると、 鮫 はお それて 逃げて し 

まった。 その 頃、 外国の 商船が 鉄 塊 を 満載して 与那原 港に やって きた。 貿易 をす る もの はみ な その 剣 をみ て ntw い 

たいと 思った。 尚 S 志 は 剣と 満 船の 鉄 塊と を 交換し、 買いと つた 鉄 を 百姓に 与えて 農具 を 作らせた、 という。 こ 
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の 話に も 剣と 鮫との 取り合わせが みられる。 鮫が 剣 をみ てこ わがった と言うの は、 尚 巴 志と 鮫との 親 縁 関係 を 示 

す ものと して 解せられ ない こと もない。 そうすると 折 口説に したがう ことになるが、 むしろ 私 は 剣の 威力 を 誇示 

する ために つくられた 話の ように 思う。 

そこで 話 を 鮫川大 主に もどす とすると、 彼 はたんに 佐 敷の ャ マト バン タで網 を 打って いた 漁師で はなく、 日本 

本土から 鉄器 をたず さえて、 沖繾 本島の 東南 部の 一角に 小 権力 を 打ち立てた 人物ではなかった かと 思われる。 つ 

まり 鮫川大 主に 私 は 鉄人の 匂い を 嗅ぐ ので ある。 

鮫と いう 名に ついて、 あと 一 つ だけ 言って おきたい ことがある。 『薩隅 日 地理 纂考』 をみ ると、 薩摩国 阿多 郡 

阿多 郷は、 阿多 忠景の 根拠地であった。 そこに は建久 三年 以来、 数百 年の 間、 鮫 島 氏の 居城が あって、 鮫 島 氏 は 

南朝 方と なり 活躍した が、 島 津責久 の 頃に 降伏した。 この 阿多地 頭と なった 鮫 島 氏 は、 阿多 忠景の 同族と されて 

いる。 とすれば 阿多 忠景 (または その子) の 娘婿と なった 源 為朝と も むすびつかざる を 得ない。 そこで 私 は析ロ 

になら つて 次の ような 推測 を 立てて みた。 南朝 方の 勢いの ふるわなく なった 頃、 鮫 島 氏の 一族が 南下して、 沖繙 

本島の 東南 海岸に たどりついた。 そして 阿多 忠景と 同族で あると ころから、 自分た ち は 為朝の 血す じ を 受けた も 

のと 言い ふらした かも 知れぬ。 肥 後の 佐 敷と むすびつけ るの はすこし 無理 かも 知れない が、 鮫 島 氏の 居城の あつ 

さ じぎ もと 

た薩 摩の 阿多 郡の 旧宮崎 村に は 桟敷 本と いう 地名 も 残って いる。 源 為朝 は 八幡 太郎義 家の 曾孫に あたる。 そこで 

為朝の 末裔が 八幡 信仰 を もった としても ふしぎで はない。 おそらく 第 一 尚 氏の 熱烈な 八幡 信仰の 基盤 は そのよう 

にして 形成され たので は あるまい か。 この 鮫 島 氏と 鮫川大 主の 名と に は、 なにがし かの 縁 由が あるか もしれ ない 

但し それの 確証 を 目下つ かむ までに はいたって いない。 
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数年 前 『八 代 市史』 を よんで いて、 その 中に 紹介され ている 相 良 文書に 注目した。 それ は 天文 十一 年 (一 五 四 

二) こ、 八 4£ 城主の 相 良義滋 が琉球 国へ 交易 船 をつ かわして、 ときの 国王に かずかずの 珍品 を 進呈した ことへの 

返礼と して、 砂糖 百 五十 斤 を 送る と 書かれて ある 手紙で ある。 天文 十一 年 は 第二 尚 氏の 王統で、 尚 真 王の 子の 尚 

清 王の 時代に あたって いる。 しかし 国王の 名 はなく、 琉 球円覚 寺の 全 叢と いう 僧侶の 署名が ある。 日本から 琉球 

に 渡来して、 国王の 顧問と なった 僧侶に ちがいない。 当時 は 砂糖の 製造が はじまつ ていたと は 思われない。 そこ 

で この 百 五十 斤の 砂糖 は 中国から 招来され て、 琉球 王府の 大切に していた 品物で あつたと 思われる。 この 手紙に 

よ つ て琉 球と 肥 後の 八 代との 間に 正式の ル ー ト による 交易が 開かれて いた ことが 確認され る こと は 重大で ある。 

この こと は 相 良 氏の まえに 八 代 城主であった 名 和 氏が、 没落した のちに 南下して、 沖繙 本島の 東海岸に やって 

きて、 第一 尚 氏の 王統 をき ずいた という 折 口 信 夫の 仮説 を 有利に する。 尚 氏の 尚、 または 尚 巴 志の 父の 尚思紹 

(苗代 大親) の 苗 は、 名 和に 由来す ると 折 口 は 言って いる。 『島 尻 郡 誌』 に は 相 良 一郎 (あるいは 鹿 児 島 一郎) 

と 称する ャ マトの 武士が 佐 敷の 馬 天 港に 上陸し、 島 尻 郡の 旧 真 壁 村 宇江城に やって きて、 地元の 剛勇の 土に 試合 

を 申し込ん だが 敗 死した という 話 をのせ ている。 これ は 地元の 人た ちが ャ マトの 武士と 言えば、 鹿 児 島 あるいは 

肥.^^の相良と考ぇたことを意味する。 鹿 児 島 は 沖繙と 関係 深いから とうぜん のこと として、 とつぜん 肥 後 八 代の 

相 良 武士の 名が 出て くる こと は 重視す る 必要が ある。 とくに この 武士が 佐 敷の 馬 天 港に 上陸した というの はなに 

か sfc が あるに ちがいない。 そして、 この 話 もまた 折 口説 を 補強す るに 足りる。 

ss?^ & 間切と よばれる 佐 敷、 知 念、 玉 城、 大 里の 村々 は 第一 尚 氏の 根拠地で あるが、 そこ は 日本 本土との 閱係 

の 深いと ころであった。 たとえば、 玉 城 村の 百 名の 海岸に は、 ァ マミ キヨの 作った と 称する ャ ブサッ (藪 薩) の 

御嶽が ある。 士 IP 岐、 対 馬から 薩 摩に かけての 九州の 西海岸 ぞいに、 ャボサ とか ャブサ と 呼ばれる 森が あって、 そ 

こよ 聖地と して あがめられ ている。 ャブサ ッはャ ボサ、 ャブサ とおな じで ある。 それだけ でも、 ャ マトと 沖 11 の 
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交渉 をう かがう に 足りる。 また 玉 城 城に は 白米 城の 伝説 もった わって いる。 ただし そこで は 白米で はなく 砂と な 

つてい る。 

沖繙 本島の 東側に 沿つ て 南下す る 東 廻りの 航路 は 日本と ひじょうに 交渉が 深いと 柳 田 国 男が 述べて いる こと は 

知られて いるが、 事実 『おもろ さう し』 を みても、 勝 連 文化の 跡 をた どる こと はでき る。 同書の fa 十三に、 沖 永 

良 部 島の 孫 八の ことが うたわれ ている。 孫 八が 沖繙 本島の 国 頭 村に ある 奥 杜の神 を 尊崇して、 船 を 早朝に 走らせ 

ると いう 意味の 歌で ある。 この 歌から 沖 永 良 部 島と 沖繙 本島の 東海岸との 海上 交通の あった ことが たしかめられ 

る。 沖 永 良 部 島に つたわる 嘉永 三年の 『世 乃 主が なし 由緒 書』 によると、 沖 永 良 部 島の 「世の 主」 というの は、 

三 山が 鼎立した 頃の 琉 球で、 今 帰 仁に 居 を かまえて いた 北山 王の 次男と いう ことにな つ ている。 「世 の 主」 は 中 

永 良 部 島の 後蘭 村の 孫 八に 城 を きずかせた とも 述べて ある。 更に 孫 八 自身 も、 また 孫 八と ー緖 にやって きた 沖 永 

良 部 島の 屋者 村の 真三郎 も、 琉球 人の 名前で はなく、 多分 は 日本からの 落人で、 「世の 主」 に 奉公した ので はな 

いかと 推定 を 加えて いる。 さきに 見た ように、 『おもろ さう し』 にも 「永 良 部 まこ はつ」 の 名前が 出て おり、 し 

かも 城 を 作る 歌が 並 記されて いるから、 『おもろ』 の 孫 八 は 日本からの 渡来した 城 作りの 技術者であった ことが 

は つ きりす る。 

このように 日本から 南下した 人た ちがあった こと は 否定すべく もない。 彼ら は 沖 織に 決定的に 不足して いる 鉄 

器 を もって、 沖 織 本島の 東南 部の 知 念 半島に 支配権 力 を うちたてた。 そうして 八幡 信仰 を もたらし、 それが 第一 

尚 氏の 信仰と して 伝わった。 この 八幡 信仰が 為朝の 末裔 を 名乗る 人た ちの もたらした もので あつたか、 もしくは、 

八幡 大 菩薩の 旗 を 押し立てた 八幡 船に 乗る 倭寇の もので あつたか はたし かめる 術 はない。 その いずれも まじりあ 

つ ていたで あろうと 考える のが 無難で ある。 

ししょう  しろお ひ <U 

東 眉 納寛惇 の 『琉 球の 歴史』 に は、 巴 志の 父の 思紹 というの も、 後のお くり 名で、 苗 大親 というの が 本来 0 
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呼び名で あつたと 述べて いる。 そして 折 口 信 夫が 尚 巴 志の 父の 尚 思 紹の紹 はお そらく、 鋁の 誤字で、 尚 思 紹と書 

いて 「なわしろ」 と 写した もので あろうと 言って いるの は、 たんなる 臆測に すぎない と しりぞけ ている。 その 理 

由と して、 尚 思 紹の尚 は 後で 贈られた もので、 生前に は、 思紹 としか 唱えて いない。 尚 を 「なお」 又は 「なわ」 

と 読む 例も琉 球に はない と 云って いる。 尚と いう 姓が 巴 志 以後の 事で、 思紹は 生前に 尚 思紹と 唱えた 例がない か 

ら、 折 口説 は 当らない、 と言うの である。 仮に 東 恩 納寛惇 の 主張のと おりであった としても、 尚 姓が 巴 志のと き 

こ 生まれた 原因 は、 苗代 大 親の 苗に あると 考える こと は 可能で ある。 そして 思紹 にも あとで 尚 姓が つけられ たの 

であったろう。 死者が 生きて いるかの ようにして 外交文書に 記す 例は琉 球のば あいすく なくない。 

佐 敷 村の 月し ろの 宮に 立つ と、 馬 天 港が 一望に 見渡せる。 この 宮を 月し ろの 宮と 呼ぶ わけ は、 月し ろが 第一 尚 

氏のう ぶすな 神で あるから だ.。 今 も 佐 敷 村に は 苗代 殿が あって、 そこに は 月し ろの 井戸が のこって いる。 だが、 

尚 巴 志の 居城だった 場所に 月し ろの 宮が たてられ たの は、 そう 古い ことで はない。 大正 末年、 首 里 城に 県 社の^ 

繙 神社が 創立され たが、 第二 尚 氏 は 自分の 祖先 を 神と まつっても、 第一 尚 氏 を 合祀す る こと は 拒否した。 やむな 

く 昭和 十三 年に、 佐 敷 村に 尚 巴 志 王の 一統 を まつる 月し ろ宮を 建立した という。 私 は 室町 時代の 足利義 政の ころ 

に 滅亡した 第一 尚 氏 を、 第二 尚 氏が 大正時代 にいた るまで 疎外す る 姿勢の 烈し さに おどろいた。 第一 尚 氏から 第 

二 尚 氏への 政権の 授受が 円滑に おこなわれた というの は、 『中 山 世鑑』 に はじまる 沖 織の 歴史の 説明で あるが、 

それが 歴史 を 糊塗した ものである こと は、 今年の 春、 第一 尚 氏の 本拠で ある 佐 敷 や 知 念、 玉 城の 村々 をお とずれ 

てつぶ さに 知った ことで ある。  . 

第一 尚 氏 最後の 王の 尚徳が 死んだ のち、 王妃と 長男の 佐 敷 王子 は 殺された。 首 里の 天 山の 霊 御殿に あった 尚 巴 

志の 遺骨 は、 第一 尚 氏の 滅亡 後、 その 遺族が 読 谷 村に かくした といわれ、 いま も 佐 敷 森と 呼ぶ ところが あるそう 

である。 また 尚 巴 志の 子で 尚徳の 父に あたる 尚 泰久の 骨 は 越 来の 乞食 墓に 移された。 乞食 墓と は癞 者の 墓 を 意味 


^ する そこに 力く してお けば 手 をつ ける 者 もなかろう という おもわくから であった。 この 作戦 は 功 を 奏し、 なが 

らく 第二 尚 氏に 知られず、 明治 四十 一年に はじめて 玉 城 村の in.^ に 改葬され、 現在に 至ってい る。 

I 第 一 尚 氏が ほろ ぶと、 尚泰久 王の 子どもたち は 玉 城 村に 逃げ かくれ、 ひそんだ といわれる。 その 一 人で ある 八 

^ 幡加那 志 は 玉 城 村の 仲栄真 城に 住んで いたが、 この 城 は 尚 真 王のと きに 第二 尚 氏の ために こわされて しまった。 

I 尚 泰久の 王女で 尚徳 王の 姉に あたる ももと ふみ あがり も、 玉 城 村で 余生 をす ごした といわれる。 彼女 はは じめ 勝 

連 あま わりの 妻と なった が、 その 逆心 を 知って、 鬼大 城に つきそわれて 城 を 脱出した。 第一 尚 氏が ほ ろんだ とき、 

彼女の 二度目の 夫で、 越 来 城主であった 鬼 大城も 殺され、 ももと ふみ あがり は 若く して 孤独の 身と なった。 この 

薄幸な 王女の 墓 は、 玉 城 村の 富 里に ある。 まえに は、 主 留前殿 内に あつたの が、 玉 城 中学校の ところに 移され、 

さらに 現在地の 山 原 山の 子孫の 墓の 傍に 三 転して、 ほうむられ ている。 それ は 運命に もて あそばれた 彼女の 生涯 

を 思わせる かの よう だ。 

私 は 知 念 半島の 村々 を 歩きながら、 これらの こと を 知った。 第一 尚 氏の さいご はむ ごたら しい 悲劇に 終った。 

第二 尚 氏 は それ を ひた かくしに したが、 現地で はま だ、 第一 尚 氏の 頃の ほ とぼりが 感じられた。 歴史の 糊塗した 

部分 を剝 がして いくと、 第一 尚 氏の 素地が 私の 眼に もよう やく 映る ようになつ てきた。 私 は 折 口唇 夫の 『琉球 国 

王の 出自』 の 主題の 内容 を 検証して みたが、 大きな 間違い を 発見す る こと はついに できなかった。 むしろ 折 口の 

予言が 適 中す る 思いに、 しばしば 身ぶ るいす る ことがあった。 さいごに、 鮫川大 主はャ マトから 渡来した 人物で 

あるが、 おなじ ャ マトから 渡来した 尚 氏の 一族と 直接的な 血の つながりはなかった、 と 私 は 考えて いる。 - 
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無私の 旅人 .笹 森 儀 助 


笹森儀 助 は どんな 人物で あつたか。 

笹森儀 助の 伝記 は 横 山 武夫 氏の 執筆に よる ものが 昭和 九 年に 一冊 出て いるき りで ある。 その 横 山 氏の 『笹森 儀 

助 翁 伝』 に 佐々 木 新 七と いう 人が 「序」 を よせてい る。 

r 予が笹 森 儀 助 翁 を 知った の は 昭和 元年 三月、 青 森 商業学校 長に 就任して からであった。 当時の 商業学校 は 独 

立の 講堂 もな く、 現在の 商業 実践 室が 雨天 体操場と も 講堂と もに 併用され ていた。 そして その 室の 正面の 壁 問 

に 二 筒の 写真 額が 掲げられ てあつた。 その 一が 笹森 翁であって、 他 は 村 本 翁ので あって、 共 1^11 校 創立 当時 

の 功労者と いうので ある。 iii へ 羽 か i きお 4- か^; » き 舟 勝 伯に 髮髴 たる ものが あり、 一見 常人に 非ざる を 思 

わしめ た」 (傍点 引用 者) 

笹森儀 助の 肖像に ついては 作家の 島 尾 敏雄も それに 触れて 書いて いる。 

「私の つとめてい る 鹿児島県 立 図書館 奄美 分館 の 資料室 に は その 前身の 分離 中 の 文化 センタ ー 時代から 二人の 

人物の. 肖像画が 残されて おり、 その ひとりが 笹森儀 助な の だが、 それ はいかに も ふしぎな 感じな の だ。 たぶん 
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有能な 行政官で はな か つ たろうと 思わせる 遠い 顔つきの 模写 絵 だ ：：： 」 (『琉 球 弧の 視点から』) 

これでみ ると、 当然の ことで あるが、 青 森と 奄 美大 島に のこされた 笹森儀 助の 二 枚の 肖像画が 与える 印象 はさ 

ほどかけ はなれて はいない。 「一見 常人に 非ざる を 思わせる」 この 人物 は 「たぶん 有能な 行政官ではなかった ろ 

うと 思わせる 遠い 顔つき をして いる」。 

笹森儀 助の 肖像画 や 肖像 写真の ほかに、 笹 森の 主 著 『南 島 探 験』 は その 扉に 彼の 写真 複写 を かかげて いる。 苗〕 

蕉 布の 着物の 尻 を からげ、 クバの 葉の 団扇 を 首から つるし、 わらじ 履きの 出立ち に、 コゥ モリ 傘で 南 島の 炎暑 を 

さえぎる という か つ こうだが、 おのずから 人柄の 実直 さと 飄 逸が にじみ 出て いる。 

この 旅装 束で 笹森儀 助 は 明治 二十 六 年の 六月 初めから 九月 末まで 沖 繾 の 島々 を かけめぐった。 当時、 沖 IS のお 

しま  しょうれい 

島 (宮古 • 八重 山 群島) は 化 外の 民の 住む 瘴癘の 地と みなされ ていたが、 彼の 探検に よって その実 情が はじめて 

あきらかにされた。 

それだけ でない。 八十 年 まえの 当時から 今日に いたる まで、 先 島の 実体 をった える のに 『南 島 探 験』 を 凌ぐ も 

の は 出て いない。 

『南 島 探 験』 は 先 島の 歴史で はない。 明治 二十 六 (一八 九 三) 年 夏の 一 時点 をと つた 現況 報告で ある。 しかし そ 

の 中には、 いわば 歴史の 集約 を 感じさせる ものが 含まれて おり、 その 結論と しての 重さが ある。 その 重みが 無類 

なの は、 彼の 挺身す る 行動の 主観的 燃焼が、 このような 客観的 報告の 形 をと り 得た という ことに ある。 かかる こ 

と は、 おそらく 空前に して 絶後であった。 

笹森儀 助の 人物の もう 一 つの 素描が 石 光真 清の 文章に よって 残されて いる。 南 島の 探検 旅行 を 終えてから 七 年 

目、 日 清 間の 緊張に かわって、 日露 間の 雲行きが あやしく なった。 当時、 軍事 スパイと なって ロシア 領に 潜入し 

ていた 石 光真 清 は、 二 コ リスクの 近くの 汽車の 中で、 日本人の 老人が 乗り込んで くるのに 目 をと め： た。 「わたし 
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は その 風体 をみ て 思わず 微笑した。 ところどころ 破れて 色の さめた フロック コ ー トに、 凸凹の 崩れ 力 力った 山 高 

帽を かぶり、 腰に は ズダ袋 を ぶらさげ、 今一 つ 大きな 袋 を 肩から 斜めに 下げて いた。 しかも 縞の ズボンに は 力 ー 

キ 色の ゲ ー トル を 巻き、 袋の 重み を 杖に ささえて 入って きたので ある。」 (『曠野の 花』) それが 笹 森であった。 彼 は 

自分の 名前 を 名乗る と、 元 山の 奥から ここまで 歩いて きたと 言って、 石 光真 清 を おどろかせた。 

場所が 変れば 服装 も 変る というの か。 しかし 笹森儀 助の ュ ー モ ラスな 身なりと 不屈の 精神 だけ は 変らなかった。 

彼の 『西 伯 利 亜 旅行 日記』 をみ ると、 明治 三十 三年 十月 九日に 城津を 出発し、 十一月 十二 日に 城津 にかえる 旅行 

を こころみて いるが、 その 間、 日に 何 里と いう 行程 を あるきつづけ ている。 十月 十三 日の 条に 「行程 六 里 半 午前 

六 時 十五 分 輪 城出ズ 寒気 凛烈 二 シテ馬 二乗 ル 一一 堪へ ズ」 という 記事 も ある。 彼の 精神の 健脚 はすこし もお とろえ 

ていなかった。 

彼の 人物像から うかがう ことので きる の は、 笹 森が 実務 的に 有能な 人物で ない にもかかわらず、 実際的な 事柄 

に 拘泥して、 そこから 自分の 足 を はなさず、 しかも 夢 を 追う とおい 眼 付き をして いたと いう こと だ こ，^ を 実証 

精神と ロマンチシズムの 融合と 規定す る こと もで きょう。 また その 風貌から して 生ま じめ さと 飄逸、 頑固と 寛容 

をう かがう ことができよう。 野人に して 官界に 知己 を 得、 国士の 風格 を もちながら、 辺土の 民にたい する 国家の 

無策 を はばからず 指摘す る 勇気の ある 人物が ここにい る。 これらの 相反す る ものが 笹 森の 一身に 矛盾す る ことな 

く湊 合され、 それが 笹 森の 人格から 放射され ている。 筆者 は 横 山 武夫 氏が 青森県 立 図書館に 寄贈され た笹森 文庫 

を、 数， H4- まえに 閲覧 させて もらった ことがある。 その なかには、 笹森 自身が 筆写した 松 田 道 之の 『琉球 処分 始 

末』 や 「宮古 人頭税 廃止 請願 建議 書」 など もま じっていた。 筆者 は笹 森の 旺盛な 好奇心 を 目の あたり 見る 心地が 

し，， こ。 省略し ない こと、 眼で みたま まの そのもの を そのと おり 伝える こと。 すなわち 貪婪な 好奇心と 無私の 観察 

者との 眼の 一 致が もたらした 稀 有の 記録 者で ある 笹 森の 精神 は 今日で もな お 多くの 問題 を 私たちの まえに 提示し 
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ている 


伝記の 平仄に したがって その 出生から 記す となれば、 笹森儀 助 は 弘化ニ  (一八 四 五) 年に、 いまの 弘前 巿在府 

町に、 津軽 藩士の 笹森 重吉の 長男と して 生まれた。 母の 名 は ひさと 言った。 儀 助 は 十三 歳で 父に、 十九 歳で 母に 

死別し、 その 家庭生活 は 不遇であった。 後年、 彼が 妻帯して いとなんだ 家庭生活 も、 必ずしも 幸福でなかった よ 

うで あると、 私 は 横 山 氏の 口から 聞いた。 家庭での 恵まれない 心 を 笹森は 旅行に ふりむけた。 晩年に いたる まで 

彼のと どまる ところ を 知らぬ 旅行 癖と、 辺土の 民への 愛と は、 推測の 域 を 出ない が、 そこに かかわる ところが 少 

なくな か つ たであろう。 しかし それだけで 笹 森の 大 旅行家と しての 原 衝動 を 理解す る こと はでき ない。 

笹森儀 助に 影響 を 与えた 二人の 人物が いた。 一 人 は 山 田 登と いう 津軽 藩士で 勤王の 志に 厚い 農本主義 者で あつ 

た。 もう 一人 は あとに のべる 陸羯 南で ある。 山 田 は 北辺の 防備に 意 を そそぎ、 そのために 新田 開発 を 重要と 考え 

る 経世家で もあった。 山 田 登の 指導で 旌森儀 助 は 国政 政策の 意見書 を 藩 公に 提出し、 それによ つて 処罰され た。 

慶応三 (一八 六 七) 年の ことで ある。 笹森儀 助が 蟄居 謹慎 を 解かれた の は、 明治 三年であった。 明治 五 年 弘前県 

十四 等 出仕、 明治 十一 年 七月、 初代の 中津軽 郡長と なる。 しかし その 十四 年に は 彼 はとつ ぜん 職 を 辞した。 自由 

思想 を 鼓吹す る 東 奥義 塾 や キリスト教 を 布教す る 本 多庸ー の 一 派と、 笹 森ら 保守派との 大同団結 を 計ろうと した 

県令の 方針に 反対した ためで ある。 

笹森儀 助 は 保守的 精神の 持主であった。 しかし、 彼のば あい 「保守的」 と は 体制べ つたり を 意味す る もので も 

なければ、 自由 思想に たいする 党派 的な 敵視 を 意味す る もので もない。 彼 は 生来 党派心の ない 孤独 者であった。 

といって 漸進的な 改良主義 者で もなかった。 笹森は 彼の 思想 を 生の 形で 告白した 形跡 はない。 しかした とえば 明 
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治 九 年に 下 北 郡の 副 区長であった とき、 笹森は 独特の 「保守主義」 の 精神 を 発揮す る。 すなわち 官民 有 土地 区分 

事業で、 その 山林の 殆どが 国有林に 編入され ようとした とき、 彼 は 旧来の 慣行に したがう 入会 山の 権利 を 土地 住 

民の ために 守り、 猛烈に 政府の やり方に 反抗す る。 「拙者 奉 務中之 苦心 唯 民権 保護 之 一点に 止まる」 と 彼 は 報告 

書の 中で 述懐す る。 ここでい う 「民権」 は 自由 民権 者 流の 観念的な 民権で なく、  土着の 住民に 内在す る 権利な の 

であった。 私たち は笹 森の 中に 「社稷」 の 思想 をみ る ことができる。 「土地の 神、 五穀の 神」 にたいする 信仰で 

ある。 

笹森儀 助 は 郡長の 地位 を 去って こんど は 明治 十五 年 五月に 岩 木 山の ふもとで 「農牧 社」 を經 営す る。 当時の 青 

森で は 牛肉 をた ベ 牛乳 を 飲む 習慣がない ので、 農牧 社 は 東京で 牛乳 販売の 事業に とりくむ。 笹森は 東京 出張店で 

毎朝 三時に 起き、 飼 草の 取扱い はもち ろん のこと、 配達 乳 量の 増減の 状態 を 点検し、 みずから 配達 夫た ちの 記帳 

をし、 糧秣の 買 入れに 奔走し、 ときには また 乳牛の 買 入れに も 近県に 出張す る こと もあった。 

農牧 社經 営で 苦闘の 十 年 をお くった のち 笹森は 明治 二十 五 年に その 社長 を 辞退した。 その まえ 明治 二十 三年 頃 

から 筵 森 は 辞意 を 抱いて いた。 二十 三年の 十一月に は 帝国 議会が 開かれた。 この 二十 三、 四 年の 二 年間、 疫森儀 

助 は 憲法 発布に よる 議会 制度に 大きな 希望 を 抱き、 議会 開催中 は 毎日 登院して 傍聴し、 また 知り合いの 議員に む 

かって 自分の 意見 を 述べたり していた が、 二十 四 年 三月の のち は、 会議の 傍聴 を 断念し、 二度と 議場に 近づかず- 

友人た ちに あやしまれる ようになった。 その 理由 は、 政治家が ただ 党利 党 欲に 駆られ、 大本で ある 国利 国益 を 軽 

視す るに 絶望した ので ある。 

実際の 政治と 政治家に たいする 絶望、 これ は 笹森儀 助の 生涯に とって 一大 転回 点であった。 明治 二十 四 年 四月 

から 彼の 大 旅行が はじまる。 このと き笹森 はすで に 四十 七 歳に なって いた。 その 手 はじめが、 日本国内の 西南 地 

方の 旅行で、 『貧 旅行 之 記』 と 題す る 手記が のこって い る。 


民俗の 人び と 274 


あくる 二十 五 年の 六月に は、 政府の 軍艦に 便乗して、 千島列島 を 探検す る。 出発す るに あたって、 同郷の 陸 濯 

南から 調査すべき 項目 を 記した 手紙 を 受けと つた。 竭 南の 生家 はや はり 弘前 市の 在府 町で、 儀 助の 生まれた 家と 

目と 鼻の 距離に あった。 羯南 (本名 実) は 安政 四 (一八 五 七) 年生 まれで、 儀 助より は 十二 歳の 年下で あつたが、 

当時 は 新聞 『日本』 を 創刊し、 その 社主と して 活躍して いた。 竭南も 儀 助と おなじく 硬骨の 土であった。 時流に 

おもねらず、 あくまで、 その 信奉す る 「国民 主義」 を つらぬいて はばからなかった。 自由 民権 や 開化 主義に 反対 

するとと もに、 また 極端な 反動的 国家主義 ともた たかった。 そうした 津軽 人の 気質 を 「じょつ ばり」 と 呼ぶ。 笹 

森 儀 助 は、 羯 南と 精神的に 共鳴した。 そうして 明治 二十 六 年の 沖 緹. 先 島の 探検に も 出発 前に 会って 羯 南から 教 

示 を 受けて いる。 

笹森儀 助 は 千島 探検の 際に は 占 守 島ゃュ ト 口 フ 島に 上陸して 調査した。 このと き は 土人の 捨てた 掘 立 小屋に 宿 

り、 海霧に しめった 流木 を 乾かして 焚火 をし、 食糧がない ので 破船の 釘 をと つて それに 麻糸 をつ けて 魚 を 釣り、 

熊笹の 芽 葉 を 食べ て 飢え をし のいだ。 熊の 糞が まだ あたたかい けもの みちをた どって ゆく という 危険に みちた 探 

検 であった が、 八月 も 末になる と 千島の 海 は 荒れ はじめた。 しかも 乗艦の 石炭 や 食糧 は 極度に 欠乏した のでつ い 

に 引き返した。 このと き 笹森は 洋服の 上から 熊の 皮の 包み を 麻繙で 背負って いた。 

『貧 旅行 之 記』 『千島 探 験』 を よんで みて、 笹 森の 本領が 発揮され ている とはいい がたい。 彼の 真面目が 最も 露 

骨に みられる の はさきに ものべ たように 『南 島 探 験』 である。 

『千島 探 験』 は 明治天皇 にも 献上され た。 そこで 前年に は 極寒の 北境 をき わめ、 いま また 炎熱の 候 をお かして 南 

島に 遊ぶ の は、 暫時の 健康 を 力と し、 天 時に さからって 虚名 を 得ようと している と 非難す る もの も.； た。 しかし 
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儀 助 は あと 一年で 五十 歳に なろうと していた。 当時の 平均寿命 を 上 まわって おり、 いつまで 健康 を 保てる か 判ら 

ない 年齢に さしかか つていた。 笹森は 『南 島 探 験』 の 冒頭に 次のように 記す。 

「余 は 明年 を 以て 知命の 齢と 成る。 人生 五十 を 超過 すれば 明年の 健康 保し 易から ず。 身 己に 中老に 及び、 一両 

年 を 無事に 經 過せば 体軀の 衰弱に 傾く は 得て 免 かるべ からず。 これ 素養 未だ 滅却せ ざるに 当て 我が 版図た る 南 

端 諸島 を 踏破して 其 未だ 顕 はれざる 者 を 探り、 以て 世間に 報道して 内地の 実益に 供 せんこと を 図り、 奮 ふて 事 

に 従 ふ 所以な り。」 

「明治 二十 六 年 五月 十日、 琉球 群島 探 験と して、 家族 知友に 別れ を 告げ 弘前を 発す。 此 行ニ大 危害の 前 路に横 

せ きき つ  しょう 、, 

わる あり、 何ぞゃ 毒蛇の 螫喫 也。 瘴癘 毒の 感染 也。 此の 二 毒 を 蒙る とき は 其 生 を 全 ふす る 者 寡し。 余 は 已に決 

死の 上途 なれば、 外貌 強て 壮快 を 装 ふ も 内実 生別 死別 を 兼ね、 血涙 臆を沽 す。 当時 を 回顧 すれば 悄然たる 中 情 

夢幻に 異ならず。」 (原文 片仮名 混り。 以下 同様) 

この 文章 は、 当時の 笹 森の 心情 を 吐露して あます ところがない。 もとより 生還 を 期さない 決死の 探検 行で あつ 

た。 それ は 次の 言葉から もうかが われる。 「不日 八重 山に 趣き 実地 を 探究 せん。 不幸に して 病毒に 感染せば 直ち 

に 帰京、 大学 病院に 入り、 一身 を 病毒 治療 研究の 犧牲に 供 せんと 欲す。」 

こうした 決意の 下に 笹森儀 助 は 南 島 探検の 先輩で あ る 田 代 安定と 東京で 会う。 「同氏 は 曾て 沖 11 地方 取調の 為 

め 三回 各 島を跋 し、 遂に 瘴癘 毒の 襲 ふ 所と なり、 今 は 現に 痼疾と なり、 全癒の 期な しと 云 ふ。 依て 該 地の 事実 を 

質問し 益 を 得る こと 他の 比較すべきな し。 故に 数々 就て 教を請 ふ。」 

田 代 安定 はこれ でみ るよう にす でに 三回 も 沖 織 各 島の 探検 調査 を こころみ、 今 は マラリアに かかって、 いつな 

おる という あてのない 病人に なって いた。 田 代 安定の 第一 回の 調査 は 明治 十五 年、 第二 回 は 同 十八 年で、 この ハが 

二回 目の 調査 は 約 十 力 月間に わたり、 与 那国島 をの ぞく 八重 山 群島の ほとんどの 島 を 調査した。 楚森儀 助が ここ 
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ろ た 西 表 島の 東西 横断 もす でに 田 代 安定が なしとげ ている。 田 代の 調査が 主として 先 島の 地理 や 動植物な どに 

むけられ ていたと すれば、 それにた いして 笹 森の 調査 は 主として 先 島の 民情に むけられた。 

彼が 沖繙 本島から 宮古 • 八重 山 を へ めぐつ た 明治 二十 六 年 は、 国際的に は 日本と 清国の 緊張が も つ とも 高ま つ 

た 年に あたる。 そして 国内 的に は 二百 六十 六 年の あいだ、 先 島 (宮 古. 八重 山両 群島) にの み 課せられた 人頭税 

の 廃止 運動が 宮古 農民の 手に よって 火ぶ た を 切られた 年であった。 沖繙は 国際的に も 国内 的に も 波乱の 渦中に お 

かれて いた。 笹 森が そうした 時に 沖 織 各 島の 旅行 を 実行した の は、 まさに 幸運だった といえる。 『南 島 探 験』 の 

緊迫した、 無駄の ない、 するどい 文体 はこうした 条件の 下から 生まれて いる こと を 知る 必要が あるだろう。 そし 

て 人頭税 廃止 請願の 運動に たいして は、 沖繮が 国際的に 緊張の 只 中に おかれて いる 認識の もとに、 その 政治的 解 

決が 急がれた ので ある。 笹 森が 『南 島 探 験』 で 精細 克明に 報告した 先 島民 衆の 苦悩の すがた は 今 も 読む 者の 心 を 

うたずに はすまない が、 国防 的 見地から 首都 東京の 名士た ち を も 動かした のであった。 

中 村 十 作と 城 間 正 安の ひきいる 宮古 農民 代表の 人頭税 廃止 請願 建議 書に は 『南 島 探 験』 の 一節が 引かれて いる。 

これら 農民 代表に もっとも 好意 を 示した 谷 干城 は、 笹 森の 同郷の 友人で ある 陸羯 南の 主宰す る 『日本』 の 有力な 

後援者で あり、 またお なじく 宮古 農民 代表 を 激励した 近衛 篤 麿と 陸權 南と は 親しかった。 あとで ふれる ように、 

笹森は 明治 三十 二 年に、 羯 南の 推薦で 近衛 篤 麿が 前年に 作った 東亜 同文 会の 嘱託と なって 朝鮮 北部に わたる。 

こうして 笹森儀 助と 宮 古島の 人頭税 廃止 運動 は 切っても 切れない 縁 由 を もつ ことになるが、 その 指導者で あつ 

た 中 村 十 作 は 廃止 請願 運動の ために 上京した 際、 筵 森と も 会って いる。 

『南 島 探 験』 の 文章 はする どい 切 尖で 鐫 りつけ た 金石文の ようで ある。 この 著 は 明治 二十 七 年に 上梓され たが、 

その 際、 彼の 同郷の 学者で ある 葛 西 音 弥が笹 森の 草稿に 手 を 入れて 今日 見る ような 簡潔 無比の 名文に なった とい 

われる。 
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その 著書の 一 節 を 引いて みる。 「八重 山 群島 旧慣 取扱 上 残酷に して 人民 一 大 困難の 原素と なり 余 を し て 感憤止 

む 能 は ざら しむる は、 水田の なき 各 村に 米納を 命じ、 其 村民に 有 病 地なる 西 表 島に 水田 を 開か しめたる 是 なり。 

鳩 間 島、 黒 島、 竹 富 島、 新 城 島の 四 島 は 西 表 島に 飛地 耕 転せ しむ。 近く は 二 海里、 遠く は 八、 九 海里 以上 を 隔て 

て 刳舟に 乗り 黒潮 を 渉り 求めて 有 病 地に 入らし む。 抑 我 か 固有の 業務 を 抛ち、 往復 十日 間 を 徒費し、 損得の 勘定 

をも考 へず、 水田 を 耕作せ しむる は何ぞ や。 其 地に 産せ ざる 米 を 以て 貢租と する の 旧慣 なれば なり。 昔 は 竹 籠 を 

以て 暴悪 人の 水 を 汲ま しめたる を 聞く。 今 は 現に 米な き 地の 人民に 米 を 納めし むる を 見る。 噫 余が 此の 実話 を 聞 

かば 人 誰か 八重 山人 民の 為め に涕 泣せ ざらん や。 之れ を も 忍ぶ ベ しとせば 何事 を か 忍ぶ ベ から ざらん。」 

ここで 筆者 はかって 書いた 一文に よって 『南 島 探 験』 の 紹介 を こころみたい。 

「笹森 儀 助が 宮 古島で みた もの は 何 か。 薄暗い 織屋に 懲役 人の ように 坐って、 彼女ら の 人頭税で ある 先 島 上布 

を 織る 娘た ちであった。 八重 山で は、 鳩 間 島 や 新 城 島 や 黒 島から、 わざわざ 西 表 島まで クリ 舟に のって 耕作し 

に ゆく 人民の 姿が あった。 彼ら は 一片の 水田 を 持たないでも、 人頭税と して 米 を 徴収され た。 耕作に 際して は 

山野に 小屋掛けして 宿泊し、 川の 泥水 をのんで くらして いた。 笹森は 『ああ わが 同胞 中に おのが 居 島に なき 水 

田の 貢租 を納 むる 人民 ある を 知る や 否や』 と 痛憤して いる。 

それよりも おそろし いのは マ ラ リア 部落の 光景だった。 石垣 島で は 全島の 半ば 以上の 部落が マ ラ リアの 巣窟 

であり、 西 表 島 は 全島が 熱病の 震源地であった。 そこで は 毎年 人び とが 死に絶え、 どの 部落で も 満足に 揃って 

いる 夫婦 は 少なかった。 草 むらに は 無人の 廃屋が 何十とう ち 捨てられて あり、 さすがの 笹森 もお ぞ毛 立った。 

これら 有 病 地の 人び とに は 薬価 を 払う 能力 はない。 一年に 一度 まわって くる か、 どうか わからない 巡回 医師に 

対しても、 病人 はいない とゥソ をつ いて、 薬代 を 払う 苦しみ をの がれよう とする のだった。 しかも、 こうした 

人び と. を 奪して 石垣 島の 士族た ち は ほしいままに 肥って いた。 貢租の 数量 を ごまかし、 自分た ちに 対して は 
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最も 軽い 課税 をお 手盛りしながら、 人頭税 を 納める ことので きない 農民 を 罰し、 小学校 も 開けない 有 病 地から 

学校 税を とりたてる という デタ ラメぶ り だ つ た。 そこに は ハ ブゃマ ラ リアよりも 苛酷な 身分 制が 公然と 横 一 了し 

ていた。 

笹森儀 助 は、 こうした 不潔 きわまる 僻村 を、 毒虫の 襲撃に なやみ、 豪雨に たたかれ クリ 舟の なかで 全身ず ぶ 

濡れに なり、 くまなくたず ねま わった。 それだけで なく、 彼 は 西 表 島 地形 調査の ため 島の 中央に そびえる ゴザ 

岳 を 横断 旅行した。 そこ は 第二次大戦 後、 西 表 島 開発 調査団が やっと 足 を 踏み入れた ほどの 原生 密林に 蔽 われ 

ている 場所で、 田 代 安定が 踏破した ときの 山道 を 知っている ものが わずかに あるく らいであった。 笹森は 案内 

の 同行者 四 人と 共に、 木の 根 をよ じ、 山 蛭に 苦しめられ、 赤褐色の 谷川の 水 を 手です くっての みながら、 南国 

の 陽光 を さえぎる 樹海の 底 を さまよ つ た。 彼のたず さえて いた コゥモ リ傘 はまる で 箒の ように 骨 f かりこな つ 

た。 山中に 露営し、 仲 良 川に 沿って 山 を 下った が、 股まで 泥の 中に つかり 草鞋 はち ぎれ、 裸足の ままで 歩く ほかな 

かった。 やっと タリ 舟に のせて もらって 麓の 村に たどりつく ことができた。」 (『沖 繙— 辺境 の 時間と 空間』 所収) 

柳 田 国 男 は、 笹森儀 助 を 「かって この 旅人の ごとき 無私の 目的 をいだ いて、 ここに 半 歳の 日子 をつ ひやさう と 

した ものが、 果して 一 人で もあった とい へる かどう か」 と 嗟嘆しながら、 彼 を 「鍊金 術士」 と 呼んで いる。 

『南 島 探 験』 が 警世の 書に とどまらず、 予想 以外の 方面に 利用され、 実験 観察 を 基調と する 近代 学問の 先駆と な 

つ たという 意味で ある。 

『南 島 探 験』 は 先 島の 民が 人頭税の 不当 を 赤裸々 に 暴露した 告発の 書であった。 笹 森の 南 島 旅行の 目的 は、 南の 

辺境の 守り を 固める に はどうし たらよ いかと いう 政治的、 経済的な 施策 を 実地 を 視察して 報告す る ことにあった。 

しかし そのような 目的 を もった 旅行 にもかかわらず、 結果と して は 政府なら びに その 出先機関 である 沖繮 県庁が 

いかに 先 島の 民 を 放置して いるかと いう ことにた いする 烈しい 1 弾の 書と なった ので ある。 
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笹森は 保守的な 傾向 を もつ ていたと はいえ、 彼 は 自分の 見た もの を 言葉 または 文章で 裏切らな いと，： >  う 点で、 

その 精神 はま さしく 革新的で あつ た。 そのこと が 今日で もこ の 書 を 不朽の ものと ならしめ ている。 

笹森は 沖繙の 帰途 与論 島 • 沖 永 良 部 島 • 徳之島 を へ て奄 美大 島に ついた。 そうして こ こ で 鹿 児 島 商人が 奄 美の 

民衆 を； i: 取して いる さま を 見聞し、 痛憤した。 とくに 川辺 七 島、 あるいは それに 三 島 を 加えて 大 島と 呼ばれる^ 

美 以北の 小島 はまった く 無視され ている こと を 知った。 「七 島の 人民 亦た 陛下の 赤子に 非ず や、 何ぞ 度外視す る 

の爱に 至る や、 政治家 弱小 を 侮る の 弊なる か」 と 彼 は 慨歎す る。 

南 島 探検から 帰る と、 笹 森は大 島の 島司に なること を すすめられた。 笹森は それ を 承諾し、 明治 二十 七 年 八月- 

大島 島司に 任命され た。 この こと を もつ て 笹森儀 助が その 職 を 得る ために 南 島 探検 を こころみ たの だと 誹謗 中傷 

する もの もないで はなかった。 したがって 『南 島 探 験』 の 草稿 (これ は 刊行に あたって 削除) に は 「噫々 儀助不 

似と 雖も豈 虚誉を 貪る の 故 を 以て 死生 艱苦 を 軽し とする ものな らん や 蓋し 大いに 忍びざる もの ありて 敢て 死生 を 

問 はざる なり。」 と 述べて、 自分の 動機の 純粋 性 を 強調せ ざる を 得なかった。 彼は大 島島 司と なって 赴任す ると 

きに、 つると いう 娘 を つれていった。 それ は笹 森が 万一 死んだ ときには、 自分の 遺骨 を もって 帰国させる ための 

ものであった。 その 決意の ほどが うかがわれる。 

彼 は 明治 二十 八 年の 四月 二十 七日に 大島を 出発し、 八月 二十 七日に 帰着す るまでの 四 力 月間、 十 島 村の 島々 を 

巡回した。 『川辺 拾 島 巡回 要概』 をみ ると、 一旦 鹿 児 島 市に ゆき、 そこから 三 島 村 (竹 島. 硫黄 島 • 黒 島)、 口 之 

永 良 部 島、 七 島 村 (口 之 島. 中 之 島 • 臥 蛇 島 • 平 島. 謙 訪之瀬 島 • 悪 石 島 • 宝島) をめ ぐった。 

この間 調 訪之瀬 島に は 七月 十 一 日から 八月 五日まで 滞在して いる。 籠 訪之瀬 島 を 調査 中に 暴風雨に おそわれ 笹 
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森 儀 助の 一行 は 生死 不明 をった えられ、 軍艦 を もって 救助 させた といわれる。 前記 『要 概』 の 八月 五日の 条に 

「本日 誕訪之 瀬 島へ 海門 艦 寄 泊 一 行の 乗船 を 曳き悪 石 島に 至る」 と あるの がそれ に 当る のであろう。 顯訪之 瀬 島で 

は 同 島の 開拓 指導者で ある 藤 井 富 伝に 会い、 その 苦心談 を 聞いた。 藤 井 富 伝 は 当時 五十一 歳の 儀 助よりも 二十 数 

歳の 年長で、 七十 を 越えた 老翁で あつたが、 儀 助 は 富 伝の 話に 感激し、 明治 二十 九 年に は 『藤 井 富 伝 翁 伝』 を あ 

ら わし、 その 功績に 報いる ために 叙勲 を 申請して いる。 (藤 井 富 伝に ついては 拙著 『沖繙 —辺境の 時間と 空間』 を 参照) 

この 川辺 十 島の 巡回 も 二 年 前の 南 島 探検に 劣らず 苦難 をき わめた ものであった。 「巡回 日記」 によると、 平 島 

で 疲労困憊して 病気と なり、 三日間 臥床した のち 「乗船の 為め 臥床より 出で て 一町 余、 口  (呼？) 吸 塞り、 一歩 

も 進む 能 はず、 人の 助 を 得て、 辛 じて 再び 元 宿に 帰る。 是 より 大小便に 体 を 動かせば、 たちまち 咽喉 窒 塞す。 飲 

食 進まず、 疲労 甚 しく、 医師な く、 鹿 児 島に 帰て 治療 せんか、 大 島に 直航 せんか、 何れも 遠くして 果す能 はず、 

進退 極 はまれり。」 

r 予此行 必死 を 期し 故に 平 島に 大病に 罹る にか か はらず 生 を 思 はず、 故に 死 を 畏れず」 しかし 宝島で 十 島の 調査 

が 全部 終了した ので 「此上 は只大 島に 渡 念 始めて 生じ、 決死の 念 消し 生 を 欲する こと 甚 しく、 遂に 疲労 精神 鬱屈 

甚 (しく) 四 昼夜 臥床せ り」 と ある。 生ま やさしい 旅行ではなかった ので ある。 しかし そのお かげで、 『拾 島 状 

況録』 と 藤 井 富 伝の 伝説と はなが く 後世に 残った。 

まえにの ベた ように、 笹 森が 大島 島司と なった きっかけ は、 これら 小島の 住民の 生活 向上 を 念願した からで あ 

つた。 したがつ て 既得権の 上に あぐらをかく 鹿 児 島 閥との 軋鑠は 当然 予想され ると ころで あつ た。 

「笹森 儀 助 は 草鞋 握飯 流の 人な り、 その 琉 球に 遊び、 後、 大島々 守たり。 島内 鹿 児 島 党、 人民 党の 二 派 あり、 

鹿 児 島 党 は 閥族 党と して 毎に 人民 党 を 圧する の 風 あり、 快男児 笹森儀 助 新 島主と して 公々 然 人民 党に 党し、 薩 

閥 派 を 威圧す。 任に 居る 一 年 半 飄然 辞し 去る、 彼が 性行の 一 斑 比の 如き あり。」 
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これ は 大庭柯 公の 批評で あるが、 儀 助 はじつ さい は 四 年間 大島 島司の 職に あり、 明治 三十 一年 八月 末に 辞任し 

ている。 

「小生 も 赴任 以来 四 力 年に 相 成 (り) 大島 開闢 以来 之 長寿 長官と 相 成 (り) 殊に 薩 人と 島人と 之 競争 場 かかる 長 

寿 を 得る と は 僥倖 御 一笑 可 被 下 候」 という 手紙 を 旧師の 子息に 出して いると ころから みても、 彼の 施政 は 思う に 

まかせなかった にちがいないが、 しかし 彼 は 断乎と して 人民 党に 組し、 当時 勢力の 強かった 鹿 児 島 閥と 対抗した。 

彼 は 小 民 を 愛する こと、 その 生活の 向上 を 配慮す る こと、 そのために は 実体 を 把握す る こと を 政治の 要諦と 信じ 

た。 その 信念 を まげる こと は 生涯なかった。 先の 手紙の つづきに 「一両 三年 来、 山林 保護 論至而 やか ま 敷 相 成 候 

へ 共、 山林 は 益 荒 敗、 夫れ 条理と 法律と 嗷々 喃々 而 山林 増殖 すれば 能き もの なれ ども、 法律と 議論 益 盛に 而山. *^ 

日々 荒 破に 趣く を 如何せん。 政事 如斯 とすれば 利口者 は 誠に 重宝なる 者に あらず や。 昔 之 山林 を 愛 養す る 者 は 仮 

へ 人 を 殺す も 山林 を 涵養す るの 一 厳 法 を 実行す るに 過ぎず。 議論 法律 何の 実益 あらん や。 呵々。 」 

という 文章が のべて ある。 これ は 儀 助が 大島 でも 政府の 山林 政策に 腹 を 立てて おり、 彼のい いたい こと は 官民 

有 土地 区分 事業 以前の 旧制に かえせと いう ことであった、 と 斎 藤 康司氏 は 述べて いる。 明治 九 年下 北半 島の 副 区 

長のと きに 彼が 官民 有 区分に 反対して、 入会権 を 守った そのと き 以来、 彼の 主張 は 一貫して 変化 をみ せて いない 

ことに 注目す ベ きで ある。 

笹森 はこの 大島 島司 時代に 台湾 視察 旅行 を こころみ ている。 すなわち 日清戦争で 台湾が 日本の 領土と なると、 

大 島の 島民 は ひどく 動揺した。 大 島の 主産物 は 黒 糖で あるが、 台湾 は 世界で も 名 だた る 砂糖の 生産地で ある。 台 

湾が 国有と なった ばあいの 影響 を 心配した ので ある。 

笹森は 率先して 視察す るの 必要 を 感じ、 明治 二十 九 年 四月 五日に 台湾の キ ー ルンに 上陸、 五月 十二 日 同 港 を は 

なれる まで 台湾の 各地 をみ てま わった。 ここで も笹 森の 真骨頂 は 発揮され た。 彼の 『台湾 視察 結論』 の 一節に 次 


2 の 文章が ある。 
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と 「台 中 滞留 中 清 夜 再考、 此の 現況 を 知りつつ 内地 有志の 人々 に 報道せ ざる は、 国家に 忠なる 者の 所為に あらず、 

^ 報道の 微衷 を 致さん とすれば 事情の 許す 限り は、 実直に 遂げる 上に あら ざれば、 徒に 空言に 属する の 恐 あり、 

g 爱に 於て 意 を 決して 生蕃 地に 入り、 更に 南進して 南北 一 貫の 踏査 を 遂んと 決す。 

民 守備隊 参謀長 某に 面し 埔里社 行き を 計る。 参謀長 許さず、 曰く 本 月 二日、 日本 電信 工夫 二 名 生蕃に 殺されし 

より 物騒と なる。 樟悩山 峠の 工夫 も 残りな く 下山、 今 は 行 通 者な きに 至る。 毎日 巡査 憲兵 守備兵 等 駅伝 巡廻警 

戒 する 体に 付き、 此行は 難 許、 足下の 儀 は 決心の 上 蕃地に 入る 事 なれば 恐れな きも、 本隊 管内の 万一 の 事変 出 

来せば、 以ての外の 儀に 付宜敷 聴取 せらる べしと、 児 玉 台 中 知事の 厚意に て 金庫 輸送の 巡査 数名と 同行、 堇か 

に 一 部 生蕃 地に 入る を 得たり。」 

果して 『台湾 視察 日記』 の 四月 二十 五日に は 彼 は 慄然と した 光景に 出会う。 

「前 七 時 三十 分 埔里社 出 起、 檜 山 支庁 長 弓 削 隊長 市街 門外に 送る。 …… 拾 二 時 同地 出 起の 処傭 人夫 頻りに 進行 

を 難 じ喃々 苦情 あり、 則ち 云 ふ 本日 前 七 時 土人 三 名 此の先に て 生蕃 人に 首 を 取られたり、 故に 我輩 通行す る 再 

び 生蕃 人の 害 を 受けん 事 を 恐る と、 各 高楼より 隘勇ニ 名 或は 三、 四 名 出で て 我等 を 護衛 某 は 数寸の 懐剣 を 提げ、 

岡 氏 蕃刀を 腰に し、 若し 砲撃に 会せば、 銃口に 手 を 当て 発砲 人に 必ら ず復謦 して 共に 仆 るの 決心に て 通行せ る 

に、 橋 上に 至り 土人の 首 を 取られて 仆れ たる 死屍 を 見る、 脛に 一 銃丸、 左 股 脇に 一 銃丸の 疵を認 む。 生血 砂上に 

流れて 未だ 固まらず、 鈍刀に 切りた る 為 骨片 ある を 見る、 其 惨状 人 をして 慄然たら しむ、 後に 聞けば 是れ埔 里 

社の 商人な り、 其 他 二 名 は 村の 農夫に て、 既に 亀 仔 頭 村へ 引取りた る 後に て、 是 より 道路 点々 血の 滴る を 見る。」 

といった 危険地帯 を 彼 は あえて 侵して いく。 そして 台湾に 南北 鉄道 を 敷く こと や 官吏 家族の 宿舎 をた てること 

など を 献言す る。 しかし その 献策に、 笹 森の 個性の 長所が 顕著に あらわれて いると はいいが たい。 むしろ 彼の 単 
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純な 武断的 対外政策が むき 出しに 出て いる こと をみ とめねば ならない。 

笹森は 千島、 沖 繙、 奄美、 台湾と 明治 二十 四 年から 二十 九 年までの 六 年間に 大 旅行 をな しとげた。 その どれ を 

とっても 危険の ともなわな いもの はな か つ た。 さいごに 彼の まえに は 日本の 四周に 隣接す る 地域と して 朝鮮 だけ 

が 残されて いた。 大島 島司 を やめた 彼の 眼 は 当然の ことながら、 朝鮮へ と 吸いつ けられて いく。 

さきに 述べた ように 儀 助 は陸獨 南の 推薦で 近衛 篤 麿の 創始した 同文 会の 嘱託と なり、 明治 三十 二 年 五月、 朝鮮 

北部の 咸鏡 道に 日本語 学校 建設の 目的 を もって 渡った。 その 年の 募に は 城 律に 北 韓学堂 を 開き 堂 長と なった。 そ 

の 間 も 彼 は 暇 をみ つけ、 機会 を とらえて は 旅行した。 八月に は 軍艦 摩耶に 便乗して 海岸 地方 を 視察し、 九月に は 

およそ 二十日 間シべ リャを 旅行し、 ハパ 口 フス ク までい つた。 

また その 年の 十月 九日から 十一月 十二 日に いたる 間、 咸鏡道 北 関 地方お よび 露、 清、 韓 三国の 境界線の 形勢 を 

視察す るた めの 旅行に 出た。 

このと きの 視察 日記の 中に 彼 は 次の 記事 を 書きと める こと を 忘れない。 

「余 郡 守に 日本人 之 親 厚 を 切言す。 …… 郡 守 曰く 是れ 深く 感佩 する 処 なり。 然 りと 雖も 今日 実際に 於て 日本人 

を 目撃す るに、 其の 乱暴 又 甚だしと 謂 ふ 可し。 本 郡 竜 載 港に 四、 五十 艘の 漁船 集 来し、 漁夫 等 上陸して 村 内に 

入り、 酉を欽 みて 代^お 払 はず、 裸体に して 婦人 を 捕 ふる 等、 実に 言語 同断の 振舞 ふるに つき、 人民の 訴願に 

依りて 吏員 を 派し、 取調べた るに 無 鑑札の もの あり、 又 二、 三年 前の 旧 鑑札 を 所持す る ありて、 其の 甚だしき 

に 至りて は 我が 漁船 を 破壊し、 又 人の 妻 を 船に 引き入れて 数十 日の 久しき 間 妄りに 淫欲 を逞 ふす る あり。 吾人 

今官こ ありて 見る に 忍びず、 京 城 政府と 観察 使に 禀申 すれ ども 何の 沙汰 もな し、 実に 痛憤に 堪 へざる なりと。」 
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(句読点、 引用 者) 

今 も 昔 も 変らぬ 日本人の 倭寇ぶ りが 笹 森の 筆で 暴露され ている。 つまり、 四、 五十 艘の 日本人 漁船が おしかけ 

て、 村の 中にはい り、 乱暴 狼藉 を ほしいままに している と 朝鮮人の 郡 守が 訴えて いる。 それが 日露戦争 以前で あ 

る ことに 注目す る 必要が ある。 

三十 三年に 北 韓学堂 は 城 律から 鏡 城に 移った が、 この 年の 夏、 ロシアと 清国 は 衝突し、 その 風雲 は 急 を 告げる 

にいた つた。 笹森儀 助 はこの 情勢 を 視察す るた めに 十月 十五 日より 二十 九日まで 露 清韓の 三国の 国境 地帯 を 旅行 

した。 冒頭に 述べ た 石 光真 清との 出会い はこのと きの 旅行 だ つ たと 思われる。 

あくる 三十 四 年、 鏡 城の 学 堂が 廃校に なって、 儀 助 は 六月、 弘 前に 帰国した。 このと き 彼 は 五十 七 歳に なって 

いた。 朝鮮 北部での 生活の きびしさが 彼 を 衰弱 させた。 思えば 明治 二十 四 年 このかた 旅行に つぐ 旅行で あり、 一 

として 生命の 危機 を ともなわぬ もの はなく、 心身の 消耗 を もたらさな いもの はな，^ つ た。 


然しな 力ら 笹森儀 助 はま だ 休息 を ゆるされなかった。 彼 は 明治 三十 五 年 五月、 青 森 市の 初代の 市長 ェ藤卓 雨の 

推薦に よって、 二 代 目の 青 森 市長と なった。 理由 は、 他に 人材が ないから、 というの であった。 市長に なると 儀 

助 は 単身赴任した。 儀 助 は 東京に いた 彼の 娘つ るに 手紙 をお くって、 この度 青 森 市の 小 使 を 命ぜられ たから、 最 

後の 奉公 をす る 決心 だと 述べた。 儀 助 は 市の 財政 をた て 直す 一方、 教育に 意 を そそぎ、 青森県 立 商業学校の 前身 

となった 私立 商業 補習 学校 を 創立し、 その 初代 校長と なった。 儀 助 は 市議会に 出席しても 終始 沈黙して いる こと 

が 多かった ので、 これ は 市会 を 侮辱す る もの だとい う 非難が あった。 しかし 儀 助に して みれば、 いたずらに 多言 

であって 実行の ともなわな いもの は 無責任 だとい う 気持 を 拭い 去る ことができなかった。 それ は 彼の 廷身 実行の 


半生に 裏付けられた 信条な ので あつ た。 

彼 は 明治 三十 六 年 十二月 十六 日に 青 森 市長 を 辞任した。 そのの ち 彼 は弘前 五十 九 銀行の 監査役と なり、 ついで 

四十 一年、 大阪 にある 池 田 病院に 会計 監督 掛 となって 勤務した。 義 助の 五 女 はま をた よってい つたら しいが、 は 

まが 病死す ると その 遺骨 をたず さえて 弘前 にかえり、 もう どこに もっとめ なかった。 大正 四 年 九月 二十 九日、 七 

十 歳で 死んだ。 晚年は 不遇であった。 

その 死去に 先立つ 五 年 まえの 四十 四 年に、 青 森 市会 は、 饞 助の 商業学校 創設の 功労に 報いる ために、 その 肖像 

を 同校の 講堂に かかげる こと を 議決した。 あくる 四十 五 年 三月、 その 掲額 式が おこなわれた。 冒頭に 記した 蓰森 

儀 助の 肖像が それで ある。 
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八重 山の 医師 崎 山 寛 好と 岩 崎 卓爾は 交友だった という。 岩 崎卓爾 はよ く 崎 山の 家に 遊びに きて、 庭 を ながめな 

がら 閑談に 時 を 費やした、 と 崎 山の 甥に あたる 方言 学者の 宮良 当壮は 書いて いる。 崎 山 は 明治 十九 年に 上京して 

長与専 斎の もとで 医学 を 修め、 二十 三年に 八重 山に かえった。 開業の かたわら 風土病 研究 も はじめた。 八重 山に 

おける 近代 医学 は 崎 山の手で 開かれた。 

笹森儀 助が 八重 山 を 探検 旅行した の は 明治 二十 六 年の 盛夏で あるから、 岩 崎 卓爾が 石垣 島 測候所に 赴任す る 五 

年 まえの ことで ある。 笹森は 石垣 島に 着く とすぐ 崎 山 をたず ねて、 彼の 風土病 研究の 成果 を 発表す るよう に 依頼 

した。 崎 山 はは じめ まだ 日が 浅い からと 断 わった が、 笹 森の 熱心に ほ だされて 論文 を 送って よこした。 笹森は 

「一見 すれば 学士 輩 もい まだ 発せざる 処を 発し、 八重 山 熱に つき 実に 一新 発見と いふべき 著述な り。 かつ 見本 石 

一 個 を 添 ふ」 と 感嘆して いる。 

この 見本 石と いうの は、 崎 山の 論文の 鍵 をな す i 石であった にちがいない。 崎 山の 論文に よると、 八重 山 熱 

(マラリア) の 有 病 地に は、 八重 山で 粉 石と 呼ぶ 石が きまって ある。 無病 地に はこの 石 はまった く，， ぶ い。 つまり 
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この 石 こそが 八重 山 熱の 媒介 をな すので ある。 それが 地下 や 水中に あるとき は、 まるで 厚い 板の ようになって 水 

をと おさない。 上に たまった 水 は 湿地 をつ くり、 草木 を 繁茂させる。 草木 はやが て 腐朽し、 夏 熱 を 受けて 腐敗し、 

バクテリア を 発生させる 条件 をつ くる。 そこで バクテリア を 撲滅す るに は、 この 粉 石の 上に たまった 汚水 を 排出 

しなければ ならない。 それに は 山の 上から 下に 向って 溝 を 作り、 雑草 を 刈りと り、 ュ ー カリ ボ トスの 樹を 植え、 

また 平地に も 同じく 数千の 溝 を 縦横に 掘れば、 七 年 もす ると 八重 山 熱はなくなる だろう。 病気に かかったら ュ ー 

カリの 葉 をのむ となお る。 しかし 荒 地 を 水田に かえるに は 五 万人 位 を 移住 させねば ならない。 そこに 困難な 問題 

が ある、 というの が 崎 山の 論文の 要旨で ある。 

すでに 明治 十五 年と 十八 年に、 田 代 安定 は 八重 山に キナ樹 を試植 する ための 調査 をお こなって いるが 八 S 山 

の マラリア 地帯に キニ ー ネが 無償で 配布. 施薬され はじめた の は、 明治 二十 六 年の 暮 である。 したがって その 数 

力 月 まえ、 笹森儀 助が 八重 山の 民情 を 視察した とき は、 キニ ー ネは まだ 貴重 きわまる ものであった。 笹森 力ら キ 

二 ー ネ 丸薬 を わけて もらった 罹病 者 は 手 を あわせて 拝み、 のむ とたち まち 回 癒して 彼 を 驚かした。 八重 山の マラ 

リア は 敗戦 後 ほとんど 撲滅され、 いま は 西 表 島の 一部に 残る だけと 言われて いる。 しかし アメリカ の もたらし 

たァテ ブリン も、 また その まえ、 キニ ー ネ もなかった 頃に は、 マラリア は ガチャ メ ー (餓鬼 病み) といって りと 

くお それられ ていた。 高熱に 襲われても 身体 を 冷やす 氷な ど を もとめられない 部落で は、 芭蕉の 冷たい 葉 を 背中 

に 敷き、 その 幹 を 砕いて、 中に 含まれた 水で 額 を 冷やし、 熱の ひくの を 待つ ほかなかった。 

しかし 笹森儀 助 は 崎 山 寛 好の 論文に 彼 一流の 見解 をつ け 加えて、 八重 山 熱 を すみやかに 駆逐す る 方法 W  ノー. - 

兑を 改めて 地租 こ 切換え、 民力 を 回復す るの がいち ばんの 早道で あると 断じてい る。 医学 的な 治癒の 方法に 自信 

のなかった 時代の 考えと して は 当然で あるが、 それ 以上に 笹 森の 八重 山 熱に 対する 社会的 考察 は 正確で あつたと 

言えよう。 
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八重 山の 人頭税 は、 明治 三十 五 年に いたる まで 実に 二百 六十 六 年の 間、 島民 を 苦しめた。 人頭税 を 課せられた 

の は 十五 歳から 五十 歳までの 男女で、 人頭税 を 納めて なお 生きて いるの は 奇蹟 だとい う 民謡が あつたく らいで あ 

る。 家族の 人口が ふえる とその 数 だけ 人頭税が かかる ので、 堕胎 間引 は 八重 山 を 風靡した。 たとえば 明 和 八 (一 

七 七 一) 年の 大 津波のと き、 八重 山に は 二 万 九 千の 人口が あった。 溺死者 九 千 人 を 出して なお 二 万人が 残った。 

それから 年々 減少して、 百年 経った 明治 五 年に は 一万 二 千 人足らず、 明治 二十 五 年に なっても 一万 五 千 人 程度で 

しかない。 笹森儀 助が 八重 山 を 探検した とき、 現地 はこうした 窮乏の 状況 下に あり、 災害に 立ち 向う 力 を 喪失し 

ていた。 

二 

明治 二十 六 年 五月、 笹森儀 助 は 故郷 弘前を あとに 琉球 探検の 途に のぼった。 探検と みずから 銘 うつたの は 今 か 

ら すれば 大げさに も みられる が、 当時の 南 島 は ハブと マラリアの 巣窟で あり、 日本 内地から はいたって 縁遠い 存 

在であった。 

沖繙 自体、 明治 以来 日 清 間にあって 日和見 的 態度 をつ づけ、 ダンテの 生きて いた フィレンツェ 巿を 思わせる よ 

うに、 黒 党と 白 党と がた がいに 分かれて 反目した。 白 は 日本び いきの 開化 党、 黒 は 支那び いきの 頑固 党で、 黒の 

ほう は 首 里. 那覇の 沖合に 今にも 現われて くる はずの 清国の 「黄色い 軍艦」 の 幻 を 夢み ていた。 南 島の 防衛 はと 

う ぜんの ことながら 放置され、 制度の 改革 は 黒 党の 頑強な 抵抗に あって 進涉 しなかった。 だが 黒白 両党の 抗争 は 

要するに 上層 社会の 利害の 分裂に とどまり、 その 犠牲と なった 人民 は 昔ながら の 隸属に 甘ん ずる ほかな か つ た。 

こうして 宮古 • 八重 山 島民に は、 依然として 人頭税の くびきが つけられた ままであった。 

笹森儀 助が 宮 古島で みた もの は 何 か。 薄暗い 織屋に 懲役 人の ように 坐って、 彼女ら の 人頭税で ある 先 島 上布 を 


織る 娘た ちであった。 八重 山で は、 鳩 間 島 や 新 城 島 や 黒 島から、 わざわざ 西 表 島まで クリ 舟に のって 耕 f しに ゆ 

く 人民の 姿が あった。 彼ら は 一片の 水田 を 持たないでも、 人頭税と して 米 を 徴収され た。 耕作に 際して は 山野に 

小屋 卦ナ ンて 宿泊し、 川の 泥水 をのんで くらして いた。 笹森は 「ああ わが 同胞 中に おのが 居 島に なき 水田の 貢租 

を納 むる 人民 ある を 知る や 否や」 と 痛憤して いる。 

それよりも おそろし いのは マ ラ リア 部落の 光景 だ つ た。 石垣 島で は 全島の 半ば 以上の 部落が マ ラ リアの 巣窟で 

あり、 西 表 島 は 全島が 熱病の 震源地であった。 そこで は 毎年 人び とが 死に絶え、 どの 部落で も 満足に 揃ってい る 

..ig は 少なかった。 草 むらに は 無人の 廃屋が 何十とう ち 捨てられて あり、 さすがの 笹森 もお ぞ毛 立った。 これら 

有 病 地の 人び とに は 薬価 を 払う 能力 はない。 一 年に 一 度 まわって くる かどう かわからない 巡回 医師に 対して ミ 

病人 はいない とゥソ をつ いて、 薬代 を 払う 苦しみ をの がれよう とする のだった。 しかも こうした 人び と を 収奪し 

て 石垣 島の 士族た ち は ほしいままに 肥って いた。 貢租の 数量 を ごまかし、 自分た ちに 対して は 最も 軽い 課 移 もお 

手盛りしながら、 人頭税 を 納める ことので きない 農民 を 罰し、 小学校 も 開けない 有 病 地から 学校 税を とりたてる 

と い ぅデ タ ラメ ぶり だ つた。 そこに は ハブゃ マラリア よりも 苟 酷な 身分 制が 公然と 横行して い た。 

者 笹森儀 助 は、 こうした 不潔 きわまる 僻村 を、 もし 発病したら 自分の 体 を 東京の 病院に 送って マラリア 研究の 実 

脑 験 材料に 供しょう と 決心しながら、 毒虫の 襲撃に なやみ、 豪雨に たたかれ クリ 舟の なかで 全身 ずぶ濡れ になり、 

敬 くまなくたず ねま わった。 それだけで なく、 彼 は 西 表 島 地形 調査の ため 島の 中央に そびえる ゴザ岳 を 横断 旅行し 

助 た。 そこ は 第二次大戦 後、 西 表 島 開発 調査団が やっと 足 を 踏み入れた ほどの 原生 密林に 蔽 われて いる 場所で、 C 

纖 代 安定が 踏破した ときの 山道 を 知っている ものが わずかに あるく らいであった。 笹森は 案内の 同行者 四 人と 共に" 

笹 木の 根 をよ じ、 山 蛭に 苦しめられ、 赤 福 色の 谷川の 水 を 手です くっての みながら、 南国の 陽光 を さえぎる 樹海の 

0^ 底 を さまよった。 彼のたず さえて いた コゥ モリ 傘 はまる で 箒の ように 骨ば かりにな つた。 山中に 露営し、 仲^ jM 
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に、 あって. zl を 下った が、 股まで 泥の 中に つかり 草鞋 はち ぎれ、 裸足の ままで 歩く ほかなかった。 やっと クリ fr- に 

のせて もらって 麓の 村に たどりつく ことができた。 

八重 山. 宮 古の 探検 を 終えて、 笹森 は沖繙 島から 奄 美大 島に 向う ことになるが、 こ の ときの 報告書 『南 島 探 

験』 は翌 明治 二十 七 年に 刊行され、 赤裸々 な 記録と して、 また 痛烈な 警告の 書と して、 後世 不朽の 価値 を 持つ 運 

命 を 担 つ た。 

柳 田 国 男 は、 笹森儀 助 を 「かって この 旅人の ごとき 無私の 目的 をいだ いて、 ここに 半 歳の 日子 をつ ひやさう と 

した ものが、 果して 一 人で もあった とい へ るか どうか」 と 嗟嘆しながら、 彼 を 「鍊金 術士」 と 呼んで いる。 実験 

観察 を 基調と する 近代 学問の 先駆者と いう 意味で ある。  . 

笹森儀 助 は 沖 繙 滞留 中に しばしば 奈良原 知事に 会って いる。 『南 島 探 験』 を みれば、 奈良 原に 対する 印象 はけ 

つして 悪くな か つ たようで ある。 むしろ 彼 は 着任した ばかりの 知事に 沖繙 改革の 辣腕 を 期待して いたと 思われる。 

彼 はまた、 謝 花 昇の 砂糖 キビ 産業に 関する 講演 を 聞いた と 日録に しるして いる。 行きずりの 旅人で ある 笹森 にわ 

かる はず もなかった ろうが、 近代 沖 繙史の 苦悶 を 劇的に いろどる 奈良 原と 謝 花との 抗争 は、 この 年、 明治 二十 六 

年に 口火を切ろうと していた。 

謝 花 昇 は 沖繙島 尻の 農民の 子であった。 明治 十五 年に 郷党から 選ばれて 上京、 学習 院を 経て 駒 場の 帝国 農科 大 

学に 入学した。 明治 二十 四 年 卒業と 同時に 帰郷し、 二十 七 歳で 沖繙県 技師と なった。 中学 卒業生の 出た 家の 前で 

すら 人び と は 頭 を 下げて 通った といわれる 当時の 沖 織だった から、 沖繙 最初の 学士 は あこがれ のまと であり、 婦 

人た ち は 二重 眸の謝 花と 言って 騷 いだ。 しかし 社会 改革の 理想に 燃える 青年 技師の 行 手に、 洞喝も 買収 も 意の ま 
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まの 独裁者が 立ち ふさがった。 こうして 謝 花と 奈良 原の 間に は、 一方 を 排除し ないで は 済まぬ 宿命的な 抗争の 道 

が 開けた。 

事の 起り は奈良 原が 杣 山の 開墾 政策 を 強行し ようとし、 開墾 事務 取扱の ポストに あった 謝 花が それに 反対した 

ところから はじまった。 明治 二十 七 年の ことで ある。 奈良原 は 沖繙の 人口問題 を 解決し、 首 里 那覇の 貧窮 士族 を 

救済 するとい う 口実 を もって 計画を実行に移した。 しかし ひとたび 杣 山の 開墾が 許可され ると、 一戸 当り 平均 三 

反の 土地し かない 沖 II 県民の 窮状 を 尻目に かけて 賄賂 は 公然と 使われ、 尚 家 を はじめ 首 里 那覇の 貴族 や 金 持が 百 

五十 万 坪から 何十 万 坪と いう 莫大な 土地の 払 下げ をう けた。 これに 対して 謝 花 は、 森林 を 勝手に 伐る と 水源 は枯 

渴し 山の 土砂 は 崩れ 洪水 は 田畑 を 侵す だけで はなく、 薪炭 や 建築 材料に も 事欠く ようになる。 これで は 農民の 生 

活は 守られな いと 反対し、 首 里 那覇の 有力 士族の 払 下げ 出願 を ことごとく はねのけた。 奈良原 はこれ を 憤り、 明 

治 二十 七 年 九月に は 謝 花の 開墾 事務 主任 を 罷めさせた。 

つづいて 奈良 原が 杣山を 官有 地に しょうとして 杣山 処分の 問題が 起った とき、 土地 整理 調査 委員に 任命され て 

一た 謝 花 は、 ふたたび 奈良 原に 反対せ ざる を 得なかった。 彼 は、 杣山は 名 こそ 官山 だが、 実は 村民の 共有地 だ 力 

ら 当然 民有 地に すべき だと 主張した。 いったん 官有 地に なった が 最後、 農民た ち は 一木 一草 も 自由にす る ことが 

できず、 日常の くらしに 支障 をき たす。 謝 花 はみ ずから 農民の 間 を まわって 反対運動の 先頭に 立った。 このと き 

謝 4 匕の 胸 こ は、 官民 有 区分の 結果、 毎年 何 万と いう 盗伐 者 を 出す にいた つた 東北 農民の 追い つめられた 姿が 去来 

していた のべ」 つたろう か。 しかし ここで も 農民 は、 目先の 重税 をお それて 官有 地に 移讓 する ことに 默はノ 成した。 そ 

の 結果、 日常の 生活に も 困り、 官有 地に なった 杣山を 再度 払い下げて もらわなければ なら なくなった 

謝 i 匕 は 奈良原 を 追放し なければ 沖 織に 真の 幸福 はおと ずれない と 考え、 明治 三十 一年、 官を 辞して に 下り 

中 t こ 参政権 を 獲得 するとい う 大道 を 歩む こと を 決意した。 同志と 共に 沖繙 倶楽部 を 組織し、 『沖纖 時論』 をヌリ 
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行して 奈良 原の 行政 を 縦横に 批^した。 謝 花 は、 奈良 原が 公金 を 勝手にし ている という 証拠 をつ かみ、 独裁者の 

暴政 を あばいた。 これに 対して 奈良原 は 『沖繙 時論』 の 刊行 を 停止し ようとし、 謝 花が 資金 調達の ために 作った 

事業 を 妨害し、 白刃 を ひつ さげた 暴力団 を しばしば 差し向けて 謝 花 を 襲撃 させた。 奈良 原の 名 は 安積 疏水の 工事 

功労者と してよりも、 もっと 物騒な 事件と 結びついて 当時 知れ わたって いた。 奈良 原の 兄 は 文久ニ 年の 生 麦 事件 

として 有名な 英人 殺害の 下手人で あり、 奈良原 自身 は 寺田屋 騒動で 有 馬 新 七な ど を 斬殺した 上意 討ちの 張本人で 

あった。 しかも 彼の 後に は 藩閥 政府が 控えて いた。 

謝 花 は奈良 原との たたかいに 家産 を 使い 尽し、 同志に は 裏切られ、 度重なる 白刃の 幻影に おびえて 憔摔 した。 

ついに 沖繙を 去り、 山口県 技師と なって 神 戸から 赴任の 途中、 船 上で 発狂した。 ふるさと を 救う 者と 期待 を かけ 

られた 沖 II 平民の 子 は、 生ける屍の まま 七 年間 を 故郷です ごし、 明治 四十 一年 十 CIT、 四十 四 歳で 死んだ。 

南 島 探検から 帰った 翌年、 笹森儀 助は大 島島 司に 任命され た。 五十 歳のと きで ある。 それから 四 年の 間、 明治 

三十 一 年に 薩摩閥の 横暴に 厭 気がさして 島司 を やめる まで、 笹森は 個性 を 発揮して 島民の 生活 向上 を はか つ た。 

なかで も 明治 二十 八 年に 四 力 月 を 費やして 十 島 を 巡回 調査した とき は、 台風に あつ て笹 森の 一 行 は 一 時 行方不明 

を 伝えられ、 軍艦 を 派遣して 救助され た ほどであった。 このと きの 記録が 『拾 島 状況 録』 である。 

薩南十 島の 調査 をした もの は、 笹 森の まえに 白 野 夏 雲が ある。 夏 雲 は 鹿児島県の 役人だった 明治 十七 年に 二 力 

月に わたって 十 島 を 訪問し、 『七 島 問答』 や 『十 島 図譜』 を 残して いる。 彼 はの ちに 札幌 神社の 宮司と なった が 

小 樽手宮 洞窟の 偽作 事件 は その 部下が 惹き 起した という ことにな つてい る。 夏 雲が おとずれた ときには まだ 無人 

島であった 諫訪之 瀬 島で、 笹森は 藤 井 富 伝に 面会し、 彼の 移住 苦心談 を 聞いて 感動した。 そこ こ. は 苦しい 十二 年 


203 笹森儀 助' 辺境の 踏査 者 


のま 月が 流れて いた。 そこで 笹森は 『拾 島 状況 録』 のなかに その 事蹟 を 伝え、 また 別に 『藤 井 富 伝 翁 伝』 を 公 

した。 

諫訪之 瀬 島 は 文化 十 (一八 一三) 年に 大 爆発 をした。 降厌の 底に 二つの 部落が 埋もれ、 百 戸 を 上 まわる 人び と 

が 死滅した。 この 大 噴火の 年、 藤 井 富 伝は奄 美大 島の 外金久 村に 生まれた。 若い とき、 十 島 通いの 舟 乗りから 誠 

訪之 瀬が 無人島に なって いるが 広い 島 だと 聞いて 心 を 躍らした。 彼 は 明治 九 年に 村民 十二 名と 語らって まず 悪 石 

島に つき、 大 噴火 当時の 生き残りの 避難民に 島の 模様 をたず ね、 籠 訪之瀬 島 を 探検して みると、 開墾に 有望な 島 

だとい うこと がわかった。 明治 十六 年、 やっと 移住の 許可が おりる の を 待ち、 二そう の 舟に 食料 や 日用品 を 積み 

こんで、 同志 二十 七 名と ともに 誠 訪之瀬 島に 達した。 

一 行の 半分 は 同 島に とどまって 開墾に 従事し、 他の 十 余 名 は 鹿 児 島まで 出向いて 資金 調達に 奔走す る ことにし 

たが、 残留 組 は ほとんど 餓死 せんば かりにな り、 鹿 児 島から 帰って きた もの も 資金 調達 はならず、 わずかに 玄米 

二 俵 を 積んで きた だけだった。 これで はとても 生きて ゆけ ない ので、 開墾した 畑の 農作物が みのる ころ ふたたび 

やって こようと きめ、 いったん 大 島に 帰り、 翌 十七 年、 再度 渡航 を 試みた が こんど は 富 伝の ほか 八 名し か 集まら 

ず、 そのうち 二 名 は 事故が あって ゆけ ない 始末。 富 伝 は 六 人の 同志と 誠 訪之瀬 島に ついた が、 湾内 は 波が 荒く、 

しかも 七 人の 力 を あわせても 三 間 あまりの 舟 を 陸に ひきあげる こと はとうて いむず かし か つ た。 目的 をな しとげ 

ない うち は 中途で 帰るまい と 覚悟して、 岩の 乱立す る 湾内に 舟 を 放って しまったので、 舟 は こなごなに 砕けて し 

まった。 これから 七 年の 間、 調訪之 瀬の 開拓者た ち は 舟 を 持たず 孤立した。 

富 云 は 悪 石 島の 島民に、 もし 自分た ちが 不幸に して 餓死しょう とする ことがあったら 狼煙 を あげる からすぐ 船 

を 出して 救って くれと あらかじめ 頼んで おいた。 頼りに してきた 農作物 は 台風で 全滅して いた。 この 年の 八月、 

まえ こ 事故で おくれた 二人が 家族連れで やって きたが、 その 舟で さきに 渡航した 者のう ち 五名 は 帰って しまった _ 
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この 年の 十月に は 諷訪之 瀬 はまた 大 爆発し、 降 灰 は 七、 八寸、 被害の ない 畑 はたった 七 畝と いう 有様 だつ，， こ。 山 

野 を さまよい 自生の 植物 を 食べ、 その 毒に あたって 二人が 死んだ。 栄養失調 になった 一人 は 悪 石 島の 船 を 呼び、 

この 島 を 離れ 去って いった。 明治 十八 年、 謂 訪之瀬 島に 徳之 島の 男女 十 名が 漂着した が、 島で は頒け 与える だけ 

の 食物の 用意がない ので、 再び 悪 石 島に 向って 救援 を もとめる 狼煙 を あげた。 

しかし 松明の かわりに 噴火 を 夜の 明りと する 生活の なかで も、 明治 二十 年頃から、 人間の 努力が 災害 をお もむ 

ろに 克服して いった。 明治 二十 一年に は 十二 戸だった 移住者 は、 二十 九 年に は 三十 六 戸 百 六十 余人に ふえ、 耕地 

も 三十 五町に 達した。 

噴火の ため 離島した 青ガ 島の 島民が ふたたび ふるさとの 島に 還る 苦心談 は、 近 藤 富 蔵の 手で ながく 残つ.， こ。 そ 

れ にも 匹敵す る 開拓者の 誰知らぬ 苦しみが、 十 島 灘の渦 底に 消える ことのなかった の は、 笹森儀 助の 筆のお かげ 

である。 


笹森儀 助 は 南 島 探検の 前の 年、 明治 二十 五 年に 政府の 軍艦に 便乗して 千島 を 探検して いる。 彼 は 占 守 島 や エト 

ロフ 島に 上陸して 調査した が、 もとより 住居な ど ある はず はなく、  土人の 捨てた 掘 立 小屋に 宿り、 海霧 こしめ つ 

た 流木 を 乾かして 焚火 をし、 食糧がない ので 破船の 釘 をと つて それに 麻糸 をつ け 魚 を 釣り、 熊笹の 芽 葉 を 食べて 

飢え をし のいだ。 熊の 糞が まだ あたたかい けもの みちをた どっての 危険に みちた 探検で あつたが、 八月 も 末にな 

ると 千島の 海 は 荒れ はじめた。 気候 は 変り やすく、 風が やめば 雨と なり、 雨が やめば 海霧と なって 寒さ はくわ わ 

り、 しかも 乗艦の 石炭 や 食糧 は 極度に 欠乏した ので、 ついに 引き返した。 

笹森は 北の 守り を おろそか にして はならぬ ことをこの ときの 実地 調査で 痛感した。 その 一 つに 外国 密漁 船の 横 


行が あった。 彼 はまえ に 北氷洋が よいの 船に 乗った 同郷人から、 たまたま 同じ 船に 乗合 わせた イギリス 人スノ ー 

が 語った という 話 を 聞いて いた。 それによ ると、 スノ ー は、 日本 政府が 国内の 政治に 多忙で あるた めに 千島列島 

よ 政ったら かしに なって おり 二十 年間 も 外国の 密漁 船に 荒らされ ている、 そこで 千島 第一 の 特産物で ある ラッ コ 

よべ ー リング 海臾の 彼方に 逃げて 今 はまった く 跡 をと どめ なくなった、 と 慨嘆した というの である。 笹森 はこの 

又聞きの 話に 感銘し、 それが 彼の 千島 行きの 一因 ともなつ たので ある。 ところで、 この イギリス 人スノ ー こそが、 

じ つ は 千島の 海域せ ましと 荒らし まわ つ た 密漁者で あり、 明治 一 一十一 一年に 海賊 稼業から や つ と 足 を 洗 つ たばかり 

のと ころであった から、 話 は 皮肉で ある。 

日清戦争 後の 明治 三十 一年、 東亜 同文 会が 近衛 篤 麿に よって 作られた。 笹森 は陸锡 南の 推薦で 同文 会の 嘱託と 

なり 北朝鮮に 渡った。 目的 は 日本語 学校 を 作って 韓国人の 教化 運動に 従事す るた めで あつたが、 ここで も笹 森の 

旅行 癖 はと どまる ところ を 知らず、 ハバロフスクまで シベリア 旅行の 足 をのば している。 義和団の 乱 は 満州 北部 

に 波及し、 北朝鮮に も 暴動が 起って 不穏であった。 

当時、 軍事 スパイと なって ロシア 領に 潜入して いた 石 光真 清 は、 ニコリスクの 近くの 汽車の 中で、 日本人の 老 

者 人が 乗り込んで くるのに 目 をと めた。 「わたし は その 風体 をみ て 思わず 微笑した。 ところどころ 破れて 色の さめ 

f 日 た フロック コ ー トに、 凸凹の 崩れ かかった 山 高帽を かぶり、 腰に は ズダ袋 を ぶらさげ、 今一 つ 大きな 袋 を 肩から 

§ 斜めに 下げて いた。 しかも 縞の ズボンに は 力 ー キ 色の ゲ ー トル を 巻き、 袋の 重み を 杖に ささえて 入って きたので 

助 ある」 (『曠野の 花』)。 それが 笹 森であった。 彼 は 自分の 名前 を 名乗る と、 元 山の 奥から ここまで 歩いて きたと 言 

I つ て 石 光真 清 を おどろかせた。 

笹 北朝鮮から 帰った 笹森儀 助 は、 明治 三十 五 年に 青 森 市長に 就任した。 五十 七 歳のと きで ある。 笹森 力まず 赤字 

^ 財政 を たてなおす ことに 着手し、 大きな 事業 を 差し控えた ことから、 彼 を 無能 呼ばわり する 者が あった。 また、 
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市会で も 口 を 開かずに 終る ことが 少なくなかった ので、 市会 を 侮辱 するとい う 非難が あった。 彼 は それに こたえ 

て、 実行で きない こと を しゃべる の は 無責任な 仕業 だと 応酬した。 彼の 生涯 を かけた 大 旅行 は、 政治お よび 政治 

家への 失望が 出発点と なって いるが、 その 一 端が ここに はしなくも あらわれ ている。 

笹森は 明治 十一 年、 三十 三 歳で 青森県 中 津軽郡 郡長と なった。 時の 県会と そりが あわず、 数年に して 職 を 辞し、 

明治 十五 年に 岩 木 山麓 の 常 盤 野 牧場に 農牧 社 をお こ し て 士族 授産 につと めた。 この 牧場の 経営に 十 年余り 悪戦 苦 

闘の 日 を 重ねた。 一方、 明治 二十 三年に は はじめて 帝国 議会が 召集され た。 笹森は 議会政治に 望み をつな ぎ、 政 

治 家に も 憂国の 意見 を 具申して 飽 くこと がなかった。 それが 突然、 二十 四 年頃から 議会の 傍聴 もせず 議場に も 近 

づ かず、 友人に も 怪しまれる ようになった。 当時の 政治家が ただ 党利党略に とらわれて、 しかも 口 を 開けば 国家 

百年の 計 を 論ずる のに 厭 気がさし たので ある。 そして 翌年から、 漂泊で もな く 畑 霞 癖で もない 彼の 大 旅行が はじ 

まつ たので ある。 

青 森 市長 を やめた のちの 笹森儀 助 は、 不遇のう ちに 大正 四 年、 七十 歳で 死んだ。 
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横 山 武夫 氏が 昭和 九 年に 刊行した 『笹森 儀 助 翁 伝』 は 笹森儀 助の 伝記と して はた だ 一 つの 書物で あり、 その 生 

涯を 知る ための 不可欠の 資料で あるが、 入手が 甚だ 困難で その 再刊 を 待望され ていた。 その 念願が 叶って 四十 年 

ぶりに 『笹森 儀 助の 人と 生涯』 と 題して 覆刻され たこと は、 笹森儀 助に 関心 を 抱いて きた 人間の 一人と して 矿し 

いこと だ。 旧版の 序文で 柳 田 国 男 は 次のように 言って いる。 

笹森儀 助 翁の 如く、 其 生涯の 過半 を 旅に 費した 人 は、 故郷の 後進から 其 真価 を 認められる ことが、 比較的 困 

難で あろうと 思う。 自分が 県外 者と して この 一巻の 書の 世に出 づ るに 際して、 喜んで 序言 を 題 せんとす る 動 

機 は 専ら 玆に存 する。 

この 柳 田の 指摘 は 今日に いたって もな お言い 得る ことで はない かとお もう。 笹森儀 助に ついて、 その 郷里の 人 

たちよ どのような 知識 を is- ち、 どのような 評価 を 与えて いるか、 今以て 案外 無関心な 人び とも 多い ので はない 力 
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と 私 は 考えて，： >  る。 そこで 「県外の 者と して」 私 もまた ここに 一文 を 草し、 笹森儀 助に ついての 私見 を 述べて お 

きたい。 

i 世 森 儀 助の 名 は いやしくも 沖繙の 歴史 や 民俗に かかわり を もつ 研究家の 間で は、 忘れる ことので きない もので 

ある。 それほどに 青森県の 人、 笹森儀 助の 名 は、 南 島 研究者と かたく むすびつ いている。 笹 森が 沖繙を 旅行した 

の は 明治 二十 六 年の ことで あるから、 今日まで ざっと 八十 年の 歳月が 流れて いる。 それ にもかかわらず、 彼が 当 

時の 旅行 を 叙述した 『南 島 探 験』 を 凌駕す る 記録 はま だ 出て いない。 ちなみに その 書名 は 『南 島 探 験』 であって 

「探検」 ではない。 これ はしばしば 誤記され るので、 とくに ここに 一言して おく。 

笹 森の 文章が 今な お 光茫を 放って いるの は 何故であろう か。 それ は 彼の 行動の 軌跡が そのまま 冷静な 観察の 記 

録 となり 得て いると いう 一点に かかわる と 私 は 考えて いる。 笹森は 憂国の 士 であり、 燃える ような 心 青 をた めら 

わず 行動に 移し 得た 人物で ある。 しかし それが 観察者 を も 兼ねる というの はどうい うこと か。 

観察者 は 自分 を 非行 動の 立場に 限定す るの がふつ うで ある。 そうでな いと 中立が 保 たれず、 客観的な 認 JP が 得 

らナ ない という 考えが 一般的で ある。 つまり 行動と 観察 は 相互に 矛盾し あう ものと 考えられ ている。 この 矛 i を 

解く ことができる もの は 何 か。 それ はた だ 一 つ、 行動 者の 精神が 「無私」 でなければ ならぬ こと だと 私 はおもう。 

無私と いうの は 自分の 精神 を 鏡の ように 磨く ことで ある。 『南 島 探 験』 は 鏡に 映し出された 事物の ように、 明治 

二十 六 年の 沖繙を 反映す る 無比の 記録と な つ た。 

笹 森が 南 島 を 旅行した 当時 は、 日清戦争の 前年に あたり、 日本と 清国の 間 は 険悪で 風雲 急 を 告げて いた。 愛国 

者の 笹森は 南 島の 防備の 状況 を 視察す るの が 目的で あつたが、 しかし 彼が 南 島で 見た もの は、 人頭税と いう 悪税 

のために 呻吟す る 島民の 姿で あり、 マラリア のために 一村が 衰滅 するとい う おそろしい 風景であった。 こうした 

辺境の 実情に はじめて 接して、 愛国者 笹 森の 心情が 共鳴し ない はず はなく、 彼の 筆 は 国防の 観点 を 考察 するとい 
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うより よ、 南 島民の 苦悩 を 叙述す る ことに 費やされた 

時 もまた 彼の 旅行に さいわいし ていた。 先き 中の 宮直 では、 こうした 収奪に 対抗して、 人頭税 を 廃止 さ 

せる ための 農民た ちの 動き は 頂点に 達しようと していた。 まさに 旅行者と して は 千載一遇の 機会であった といえ 

る。 笹 森のと どまる ところ を 知らぬ 徹底した 行動と その 綿密な 観察が 一致し 得た の は、 こうした 情況 を 背後に お 

いて 考える とき、 いっそう 理解し やすくなる。 

おそらく ここで 私たち は 「土着民 権」 とで もい うべき 問題に つきあたる。 宮 古島の 農民た ち を 動力して-^ たの 

は、 そうした 民権への 渴 望であった。 そして それ を 指導した のが 新潟県の 高 田の 在に 生まれた 中 村 十 作と いう 青 

年で あり、 彼 は 真珠養殖の 事業 を はじめる ために 宮 古島に やって きたので あつたが、 しかし 農民の 苦しみ を 見る 

こし. V ス ずに 立ち上がった のだった。 彼 を 人頭税 廃止 運動の 先頭に 立た せた もの は、 観念ではなかった その 証 

処こ中 村 十 作 は 改進党に 属する 知友 を 多く もっていた。 改進党 は 自由 民権の 党よりも 右よりの 党で ある こと はレ 

うまで もない。 それ にもかかわらず、 彼 は 真珠養殖の 事業 資金 を 投げう つて、 農民の 味方と なって たたかった 

謹 儀 助 もまた 観念の もつ 欺瞞 性 をよ く 知っていた 人間であった。 彼 は 明治 二十 三年に はじめて 開設され た 帝国 

議会の 熱、 じな 傍聴 者で あつたが、 とつぜん 議会に 近づかぬ ようになって 友人に あやしまれる にいた" たという 

篇の大 旅行が こ G きから はじまる の はけつ して 偶然で はない。 政治家への 嫌悪と 不靈 そのまま 辺境の 風土 

とそ こ に 住む 無名の 庶民 へ の 関心 へ と 切り 変 つ て い つたので ある。 笹森 自身 は 保守主義 者の 心情 を 持ちながら、 

風土の 中に 風土 と共にき たえられ てきた 「土着民 権」 を 守る ことに 自分の 後半生の 情熱 を 傾けた のだノ た。 

横 山 武夫 氏が 青森県 立 図書館に 寄贈され た 笹森儀 助の 関係 資料 をみ せて もらった ときに、 そこに 宮古 上布の ォ 

切 ii して S にいく つも 貼 布した ものが あるの を 見て 霧 を 禁じ 得なかった。 当時の 宮古 上布 は 人頭税の 

^ 上钠 用と して 宮 古の 女た ちが 血と 涙 を まじえて 織り あげた ものである。 S は それに 無関心で はいられず、 誓 


民俗の 人び と 300 


するとき 持ち 力え つたの だと おもわれる。 彼に とって 南 島の 人民の 苦悩 は 決して 観念的な もので はなく、 宮 古上 

布の 柄 や、 色模様に むすびつい ていたの だ。 

私に 笹森儀 助の 中に 口 マ ンチ ストと リアリストの ふしぎな 混淆 をみ る。 生真面目 さと 飄 逸さ を まじえた 皮の 人 

柄 は、 横 山 武夫 氏の 『笹森 儀 助の 人と 生涯』 に 躍如と して 描かれて いる。 その 独得な 風格 は、 同書の 口絵 写真に 

みるよう に、 その 奇行 だけでなく、 その 姿に もうかが うこと がで きる。 私 は 青森県と いうと き、 笹森儀 助の 名 を 

思い浮かべずに はいられない。 彼 を 代表的な 青森県 人と 考えて いるから である。 


褐 南の 保守 主： 


その 人物 こついて 知る ところが 少ない にもかかわらず、 私が 漠然と 尊敬して いるの が讓 南で ある。 親 南の 名 

こ 触れた のよ 笹森儀助 の囊を 調べて いたと きで ある。 両人の 秦は弘 前 市の 在府 町で、 目と 鼻の 羅に あった 

i  (本名 実) は 裏 四 (一八 五 七) 年生 まれで、 儀 助より は 十二 歳の 年下であった が、 麓 儀 助 は 親 南から 思 

想 的な 嚮導 を 受けて いたのであった。  Z  、。- 

. たとえ、、 4 助が 千島に 探検した ときに も、 沖 織 の大 旅行のと きに も、 穩 から 禁を 受けて 出発して-^ る そ 

こで 私よ 儀 助の 不朽の 名著 『南 島 探 験』 の 背後に、 いつも 凝 南の 姿 を 思い描い てきた。 笹森儀 助. しろ 青 森の 

f 自由 民 I と 対立した 保守的な 人物であった が、 しかし、 彼が 沖 ist で g した こと を 少し II げ ずに 

I 己した ことこ、 私 I 鳴 を おぼえて きた。 政治 愚の 如何 を 問わず、 見た こと を 「見た」 と 云い 切る 精神、 観念 

§ こ轰 されないで、 あくまで 個人の 感受した ものに 忠実であろう とする 精神、 それ こそが 日本人に とって 何より 

； も霎 だと 曰 I えてい る 私 は、 人頭税の くびきの 下に 呻吟す る 南 島の 人民の 姿 I 写し I 助の 記録 を、 今 も 

つて 高く 評価して いる。 それ を 素朴な リアリズムの 精神と 呼ぶ ことができよう。 何物に も 妨げられな- -の版 


羯 
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そこに 私は羯 南の 思想が 二重写し になって 投影され ている と 思う ので ある。 

自由 民権 派と 反対の 立場に あつたと いえば、 沖 縛の 宮 古島で 明治 二十 六 年に 起った 人頭税 廃止 運動 を 指導した 

新潟県 人の 中 村 十 作 もそう であった。 彼 は 一介の 真珠養殖 家に すぎなかった が、 塗炭の 苦悩に あえぐ 宮古 農民の 

窮乏 を 見る にしの びずに 立ち上った。 そこで 中 村 十 作が 宮 古の 農民 代表 を つれて 上京し、 新聞 や 政党に 訴えた と 

き、 その 力に なった の は 改進党 系の 政治家の 面々 であった。 南 島民の 悲惨な 実状に 涙 を 流して いきどおり、 悪法 

の 撤廃に 協力の 手 を さしのべ たの は 保守主義 者と して 知られる 谷 干城で あり、 また 近衛 篤 麿であった こと は、 記 

憶して おいてよ いこと である。 というの も竭 南の 保守主義が いかなる もの か を 知る よすがになる からだ。 濁 南が 

新聞 『日本』 を 刊行した ときに、 その もっとも 有力な 援助 者の 一人が 谷 干城で あり、 ついで 近衛 篤 麿であった。 

そして 晩年の 笹森儀 助が 竭 南の 推薦で 近衛 篤 麿の 創始した 同文 会の 嘱託と なって、 日本語 学校 建設の ために 朝 

鮮 北部に 渡つ たこと を も 書き そえて おく。 

私が この 小 稿で 問題に したいの は、 日本に 真の 保守主義 という ものが 育たず、 それゆえに 羯 南の 精神が じつに 

*^重なものだとぃぅことでぁる。 日本で 保守主義 といえば おおむね ウルトラ である。 進歩主義 もまた 然り。 そこ 

で 左右 思想の 激突と なる の だが、 その 共通 項が あまりに も 少ない。 もし 獨 南の 思想に 聴く ものが ありと するなら 

ば、 じつに その 点で ある。 

錫 南の 主唱す る 「国民 主義」 と は 何 か。 それ を 新聞 『日本』 の 前身で ある 『東京 電報』 (明治 二十 一年 六月 九日) 

にみ よう。 褐南 はいう。 

「吾輩が ここに 用うる 国民 主義と は 英語の いわゆる ナシ ョ ナリチ ー を 主張す る 思想 を 指す。 従来 ナシ ョ ナリチ 

1 なる 原語 は 国体、 国情、 国粋、 国風 等の 国語に 訳され たれ ども、 これらの 国語 は 従来 固有の 意義 ありて、 原 

語の意味 を 尽くす 能わず。 原 来 ナショ ナリチ ー と は 国民 (ネ ー シ ヨン) なる もの を 基と して、 他国民に 対する 
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独立 特殊の 性格 を 包括した る もの なれば、 しばらく これ を 『国民 主義』 と 訳せり 」 

羯 南の 国民 主義 は 他国民に 対する 独立 を 意識して いるが、 偏狭な 国家主義 ではない。 「偏 僻なる 国民 主義 はも 

とこれ 国民の 自 知に 出で しものに は 非ず して、 ただ その 感情より 発した るの み。」 と 彼 は それ を排 している。 お 

そらく 錫 南の 思想 は、 彼が 若く して 接した メス トル や プリ ュ ンチュ ー ルゃ コントな どの フランスの 思想の 影響の 

下に 成立した と おもわれる。 それ を  一 口で いうと なれば 「死者 は 生者 を 支配す る」 という コントの 伝統主義 とす 

る ことができ ようか。 過去の 因習 を 廃絶して 理想の 未来 をき ずこうと する 革命 思想 を 迷妄と して 退ける 立場で も 

ある。 謁南 はそう した 考え を ブリュン チヱ ー ルの 示唆 をう けて 「国民 主義」 という 理念で 提出した ので ある。 

竭南は 新聞 『日本』 の 創刊の 辞の 中で 「狭隘なる 攘夷論の 再興に あらず、 博愛の 間に 国民 精神 を 回復 発揚す 

る」 こと を 主張し、 また 「批評 諷刺の 方法に よって、 常に 善悪 邪 正の 分 を 明らかにする」 こと を 念願に している。 

これ を 人が 「醒めた 国民 主義」 と 評する の は 当ってい る。 国民 を 一貫して 連続した 有機体と 考える 彼の 主張 は、 

自由 民権と 対立す ると 同時に、 国家主義 とも 対立す る。 

たとえば 錫 南 は、 明治 二十 五 年に 酒税と 烟草税 の 増税に 反対して 次のように 論ずる。 

「酒烟 草な しと 雖 ども 人間 は 生活す る を 得。 然 りと 雖 ども 吾 国の 事情 は 必ずしも 経済 教科書 を 直に 応用す ベ か 

ら ざる もの あり。 生活の 必要と いう を 極度まで 制限せば、 米塩の 外に 他物 ある を 得ず。 これに 反して 其の 不必 

要を拡 めば、 米塩の 外 皆な 然ら ざる を 得ず。 農家 は 一 日に 一 杯の 酒 を 必要と し、 職人 は 一 刻に 一 服の 烟草 を必 

要と する。 彼等 は 社会の 下層に 在りて 最も 多数 を 占む。」 

こ こに は 底辺の 生活 者 層にたい する 親 南の 行きと どいた 眼が ある。 

横手 通有 氏 は 『古島 一 雄 清談』 から 引用して 一 小学校 教員が 女給と 情死した 事件に 関する 羯 南の 言 を 紹介して 

いる。 
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「社会的 記事に は lis: 情 を もってすべき 事 を 知らざる はずな し、 同情と いう 事 は 思いやりの 謂に てこれ あり、 rE. 

もむ つかしき 事に てこれ なく 候、 学校 教員と て 薄給に 甘んじ 従事す る もの、 何も これに 聖賢の 行を責 むる ほど 

の 者に これな く、 酌 女と 心中す る 者 も あるべく、 女 教員の 袖 を 引く も あるべし。 これ は 普通の 人情な り、 これ 

くらい 思いやりて 記せず ば 新聞 は 彼等と 同等の 品位に 陥るな り。 (中略) 酌 女と 情死せ る、 小学 教員の 職分と は 

何の 関係 もな し。 それ を 小学 教員の 堕落と は 何事 ぞ。」 

彼 は 庶民に たいする 思いやり なくして 三面記事 を 書く こと を いましめる。 こ こに は 彼の ヒュ， 'マユ ズ ムが 高き 

つてい る。 だが、 これ は 今日 盛 行す る 市民 主義で はない。 むしろ、 彼が 俗流の 道徳 主義に わずらわされない 剛毅 

な 精神の 持主で あつ て、 時流に こびない ところから くる 発言で ある ことに 注目し なければ ならぬ。 

それ は、 関東の 大震災の ときに、 ある 国会議員が 「近頃の 人間が 軽佻浮薄に 流れて いる こと に対する 神の 罰 

だ」 と 云った ことに 反歐 して 柳 田 国 男が 次のように 述べた ことと 似て いる。 柳 田 は 云う 「私 はこれ を 聴いて、 こ 

ういう 大きな 愁傷の 中で はあった が、 尚 強硬なる 抗議 を 提出せ ざる を 得なかった ので ある。 本 所 深 川 あたりの 狭 

苦しい 町 裏に 住んで、 被服 廠に遁 げこんで 一命 を 助かろう とした 者の 大部分 は、 むしろ 平生から 放縦な 生活 をな 

し 得なかった 人々 ではない か。 彼らが 他の 碌 でも 無い 市民に 代って、 この 惨酷なる 制裁 を 受けなければ ならぬ 理 

由 は どこ に 在る か。」 

つまり、 神の 罰と いったと ころで、 浮華 軽佻に ながれて いる 人士の かわりに、 まじめな 下層 民が 犠牲になる 事 

実 を 見す ごすの はまつ たく 不合理で 押しつけ がましい 話 じ やない か、 と 柳 田 は 抗議す るので ある。 

ことわって おくが、 親 南 も 柳 田 も 一 種の 貴族 主義 的な 日常生活 を つらぬいた 人であって デモ クラ ッ トを 任ずる 

人物で はない。 しかも その 視点から 国家 (ステ ー ト) と 国民 (ネ— シ ヨン) の 問題 を 峻別して 考えた という こと 

に 右の 発言の 意味が ある。 
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つまり 自由 民権 流の ラジカルな 考えに 立たないでも、 いな、 自由 民権 流に 対立しても なお、 国民の 自由の 問題 

こつよ く かかわり あう ことができる という こと を 示した に 外なら ないから である。 羯 南が 「国民 主義」 をと なえ 

たのに 対して、 柳 田 は 「常 民の 思想」 ととり くんだ。 これ を 一言に していえば、 二人とも 日本人の 幸福と は 何 か 

を 追求して 論陣 を 張った ので ある。 

錫 南の 文章に くりかえし あらわれ るの は 政府の 無定見に たいする 批判で ある。 それ は 『日本』 實刊の 辞に あら 

われる 次の 文章と も 無縁で はないで あろう。 

「徳操 勇気 を 以て 其 本領 を 保つな く 唯 だ 勢に 趨り 俗に 媚るは 自立の 道に あらざる なり。 一 個人と 一 国民と に リ„= 

なく 苟も 自立の 資を備 うる 者 は、 必ず 毅然 侵す 可らざる の 本領 を 保つ を 要す。 近世の 日本 は 其 本領 を 失い 自ら 

固有の 事物 を棄 るの 極、 殆ど 全国民 を あげて 泰西に 帰化 せんとし、 日本と 名づ くる この 島 地 はよう やく まさに 

輿地 図の 上に ただ 空名 を懸 くるの みならん とす。 (中略) 日本国民 は 方に 渦 水の 上に 漂いて その 根拠 を 失う も 

のの 如し。」  I. 

要するに、 賴南は 近代の 日本が 西洋の 文化に 圧倒され ている こと を 憂い、 みずからの 足で 立ち みず 力ら の 頭 

で 考えて 行動す る こと を 主張して いるので あるが、 その 根拠と いえば、 まえに も ふれた ように、 国民 を、 一竹 (し 

て 連続す る 有機体と 考える 思想で ある。 パスカル は 人類の 歴史 を 一 つの 有機体の 歴史と 仮定して とりあつか うこ 

と を 強調して いるが、 竭 南の 考え は それ を 各国 民の 次元の 上に 移植した ものである。 

こうした 考え は 西欧に おいて は 別にめ ずらしくない。 西欧に は ギリシア •  口 ー マの 伝統と キリスト教の 伝統と 

が 音を立てて 流れて いる。 古い 切株に 新芽が ふくように 過去 はたえず 更新され る。 思想、 文学、 芸術、 その他 文 

化の あらゆる 分野に わたつ て 古い 時代から 一 貫した 主題が 新しい 器に 盛られて、 提出され る。 

でよ、 日本に おいて はどうして それが 可能で あるか。 錫 南 をな やました の はこの 問題で あつたと 私に は 思われ 
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る おそらく 柳 田 国 男が 提出し、 自分で 解いた 課題 も それに 他なら なかった。 ョ ー ロッパ 流の 「伝統」 に 見合う 

もの を 日本で は どこに 見出すべき か。 

ネ 1 シ ヨン 

それが^ 南に あって は 「国民 主義」 の 思想で あり、 柳 田に あって は 「常 民の 思想」 であった。 外来 思想の 亜種 

でない 伝統の 川 を 発見し、 ひざまずいて その 水に 口をつけ、 他の 人た ちに も 飲ませよう とする 隠れた 願望が 親 南 

にも 柳 田に もあった。 それ は 親 南 も 柳 田 も 若く して 泰西の 思想の 核心に 触れた からで ある。 彼ら はョ， 1ロ ッパの 

思想の 深く 強靱 なのに 敬意 を 払いながら も、 それだけに それ を そのまま 日本に 直輸入す る ことの 愚 さ を 知らない 

はず はな か つ た。 その 意味で は 二人とも 当時の 日本に はめず らしい 醒めた 国際人であった。 

日本に 確乎と した 伝統が 存在したならば、 その 伝統に のっとる の を 保守 思想と 呼び、 それ を 変革す るの を 進歩 

思想と 呼ぼうと も、 ともかくも、 明確に 共通な 対象 を 相手 どる ことができる。 その 伝統の 自覚がない からこ そ、 

日本人 はつねに はじめから やり直す だけの ことで ある。 それ は 賽の河原の 石 こづみと おなじで はない か。 過去の 

経験 は 成功に せよ 失敗に せよ、 何ら 積み重ねられる という ことがない。 つまり 過去の 蓄積. に 何ら 期待す る ことが 

できない。 

果して これでよ いの か。 明治維新 では それ 以前の 文化 は 一切 否定され、 第二次大戦の 敗戦で は、 それ 以前の 文 

化 もまた 一切が 否定され た。 こうして 戦後 は 虚妄で あつたと 云った ところで、 それ もまた あとの 祭りで ある。 む 

しろ、 そうした 歎きの 根源に とどめ を さす 方法 を 探した が 賢明で はない か。 

ここにお いて 「一貫した 持続 を もった 有機体」 という 伝統の 概念が 登場して くる。 

たしかに ョ ー 口 ッパの 伝統的な 思想の 特徴 は 「持続」 という ことで ある。 これに 見合う ものと して 謁 南が 探し 

あてた のが 「国民 主義」 であり、 柳 田に あって は 「常 民の 思想」 であった。 もとより、 宮廷 や 貴族 を 中心とした 

伝統 社会 は 日本に もあった。 しかし、 それ は 「国民」 や 「常 民」 不在の 文化であった。 ョ ー 口 ッパの 伝統 思想の 
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洗礼 を 受けた 二人に は、 宮廷 文化 だけに 伝統 を 限定す る こと は 不満であった。 たとい 簿 南が 影響 を 受けた ジョゼ 

フ. メス トルが フランス 革命 を 烈しく 否定した ところで、 ョ ー 口 ッパは その 大 革命 を 体験し、 さらに は パリ. コ 

ンミ ュ ー ンをも 経験して いた。 

凝 南に しても, 田に しても、 より 普遍的で より 自立 的な 伝統の 基盤 を 求めないで はすまなかった だろう そし 

て それが 親 南の 「国民」 であり、 柳 田の 「常 民」 であった。 伝統が 発見 されれば、 伝統 を 守る にしても、 伝統の 

変革 をうな がすに しても、 もっとも すくない 二 ネル ギ ー で 大きな 効果 を 期待す る ことができる。 

しかし、 日本に おいて はそう ではなかった。 羯 南が ジャ ー ナ リストと して 出発した ときには、 彼 は 固陋な 保守 

主義者と みられて いた。 しかし、 彼 を 非難した 連中が 時の 権力に 迎合した ときに、 こんど は 竭南は 危険な 思想家 

とみな された。 何とい う 皮肉であろう か。 彼 ほどに 一貫した 志操の 持主 はいない のに。 そうして 変化した の は 世 

の 中の 方で、 彼ではなかった のに。 その 彼の 思想 はけつ して 過激な ものではなかった はずな のに。 

およそ 過激なら ざるが ゆえに 非難され る ことがあり 得る か。 羯 南のば あいに、 それ はあり 得た ので ある。 彼が 

いかなる 意味に おいても 日和見主義 者ではなかった からで ある。 隠遁 者 や 学究に おいて 日和見 者で ない こと は 比 

較 的に，. こやす い。 時事に 眼 をつ ぶり、 耳 をふさげば それで 足りる からで ある。 だが、 謁南 のように ジャ ー ナ リズ 

ムの 第一線に 立って、 すなわち、 時事に たいして 耳 をと がらし 眼 を 見張る のが 第一 の 責務で ある はずの 社会の 木 

鐸に とって、 時流に おもねらな いこと は 至難の わざで ある。 羯南は それ を つらぬいた のであった。 それ は ある 意 

味で は、 左右の 過激な 政治 イデ ォロギ ー を つらぬく こと 以上に むずかし いこと である。 なぜなら、 それ は 観念に 

よって 自分 を 眠り こませたり、 行動した りする ことで はない からで ある。 

ここで 誤解がない ように 云って おきたい こと は、 羯 南が けっして 折衷 論者であった のでない こと だ。 錫 南に は 

皮 一流の 政治哲学が あり、 彼 はた だ ひたすらに 「国民 主義」 の 大道 を 歩きつ づけようと 念じた にすぎない。 だ 力 
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国民 もまた 時局に 動かされ、 それに そって 動き やすい。 そこで 彼 は 多数の 国民と 共に あるく こと を 念じながら、 

少数者の 道 を あるく ことになる。 そこに 親 南と 新聞 『日本』 の 悲劇が あった。 

彼 は 明治の 憲法が 発布され て 十 年 目に 『日本』 紙上の 社説に おいて 次のように 自由 民権の 流れ を 引く 民 党 を 叱 

咤 する。 

「民間な お 健全の 精神 在る あらば、 憲法 十 年紀の 今日に 際して 発布 以前の 初志 を 回想し、 大いに 自新 すると こ 

ろな かるべからず。 何故に 憲法 を 要求した るか。 この 初一念 を 喚起す る はこれ 記念祭の 効用な らん もの を。 今 

日の 民間 党 は 昨日の 民間 党に あらず、 惜 いかな。」 

羯南 はむしろ 彼の 対立した 自由 民権 派が 往年の 情熱 を 失って しまった こと を 痛撃し、 今 こそ 自由と 民権の 主張 

を 振起すべき ではない か、 と 述べて いるので ある。 これ は 自由 民権 派の 転向に 対する あてこすり や 皮肉で ょナっ 

してない。 彼らが 初一念 を つらぬかな いこと を 惜しんで いるの だ。 羯 南が このような 堂々 とした 文章 を 書く こと 

がで きたと いうの は、 津軽 人に 特有の 「じょつ ばり」 の 精神、 つまり 強情 張り をよ しとす る 気質が あずかつ てい 

たにち カレな レカ し 力し それだけ では あるまい。 くりかえす ように、 彼が 日本国民の 伝統 を わきまえて、 その 

大道 を あゆむ という 信念 を もつ ていたから にちがいない。 

もし 羯 南の 精神が 生かされたら、 日本の 近代 はすこぶ る 変った ものに なった ろうと 私 はおもう。 極端な 欧化 主 

義と 攘夷 主義の あいだに はさまれて、 右 住し 左 住する ことはなかった だろう。 いつもす ベて を はじめから やり直 

すと いう 日本 独特な 現象 も 起らなかった だろう。 この 現象 は 政治 運動に も 今以て 受けつ がれて いて、 いつも 新規 

まきな おしで ある。 過去の 経験が 生かされ ていれば、 賽の河原の 石 こづみの 無限の くりかえしに 虚無的な 徒労 感 

を おぼえる こと はな か つ たろう。 

羯 南の 文章 はけつ して 派手で はない。 むしろ 地味で 沈潜した 文体で ある。 爆 動 家の 文章と 反対で ある。 また 彼 
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は 一貫して 凛 乎と した 志操 を披歷 しつづけた 硬骨の 士 である。 しかも その 彼に して、 彼と 意見 を 異にする ものの 

立場 をみ とめ、 その 立場 を あくまで つらぬく こと を 求めて いる ことが 好きだ。 敵が 弱くなる こと を^し な L と I 

う 彼の 精神が 好きだ。 

私よ かって 柳 田の 思想 を 「常温」 の 思想 だと 書いた ことがある。 それが 夏 は 涼しく 冬 は あたた 力- >1 下水の J 

うな 感触 を 与える の だとい うこと も 述べた。 曰 I の 思想に もこれ に 似た ところが ある。 夏 はやけ にあつ く、 冬 は 

永の ようにつ めたい 思想が 大勢 を 占めて いるな かで、 謁 南の 思想が 目立つ の はこの ためで ある。 「地下水」 と、 

うの は 汲め ども 尽きぬ 「伝統の 川」 を 意味して いるが、 それ はけつ して 眼に 見える 文化 を 意味し ない。 むしろ そ 

れょ常 民が 共通に 感じる もので あり、 常 民の 日常 坐 臥に あらわれる 「生き方」 に ほかなら ない。 日本の 倉 造 的 文 

匕よ、 その 眼に みえぬ 伝統の 川に 身 を ひたす ときに 活気 を とりもどし、 幾 世代 を へても よみがえる。 その 川 力ら 

はなれる ときには、 たとい 独創的な 天才の 創造で あっても、 それ は 個人の 次元に おわり、 あとに うけつがれる こ 

と はない。 

こうした 「伝統」 の 所在 を 追い求め たから こそ、 羯 南と 柳 田 は 西洋 直輸入の 思想 を排 すると レぅ 姿勢 をと つた 

ので ある。 しかも、 二人とも 西欧の 思想に 1^ じて おり、 彼らの 国民 自立の 思想 はけつ して 閉ざされ たもので はな 

かった。 二人とも いわゆる 過激 思想と は 遠かった。 だがし かし、 ラジカル という ことば を 根源 的と 理解す るなら 

、ま、 二、 とも も つ とも ラジカル であつ たという ことができる 

明治 百年 をす ぎた が、 日本に は陸竭 南が 身 を もって 示し、 また 希求した ような 土壌が 育った とはいえ な-^ も 

つと も 広く、 深い 伝統との 連帯 を 求めて、 なお 孤独な 道 を 歩かねば ならぬ 日が つづく こと はまちが いな-^ そう 

して、 陸羯 南が 真に 理解され ると きがき て、 はじめて、 日本人の 伝統 意識の 大道 は 確立され るに ちがいな I 
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明治 二十 九 年、 台風の 強打す る 日本列島の 最前線 石垣 島に はじめて 哨戒 拠点が つくられ、 中央 気象台 付属 石垣 

測候所が 発足した。 そして このと き、 ひとりの 人間の 野心と それに 忠実に そう 一生が 決定され ヒ。 

岩 崎 卓 雨が 三十 歳になる かならぬ かで、 沖繙 でも 最も 辺境の 地に ある 石垣 島の 測候所に 赴任した の は 明治 三十 

1 年、 木造の 新庁舎が できて まもない ころであった。 それ以来 四十 年、 庁舎が 煉瓦造り (明治 四十 一年) となり、 

鉄筋 コンク リ ー ト 建て (大正 十五 年) と 変っても、 依然として 台風に 魅入られ たこの 島 を 卓爾は 離れなかった。 

彼の 赴任した 当時、 異様な 風景と して 映った の は、 この 島に 片手 や 松葉杖の 男が 目立って 多い ことだった。 聞 

けば 艤に 襲われて かろうじて 生き残った 者た ちとい う。 原因 は 原始的な 潜水 漁法に よる もの だが、 また 台風 や 突 

風に 襲われて サバ 二が 覆えり、 不覚 をと つた 事例が 少なくなかった ので ある。 

知る 通り、 石垣 島の 新 川、 石垣、 登 野 城と いった 部落に は、 多くの 糸満 漁夫が 居住して 漁業に 従事して いる。 

一 生 を 海上です ごす 漁夫た ち は、 雲の たたずま いや 海鳴り や 星 をみ て 天候 を 占う のに 絶大の 自信 を もつ ていた。 

たとえば ノ ー リ (巻雲) が 下方の 雲と 同じ 方向に 走れば 嵐の しるしで ある。 島の 東北 方に あたる 海礁が つづけさ 
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まこ I れ、 ま 荒天 を 意味す る。 石垣 島の 於 茂 登 岳から 西 表 島の 古 見 岳に 積雲が 連ら なるとき は 悪天 を 覚悟し なけれ 

ばなら ない。 だが 漁夫た ちがた くわえた 貴重な 経験的 知識 も、 突発す る 自然の 急変の まえに は、 しばしば 裏切ら 

れる のがつ ねであった。 

しかし 名うての 漁夫た ち は 長年の カンに たより、 測候所の 気象 予報 を 軽蔑した。 できた ばかりの 測候所の ほう 

でも デ ー タが 不足し、 まだ なかなか 当りに くいこと が 多かった。 それに 排他的な 島民の 迫害が 加わった。 測候所 

の ガラス は 毎日 壊された。 待 伏せして 投石す る こと もあった。 暴徒が 押し かける と、 結婚して まもない 卓 爾の妻 

は 押入れに 入って 身 を ちぢめた。 だが やがて 測候所に 立てた 警報の 旗 を 嘲笑しながら 出漁した 船の 帰らない こと 

が あいついだ。 登 野 城の 丘の 上に 立てられた 測候所から 望遠鏡で みると、 浜に たたずんで 号泣す る 女た ちの 姿が 

みえ、 卓 爾の胸 を 暗く した。 ときには 風に のって 「ァ ガヤ ー、 ァ ガヤ ー」 と 号泣す る 声が 聞え、 卓 雨の 幼い 子 ど 

もた ち は 思わず 耳 を ふせいだ。 

台風の 季節が やってく ると、 卓爾は 今日は 出漁し ないで くれと 一軒一軒 まわって たのみ あるいた。 多く 力 無視 

するな かに、 テン ブンャ の ゥシュ ー メ ー (天文 屋の大 主 前) が 折角 言う の だからといって 出漁 をみ あわせた 家が 

命び ろい した。 助かった 人た ち は 鉦 や 太鼓で 測候所に きて 感謝した。 そして このと きから 島民の 感情 も 一変した „ 

卓爾 とその 妻との 結婚 は いっぷう 変って いた。 妻 は卓爾 のうしろ すがた を 結婚 まえにみ かけた だけで、 もつ ぱ 

ら 家と 家との 話合いで きめられた。 花嫁 は卓爾 のい ない 仙 台で ひとり 結婚式 をす ますと 南の 島へ 一人旅 をし、 そ 

こで 二 男 五 女の 母と なった のだった。 卓爾は 膝の 上の子 を あやす のに、 よく 八重 山の 民謡 をうた つた 

赤の 門なん が 

、， つち ゆ 花 (絹の 花)、 くんが に 花 (黄金の 花) 咲かし より 
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ス、 ン ツァラ、 スッ ツァラ 

いっち ゆ 花、 くんが に 花咲かし うに …… 

しかし 彼の ひどい ズ— ズ— 弁 は 一 生な おらな か つ た。 

測候所 は 浜辺から 三、 四百 メ ー トルのと ころに 立って いた。 月夜に は 浜で 若者た ちのうた う 恋歌が 哀愁 を そそ 

つた。 昼 は 航路が みえ、 望遠鏡での ぞくと 大阪 商船の しるし をつ けた 船が とおって ゆく。 あれに のる と 仙 台へ い 

ける のよ、 と 卓 爾の妻 は 自分の 小さい 娘た ちに 言い聞かせた。 そして 大正 二 年、 彼女 は 七 人の子 ども を つれ、 卓 

爾の 母に つかえ、 あわせて 子どもたちの 教育の ために 八重 山 を 去って いった。 これから 卓爾は 台風の 島での 二十 

年に わたる 孤影 を ひきずつ ていく。 

大正 九 年、 石垣 島 は 猛烈な 台風に 襲われた。 風速 四十 八メ ー トル を 記録 中の 風力計 は、 鉄柱 をへ し 折られ、 空 

に 吹き上げられた 海水 は 雨の ように 降って、 人家 も 草木 も 塩 づけに した。 石垣 島 測候所の 報告に は、 

「八月 三十日 朝来 快晴、 北々 東の 疾風 吹き 気温 上昇す。 十九 時 南東 方に 海 鳴 あり。 二 十二時 東に 移動す。 三十 

一日 九 時 三十 分より 同 四十 分まで 西方に 垂直 虹 現わる。 九月 一日 六 時 風 勢 加わり、 十一 時 烈風と なる。 二日 一 

時 巻 層雲 見え、 月 うん 現わる。 三日 一時 気圧 急 降し、 十一 時 三十 分 頃より 雲 薄らぎ 層雲 を 透して 太陽 面 見え、 

十四 時 二十 分 風 勢と みに おとろえ、 疾風と なり 同 五十 分 気圧 六 九 八. 五 ミリに 下降す。 このと き 燕、 とんぼ、 

白 帯 鳳ち よう 飛翔し、 イワ サキ蟬 松 梢に 鳴き、 ことに 迷鳥 多し。 渡りの 途中 暴風に 遭遇せ しなるべく、 ササコ 

ィ 及び 白 サギ数 羽 は 西北西へ 向かい 疲翼を 翔りたり。 かく 静穏 状態に ある こと 約 二 時間、 十五 時 十分に 至り 気 

圧 上昇 するとと もに 風力 増進して 烈風と なり、 十六 時 黒雲 南方に 現わる や 覆 盆の 豪雨 は 猛烈なる 風 勢と ともに 

海水 を攪 乱して 襲来し、 風速 実に 四十 八メ ー トルに 達し、 ために 風 信 器お よび 自記 風力計 鉄柱 折 損し …… 」 
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と ある。 

このと き 卓爾は 荒れ狂う 暗夜、 観測 作業 中、 飛石の ため ほとんど 右 眼 を 失明した。 しかも 彼の 報告 文に S 自 

然の 主格の ような 虹が あらわれ、 自然の 位相の 変化が あざやかに とらえられ、 大海の 只 中 を 占める 孤島で、 すべ 

て を 天空 観察に ささげき つた 人間の 眼が みごとに 客体 化されて いる。 

また、 昭和 八 年 十月、 石垣 島 を 強襲した 台風 は、 地上 風速 五十 メ ー トルに および、 さらに 暴威 をた くまし くし 

た。 このと き は 前文に みられる 台風の 眼に ついての いっそう 精細な 報告が みられる。 

「十九 日 午前 一時 四十 分より 風 は 東と なり、 同 二 時 風速 一 〇• 九メ， 'トルと なり、 雨 やみ 三時より 四時の 問 P 

i 五メ ー トル 乃至 ニメ ー トル、 四時 最低 気圧 七 一 五. 二 ミリ、 四時 五分 風速 北西 五 •  一  メ ー トル、 漸次 強くな 

る。 午前 一時 四 分 セスジ カュル 鳴き 始め 二 時 二十 分より 蒸 暑く 蚊属の 出現、 三時 五分 所員 瀬 名 波 氏 (四十 六 歳) 

の 脈搏 九九 (平時 は 七三 位、 その 時の 気圧 七 一六. 三 ミリ)、 同 三時 二十 九分より 四時 十分 迄 天頂の 層積雲う 

すらぎ 時々 星 をみ る。 同 三時 四十 分ホ シゴィ 鳴く。 同 三時 四十 五分 海 鳴 全く 聞えず。」 

天 toj は 突如 鳴り を ひそめ、 その 底から 自然の 顫 音が 聞え てく る。 その 様子 を、 これ 以上 精妙に 伝える こと^む 

ず かしい。 その 簡潔で 個性的な 文章 は、 まるで 詩 を 読む 思い をお こさせる。 彼の 自然 感覚に は、 無名の 自然と 無 

名の 生活への 愛が よこたわ つていた。 それに 生物学の 造詣が 加わった。 彼の 発見した 新種 は イワ サキ 蝉、 イワ サ 

キ 木の葉 蝶な どい くつ も あるが、 卓爾は 気象 研究の 必要から、 気象に 関連の ある 島の 動植物に 興味 を 抱き、 ノ 

に はめず らしい 登山 服 を 着て 石垣 島の 山野 を 採集して まわった。 

昭和 八 年の 台風 は 六十 年ぶりの ものと 言われ、 八重 山に 未曾有の 荒廃 を もたらした。 藤蔓 をから めしば つた^ 

根 は 飛び、 軒下まで 積み上げた 幅  一 メ ー トル もの 石垣 は 破裂し、 福 木 や ガジュ マルな どの 防風 林 は 根 こそぎ 俘れ- 

全壊 家屋 千 五 百、 半壊 家屋 六 百に のぼった。 この 惨状に 心痛した 卓爾は 高名な 建築家た ちに 台風に 耐える 家.^ の 


H 設計 を 依頼した。 だが 送られて きた 見取 図 は、 どれ も 彼 を 失望 させた。 すべて 都会 風に 考えられ たもので、 極貧 

の 島人に は 手に あまる もの だ つたから である。 

^ 齢 六十 を 越え 退官した 卓爾 は、 昭和 九 年、 測候所の ある 登 野 城に 袋風荘 をつ くって 隠棲した。 その 地所 はなに 

き か 忌まわしい 噂が あって 放置され ていた もの だが、 彼 はわ ざと そこに 住んで 島人 を 迷信から 解放し ようと 試みた 

民 の だ。 この 袋風荘 をつ くると き、 卓 爾は七 人の子 どもた ちに、 二十 一 坪 二 合の 家 を 建てる から 思い思いに 設計図 

を 描いて 送る ように もとめた。 子どもたち は 父が 八重 山に 永住す る ことに 一人と して 賛成し なかった。 卓 爾はひ 

どく 立腹した。 ここに は、 前線から 後退 させられる こと を 最もお それる 老 兵士の、. ：3 凊が 脈打って いる。 


卓 雨が 島人と ともに あった 四十 年の あいだ、 八重 山 を おとずれる 知識人で 彼の 世話になら なか つ たもの はない。 

田 代 安定、 鳥居 竜 蔵、 伊波 普猷、 柳 田 国 男、 田 辺 尚 雄、 折 口 信 夫、 本山 桂 川、 佐 藤愁之 助、 御木本 幸吉、 名 和靖、 

大島 広、 江崎梯 三、 須藤利 一な どの 来 島が あいついだ。 そのたび に これら 旅人 を 石垣 島の 埠頭まで 出迎える 卓爾 

の 痩せぎ すな 姿が みられた。 不便な 島に 長 逗留す る 彼の 客 たちのた めに、 官舎 もせ まく 感じられる ことが しばし 

ば だ つ た。 

彼の 著書 『八重 山 案内』 『ひるぎ の 一葉』 『八重 山 カブ ー ャ』 など は、 卓 雨の 関心が 気象観測 だけでなく、 八重 

U 人の 生活 万般に わた つたこと を 示して いるが、 それに はまた 八重 山 を ひろく 世に 紹介したい 志が うごいて いた 

のであろう。 事実、 彼が 八重 山 古来の 民謡と 舞踊の 保持者た ちをひき 連れて はじめて 上京した とき (昭和 三年)、 

都 人士の かっさい を あび、 八重 山 芸能に 対する 刺戟が にわかに 高まった。 

卓 雨に は 妻子が 手枷 足枷の ように 重荷に 感じられ、 そういう 意味の 古今 集の 和歌 や 漢詩 を 名刺の 裏に 刷って い 
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たこと があった が、 彼 は 家族への 愛の すべて を 島人に ふりむけた。 内地から 菓子が 送られて くると、 ャ マトで. - 

こんな もの をた ベて いると みんなに 頒け 与えて 味わう こと をす すめた。 時の 記念日に は 正確な 時刻 を 告げて ある 

き、 うごけ ない 老人 をたず ねて は 激励し、 若者に は 気象の 話 をして それが いっか は 航海に 役立つ こと をね 力った。 

島に 産婆 や 医者の 少ない こと を 心配して、 奄 美大 島の 名 瀬から 免状の ある 産婆 を 連れてき たり、 島の 青年 を 力 - 

の 医学 校に 出して やったり した。 就職、 結婚 を 世話した 学生の 数 も おびただしい。 

彼よ さらに 八重 山に ハブが 多く、 毎年 犠牲者が 跡を絶たない こと を 憂慮した。 麦 刈に いったり 桑摘みに レ つた 

ものが、 畑 や 桑の 木の 枝に ひそんだ ハブに 襲われて 死ぬ ことが 少なくなかった。 卓爾は ハプを 持って きた ものに 

よ 一 銭ず つ 出して 買い上げた。 卵から 孵った ばかりの 小さな ハブ が、 測候所の 庭の 隅の 瓶に 入れられて フ オル マ 

リノで 殺された。 測 4^ 所の 床 はハブ よけの ために  ーメ ー トル ほどの 高さに して あつたが、 八重 山の 民家で は 夜 力 

ャを 吊って 寝て いると ハブ がしの びこんで くる ことがあった。 そこで 卓爾は 人び とに 重い 鉄棒 をカャ のす そに 置 

いて 防ぐ こと をす すめた。 ハブを 捕獲した ものに 出す 費用が 嵩む と、 じかに 家計に ひびいた ので も わかる ように、 

卓爾 ょ生蠢 をき りつめ て 余分な 金 をす ベて 島人の ため i じた。 当然、 妻 I 送る 生 雲 は 少なく、 七 人の子 

ども を 育てる 卓爾の 妻の やりくり は 並大抵ではなかった。 彼女 は 雪の 降る 仙 台で、 訪問着 や江 戸 棲の 針仕事に 追 

われつ づけねば ならな か つ た。 

卓 雨よ 年に一度、 気象学 会の ために 上京し、 ついで 仙 台に いる 妻子の もと をたず ねる のがなら しだった へチ 

マで 作った 袋の ような 帽子 を かぶり、 芭蕉 布 かまた は 八重 山の 草木 染めの 琉球餅 を 着、 小 倉 袴の 紐 をへ ソの 下で 

しめ、 杉の 下駄、 まきに ステッキと いういで たちで、 高 砂 族の 首 袋と 称する 大きな 麻の ような 網袋に 日用品 をつ め 

こんて 提げて いた。 それ は 晩年、 卓爾が たわむれに 「八重 山 王」 と 自称した のに ふさわしい 姿だった。 卓 雨が 帰 

つてく ると なると 子どもたち は 大騒ぎし たが、 父が また 島に かえると 思う と 喜びよりも かなしみが さきにた つた 
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子と もた ちが 父の 帰郷 をせ がむ と、 卓爾は 「年に 一 回し かこれ なくても 台風 は 石垣 島から くるの だから、 お 父 さ 

ん はいつ も 君た ちの 頭上に いるよ」 と 言った。 また 「お父さん は 十八 銭で 帰って くるよ」 と 笑って 洩らした こと 

もあった。 十八 銭と いうの は、 つまり 遺骨の 小包 料金の ことなの だ。 

八重 山 王、 糸 数 原 主人、 石垣 島の 聖者、 天文 屋の大 主 前、 と さまざまな 異名 を 持った この 南 島の 防人 は、 彼の 

願望 どおり、 昭和 十二 年 五月、 石垣 島で 亡くなった。 死ぬ まえ 一月 は、 やって きた 彼の 妻に みとられながら。 し 

かし 最強の 前衛の 魂 を 持って いた 卓 雨の 伝記 はい まだ 一冊 も 出て いない。 それ はむしろ ありふれた 無名の 前衛 を 

一途に 貫こうと した 人間に とって ふさわしい ことか もしれ ぬ。 しかし 気象 関係者 も 沖繙の 人た ち も、 そのこと を 

恥と する に 足りる であろう。 
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伊波 普狱と 沖繩学 ——- あるいは 「開かれた 賺 学」 


^が 沖繙 関係の 書物の 中で、 これまで もっとも 活用した の は 『伊波 普猷 選集』 (沖 織 タイ ムス 社刊) である。 こ 

の ほか 現在、 平凡 社の 東洋 文庫に 収められ ている 『をな り 神の 島』 の 中の 「あまみ ゃ考」 も 以前からの 愛読書の 

ひとつだった。 私が 伊波の 文章 をよ く 読む の は、 彼の 挙げてい る 豊富な 事例と その 説明から 多くの 教示 を 受ける 

から"」 けで よない。 皮の 文章に 接する と、 どことなく 開放 感と 安心感 を おぼえる からで ある 

「神 は 細部に 宿りた もう」 という 言葉が あるが、 伊波の 文章の 魅力 は、 その 論文の 前提と なる 所説より は、 細部 

こ ある。 彼が 細部 を 追求して、 あく こと を 知らない ときに、 文章の 構成 はく ずれる が、 しかし 読者 は 安堵 感にひ 

たれる。 細部に おいて 読者 を 堪能 させ、 たのしませる ことので きない 学問と いう もの を 私 は 信用して いな、 き 

めの こまかい 伊波の 文章に は、 押しつけ がまし さが 感じられない。 こうした 伊波の 資質 は、 それぞれの シ マが 逝 

立した 生活 を 古くから いとなん できた 沖鐳の 小社 会の 集合 を 反映す るのに もっとも ふさわし いもの 


という こ j 


8 で， きる。 

と 伊波の 著 『古琉 球』 に 収められ ている 「追 遠 記」 という 文章に よると、 彼の 遠祖 は 蒙古と 西 蔵の 間にある 甘粛 

^ 省の 渭 水に 沿うた 天水と いう 所の 魚 氏で、 伊波 は その子 孫で あると いう ことにな つてい る。 それから 日本に 渡.， tl 

» した 後の こと は 省略す るが、 伊波の 祖父の 代に は、 六、 七 回 ほど も 支那に 渡って 貿易 をい となみ、 家産 を こしら 

えた。 伊波 は 祖父から 魚 培 元と いう 唐 名 をつ けて もらって いる。 こうした 家系 を ふまえて、 伊波 は 自分 を 放浪者 

の 子孫と 呼んで いる。 また 彼の 曾祖母 をと おして 芸術家の 血が、 さらに は 母方の 家系 をと おして 学問 好きな 気質 

が 自分の 血管に 流れ こんだ と 言って いる。 放浪者、 芸術家、 学問 好きな 血 を 受けた と 伊波が 称して いるの は、 彼 

の 自己 診断と して 当た つ ている と おもわれる。 

というの も、 私が 伊波から 感じる の は、 彼の 多方面に わたる 好奇心で ある。 彼の せんさく 好きな 傾向 も 自分の 

学問 を ある 一 つの 専門分野に 限定し ない 多角的な 追求 心と なって あらわれた。 また 彼 は、 概念 や 観念に よって，^ 

事 を 割り切る ことのない 性格で あり、 くわえて どこか 詩人 的な 素質 を そなえて いる。 沖繙 のように 微妙な 陰影 を 

もつ 小社 会の 特質 を 的確に とらえる に は 牛刀 を 用いて はならぬ。 沖繙の 学問 は シャべ ル ではなく スプ ー ンで 掘り 

起す 必要が ある、 という こと を、 伊波の 文章 は 私たちに よく 示して いる。 

しかし、 私 はこ こで 伊波の 文章に ついて 論じる つもり はない。 私に 与えられた テ ー マ は 「伊波 普猷 と冲耀 学」 

である。 昨今、 沖 繙 学 をめ ぐって さまざまな 論議が 交わされ ている。 私 はもし 沖繙 学が 成り立つ とするなら、 ま、 

それ は どのような 性格 規定 を 持つ か を 述べて みたい とおもう。 結論から 先にい うと なれば、 私 は 沖 繙学を 国学と 

して 捉えて いる。 自閉 的で 排他的な 旧国 学で はなく、 新 国学、 すなわち 「開かれた 国学」 としてみ て ゆきたい。 

では 私の いう 「開かれた 国学」 と は どのような もので あるか を沖繙 をめ ぐる 諸 地域の 事例と 比較しながら、 し、 ま 

らく 点検して ゆく ことにする。 


319 伊波 普猷と 沖耩学 


新 固 学と いう 語 は 柳 田 国 男 や 折 口 信 夫に よって 提唱され た。 柳 田の 『祭日 考』 『山 宮考』 『氏神と 氏子』 は 敗戦 

直後の 昭和 二十 一年と 二十 二 年に、 小山 書店から 刊行され ている が、 それら はいずれ も 「新 国学 談」 と 銘打って 

ある。 敗戦と いう 衝撃から 立ち直れな いでいる ときに、 柳 田が これらの 書物に 托した 意気込み は 大きかった。 旧 

H 学が 曰 本の 国粋 義の 理論的 襄 としての 役割 を 果た したと いう にがい 反省 I めて、 彼 は 霞 学 を 提唱し 

た。 それ はこれ までの 「閉ざされた 国学」 から 「開かれた 国学」 への 転換 を 強調しつつ、 しかも 第二の 開国と^ 

ばれた 戦後の 滔々 とした 外国 文化の 流入に 対応しょう とした もの だと 私 は 考える。 右に 掲げた 柳 田の 書物 は 題目 

を みれば、 一見、 古い 神道への 郷愁の 書で あるよう に 受け とれる。 だが、 事実 はそう ではない。 たとえば 『山宮 

考』 を 点検 すれば、 それ は ほとんど 日本の 国家 神道の 否定の 書で ある。 しかも その 素材 を、 国家 神道の 総 元締で 

ある 伊勢神宮の 神官の 氏神 祭祀 行事の 中に 求めて いるので ある。 矯激の 語 を 一語 も 使用せ ず、 彼 は その 綿密な 考 

証 を もって、 内側から 国家 神道 を 掘りく ずして いこうと したの だ。 真の ラジカルの 見本が ここに ある。 国家 神道 

を 抹殺す る 言辞 を 吐く こと はたやす い。 それ は 戦後の 凡百の マルクス 主義者た ちのと つてき た 姿勢で ある。 だが、 

それ を 内部から 掘りく ずす 作業 をし ないで、 国家 神道 を 抹殺す ると 言う だけで は、 それに 一指 も 触れない という 

こ ひとし、，。 国家 神道 は 無傷の まま 温存され る。 それ は 意の ままに 復活す る ことが 可能で ある。 この 危険 力 あれ 

ば こそ、 国家 神道 を 否定す る だけでなく、 琉球 神道と 国家 神道との 弁別 を 明らかにする ことが 必要で ある。 

さて、 柳 田が 「新 国学 談」 の 書物 を 矢つ ぎ 早に 刊行して いた 時期、 すなわち 昭和 二十 二 年の 九月に、 折 口 信 夫 

は 「新 国学と し て の 民俗学」 と 題す る 一 文 を 「国 学院 大学 新聞」 に 寄稿した。 折 口 は 言う。 「国学 は 今 正に、 新 

国学 を 名のって、 鮮やかに 出直す 時が 来た。」 折 口によ ると、 その 第一 回と 第二 回目 は 明治の 三十 年代と 四十 年 

代に おこなわれた。 「新 国学と いう 名に も 歴史が あり 動機 を 別にし 三次の 運動が あった。 今の は 三度 目で、 

国 男 先生の 為 事に 対して 久松潜 一さん が 与えた 名称 かと 思う。 民俗学の 方法に よって 古代 存続の 近代 生活様式の 
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所 由 を 知ろうと する ので ある。」 と 折 口 は 言う。 

旧国 学の 理念が 国粋主義に 利用され たの は その 倫理 意識に あった。 旧国 学の 倫理 意識た る や江 戸中 期の もので 

あった。 折 口 はこれ からの 脱出の 方向 を、 古代まで さかのぼった 国民の 宗教 史の 研究に 求める。 旧国 学の 倫理 意 

識は 国民に 当為 を 強いる が、 真の 宗教 意識 は あるがままの 日本人の 生活 民俗 を 追う ことで 充分に みたされる。 ま 

た 旧国 学 は 文書に 頼りす ぎた が、 折 口 は それ を 是正して、 生活 民の 民俗に 密接す る こと を 主張す る。 折 口の 「新 

国学」 についての 考え は、 柳 田 国 男の 見解と も 一致して いる。 

私が 沖 織 学 を 新 国学と して とらえよう とする 方向 は、 柳 田 や 折 口の 見解と 背馳し ない。 しかし 柳 田 や 折 口が 自 

分た ちの 民俗学 を 新 国学と して 規定しょう とした その 衝迫 は、 日本の 敗戦に よる 旧 価値の 崩壊と、 外来 思想の 流 

入との はざまの 時期に もっとも 強く 発揮され たという ことから しても、 私 は 新 国学の 成立の 要因 を、 たんなる 民 

俗学の 主張と はまた 別に 求めねば ならない と 考える。 すなわち、 そこに はつねに 外来の 思想 や 文化との 接 独に よ 

る 危機 意識が はたらく ので ある。 それ は 国学者の 代表で ある 本居宣 長が 「から ごころ」 (漢 意) を排 して、 日本 

の 古意 を 探ろうと した ことにもう かがえ るが、 それによ つて 文化の 伝統の 岩盤 を きずきあげ ようとす るの は、 日 

本 だけに かぎらず アジアの 諸 民族に 共通した 普遍的な うごきであった。 したがって、 国学なら びに 国学 的な 運動 

は、 日本の ナシ ョナ リス ティ ックな 学問に のみ みられる もので は 決してな いこと をまず 知って おく 必要が ある。 

では それ を 朝鮮に 見て みょう。 

戦後、 一九 四 九 年に 李承晩 政府に よって 処刑され、 いたましい さいご をと げた 金 台 俊 は、 もとの 京 城 帝国 大学 

の 朝鮮 文学 科 出身で あるが、 大学 を 出て まもない 助手の 頃に、 『朝鮮 小説 史』 を 世に 送った。 これ は 一九 三 三年 
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(昭和 八 年) に 出版され た。 そのと き 金 は 三十 歳に 満たなかった。 この 書物 は、 それまで 一巻の 文学史、 一 巻の 

文化史 も 持ち 得な いでい る 朝鮮 民族に とつ ての 最初の 共有財産 とな つ た。 『朝鮮 小説 史』 はさ いわいに も 今日 「東 

洋 文庫」 (平凡 社刊) に 収められて、 私たち もた やすく 手に入れる ことができる ようになった。 巻末に は 安 宇植 氏 

の 懇切な 解説が ある。 安 氏 は金史 良の 次の 言葉 を 借りて、 当時の 朝鮮の 状況 を 説明す る。 「この 目まぐるしい 三 

十 年の 間、 先進 文化の 後 をつ け 吸収 これ 吸収に 努めてき た。 何よりも 朝鮮に おける 過去 三十 年間 は、 それ こそ シ 

ュト レム. ゥ ント. ドラン クの 時代と も 云うべく、 凡ゆる 醜く 古き もの を 疾風怒濤 を もって 減し 去り、 焦燥と し 

て、 听 しい 光明 新しい 文化 を 求めよう としたの だ。 だが その 怒濤の 中に あっても、 伝統の 力 は 強く 張って いて、 

慌 しく は あるが、 新たに 吸収す る ものに 対する 批判的な 撮影 を 忘れなかった ので ある。」 

この 金史 良の 言葉 は 昭和 十五 年の 日本 軍国主義 時代の もの だから 慎重な 表現に ならざる を 得ない が、 要するに 

この 三十 年間と いうの は、 一九 一 〇 年に 日本が 朝鮮 を 合併して のちの ことで あり、 先進 文化と いうの は 日本 文化 

を 意味して いる。 日本 文化 を 吸収し 時流に ながされようと しながら も、 一方で は 伝統的な 朝鮮 文化が 依然として 

残って おり、 日本 文化に たいする 批判的な 立場 を 失って いない こと を 力説した ものである。 金 史良は 続けて 次の 

ように 述べて いる。 

こうして 殊に 現在に おける 朝鮮の 文化 界は 正に 過去の 伝統 をより 以上 厳密に 吟味し、 しかも それ を 正当に 継 

承して、 いよいよ 独自な 朝鮮 文化 を 樹立しょう とする 段階に あるよう である" ここにお いて 僚 原の 火の... き 

勢で 新たに 抬 頭した のが 朝鮮 学の 研究で ある。 

金史良 はこ こで 朝鮮 学と いう 言葉 を 使用して いる。 朝鮮 学の 内容 をい うと なれば、 朝鮮語 辞典の 編 募、 新羅 郷 
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歌に おける 古語の 研究、 朝鮮 小説 や 詩歌の 研究な ど、 言語、 文学、 歴史、 民俗、 哲学、 宗教な どの 各 分野に わた 

る もので あつ た。 

金 台 俊 は 一 九 三 三年に 『朝鮮 文学史』 を 刊行した が、 あくる 年に は 『朝鮮 歌謡 集成』 を 編纂した。 そして 朝鮮 

の 古 謡が 中国の 『詩経』 や 日本の 『万葉集』 『古今 集』 にも 匹敵す る 存在で あり、 過去に おける 唯一 の 文学的 遺 

産で あつたし、 また 社会 史 であった という。 そして 外国 文学の つたない 直訳に 形式 を もとめよう とせず、 むかし 

から 伝わる 自分た ちの 文学から 得た ものに よ つ て、 まず 己れ のしつ かりした 土台 を 築くべき だと 力説して いる。 

金 台 俊 は 朝鮮が 日本の 植民地統治から 解放され た 直後の 一九 四 六 年 二月、 ソウルで 開催され た 第一 回 朝鮮 文学 

者 大会で 「文学 遺産の 正しい 継承 方法」 と 題して 発言し、 当時の 朝鮮 学 は 「非 政治 主義 的 純粋 文学的 研究の 立場 

にたって いた」 と 述べて いる。 これが 過去に たいする 否定的な 評価と しての 発言でなかった こと は、 それに つづ 

いて、 次のように 述べて いる ことで も 明らかで ある。 

八 • 一 五 以前 は 民族 全体の 生活が 危機に さらされ、 国語 • 国文学な ど 〔民族的〕 文化 もまた 滅亡の 危機に さ 

ら された。 したがって 国語. 国文学 を 死守す る だけで も、 たとえ 当時の 朝鮮に おける 国語. 国文学の 研究が 

国粋 〔民族〕 主義 的であった とはいえ、 それが もつ 反帝国主義の 急先鋒と しての 意義から 戦闘的、 進歩的 役 

割 を はたした ので ある。 

金 台 俊の 言辞 は 政治 用語 を 用いて いるが、 解放 直後の 怒濤の ような 政治 情況の 中で はやむ を 得ない ものが あつ 

たろう。 それにしても 彼が 過去の 朝鮮 学にたい する 理解 を 示して いるの は 注目に 値する。 これにつ いて 安 宇植 氏 

は 次のように 解説して いる。 
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「すな I つち、 植民地統治 下にあって、 民族的な ものの ことごとくが 破壊し つくされよ うとした 情況の もとでに 

いささか パラ ドク ス めくが 『非 政治 主義 的、 純粋 文学的 研究の 立場に たつ』 こと それ 自体が、 いちじるしく 民族 

あり、 政治的で あつたので ある。 いや これ は 『非 政治 主義 的、 純粋 文学的 研究の 立場に たつ』 てこ そ、 その 

tll^ 族 的、 政治的 姿勢 を つらぬく こと はでき たというべき かもしれ ない」 安 氏 はさら に 次のように 述べる。 

「植民地統治 下にお ける 朝鮮 学の 研究 を、 いちがいに 否定的に のみ 評価し、 清算 主義 的に とらえる の はけつ し 

て 妥当と はいいが たい。 なぜならば、 解放 後の 朝鮮 学 は、 分 断され た 国土の 南北 を 問わず、 否定的な 側面まで 

もふくめ て、 植民地統治 下にお ける 学問的 積み重ね を 土台と して 出発す るより ほか はなく、 また それが 現実で 

も あつ たからで ある。」 

安 宇植 氏の 言わん とすると ころ は 明らかで ある。 植民地 状況の 下で は 文学的な もので あっても 充分に 政治的な 

ものと なり 得る。 なぜなら 圧迫され た 民族 は 自国の 文学の 中に 政治 を 読む からで ある。 その 眼 は 文学的 作品 を迎 

りつつ、 その 心 は 文学 をい つの 間に か 政治に ほんやくして いるの だ。 京 城 帝国 大学に 法文 科が もうけられ たの は 

大正 十五 年で あり、 その 第一 回の 朝鮮人 卒業生 は 昭和 六 年に 出て いる。 それと 時期 を 重ね合わせて 朝鮮人に よる 

朝鮮 文化の 探究が おこなわれ ている。 金 台 俊 も その 一人であった。 朝鮮人 は 己れ の 民族の 言葉の 使用 を 禁止され、 

日本の 宗教と 習俗 を 押しつけられ、 他方で は 古めかしい 經 学の 書物 だけが 伝統の 学問と して とりあつかわれ てい 

たと きに、 彼らの 研究が 主として 語学 史ゃ 文学史 ゃフォ ー ク ロアに 向けられ たの はとう ぜんであった。 それ は抵 

杭の すぐれた 形態の ひとつで あり 得た。 

こうした 「朝鮮 学」 の 成立の 事情 を そのまま 「沖 織 学」 の 上に 移植して 考える こと は 正しくない であろう た 

がし かし、 方言 札 を 首から かけられ、 日本 本土の 慣習 や 風俗に したがわされ、 沖 織 人の 上に 日本 本土の 神話と 歴 

ジ 史 とが S: しつけられ ていたと きに、 「おもろ」 の 研究 や、 沖 織 のフォ ー ク ロアの 研究が 始められた 意味が どこに 
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あるか を、 側面から 写し出す 照明に はなり 得る。 そして 「沖 繙 学の 父」 と 呼ばれる 伊波 普猷 への 理解の 手がかり 

もこ こ に 得られる と 私 は 思う。 

三 

では、 眼 を 中国に 移して みょう。 中国の 事情に ついては 東洋史 学 専攻の 私の 弟、 谷川 道 雄の 意見 を 聞く ことに 

する。 谷川 道 雄に よると、 清 末から 民国に かけて は 経学 を 中心とする 中国の 伝統的な 学問 は 顧みられなくなる 傾 

向が あった。 それに 反撥して 起った のが 国学 運動で、 それ は 保守的な 国学 運動に 対抗して 新しい 国学 を 提唱す る 

ものであった。 後者 は 胡適 を 主班と して、 周 作 人、 李 大剡、 顧 頡剛を メンバ I とする 北京 大学の 『国学 季刊』 が 

そうで ある。 この 雑誌 は 民国 十二 年 (大正 十二 年) に 創刊され た。 そして 清朝 三百 年に おける 学問 伝統の 観念的 

で 狭小な 研究の 範囲 を 押し ひろげて、 実証的な 比較 研究に 重き をお き、 材料の 整理と 解釈に 力 を 注ぐ 方向 を 目指 

した。 すなわち 国学 を 定義して 「国 故 学」 の 略称で あると する。 「国 故」 と は 中国 固有の 一切の 文化と 歴史 を 指 

す。 その 立場から すれば 詩経 三百 篇も 民間の 婦女子の 歌謡と 同等の 地位 を 占める。 また 道教の 荒唐無稽な 經典 も、 

書経 や 易経と 同等の 研究 価値 を 持つ とする。 かくして その 関心 は 民衆の もつ 普遍性に むかって 接近して いく。 そ 

れは 学問の 重心が 更に 下方に 移された とい つ て もよ い。 とうぜんの ことながら 民俗学に たいする 興味が さかんに 

かき 立てられる。 と 同時に 民俗学に もまた 力が 注がれる。 というの も、 中国に は 多種多様の 少数民族が 含まれて 

いるから だ。 

中国に おける 国学の 勃興 はこの ように 民国に なって 見られる 現象で あるが、 それに はョ ー 口 ッパ の 文化に 対す 

る 抵抗 意識が その 底流に ある。 しかし また ョ ー ロッパ 文化の 刺戟 を 受けて、 民衆の 視点が 学問に 導入され る。 朝 

鮮の ばあい は、 日本 文化の 侵入に たいする 抵抗運動と みられる が、 日本の 近代 文化 は 一面に おいて ョ ー 口 ッパ文 
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化 を 取り入れた ものであるから、 朝鮮 学 は 日本 文化と ョ ー ロッパ 文化に 二重に 抵抗して 朝鮮 固有の 文化遺産 を 守 

ろうとし たので ある。 しかし その 守り 方 は、 中国と おなじように、 旧態依然 たる 学問 を 守る ので はなく、 民衆 生 

活から 生まれた 小説 や 古 謡 や 伝承の たぐい を 尊重 するとい う 方向に 向けられた。 そうした とき 民衆の 日常生活 を 

いろどる 年中行事 や 冠婚葬祭 や 歌 や 踊り を 採集し、 調査し、 それ を 民族の 共同 遺産と して 発掘し、 後世に 伝える 

こと を、 知識人が 考えない はず はない。 民俗学 やまた 民族学に たいする 関心 はこの ようにして 起った。 自国の 文 

化 を その 根底から つかもう とする ものが その 視点 を 支配者の 上に 置かず、 民衆の 視 座から 眺めよう とする こと は- 

日本に も 朝鮮に も 中国に も 共通な 傾向で あ つ た。 したが つて フォ ー ク ロア は 過去に たいする 郷愁の 学問と して 出 

発した と 考える こと は 決して 正しくない。 むしろ、 事情 は その 逆で ある。 それ は沖繙 のば あい もまた 例外で はな 


四 

では、 私が 沖 織 学 を 開かれた 国学と 規定す るの はいかなる 理由に よってで あるか を 次に 述べて みたい。 その 第 

一は、 琉球 弧が 日本 本土と 隔絶した 地域に あって、 その 文化に も 歴史的 発展の 断層が 見られる ことで ある。 これ 

は琉球 弧が まだ 首 里の 権力に よって 統一 されない はるかな 昔の こと を 言う ので あるが、 その 文化の 断層 は 今日で 

もた しかめる ことが 可能で ある。 すなわち 奄美 本島の 北部に よこたわる 七 島灘は 昔から 名うての 海の 難所で あり、 

そこ は 黒潮が 東シ ナ 海から 太平洋に 東 流す るた めに、 その 潮の 落差に 呑まれて 沈没す る 舟 は 数 知れな か つ た。 

「道の 島々 見渡せば 七 島 渡 中 もな だ やすく …… 」 と 「上り口 説」 にうた われて いるの は 船人の 心 を やすめる ため 

の もつ e あった。 こうして、 琉球弧 は 自然に まとま りのある 文化 を 保持した ので あるが、 その あと 首 里の 王府に 

ヌ よる 奄美 群島 や 先 島の 征服に よって、 そこに 主権 を 持つ 国家と しての 統一が 生まれた。 それ は 「おもろ」 に 反映 


^ している。 琉球 王国 は慶長 以来、 薩摩 藩に 付庸 し、 半 植民地 的 状態に 置かれながら、 明治 十二 年の 琉球 処分に い 

3 たるまで、 その 潜在主権 は 保 たれて きた。 したがって 明治 政府が 琉球藩 を 吸収す るば あい も、 それだけの 手心 や 

び 配慮が 必要だった。 

き つまり 琉球弧 は 有史以来 何千 年 もの あいだ、 日本 本土と は 別個の あゆみ を 続けて きた。 そして 沖 繮人は 何百 年 

民 も 主権と 領土と 人民と を 持つ 国家の 形態の なかで くらして きた こと、 それゆえに その 意識 は 統一 体と しての 自意 

識 として、 それが 損われた とき 痛苦 を ともなわずに はす まなか つ たという 事実 は 否定すべく もない。 

日本 本土で も 東北 地方 は 中央政府に 違和感 を 持ち続け てきた。 蝦夷 征伐から 戊辰の 役に いたる まで、 東北 はつ 

ねに 敗者の 側に まわされた。 また 東北 文化に も 西日本の 文化と は 異質な 発展 を とげて きた 面が ある。 しかしす く 

なくと も 弥生時代に 稲と 鉄器と は 東北の 奥にまで 波及した。 また 精神 文化の 面 も 仏教の 進出が いちじる しか つ た 

の は、 東夷の 遠酋と 称する 藤 原 氏が、 平 泉に 寺 を 建てた ことで も わかる。 日本 本土で は 支配の キメ手 は、 稲と 鉄 

であり、 精神 面の 統治の 道具 は 仏教であった。 それに ついては 東北 地方 もまた 除外され てはいなかった。 

だがし かし、 沖繙の 農業で は 稲より 粟が 中心の 作物で あり、 また、 鉄器の 導入 はいち じる しくお くれた。 仏教 

の 滲透 はき わめて うすく、 沖 織 人の 意識の 深層に 影響 を 与える ことが なか つ た。 これが ャ マ トと 沖繮の 意識 を ど 

れ ほどち が つ た 形に そだて たかは、 想像す るに むずかしく はない。 

これ は 日本 本土に たいして 琉球 弧の 社会が 後進 的 だとい うこと ではない。 沖 織が それだけ ちがった 展開 を とげ 

た 社会で あると いう 証拠で ある。 学者 は往々 にして 日本 本土の 歩調に あわせて 沖繙 文化 を 眺める。 そこで 沖繮の 

人た ちの ゆっくりした 歩みが、 おそい 歩みで なく、 ちがった 歩みで ある こと を 理解した がらない。 別の 学者 は往 

往 にして 日本 本土と 沖 繙 の 文化の 同質 性 を 強調す る。 たしかに 文化 現象の 中から、 時間 性、 つまり 歴史的 意識 を 

捨象して、 それ を 個々 の 要素に 分解して 比較 するとき、 空間 的に 配置され た 本土 文化と 沖繙の 文化が 同質で ある 
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こと は 指摘す る ことが 容易で ある。 しかし それだけで 両者の 文化の 構造 を 論ずる こと はでき ない。 なぜなら 文化 

の 要素 はかならず 時間 的な 社会の 中で しか、 展開し ないから である。 歴史 社会での 意識の 対応 を 顧慮す るなら ば、 

沖繙と 日本との 差 は 明らかで ある。 すなわち 琉球 はかって 独自な 意識の 統一 体と して、 ャ マトの 外にあった、 個 

画の 文化 要素が かりにお なじで あると しても、 沖繙 人の 意識 はおの ずから 別個に 存在した。 私 はこうした 琉球弧 

の 伝統 を ふまえて 沖 11 学が 成立す ると 考える。 明治の 琉球 処分から 百年 を 経た 今日で もな お 沖 縛で は 共同社会が 

維持され ており、 琉球 弧の 文化に ついての 求心 的な 意識が 存続して いる。 もとより、 本土 復帰に よって、 共同体 

土. 会の 分解 は 急速に すすんで いる。 それが 今後 どのように 変化す るか はかり 知れない。 また その 意識 は 拡散し な 

いわけに はいかない 面 も ある。 本土の 指導 権に よる 系列化 は 烈しく おこなわれ ている。 だがし かし、 こうした 社 

会 現象 を もって、 沖 織 人の 意識が 解消して しまう とかん たんに 考える こと はでき ない。 つまり 沖 織 学の 土台が 成 

立し なくなる と 速断す る こと はでき ない。 意識 は 社会の 変化よりも はるかに ながく、 生き のびるから である 社 

会の 変動が、 意識の 変化 を もたらす こと はたし か だが、 意識の 表層に 変化が 起きても、 意識の 深層 はそう たやす 

く 変化す る こと はない。 この 変り にくい 意識の 部分 を 探究す る 学問が、 打ち ひし がれた 人た ち を はげます のに g 

立つ の だ。  - 

ここにお いて 伊波 普 猷と沖 11 学の 問題 はどう かとい うこと になる。 伊波が その 専門に 言語学 をえ らんだと いう 

こと は、 琉球 弧の 文化に メスを入れる ために 力強い 武器と なり 得た。 というの も 伊波と 同期の 金 田 一京 助が アイ 

ヌ文匕 こ，、 また 小 倉 進 平が 朝鮮に 眼 を 向けた ように、 当時の 言語学者 は 理論 や 法則の 研究に 終始す る ことなく、 

_ め 未開. の 原野の 発見 を 目指した。 したがって 言語学者 といえ ども 民俗学 や 民族学な どの 分野に 相 わたらなくて は 
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ならな 力った。 そこに 言語学者 としての 健全 さがあった とおもう。 言語学者 は往々 にして 確信 犯 的で あるが、 尹 

波の 文章に は そのよう に瘦 せた 感じ はまった くない。 むしろ あふれ 光る 汁液の ような ものが ある。 さまざまな 諸 

要素の 混じり あう 彼の 文章の 魅力 は、 「沖繙 の 歴史 社会 は 多面体の 結晶の ように さま ざ ま な 角度に 光 を 反射して 

いる。 沖繙は 全体として 把握す る ことので きる 社会で あり、 また 全体として 把握す る 以外に 不可能な ところで あ 

る。」 と 私が かつ て 述べた こと を そのまま 裏書きして いるよう にみ える。 

私 は 伊波の 日琉 同祖 論と いうの は ほとんど 気にならない。 ただ 彼のす ぐれた 業績 を 摂取し、 彼に 恩恵 を 受けて 

いると いう 感じが つよい。 人間の イデ ォ 口 ギ I や 思想 傾向と その 人間の 業績と はかならず しも 直接に はむ すび つ 

かない。 私の こうした 言い方 や 考え方が、 沖 11 の 人た ちに 受け入れられ るか どうか、 その 点よ くわから ない。 し 

かし、 私の 伊波に たいする 敬愛 感を かくす 必要 はない。 

伊波の 写真 をみ ると どこか 亡命 中の イン テリ ゲン チヤ の 面影 を ひきずつ ている。 伊波 は 東京に おいて はもち ろ 

ん、 ふるさとに おいても 亡命者の 立場 を 強いられた。 彼 は 沖繙の 最高の 知識人で ありながら、 沖繙 県立の 図書館 

長に なれなかった。 しかし そうした 境涯に あっても 伊波 は 楽天的な 精神 を 失う ことがなかった。 彼の 学問が 自閉 

的、 排他的で なく、 開かれた 感じ を 与える の は、 その 逆境に もめげ ず、 もちつづけた 肯定的な 精神の たまものと 

いうべ きで ある。 

ただ 残念に おもわれ るの は、 伊波が その 生涯 を沖繙 でさい ごまです ごせなかった ことで ある。 もし それが 許さ 

れた としたならば、 彼の 眼 は琉球 弧の すみずみまで ゆきとどき、 先 島ゃ奄 美の 文化に ついての 考察 も、 幾 倍 かの 

成果 をお さめた にちがいない。 また 琉 球と 朝鮮 文化との 関連にまで も 手 をつ けた かも わからない。 彼の 著述に は 

その 萠芽が みえて いる。 

さいごに 「沖 繙学」 の 呼称に ついて 一言したい。 エジプト 学 や シナ学 や 日本学と いう 呼称 は、 ョ ーロ ッパ人 Q 
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つけた ものである。 彼ら は 自国の 文化 を 対象と して 研究す る 学問に フランス 学と か ドイツ 学と カイ キリス 学と、 

う 名前 をつ けない。 とすれば、 それ は 非 よ ッパの 地 f 研究 対象と するとき にだけ つけられる ものて ある 

ひとつの まとまった 文化が あって、 それが 有機的な 籠 を 持ち 得る もの を 対象に して、 そう 呼ぶ ので ある。 し 力 

し そつ J こち どこか エキゾチシズムが 感じられる。 それ は 民俗学が 霍 主義 的 段階に おける 驚 地を禁 とす 

る 学問と して 出発した という 批判と も 無縁で はあり 得ない。 そうした 豪で、 私 は日泰 という 呼称 も あまり 好 

きで よな ハ。 だが 外国人の 日本 研究 を 日本学と 呼ぶ こと は あまり 気にならない 

こ， el こたいして、 さきにの ベた 朝鮮 学と か 沖 擎とぃぅ 呼称 はみ ずからの 父祖 伝来の 文化 防衛の 意味 を 含めて 

、る。 すなわち それ は I であり、 その 主体 はあくまで 朝鮮人で あり、 沖 織 人で ある。 だが、 その 研究 主体 を 朝 

鮮人ゃ 中 1 人 このみ 限定す る こと は ゆきすぎた 規制 だとお もう。 なぜなら 日本学 を 研究す るョ ー ロッ Z 人力 f 

田 や 折 口の 提唱す る 誓 f 参加 案し 人れ て も それ は 一 向に かまわない とおもう からだ。 曰 泰と新 国学との 

ちがい、 そ. -ょ 外から 眺めた 眼と、 内から 眺める 眼との ちがいで あるが、 ョ， "口 ッパ人 だ 力ら と L つて f 田 や 

柳 田の 艮の 延長 上で 曰 本の 文化 を 見られな いという こと はない からで ある。 究極す ると ころ、 人間の I 性に た 

いする 言 頼が、 ひとつの 学問 を 成立 させ、 その 土台 を 鞏固に し、 その 前進 をた すける。 とするならば たと、 

、かなる 紆余曲折よ あろうと も、 学問の 名に 値する 沖 織 学 は 「開かれた 国学」 でなければ ならぬ と 私 は 信す る。 
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私 は 沖 繙の首 里 王府は 本土で いえば 飛鳥 王朝ぐ らいの もので あつたと 推測して いるが、 さらに 先 島と 呼ばれる 

宮古、 八重 山の 両 群島に は崇神 王朝ぐ らいの 規模の 権力が 生まれた とお もっている。 もちろん この 比較 は 実証の 

上に 成り立つ もので なく、 たんなる 私の 感じに すぎない。 じじつ、 宮古 群島 を 仲 宗根豊 見 親が 統一した の は 十六 

世紀 初めで あり、 首 里 統一 王府が 成立した の は 十五 世紀で あるから、 東アジア 史 はおろ か 日本史の なかで も 簡単 

に 比較す る こと はでき ない。 にもかかわらず、 私が そうした 誘惑 を おぼえる の は琉球 弧の なかで とくに 先 島の 時 

間の 歩みが きわめて 悠々 としてい るからで ある。 

先 島の 海 は 魔力 を そなえて いる。 一度 そのと りこに なった もの は、 太陽光線 を 底まで 透す 青い 海の かがやき を 

田-も レ 出し、 jV い. 1 からの がれる こと はでき ない。 海の 砂 を 敷きつ めた 道の 両側 は 海 石で 石垣が きずいて あり、 その 

かたわらに 梯 梧の 真っ赤な 花が 咲いて いる。 どんなに 晴れた 日で も 午後に なるとき まって 驟雨が おとずれ、 赤 瓦 

の 家の 屋根 をぬ らして とおりすぎて ゆく。 それ を 毎日 くりかえす 先 島に は、 気の 遠くなる ような 単 も 1 の 時 が 流 

れ ている。 


： 永珣を 


こんで 


私よ 曰の 光 を さえぎる ために 軒 を 低く した 家の なかに ひっそりと 暮らして いた 老人 を 知っている。 この 老人 は 

八重 山に おとずれて くる 祖霊 神で ある 「あんが ま」 の 仮面 そっくりな 顔 をして いた。 專 はまつ すぐで、 しかも 

匕 E が 高かった から、 その 軒の S し はこと さら 低く 見えた。 私が 会った とき、 この 老人 は 明治 三十 九 年から 八重 山の 

民唱を あつめ はじめて、 半世紀 を はるかに 越して いた。 岩 崎 卓爾の 『ひるぎ の 一葉』 (大正 九 年) の 付録に つけた 

「八重 山 暴 集」 や 炉辺 霧の 一 冊 『八重 山 民 謹』 (大正 十三 年) を 世に 送り、 しかも それに 蹵 する ことな h 

その 改定版 『八重 山 民謡 誌』 (昭和 四十 二 年) を、 つづいて 『八重 山 古 謡』 (昭和 四十 五 年) の 大著 を 刊行した 喜 舎 

i 、が ゆ  1 のきの ながさ は、 小刻みな 時間に 追つ かけられ ている 都会人 を 茫然と させる ものが ある。 しかも その 執換 

な 持続力 は 八重 山の 人び との 単調な 生活 さに 耐えながら 生み出した 民謡の かずかず を 収録す るのに まことに ふさ 

わし、 ものであった。 日本列島の 南の 果ての 島で、 よろこび も かなしみ も 歌に 表現す る ほかなん の 手段 もな 力つ 

ヒ乂重 山、.' との 感 清の 高鳴り は、 彼の 努力に よ つてかろう じて 後世に とどまる ことができた のであった。 

喜 舎 場 永殉は 『八重 山 古 謡』 の 序文の なかで、 彼の 民謡 採集の 動機の ひとつ は 「首 里 王府が 〈おもろ さう し〉 

の 結集 事業 を 第三 回で 打ち切り、 第 四 回の 宮古、 第五 回の 八重 山の それ を 中断した 差別」 への 憤激 を あげて，^ る。 

だから 彼の 採集した 八重 山 墨 は、 寛 永 十四 年から 明治 三十 五 年までの 二 世紀に わたる 間、 畺王府 力ら 人ず 

を 収奪され た 八重 山の 離島の 民の 烈しい 霧のう ねりに みちみちて いるので ある。 人頭税 I 古、 八重 山の 人た 

ちに とって 墓に 絶す る 苦しみであった。 そして 自分の 絶望 を そのまま 歌に したの は 日本の どこ を 見渡しても、 

八重 山 以外に はない ので ある。 

しかし また 離島の 民 は 悲哀 だけ をうた つたので はなかった。 『八重 山 民謡 誌』 から 『八重 山 古 謡』 に 眼 を 転 i 

ると、 そこ こよ 権力者の 文化に 汚染され ない 生活が 展開す るの を 見る ことができる。 そこで は 八重 山の 若い 妒ナ 

き 甕の 水 を 鏡に して、 そこに 映る 自分の 顔に 見入り、 く 九ね 象の 実皇に 貫いて 首に 巻いて いる。 若者 は 昼 は 素 
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焼きの 土器 を こしらえて 売り あるき、 木の 皮の 繊維で つくった 網で 干 瀬の 海に：：^ を 捜しに ゆく が、 夜 は 恋する 

女の 家に しのびこみ ススキ のたい まつで、 みやらび (娘) の 寝顔 を じっと見 入る の だ。 

『八重 山 民謡 誌』 にお さめる ところの 歌 九十 四 首、 『八重 山 古 謡』 は 二百 三十 有余。 それに 『八重 山 歴史』 『石垣 

町 誌』 をの こして、 この 八重 山の 主 は 死んだ。 

今 新聞の 報ずる ところでは 本土の 観光 資本の 進出 は 沖繙の 島の すみずみに ゆきわたり、 八重 山 は 尺寸の 土地 も 

ない までに 食い あらされて しまったと 伝えられる。 八重 山び との 太古から 今日に いたる までの 哀歓 を その 民謡の 

なかに 探りつ づけた 喜 舎 場 永 珣の志 は、 だれに 受けつ がれよう とする のであろう か。 

しかし、 こうした 民謡の 収集に は 八重 山の かげの 協力者が かず 多く あつたと 私 は 推測して いる。 したがって、 

それ を 喜 舎 場 ひとりの 功績に のみ 帰す る こと は 公平 を 欠く という ものであろう。 

たとえば、 岡 本恵昭 は、 沖繙 タイ ムスに r 宮 古島 あや ご 研究」 という 一文 を よせてい るが、 そこで 岡 本 は、 滔 

村 賢 敷の 『史解 集 解』 や 『宮 古島 庶民 史』 に 紹介され た宮 古の あや ご (綾 語) に は、 その 先駆 的 文献と して、 田 

島 利 三 郎ゃニ コ ライ： 不 フス キ ー の 「宮 古島 あや ご」 の 研究が すでに 存在して いた こと を 指摘して いる。 田 島 や 

ネフ スキ— の 研究 文献の ほかに も、 慶 世村恒 任. 川 平 朝 申の 『宮 古島の 歌』 や 平良彦 一 の 『宮古 民謡 集』 が ある。 

田 奢 禾三郎 が沖繙 にわた つたの は 明治 二十 六 年、 ネフ スキ ー が宮 古の 伊良部 島に わたった の は 大正 十二 年で ある。 

ひとりの 詩歌の 集成 者の かげに、 こうした 先駆者た ちの ふみわけた 道が ある こと を 私たち は 忘れて はなら，， ょハの 

である。 
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比嘉 さん.. 私の もっとも 敬 季る沖 II 人で ある。 その 純粋な 情熱| 湖の 底の 炎の ゆらめき に似てい る。 比嘉 

さんよと つく こ 八十 八の 祝い をす ませた 老翁で ある。 かって 宮 古島で はそう した 老翁 を 正月 元日の 朝礼 拝す る 揮 

習が き、 翥は 自分 を 礼拝し にきた 人た ちに 盆の 上の 塩 を ひとつ まみずつ 与えて 祝福した という。 私 はこ U 

を 知った とき、 琉球 弧が 何で あるか を 端的に 塞る 事例の ように 思えて 眼の ひらかれる 薩を おほえた、 力 

さん もまた そのような 老翁の ひとり だと 私に は 思える。  .s〕t、  E.1 

比嘉 さんよ かって 讓弧を 走る 一匹の やせた 狼の ような 青年時代 をお くった。 その 鋭敏な 精神の 嗅覚 は 年. - 

こ i 塩す を 与える 老翁の ような 存在と なった 今日 も、 その 存在の 底に 沈んで いる。 この 精神が あった はこ；^ 

比嘉 さんよ 伊波 普猷の 文化人 臭 や 仲 原意の 官僚臭 を 身に つける ことなく すんだ ので ある。 達さん は f 田 国 男 

を 知って、. \| から 全体へ とた どる 民擘的 思考 方法 を 身に つけた。 その 方法 は、 達さん の 最近の 舊に； よ 

く あらわれて いる。 本書の むずかしい 題の 意味 は 「まえがき」 の 「やたらに 本 を 読む、 ほりで、 これ を る 

ことのな いの を i と言う。」 という 文章で 藝す るの だが、 その 内容 はどうして、 紙魚 どころ か、 半ず f 


M るかに 超える 比嘉 さんの 精神 活動が すこしも ゆるみ をみ せて いない こと を 示して いる。 

と 本書の 内容 は 二十の 章に 分かれ y いる。 一見 読史 余滴の かっこう をと つてい る。 しかし その なかには、 たとえ 

^ ば 十九 世紀の 最初の 年に 清国の 冊 封 副使が 伊江 親方の ために 「漱 石山 房」 という 堂の 名 を 送った、 という ふしぎ 

I な 話に 出会う。 また 明治 十二 年の 廃藩置県まで 首 里 城の 漏刻 門で、 雨天のと きは楼 上に 水 を 盛った 器 をお いて 寺 

を はかって いたと あり、 晴天に は 日時計 を 用いた という 記事 も ある。 こうした 記事が 私たちの 関心 を ひくの は、 

琉球 弧の 時間が 悠々 たる ものであった こと を 物語って いるから である。 それが 琉球 処分で とりやめ になった とハ 

う 事実 は 象徴的で ある。 また 渡 辺 重 綱と いう 軍医の 『琉球 漫録』 の 紹介の なかで は、 粗暴な 薩摩 人が 琉 球の 婦女 

を 力ず くで 強奪す るので、 沖 繙 の 女た ち は 「日中 恐れて 外出せ ず。 陸軍 兵員の 兵器 を携 うる 如きよ、 猶ぉ 11  生摩武 

士と 同視して 道路 相 見れば 先 を 争うて 逃走す」 と ある。 すなわち 戦後 沖繙に 進駐した アメリカ 軍にたい する のと 

おなじ 態度が ここに みられる。 

また 有名な 『琉球 見聞 録』 や 『沖繙 三 寃録』 の 著者で ある 喜 舎 場 朝 賢 翁が、 中国に 留学した ことの ある 学者の 

友人に むかって、 自分 は 八十 幾 歳になる が、 自分の 父 は 若死にした。 冥府に いったら、 父にたい して は 敬語 を 使 

つたら ょレ 力とう か 教えて くれと、 ュ— モア を まじえて 聞いた という 話が のって いる。 長老 を 崇敬す る琉 球の 祖 

霊 信仰と 中国の 家長 的な 儒教 思想 を どう 折り合わせ たらよ いか、 と 問うて いるので ある。 

比嘉 さんが 力 を そそいで いるの は 「文替 り」 のこと である。 それ は薩摩 藩が 銅銭と 鉄 銭との 交換 比率 を 勝手 こ 

変えた ので、 琉球 藩の 経済 は 混乱した。 砂糖 生産 を 強制され ている 四 万 五 千 戸、 二十 一万 五 千 人に およぶ 冲镭の 

農民 は ただみ たいな 安値の 砂糖の 値段の ために 疲弊の 底に 落ちた。 那覇の 娼家に 売られた 女郎 はこうした 砂糖 

作り 農村の 娘た ちであった。 私 は i さんの 宅に うかがって その 話 を 聞いた ことがある が、 比嘉 さんの 頰こ よそ 

のとき、 涙が 流れ 落ちた。 
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『兆 太郎の 誕生』 こ 接して しばらく してから 私 は 引き合わせる 人が あつたので、 成 城 町に ある 日本 民俗学 研究所 

こ 柳 田 国 男 をたず ねて いった。 小柄な 老人で ある 柳 田 は、 私の 郷里が 熊 本 だと 聞く と、 河 害 話 をした。 そして 

熊 本 在の 民俗学 者に 丸 山 学と いう 河童の 研究家が いるが、 君の 尊敬し なければ ならない ゾ六、 と 柳 田. --^ つた 

私よ 丸 山 学 氏の こと をう すうす 知って はいたが、 丸 山 氏 は あたりまえの 人で、 私に むかって 柳 田が 尊敬 を 強制す 

るよう な 人 だとき われなかった。 i な 民俗学 者の 文章 をよ むと きの 退屈 さは、 月次な 緩 や 俳句に 接する と 

きの 退屈 さとよ く 似て いる。 そこに は 謹 もなければ、 精神 を 緊張させる 知的 昂雷 何もない。 曰 向 水の ような 

平板な 事実が ならべて ある だけで あるの をみ ると ゥ ンザリ してし まう。 そうした 民俗学 者の ひとりと して、 

学 氏の こと を考 えていた 私 は、 柳 田の 押しつけが ましい、 不用意な ことばに いささか 失望した。 

柳 田 国 男と 会った のと 前後して、 私 は 裏 常 一の 『海 を ひらいた 人び と』 を よんだ。 案の この 書物 は 么子生 

向け こ 書かれた 本であった が、 私に は 知らない こと だらけで、 私の 関心 を さいごまで ひきずって レ つた。 ます 

こ， i どん I 秦 にも 書いて ない 常 民の 生 雷な のであった。 たとえば 釣糸の 変化が その 漁法 全体 を 変えて L 
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く。 こうした こと は 一見 些細な ことのよ うに 見える が、 政権の 交替 以上に 重要な ことで ある こと を、 私 は 里 解し 

た。 これ は、 唯 物的な 考え方な ので あるのに、 唯物史観に 立つ 人た ち は、 どうした ことか 見の がして いるの だつ 

た。 地方の 生活 史 といえば、 せまい 地方の 範囲に とどまる のが ふつうで ある けれども、 無名 者の 努力が、 庶 nf^ の 

行動の 輪 を 意外に ひろげて ゆく さま を、 宮本は 生き生きと 描いて いた。 私 は 宮本常 一が どんな 人物 かまった く 知 

らな 力った が、 庶民の 歴史で も あり、 かつ 民俗学で も あるよう な宮 本の 著書の 視点が、 ュ -11 クな ものである こ 

と はたやす くわかった。 

私 は 当時 出版社に つとめて いたので、 自分の 民俗学への 関心 を 編集の 仕事に 生かした いとお もい、 柳 田の 秘書 

をつ とめて いた 知り合いの 鎌田久 子に 相談した。 縑田は 編集 委員に 大藤 時彦を 推薦し、 大藤は 宮本を 推薦した。 

そこで、 私 は、 この 三人 を 編集 委員に 『風土記 日本』 を 企画し、 宮本常 一 に 会う という 仕儀に なった。 宮本は 渋 

沢 敬 三の 邸の 居候 をして いた。 彼 自身の 口から 玄関番と も 聞いた。 最初に どこで 会った か 今 は 記憶がない が、 た 

いてい は 「のせ」 という 本郷の 旅館であった。 宮本は 和服 を 仕立て直して 染め あげた 洋服 を 着て いた。 そして 布 

製の 靴 を 履いて いるので、 「のせ」 の 女中 はと まどいした。 そこ は 大学の 教師が 出版社の 仕事に 利用す る 旅館で 

あつたので、 宮本常 一 のよう な 風体の 人物 は 空前に して 絶後な のであった。 宮 本のお どろくべき 饒舌 は 編集 会議 

などで、 いったん しゃべり 出す とと まらなかった。 朝の 十一 時 頃から はじめて、 夕方の 五 時、 六 時まで しゃべり 

つづける ことがあった。 昼食 をと つてい ると きも しゃべった。 豊富 きわまりない 旅の 経験に よって 裏 づけされ て 

いる 彼の 話にたい すると、 私 は 全身が 吸取紙の ようになつ ている の を 感じる の だ つ た。 

私 は 長時間の 緊張に 疲れる と、 休憩 を 申し出て、 三人の 編集 委員の まえで よく 午睡 をと つた。 私が ごろり と 横 

になって いる 間、 委員 は 自分 たちだけ で 話 をして いた。 私 は 半時 余の ひるね をした のち、 会議 を 再開した。 

宮本は その 頃、 胃痛に なやんで いた。 まだ 二、 三度し か 会って いない 頃、 彼が 寝込んだ と 聞いて、 渋 沢の 邸 こ 
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彼 を 見舞いに いった ことがあった。 宮 本の 住んで いたの は その 広大な 邸の 片隅に 立てられた 下男 部屋の ような と 

ころだった。 わずか 三 畳 位の 部屋に 本が 堆く 積んで あり、 その あいだに 宮本は 床 を 敷いて 寝て いた。 その 蒲団 は 

五月の節句の 幟の 古い 布 をつ ぎ あわした もので、 紺地に 模様 入りの せんべい 蒲団であった。 私が 田舎の まずしい 

家で よく 見掛けた ことがある、 そうした 蒲団に 寝て いる 宮本を 見て、 日本の 庶民 史を 地方 別にた どろうと する 

『風土記 日本』 の 企画が 成功 するとい う ひそかな 確信 を 得た。 

I 呂 本の.^ は 一切の 温泉 地と 無縁であった。 それ どころ か、 汽車に 乗っても 食堂車な ど は 利用し なかった。 彼と 

1| 然 おなじ 汽車に 乗り合わせた ことがあつ たが、 朝 は 車内で 売りに きた コ ー ヒ ー とパ ン だけで 済ませて いた む 

どい ときには、 ソバ粉 を 袋に 入れて 旅 をし、 弁当の かわりに ソパ 練り をつ くって たべた ともいう。 一枚し かな-^ 

パ ンッを 小川で 洗って、 それ を 背負った リ ュ ックの 上で かわかしながら 歩いた という 話 を 聞いた こと も ある。 

いずれにしても 尋常な 物見遊山の 旅ではなかった。 そうした 旅 を 十数 年に わたって、 一年のう ち 二百 日 以上 も 

つづけて いた。 しかも 宮本は 民俗学 者の あいだで 知られて いる だけで 一 般には ほとんど 無名であった。 

宮 本に 会って から 間もなくして、 彼 は、 「自分 は あなたに よって 発見され た」 といった。 彼 もうれ しかった に 

ちがいな いが、 編集者と して、 私に もこれ 以上の うれしい ことばはなかった。 しかし、 それに もまして 私 は、 知 

識と 経験 を 総合した 宮 本の 物の 見方 を まなぶ という、 貴重な 体験 をした のだった。 私 は、 宮 本と 接触して 庶民 を 

見る 眼 を やしなう ことができた。 『風土記 日本』 とそれ に つづく 『日本 残酷 物語』 は、 私の ィメ ー ジを宮 本が 具 

本 七し、 それ を 私が 修正し、 規制 するとい う 相互の 協力 作業に よって 生まれた ものである。 もとより、 宮本^ 外 

の 多くの 執筆者 も 参加して いるが、 これら 叢書の 企画の 段階で は、 宮本 がいなければ、 私の 望む 方向に 実現す る 

こと はでき なかった こと はたし かで ある。 宮 本の 犀利な 着想に 私 は 感歎す る ことが しばしばだった が、 その 宮本 

の 背後に はす ぐれた 着想の 下に、 多くの 学者 を 動員して いた 渋 沢 敬 三の 存在が あった。 宮本 は、 彼の 師 であり 
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かつ 保護者で もあった 渋 沢の 影響 をき わめて つよく 受けて いた。 柳 田 や 折 口の 「心の 民俗学」 にたいする 渋 沢の 

「物」 の 民俗学 は、 独特な 視座を もつ もので、 庶民の 生活 史の 研究 を 大きく 前進させる ことに 成功した。 渋 沢 は 

人 も 知る とおり 財界の 指導者の 位置に あった。 したがって、 庶民に 関する 知識 や 関心 はき わめて ふかい もので あ 

つたと いっても、 その 考え方に はや はり 限界が ともなわずに はすまなかった。 宮本常 一 を そだてた の は 渋 沢 敬 三 

であった が、 宮 本の 考え方に 枠 を はめた の も、 渋 沢で あつたと 私 は 考えて いる。 

当時 私の 支えに なった もう 一冊の 書物が ある。 中村吉 治の 『日本 村落共同体』 がそう である。 中 村の 発想 はき 

わめて ュ 一一— クな もので、 彼 は 村落共同体の 意味 を、 血縁 や 地縁から 解き放ち、 生産 共同体と して 規定す る。 こ 

の 原理に た つ てながめ ると き、 明治 以降の いわゆる 村落共同体と 見なされて いるものが 疑似 的な ものに ほかなら 

ぬ こと を 発見す るの は 容易で ある。 すなわち 生産の 単位 は、 共同体から 各戸へ と 分解す るが、 しかし、 祭り をお 

こなう とか、 学校 をた てると か、 公共 的な 場での 共同体 規制 は 残存す る。 その 規制 意識 は、 権力と つながる 地主 

や 地方 有力者の 手中に にぎられて いるの だから、 結局 は 公共 的 営 為が 支配階級の 利益になる ように 仕組まれ てい 

る，^ もし それに 反対す るなら ば、 共同体に 協力 しないと いう 理由で 村 ハチ ブ にあわされる。 中 村吉治 は、 一見 封 

建 遺制と おもわれる 村 ハチ ブが、 じつは 共同体の 分解 過程に かえって 多発す る こと を 強調す る。 なぜなら 生産 共 

同体で は 共同作業の 仲間から 労働力 を はずす こと はたやす くで きない か ら である。 島根県で 今 も 根強く のこる 

「憑き ものす じ」 の 迷信 も、 明治に 入って からが かえって 盛 行す る。 それ は 前 近代に さかのぼる ほど 頻発す る 現 

象であった、 とかん たんにい うわけ に は ゆかない。 親子 心中に いたって は、 明治から 大正へ、 大正から 昭和 初頭 

へと 幾何級数 的に 増加す る。 これらの 現象 は 何 を 意味す るか。 それ は 前 近代的 現象で はなく、 まさしく 天皇制 を 

頂点と する 日本 近代国家の 特徴が 刻印され ている ものな ので ある。 前 近代と か 封建 遺制 だと か を 指摘 すれば、 そ 

れ だけで 近代が 免罪され ると おも つ たら まちがい なので ある。 
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ここで 若い 読者の ために 書いて おきたい。 私が 『風土記 日本』 を 企画す ると、 出版社の 内部で、 民俗学 は 体系 

のない 学問 だと か、 階級闘争 を 捨象して いるから ダメ だと かいう 批判が 起った。 今で こそ 民俗学 は、 大学の 講座 

の ひとつと なって いるが、 当時 は 進歩的 知識人 や 進歩的 出版 労働者 (？) から 軽蔑の 眼で 見られて いた 在野の 学 

であった。 民俗学 を 主軸に した 企画 をた てるので も、 楽ではなかった。 マルクス主義の よそおい をして さえお ナ 

ば、 どんな 言動で もま かりとお る 時代が 戦後し ばらく は つづいた ので ある。 民俗学が ようやく 世間に 陽の 目 を 見 

るよう になった の は 六 〇 年 安保 以降の ことで ある。 安保 前年から 安保 直後に かけて 私が 企画 編集した 『日本 残酷 

物語』 は、 民俗学の 方法 を 使って 社会に 衝撃 を 与える ことができる という 最初の 実験 例であった といえる 私の 

名 づけた 標題 は 流行語と なった。 これ は 進歩主義 や 近代主義の 観念に 私が はじめて 一矢 を 報いた もので あ" た。 、 

『日本 残酷 物語』 の 主題 は、 つつまし い 欲求の 持主で ある 「小さき 者た ち」 がいかに 苦悩し なければ ならぬ。 力 

という 矛盾 命題で ある。 私の なかには いつも イエスに したがって あるく 浮浪 人 や 漁夫 や 娼婦の ィメ ー ジが 去来し 

：、 た。 .ム よ カトリシズムに は 希望 を 失って しまったが、 そうした 「小さき 者」 への 執着 は 依然として 残り つづ 

けて いた。 こうした 小さき 者た ち を つまずかせる くらいならば、 海の 底に 沈められ たほうが まだ ましで ある、 と 

、う イエスの ことば は 私の 耳に 鳴りつ づけて いた。 そうした 幻視と 耳鳴り を 私 は 何ら かの 形で 表現したかった の 

だ。 私が 別の 職業に つ いてお り、 別の 仕事 をして おれば、 それ はちがつた 形式 (容器) をと つたであろう。 とも 

あれ、 私の 追い求め たもの は ひとつで ある。 それ を 私 は 最近、 水 俣 病 告発 運動に ちなん で 「事 小 主義」 という こ 

とばで 表現した。 私 はこの ことばが 倫理的に 理解され るの を 好まない。 私 は 小さき 者た ちが 好きな ので ある。 詮 

じつめ ると それだけに 帰着す る。 私 は 小さき 者た ちとつ き 合って いる だけで 充分に たのしい 人間な のた。 

人 は あるいはい うであろう。 それ は 非 庶民の 願望に 終る の だ、 と。 私 はかくべ つ それに 反対し はしない し 力 

し 5 レー 空と その 間に はさまれた 大地に 生きる 民の もっとも 単純ない となみが ある だけで 充分 だとお もって I る 私 
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は 自分の な 力の 不要な 余 菊 物 を できるだけ 取り除きた いという 衝動 を 今もって おさえる こと はで きないの であ 

る。 

行きずりの 旅と、 われ 思 ふ。 蠻 びとの 素肌のに ほひ まさび しく あり 

蟹の 子の むれに まじりて 経な むと 思 ふ はかな ご M ろ を 叱り 居に けり 

折 口 信 夫の この 短歌 は 私の 心境に 似通う もの を もっている。 
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ゎビ つみ のい ろ この 宮 11 青木 繁の 神話 世界 


1 

日本のば あい は 海の 彼方に 投げ かける 思慕と 古代への 憧憬と は ひとつに 融け 合って いる。 そのこと を もっとも 

つよく 感じさせる のが 青木 繁の 絵画で ある。 青木 繁は ラフ ァ ェ 口前 派の ロセッ ティ ゃギ ュスタ ー ヴ • モロ ー や、 ン 

ャヴ アンヌから 影響 を 受けた というが、 その 描かれた もの をみ るかぎ り、 神秘性の 表現 は 青木 独自の もの を もつ 

ている ので ある。 そして それ は 青木の つよい 個性に 支えられて いるもので ありながら、 一方で は 日本 神話の 特異 

な 性質 をつ かみ 出して いる。  ： 

『海の幸』 や 『わ だつ みのい ろ この 宮』 の 主題 は、 おそらく 海 彼の どのような 画家 もとり あげる ことができな V 

その 浪漫的 性格 は 原始の 海の 欲情に 照り返され ている。 海の 塩から い 透明な 外 光が 画面に 躍動して いる。 

しかし、 日本人の 画家で も 青木 繁の ような 神話のと りあげ 方 をす る こと はでき ない。 たとえば 明治 四十.^ の 第 

五 回 内国 勧業博覧会で 『いろ この 宮』 を だしぬいて 審査員から 評価 を 受けた 中村不 折の 『建国 御 業』 をみ るが よ 
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し その 暗鬱な 構成 配置 は 天皇制 国家の 権力 的な イデ ォ 口 ギ ー を 芸術が になう ときの 重苦し さ をい かんなく， 云え 

ている。 真ん中に 冑を かぶった 指導者ら しきものが あり、 裸体の 女 は その 脇に 保護され てうな だれて いる。 女 こ 

まつわる 子供 もえが かれて いるから、 女 は 子 を 産む ための 存在と して、 一団の 庇護 を 受けて いる ことが 判然とし 

ている。 それらの 一団 は 家族で もな く、 また 共同体で もな く、 あきらかに 権力の 構造 を 示唆す るに とどまって、 

る。 

だが 青木 繁は 彼の 神話の 世界に 没入す る ことで かえって、 銅像 屋と 呼ばれる 彫刻家た ちゃ 一 部の 画家た ちの 権 

力の 呪縛から 自由に なれたの である。 青木 を 魚に たとえる と、 神話の 世界 は 水であった。 たとえば 『海の幸』 を 

みると、 話 を もつ 裸 形の 漁師た ちに 担がれ、 ひきずられる 大鮫 は、 漁師た ちの 勝利の 獲物で あるば かりで はない。 

むしろ 海神の 使者、 そして 彼 自身の いわば 「自由」 の剝 製な ので ある。 

しかし 彼 は、 漁師 たちのな かにた だ ひとり、 女 を まじえた。 その 女と は その 年 明治 三十 七 年の 夏、 房 州の 矿が 

に 写生 旅行した ときに 同行した 愛人の 福 田た ねで ある。 漁師た ち は 前方 をむ いて 行進して いるのに、 その 女 だけ 

はこ ちら を、 青木 繁、 もしくは その 絵 を 見る 者の ほう をむ いている。 行進のと き、 見物人の なかに 知り合い がい 

て、 それに 眼で 会釈す るの に似てい る。 それ は 中村不 折の 絵の なかのう なだれた 女と なんという 対照であろう。 

女 もまた 漁師た ちの 行列に まじって 大鮫を 仕 止め 凱歌 を あげる 一員で ある。 大 鮫が 青木 繁 自身の 「自由」 の剝製 

であると いうの は、 芸術的な 表現が すべてそう だとい うだけ でな く、 福 田た ねと 青木 繁の 恋愛関係 を 示して いる 

からで ある。 福 田た ねの 大きな 目と 官能的な 唇 を もった 顔が こちら をむ いている の は、 あくる 年 明治 三十 八 年の 

制作で ある 『日本 大穴 牟 知命』 のなかの ゥムギ 姫に も 見られる から、 たんなる 思いつき ではない。 

『海の幸』 は 漁師の 男た ちと それに まじる 裸体の 女 (漁師) と大 鮫の 三者から 成り立つ ている。 漁師た ちの 铦は 

サチ であり、 また 鮫 も 海の幸な のであった。 つまり、 弓矢 や 釣針 や 鉄砲まで も サチの 名で 呼ばれて、. る。 m 師た 
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ち は 縁起 を かついで、 鉄砲の なかに いつも 一発 だけ 弾丸 をの こして おく。 それ を シャチ 玉と いう。 海 幸 山 幸のお 

話に 出て くる 釣針 もサチ である。 それ は 獲物 を 呼ぶ 况カを もっから である。 と 同時に、 獲物 もサチ なのまでと f る。 

その サチ のなかで もィ ルカ ゃヮ 二 や サメは 海神の 使いと みなされ てきた。 たとえば 今でも 志 摩 半島の 的 矢 湾の 

奥に ある i ぎの CiK の 祭りに は 沖合 はるか 彼方の わ だつ みの 宮 から、 七 匹の サメ がお 参りに くると いう 伝説が 

かたく 信じられ ていて、 その 日 は 海女た ち は 海中に 入って 仕事 をす ると 死ぬ といわれ ている。 だから サゃメ と は 獰猛 

では あるが、 神聖な 動物な ので あり、 それ を铦で 突いた 人間に は、 たとえば 『常 陸 風土記』 に 出て くる 夜 刀 (谷) 

の 蛇 神 を 打ち殺した 男の 話の ように、 神に むかって 人間の 勝利 を 宣告した 人間と しての 自由 を 獲得す るので ある。 

『海の幸』 の 自由 さは、 画面 一杯に あふれて いる、 という こと は そのこと を 意味す る。 さらに は、 神話の 客観的 

な 主題 を もつ 構図の なかから、 とつぜん 私的 関係が 顔 を 出す ことで、 古代の 物語 を 現代へ と 反転させる 効果 を あ 

げる、 という ことで ある。 それは海神の使者でぁるて手^！ぃ獲物をたぉしたものたちの誇らかな凱旋の足どりにみ 

られる 自由な ので ある。 

『海の幸』 の 人物の モデルに は、 福 田た ねの ほか、 土地の 漁師 や、 このと きの 旅行に 同行した 坂 本 繁ニ郎 も 力 わ 

つたと おもわれ るが、 坂 本の 話に よると 「この 漁師の 一群が モリ を もち、 大鮫を かついで 引き あげてく る 壮歹ハ な 

晴景 をみ たの は、 実は 私で、 青木 君 は 私の 話 を 聞いた だけ だ」 という。 

青木 繁は坂 本の 話 を ヒントに して その 幻影 を 飛躍 させ、 一場の 画面 を 作り あげた。 『海の幸』 が どこ カメルへ 

ン のよう な 雰囲気 を ただよわせ ている こと は、 この 絵が 真の 写実に 由来す る もので ない こと を 物語って いると と 

もに、 青木の 奔放な 空想力 を うらがき する ものである。 青木 はこの 絵の 舞台で ある 房 州 布 良に も ゆかない まえ 力 

ら 友人の 話 を 聞いて、 扇 面に 海の 即興 画 を 描いた という。 

まヒ. 『い， X.  二の 宮』 にしても、 友人の 安江 不 空との 雑談の なかから、 青木 は 構想の 端緒 をつ かんだ こと 力 安 


4 江 自身に よって 語られて いる。 青木 は 岩 野 泡 鳴 や 蒲 原 有 明の ように 神秘主義 的 傾向の 濃厚な 詩人た ちと も 交わつ 

た。 それが 青木の 画 想に 刺戟 を 与えた こと も 否めない。 有 明 は その 詩集 『春 鳥 集』 に 「海の幸」 と 題す る 詩 をの 

び せて いる。 その 一節 を 引用す ると、 

§  るり せいでん 

0 かれらが 海 はと こしへの 瑠璃 聖殿 

わ だつ み 境 を領ら す。 されば この 日 

手に 手に く はし 铦 とる 神の 眷属 

たけ  お ほざめ 

丈に も あまる 大鮫 ひるが へる や 

魚の 腹 碧き 光 を 背に 負 ひつ つ、 

のぼ  一 ごうしよ いさご 

上る は いづこ、 劫 初の 砂子 浜べ？  . 

となって いるの を、 有 明 は あとで つぎのように 改 乍して いる。 

あまべ  す あ  いま しら うなじす 

海 部の 裔ょ、 汝等、 頸 直ぐに 

勝 高く も 空に うちあげつ つ、 

胸 肉 張れる 姿の 忌々 しき かな。 

たたら  くり す よ ピ 

「自然」 の鞴に 吹け る褐の 素膚。 

瑠璃な す 鱗の 宮 厳に 飾り、 

しら 

大 綿津見 や 今な ほ領し ぬらむ。 
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いかしき 幸の 獲物に 心 足ら ふ。 

これ をみ ると 改作した 詩より は、 前 作が すぐれて いる。 しかし 当然の ことながら、 有 明の 詩 は、 青木 繁の 奔放 

で 直截な 筆のう つくし さに は 及ばない ので ある。 

房 州 布 良の あたり は 阿波の, と 関係が あるら しい。 この 近くに は靈 神社が まつって あ j; とて： 『古 霧 遺』 

こよる と、 「阿波の 忌 部のお ると ころ、 すなわち 安房 i りと 名づ く。 (今、 安房 国、 これな り) 天 富 命、 すなわち そ 

の船ひ；^；；^命の社を立っ。 今、 これ を 安房 社と いう」 と ある。 ここの 沖 は 海の 動脈で ある 黒潮が とおって いて 

南方から さまざまな ものが 流れつ くと ころで ある。 むかし 上醫 一の宮に 潮汲みの 翁が あって、 たまたま 海中に 

一 個の 玉が ただよって いるの を 見つけ 自分の 家に もちかえって いたが、 かがやかしい 光 を 放つ ので これ をョ、 -= 

中 社に おさめた という。 そこで 上 総 国に は 玉 依 娘と その 姉の 豊玉 姫、 もしくは 玉 依 姫の 夫、 その子な どを祀 つた 

六 社が あった。 

太 玉 命と いい、 豊玉娘 もしくは 玉 依 姫と いい、 すべて 海中の 石 や 真珠な どに 関係が あると 考えて よい それ を 

神^化し たのが 記紀に みえる 海 幸 山 幸の 伝説に つながる 海神の 女、 豊玉姬 の 伝説で ある。 

『古事記』 に は、 ヒ コホホ デミ は 「まなし カタ マ」 の 小船に のって 海 神宮に 到着した と ある。 この カタ マ は 籠で 

あり、 そのな かに 供物の いけにえ を 入れて 密閉し 海中へ 投 ずると、 供物 は 神に とどけられる、 と 松 本 信 広 は 説明 

している。 

青木 繁の 『毎の 幸』 が 黄 長の 画面で あるの は 日本人の もつ 水平 欲望 を 表現した ものと おもわれる それにた I 


して 『いろ この 宮』 がた て 長の 画面で あるの は、 やはり この 「まなし カタ マ」 に 乗って 海神の 宮に 垂直に 降下し 

ていつ たす がた を 表現した ものであろう。 しかも その 画面 はぎりぎ りに トリ、、、 ングを ほどこし ヒ ものである。 ヒ 

^ コホホ デミの 頭髪の 一部 は 切れて おり、 豊玉 姫と その 侍女の ほう もこれ 以上 切る わけに は ゆかない、 という ふう 

^ にきびし い 垂直 性 を もつ て いる。 

民 『海の幸』 の ほう は 空間 性 を 強調して、 海 部の 裔の 背後に 海の 彼方の 無限の ひろがり をお くのに たいして、 『い 

ろ この 宮』 の ほう は 「まなし カタ マ」 が 海底の 宮に 深く 沈んで ゆく 時間 性 をえ がいている。 それ はまた 私たちが 

古代の 深層 部に 降下して、 その 果てに 発見す る 憧憬 物と 重なり合つ ている。 

「水平 性」 と 「垂直 性」 が 青木 繁 のなかで かなり 意識的であった ろうと おもわれ るの は、 『海の幸』 の ほう は 七 

OX1 八 一 • 五 であり、 『いろ この 宮』 の ほう は、 それと 正反対に 一八  一 • 五 X 七 〇 に r という 寸法から も 

推察で きる。 そして 『いろ この 宮』 は 記紀に よると 「海 幸 山 幸」 の 後半 部に 属して いる。 二つの 絵 はがら りと 変 

つた 感じ を 与え はする が、 青木 繁の 一貫した 意識が その 底に ながれて いるの をみ る ことが 可能で ある。 

河北 倫 明の 文章 (『ドキュメント 日本人』 2) によると、 『いろ この 宮』 の 絵 は 「栃木県 芳賀郡 水 橋 村の 福 田家 か 

ら ほど 近い 豪家の 一室 を アトリエ として 描かれた が、 青木と して は大 へんな 張りき り 方で、 色 とりどりの 縮緬 を 

部屋に さげて は 海底の 宮の 雰囲気 を 工夫した。 福 田た ね や 近所の 娘さん を モデルと して 立た せ、 例によって 儘 

いっぱいの 気 むずかしい 制作ぶ りであった。 現に その 下絵の 一 つが 残って いて 当時の 作者の 用意 を 語って くれる。 

白衣の 侍女と 紅 衣の 豊玉 姫の 二人 を 画面 いっぱいに 描いた もので、 緑つ ぼくく すんで はいるが、 青 味 をお びた 海 

底に おける 玉 飾りの 輝き や、 衣裳の 美し さな ど、 作者の 狙う 幻想が いきいきと 出た ものである」 と ある。 

ここで も 福 田た ねが モデルに なった。 だが どちら かとい えば ギリシアの 神話の 美術 ふうの 様式 美の ほうに 青木 

の 関心が 傾いて いる。 もっとも 完成され た 絵 だが、 それ は 古代 幻想に とどまって、 『大穴 牟 知命』 や 『海の幸』 
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のよう な あらあらしい 現代 性 を もっていない— 

『古事記』 では ヒコ ホホ デミと 豊玉 姫と は 結婚し、 豊玉姫 は 海辺で 子 を 産む。 ところが ヒ コホホ デミが 産屋 を 

のぞいて みると、 その なかには 大きな ヮ 二が 這って いたので 犬そう おどろき、 豊玉姬 は 自分の すがた を 見られて 

怒って 海神の 宮 にかえって しまう。 ヮ 二と サメ  (フカ) は インドネシア 語で は 類似の 語で 呼ばれて いる こと を 松 

本 信 広 は 指摘して いるが、 出 雲で は 今でも サ メをヮ 二と 呼んで いる。 そこで この 豊玉姬 のヮニ をサメ  (フカ) と 

考える こと は 不自然で はない。 沖 織の 八重 山で は 漂流 中 フカの 背に 乗せられて 助かった 人の 話が 伝説と して 今 も 

残って いるが、 それ は サメが 海神の 使いで ある こと を 意味す る 反面、 ト ー テムと して サメ をた ベない 氏族が あつ 

たこと を 物語る。 こうした ト ー テム 信仰の 残 欠 は 今の 沖繙 にも かすかに さぐる ことができる。 異なった 氏族 どう 

しの 結婚が おこなわれた 場合、 その 信仰 習俗の 相違が 不和の 原因と なって 離婚し、 妻 は 自分の 氏族のと ころに か 

えって いく。 豊玉 姫の 伝説 は その 悲劇の ひとつで あると 折 口 信 夫 は 解釈して いるが、 ここで 私が 連想す るのに 

『いろ この 宮』 が 思いがけなく 評価され ずに 終った ときに 青木 繁は、 福 田た ねとの 離婚 を 申し出て いる ことで あ 

る。 そして そのと き 彼に は 一 子 「¥i」 があった。 豊玉姬 がその 子ゥ ガヤ フ キア ェズノ ミコト をの こして わ だつ 

みの 宮 にかえった ように、 おそらく 海 幸 山 幸に あやかって 名 づけら れ たこの 幸 彦を福 田た ねの 許に ゆだねた まま 

青i^丄久留米に帰郷し、 そのの ち 放浪 生活に 入る。 そして その後 見るべき 幻想の 奔騰 を 青木 は 示して いないの 厂 

三 

私たち は 『海の幸』 『わ だつ みのい ろ この 宮』 の ほかにもう ひとつの 強力な 作品 を 持って い る。 それが 『大プ 

牟 知命』 である。 この 作品に ついては、 まえに 私 は 拙著 『魔の 系譜』 で 触れて いる。 

そのな かで 私 は つぎのように 述べて いる。 
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「久留 米 市の 石橋 美術館で、 青木 繁の 大穴 牟 知命と 題す る 絵の まえに 立った ときの 衝撃 は 今でも よみがえらせ 

る ことができる。 単純な 構成で ある。 屈強な 素 裸の 若者が、 力なく 片手 を あげて、 死んだ ように 地面に よこた 

わって いる。 眼 はと じ、 口 はかす かに 開いて いる。 その かたわらに 二人の 女が うずくまつ ている。 ひとり はの 

けぞ つた 若者の 顔 を 見守り、 もう ひとりの 女 は、 正面 をむ いて 片 つぼう の 胸 乳 をつ かんで いる。 このように 死 

とェ ロスと 再生と を 大胆に 語った 絵 を 私 は 知らない。 作者 は 若者 を 描く のに 日 傭 労働者 を 一日 だけ モデルに し 

たの だと 同 美術館 主事の 田 中 幸 夫 氏 は 語って いた。 私 は 石 人山 古墳で みた、 の 高い 石 人 像の 粗い タツ チを思 

い 浮へ た。 この 絵 は 女た ちの 髪 かたちから 古代 ふうの 題材 をえ らんだ ことが 分る という だけの もので、 わ だつ 

みのい ろ この 宮の 物語 風な 粉飾 を はぎとつ ている。 それだけに かえって 神話の 核が 画面に むき 出しに なって い 

るのに おどろい たの だ。」 

河北 倫 明の 説明で は、 この 作品の 描かれた の は、 愛人の 福 田た ねとの 間に 一 児 幸彦が 生まれた 茨城県 真 壁 郡 川 

島の 寓居で ある。 ゥムギ 姫の モデル はさきに 述べた ように 福 田た ねで ある。 そして 大穴 牟 知命と キサ ガイ 姫 は 宿 

の 若夫婦 を モデルに したと いう。 その モデルの 穿 さく は ともかく として、 この 絵 は 異様な 力強 さ を もっている。 

大穴 牟 知命、 すなわち 大国 主命が 焼け石に 当たって たおれた ときに、 キサ ガイ (赤貝) 姫が 貝 を あつめ、 ゥムギ 

(ハ マ ダリ) 姫が その 赤貝の 汁 を 母乳の ようにして 身体に 塗った ので、 よみがえった、 という 話な ので あるが、 

青木 繁の 絵で 見る かぎり、 そのような 神話の 知識 は 不要で ある。 つまり ここに ひとりの 男が ほとんど 死んで おり、 

ふたりの 女が それ を 見守って いる。 この 男 を よみがえらせる ことができ るの は 女た ちの 愛 だけ だ。 

私 はかって 上野 英 信の 文章で、 鹿 児 島の 海辺の 村で 彼が 聞いた というつ ぎの 話 を よんだ ことがある。 その 漁村 

では 沖合の 海で 溺死し かけた 男が いると、 村の 女た ちが その 男 を 一軒の 家に つれてき て 裸の まま 寝かせ、 ひとり 

の 女が 真裸と なって 男の 蒲団に もぐりこみ、 氷の ように 冷えた 男のから だ を あたためる。 そのうち、 女 も 男の 令 
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た 、身き 体熱 をう、、 よわれて しまう。 するとつ ぎの 女が、 かわって 男 を あたためる。 という こと を つぎつぎにく 

りかえ して、 男 を 蘇生させる の だそう である。 焚火 やその 他の 方法で は 蘇生で きない 仮死 状態の 男 も、 女た ちの 

体熱で 生き かえる ことができる という。 つまり 死と 再生と をつな ぐ もの は 比喩 だけでなく、 裏 ェ-ス なの だ。 

この 話 は 別に 案繁の 絵の 物 霞 は 直 籠 係がない かもしれ ない が、 人間の 生と 死と 愛の 原型 を 示す ものと して 

よ 共通 性が あると 私 は 考える。 それ こそ は 万国の 神話の 根本的な 主題の ひとつで も ある 

そして ふつう 大国 II 愛ぶ かい やさしい 神と 考えられ ている のら 案繁 がそれ こや そけ 曰と 傭の 肉体労働者の 

ような 粗野な すがたに 描いて いる ことに 私 は 興味 をお ぼえ る。 つまり 「男」 は 文字 どおり 火傷 をす る 瀕死の 体験 

を あじわつ たの だ。 そこに あるの は 力と 虚無との 格闘 だ。 だが 女 は それ をみ て 心 を 動かした の だ。 それ 力 はっき 

りして いる。 男よ 死にむ かう 存在で あり、 女 は 生に むかう 存在で ある こと を 青 秦の絵 は 比類な く 力強く 単純に 

物， つてい る。 ユングの 言葉 を 借りれば、 アニマ (女性像) とァニ ムス (男性 像) が この 画面 を 支配して いる。 

もともと この ァニ マ、 y 一一  ムス は ギリシア 語の 「風」 とおな じことば だとい う。 呼吸 や 動く 空気と たまし レカ 深 

い 関連 を もっている からだと 説明され る。 つまり、 ふたたび 息 を 吹き かえさせる 行為の なかに ァ ユマと ァニ ムス 

の もっとも 明確な すがた、 すなわち 私が 神話の 核と 呼ぶ ものが みてとれ るので ある。 

青木 繁が 神話の 本質に 肉迫す る このような 絵 を なぜ 描き 得た か。 それ はもと より 彼の 資質に よると ころが 大き 

時 戈の 風潮 も 見の がす こと はでき ない。 青木 はすで に 中 時 学 代に ハルトマン 哲学の 影響 I け、 「物の 社 

会よ 物 これ を 造れり、 唯 仮 象の 社会の み 人 これ を 創作し、 人類の みこれ を 楽しむ」 という ことばに 感激した と 伝 

えられる。 また まじめて 九州から 下 関 海峡 を わたって 上京 するとき、 その ふところに は 藤 村の 『若菜 集』  一 W を 


しのばせ ていたと いう。 そして 上京 後 は 上野 図書館に 入りび たりに なって 哲学、 神話、 宗教、 伝説の たぐい を 耽 

と 読した といわれ ている。 このような 青木の 浪漫的 性格 は 明治 三十 年代の 画壇 や 文壇の 浪漫的 傾向と 幸福な 一致 を 

^ 見せた のだった。 画壇で は 黒 田 清 輝、 藤島武 二と いう 浪漫主義の 画家が おり、 文壇で は 与 謝 野 晶子な どの 明星 派 

I のい きおいが つよかった。 だが こうした 時代 的 背景 も 今と なって は 青木の 芸術 を 理解す るた めの 決め手で も 有力 

な 手 力 力り でもない。 それほど 青木の 芸術 は 初発の かがやき を もって 見る 者 を とらえて いるの だ。 

たとえば 彼の 天平 時代に 題材 をと つた 一連の 空想 画の なかに、 ガ チョウ を 真ん中に おいて、 裸の 女た ちが 楽器 

を 奏したり、 ねそべったり している 絵が あるが、 それ は 時代考証 などに とらわれない 自由 さ を 示して いる。 ガチ 

ゥを 仲間に 入れて 画の 中心に すえる ことで、 女た ちの 放恣 や 気まま や、 のびやかな 明るさが きわめて 自然な か 

つこう で 表現され ている。 この 自由 さは 青木の 天稟であって、 他人の 模倣で きる もので はない。 

これまで 見た ように 『大穴 牟 知命』 にせよ 『海の幸』 や 『わ だつ みのい ろ この 宮』 にせよ 『天平 時代』 にせよ、 

青木 力 神話の 核 をつ かみ 出す ことができた のにお どろく ほか はない が、 それに は 青木 繁の 生い 立った 風土 を 無視 

する こと はでき ない。 青木 は筑擎 野の 中心で ある 久留米 市に 生まれた が、 その 市中 を つらぬく 筑 後川の 流 或 こ 

に 大分県の 境界 近くまで 装飾 古墳が 集中して いる。 日本に おける 最古の 彩色 壁画 はこの 筑後 平野に 生まれた と 

L つても 過言で はない。 そして 装飾 古墳の ふしぎ さは、 神暫 塵と その 文脈が 鐘に よって 籠され ている こ 

とだ。 つまり 神話と は 経験主義の 対立 物で あり、 時間の 敵な ので ある。 私 はかって つぎのように 書いた。 

r 一  度で も 装飾 古墳 をみ た 人が あるの なら、 それが ふしぎな 体験 だとい うこと を 誰し も 否定し がたいだろう。 

千年 後の 自分の 子孫に 対面 するとき、 その子 孫が 私にたい して 抱く 無気味 さと 同様な もの を、 私よ 装飾 古 黄つ 

中に 発見す るので ある。 ふしぎ さは それだけ ではない。 無気味 さ を 手探りしながら 装飾 古墳 をみ ている と、 分 

ら なし ものの 中に ひじょう によく 分る ものが ある。 それ は 呪術に よって 千 数百 年 も 岩穴に とじこめられ 凍結 さ 


れた まま 生きて いる 時間で あると いう ほかない。 カトリシズムで いう 現存が そこに は みられる の だ。 多くの 人 

たちが 装飾 古墳の 中に 直接 性 をみ とめる の も そのこと に 関係が あると 私 は 思う 」 

このように、 神話の 感情と は、 ひとつの 比喩 を もってすれば、 前方 を 見つめて いる 人間に、 うしろから おそい 

かかる ものである。 前方から ではなく、 背後から 襲来す る津浪 のように、 神話 は 事物の 原因と 結果 を、 現実 生活 

上の 合理的 認識に よってで はなく、 ちがった 形での あとづけ を 要求す る。 だから 青木 繁が 彼の 神話 を 素材と した 

作品の ヒント を 友人の 話から つかみ 出した という こと は、 いかにも 当然な ことで ある。 神話に ついての 知識 を ど 

ん なに ふかめて いったと ころで、 神話 を 芸術にまで 作り あげる こと はでき ないだろう。 というの も 神話の 文脈 を 

理解す るのに は 独特の 認識の 方法が 必要 だから だ。 神話が あらゆる 民族の 幼児期に 発生した の だと すれば、 その 

幼児 性と は 人間の 幼児の 認識に もつな がる ものが あるので ある。 子供が 大人よりも 犬 や 猫 やその 他の 小 動物の ほ 

うに 親愛 感を もつ の は なぜだろう か。 

まず そこに は、 時間 性が 稀薄で あると いう 共通点が あるだろう。 それが 親愛 感を 呼ぶ の だ。 しかし どの 民族に 

も 生と v^、 あるいは 性愛の タブ ー が ある。 この タブ ー を やぶる ときの かなしみが 神話の かくされた 核に なって I 

. る。 タブ ー が 共同社会の 禁制で あると すれば、 それ を やぶる 行為の 責任 は 個人に 帰せられ る。 だが それ は 一個人 

§ の もので なく、 あらゆる 人間に ひそむ 欲望な ので ある。 したがって それ は 罪ぶ かい、 それだけに 甘美な さそいで 

^ ある。 青木 繁が とりあげた 『ssll-s^, か』 2 九 0 三年) にしろ 『わ だつ みのい ろ この 宮』 の 物語に しろ、 タブ ー 

I を やぶる こと は 問題の 終末の ように 記紀に 書かれて いながら、 じつは 問題の 発端 を 示す ものに ほかなら ない。 白 

£ 鳥 伝説 もそう である。 太古の 禁制と それ を やぶる 行為 をフロ イトの いう 快楽 原則と 現実 原則に おきかえて 考える 

わ こと もで きる。 人間の 文明が 個人の 欲望の 禁止の 上に きずかれた ものである とすれば、 それ を 一挙に 無に かえ そ 

" うとす る 欲望が 禁止され ている こと はたし かで ある。 子供 はしつ けによ つて この 禁制 を 大人から 教えられる。 し 


^ 力し 快楽 原則への 欲望 は 熾烈な の だ。 子供の 犬 や 猫 や 小鳥な どの 小 動物に たいする 愛着 は そのこと を 意味す る。 

と そして 人類の 幼児期の 所産で ある 神話 は、 共同社会 を 維持して いくため の 禁制と、 それ を 犯す 行為と いう 形 をと 

^ つて 人間の 幼児が 誰し も 体験す る あこがれと かなしみ を 物語って やまない ので ある。 

き おそらく 精 一 杯の だ だ つ 子で あり 我 ままな 生涯 をお く つ た 青木 繁 にも それが あ つ ただろう。 テセ ウスが アリア 

ドネの 糸の みちびきで 洞穴 を 抜け出す ことができながら、 あとで アリア ドネ を 置き去りに したよう に、 青木 繁も 

愛人の 福 田た ねの 手助けで その 傑作 を つぎつぎに 生み出しながら、 生活に 窮 するとた ちまち 捨て去った。 だが そ 

の 身勝手な ウルトラ. ヱゴ イズムがなかった としたら、 青木 は 神話の 世界 を 魚の ように 自由にお よぎ まわる こと 

もで きな か つ たし、 その 天才 的 作品 も 生まれな か つ たはず である。 

日本 神話 は 海の 彼方から やって きた。 だから それ は 海の むこうに かえるの がとう ぜんで ある。 『古事記』 によ 

ると、 豊玉 姫が 産んだ ゥ ガヤ フ キア ヱ ズノ ミコト は、 その 叔母 (豊玉 姫の 妹) にあた る 玉 依 姫と 結婚して 四 人の 

子供 をもう けた。 そのな かの 二人 は 亡き母 をした つて 海の むこうに いった。 

『古事記』 の 原文で は 「御 毛 沼の 命 は、 波の 穂 を まみて iil 国に 渡り まし、 g ひ 氷の 命 は、 1 の 国と し 為て 海原に 人 

り ましき。」 となって いる。 私 はこの みじかい 文章 を 『古事記』 のなかで もっとも 悲しい 箇所と して 読む。 

青木 繁が 『海の幸』 や 『いろ この 宮』 の 主題に とりくん だの は、 その 鋭敏な 直覚 力で 日本 神話の 核 を さぐりら 

てて いたから である。 

青木 繁は 死ぬ 間際、 自分の 姉妹に あてた 遺言の なかで、 

小生 は 死に 逝く 身 故 跡の 事 は 知らず 候 故よ ろしく 頼み 上 候。 火葬 料 位 は 必ず 枕の 下に 入れて 置 候に 付、 

れ にて 当地に て 焼き 残りた る 骨灰 は 序の 節 高 良 山の 奥の ケシく 山の 松 薄の 根に 埋めて 被 下 度、 わ 主よ 彼,., 
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山の さみしき 頂より 思 出 多き 筑紫 平野 を 眺めて、 此 世の 怨恨と 憤懣と 呪 詛とを 捨てて 静かに 永遠の 平安なる 

眠りに 就く 可く 候。 

とポ r 、へて いる。 この 遺言に ある ケシ ケシ 山の 山頂に は、 戦後、 おなじく 久留米 出身で 画 友で もあった 坂 本 繁ニ郎 

の 字で 青木 繁の 詠んだ つぎの 歌 を 刻んだ 碑が 立 つてい る。 

わが国 は 筑 紫の 国 や 白日 別 母い ます 国 攄 多き 国  . 

白日 別と いうの はィザ ナギ、 ィザ ナミの 国 生みの 神話の なかで、 筑 紫の 国に 与えられた 名 まえで ある。 

二十 九 歳で 死んだ 天才 画家 青木 繁が 神話の 国筑 後に 生まれた こと を 私 は 偶然と は 思わない ので ある。 

〔後記〕 この 一文 を 草す るに あたって、 河北 倫 明 編 『青木 繁と 浪漫主義』 ならびに 『ド キュ メント 日本人』 の 

なかの 同氏の 文章 を 参考に した こと を 付記して おく。 
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お上さん が 亡くなつ てま だ 半年に もなら ぬが、 独自の 思想家 をう しなった という 感は 時間が たっと 共に 強くな 

る。 村 上さん のよう な 思想家の 系譜 をた どる こと は、 たやすい ようで むずかしい。 村 上さん は 戦後の 出発 こ あ，. こ 

つ て 左翼の 心情 を もつ ていたと おもう が、 しだいに 右翼の 心情 へ の 傾斜 を もつ ようにな つたと 一 般には 見られて 

いる。 しかし 私 はそう は 思わない のであって、 左翼の 思想 陣営が 真の エリ ー ト としての 立場 を 失な つたと きに、 

村 上さん は それに 失望して、 新しい エリ ー トの 立場 を さがした の だと 思う。 そのと きに 現われた のが、 海軍 士官 

としての 短 かい 日々 へ の 郷愁で あつ た。 つまり それ は 自分が エリ— ト として 立った 日への なつかし さであった。 

ここでい う エリ ー トと は、 権力 や 財力に よらず、 ただただ おのれの 識見 を もって 世間 を 指導す ると 自負 を もつ 人 

の 謂で ある。 

この エリ ー ト としての 自覚 はつねに 知識人が 引き受けねば ならない ものである。 今日、 韓国の すぐれた 教会 指 

導 者 や 野党の 代表者な どに はこれ が 見られる。 エリ ー トは 大衆の 意思 を 代弁す るが、 大衆 を 蔑視したり、 大衆に 

追随した りする こと はない。 その 眼 は 自分の 属する 民族の 運命に そそがれ ている。 ところが 日本で ま 有名校 を 出 
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たと か、 毛並みが よいと か、 団体の 指導者で あると かが ユリ ー トの 資格で あると されて、 その 識見の 有無 力 問題 

こされる こと はすくない。 裏 を 返せば 日本に は エリ ー ト としての 知識人の 自負がない。 すくなくとも 戦後の 4^ 識 

人に は それが とぼしい。 そのわず かな 例 を さがす とすれば 頭に 浮かぶ の は 竹 内 好さん 位の ものな のだろう か。 こ 

とわって おくが、 竹 内 好さん 一人 だけと いうので はない。 私 は 村 上さん にこの エリ ー ト への 志向が あつたと おも 

う。 そして それが 充分 開花し ない ままに、 満たされず 終った こと を 痛ましい ことに 思って いる。 

これまでの 話と 矛盾す るよう だが、 村 上さん の 文章に は トリ ビ ュ アルな もの を 執拗に 追つ かける 習性が 見られ、 

それが 私 は 好きだった。 骨惜しみ をし ない 穿鑿 好きな ところが、 うかがわれた。 それからもう 一 つの 特徴 は、 彼 

の 発表す る 文章に 「私 性」 が ある ことだった。 そこで 村 上さん の 文章に は 大きな 主題の 枠の 中に 些細な 疑点 を ど 

こまで も t 求す るキメ のこ まかさが 見られた。 また 公共性と 私 性、 論理と 感情がない まざった ふしぎな 文体 力 倉 

られ た。 だから 彼が 無 署名で 書いた としても すぐ 看破され るよう な 独特な スタイルが 獲得され た。 左翼 思想 も 右 

翼 思想 も 彼の 中で は浪曼 者の カテゴリ ー に 入れられ、 そして 彼 は それ を すこしも 意に 介し なかった 戦前の 日本 

良曼 一代に は 里智の 弁別が あり、 村 上さん の 心情の ように 底な し 沼に おちこんで いくような ところ は みられな I 

三 島由紀 夫に しても そうで ある。 そうした 意味で 私 は 村 上さん を 独自な 思想家 だ つ たと おもい 返す。 

私と 村 上さん の 付き合い はそう 長い もので はない。 しかし 私 は 五、 六 年 まえに 与那国 島で 正月 をす ごした とき 

に、 村 上さん とわが 家に だけ 年賀の 電報 を 打った。 電文 は 三十 一字だった ので、 村 上さん は それ を おぼえて いて、 

今年の 正月、 賀状 をいた だいた とき 「フォルモサ ノ カゲサ ェ ミ ュ ル…」 とその 文字が 書き つらねて あった。 し 力 

し、 字く ばり は 乱れて いた。 このように 村 上さん は 自分の 感情 を 吐露したい 衝迫 にかられ ると き 相手に なり 得る 

人だった。 おそらく 三 島 由 紀夫は 本能 的に この こと を 直覚して いた。 そこで 死の 直前、 彼の 大勢の 知友の 中から 

村 上さん を 蓮んだ のだった。 それ は 江 藤淳の 言葉 を 借りれば、 「死の 接吻」 だった かも 知れない。 三 島の 自決 後 
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ある 編集者と 会った とき、 私 は 「村 上さん ほど 三 島の ために 泣いた もの はいない」 と 云った。 三 島 は 自分の 死後、 

おのれの ために 泣いて くれる 者 を 必要と していた。 それ は 泣き 女の ような もので あっても かまわない。 いずれに 

しても 故人 を 追慕して 慟哭の 儀礼 を果す ものが 欲しかった の だ。 村 上さん は それ を 知っていて、 よく 応えた。 村 

上さん は 三 島の ために 泣いて やった。 そこに 他人に 真似ので きない 村 上さん の 友情の 表出が あった。 

村 上さん について、 ここで 書いて おきたい ことがある。 村 上さん は 知らないが、 ただ 私の 心の中で だけ 起きた 

ことで ある。 数年 まえの ことに 属する。 沖 纏の 復帰の 前年に、 私 は 沖 繙 の 友人と 一緒に 編者に なって、 沖 繙戦を 

体験した 沖繙 非戦闘員の 記録 集で ある 『沖繙 の 証言』 という 本 を 出版した。 ところが それが 問題に なった。 沖繙 

の 友人と いうの は、 沖 繙県史 を 編纂して いる 役所の 長で あり、 その 非戦闘員の 記録と いうの も、 もとは この 県史 

の 一 冊と して 組み入れられ たもので あつ た。 そのぼう 大な 聞き 書の 中から ごく 一 部 を 抜粋した ものにすぎ なか つ 

たと はいえ、 そのこと を 事前に 部下に 相談し なかった ので、 日頃 仲の 悪かった 部下が、 上長で ある 私の 友人 を糾 

弾した。 私たちの ねがい は 非戦闘員の 証言 集 を 編み、 できるだけ 多くの 人た ちに 読んでも らいたい という ことに 

尽きた が、 一部の 者 はそう は 受け とらなかった。 そうして 非難した 者 は 人民 党に 所属す る歴 研の グル ー プ であつ 

た。 彼ら は 官庁の 労組 員 を 動員して 私の 友人の 登庁 を 阻止した。 友人が 転出す ると、 それが 格下げで ない 移動で 

あった こと を 抗議 するとい う 始末であった。 友人 は その 圧力で とうとう 格下げ させられて 転出した。 革新派 をな 

のる 連中の 人事 干渉と いうお そるべき ことが、 公然と おこなわれた。 こうした 沖繙 のう ごきに 呼応して、 東京で 

も、 一部の 編集者の 間に この 問題に 首 をつつ こむ 連中が あった。 その ほとんど 全部が 左翼く ずれの 編集者で あつ 

たこと は 銘記すべき である。 その 中には 私の 知合いの 者 もま じっていた。 日頃 親しい つき 合い をして いる 連中が、 

私 を 非難す る 側に 加担 するとい うこと も 起つ た。 私 は 誤解に みちた この 事件の 経過に ついて 弁解す る こと は 一 切 

しなかった が、 ある 編集者に だけ は 云った。 


「一体 どういう ことなん です、 と 村 上さん が 電話 を かけて きて、 それに ぼくが 実は これこれの 事情と いきさつ 力 

あつたんで すと、 三分 間 も 話したら、 村 上さんだ つたら、 そういう ことです か、 分りました、 と 言って 直ちに 諒 

解して くれる だろう。」 

私が そう 言う と、 私の 眼の 前で 編集者 は 涙 を 流した。 彼 は 村 上さん もよ く 知っている 男であった。 私の、 もの 中 

では、 かくの ごとく 村 上さん は 生きて いた。 村 上さん の 生前に、 そのこと を 私 は 村 上さん に 告げた こと はない。 

だが、 私の 関心 を もつ 沖 11 のこと で、 私が 思わぬ 苦境に 立た され、 もっとも 苦しかった ときに、 私 は 村 上さん を 

そのような 人と 考え、 すくなくとも 村 上さん に 話 すれば、 私の 言葉 どおりに 理解して もらえる と 思い、 そうした 

人.、，^ 一  人 は 存在 するとい う 思いに 鼓舞され ていた。 こうした 思い を 抱く ことができ たという ことで 私 は 村 上さん 

を 今もって 徳 としてい る。 

私が 村 上さん の訃を 知った の は 対 馬 旅行 中であった。 わびしく 見すぼらしい 旅 宿に は その 夜 私 一人し かと まり 

客はなかった。 夜更け、 眠られぬ ままに 階下の 帳場に あった 新聞 を もって 部屋に かえり、 何気なく 開いて みると、 

. 自決の 記事が のって いるので 息 をのんだ。 私 は 孤灯の 下に 端座した。 そこに 私たち 戦中派の 運命 を 見た ようにお 

もった。 戦中派 は 解きが たい 矛盾 をいだ いたま ま 戦後 を 出発した。 その 矛盾の 結び目 を 解く ことが やがて はでき 

るだろう と 思いながら、 戦後の 数十 年 をす ごした。 だが、 所詮 ムダな 希望に しかす ぎなかった。 めいめいが... づ 

と 路に 行き 詰って いる。 それが 戦中派の いつわり のない 姿 だ。 いま 私たち 戦中派に あるの は 孤独ない となみと、 そ 

§ の果に 何物 かが 到来 するとい う 明るくない 確信 だけ だ。 そうした こと を 反芻しながら 輾転 反側した。 旅 宿の 二階 

5S の 屋根 こよ. BT か 巣くって いて、 それが 一晩中 さわがしい 音を立てた。 (昭和 五 〇 年 八月 二十 七日 夜 記す) 

ネ 
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恃 つ ことので きる 人 


私が 平凡 社の 児童 百科事典 編集部に 入った ころ、 その 編集 委員であった 林 達 夫さん は、 現在の 私より いくらか 

年 をと つた 程度で あつたが、 その 知的 司祭と しての 風貌 は 明らかであった。 その 聖職者が、 みずから を 売らず、 

しかも 珍 貴な 宝石 か 果物の ように、 私たちの まえにい る こと は、 眼の 毒であった。 手の 届く 近 さに ありながら、 

彼 を 捉える ことができな いという 欲求不満が 私たちに 高まる こと も 彼 はちゃん と 心得て いて、 時た まで あつ たが- 

蘊蓄 を かたむけて 懸 河の 弁 を ふるつ た。 

林さん の 話の 内容 を 理解で きな か つた にもかかわらず、 どこか 高価な 舶載の 織物の 切れ はしに 似た 彼の 言葉に 

触れる だけで、 私たち はしば らく 満足す るの だった。 ただ、 私の ように 自分 を 学問の 世界 以外の 人間と きめて か 

かってい る 若者 —— ちょうど 私 は 三十 歳であった —— にも、 細部 を 知る ことが 全体 を 知る ことで ある、 という 林 

さんの 学問に たいする 態度 はよ く 判った。 林さん の それ は ほとんど 文学者の 確信に 近い ものであった。 

寝そべった 無作法な かっこうで、 知識の 正体に 顔 を 近づけて 嗅ぎ、 手に とって 観察し、 あく こと を 知らない 林 

さん を 見て いると、 怠惰と 勤勉の 境目が つか なくなり、 無為と 仕事の 区別が しだいに 怪しく おもえて くるの だつ 


た。 待つ ことので きる 人間、 信仰から もっとも 遠い 人間で ある 林さん は、 小路の 上に 移ろう 雲と 夕 焼 を 語る よう 

に 知識 を 語った。 それ は 私の 錯覚であった かも 知れない。 私 は 林さん の 重なり合う 知識と 薔薇の 花弁と を 混同し、 

その さわやかな 博識 を 微風に よる 武装解除と、 とりちがえた。 そうして 私 は 快い 錯覚の 中に 自分 を 浸して いた。 

林さん の 話ぶ りに は、 まくり上げた シャツの かすかな 日向く さい 匂いが いつもつ きまと つた。 私 は その 匂いが 好 

き だ つ た。 

聖職者であって、 このように 快楽 を 肯定す る 人間 はなく、 俗人であって 彼のよう に 禁欲の 効用 をた くみに 捉え 

ている 人物 もなか つ た。 

人間 はだれ しもぎ だから ほめられた 言葉 を いつまでも 忘れない もの だ。 林さん はいつ か、 わずかば かり 苦々 し 

げに 言った。 

「君 は へんに 細かい こと を 知つ ている ね。」 

林さん の 口から 言われた これほどの 讚辞が あるだろう か。 然り、 私が 伴 信 友の 文章が 好きな の は、 その 前提 や 

. 結論に あるので はない。 トリ ビュ アルな ものへの 関心と 眼く ばりにたい してで ある。 

しかし、 林 達 夫さん から ひどく 叱られた こと も ある。 私が 入社した 翌年の たしか 五月、 下 中邦彦 氏の 父君の 弥 

人 三郎 氏が 当時 社長で あつたが、 旧版 (戦前 版) の大 百科事典の 販売 記念の 祝いの 行事が あった。 私たち 若い 社員 

は、 社屋の 三階の 大広間で、 琉球 舞踊が ながながと 演ぜられ るのに 業 をに やして、 階下の 部屋で 肩 を 組み、 輪 を 

^  つて インタ ー を 歌い 出した。 平凡 社に まだ 組合 はなく、 したがって そのような ふるまい は 軽佻で あり、 かつ 危 

禽 でもあった わけで ある。 たまたま、 私 は 階段 を 降りて くる 林さん のす がた をみ とめ、 

.9 「先生、 どうぞ。」 

3 とその 輪の 中に 入れて しまった。 
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翌日、 出社した 私の 背中 を、 どんと (しく 叩く ものが あった。 むつ、 として ふりかえ ると 林さん であった。 林 

さん は 私が 強引に 引つ ばってい つたこと をす ごく 怒って いた。 それから しばらく は、 私の 名 を 呼ぶ かわりに、 い 

くぶん 照れ臭 そうに、 私 を 「悪魔」 と 呼んだ。 

児童 百科事典 について 言えば、 その 五 年間 は 私に とって 後になる ほど 苦痛に なった。 私に は 日本の こと をよ く 

深く 知りたい という 強い 衝動が あ つ たからで ある。 外国の こと はデ ィ テ ー ル まで 熟知す る こと はき わめて 困難で 

ある。 それ は 極東の 一 小国に 生きる 凡百の インテリの できる 仕業で はない。 林さん は そのような 大 それた 欲望 を 

いさぎよく 断念させる 存在と して 私たちの まえにい るの だ つ た。 林さん の 微笑から 無言の 教訓 を 汲み とらな けれ 

ば、 林さん に 日頃 接する どんな 意味が あろう。 

日本 を 知る こと、 左翼 啓蒙 主義の 粗枝大 葉の 日本で なく、 日本の 小路 を 知る こと。 そこで 私 はとう ぜんの こと 

であるが、 柳 田 国 男の 民俗学に 心を牽 かれて いった。 その 関心 を 編集 上に 生かした いとお もった のが、 まず 『風 

土 記 日本』 であり、 ついで 『日本 残酷 物語』 であった。 林さん は 柳 田 国 男 をき わめて 高く 評価し、 その 理解 者で 

ある ことが 話の はしばしに うかがえた。 林さん のフ ォ ー ク ロアへ の 関心 はけつ して 偶然の もので はな か つ た。 

柳 田の 民俗学に は、 地熱の ぬくもり があって、 それ を 知る まえと、 知った あとで は、 日本人の 幸福への 自信の 

ような ものが ちがって くると 私 はお もっている。 その 点、 林さん の 西洋 学 は、 柳 田 国 男の 日本学と おなじ もので 

ある。 林さん も 明治 人のへ リオ トロ ー ピズム (向日性) を 顕著に もっている。 歴史 を 変化の 相に おいて 捉える 柔 

軟さを もちながら、 人間の 恒常性への 凝視 を 見失わな いのも、 柳 田と 共通で ある。 

林さん は 柳 田 批判 を 一度 やった。 それ は 柳 田の 民俗学が 「性」 の 問題 を 欠落 させて いると いう 批判で ある。 当 

時、 私 は 柳 田が それらの こと を 知った 上で、 持ち出さな いとお もってい たが、 今にな つて 考えて みると、 柳 田 学 

が 「性」 の 問題 を 直視す る こと を 避けた の は、 「天皇制」 にたいしてそう であった ように、 大きな 欠陥で あると 
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おもうよう になった。 「性」 の タブ 1 と 「天皇制」 の タブ 1 と は 深い 匪が ある、 と言われ f と 一 f 論の 自由の 規 

制の 問題と して 歴史的に 指摘され るので あるが、 私が 言いた いのは そういう ことで はない。 未通女 カ^への 供犠 

であった ようこ、 また 舊の P が 天皇の 側近に 侍らされ たように、 性の 問題 を 伏せる こと は、 天皇制に 一貫し 

ている 人身 供犠の 思想から、 私たち を 遠ざける 結果 を 産んで いる。 特攻隊と いえ ども、 神と しての 天皇に たいす 

るいけ にえ 以外の 何であろう か。 私 は 林さん の 指摘の 重大 さに 思い当たる ようにな つたので ある。  一 

舌よ i 百科事典の 時代に かえるが、 五 力 年の 間、 私が 扱った 原稿の 中で、 大 文章 だとお もった の は、 服 部 之 

総の 「明治維新」 と 林さん の 「ルネッサンス」 の 二つであった。 林さん は、 はじめ 「イエス」 を 書く ことにな つ 

ていたが、 それが 果たせず、 「イエス」 は 「キリスト」 をみ よ、 という ことにな つた。 しかし 「キリスト」 て.^ 

林さん I かなかった。 そのかわりに、 終りに 近い 項目の 「ルネッサンス」 を 書いて、 編囊 員の 菌を 果たし 

た。 林さん は 8 書きの 大きな 字で 書いて よこした。 締切 ぎりぎりの ところで、 やっと もらえた 原稿た つた ， 

かし、 一読して その 大きな 波長の 文章の みごと さに 今更ながら 敬服した。 林さん の 生活の 裏側で、 彼カ 議 f 

書 を 読む 勤勉な 日々 をい かに 送って いるか、 その 知的 司祭と しての 刻 雷 私 は 思い を馳 せた  ，し 

私よ まとん ど 音楽に 近い 時の ながれ を 彼に 感じる ことがある。 南欧の 空の ような 彼の 老年の 明るさ。 f が 平凡 

社の 社員と キャッチ ボ 1 ルを するとき の 若々 しさ。 そして 時折 見せる 突風の ような 激情。 それ は 今 は 私の 中て ェ 

1 テルの ように 蒸発し やすい、 それだけに しっかりと 結びつけて 置きたい 思い出な の だ。 

私の 平凡 社 時代の 終り ごろ、 林さん に、 

「先生、 全集 をお まとめに なって はどうで すか 」 

とさ そった。 林さん は、 

「岩波の 小 林 勇が ね。 林さん、 幕が 降りる とき はいつ か あるの だから、 と言うんだ 力ね。」 
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と 微笑した。 しかし 頭 は 横に 振られて、 私の さそいに は 容易に のらなかった。 彼の 老年 ほど 日 あしのお そい もの 

はない、 とそのと き 感じた。 ディライトの 中で できるだけ 汗 を 流し、 労働に いそしもう とする 決意が 私 こよ わか 

つた。 

柳 田 国 男の 晩年に、 私 は 全集 を 出す 意向 はない か、 と 聞いたら、 柳 田さん は、 自分が 書いた 中に 入れたくない 

ものが ある、 と 答えた。 私 は それで 引き 退った の だが、 筑摩 書房の 『柳 田 国 男 集』 が 全集の 名 を 冠して いないの 

は そのため である。 林さん の 著作 集が 全集と なって いないの は、 柳 田と おなじ 理由が あるの か 判らない が、 や は 

り 林さん らしい と 私に はお もえる。 無限に 待ち、 引き延ばす ことので きる 精神が そこに 躍如と している。 
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『東北と 囊の 昔ば なし』 という 本が 版元から 送られて きた。 たぶん 島 尾 敏雄 さんの 配慮に よる ものと 思われる。 

島 尾さん の 奥さんの ミホさん が 昔話 を 吹き こんだ ソノ シ1 トが 付録に ついている。 私 は それ をまず 聞 I。 聞き 

終って 「島 尾さん も 大変 だな あ」 というの が、 言葉に ならない 私の 最初の 感想だった。 

ミホさん の 言葉 は、 昔話の 筋 書 をた どる まえに、 独特な 語り口 を もった 強さ を もっていた。 その 昔話が つづ， > 

ている あいだ は、 中断す る わけに ゆかず、 がまんす る ほかない。 それ は 海の 底の みやこから 送られて くる 鐘 

こ以た ひびきが あった。 海底の みやこと いうの は 私の 空想に すぎない が、 しかし、 南 島で は 津波の 来襲が つづ レ 

ていて、 海の 底に 井戸 や 道路が あっても すこしもお かしくない。 宮古ゃ 八重 山に は 元 島と いう 名のつ くと ころが 

、くつ も ある。 シ マと は 村の ことで、 そこ は 津波の ために 壊滅した 部落の あつたと ころで ある。 

宮 古の 離島で ある i ら良 is は 上 地 島と 下地 島に わかれて いるが、 下地き は 津波に まつわる 望が のこって い 

る。 一人の 漁夫が ある 日 「よな たま」 という 魚 を 釣った。 この 魚 は 人面 魚 体で よく 物 を 言う 魚であった 漁^.^ 

あくる 日 それ をた ベようと、 炭 を 起し、 魚 を あぶろう とした。 そうして いると、 はるか 海の 彼方で 「よな たま、 よな 
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たま とうして おそくまで 帰らない か」 という 声が 聞え た。 よな たま はこれ に 答えて 「自分 はい ま 網の 上に のせ 

られ てあぶり 殺されようと している。 はやく さい (津波の 方言) を やって 救って くれ」 とた のんで いた。 これ を 

聞いた 隣家の 母親 は、 子ども を 背負うよ り はやく、 走り出て、 伊良部の 上 地 島に のがれた。 時 をお かず 轟然た る 

音と ともに 津波が おしよせて、 下地 島 は 人家の あとかたもなく 洗い つくされ たという。 

この 「よな たま」 は 海の 霊で 人魚の ことと されて いる。 「よな」 というの は 波に しろ 砂に しろ、 ある い は 穀物 

にしろ、 それが 堆く つもって いる さま を 指す 南 島 語で ある。 八重 山で は 西 表 島の 中の 由 布 島と 小 浜 島の あいだ を 

「よなら 溝」 といって いる。 そ こ は 深い 海溝に なって いる。 そして 人魚に つ いて 言えば、 南 島で は ザンの i1 とい 

う 呼称 を もっている。 その 顔 は 人間の 女 に似てい ると 思われて おり、 また 哺乳類で あり、 ヒレで 自分の 赤ん坊 を 

とらえて 乳 をの ませる が、 ヒレの かつ こう をした その 手の 骨 は 人間の それにお どろく ほど 酷似して いる。 

私が この 話に 興味 を もつ の は、 それが 海の 神秘性 をよ く 伝えて いるから だ。 太古 さながらの 南 島の 夜 を 私 はい 

くら か 知っている。 まっくろい 海のう ねりに とりかこまれた 小島で、 夜 をす ごした こと もなん どか ある。 こうし 

たと き 自然へ の 畏敬 はおの ずから 湧いて くる。 自分の 感覚 細胞が 「自然」 にむ かって 全開して いる こと を 知る。 

このと き、 海に 中心と なる 霊が ある こと を 信じ、 それ を 人魚に 見立てた 南 島の 人び との 底知れぬ 意識の 伝統に 思 

い をいた さない わけに はいかない。 

これに 似た 話は奄 美大 島に も ある。 こんど 島 尾さん の 推薦で 木耳 社から 刊行され た 『奄美 生活 誌』 (恵 原義 盛 

著) をみ ると 「魚 女房」 という 題の 昔話が 採録され ている。 要約す ると 次の 話で ある。 

昔 あると ころに ひとりぐらしの 男が いて、 毎日 釣りに 出かけて いた。 ある 日 海岸に 美しい 女が いて、 男に 「わ 

たし を 妻に して 下さい」 とた のんだ。 男 はいう ままに 女 を 家に つれて かえって 妻に した。 それから のち、 海が 荒 

れて 漁に 出られない 日が つづいた が、 それな のに 妻 は 毎日 魚の 味の たっぷり ついた 汁 を 食べさせる。 ただ 魚 だけ 
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ふしぎ こお もった 男 は、 そっとの ぞいて みた。 すると 爾汁 なべ をす えてから、 白 分 は 魚に なって その 中に と 

び こみ、 しばらくす ると、 ばしゃつ と あがって 着物 を 着、 とりすまし ていた。 これ をみ て 男 は 「おれの 妻 は 魚で 

ちった のか、 海に もどして やらん にや ー」 と 考え、 妻に 「おまえ はも どれよ」 と 言った。 

妻よ かなし そうな 顔で 海に 入り、 うしろ を ふりむいて 「今のう ちなら あなたが 来い と 言えば 来ます のです 力」 

と 言った。 男 は 「ゆけ ゆけ」 と 言った。 妻 はだん だん 深く 海に 入り、 乳のと ころまで 沈み、 のちに は 首 だけ 出し 

てうし ろ を ふりむき、 「今まで は、 来い と 言えば 来る のです が」 と 言った が、 男 はや はり 「ゆけ ゆけ」 と 言" ナ 

そのうち、 とうとう 妻の すがた は 海の 中に 見え なくなった。 

それでお いしい 魚 汁 を 食べ さす 女 を 魚 妻と いう …… 

まえの 昔話に 劣らず、 この 話 も 悲しい。 それでいて どこか T モー フスな 話で ある。 この 話の 特徴 は 夫と 妻の 対 

^こ ある。 トヨタ マ ヒメの 神話で はわ だつ みの 彼方に 去って いく トヨタ マ ヒメの つよい 意志に 特徴が ぁス。 し 力 

し、 この 民話で は、 妻 は 夫に 引き とめられる こと をね がって いる。 そこに 魚と しての 悲し さも あり、 T モー フス 

な 味 も ある。 それ を 一歩す すめる とどうな るか。 妻 は 夫に 難題 を ふっかける という 形になる だろう 

さきの 「よな たま」 の 話で は 霊の 叫び を 聞いた 女が とる もの もとり あえず、 子ども を つれて 危難 をのが れス。 

という ことにな つてい る。 そうして 「魚 女房」 では 妻が 夫に うしろがみ を 引かれながら 去って いく 話て ある こ 

の 二つの 話と も 本能の 命ずる ままに 動いて いる。 しかも その 本能 は 自然の 中に 含まれた ものと みるべく、 本能 ものと 

針 は 「海」 にむ かって ぴったりと 指して いる。 その 「海」 は 「よな たま」 にと つても 「魚 塞」 にと つても 「本 

私 は 達囊と 今から 十一 一年 まえの 一 九 六 一 年に、 市ケ 谷から 九 f いく 途中の  一 口  ft ゥナ ギ屋で 会つ 
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た。 当時 私の つとめていた 出版社の 同僚が、 叢書の 月報 をた のみたい という ことで、 私 も 同席した のだった。 そ 

の 月報の 文章が r ャポネ シァの 根っこ」 であつ た。 そのと き 島 尾さん は奄 美に 住み ついて 六 目に 入つ ていた。 

何 を 話した か 今 は おぼえて いない。 島 尾さん はた だ 静かであった。 むしろ 奥さんの ミホさん の ほうが 陽気で あつ 

た。 このと きのこと は 私 はすつ かり 忘れて いて、 昨年、 名 瀬 をお とずれ たと き、 島 尾さん から 「いっか あなぐら 

のよう なゥ ナギ屋 でお 会いし ましたね」 といわれて、 はじめて 思い出した のだった。 そういえば、 その 部屋が ひ 

どく 暗かった せいか、 島 尾さん の 奥さんの ミホさん の 髪が、 何 か 金色の 線が 入って いるよう な、 きらきら しい 感 

じの した ことまで も 思い出した。 そして その 印象 は、 十数 年の 間に 私の 意識の 底で いつのまにか 変容して いて、 

人魚の 金色の うろこの かがやき になつ ていたのに 私 はお どろいた のだった。 

そこで 今度、 奄 美の 昔話 を 聞いて、 南海の 深淵に 引き こむ 人魚の 強く 美しい 声に、 島 尾さん はどう 対抗した の 

か、 という ことが 気になった。 「島 尾さん も 大変 だな あ」 というの は、 そこから 出て きたた めいきであった。 

島 尾さん が奄 美に 移り 住もうと 決心した とき、 おそらく ミホさん の 本能の たしか さとい う もの を 一一 一一 口 じ、 それ こ， 

うながされた ことがあ つたに ちがい あるまい。 「よな たま」 の 声 を 聞いて、 母と 子が とる もの もとり あえず、 そ 

の 土地 を 去った というのと おなじ 事情が あつたと おもわれる。 それと 同時に、 「魚 女房」 に みられる ように、 夫 

と 妻との やりとり があった こと もた しかだろう。 「今なら ば 間に合う」 という 形で、 妻 は 夫に なん ビぃを ふっか 

け、 夫 を こまらせる。 夫 は、 妻の ヒス テ リイが 南 島の 自然 を ふまえて いる こと を 知っている。 そこで 夫 は 妻の 言 

葉の 中に、 いわば 一種の 託宣 を 聞かずに はすまない の だ。 かって 土地の 精霊の 娘であった ミホさん は、 こんど は 

呪 言 を もって 夫に 迫る。 その 呪 言に 心 を 動かされた のでなければ、 —— というより は、 今後の 生きる 指針 を 託し 

たので なければ 11 島 尾さん は奄 美の 風土に 移り 住む こと は 考えな か つ ただろう。 

だが、 それ は ミホさん に托 身した 風土の 霊に 島 尾さん が 屈服し、 表現 者と しての 武装 を 解除され る ことで よな 
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かった。 奄 美の 風土に あって、 その 土地 をつ ねに 対象 化する こと を 島 尾さん はつらぬ こうと した。 つまり、 ミホ 

さんの 語る 奄 美の 昔話の 力強い 美し さが、 知的な 冒険者で ある ユリ ワカ を 破滅させる にちがいない こと を 島 尾 

さん は 知ってい たからで ある。 

島 尾さん が奄 美の 風土に ついて 語る ときに それ は 抑制の きいた、 つつまし さ を もつ 文章の スタイル をと つて- - 

る。 その 謙抑な 筆致 は、 風土に たいする 慎重な 姿勢と もとられな いこと はない。 

戦時中に 特攻隊 長と して 奄 美です ごした 島 尾さん は、 美しい 土地の 娘 をつ かまえた。 それ はしかし 風土に 埋没 

する 危険 を も あわせも つていた。 そのこと は 島 尾さん 自身が 一番よ く 知っていた ことと 思う。 そして 二度目に^ 

美に 住もうと 考えた ときに、 奄 美の 風土 は 一 度 目と はちが つ た あらわれ 方 をした はずで ある。 

島 尾さん の奄 美に ついての 文章 をよ むと、 奄 美に 住んで 何年 目と いう ことばが たえず 出て くる。 おそらく 島 尾 

さん は 島と 自分との 距離 を 測定して いるに ちがいない。 島の どの 部分に 同化で き、 どの 部分に は 入り こめない、 

とハぅ 意識の たずな を 彼 はいつ も 離さない。 そうして たしかめ 得た こと だけし か 文章に 表現し ない。 だが その 文 

章の 表層の 下に は 熔岩の ような かたまらない、 熱い 感情が ある こと を 私 は 感じないで はすまない の だ。 島 尾さん 

の 小説 は 不安な 感情の おもむく ままに なって いるが、 その 南 島に ついての 文章 は、 確信の ある、 それだけ ゆれう 

ごきの 少ない ものに なって いる ことに 私 は 注目す る。 戦争 中の 第一 次 南 島 体験と ちがって、 第二次 南 島 体験 は 彼 

に 一種の 抽象化の 作業 を あたえる ことにな つた。 島 尾さん がャポ ネシァ という 考え を 打ち出し たの は、 そうした 

ことによると 私 は 考えて いる。 

しかし この こと は 島 尾さん が 風土に たいする 傍観者で ある こと を 意味し ない。 島 尾さん は奄 美の 風土が 自分に 

とって、 どのよう にして 必然的な ものに なって いくか、 という 過程への 意識が たえず あるの だ。 島 尾さん が奄突 

こ 住んで 何年 目と いうと き、 そこに 自分で 自分 を 罰した ものの 独白 をみ るので ある。 それ は 一種の 受刑者の つぶ 
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やきの ひびき を もっている。 ミホさん が奄 美の 風土と きっても きれない 存在で ある 以上、 島 尾さん はお そらく 風 

土に よる 風土 をと おしての 贖罪 を 考えた にち がい あるまい。 それが やがて は、 風土の 中に、 風土の はるか 彼方に、 

恩寵の 訪れ を 待つ ようにな つたので は あるまい か。 それ は 風土との かかわり あいの 内的 必然性と 言い換えて もよ 

いが、 ただ それ は 自分から 求めて 得られる もので はなく、 むこうから やってくる ものだろう。 南 島の 空 をよ こぎ 

る 渡り鳥 を とつぜん 見付けた 日の ように、 たちつくして それ をな がめ、 それ を 見送る ひとりの 旅人 を 私 は 想像す 

る。 彼 はまた、 編物 をして いる 女の 足 もとに 恩寵が 毛糸の 玉の ようにして ころがる の を、 いっか 見る ことがある 

かも 知れない。 

これ 以上 空想に 類す る こと を 述べる の はやめに する。 そして 私の この 短 かい 文章の 埋 合せ をす るた めに、 七三 

年 四月 二十 三日 付の 「日本 読書 新聞」 に 書いた 一文 を、 左に 再録す る ことにする。 


島尾敏 雄の 作った ャボ ネシァ という 語 を 借りて、 私 は 日本の 常 民に ついての 考え を 展開して きた。 言葉 だけで 

なく、 発想 も 借りて いるの だから、 私 は 内心 ひそかに 島 尾に 義理 を 感じて いる。 この ャボ ネシァ という 考え は 日 

本 を 相対 化する 視点に 立つ ものであるが、 私 は 近年 日本の 島国と しての マイナスの 特徴に 注意が 向いて いる。 島 

国の プラス の 特徴が ャポ ネシァ であると すれば、 私 は 日本列島の 非ャ ポネシ ァ的 側面 を も 見ざる を 得な くな つ て 

いる。 

日本が 島国と して 存在す る 以上、 この プラスと マイナス は 癒着して 分離で きにくい もので、 いわば その 特質 を 

自覚す る 以外に 逃がれ る 道 はない。 そう 考えて 私 は 『孤島 文化 論』 を 書いた。 島 尾の 発想の かがやき も、 私が そ 

れを 借りて にぎりしめ ている あいだに 手垢に よごれて しまった という 悲しみと、 それから ャポ ネシァ という 語に 
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私な りに 新鮮な 感動 を おぼえた 一 時期が すぎ 去りつ つ あるので はない かとい う 不安が 私 を 捉えて しる 

島 尾 敏 雄と は 昨年 九月 十二 日に 奄美を 訪れた ときに 会った。 その まえに 東京で 二度 会って いるの だが、 大した 

記憶 はない。 奄美 図書館の 館長 室に 半袖 すがたで 彼 はいた。 小型の 扇風機が 物 うげ に まわって いる 机の むこうで、 

単 H! な 日々 とむ き 合って いる 島 尾、 つまり 文学者と して 彩 どられ たので はない 島 尾 を 私 は 見た。 島 尾の 顔に は 人 

生 を 反芻した 人間に 特有の かげりが あった。 島 尾に つれられて 私 は 鶏 料理の 店に あがった。 そして 彼に 昼飯 を ご 

ちそうに なりながら、 私たち は 話 をした。 

奄美 におち ついて 二 年間 は 職がなくて すごした と、 彼の 口から 聞いて、 私 は 茫然と した。 島 尾 は どんな 場合で 

も、 自分 を 防禦す る こと をし ない。 石に つまずいても ふところ 手の まま だ、 と 私 は 言った。 島 尾 は 微笑し な 力ら 

肯定した" この 島 尾と 話 をした ひととき はたの しかった。 東京に かえってから、 そのと きのこと が シャボン玉の 

内部の 透明な 風景の ように、 ふわりと よみがえつ てきた。 奄 美に また ゆきたい という 衝動 を 感じる ときに、 つき 

つめて みれば そこに はき ま つ て 島 尾の すがたが あ つ た。 

奄 美の 九月 中旬 は 内地の 真夏な みの 暑さだった。 宿屋の ク ー ラ，' が 朝 六 時に とまると、 とたんに からだ 中の 毛 

穴と いう 毛穴から 汗が 吹き出す。 沖繅は 高い 山がない ために 風が とおるの だが、 奄 美の 山々 は 衝立に なって 風 を 

さえぎる ので、 むし 暑い。 それに 奄 美の 風土 は沖繙 よりも きびしい ものが ある。 たとえば ハブ にたいする 恐怖 は 

沖繙 よりも 大きい。 

私 は 島 尾が 外来者と して 十七 年も奄 美です ごした 日々 を 思った。 満潮 時になる と、 きまって 海の 潮に 頭からぬ 

れて しまう 海中の 岩の ように、 彼は奄 美の 風土に 耐えつ づけて いた。 それ は 風土に よる、 風土 をと おしての 睛罪 

とで もい うべき 姿な のか。 その 贖罪の 対象 は、 彼の 伴侶の 生 御 魂 を 鎮める ことから 出発して、 更に 大きく 羽ばた 

いていつ たので はない か。 
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奄 美の 苛酷な 風土、 邪悪と もい える 自然に 島 尾が 耐える ことので きたの は、 彼が 悪の 消息に 通じてい る. < 間 だ 

からだ、 という 私な りの 推測 を もっている。 嵐の 日々 にも 海の 底が うごかな いのと は 逆に、 島 尾の 文章の 表面の 

おだやか さが、 深部の 激し さ を 物語って いる。 アポロの めぐみ ゆたかな 南 島の 生活に ついて 語る とき、 私 は 島 尾 

の 文章の 底に とらえが たい 魚の 影の ような 陰影 をみ とめずに はいられない。 とすれば 彼の 語った 部分より は、 語 

ら なか つ た 部分に 関心が うごいて いくの は 当然で ある。 すくなくとも 彼の 南 島 論 はそう した 前提の もとで 読まれ 

るべき である、 と 私 はお もっている。 

島 尾 敏雄は 文学者で ありながら 非 文学の 世界に 関心 を もつ。 朝から 晚 まで 文学の ことば かり、 という 人び とに 

は 敬遠して いる 私の ような もの も、 島 尾の 世界と は 相 渉る ことができる。 島 尾 敏雄は 大きな 陰影 を もった 人間で 

ある。  \ 
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深 沢 七郎； _ 一 


冊 


私たちの 近代 日本文学 は、 象徴的な 風土 をみ ずからの 内に もつ 三人の 作家 を 産んだ。 宮沢賢 治、 夢野久 作、 深 

沢七郎 である。 この 三人に 共通な 特質 は、 近代 日本文学の 伝統 ともなつ ている ョ ー ロッパ 文学の 影響 を すこしも 

受けて いないと いう こと だ。 ョ ー ロッパ だけで はない。 日本文学の 中に も 彼らの 系譜 を迎る こと は むずかしい。 

宮沢賢 治 はかって 花 巻に、 夢 野 久作は 福 岡に、 そして 深 沢 七 郎は埼 玉に と、 それぞれ 地方 生活 をお くって いる 

こと も 三人に 共通で ある。 しかし 地方 作家の 埒内に は 入らない。 地方 作家の 風土と べったりく つついた 姿勢 は、 

彼らに はない。 その 風土 は 彼らの 独自の 視線 をと おした もので あり それ 以外で はない。 彼ら は 一様に、 時間と 空 

間の 直接的 影響の 受容 を 拒否して いる。 しかし 彼らの 対象と なる 風土 は、 牧野 信 一 の それの ように 純粋に 架空の 

もので もなければ、 梶井基 次郎の それの ように 純粋な 心象 風景で もない。 

彼ら は 一旦 拒否した 時間と 空間の 上に、 自分 独自の 時間と 空間と を 再構成した。 その 再構成の 仕方 は、 近代 日 

本の 主流で ある 個人的 手法で なく、 むしろ 集合的 手法であった。 したがって その 作品 はき わめて 個性的で ありな 

がら、 きわめて 集合的な 様相 を呈 する ので ある。 その 集合的と 私が 呼ぶ もの は、 彼らの 作品が、 強烈な 無意識お 
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を も つてい る こと を 意味す る。 

つまり、 宮沢賢 治に とって は 岩 手の 農民、 深 沢七郎 にと つて は 東京 や 山 梨の 庶民、 夢野久 作に とって は 九州の 

浮浪者 や 炭坑 夫な どが、 彼らの 眼 をと おして 再現され ると き、 それら は リアリズム によらず、 無意識の 伝統 を 背 

負つ た 人物と して 登場す る。 

こうした 意味で いえば、 彼らの 作品 は 散文と いうより はむしろ 詩と 呼ぶ ほうに 近い 存在で ある。 しかし、 それ 

にもかかわらず、 彼らの 背後から 聞え てく るの は、 遠 野 や 花 巻の 鹿 踊りの 歌で あり、 山 梨の 御詠歌で あり、 また 

博 多の どんた くや 祭文 語りで ある。 

つまり 彼らの 作品 は 近代詩の 主観性と ちがった 音色 を もって われわれに 迫る。 彼らが 捉えよう としたの は、 庶 

民の 無意識の ながい 伝統だった といっても 過言で はない。 そうした 伝統 を 庶民 自体 は 意識し ない。 それ を 意識 化 

する 作業が 作家に は 必要で ある。 しかし それが 意識 化された 形で 表現され ると すれば、 それ は 庶民の 伝統と は ほ 

ど 遠い ものになる。 つまり、 無意識の 形で それ を 意識 化しなければ ならぬ という 論理 上の 矛盾と 手法 上の 困難 さ 

が ある。 

この 三人 は その 矛盾と 困難 さ を 自覚した 作家だった の だ。 外国 文学の 手法に 安易に もたれかかる 作家に は 考え 

もっかない アポリアが 彼らの 前に よこたわ つていた の だ。 そして それ はまた 土着 的 リア リズ ム の 方法で も ダメだ 

という ことが 彼らに は 分つ ていた。 

深 沢七郎 のお ト ボケ や、 悪 フザケ や、 はぐら かしゃ、 意表 をつ く 結果 や、 突然の 飛躍な ど はすべ てこの 困難 さ 

11 すなわち 庶民の 中に 無意識に 伝わ つ ている 伝統 を 意識 化する にあた つ て、 それ を 意識的な 表現形式 にしまい 

とする 努力で あると 考える ことができる。 

懐疑論 者であった モンテ ー -1 ュ はみ ずからの 懐疑 精神 を もっとも 正確に 表現す る ために は 「私 は 何も 知らな 
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い」 という 断定 的い い 方 を 避けて、 「私 は 何 を 知っている だろう？」 という 疑問 形 を 採用し なければ ならな かつ 

た、 と パスカル はいって いるが、 庶民の 無意識 を 捉える ための 年期の 入った 工夫 は 深 沢七郎 のば あい、 彼の 人格 

と 区別し がたいまで になって いる。 作品と 作者の こうした 癒着 は、 深 沢七郎 において は、 宮沢賢 治 や 夢野久 作よ 

り も 顕著で ある。 彼の 作品 は 無意識と 無知 を 装って いるが、 それと 同様に 彼の 人格 も 無意識と 無知 を 装って いる。 

とくに 非 庶民的 階層に 接する ときに そうで ある。 

私 は 深 沢 七郎に 最初 会った ときの こと を 思い出す。 私が 『日本 残酷 物語』 の 編集 をして、 第一 巻の 月報 を 頼み 

にいった ときの ことで ある。 私が 深 沢 宅で 面会す ると、 彼 はすぐ 「あの、 地獄 極楽の ことで きたんで すか？」 と 

問、， 返し ヒ。 私 は 面 くらって しまった。 しかし 彼の ト ボケ タ いい 方が、 私の 手がけて いる 『日本 残酷 物語』 の 主 

題 を、 変にう まく 言い当て ている ことに、 腹の 底 を 見透かされた 気になった。 そうい われて みれば 『日本 残酷 物 

語』 は 要するに 此の世の 地獄 極楽の 物語と いう ことにつ きる。 また 庶民の いい 方で いえば、 そういうし 力た， -こ 

とも 自明で ある。 やがて これ は 深 沢 七郎が カン 違いして いた ことが わかった。 私が 彼の 家に いると きに、 別の 出 

版 社で 『日本 絵巻物 集成』 を やって いる 編集者が 「餓鬼 草子」 の 巻の 月報 を 頼みに やって きた。 深 沢が その 編集 

者と 私と を まちがえ たので ある。 そこで 「地獄 極楽 …… 」 という 言葉が 彼の 口から 出た こと を 私 は 諒解した。 し 

かしかりに 彼の カン 違いで あり、 私の 方の 誤解で もあった にせよ、 私 は 一べ つして 彼らし い 表現で 私の 考えて い 

る 主題 を 見抜いた の だとい う 気持 を 今でも 捨てる ことができな いでいる。 深 沢 七郎を 恐ろしい 人 だと 思つ た その 

ときの 印象 を 訂正す る 必要 をみ とめない。 

私よ 最初 こ， 彼に 会った ときもう 一 つの 印象 を もった。 通された せまい 応接室で 彼 を 待って いる あいだ、 応接お 
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の 上に ちらばつ たもの を 何気なく 見て いた。 一枚 は 彼の 若い ときの 写真で、 ギタ I を 抱えた 深 沢七郎 のうつ くし 

ぃポ ー トレ ー ト であった。 『深 沢七郎 選集』 (大和 書房 刊) の 月報に のせて ある 写真だった と 思う。 それからもう 

一枚 は 三 島由紀 夫から 深 沢 七郎に 宛てた 葉書であった。 大きな 字で 「東京の プリンス たち」 にたいする 絶讃の 言 

葉が 並べて あった。 この 写真 も 私が 見る 意志が あって 見た ので はない。 眼の 前の 机に 投げ出されて あつたので 否 

応 なしに 眼に ついた ので ある。 私に は 深 沢が 無造作に 投げ 散らして おいた と は 思われなかった。 そこに 無造作 を 

よそお つ た 作為 を 感じた。 

私 は その 作為に 反撥 を おぼえた。 見知らぬ 人前に そうした 写真 や 葉書 を 平気で 置く 神経 は 粗雑な もの どころ か、 

計算した ものに ちがいなかった。 そうした 計算が 見破られな いと 思って いると すれば、 余程 人 を 馬鹿にし ている 

と 私 は 不快に なった。  - 

深 沢 七郎を 最初 訪問した ときの この 二つの 印象 は、 彼の 作品 を その後 読む とき もずつ と 尾を引いた。 彼の さか 

んに 使う 替え歌 は、 無知 を 装って 相手の 虚を つき 揶揄す る 常套の 手法で あるが、 その 歌に かくされ ている 彼 一人 

しか 分らない 意味 をと り 出して みせる 手付き。 つまり 彼の 悪ふざけと 狡 智とは 「風流 夢譚」 で 最高潮に 達して い 

る。 おそらく 彼の 心底に は 幼少の 頃から 最大の 恩恵 者と してた えず 彼に 君臨した 者 へ の 憎悪が こもって いたの だ。 

深 沢 は 「横 山 節考」 の 受賞 式のと きのこと を 「後で 考えれば 豪華な 晴れの 席だった のに、 そのと き は 腹 ワクが 

煮え返え るよう な 嫌な 席だった」 と 述べて いる。 受賞 式の 席に は、 正宗 白鳥、 伊藤整、 三 島由紀 夫、 武田 泰淳な 

どの 詮衡 委員が 彼の 左右に 並んで いた。 彼 は 文化的 雰囲気に かこまれ、 仲人 然とした 文化人に 手 を とられる よう 

な 自分自身が 我慢なら なかった にちがいない。 「言わなければ よかった のに 日記」 はそう した 文壇の 歴々 を 訪問 

して、 ト ボケ タ歌を もって 仕返しす る復謦 記な ので ある。 彼 は 借りた もの は 返そうと 考えた の だ。 その 返済の 仕 

万 はかなり 意地悪な ものである。 
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彼 は 所与と しての 時間と 空間、 つまり 伝統的な 文化の 重圧 を 拒否す る。 しかし 「風流 夢譚」 での 憎悪の 表出の 

仕方に あたって は、 深 沢 は 一方で は 自分の 隠れた 計算の 無意識的な 渗出を 過信した し、 他方で は 単純に すぎた の 

だ。 天皇制と 天皇の 一族と を 同一視す る 単純 さが、 彼の 作品 を 底の 浅い ものにす ると 同時に、 彼の 意地 わるさ を 

ムキ 出しにした。 彼の 悪意 はすぐ 底が 割れる ような ものだった の だ。 天皇制と 天皇と を 短絡させる 心情 は 中 野 重 

治の ように 戦前 型の 左翼に 顕著な 特徴で あるが、 深 沢 も (彼が かって 左翼 思想の 洗礼 を 受けた かどう か は 別と し 

て) その 例に 洩れなかった。 

深 沢 文学の 特色 は、 彼が 無意識 家で あるが ゆえに 存在の 根底に 触れる 作品が 書け たの か、 それとも 無意識 家 を 

装う ことのき わめて たくみな 意識 家で あるか、 どちらで あるかが 判らない ような 形で 作品 を 読者の まえに 投げ 

出して いる ことで ある。 ただ 「風流 夢譚」 では、 意地の 悪い 小学生の ような やり方に、 彼 は、 ひどい しつべ 返し 

をう けたの だ。 彼に 加えられた 迫害 は 「嶋中 事件」 となって あらわれた。 何の 関係 もない 女た ちが 殺傷され たと 

きに、 深 沢 は 自分が 殺されなかった のが 残念 だと 泣いた という 新聞記事 をよ み、 彼が つつまし く 生きて いた 庶民 

の 死 をい かに 深く 歎い たかを 思って、 私 は 感動した。 人間た る ことに まったく 高低 はない、 いやむ しろ、 平凡な 

庶民で ある ほど 他に 恩恵 を 押しつける 立場に ないだ け、 その 一 生 は それだけ 貴重な ものである という 深 沢の 人^ 

観 を 私 は そこで 見た と 思つ た。 

つまり 深 沢の はぐら かした 悪 フザケ やお ト ボケ や 意表 をつ く 結末な ど は、 彼が 庶民の 世界の 無意識 性の 伝統 を 

自 也に 自覚させる 手段で あると 同時に、 文化の 恩恵 者づら をした 支配的 非 庶民 へ の 挑戦であった ことに 私たち は 

気がつく。 しかもせ ^ 民 は 生活 者と してそう した 無自覚の 意地の 悪さ を もっとい う 彼の 認識が ある。 庶民の 非 民 
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にたいする 怨念と 庶民 生得の 狡 智とを 極度に 意識して、 できるだけ 無造作に みえる 形で 描く ことに 彼 は 執念す る. 

しかも 深 沢 は 彼 自身の 非 庶民にたい して もっている 生活 的 反撥と、 庶民 一 般の もつ 狡 智とを 区別つ かないよ うに 

ごち や まぜに するとい う 手法 を わざとえ らんで いる。 それ は 相手 を 当惑させる 手段で ある。 この ことにつ いて 秋 

山駿が 『深 沢七郎 選集』 の 月報で 正確な 感想 を 洩らして いるので 左に 引いて おく。 

「深 沢 氏と いう 人 は、 小説に 酷薄と ュ ー モアが 同居して いるよう に、 その 人間に も、 無邪気 さと 邪智に 類す る 

鋭い ものが 同居して いるよう に 思った。 そうして 次の 一 点が 不審 だ つ た。 それで は、 深 沢 氏 はこの 全体の 世界 を 

ごく 素朴な 自然の 関係と しても つてい るの か、 それとも、 深く 隠した 作為の 関係に おいて 成立 させて いるの か。」 

豚に 投げ与えられた 餌の ような 所与の 時間と 空間 を 拒否す る 深 沢 七郎は 人生の 裁断 者であった。 その 彼が 韜晦 

趣味 や 意地悪な 犬儒 主義 を も つ て、 反 文化的な 挑戦 的 姿勢 をみ せて きた の は 当然で ある。 

私が 深 沢 七郎に 二度目に 会った の は 『深 沢七郎 選集』 の 出版 記念 ギタ ー リサイタルの 席上であった。 ギタ ー の 

演奏が 終って パ ー ティ ー の 場に すがた をみ せた 彼の 顔に 接した とたん、 私 は 異様な 感情に おそわれた。 私が 最初 

に 会って から 十 年 近い 歳月が あった。 最初のと き は 彼 はたまた ま 居合わせた 二人の 「東京の プリンス たち」 と 私 

の 前で ロカ ピリ ー をお どったり して 楽しげであった。 しかし 今、 ギタ ー を 弾いて いると きもそう であった が、 彼 

の 顔に は 一 かけらの 微笑 もなかった。 そこに は 悲しみが そのまま 化石と なった と 思われる 顔が あった。 その 顔 は 

まるで 「月の 石」 のように 私に は 見えた。 この 世に はま ぎれ もない 「不幸」 が ある こと を 彼の 顔 は 告げて いた。 

彼の 顔が 化石と なって 凝固す るまでに、 彼が どんな 苦悩 をと おりこさねば ならなかった か、 その 化石の 無表情が 

つたえる 二 ル • アド ミラ リが いかなる 代償 を 払って 獲得され たもので あつ たかに 思い及んで 私 は 慄然と した。 あ 

ら ゆる 楽師の 演奏に も 笑わない 王様の ように、 彼 はも はや 幸福に はなれない 人間だった。 私 は 深 沢 七郎が 一度 死 

んだ こと を 確認した。 


秋 山駿は 前記の 月報の 文章で、 「風土記」 の 一 節 を 思い起して いる。 その 一 節と は — すな はち 村人 等に 謂 ひ 

しく  r 老夫 老婦の 意 を 思 ふに、 我が 心 荒 塩に 異なる ことなし」 とい ひき。 仍 りて 比 治の 里 を 荒 塩の 村と いふ — 

箇所で ある。 秋 山 駿は深 沢の 作品が 自分の 心の底に 眠って いる 古い、 古い 記憶の 世界へ と 誘う こと を 述べて いる。 

私に は 秋 山が 引いた この 一節 は、 むしろ 私が 出版 記念の パ ー ティ ー の 席で みた 深 沢 をより よく 表現して いるよう 

に 君 われる。 「我が 心 荒 塩に 異なる ことなし」 — この 言葉 は 深 沢の 心境 を 捉える のに 適切 この 上 もない と 私に 

は 思える。 深 沢の 「自伝 ところどころ」 は 

「私 は 一九 一四 年 一月 二十 九日、 山 梨の 片田舎 町 —— 石 和に 屁と 同じ 作用で 生まれた。 人間 は 誰でも 屁と 同じ 

ように 生まれた の だと 思う。 生まれた ことな ど タイした ことで はない と 思って いる。」 

という 文章から はじまる。 出生した 風土と か 家柄と か 要するに 自然 的 紐帯に 対する 拒絶の 姿勢が ここに は みら 

, れる。 「屁」 という 小馬鹿に したよう な 戯作者 的 表現に は、 さまざまな 意味が こめられ ている。 それ を  一 口で い 

うと なれば、 母と か 家と か 風土と か 国家と か 文化と か 歴史と か 感謝な しに は 成立し がたい 概念に たいする きつば 

りと した 拒否の 姿勢で あると 思う。 深 沢 は それらに 感謝がない どころ か、 感謝 を 強制され る こと を 至極 迷惑 だと 

考えて いる。 ふつう この 強制 はごく 自然な もので あるかの ように 装われて いるから、 その 感謝 を 拒否す る 人物 は 

i 反 自然 的な 感情 を もつ ことになる。 

^ 若い 時に 満州へ ゆけば、 黄塵が ひどくて 胸部疾患が 重くな つて 死んで しまう と 思って、 家出す るた めに 遗書を 

深 かく ことが 彼の 「思い出 多き 女お ッ 母さん」 に 述べられ ている。 遺書と いうの は 

7  - 
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この 世に 生れて 来て 損 をした 

勝手に 子供 を 生んで い い 迷惑 だ 

子供 は 親の ォモ チヤ だ 

というよ うな こと を 箇条書に した ものであった。 要するに 感謝の 押しつけ はゴ メン だとい うこと を 述べて いるに 

つきる。 もちろん 母と 子の 相互の 愛情が 存在す る こと を 深 沢 はみ とめない わけで はない。 母に 関する いくつかの 

エッセィ がそれ を 物語る。 しかし そうした 感情の ゆえに、 自分が この 世に 生まれて きた こと を 容認したり、 正当 

化して 考えたり する こと はで きないと ころに 彼の 面目が ある。 彼の 自然 的 存在と 彼の 存在との 素朴な 裂け目が こ 

こに 見出される。 しかも 彼 は 「自然 的 存在」 とみせ かけて いるものの 中に、 「作為」 を かぎつけ るの だ。 であれ、 

風土で あれ、 文化で あれ、 国家で あれ、 有機的と みなされ ている 存在への 猛烈な 反撥 は、 それらが 自然 を 装った 

偽 自然に ほかならぬ とする 彼の 存在論 的 認識から 出発す る。 それ は 深 沢の 国土  (国家) 観に 一番よ く あらわれて 

いる。 長い 文章で あるが 彼の 思想 を 知る 上に 重要な ので 引用す る ことにする。 

「さて、 私 は 日本人から 生まれた ので 日本の 国籍で ある。 いつごろ からか 私 は、 その 国に 住んで いる こと は そ 

の 国に 奉公す る のと 同じように 思い はじめた ので ある。 

デ ツチ 奉公 をした 者に はよ く 判る こと だが、 その 国に 住んで いる こと は 『こうして はいけ ない、 ゼ 二の 稼ぎ 

は 出せ、 きめられた とおりの こと をし ろ』 と 主人に いわれる のと 同じ だと 思って いる。 ゼニを 出せと いう こと 

は 税金の ことで、 これ も 稼ぎのう わ 前 を はねられる ことなの である。 言う こと をき けと いうの は デモで 反対し 

たこと も 従わなければ ならない ことで、 こうして はいけ ない というの は 官僚 や 政治家の 都合の いいよう にきめ 

られる ことで ある。 
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つまり、 旦那が 奉公人に 勝手な 我儘 をい つてい るのと 同じで ある。 それ だから、 その 国に 住んで いる こと は そ 

の H に 奉公して いる デ ツチと 同じ だ、 と 私 は 思って いるので ある。 奉公人 は その 家が 厭され ば 奉公先 を かえ 

る。 つまり、 くらがえ という こと をす るので ある 」 

「私よ くらがえしたくて たまらない。 どこか 外 11 へ 行って そこへ 隱を 移して しまいた いと 思って いる そ 矛 

よ 私の 行きたい 国へ 行く の は 当り前で、 果物の 好きな 私 は 南の 島の ような ところへ 行きたい と 思って いる も 

し、 そこで 厭に なったら また どこかへ くらがえ すれば いいので ある。 偶然な 出発から 私 は 小説 を 書く こと を や 

り はじめて、 その 惰性で、 まだ 書く ものが 残って いるよう な 気がする から 腰 を あげない が、 もし、 くら 力え て 

きる ときに なったら 私 は どんなに 嬉しいだろう。」 (「生態 を 変える 記」) 

き 彼の むざんな 放浪 時代、 深 沢 文学の 礼 霞であった 文化人た ち はもと より、 轰 革新 陣営で すら 彼 を 見 殺 

しこす る 大勢に あった こと 直い、 戦後の 文化と いった ものが 何であった かとい うう そ 寒い 壽を 捨て 切れな、 

ので あるが、 当時 私 は 孤独の 資中 にあった 深 沢が なぜ 国外に 亡命し ないかと、 ふしぎに 思った ものであった 

「私に よ 国民と いう 豪は羅 という 意味 だけし かないの である」 (「正宗 白鳥 的 感傷」) という 深 沢に とって、 キ 

タ丄 つもって 国外 を 放浪す る こと はむしろ 本望で はない かと 私に はみ えたので あった。 しかし 今、 深 沢の 右の 

文章から、 彼が まだ 小説への 未練が 残って いるの か 日本 を はなれな いという こと を 知る の だ。 

しかし、 深 沢に よもう 一つの 墮 があった と 私 は 推測して いる。 すなわち 彼の 迫害者た ちが、 深 沢 は 非国民 だ 

から 日本に いる 暴 はない という 理由で 彼を せめ 立てた とすれば、 彼が 国外に 亡命したら、 脅 逢た ちの ぃレ 分 

を そのままみ とめる ことになる という こと II えたので はなかろう か。 深 沢 七郎の 存在 そのものの 抵扩カ そ 

ここあった。 しかし それだけで もなかったろう。 小説 を 書く 未練が 残って いると いう こと は、 換言すれば 彼 力 与 

えられた 時 司と 空間と を 拒否しても、 その上に 彼 自身の 時間と 空間と を 再構成して みる 意志 を まだ もっている こ 
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と を 告げて いるので はない か。 

人 は あるいは それ は 外国で も 可能 だとい うであろう。 しかし、 庶民の 無意識の ながい 伝統 を 捉え、 それ を 再 構 

成す る こと はそう たやすく できる わざで はない。 

いずれにしても、 人生 は 屁みたい な もの だと、 かるく いなして いた 彼が、 こんど はおな じ 言葉 を 吐く にしても 

他の 誰よりも 重々 しくい わねば ならぬ 地点に 立た された の はたし かであった。 

深 沢 七 郎は埼 玉 在に ラブ ミ ー 農場 を 作り、 農業 を はじめた。 彼 は 自然の 仮装 をした 文化と 絶縁して、 まぎれ も 

ない 自然 相手の 生活に 入った。 それ は 逃避 生活であった か？ 

そんな こと はない。 もともと 彼 は 生ま あたたかい 自然の 紐帯の よそおい をした 文化が、 庶民に むかって 感謝 を 

強制す る こと を するどく 拒否す る 人間であった。 母、 風土、 国家、 伝統、 文化 —— すべて 彼に は 重荷 以外の 何物 

でも あり 得なかった。 しかし 彼 は 庶民と 大地に たいする 愛情 はさい ごまで 残されて いた。 「庶民 烈伝」 を 見る と 

それが よく わかる。 しかし 非 庶民に たいして 挑戦した 初期の 気負い は、 そこで は 消えて いる。 よくも あしく も 振 

幅が せまくな つて みずみず しさが 欠けて いる。 そして 小説の 真実と は その 仮 構の 強靱 さと 不可分で あると すれば、 

私 はむしろ 「三つの ェチュ ー ド」 など 初期 作品の 方 を 高く 評価す る。 その 一 つ 「南京 小僧」 は、 南京袋に 入れら 

れた まま 酒 田の 沖合の 飛 島に 売られる 子どもたちが 袋の 中で 「波に ゆられて ドンブ リコ」 という 歌 をうた う。 私 

も 『日本 残酷 物語』 で 「南京 小僧」 をと りあげた が、 あとで 深 沢の この 作品 を 読んで、 舌 を 捲いた おぼえが ある。 

またお なじ 「三つの ェ チ ュ ー ド」 の 一 つ 「月の アベ 二 ン山」 は 精神 異常の 妻と (それと は 知らずに) 暮らした 男 

が、 離婚す る 段に なって 日 比 谷の 家庭裁判所に ゆき、 ドアの 隙間から ぬすみ 見す ると、 妻はまるで女流評論家：^; 


一席ぶ つてい るよう にみ える。 男 は そのす がた を、 遠い 天体、 月の 中の アベ ニン 山脈 を 見る ように 死んだ 感情で 

ながめる II と いう 話で ある。 これ もみ ごとな 出来栄え という ほかない。 

私 は 深 沢 七郎の 作品の 中で は、 「樯山 節考」 のように 技巧的な 作品より は 「東京の プリンス たち」 のように 

それが 目立たないで 自然にな がれて いる 作品の ほうが 好きで ある C 

もちろん 「横 山 節考」 も 傑作に ちがいな いが、 現実 を 誇張して なぞり、 現実よりも 現実ら しく 見せる 彼の 手法 

が 目に付き、 どこか 芝居の 舞台 じみた 印象 を 拭い 去る ことができない。 庶民の 無 讓な言 動を議 化する にあた 

つて、 それの 表現 方法 は あたかも 無意識で あるかの ように みせかける ことができた とき、 彼の 作品 は 成功した の 

であり、 彼 一流の 手法が 露骨に 示される とき、 「東北の 神武た ち」 のように 失敗 するとい う 原則 は 彼の 全 作 口 印に 

あてはまる。 

文化と は 何 か。 西洋 流に いえば それ は 耕作と か 祭祀と かと 共通の 根 を もつ 派生語で ある。 自然と 対立す る こと 

こよって 文 匕よ 理性的な 人為 性 を もっと 同時に、 自然の 紐帯 を なぞる 伝統的な 心情の 形 を あわせて もっている。 

しかしい ずれに しても、 それ は 所与の ものと しての 時間と 空間の 枠 を もって わたしたち をと じこめ る。 深 沢 七.^ 

よこうした 文化 概念 I 否した 文学者と して わたしたちの まえに 存在す る。 文化 は 過去の 営 為と 未来への 志向 を 

もつ が ゆえに、 反 文化的 存在と しての 彼 は 「過去」 と 「未来」 を 拒絶す る。 彼 はつねに 「現在」 に 生きる 文学者 

であり、 その 作品 は 過去の 尾を曳 いたり、 未来への 希望 を 語る ことがない。  f  、 

m その 意味で よ、 彼 は 庶民の 生活 態度と 一致す る。 庶民 はつねに 「現在」 に 生きる からだ。 で" 深、. -七 郎は庐 

I 民で あるか、 といえば けっしてそう ではない。 彼 は 「生態 I える 記」 の 中で ラブ、、、 i 場に 住みつ いたと き 

深 土地の、. こ， ちの 集会に 出かけて ゆき、 その 寄り合の 雰囲気の もつ 不思議な 圧迫感に 押されて、 居た たま，.^ えい +,】 

痛 を おぼえる 体験 を 記して いる。 「私が 気がつい たこと は、 勿論 悪人た ちの 集団に 入って いる こと はでき な、 の 
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だが 私 は 善人た ちの 仲間入り もで きないの である。 どんな 善意の 集会へ も 入って いられな いので ある。 私 は ひ 

とりた けがい いの だ。 ず— つと いままで、 私 はそう だった の だ。」 こうした 感懐 を 洩らす もの は 庶民で はない。 

集会 (よりあい) を 忌避す る もの は 庶民と はい われない。 

したがって 庶民 深 沢七郎 が、 ありのままの 庶民の 世界 を 描いて いると する の は 俗説と いう ほかよ ない。 彼よ た 

だ 庶民 を 観察す る 機会に めぐまれ たという だけで ある。 ギタ— の 音色の ような 庶民の 屈托 のない 暮らしぶ りこ 彼 

が 共鳴して いる こと はよ くわ かる。 「現在」 を かなでる ものが 最も 強い こと を 彼が 強調す るの も 理解で きる。 し 

かし 彼 は 庶民 そのもの ではない。 

彼 は 「文化」 の 明確な 拒否 者と して、 庶民の 世界 を 逆手に とって、 恨み を 晴らして いるので ある。 文化の 恩恵 

者 は 寛容な 姿勢で のぞむ が、 その 恩恵 を 受け とらない 者にたい して は 非 寛容で ある。 

一 方 庶民 は 他人 を 容れる 余地がない ほど その 生存の 場 はきび しい けれども、 庶民 は 一 切の 非人間的な ものに む 

かって (その 極点 は 死で ある) 楽天的で あると いう パ ラ ドック スを深 沢は眍 使す る。 

それ は 支配 層の 作り出した 庶民 観の 裏返しで あり、 知識人の 描く 庶民 観と も 倒立した 見方で ある。 その 逆立し 

た 観点から、 彼 は 支配 層 や 知識人に 肉迫す る。 その 肉迫の 仕方 は 果敢で ある。 しかし それ を 際立た せる ための 計 

算ゃ 作為が 目立つ とき、 彼 はかえ つて 自分に 裏切られる。 

それ は 彼が 庶民 そのもの ではない からだ。 文化の 拒絶 者と しての 稀 有な 文化人 深 沢 七郎の 特異な 位相が そこに 

あると 私 は 考える。 
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山梨県の 出身で ある 深 沢 七郎氏 は、 おなじ 山 梨 在の 小説家、 熊王徳 平の 描く ところの 甲 州 商人の ように、 油断 

のなら ない ところが ある。 それだけ 立ち まわり もうまく、 行商な ども 得意 だと 私 はおもう。 しかし、 人の 気持ち 

を すばやく 読みと つて、 その上 手 上手 を ゆく 彼の 長所 は、 やがて 彼の 短所で も ある。 

彼が 埼玉 在に 定着した とき、 ララ ミ ー 牧場 を もじって、 そこ を ラブ ミ ー 農場と 命名し たこと は 周知の 話 だ 力 

「風流 夢譚」 の 事件 もこう した 語呂合わせの 趣味が 短絡し すぎて、 駄 ジャレ 的に なって しまったと ころから 起つ 

た 悲劇であって、 つまり 檻の 中に 入った 猛獣 をから かってい るう ちに、 ガブ リと手 を かまれた ので ある。 

深 沢 七郎は それまで、 気の むくま ま、 鼻歌 まじりで、 庶民の 苛酷な 現実の 中から 生まれた 「死への あこがれ」 

を 甘美に うたって いた。 それが 「風流 夢譚」 の 発表 を きっかけに 思いがけない 事件の 渦中に まきこまれた。 彼の 

望み どおり、 彼の 歌に さそわれ たかの ように、 死神が とつぜん 曲がり角から 姿 を あらわした。 ある 出版社の 社^ 

の 家の 手伝いが テロの まきぞえ を くらって 殺される 事件が 起きた。 死神 は その 手伝いの 女性 を ひきずりこみ、 、お 

沢に はもう すこし 生きて いろと 投げ返し たの だ。 
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死神の こうした いたずら は、 彼に とって は 想像 以上に きびしい 試練と なった。 「横 山ぶ し」 や 「南京 小僧の 歌」 

で、 死へ の 楽観主義 を 手放しの 呑気 さで 歌って いた 深 沢七郎 は、 死神から 「生きる 意志」 を 無理に 押しつけられ、 

生きて いくこと を 命じられる という 皮肉な 運命 を 歩む ことにな つたの だ。 

これまで 道化の 身ぶ りよろ しく、 死への 讃歌 を 陽気に うたって いた 深 沢 七郎。 彼の 道化の 頰紅 はみ るみる 青 ざ 

めた。 彼の 三角帽 は 地面に 重く かたむいた。 彼 は 天皇制に たいして だけでなく、 生きる こと を 前提と する 社会に 

もっとも 有害な 人物と みなされて 追放され た。 こうして、 これまで、 人生 は 屁の ような もの だ、 とかる くいなし 

ていた 深 沢七郎 が、 おなじ 言葉 を 吐く にしても、 誰よりも 重々 しく 云わねば ならない 破目に おち 入った。 

深 沢 は 眼に 見えぬ 刺客に 追われる ようにして 放浪 を はじめた。 死ぬ こと は、 彼に おどりかかった 黒い 敵への 降 

服な のであった。 そうして その 刺客と は 彼 を ゆるさぬ 「良識」 なのであった。 見知らぬ 土地から 土地へ とた どり 

つ つ、 苦難の はてに 彼 は埼玉 在に 定着して ラブ ミ ー 農場 を はじめた。 

「良識」 の ほう もやつ と 安心した。 彼が 土い じりしたり、 今 川 焼に かまけ たり すれば、 なんとなく 彼 は 良識の あ 

る 社会に 痛打 を 加える ひまがないだろう という 打算から である。 こうして 深 沢 は 生きながら 葬られる ことに 成功 

したので ある。 

死んだ まね をして 生きよう とする 擬態に、 深 沢 一流の 悪 フザケ が 加わった とき 「墓場の 美学」 が 生まれた。 氏 

名と 没年と を 記した だけの 墓碑銘に、 死者が 生きて いたと きの 生ぐ ささを 強く 感じる ことがあ るが、 私たちが 深 

沢の 「美学」 に 嗅ぐ の もそう した 匂いで ある。 墓場から みると きに、 人生が バ 二 ティ ー (虚栄) の 代名詞に ほか 

ならぬ こと を 指摘す るのに 深 沢 以上に 適任者 はいない。 

彼が 人間 滅亡 教の 教祖と なる に はなが く かからなかった。 虚栄 を 捨てる ために 「存在の 無 化の 意志」 を 説教す 

る こと は、 あらゆる 宗教が おこなつ てきた ところ だが、 ただ それが 痛切な 社会 諷刺と なること は、 彼 を 凡百の ぺ 


シ ミストと 区別す る ことにな つたので ある。 彼の 文章よりも、 とりわけ 彼の 強いられた 逆説的な 生に おいて。 

深 沢 七郎を 土着の 作家と する の は 当たらない とおもう。 なぜなら、 彼 は 国家、 風土、 文化、 伝統、 母と いう 自 

然の 偽装 物 を もって 彼に 迫りお どかす もの を 信じて はいない からで ある。 むしろ、 それらに 挑戦す る ことから 彼 

の 文学 は 生まれた。 しかし、 戦う ときの 武器 は 手作りの もの、 土着の 武器で ある。 外国 輸入の 道具で 日本 を 批判 

するとき は 安全で ある。 しかし、 土着の 武器 を もってた たかう の は、 しばしば 危険 を ともなう。 

私 は 前記の 「事件」 で 罪のない 女性が 殺された とき、 自分が 代わりたかった、 といって 泣いた 深 沢 を 思い出す- 

つつまし い 生 を 生き、 むごたら しく 死なねば ならなかった 庶民の 運命への 思いやりが、 彼の 身 もだえに は 波打つ 

て、， た。 そり あと、 彼の 選集の 出版 記念 会で みかけた ときの 深 沢の 化石の ような 顔 を 忘れる こと はでき ない。 
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近来、 地方に 出向いて 民俗学 的な 疑問 を 解こうと して 旅行 をつ づけて いる 私の 胸に 去来す る さらに 大きな 疑問 

が ある。 それ は 民俗学の 将来 は 一体 どうなる だろうかと いう 根本的な 不安と つながつ ている。 民俗学と いう 学問 

の 基礎 は 探訪 調査に おかれて いる。 じかに 古老に 会って 残存 文化の 在り 様 を 聞く こと を 主眼と する。 これ は 一見 

素朴 きわまる 研究方法 であるが、 これ を 抜きに して は 民俗学 は 成立し ない。 しかるに 最近 はこうした 古老に あた 

つて 調査す る こと はすこぶ る 困難に なって いる。 かって、 民俗学の 資料と して は 日清戦争の 前と 後で は その 価値 

に 大きな 差が あると されて いた。 というの も 明治 二十 年代に なって 明治維新の 成果 は 常 民の 日常生活にまで 及ぼ 

された ので あり、 それまで は 旧 幕府 時代と さして 変り がなかった からで ある。 明治 二十 年代の 初頭に は 町村合併 

という 大きな 改変が 行われた。 日清戦争 前後に はわが 国の 産業革命が はじまった。 それらに よって 常 民の 生活 は 

大きく ゆさぶられた。 すなわち、 日清戦争 を 境目と して 国民生活に ひとつの 溝が 作られた といっても 過言で はな 

い。 そこで それ 以前の 民間伝承の 資料が 古風 を 残す ものと して 尊重され るの はとう ぜんで あるが、 それ を 伝える 

ことので きる ものよ、 江戸 時 4^ に 生まれた 人で なければ ならなかった。 こうした 目安の もとに、 太平洋戦争 末期、 


民俗の 方法 390 


あるいは 戦後 もしば らくまで は 民俗 探訪が 行われた と 考えて よい。 

今次 大戦に よる 戦後 改革 は 明治維新に おとらぬ 政治改革であった。 しかし 維新から 二十 年お くれて 産業革命が 

やって きたよう に、 戦後の 国民生活が 大きく 変った の は、 やはり 二十 年お くれた 一九 六 〇 年代の 半ば 頃からで あ 

る。 この ころ 日本 は 第二次産業 革命と も 呼べる 高度成長の 産業 経済社会 を 目指した 結果、 敗戦 後まで 持ち越され 

た 残存 文化なる もの は、 あっけなく 日本の 社会から 消えて いった。 江戸時代に 生まれた 古老 は 他の 星の 世界の 住 

人となり、 日清戦争の 頃に 生まれた 人た ちがす でに 八十の 坂 を 越えて いる。 この 人た ちの 記憶 は 明治 三十 年代の 

半ば 頃から 始まる ものであるから、 大して 古い 伝承と もい えない の だが、 しかし まだし も これらの 古老 を預 りに 

して 民俗 調査 をつ づける こと は 不可能で はな い。 

それでも 今日の 調査 は 日数と 金と ェ ネル ギ— を かけても なお 効果 を あげに くくな つ ている。 それ は  一 口にい つ 

て、 伝承 者が 少ない からで ある。 そこで 限られた 人に 調査の 対象が 集中す る。 被 調査 者 は 入れ替わり立ち替わり 

やってくる 質問者 を 前にして、 調査 ずれ をして、 その 答え 方 も 次第に 一定して くる。 また 限られた 伝承 知識し か 

持ち 得ない。 そこから して 質問者が 変っても、 新しい 答え を 引き出す ことが むずかしくなる。 

こうした ことから、 あと 二十 年 先に は 民俗 調査が 不可能に 近くなる だろう こと は 確実で あると 私に は 思われる。 

戦前まで は 古老が 死に絶えても、 それらの もつ 伝承 は そのまま 子ども や 孫に 受けつ がれた。 伝承 はいく ぶんかず 

つ 微妙に 変化 をと げたと はいえ、 伝承 を 授受す る 社会 は 依然として 健在であった。 しかし 今や それ を 望む こと は 

無理で ある。 永続す る 家の 観念と 制度と は 戦後 廃絶され た。 それと 共に 伝承 母体と も 称すべき 社会 もまた 消滅し 

たので ある。 家族 間、 世代 間、 地域 共同社会 間の 会話 は 杜絶した ままに なって いる。 このような 時代と 社会が 常 

民の 伝統 を 後世に 伝えて いくのに も つ とも 不適 合な 性格 を 持つ こと は 言うまでもなかろう。 

現在に 残存す る 文化 を 蒐集し、 民間伝承 を 積み重ね 整理す る ことで、 いっか は 常 民の 世界観に 到達し 得る とい 
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う 考え は、 昭和 二十 年代まで ならば まだし も、 今日と なって は あまりに も 楽観す ぎる と 私に は 居 われる。 柳 田 民 

俗学の 理論の 核心に ある 重出 立証 法と か 文化 周 圏 説の ような 考え は、 日本の 社会が 均質で その 発展が きわめて 緩 

慢な 場合に のみ 適用で きる。 池の 中心に 投げた 石の 波紋 を 描いて いく 速度が はやす ぎれば、 きめの こまかい 変化 

の 相 を とらえる こと はでき ない。 また その 波紋が 同心円 を 描かねば 周 圏 説 は 成り立たない。 今日の ように 一夜に 

して 「搶海 変じて 桑田と なる」 ような 激変の 時代、 それ も 不均等な 跛行 的 進展 を とげて いく 時代に それ を 期待す 

る こと は むずかしい。 

かくして 日本の 社会で は、 これから 二十 年 さき を ほぼ 境目と して 伝承の 保持者 は 後継者 を 見いだ す ことなく 地 

上から 姿を消す こと は、 ほぼ 疑い を容れ ない。 古老 を 相手と して、 常 民の 生活 慣行 や 心意 伝承 を 調査 するとい う 

民俗学の 基本 方針が、 厳密な 意味で は 成立し にくく なること も 必然で ある。 

ここで 民俗 調査が できに くくな つた 時代の こと を 考えて みょう。 二十 年 さきと 私が いうの は、 現在 五十. 六十 

歳 代の 人た ちが、 七十 • 八十の 年を 迎える ときの ことであって、 現在の 五十 • 六十 歳 代の 人た ちが どれほど 過去 

を 伝承して きている かとい うこと は、 かくいう 私 を 含めて はなはだ 心 もとない ので ある。 この 年齢層の 者が 記憶 

にある の は、 大正 末から 昭和 初年 以降の ことであって、 それ 以前の 民俗 慣行 や 伝承 を 保持す る こと はき わめて 少 

ない。 もちろん、 これから も 数多くの 聞き 書 や 調査が つづけられる であろうし、 また 現在までの 民俗学 者の 努力 

の 集積 は 次々 に 文字 化されて いくにち がいない。 それらの 調査報告 は 公式 文書 や 常 民 階層で ない 人た ちの 記録と 

ちがう という 点に おいて、 民俗学の 研究資料 としての 高い 価値 を もつ。 

しかし そこで また 一 つの 大きな 矛盾に 遭遇せ ずに はすまない。 というの も 自分の 眼で たしかめ、 自分の 耳で き 

き 直す ことができに くくなる とき、 これまで おこなわれた 民俗 調査 資料に 依存度 を 深めざる を 得なくなる こと は 

必至だから である。 柳 田 は 文献 資料に のみ 頼る こと を きびしく いま しめたが、 現地調査が 不可能と なった 時代に 
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は、 文字 化された 調査報告 を 駆使して 民俗学 を 研究 するとい う 以外に 道 はあり 得ない。 これ は 民俗学 研究に つい 

ての 大きな 矛盾ではないだろう か。 

民俗 調査報告 を 利用す る ことならば 今日で も 行われて いる。 それ は 利用す るに 越した こと はない。 しかし その 

利用の 仕方 は 無条件に なされて いるので はない。 くり 返し 言うよう に、 今日で はも はや 充分で はない といえ、 自 

分で 現地に おもむいて 追跡調査したり 再 確認した りする ことが まだ 可能な 段階に ある。 しかし それが 不可能と な 

つ た 時代に どうしたら よいであろう か。 

民俗 調査報告 という もの は それほどに 充分に 完全な もので はない。 質問者に よって 聞き落と したり、 聞きち が 

えたり したと ころがなかった かどう か。 私の 限られた せまい 調査 体験の 中から 一例 を 引いて みる。 私が 産屋の 習 

俗 を しらべ に敦賀 市の 常宮 というと ころに い つ たと きのこと だ。 そこに 住む 老人から 「自分の 若い ときには 立 石 

半島の 尖端の 白木と いう 部落で は、 昔 は 産屋 は 一回 ごとに 建て直し、 用の すんだ 産屋 は 焼いた、 という 話 を 聞い 

た ことがある。」 と 告げられた。 そこで 早速 白木 を 訪れて みた。 海 角に 孤立す る 二十 戸 程度の 部落 は、 ー晚 泊つ 

ただけ で 調べる のに 手数 はかから なかった が、 誰も そのような 事実 は 知らない という。 九十 幾 歳になる 老人、 ま 

た 八十 幾 歳になる 別の 古老が、 四、 五 年 まえまで は 生きて いた、 そのと き だったら 判った かも 知れない が、 とみ 

んなは 言った。 現在の 最 年長 は 七十 五 歳の 老婆であった。 私 は そのこと を 聞いて 歯ぎ しり をした。 死者 をよ みが 

えらす こと はでき ない。 もう 一度 常宮 にかえって、 先刻 教えて くれた 古老に 問いた だし、 あなたの 記憶に まちが 

いない かと だめ を 押す と、 老人 ははつ きり おぼえて いると いう。 その 話 を 白木の 人から 聞いた とき、 それ は 衛生 

的な こと だとい つ て 相槌 をう つたこと もま だ 忘れて いないと いう 返事に、 私 は あらためて 白木 をたず ね、 聞いて み 

たが、 またも 手がかり はまった くなかった。 別に 書かれた 記録 とてもな いこの 海 村で は 古老の 死と ともに それ ま 

での 無限の 過去の 歴史と ぷ つ つり 切れて しま つ たの だ。 絶望的に なりながら 私 は 白木から 二 里の 山越え をした 丹 
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生と、 う 部落 をたず ねた。 そうして そこで、 七十 • 八十の 老婆から、 明治 末まで 産屋 を 焼きす てる 習俗が あった 

こと を 教えられた。 六十 代になる とも はや 知らなかった。 あと 二十 年 も すれば、 丹 生で も その 記憶 を 伝承す る も 

のよ いなくな り、 古代 日本人の 世界観 を 知る に 重要な 習俗 を とらえる こと は 不可能になる ところだった。 私が こ 

の 一文 を 草して いるの は、 このと きの 戦慄す る 体験が 基礎に なって いる。 現代人の 知り 得る ところ はわず かで あ 

ると いう 意味で、 それ はまた 過去の 歴史に たいして、 私 を 謙虚に せずに はおかない 体験で もあった。 

もう 一 つの 例と して、 柳 田 国 男の 『後 狩詞 記』 の 中に ある 「ソ シ」 という 語 を あげてみ る。 「ソ シ」 は 猪の 背 

の 肉 を 指す が、 柳 田 は 「もっとも 不味な り」 と 記して いる。 ところが 私 は 先年、 九州の 椎葉 村に いき、 柳 田が 五 

晚 とま つ て 聞き 書 を 取 つ たという 当時の 村長の 中瀬淳 氏の 孫に あたる 人と も 会い、 また 椎 葉の 狱師で 五十 年来 獵 

をつ づけて い る 老人に も 会って 聞いた ところでは、 「ソ シ」 は 「そしし」 とも 呼ばれ 「もっとも 美味なる 肉」 で 

ある ことが 確認され た。 たんなる 狩 言葉と いうな かれ。 そのこと によって 記紀に 伝えられる 天孫 降臨の 解釈が ま 

るき りちが つてし まう の だ。 

柳 田から 無限の 恩恵 を 受けて いる 私が、 わざわざ こうした 例 を 引く の は ほかで もない。 柳 田 を 無 謬 的な 存在と 

して 見る ことが いかに 民俗学に 独特な 実証 精神に 背反す るか を、 具体的に 示したかった からで ある。 

この場合 のように、 後で 問い合わせたり 聞き直し たりして 修正、 補完で きる 間 はさい わいで ある。 だが それが 

でき なくなった ときに、 過去の 調査 資料に 依存す る こと だけで、 果たして 真の 民俗学の 研究が 可能で あろうかと 

いう 疑問が 湧く の は あたりまえ である。 

おそるべき は 民俗学 研究家が 与えられた 資料 だけ を もとに 論証 を 重ねて いくとき に 生じる 弊害で ある。 眼の 前 

の 資料が 全体で あると いう 思い こみが 起る の は、 研究者に とって は 自然な 心理の 傾斜で ある。 これ は 柳 田が つと 

こ 警告した ように 文献 を 操 乍して 研究す る 歴史家の 誤り やすい 点で ある。 たとえば 蘇 我 氏が 滅亡 するとき に 焼い 
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たと 日本書紀の 伝える 『天皇 記』 や 『国 記』 が 現存した と 仮定したら どうなる であろう か。 おそらく 現在の 古代 

史 究の 成果 は 一変して いただろ うこと はまちが いない。 つまり 史料が 乏しい ほど、 そこに 含まれる 事象の 関連 

づけに よる 論理的な 説明 は、 不自然で 無理 を 伴う ことになる。 

この こと は 当然 民俗学 そのもの にも 適用され うるであろう。 所与の 資料 は 欠陥 だらけの ものである という 認識 

こそ は、 民俗学 をして 日本の 常 民の 伝統の 解明に 独特の 謙遜 さと 健全 さ を もたらした ものであった のに。 『沖 織 

池 間 島民 俗 誌』 の 著者で ある 野 口 武徳 氏 は、 最初 池 間 島に 半年 ほど 住みつ き、 その後 も ひんぱんに 同 島 を 訪れて 

調査 を 怠らなかった が、 さて 民俗 誌の 下 原稿 を 池 間 島の 知人に みせる と、 おびただしい チ H ック と共に 戻された 

と 書いて いる。 野 口 氏の この 率直な 告白 は、 彼の 民俗 誌の 価値 を 高め こそ すれ、 けっして 低める もので よな、。 

し 力し、 いっか 民俗学 研究家が 常 民と 日常 を 接する ことなく、 ただ 文献 だけ を 相手に して 研究室で デスク ヮ ー 

ク する 時代が 到来した とき、 常 民の 生活に 触れる ことによって 反省す る 契機 を 喪失した 研究者の 中に、 文献が あ 

れば すべ て は 知り 得る という 傲慢 さと 不健全 さが しのびこまない 保障 はない。 

かって 民俗学 は 柳 田の 偉大 さ を もってしても なかなか 市民権 を 得られない 日蔭の 学問であった。 こうした 蔑視 

の 傾向 は 戦後に もな お持ち越された。 一九 六 〇 年の 安保 闘争 をと おして 前衛 党の 神話が 崩壊し、 さらに 一九 六 〇 

年代 後半の 大学 闘争に よって、 知性の 虚偽が 剝 奪され たと き、 民俗学 はよう やく 注目され はじめた。 近代にたい 

する 前 近代に ついて、 知識人に たいする 常 民に ついて、 民俗学 ほど 真剣に 取り組んで 具体的な 成果 を あげた 学問 

はな か つ たからで ある。 

しかし 「前 近代」 や 「常 民」 が 見直された 時代、 すなわち 六 〇 年 安保から 大学 闘争に いたる 十 年間なる もの は、 

高度成長 下の 日本 径 済が 日本の 伝統的な 風土と 烈しい 摩擦 を 起した 時期と 重なり合つ ている。 民俗学が ながい 雌 

伏の 時代 をす ぎて やっと 日の 当たる 側に 移った とき、 それ を 待って いたかの ように、 そして 民俗学の 根本 里 念 を 


ゆさぶる ほどに、 過去と 地つ づきであった 常 民の 大地が 地す ベり を 起し 始めた の だ。 民俗学が 発言権 を 与えら お 

た 時期 は、 そのまま 民俗学の 調査が 困難に なって きた 時期に 相当 するとい うの は、 なんたる 皮肉であろう か 今 

日の 遠 野 はも はや 柳 田 国 男の 時代の 「遠 野」 ではない。 

民俗学の 盛 行と 民俗学の 危機の 同時 進行 は 避ける ことができない。 では どう すれば よいの か。 おそらく そうし 

た 緊急で 素朴な 問い を 無視して、 旧態依然 たる 民俗学 研究者が 居直り を きめこんで いる。 そして それ は 到来す る 

死につ いて われわれが 考えたくない 心理と 共通して いる。 

それら を 見る とき、 分らない ところ は 分らぬ として、 疑問の 解明 を 公に 表明す る こと を はばからぬ 「無知の 相 

続」 (柳 田 国 男) の 精神が 今 ほど 省り みられねば ならぬ 時代 はない と 私 は 考える。 
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民俗学と 時間 11 「重出 立証 法」 私見 


重出 立証 法と いうの は、 結局のと ころ 「時間」 のこと だとお もっている。 「むかしむかし」 という ふうに、 ク 

ロノ  口 ジィの 明確に つきとめられない 民俗学の 世界で、 時間の 観念 を 産み出す に はどうし たらよ いか、 という 問 

題で ある。 

それ は 比較的な 序列に よる ほか はない。 そうした 意味で は、 重出 立証 法 は 土器 型式に よる 編 年 に似てい る。 し 

かし、 考古学の 場合 土 を 掘れば、 その 順序 は あらまし わかる の だから、 絶対 年代 はわから ない としても、 その 相 

対 年代 は 比較し やすい。 最近 は 力 —ボン 測定法で、 その 絶対 年代 も 割り出せる ようになった。 その 測定法が 確実 

とはいえ な いまでも、 クロノ  口 ジィに やかましい 歴史家 を 安心させる 何物 かが 考古学に ある。 

ところが 民俗学 は 歴史学 者 を 不安に させる。 不安に させる ことに 積極的な 意義がない わけで はない。 つまり、 

不安に よつ て 人間 は 記録に しばりつけられ ている 世界から 飛翔して、 物な り 現象な りの 本質 を 問う ことにな るか 

らだ。 

考古学の 相対 年代の 比定 とくらべ てみ て、 民俗学の 相対 年代 はかず 多くの 現象 を 重ね合わせて みなければ なら 


ない という 困難 さが ある。 しかも、 この 時間 的な 序列 は、 何 を 規準と する かとい う 問題が ある。 規準な くして 序 

列よ きめられな いが、 その 一方、 規準 はァ. プリ オリに 存在す る もので なく、 多くの デ ー タ ー を あつめた 上での 

き 内的 方法 こよって 作られる ほか はない。 そこで 重出 立証 法 は 二つの 役割 を 担う ことになる。 一つ は その 規準と 

なる 現象の 祖型の 覺 である。 祖型 をつ きとめる と、 それ を 規準と して、 時間 的な 序列 をもう ける ことができる 

だが、 祖型への 志向 は、 重出 立証 法が 担う もう 一 つの 役割、 つまり 時間の 観念 を 産む こと を 妨げる。 ー 

重出 立証 法 は 映画の コマ 絵の 原理で もって、 そこに 変化す る 時間 を 求める ことで も あるから だ。 折 口 信 夫は祖 

型の 発見への 志向が つよく、 それで 時間の 観念 を 産み出そう とする 願望 は 稀薄で ある。 柳 田 国 男 はむしろ 民俗 事 

象 を 変化の 相に おいて とらえよ うとした。 折 口に 文明 批評が なく、 柳 田に それが 旺盛で あると いうの は、 こうし 

た 両者の 姿勢の ちがいに よると ころが 大き レ 

ま 出立 証 法に 話 を もどす と、 民俗 現象 は、 個々 の 場合に は即自 的な 時間し か 持ち 得ない。 これ を対自 的な I 

つまり 他者と 比較し 得る 時間に 変える に はどうし たらよ いかと いう 課題が よこたわつ ている。 それに はま. - 方 

法と して、 民俗 謹の 中から 即自 的な 時間 を 抜く 必要が ある。 そうして その 民俗 的な 現象 を 地域社会の 時間と か 

かわりない 形で 並べて みる。 ここに 多くの 人た ちの 非難が 集中す るので あるが、 しかし それ はつぎに、 亲 しく 時 

間の 観念 を みちびき 出す ための 操作な ので ある。 というの も 個別 的な 特殊性 を 霞して 並べられた 民俗 現象に よ 

つて、 時間の 順序 を さだめる こと は 可能になる。 このために 重出 立証 法 は 使用され てきて いるから だ。 

^ だが、 問^よ その さきで ある。 対自 的な 相対的な 時間 は 重出 立証 法に よって 抽出され るが、 ひとたび 即自 的な 

I 時間 を 抜いた 地域社会に、 ふたたび それ を變 する 翁が あると おもう。 即自 的な 時間 を 霞す る ことで、 その 

民 民俗 現象 は 空間 的な 存在と して 配置され る。 その 同一の 空間の 上に 並べて そこから 普遍的と もい える 相対的 時お 

^ が 産み出される。 それ を また 個別 性に かえす という 重出 立証 法の 後半の 作業の 部分が、 柳 田の 『北 小 浦 民俗 誌』 


^ を 例外と して、 日本 民俗学で は 行われて いない。 前半の 部分 は 現行の 民俗学の 方法と して は 定着して いる。 だが、 

法 しかし 後半の 作業の 部分 を 含めて 考えて みると、 重出 立証 法 は、 操作 法 を こえて 方法論の 名に 値する とおもう。 

W では 民俗学で は なぜ 時間が 必要な のか。 それ はたんに 歴史学の 時間に 対応しょう とする からだけ ではない。 そ 

g の 時間 的 変化の 序列 をた どる ことによって、 かくれた 意味の 発見が 可能になる からで ある。 その かすかな 糸 をた 

ぐって おもわぬ 結論に みちびかれる ときの おどろきと 快感と は 柳 田 や 折 口の 著書に ふれた ものの ひとしく 体験す 

ると ころで ある。 

第二に は、 責族ゃ 武士 や 僧侶な どの 時間と 常 民の 時間と は、 その 時間の もつ 質が ちがう からで ある。 コップの 

水に 光線が 入る ときに、 その 光線 は 屈折す るよう に、 空気と 水と では ひとつの 現象で もちが つた 反応 を 引きお こ 

す。 それ を 同質の ものと 考える こと はでき ない。 常 民の 世界に 流れる 時間と はま さしく そのような ものである。 

第三に、 民俗学 は 民族の 意識 を 取り扱う 学問 だからで ある。 しかも その 方法た る や 内省と か 追憶と か 呼ばれる 

もので、 伝承に しろ、 信仰に しろ 現在の 人間が 過去 を 引き出す もの だと 考えて いる ことで ある。 民俗学の 歴史 を 

描く ときには、 現在 を 基点と して 過去に さかのぼる 方法が とられねば ならない。 こうした 歴史 時間の 倒叙 法 は 民 

俗学の 正道で ある。 というの も 民俗学 は 「反省の 学」 だからで ある。 ここが 歴史学の 時間と はちが う。 

第 四に、 民俗学 は 決して 空間の 学 だけで はない。 エスノ ロジ ー とちが うの は そこで ある。 gss の 問題 をと つて 

も、 産屋 は 日本 だけの 現象で はない。 だが、 日本人 は そこから トヨタ マ ヒメ や g の 国の 物語 を 作り上げた。 帚ら 

ぬ ものへの 歎きが 日本人の 意識の 最初に よこたわる。 日本 は 仏教 や 儒教 や 道教の イデ ォロギ ー を 受け 容れ たに も 

かかわらず、 その 原始的な 伝承 は 引き つづいて 残った。 しかも、 儒教 や 仏教 や 道教の イデ ォロギ ー の 刺戟が 加わ 

つて、 その 民間伝承に は 一 つの 倫理的な そして 審美的な ふかい 意味が こめられる ようになった。 柳 田の 民俗学に 

「浄化」 の 思想が あるの は そのため である。 過去 は 常 民の 追憶に よって 浄化され る。 それが 日本の 民俗学の 思想 
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であると 私 はおもう。 できるだけ 時間 を 引きのば し、 射程 距離 をな がくす る こと、 それが 柳 田の 自分に 言いき か 

せた ことばで はな か つた か、 と 私 は 想像して みる ことがある。 
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短 かい 韓国 旅行から 帰って きた。 韓国に 滞在して いると きの 一 つの 疑問 は、 なぜ 柳 田 国 男が 朝鮮の 民俗学に 手 

をつ けなかった のだろう か、 という ことだった。 柳 田が 一国 民俗学に 終始した 事情 は 推測で きない わけで はない。 

民俗学の 学問的 領域 を 確立す る こと を 目指した 彼 は、 日本国内の 常 民の 伝承 を もって、 史学 や 民族学と たたかう 

必要が あった。 

民族学と 民俗学の ちがい は、 石田英 一郎の 文章が ひとつの サンプル であるが、 前者に はパ ー スぺク ティブが な 

いという こと だ。 つまり 日本人の 意識 を 原点と した 遠近法 を もたない 学問に たいする 反撥が、 柳 田に はま ぎれ も 

なくあった。 「古い 二 ュ— ギ ユア 南岸 航海 誌に、 岸 上 を みれば 数多の 土人、 打 集まって 踊り 戯れて いる。 試みに 

銃を以 つて これ を 射る にばた ばた と斃れ 死んだ と ある。」 (『青年と 学問』) こうした 白人た ちの 採集 文献から 出 

発した エスノ  ロジ ー への 警戒が 柳 田に あった こと は 神 島 ニ郎の 指摘 するとお りで ある。 だが、 以上の 理由が ある 

にしても なお、 柳 田 自身の 遠近法 は 日本国内に とじこめられて、 近隣諸国 にも 及び 得ない ものだった ろうか。 

たとえば、 大阪府の 弥生 遺跡から 発掘され た 木製の 鳥、 それ は 今でも 韓国の 村の 入口に みる ことので きる 鳥 竿 
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である こと はま ぎれ もない。 実際、 私 もそう した 鳥 竿 を ある 村で みて きた。 また 韓国の 農村で おこなわれる 農 楽 

隊の シンボル となって いる 農 旗の いただきに は、 雉の 羽 を 束ねて さして ある。 この 雉 はシャ マ 二 ズムの 神話で は 

神と 人間、 天と地 を 媒介す る 能力 を 与えられた ものである、 と金 両基 はいう。 

ここで 直ちに 思い起す こと は 記紀の 神話の 中で 天つ 神から 天 若 日子の もとにつ かわされる 雉の こと だ。 天 若 日 

子の 妻の 下照姬 をシャ ー マンと 考える と、 天 若 日子の 神話 も 従来の 解釈と ちがった 意外な 相貌 を もつ。 この 二つ 

の 例 をみ ただけ でも、 日本と 朝鮮との 信仰 や 習俗の 交流が 記紀 はおろ か 弥生時代まで さかのぼって 確認され るの 

である。 柳 田の 燜 眼が なぜこう した 緊密な 関係 を 見落した のか、 という 問いに 私 は 旅行 中 苦しめられ ていた。 柳 

田 は 比較 民俗学の 必要 を 感じな か つ たの か。 とすれば 日本 民俗学 こそ は 遠近法 を もたない 学問と 逆に 責められて 

も 仕方がない ではない か。 

『故郷 七十 年』 をよ むと、 柳 田 は 大正 十三 年に 「南 島 研究の 現状」 という 講演 をお こない、 上 原 勇 作 を はじめ 鹿 

児 島 出身の 歴々 の 大将 を まえにして、 南 島 疲弊の 責任が 琉球 自身に はなく、 琉球を 収奪した 薩摩 藩と それに つづ 

く 鹿 児 島 藩に ある こと を 指摘した という。 柳 田 はもう 一度 は 「眼前の 異人 種 問題」 という 講演の 中で、 北海道、 

樺 太の アイヌの ために、 世に 訴えた。 そのころ、 異人 種 問題への 声が 高かった ので、 手近い ところに いる アイヌ 

を どうす るか、 という 問題 を 説いた のであった。 「両方と も 今から 思えばず いぶん 間違った こと を いっている 点 

もあろう と 思う が、 私と して は 熱意 を こめて 世の 識者と 当局者と に 訴えた つもりで あ つ た。」 と 柳 田 は 言って い 

る。 

「眼前の 異人 種 問題」 という 講演 は 残って いないが 「南 島 研究の 現状」 の 大筋 は 『青年と 学問』 に 収められ てみ 

る ことができる。 調べが たかく 激越な ものである。 その まえ、 大正 六 年に 柳 田 は 台湾に 旅行した。 台北で 開かれ 

た 柳 田の 歓迎会の 席上で、 彼 は 型破りの 挨拶 をした。 はじめ 序文と 称して 太平楽な 演説 を ながなが として、 本 
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文 は 歌 を 六首吟 じた。 傍若無人な やり方であった。 第一 首 は 生蕃が 叛乱して 大量 殺害され た 街に いって、 柳 田 は 

非常に 強い 印象 を 受けて、 折が あったら その 悲しみ を 話したい とお もってい たので 「大君 はかみ にし ませば 民草 

のか かる 嘆き も 知ろ しめす らし」 と吟 じた。 一座 はしい ー ん となった が、 柳 田と して は、 実は それが 目的だった 

ので ある。 柳 田 は 東京に いたので、 大正 天皇が そうした こと を まるで 承知して いない こと をよ く 知っていた。 そ 

れで 反語と して、 右の 歌 を わざと 詠み あげたの であった。 「私 も 若く 意気軒昂と していた のであろう。」 と 柳 田 は 

『故郷 七十 年』 でのべ ている。 こうして みると、 大正時代 をつ うじて、 柳 田の 同情 は琉 球、 アイヌ、 台湾の 被 圧 

迫 民衆に そそがれ ていた こと はたし かで ある。 

それ にもかかわらず 彼 は なぜ、 琉球 にだけ 関心 を 集中 させ、 他 地域 を 放棄した のか。 フォ 1- ク ロアと エスノ  口 

ジ ー との やむ を 得ぬ 混同 をお それた のか。 あるいは また 日本の 政治の 方向が、 彼の 学問の 外への 関心 を 困難なら 

しめたの か。 この 問題 はさら に 追求すべき であるが、 いずれにしても 民俗学 を 追求す る ことによって 近接 諸 地域 

の 人た ちの 不幸 や 貧乏の 原因 を 照し 出す という 柳 田の 願望 は 挫折に 終る より 仕方がな か つ たので ある。 そうして 

柳 田 民俗学が 朝鮮 や アイヌな どの 諸 民族に ついての 関心 を 後退 させた ことが、 民俗学の みならず、 その 周辺の 学 

問 を もまず しく させた。 民俗学の 視点の 欠如と は、 学問に おける 同郷人の 意識の 欠如で ある。 

たとえば 私の しらべ た ところでは 白鳥 を 神と する 熱烈な 信仰が 明治 二十 年代まで は 東北 地方に 分布して いたが、 

それ はじつ さいに はォォ ハ クチ ョ ゥの 飛来と 関係が あり、 とうぜん 白鳥 神の 子孫と いう アイヌの 説話と もむ すび 

つくので ある。 下 北半 島の 田 名 部の 僧 は、 寛 永 十九 年に 京都で アイヌの 「鶴の 舞」 を 演じて 貴族の 賞讃を 得た、 

という 記事が 残って いる。 アイヌに 「鶴の 舞」 が あるの は、 北海道に タン チョウ ヅルが 渡来す るからで ある。 百 

合 若の 説話が 有 岐ゃ宮 古 群島の 水納 島に 残つ ている の は、 それらの 島が サシバ という 小さな 鷹の 渡り 路 にあた つ 

ている ためで あるのと 同然で ある。 
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日本で は 北 九州の 西が わ だけに 棲息す る 力 ササギ が なぜ 平安京の 人た ちの 文学に 親しまれ てきた のか。 それ は 

力 ササギ が 朝鮮の 国鳥で あり、 そして 平安 貴族に は 朝鮮 系の 血が まじって いるから ではない か。 

地上に 引かれた 人為の 画定 線で ある 国境 を こえて 鳥た ち は 自在に 飛来す る。 また 黒潮に 乗って 回游 魚 はき まつ 

てす がた を あらわす。 こうした とき、 これらの 渡り鳥 もしくは 回游 魚にたい する 民間 信仰 や 習俗 や 意識 は、 国境 

を こえて 類似の 現象 を呈 し、 つながり をみ せる。 人び と は 渡り鳥 や 回游 魚 を 神 鳥 もしくは 神 魚と みなして、 その 

来訪 を 待望した ので あつ たが、 こうした とき 一 国民 俗学 は どれほどに 効果 を もち 得る かとい う 疑問が 私に は、.^ く 

たとえば アイヌが フク ロウ をコ タンの 守り神と している。 それ は フク ロウが 川 を 遡行す る 鮭の 目玉 をつ いば ス 

鮭よ 覚を うしな つ て 陸に はねあがり、 その 鮭 を 拾い あげて アイヌ は 自分の 食料と する ことができる 力ら であ？ 

また、 鳩 沢 佐 美 夫 は 『若き アイヌの 魂』 の 中で アイヌの 始祖 ォ キク ルミが 空飛ぶ円盤に のって 飛来して きた、 

という 根 も 葉 もない 俗説が 流布され たのに 対抗す るた めに、 金 田 一京 助に 助け を 求めた とき、 金 田 一は 沈黙した 

と 憤激して いる。 おそらく 鳩 沢が 執拗に 突いて いるの は、 金 田 一が 空から 飛んで くる ものに たいして 的確に 反応 

する ァ v ヌの 生活の 本質に、 鈍感 だとい うこと なので ある。 アイヌが ォ キク ルミの 乗物 を 空と ぶ 円盤と 考えな 力 

つたこと は 明らかで ある。 もし 考えよう とすれば、 それ は アイヌに とって 太陽 は 西から 出て、 その 形 は 三角形 だ、 

と いう こと を むりやりに 承認 させられる ときの ような 痛苦 を ともなわずに すまない。 

鳥 沢 は アイヌ 学者の 第一人者 である 金 田 一が、 それ を 黙過して 平気な のかと 責めて いるので ある。 だから アイ 

ヌ に 同 唐して アイヌ 問題 を あっかう 小説 を 書いても、 こうした 生活 者と しての 視点、 アイヌの 自然 児と しての 痛覚 

が 欠落す ると、 その 作品 は 勇敢な インディアンの 反乱 を あっかった 西部劇 映画の ような ものに なりやすい。 だが 

こんど 三 好 文 夫の 書いた 『シャ クシ ャ インが 哭く』 はそう した 危険な 弊 を 克服した 好 作品で ある。 文章 は 抑制が 

利、， おり、 アイヌの ひとりびとりに 作者の 感情 は渗 透して いる。 (ただし、 砂金 探しの 幕切れ はいた だけない) 


民俗の 方法 404 


私 はこの 小説に 鷹 待と いうの がで てきた のが 印象的であった。 

昔 は アイヌが 鷹 を とらえる のに は、 鷹 巣と 云って 昼のう ちに 鷹の 巣 を 見て おき、 適当な 時期に 月夜 を 利用して 

その 雛 を とらえ、 鷹匠に つけて 鷹 狩の 練習 を させた。 また 鶏 を 棒に つないで おき、 鷹が きて 捕えようと するとき、 

網で ふせて 取った という。 こうした 捕獲 方法 は 日常の こまかい 観察の 上に はじめて 成立す る もので あり、 自然 児 

の アイヌに しかで きない 業であった。 だから 和 人 (シ サム) の 鷹 待と いっても、 鷹 を とらえる 仕事 はじつ さいに 

は アイヌに やらせた。 こうして 捉えた 鷹 を 松 前 藩 は 将軍家に 献上した りした。 包囲され、 殺された シャク シャイ 

ンは アイヌの 鷹な ので あつ た。 


405 日 本人 を 照射す る 異質 文化 


日本人 を 照射す る 異質 文 


匕 


日本人が 日本人 を 差別す る こと は、 古来いた ると ころで おこなわれ てきた。 その 中で も 現代まで 尾を引い てい 

る もっとも 顕著な 差別 は、 部落、 沖 織、 アイヌの 三つで ある こと を 否定す る もの はいない。 このうち 部落 差別 は 古 

代 宗教の 聖穢の 観念 を 職業に むすびつけ たものに ほかならぬ。 すなわち 聖 なる もの を 身分 的に 固定す る 必要から、 

支配 層 は それに 向き あう 穢 なる もの を 作為し、 それ を 一 定の 職業 集団に 結びつけて 社会の 垂直 軸の 最 底辺に 固定 

したので ある。 先祖 代々 の 固定した 職業と なれば、 それ は 肺病す じと か 憑き ものす じと か 呼ばれる ように、 血す 

じ や 家柄の 形で、 対象 化され、 疎外され る。 つまり 職業 集団 をそう した ふうに して ひとかたまりに 隔離して 異族 

扱いに する 差別が 公然と まかりとおつ てきた。 明治 新 政府 は 職業の 自由、 移動の 自由、 婚姻の 自由、 信教の自由 

をみ とめた が、 部落 差別 は 近代 百年の あいだ 解消す る ことが なか つ た。 なぜなら 天皇に まつわる 宗教 的な 神聖 観念 

を 維持す るた めに、 天皇制の 神聖 不可侵 を最 底辺から 映す 鏡と して、 部落の 存在 は 必要と された からで ある。 した 

がって 部落の 真の 解放 は 天皇の 神聖 観念からの 解放が 社会的に おこなわれない かぎり 困難な こと は 明らかで ある。 

冲 ii の 差別の 場合 は、 異質の 歴史 を 歩んだ 南 島が 日本の 封建 体制の 下に 組み入れられた ときに 起った 悲劇で あ 
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つた。 薩摩藩 は 沖 繙を異 民族 扱いして、 密貿易の 利 を むさぼつ たが、 それば かりで なく 自分の 藩が 異 民族 を隸翼 

させて いる こと を 誇示す るた めに、 江戸に 上る とき 琉装を させた 沖 繮 人 を 行列に 加えた のであった。 中華と 夷狄 

の 関係 は、 都鄙の 関係に おきかえられる。 薩摩隼 人の 先祖 は 都 城の 門で 犬 吠え を させられた。 すなわち 都から 遠 

ざ かる ほど、 風習 や 言葉 使いの 差異が 拡大し、 それ は 夷狄に ふさわしい ものになる という 差別 感情が、 都から 地 

方へ と 波及して いた。 部落 は 社会の 作為的な 垂直 軸の 底に おかれた 存在で ある。 それにた いして 沖繙は 意識的な 

水平 軸の 果てに おかれた 存在で ある。 しかし 部落 を 差別す る 場合 は 宗教 上の 観念 を 必要と したし、 沖繙の 場合 は 

都 を 中心とした 夷狄の 観念 を 必要と した。 

これにた いして アイヌ を 差別す るに は、 なんらの 観念 を 借りる 必要がなかった。 アイヌ は その 外貌と 風習に よ 

つて 直接的に 差別され た。 しかし それが 無 前提の 差別であった かとい うと、 かならずしもそう ではない。 日本人 

は、 国家と は 同一 言語と 同一 民族から 均質に 構成され ると 思い こんでい るが ゆえに、 相手に むかって 自己の 宗教、 

言語、 氏名、 風俗、 習慣 を 押しつけ する こと を 罪悪と おもわない 不思議な 国民で ある。 こうして 満州、 朝鮮、 台 

湾、 南洋、 沖繙、 北海道 を 征服した 土地に は 神社 をた てて、 現地の 住民の 礼拝 を 強制した。 現地の 人び との 固有 

の 文化 は 近代 日本に おいて は 同化 政策の もとに 無視され た。 日本人 は 国民で あるかぎり、 異質な 文化 を もつ 存在 

をみ とめる こと を 許さな か つ た。 

しかし、 もし 言葉 も 風俗 も 異なる 多くの 人種が 複合して 国家 を 形成 するとい う 考えに 日本人が 馴れて いたと す 

れば 事情 は 変って いたであろう か。 その 答え は、 アメリカ合衆国の 支配者で ある 白人が アメリカ. インディアン 

に対して とってき た 措置に 含まれて いる。 すなわち、 その 場合で も アイヌ は 差別の 対象から はずされなかった に 

ちがいない。 その 理由の 手がかりと なると おもわれる 文章 を 引用して みたい。 

それ は 朝日 新聞 (一九 七 二 年 三月 九日 付) の 紹介す る 二 ュ ー ョ ー ク. タイムズ 特約の 記事で ある。 
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ォ ー ス トラ リアの 原住民に、 中国 政府からの 招待状が 届いた というので、 いまこの 国の 保守 政界 をび つく 

り 仰天 させて いる。 この ニュ ー スは 首都 キャンベラの 国会議事堂の 前庭で テント 生活 を 続け、 すわり 込んで 

いる 若い 原住民た ちから 明らかにされた。 (中略) 

原住民の すわり 込み は、 先月、 彼らの 国有地 使用 要求 をォ ー ス トラ リア 政府が 拒否した ために 始められた 

抗議 行動 だが、 この 中国からの とつぜんの 招待で、 キャンベラの 政界 を 大きく ゆるがす 事件と なりつつ ある „ 

マ クマ ー ン 首相 は 先月 原住民た ちに 対し、 向こう 五十 年間の 国有地 賃貸 を 申入れ たが、 野党の ホイット ラ 

ム 労働党 党首ら は 最近、 彼らの テント を 訪れ、 労働党 政権が 成立 すれば 原住民の 国有地 無料 使用 を 認める と 

約束した。 原住民の 立場から すれば、 政府 側の 国有地 賃貸 政策 は 原住民た ちの 長年に わたる 土地 要求 を また 

もや 拒否した ことになる。 「約 二百 年 前、 初めて ォ ー ス トラ リアに 上陸した 英人 探検家、 クック はォ ー スト 

ラ リア はすべ て英 王室の 土地と 宣言した が、 われわれ は そのず つと 前から この 土地の 正当な 所有者 だ つ た」 

というの が 原住民の 主張 だから だ。 

かつ 色の ハダ をした ォ ー ス トラ リアの 原住民 は、 米国の インディアン 同様、 これまで 虐殺、 抑圧、 放任の 

"犠牲者" で、 特別 保留 地 か 大都市の スラム街に 押込められて 来た。 政府 統計に みても、 原住民 は 教育 も、 

経済 程度 も 最下 層に おかれ、 幼児の 死亡率 は 国民 平均の 六 倍、 刑務所 服役 者の 比率 を 大きく 上回って いるの 

だ。 

堂々 とした 国会議事堂の 前に 並ぶ 青、 オレンジ、 白な どの 七 テント。 北京からの 招待状 を 受取った 彼ら は 

いま も、 そこで がんばり 続ける。 それ はこの 静かな 都市に はなん と 刺戟的であろう か。 


民俗の 方法 4o8 


この 文章の なかの ォ ー ス トラ リア 原住民 を アイヌ に 置き かえて みる こと は、 原住民と いう 言葉に 抵抗 は あると 

しても、 けっして 不自然な ことで はない。 北海道が かって は アイヌ モシ リ (アイヌの 国土) であり、 シャモ (和 

人) が アイヌの 土地 を 侵略した 歴史的な 事実 はま ぎれ もない。 

アイヌに 北海道の 土地の 所有権と 使用権と が 存在す る こと を 確認す る ことから、 すべて は 始まらねば ならない- 

「北海道 旧土 人 保護 法」 の 存廃が 昨今 論議され ている が、 この 前提 をぬ きにして それ を 論ずる こと はでき ない。 

人 は あるいは 言う であろう。 そうした こと は 百年 もまえ の 時効に かかった 古く さい 話で はない か、 と。 しかし 果 

たして そうであろう か。 

たとえば 知 里 幸 恵が 『アイヌ 神謡集』 の 序文で、 「其の 昔、 此の 広い 北海道 は、 私たちの 先祖の 自由の 天地で 

ありました。 天真爛漫な 稚児の 様に、 美しい 大自然に 抱 摘され て のんびりと 楽しく 生活して ゐた 彼等 は、 真に 自 

然の 寵児、 何と 云 ふ 幸福な 人た ちであった でせ う。 —— その 昔、 幸福な 私たちの 先祖 は、 自分の 此の 郷土が、 末 

にかう した 惨めな ありさまに 変ら うな どと は、 露 ほど も 想像し 得なかった であり ませう。  」 となげ き、 また 

、、ハチ ユラ ー 八重 子 は 『若き ゥ タリに』 のなかで、 

野の 雄 鹿 牝鹿子 鹿の はてまで も おのが 野原 を 追 はれし ぞ 憂き 

国 も 名 も 家 畑まで うしな ふ も 失 は ざら む 心ば かり は 

と 抗議 を こめて うたいあげる。 最近に なっても、 戸塚 美 波 子 は その 詩 「血と なみだの 大地」 (『コ タンの 痕跡』 所 

収)、 のなかで 「この 広大なる 北海道の 大地に 君臨して いた アイヌ 自由に 生きて いた アイヌ 魚 を 取り 熊 

鹿 を 追い 山菜 を 取り 海辺に 川辺に 山に 彼ら は 生きて いた」 と 訴えて いる。 これらの 詩歌 はたんなる 空 
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想の 所産で はない。 わずか 一世紀 まえまで は、 そうした ゥ タリ (アイヌ 同胞) の 生活 を じっさいに 見聞きした 人 

びと がま だ 健在であった。 そこで、 森 竹 竹 市が 「古老 を 訪ねて は 伝説 を 聞き、 風俗 を 質ね、 各種の 様式に は 必ず 

参列して 見聞し、 之 等 を 詩 化する」 こと もで きたので あった。 たとえば 森 竹 は その 詩集 『原始林』 の 中で 次の よ 

うにうた う。 

プシの 調合 

アイヌ は 煤けた ク (弓) と 

心 か ffl 力 (矢筒) を 出して 

ェ キム ネ (職) 準備す る 

, (父) の 秘伝 

ハかハ (獵 に 使 ふ 毒) の 調合 

アイヌ は 少量の 

ハかク をつ まみ 舌に のせて 

静かに 黙す 11 

メ  ノコ は 子の 騷ぎを 手で 制す 

雪 は 音 もな く 積もる 
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彼の 全 神経 は 今や 

彼の 舌の 上に 集まり 

鋭敏なる 感覚 を もて 

スルク を 分析す る 

あの 獰猛な 熊 

牛 や 馬 を 一 撃で 倒す 熊 を 

アイヌ は 三寸の舌の 

感覚で 之 を斃す  ， 

この 詩 は 実際に その 様子 を 見聞した もので なければ 作れない。 こうした ゥ タリの 原始 生活の 描写 は、 郷愁から 

出た ものではなかった。 たとい 現実の 生活 は アイヌの 解放から ほど 遠い もので あっても、 アイヌの かっての 生活 

を 知る ことが、 アイヌ の 生活の 苦し さ を 支える ための 確信と なつ たので ある。 

向井 豊昭 はいう。 「ぶどう づ るで 編んだ 輪 を 空中 高く 投げ あげて は、 手に 持つ 棒 きれで 輪 を 突いた。 それ は 彼 

等が、 やがて 狩狱 者と して 立った めの 土の 教育で もあった。 砂の 上 を 指で なぞり、 友達の 着衣に 刺繡 された アイ 

ヌ 文様 を 真似 あう 女の子 達の 遊びの 中には、 彼女 等が、 やがて 母と なる 日の ための 準備が 隠されても いただろ 

う。」 (『コ タンの 痕跡』 より) 

ここに は アイヌの 子供た ちへの デリ ケ ー トな、 思いやりに みちた 観察が ある。 アイヌの そうした 風習 や 考え方 

を 和 人 (シ ャモ) が 理解 しないと ころから アイヌの 悲劇 は 起った のであった。 その もっとも 顕著な 悲劇 は 元来 狩 
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獄 と漁携 とに 従事して くらして いた アイヌに 田畑 を 与えて 農民 化しよう とした ことで ある。 そして アイヌの 生活 

にたいする 無智に もとづく 誤解 は 今にいた るまで あとをたたない。 鳩 沢 佐 美 夫 は、 『近代 民衆の 記録 5 アイヌ』 

収録の 「対談. アイヌ」 のなかで、 空飛ぶ円盤 こそ は アイヌの 始祖 ォ キク ルミの 乗物で あつたと 勝手に 称する 連 

おが、 日 高の 平 取 村の ハョ ビラに それ を 記念す る 公園 をつ くり、 さまざまな 建造物 をた てた ことにつ よく 抗議す 

る。 「ハ ョ ビラ、 空飛ぶ円盤の 飛来 を 信じる アイヌ 民族 あり n 空飛ぶ円盤 デ.' の 六月 二十四日、 自主的に 熊 を 

生贄に 古代の 祭典 リ」 といった うたい 文句で 人 あつめす る 連中に 怒り を 叩きつ ける。 第三者に は、 御 愛嬌と しか 

みえない が、 鳩 沢の 眼に は それ は アイヌの 伝承 や 信仰 を 無視し、 かってに 捏造した ものと 映る。 鳩 沢の 怒り は 円 

盤 信奉者に たいして だけで はない。 そうした 事実 を 知りながら、 それ を 黙認す る ことによって、 アイヌの 宗教 や 

民俗 を ふみにじる ことに 加担して いる 和 人の アイヌ 学者に むけられる。 

ここにお いて 人類学者 や 民俗学 者が アイヌの 生活 向上の ために 何 をな しえ たか、 という 問題が 私たちの まえに 

立ち ふさがる。 これ は アイヌば かりで なく 沖摁 についても いいうる ことで ある。 いや、 それ は 学問 一般に も あて 

はまる ことか もしれ ない。 研究の 対象と しての み 興味 を 示し、 対象の 生活 自体に ついては 無関心で ある 学者の 態 

度 はきび しく 告発され なければ ならない。 しかし、 告発 だけで 事が すまぬ こと もまた 明らかで ある。 それが 鳩 沢 

がかず かずの 疑問 を 提示した のちの 結論で も ある。 鳩 沢 はいう 「もし、 アイヌ 民族への 郷愁と、 真の 慈み …… ね „ 

これが あるの なら、 向井 (バチ r フ ー) 八重 子 や、 金 成 マツ、 知 里 真 志 保、 鍋 沢 元 蔵 翁な どの、 民族的 魂 を、 傲 

んで みる こと だ。 そこに はね、 大和民族の 国な どと 言われて いる、 この 狭い 日本 を 超越して、 世界に も 燦然と 輝 

く、 アルカイックな ロマンが 充 ちている からね  」。 

.a 沢 はこ こで ゥ タリの 名 を あげて、 その 業績に 敬意 を 表する とともに、 彼らが 明らかにした ゥ タリの 歴史への 

自覚 を もつ ことと アイヌの 誇りと は 不可分で ある こと を 力説す る。 さらに、 「昔の アイヌ は 強かった。 然るに = 
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前の アイヌ は 弱い。 現代の 社会 及び 学会で は 此の 劣等 アイヌ を 〈原始的〉 だと 前提して 太古の アイヌ を 評価し よ 

うとして いる。 けれども 今の アイヌ は 既に 古代の アイヌに さかのぼりうる 梯子の 用 を 達し 得ない こと を 諸君と 共 

に 悲しまねば ならぬ」 という 違星 北 斗の するどい 批判が ある。 こうして 単純に 現代の アイヌ を 昔の アイヌと 同じ 

と 思い こむ 学者の 態度に は 多くの 問題が あると しても、 人類学 や 民俗学 • 言語学 そのものが 不要で あると いう わ 

けに ゆかぬ ことが 再 確認され る。 なぜなら 告発 は シャモ (和 人) の 恥部 を 照射し、 シャモ にむ かって アイヌ 問題 

は 結局 日本人の 問題に ほかならぬ こと を 知らせる のに 役立つ が、 それだけ では アイヌの 自覚と は むすびつかない 

からで ある。 アイヌ は アイヌ 自身の 内部 を 知り、 それ を もって シャモ を 撃たねば ならぬ。 たとえば メ  ノコ 勘定と 

い つ て アイヌ の 間抜け さ 加減 を 嘲笑す るむ きも あるが、 アイヌ の 生活に そうした 習慣が なか つ たこと を 知れ、 ま、 

アイヌが おくれた 文化の 持主で はなく、 ちがった 文化の 所有者で ある ことが 明らかになり、 シャモ の 小ず る さが 

問題と ならずに はすまない だろう。 ジョ ー • バ チヱ ラ ー の 自叙伝 をよ むと、 ある 日本人 は アイヌから 金 を 借りた 

が いつまでも 返さない。 借用証書 は 当年 来月 十日に 返済 するとい う 珍妙な もの だとい う。 アイヌ 同士の 貸借が こ 

うした 証文な しに おこなわれ、 また アイヌが 文字が よめない の を 利用した ものだった。 この 一例 を みても、 アイ 

ヌ の 歴史と 文化 は シャモ の 歴史と 文化と はまつ たく 異質で あ つ て 高低 はなく、 ただ 文明 度が 比較され るべき であ 

る。 人間性 を もって 文明 を はかる 尺度と するとき に、 アイヌ はかず かずの 点で シャモ より は 優位に あると いいう 

るであろう。 アイヌの 文化 や 風俗 習慣 は それ 自体に おいて シ ャ モを 裁く ことが 可能で ある。 

しかし、 だからといって アイヌの 自意識が 苦渋に みちた ものである こと は 否定で きない。 その もっとも 痛まし 

い 例 を 違星 北 斗に みる ことができる。 奇妙な ことに 違星 北 斗と いう 名前から して 象徴的で ある。 すなわち 北 斗よ 

北の 目 じる しの 星に ちがいな いが、 ただ それ は 間違って 配列され た 星、 つまり 狂った 星な ので ある。 これ は アイ 

ヌ 全体の 運命 を 暗示した ものと 考える ことができる。 「アイヌの 星」 の 下に 生まれた 人間の 苦 1  凶が, V こ に 脈打つ 
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ている。 北 斗が 自分の 名 をつ よく 意識して いたにち がいない こと は、 その 詩文 集 『コ タン』 にう 力 力-^ れる 

滅び 行く アイヌの 為め に 起つ アイヌ 違星 北 斗の 瞳 輝く 

. 空腹 を 抱へ て 雪の 峠 越す 違星 北 斗 を 哀れと 思 ふ 

灰色の 空に かくれた 北斗星 北 は 何れと 人 は 迷 はん 

という 自分の 姓名 をよ みこんだ 一連の 短歌 を 作って いる。 違星 は 「わが 家名」 という 文章で、 その 姓名の 由来 を 

のべて いる。 それによ ると 彼の 先祖の ェカシ シロシ が※ であった ところ からこれ をぶ つちが いに 星と みて ^星 

の 字 を 宛てた の だそう である。 これが 彼の 祖父の 万 次郎の 時と いう。 北 斗 はこの 違星の 姓に 合うよう につけた 号 

で、 北 斗の 本名 は 滝次郎 といった。 ちなみに ユカ シシ ロシ (女の 場合 フチシ ロシ) と は、 死者の 世界に 男 力 もつ 

て ゆく シルシ なので ある。 この シルシ を もってゆ かないと、 子孫と 祖先との 血縁が 不明で、 したがって、 あの世 

に 落着く ことができないで 幽明 界に 迷う ものと 信じられ ている。 

違星 北 斗はコ タン (部落) から コ タンへ と 痔の薬 を 売って あるく 行商 をしながら 北海道の ウタ リを 生活 改善 同 

盟に 組織す る 仕事 をつ づけた。 その 目指す ところ は アイヌ 民族の 覚醒に あつたが、 その 方向 は 日本人と しての 自 

覚を 持たせる ことにお かれた。 ここで 一言して おかねば ならな いのは、 今で こそ アイヌの 誇りと 日本人への 同化 

と は むすびつかない ようにみ える。 だが、 すくなくとも ある 時代まで は、 アイヌの 自覚 はこの 同化 政策 を 理解し、 

それになら うこと とさ ほど 違った もので はありえ なか つ た。 つまり シ ャモと 肩 を 並べ ようとす る 意気 ごみが アイ 

ヌ の 自覚 を 促す ことにな つ たこと も 少なくな か つ たからで ある。 だから アイヌ の 人た ちの 文章に そうした 言辞 力 

^ あるから といって、 それ は アイヌの 無自覚の せいで あると 受けと つて はならない。 むしろ 同化の 中に こめられた 
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アイヌの 人た ちの 苦しい 叫び声 を 聞かねば ならぬ。 「日本人と しての 幸福」 という 言葉で も、 それが シャモ の 口 

から 発せられ るのと、 アイヌ の 口から 発せられる のとで はまつ たく ひびきが ちがう ので ある。 

正直な アイヌ を だました シ ャモを こそ 憫れな ものと ゆるす この頃 

このような 歌 を 和 人 は アイヌに むかって 作る こと はでき ない。 だが このような 一首 をつ くるた めに は、 アイヌ 

の 人た ち は どれほどの 苦しみ を あじわい、 その 苦しみ を 高めねば ならな か つ たか！ 

最後に 数百 年に わたる 和 人に よる 征服と 同化 を 強いられ てきた アイヌの 歴史 を、 ほとんど 同じ 形で たどった ァ 

メリ 力 • インディアンの ある 酋長の 回想 を 紹介して みたい。  一 

「最初 彼ら (白人) が やって きたと き、 彼ら は ひざまずいた。 やがて 彼ら は 原住民た ちに 襲い かかった の だ。 

肩に つるした 拳銃と、 腰に さげた ウイ スキ— 瓶と、 脇に かかえた 聖書と を もって。」 (酋長 ホ ー クの 言葉) 

「インディアン を 野蛮人と みなす こと —— それ こそが、 照準に 入る すべ て を 射撃しながら アメリカ 大陸 を 掃討 

してきた 白人た ちが、 自己の 行為 を 正当化で きた 唯一 の 方法であった。」 

「白人た ちとの あいだに 戦われた 数多くの 戦争の 責任 を インディアン たちに 負わせよう とする こと は、 ベ トナ 

ム 人の 故国 を 荒廃 させつつ ある 火焰と 銃弾の 責任 を 罪のない 農夫た ちに 負わせよう とする もの だ。」 (レッド • 

フォックス 『白い 征服者との 闘い』 秋 山 一 夫 訳より) 

ここに は、 被 征服者と しての 少数 民お 集団の 内なる 鋭い 叫び声が ある。 欺瞞に みちみちた 文明社会 に対する 痛 

烈な 批判が ある。 現実の 体制 をつ きぬけた 新しい 価値体系 (実は 文明に 毒され なかった かっての 生活 体系) を 新 

鮮な 形で つきつけ ている。 
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Stranger はどう やら その あたりに 現われる らしかった。 寝室の 横の 廊下の 暗がりに は 木製のお 厠が 置いて あ 

つた。 それ は 家の 隅まで いかなくて はならぬ 便所の、 私たち 子どもの ための 出張所であった。 その かたわらに は 

炭火 をお こした 火鉢に 目の粗い 竹 かごが すつ ぼり かぶせて あり、 その上で おしめが さかんに 湯気 を 立てて いた。 

それ はおし めの 簡易 乾かし 器な のだった。 こういう 情景が 浮かぶ から、 それ は 冬の 季節の ことのよ うだ。 家の外 

の 夜空に は 風が 弓な りに しなって 捻って いる。 

私のと なりで 赤ん坊が 泣いた。 私と 二つち がいの 弟の ほか、 下の 弟妹た ちが まだ 生まれて いなかった 頃の こと 

だ。 夜中に 蒲団 を剝 いだり、 とつぜん 呼吸が はやくな つたり する 私たち を 見 まわる ために、 母 はいつ も 赤ん坊に 

添 寝す るかつ こうで 寝た。 

「おろ ろん おろ ろん おろ ろん ばい」 

赤ん坊が 夜な きする と、 母 は 眠 声で 土地の 子守歌 を ゆすり あげた。 それでも 子ども はすぐ 眼 を さまして しまう „ 

「夜の フテ …… 」 
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と 母 は 怒った。 フテ というの は 更けの ことであろう。 あるいは 果ての ことか。 母の ことばに はこん な 夜お そく 

に、 子どもが 起きて いるの は 罪悪 だとい うのの しりが あった。 そしてた まりかね て 枕許の 障子 をガタ ガタと 鳴ら 

しながら 声色 をつ かって 

r ョゴ ェ ハ ッ チヨ ゥ がくる ぞ」 

とお どした。 私 はとな りの 蒲団の 中で 首 をす くめた。 ョゴェ が ョゴレ と 聞こえた。 いまにも ョゴレ ハッチ ヨウ 

という、 うす よごれた 浮浪者の ような 怪物が、 夜風に 乗って きて 雨戸 を 叩き はしない かと 思われた。 それが 夜 声 

八丁、 つまり 夜 声 は 八丁 も ひびく という 意味 だと 知った の は あとの 話で ある。 

母親 はまた 言った。 

「ト ラオ 力 メ がくる ぞ」 

その ときには ト ラオ カメと いう 動物が いると 思い こんだ。 そい つ は 廊下の 隅の 洗面所の 扉 を こじ 開けて くる。 

それでも 泣き やまない と、 母親 は 言った。 

「ガゴが くる ぞ」 

ガゴと いう ことばに は 見当が つかなかった。 廊下のう す 暗がりに 置かれて いる カゴ のよう な 気がした。 竹カゴ 

の 大きく 粗い 目が 「ガゴ」 の 眼の ように 見えて 仕方がなかった。 おしめ を 乾かして 湯気 を 立てて いる カゴ が、 な 

ん となく 怪物 じみて 思えた。 

がんごう じ 

ガゴが 元 興 寺の 略であって、 元 興 寺に 夜な夜な 出没す る 怪物 を 気丈な 小僧が 退治した ことから、 それ は 怪物の 

名に もなる という 話 を 知 つたの は、 この ガゴと いう ことば を 聞いて 三十 年 も あとの ことで ある。 

琉 球の 八重 山で は、 おそろし さ を 一 段と ますた めに 「ガゴ」 を ひっくりかえして r ゴ ー ガ ー がくる ぞ」 とお ど 

すと 言う。 しかし 柳 国 田 男に よると、 元 興 寺から ガゴと いう 妖怪 語が 生ずる というの は 付会の 説の ようで ある。 


意識の 双葉のと きに 母から 聞かされた これらの 語 は、 私が 最初に 採集した 民俗 語彙で あるが、 民俗学に 関心 を 

ひきだし 

持ち はじめた ときに、 古い 記憶の 抽斗から 取り出されて あたらしい 意味 をお びる ことにな つた。 それ は  一 口に 言 

えば、 Stranger の 問題で ある。 

私の 友人で 大分 生まれの 者が いるが、 彼 は 幼い ときに 

r シ ャ ァ がくる ぞ」 

と 母から おどされ たという。 シャァ は 臼杵の 津留に 見られた 家 船の 連中の ことで、 浦に 定住す る 漁師た ちと は 

ふだん 交際がない。 シャァ という ことば を 使う こと 自体が 臼杵 あたりで は 禁物で ある。 つまり 外から やってくる 

者 は 神 か 妖怪 か 正体の 知れない 者な の だ つ た。 その 不安 を かき 立てない もの は 神で はない といえる。 

高知県で は 「ゼ ゼガコ ー」 (手 手の甲) という ことば は 子どもが いやがる もので、 手 を 組んで 顔に 当てて 言う 

ことば だと 宮良 当壮は 述べて いる。 この 「ゼ ゼガコ ー」 も 意味 不明の まま、 化物の ことと 子どもに は 思われた の 

ではなかった か。 私が 「夜 声 八丁」 という 怪物が いると 思い込んだ ように。 

私が 故郷の 幼稚園に 入った ころ、 ある 友達が 

「いま 一 寸 法師が 河原で デ ンデン 太鼓 を 鳴らして 踊つ ている」 

と 言った。 私たち は 夢中で その 友達の あとに ついて 駔け 出した。 幼稚園の 近くの 河原に たどりついた とき、 そ 

の 友達 はさ も 残念そう に 

「惜しかった。 たった今、 いなくな つた」 

と 告げた。 私たち はがつ かりして 白い 河原の 石 を ながめる ばかりだった。 この こと を 今でもく やしく おぼえて 

いるの は、 おどろきに みちた 幼年時代 とはいえ、 そのような すばらしい 話 はめった にないから である。 私たち は 

その ゥソ をつ くことの うまい 友達に よって、 一寸法師が 踊って いると いう、 胸 を わくわくさせる 存在 を 信じさせ 
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られる 破目に なつ たの だ" 

一方で はまた 次の 記憶 も ある。 私の 家の 中庭に は 初夏に なると、 立葵の 青く 大きな 花が 咲いた。 それ は 私の 背 

丈よりも 高かった。 その 下で 遊んで いると、 太陽の 光線 も プリズム を 透した ように、 いぶって いた。 あるとき、 

近所の 友達が やって きて 

「君 は ァリが 鳴く の を 知つ ている？」 

と 私に 聞いた。 私が 首 をよ こに ふると 

「いま ぼくの 背中で 鳴く の を 聞い たんだよ」 

と 言った。 そのと き、 私 は その 友人が 自然の 秘密に つうじていて、 私の 及びの つかない 年上に みえて 仕方がな 

か つ た。 

私たちの 幼い ときには、 子どもたちが 夕方お そくまで、 道ば たで 遊び ほうけ るの がつ ねだった。 日が くれ かか 

ると、 遊び はます ます 熱狂して きて、 家に かえりたがらなかった。 こうした 雰囲気 は Stranger の 出現と は 無 

縁で はないで あろう。 夕暮れ は 子どもたち を 異常に 昂揚した 状態に おく もの だ。 それな のに、 どの 家の 母親 も、 

「人 さらいが くる ぞ」 

と 子ども をお どかした もの だ。 当時、 田舎で は 子ども を さらって 曲馬団に 売る という 噂が 流れて いた。 stran. 

ger に 漠然と 期待して いた 私 は、 子どもに 鎖 をつ けて 家に 引き もどす 母親の ことばが、 情なかった。 


私 は 近頃 旅行に 出る ことが 多く、 月 一週間から 十日 は 旅に 出て いる。 一年のう ち 三 力 月 は 旅の空の 下 を あるし 

ている 勘定で ある。 主に 民俗学 や 古代史の ための 取材 旅行で あるが、 この 時世に そうした ものが 道の 傍に ころが 

つてい る はず はなく、 そこで ィメ ー ジが 喚起 されれば それで 満足す る ほか はない。 式 内 社 を さがして、 ， ^さな 一！^ 

, を 見付ける だけで、 一 つの 旅が 終って しまう こと も 少なくない。 雲の 往き来、 木の葉の そよ ぎの 中から 古代の 庶 

民た ちの 声 を 聞き分ける ほかない。 だが 考えよう によって は、 私の 旅 はたい へんぜい たくな ものな ので ある。 古 

代史ゃ 民俗学 は、 すっかり 葉 肉が 腐って 葉脈 だけが 残って いる 木の葉に ひとしい。 腐り やすい 部分 はすべ て 腐つ 

ている ところが 私 は 好きだ。 眼前 を すぎゆく 現象 はいつ か 消えて なくなる。 だから 私 は 旅行の 克明な エッセィ を 

書いたり、 いそぎの ル ポルタ ー ジュの 文章 を 作ったり する こと は 気がすす まない。 さりと て 文人で もな L 力ら、 

尼寺の 庭の 隅の ス ミ レ に 気が 引かれる わけで もない。 いずれ 葦原の 中に 鳴く 鳥の 声 を 聞く ために 旅 をす るよう に 

なる だろう が、 そうだと しても 野鳥の 会の 旅と いった おもむきと はまる きり 別な の だ。 風雅 を 求める ので もな し 

^ さりと て 知識欲に もえての 有効な 旅と もちが う。 旅の 至福 はこと さらに 無意味な 旅に かぎられる。 あえてい えば 
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庶民の くらしの 中に、 ものの あわれ を 探る ために 出かける 旅と でもい おうか。 だから ゆきずりの 女 や 男、 子供 や 

老人の さり 気ない 声、 物腰、 あるいは その 感情のう ごき を 手のひらに 受けと める こと だけで、 私 は 満足す るので 

ある。 瞳の ように 静かな 入江の 風景が 夏の かがやきに 染められて いるの を みても、 その ほとりに 去来す る 庶民の 

すがたがなくて は 叶わない の だ。 

旅の 自戒と して は、 ふり 返らない こと、 のぞき 見し ない ことで ある。 私の ような 物臭な 人間 は、 民俗 調査と 称 

する、 あの 根ほり葉ほりの 聞き込みが わずらわしくて 仕方がな いの だから、 つまり 学者 失格 を あえてい とわない 

の だから、 この 自戒 はさ ほど 苦になる もので はない。 沼 や 湖の ほとり を あるきながら、 草が 私の 耳 もとに ささや 

く 声 を 聞きと めても、 引き返す ともう 二度と 聞こえなくなる ように、 ふり 返って はなら ないし、 また のぞき 見し 

て もなら ぬ。 これ は 世界の 神話 や 昔話に 共通な タブ ー である。 では その 意味 は どこに あるか。 

記紀の 神話で は、 トヨタ マヒ メが 産屋で こども を 産む 光景 を、 その 夫の ヒコ ホホ デミが そ つと のぞき 見した た 

めに、 トヨタ マ ヒメ は 子供 を 残して 海原 遠く 去って いく。 

また 私が 小学校の ときに 習った 国語 読本に は 「絵師の 苦心」 と 題す る 一文が のって いた。 山寺に 寄寓して 食客 

になって いる 絵師が 一向に 仕事 をし ないで ぶらぶらして いるので、 和尚が 業 を 煮やして 忠告した ところ、 絵師 は 

絵 を 書く 約束 をした が、 ただ 仕事中 を 見ないで 欲しい とかたく いましめた。 しかし 気になった 和尚が ある 夜 そつ 

と 絵師の とじこもつ ている 部屋 をの ぞいて みると、 絵師 は 自分の からだで あれこれと 鶴の まね をして いた。 あく 

る 日、 和尚が それ を 告げる と、 絵師 はついに 鶴の 絵 を 描かず、 そのかわり 御礼に と、 板戸に 木 を 一本 描いて 立ち 

去った が、 しばらくして 引き返し てきた。 そうして 旅行 中に 枝ぶ りの よい 木 を 見つけた といい、 その 板戸の 木に 

枝 を 一つ 描き そえて 飄然と また 旅に 出た、 という 話で ある。 この 二つの 話 は、 のぞき 見す ると 一切が 破綻す ると 

いうい ましめ なので ある。 


なぜ、 「のぞき 見す るな」 という タブ ー がもう けられる のか。 私 はい つ か カラ ー の 短篇 映画で、 ピカソが 大き 

な 一 枚 ガラスの 表面に 油絵 をつ かって 絵 を 描く の をみ た ことがある。 その 絵が はじめの 頃と 終りと で 目まぐるし 

く 変貌 を 重ねる のにお どろいた。 四 転 も 五 転 もす るの だ。 これで 完成 かと 思う と、 それ を 破壊す るよう に 色 を 重 

ねて、 つぎつぎに 変貌す る。 端倪す る を ゆるさない 精神が そこにあった。 私 は それ をみ るう ちに、 生殖細胞の 分 

裂して いく 顕微鏡の 拡大 写真 をみ ている ような 気になった。 あるいは また 繭の 中の 変化に 外側から X 線 を あてた 

写真 をと つ て いるよう にも 思えた。 

繭の 中に 何が 起こって いるか わからない。 蛹が 繭 を 作って こもり、 そこから 繭 をく いやぶ つて 蝶になる メタ モ 

^フォ ー ゼは、 自然界の 神秘の 一 つに も おもわれ るの だが、 それが 可能な の は、 密封され た 空間 だからで ある。 

役者に とって は 楽屋が 繭で あるのと 同じで、 人が のぞき を 許さない タブ ー をお かした とき、 一切 は 停止す る。 

繭の 内部に は 生物の 創造に ふさわしい 営みが 進行して いる。 内部の 気圧 は 外部と 比較に ならない ほどに 高圧で、 

しかも 高 na である。 もちろん 比較と してそう いうので あるが、 その 繭に 穴が 開けられた ときに、 内圧と 外圧 はお 

. なじ こなり、 温度 は 平均 化され、 白日 下に 曝される。 繭が 必要な の は、 生物界の 変態、 人間の 出産、 あるいは 芸 

術 的 行為の ように 創造の 秘密に かかわる もの だけでなく、 人間 どうしの 関係に も あてはまる ように 私に は 思われ 

る。 つまり、 のぞき 見した ときに、 写真の フィルムに 光線が 当たる ように ダメ になる 心情が ある 

これ は 民俗学 や 古代史 を 求めての 旅に も あてはまる。 繭の 中に ある 事実 や 感情 を こじ あけて みる こと を 私 は つ 

とめて 避けて いる。 そこで 私が ィメ ー ジを 必要と する の は、 のぞき 見し ないで 対象 を 把え ようと するとき 叻 一の 

手段 だから だ。 

0 不透明な 繭の 中の 事実 を のぞき 見す る こと は 極力 避けねば ならぬ。 しかし 事象に 触発され たィメ ー ジを つむぎ 

4 出す とき、 私 もまた ィメ ー ジの 繭の 中に こもる ことになるの だ。 そして それ こそが 創造 行為に つながろ ので ある 
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が、 それ は 事象の 復元作業 でも ある。 事実の 繭と ィメ ー ジの繭 は 無縁な 営みと みえながら 一致す る 可能性 を 持つ 

ている と 私 はお もつ ている。 


423 猫の 民俗 誌 


猫の 民俗 


IE 


日本 本土に はふし ぎに I ョを 神と あがめる 風習 はない ようで ある。 ナイルの 谷に おける ような 偶像崇拝が 猫に 向 

けられず、 むしろ 死者の 影に つきまとう 無気味な ものと して 扱われた の は 『更級 日記』 に 一風変った 猫 を、 夢に 

侍従の 大納言の 姫君の 生まれ かわりと みて、 親しく 話しかける という ェ ピソ， 1 ドが あるので も 明らかで ある。 人 

語 を 解す る 猫に ついては 『聴 耳 草紙』 その他に あるが、 一例 を 示せば、 十八 世紀 も 末 頃に 書かれた 『耳 袋』 の 中 

の、 もの を 言う 猫の 話が ある。 この 猫 は 鳩 を とらえ そこねて 「残念」 と 叫んだ の を、 寺の 和尚が 耳 ざと く 聞きつ 

けて なじる と、 その 猫 は 「十 年 も 生きて いれば どの 猫 も 口 をき くし、 十四、 五 年 も すれば、 神変 不思議 を 現ずる 

ことができる。 また 狐と 交わって 生まれた 猫 は 十 年た たなくても 人語 を 話す ことができる」 と 答えた という。 

西洋で は 巫女が 猫に 変身す ると 信じられて いるが、 日本で は 猫 は 人間に 化ける と 思われて いる。 日本で は 一般 

に 生物と 非 生物と を 問わず、 年功 を 経る と 神通力 を 得る と 考えられて きている。 

猿の 年功 を 経た もの を、 猿の 経 立と よぶこと は 『遠 野 物語』 に みられる。 猫が 年 をと り、 尾が 二 またに 分かれ 

るよう になった もの を 猫 またとい う。 『徒然 草』 に は、 「奥山に 猫 またとい う もの ありて、 人 を 食うな る」 という 
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書 出しで 始まる 文章が ある。 京都に 住む ある 法師が、 他所の 家で 連歌 をして、 ひとり 自宅に かえる 途中、 猫 また 

にお そわれ、 頸の あたり を 食いつ かれて、 かろうじて 逃げた という 話で ある。 こうした 猫 または、 おそらく 人語 

を 解す る 能力 を そなえて いたの だ つ たろう。 

猫が 人間の 中に 住んで いて、 しかも 人間に あまり 懐く ことがない 理由と して、 猫の 関心が 鼠に 向けられ ている 

と 考える の は、 人間 側が 固定観念 を 持って いるせ いか も 知れない。 あるいは 猫の 皮が 三味線の 胴に 使われる とい 

うこと が、 猫 をた だ 一方に、 人間に たいする 被害者の 位置に おくよう になった のか も わからない。 とすれば、 猫 

の 位置 は 三味線が 堺 港に 導入され た 室町 以降 かなり 低下した とみても よさそう である。 

しかし 他方 また 鼠族 ども も、 三味線に たいして とくに 神経 を 使うよう になった。 橘 南豁の 『西遊記』 巻 三に 

「鼠 島」 と 題して、 肥 後と 天草の 島の あいだの 海中に 小島が あるが、 ここに は 昔から 人 は 住まず 鼠 だけが おびた 

だしく 住んで いる。 そこで 八 代 海 を かよう 船の 上で は 三味線 を ひく こと を 船頭 はきび しくい ましめ た。 もし この 

あたりで、 いまし めをやぶ つて 三味線 を ひくと、 その 音 をき きつけて 島の 鼠が さわぎたてる。 このように 鼠 を 怒 

ら すと、 かならず 波風が おこって 船が 沈没す る 危険に あう、 と 述べて いる。 これ も 三味線の 胴に 猫の 皮が 張って 

あるから である。 

東北の 仙 台の 近くに 鮎川から 渡る 網 地 島と いう 小島が ある。 昔 は 仙 台 藩の 罪人が 流された 島で ある。 昭和の 初 

年の 話で あるが、 ここで はふし ぎな ことに 犬 を 飼って いる 家 は 一軒 もない。 犬が 島に 上陸す ると、 たちまちに 海 

が 荒れる と 信じられ ている。 というの も、 ここ 網 地 島で は 猫 をお それる ことが はなはだしく、 猫と 仲の わるい 犬 

を 島に 上げる と、 猫の 機嫌 を そこなう ことが は つきり している からだ。 

鹿 児 島と 奄 美の 間に 浮かぶ 七 島で は、 鼠の 害が はなはだしく、 一旦、 島に 上陸した 鼠の 大群 は 何もかも 食いつ 

くす ので 「鼠 様」 とよ ばれて 畏敬され ている。 七 島の 一 つ、 悪 石 島の 少女の 詩に も 鼠 様と いう 言葉が 出て くる。 


それと 同じように、 仙 台湾の 網 地 島で も、 ここに 横行す る 山猫 (これ は 野生の 猫 か、 飼 猫が 野生 化した の 力 わ 力 

ら ない) をお それ あがめて、 「お 猫 様」 と 呼んで いる。 そして、 その 年 はじめての カツ ォゃマ グロが とれた とき 

に は、 まず その 初穂 を 「お 猫 様」 に 差し上げる ことにし たという。 

網 也 島で は 猫が 化けて 人 を だました 話が 多く 残って いる。 網 地 島から 一里 ほど はなれた 田 代 島で 起った 出来事 

である。 さる 秋の 夕 ぐれに、 田 代 島で は 見かけな いりつば な 紳士が、 急用で 網 地 島に ゆかねば ならぬ から、 ぜひ 

船 を 出して くれと たのんで あるいた。 海が 荒れて いるので 漁師 はみ な ためらって いると、 紳士 は 五 円と いう 当時 

の 大金 を 二人の 漁師に 出して、 無理に たのみこんだ。 そこで 荒海 を やっとの ことで 横切って 網 地 島に ついた。 

士 はたち まち 姿を消した。 残された 漁師た ちが もらった 五 円 紙幣 を しらべて みると、 いつの 間に か 木の葉に 変つ 

て、 る。 網 地 島の 人た ち は、 べつにお どろく 風 もな く 「また、 お 猫 様に やられた かね」 と 言った という。 山猫 糾 

士の仕 わざな のであった。 網 地 島に は 山猫の 足 あと をみ たと か、 山猫が 浜の 小屋に マ グロ をぬ すみに きたと いう 

話 も ふんだんに 残って いて、 島人 は 山猫の 実在 を かたく 信じて いるそう である。 但し、 これ は 半世紀 近く まえの 

. 話で ある。 また、 網 地 島の 場合 も 猫 を 「神聖な 神」 と 考えた ので はない。 

日本 本土に は 猫 神と いって 猫が 憑く 「つきもの すじ」 が ある。 猫 神 は 愛媛県に も 隠岐で もさかん である。 秋 田 

県の 雄 勝 郡で は、 昔 は 猫 憑きに なやむ ものが、 三十 三 匹の 猫の 絵 を 描いて お宮に 納めたり、 神木に 結びつけたり 

する ふうがあった。 私 も 最近、 宮城県の 白 石 市で、 猫 神の 石碑が あるの を 聞いた が、 これ は 猫が 歹ん で，.. - た- た 

^ り、 化けて 出る の を 防ぐ ための 供養塔に 近い ものであった。 

^ 猫に 芸を 仕込む こと は 長 州で 行われた。 そこで は 昔 「猫の 学校」 なる ものが あった。 芸を 仕込む に は、 とらえ 

猫 てきた 新参の 猫 を 熱い 鉄板の 上に なげ 出す。 猫 は あつくて たまらな いので、 前足 を 上げて 立ち上がる。 そのと き 

^ すかさず 三味線 を ひく。 これ をく り 返す うちに、 猫 はいつ のまに か 三味線 を ひく だけで、 前足 を 上げて 二 J ち J 力 
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るよう になる。 ベル を 鳴らして、 犬に 胃液 や 唾液 をうな がす パヴロフの 条件反射 を 利用した ので あるが、 こうし 

て芸を 仕込む のが 「猫の 学校」 であった。 ただし、 これ は 日本人 だけの 発明で はない。 ロシア 人の 書いた 本で、 

これと ま つ たくお なじ 方法で、 熊に 芸を おしえる という 話 を よんだ ことがある。 

日本 本土で 猫 をお それる の はたたり をされ るの が こわい からで ある。 沖繙 でも まえに は 飼 猫が 死ぬ と、 人家 か 

ら はなれた 林の 中に 首 をつ るして 風 葬に するなら わしが あった。 それに は 次の いわれが ある。 昔、 貧乏 者と 金 持 

とが となりあわせに 住んで いた。 貧乏 者 は 猫 を 飼って いたが、 猫に ろくろく 食物 を 与えなかった。 そこで 猫 は 隣 

家の 金 持のと ころで ぬすみぐい をす る こと を おぼえた。 怒った 金 持が 猫 を 殺して 埋めた。 すると 猫 を 埋めた 場所 

から 一本の 南瓜が 生えて 実 をむ すんだ。 その実 をと つて 切る と、 切り口から 真 赤な 血が 流れた。 ふしぎに おもつ 

て 南瓜の 根元 を 掘って みると、 その 根 は 埋めた 猫の 口に 入り こんでいた。 この 南瓜 を 食べて 死んだ という ことか 

ら、 猫 は 土中に 埋葬せ ずに 風 葬す るよう になった と 伝えられ ている。 猫 を 殺して 埋めた ところから 南瓜が 生えた 

ので、 根 を 掘って みると 猫の 口から 生えて いたと いう 話 は、 東北 地方から 中国地方 や 九州に も ひろがつ ている 昔 

話の 型で ある。 だから 猫の 風 葬 は、 沖 繙で今 も おこなわれ ている 人間の 風 葬と おなじ 仕来りと みる 方が 適当で あ 

ろう。 

「犬と 猫と 指輪」 という グリム 童話 そっくりの 日本の 昔話が ある。 これ は 朝鮮に も アイヌに もお なじよう な 話が 

あると されて いる。 薩 摩の 甑 島の 話で は、 むかし 子どもに いじめられ ていた 犬と 猫と 蛇 を 助けた 舟 乗りが いた。 

お礼に 舟 乗り は 竜宮の 乙姫の 化身だった 蛇から、 何でも かなう 指輪 を もらった。 指輪のお かげで 舟 乗り は 大金 持 

になった が、 大阪の 博労に 指輪 を とられて しまった。 指輪 は カメの 中に 蔵って ある。 そこで 猫が 鼠 を とらえ、 力 

メの 中の 指輪 をと つてく ると 命 をた すけて やる という。 鼠 は カメ を かみやぶ つて 指輪 をと つてき た。 そこで 指輪 

は 犬が 持って 舟 乗りのと ころに 帰る が、 途中、 橋の 上で ほかの 犬と 争って 指輪 を 川に 落とす。 猫 は 川岸で それ を 
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みて、 蟹 を とらえ、 川の 中 を 探させた。 また 犬が 指輪 を くわえて 無事 舟 乗りの 家に たどりついた。 しかし 犬が 自 

分の 手柄顔に 報告し、 あとから やって きた 猫が 了 部 始終 を 話した ので、 舟 乗り は 犬に 怒って、 外で 飯 をく え、 猫 

は 内で 飯 をく えと 言った。 それから 犬と 猫と は 仲が 悪くな つたと いう。 

この 昔話のお もしろ さは 動物た ちが 協力し あう ところに ある。 いわゆる 動物 報恩 譚と よばれる もの だが、 三賴 

類の 動物が 援助 するとい うこと は 少ない。 それに この 話 は 犬と 猫と はむかし は 仲が よかった という こと を 暗示し 

て もい る。  ね」 

猫と いう 文字で あるが、 『日本 霊異 記』 の 上巻 三十に 「われ、 正月 一日、 狸に なりて、 汝が 家に 入りし とき 

…… 」 と ある。 つまり タヌキ という 字 を 書いて ネコ を 表わして いる。 これ は 野 猫で あるが、 「家 頻」 は 一名 をネ 

コマと 呼んだ ことが 『和名 抄』 などで うかがわれる。 それが やがて ネコに は 猫の 字 を あてる ようにな ると、 狸の 

字 は タヌキ 専用と なった。 山城の 国に は 猫 間と いう 地名が あり、 会 津磐梯 山の 別 峯に猫 間 岳が あるの も 猫の 古語 

の ネコ マに 由来す る ものであろう。 『新 篇会津 風土記』 に は 猫 間 岳に は 猫 石と いう 大石 があって、 そこに は 草が 

生えず、 塵 もな く、 いつも 掃除した ようになつ ている。 「i か 多くす める ゆえな り」 と ある。 そこで 猫 を 後代 ま 

で ネコ マと 呼んで いた ことが わかる。 この 猫 間 岳の 西南 腹に 厩 山と いうの が あるが、 これ も 気に かかる 山 名で あ 

る。 奄美. 沖繙 など 南 島で は 猫 を マヤと 呼ぶ からで ある。 

九：^ の 阿蘇山に も 根子 岳が ある。 のこぎりの 歯の ような そぎた つた 峯が天 をつ いている。 ここ は 猫 力 宮仕えに 

のぼる 山 だと 『肥 後 国 誌』 に は ある。 宮仕えと いうの はどうい う 意味 か はわから ない。 私が 幼バノ の 時に 聞した 話 

では、 猫 さえ もの ぼる ことので きない ほどの けわしい 山 だから その 名が あると いわれて いた。 私 は 中学 五 年のと 

きに、 この 山頂 をき わめた が、 二度との ぼるまい とお もって 下山した ことがある。 

さて、. 南 島で 猫 を なぜ マヤと 呼ぶ かに ついては、 それが 首 里 郊外の 久米 村に 居 を かまえた 中国 福 建からの 帰化 
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人に よって 持ち こまれた という 説が ある。 つまり 中国からの 渡来 語 だとい うわけ だ。 首 里方 言に もとづく 沖繮語 

辞典 を 引いて みると、 マヤ グチ というの は 猫舌の ことで ある。 マヤ • サリジ ユンと いうと、 魔が さすと いう こと 

だ。 マヤ • スジ ユン は 魔力で 人 を まどわす ことで ある。 そこで 首 里で は 猫と 魔と をつ なげて、 その 魔性 をみ とめ 

ていた ことが わかる。 

八重 山で は 野 猫をヌ ー マヤ ー、 山猫 をャマ マヤ ー とよんで いる。 与 那国島 や 石垣 島 は 猫 をうた つた 民謡が 残つ 

かびら  しつ 

ている。 八重 山の 川 平で 旧暦の 九月から 十一月の 間の 五日 間 行われる 節の 行事の 一つに、 マ ユン ガナシ とよ ばれ 

る 行事が ある。 これ は マヤの 神 を まつる ものと されて いる。 ガナシ は 敬称で、 たとえば 太陽 は 南 島 語で テダ であ 

るが、 テ ダガナ シ といえば それに 尊称 をた てまつつ たこと になる。 マ ユン ガナシ の ときには、 神の 姿で ある ミノ 

カサを かぶった 青年が、 部落 を まわり、 家の 主人の 祝詞 を 受ける の だが、 雨の しとしと 降る 暗い 夜 を えらぶ。 こ 

の マヤの 神 は、 台湾と もつな がりの ある 遠来 神 だとい われて いる。 ただ、 どこに も 実在の 猫 を おもわせる もの は 

ない。 

奄美 群島の 沖 永 良 部 島に は 「猫の 面」 という 昔話が 伝わって いる。 薩 摩の 殿様が 琉 球の 伊平屋 島に 船旅した と 

きに そこの 娘と ねんごろ になり、 子どもが 生まれた。 その子 ども は 父な し 子と 皆にば かにされ たが、 あるとき 猫 

を 殺して 皮をはぎ、 それ を 着て 琉 球の 王宮の 火 焚き 童子と なった。 そうして 旧 三月 三日の 浜 遊びの 日に、 馬に の 

つて 天空 を かけり、 首 里 王 を おどろかし、 それが きっかけで 首 里 王の 娘と むすばれる という 話で ある。 これ は 

「灰 坊 太郎」 とよ ばれる 昔話の 型で、 まえの 「猫と 南瓜」 の 昔話と おなじように、 日本 本土で も 東北から 九州に 

かけて ひろがつ ている。 ただ 猫の 皮をはいで、 それ を 着込み 猫の 面 をして 活躍す る 人間に、 まわりの 人が それ を 

なんとも ふしぎ がらない ところが 変って いる。 南 島と 本土との 猫にたい する 感覚の ちがい を 示す ものである。 

日本 本土で は 記紀 や 万 葉に は 猫の すがたが みえない。 だが、 繙 文中 期の ものと みられる 山梨県 黒 駒 村 出土の 土 
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耶蘇 k 生 会の 宵に こぞり 来る 魔の 声。 少 くも 猫 はわが 腓吸ふ 

無気味な 歌で あるが、 人の いう ほどに 秀作と はみ とめられない。 ただこの 猫 は 観念的な もので なく、 折 口の 家 

の 飼 猫が モデルと なって いる。 岡 野弘彦 氏の 『折 口 信 夫の 晩年』 という 本に よると、 折 口 はこの 仔猫が 一晩 だけ 

ゆくえ をく らまして 無断 外出した ので、 もう のら 猫の 習性 をつ けたと なげいた そうだ。 

ネコ ナデ 声と いう 言葉が あるが 長崎県で は コケットな 女 を 「マヤな 人」 と 呼ぶ という。 私の 生国の 熊 本で は 人 

にこび へつらい、 御機嫌 をと るの を 「マヤ トル」 という。 この 意味 は 何から きたの か。 ここでい う マヤと は 猫の 

ことで はない かどう か 知りたい と 思つ ている。 


禹 (ふつう 「猫」 とよ ばれて いる) はつり 上がった 目と 鬼 唇の ような 唇と、 猫の 面の ような 寸づ まりの 顔 を もつ 

ている。 そうして なだらかな 肩と 三本の 指 を 持つ しなやかな 腕 を 持って 私たち を 魅き つける。 動物 磁気 ともよぶ 

べき 妖しい 牽引力が みなぎつ ている。 猫の 面 を かぶった 人間と みられな いこと はない。 

私が 青年時代に 愛読した 梶井基 次郎の 小説に 『愛撫』 という 短篇が ある。 そこに は 猫の 耳 を 「切符切り」 でパ 

チンと やって みたい という 衝動 をお さえ かねる こと や、 知り合いの 女人が 猫の 手で 顔に 化粧して いると いう 夢 を 

みたり する ことが 書かれて いたの を 今 も おぼえて いる。 三十 年 以上た つても 忘れな いのは、 猫が 人間に かきたて 

る 衝動 を梶 井が 表現して いるから であろう。 

折 口 信 夫の 晚年 (昭和 二十 五 年) に 次の 歌が ある こと は 知られて いる。 
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私の 地方 文化 論 


私の 考えで は、 地方 文化 論 は 裏返しの 中央 文化 論で ある。 そして それ は 明治 以降の 近代 文化 論と もつな がって 

いる。 

日本 は 明治に なって 欧米の 先進国に 追いつく こと を 目 ざして、 急激な 近代化 を はかった。 しかし その 近代化の 

基調になる の は、 富国強兵策な のであった。 富国 は 国民から 税を とりた てること、 強兵 は 国民 を 兵役に かり 立て 

る ことであって、 そこに は 前 近代の 文化 を 近代と 接受 させて 成熟 させよう という こころみ は ほとんど なか つ た。 

つまり 海外の 先進国の 文化 をと り 入れる の も 日本 国家の 富国強兵策 をが むしゃら に 推進す る ことの 手段で しか 

なかった。 地方 文化 を 統合して 中央 文化 を 形成 するとい うので はなく、 なにがなんでも 中央集権 によって、 国民 

を 支配者 層の 思う とおりに する こと を 志した。 国民 は 国家 政策 を 遂行す るた めの 部品と しか 見なされ なか つ た。 

それでも 明治 二十 年代まで は 国民 も 近代国家 を 自分た ちの 手で 作り あげよう とする 意欲 を 示した が、 それ 以後に 

なると、 国家 意思 だけが 独走して、 国民 は 取りの こされが ちであった。 

国家 は 海外 を 侵略す る ことで、 自らの 危機 を 作り出して おきながら、 国民に むかって は、 たびたび 国家の 存亡 
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を 訴えて はばからなかった。 取りの こされが ちであった 国民 も、 国家の 危機と あれば すすんで 協力しょう とした。 

こうした 結果、 日本 国家 は 破滅 的な 第二次大戦に 突入した。 そして 敗戦と いう 手 ひどい 傷 を 受けた とき、 富国 

強兵 策のう ちの 「強兵」 の 目標 は 一応 打ち捨てられた。 今度 は 富国 だけに 邁進す る ことにな つた。 だが 「富国」 

も 国民が GNP にうつつ を 抜かした あげく、 したた かな 打撃 をこう むる 始末に なった。 富国 もまた 国民の 理想と 

よ、， われ なくなった。 こうして はじめて、 中央の 支配 層の 方針が 国民の 目標と する もので はない ことが 実証され 

たので ある。 富国強兵策に かわるべき もの は 何 か。 

それ は 上から 政治家 や 支配 層が 与える もので はない、 というに がい 省察の はてに 浮かぶ もの は、 中央に た， -す 

る 盲従 へ の 自己 反省で ある。 

今日 ほど 地方の 意味が 考え直されよう とする 時代 は、 明治 以降た えてなかった。 ひとつに は 中央と 地方の 落差 

が なくなつ てきた こと も ある。 地方に 居ながら にして 中央の 文化に 接する こと、 今日 ほど 便利な ときはない。 地 

方に 居 を かまえて、 用事が あるとき だけ、 東京に 出て くる だけで、 ほとんど 生活 上 支障 をき たす ことのな いのが 

実情で ある。 

たしかに、 東京の ように 夜と 昼の けじめの つかない 都会に くらべて、 地方 は、 明確な 朝と 夕が ある。 一日に 幾 

人 もと 会う ことの むずかしい 広大な 都会に くらべる と、 地方 は 親しい 人た ちの 日常に たえず 触れて いる ことが で 

きる。 地方の ほうが、 有機体と しての 人間ら しい 生活 をつ づける のに ふさわし いこと は 今日で は、 すでに 常識で 

ある。 

しかしながら、 それだけで 地方に 価値が あるとまで はい われないだろう。 かって 内 村鑑三 は、 人が たまたま あ 

る 国に 生まれた から、 という それだけの 理由で、 その 国 を 祖国と 呼ぶ こと はでき ない、 といった 意味の こと を述 

ベた。 この こと、 まよ 味わいが ふかい。 そして 私たち は、 人 は どこかの 土地に 生まれた からといって、 それだけの 
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理由で そこ を ふるさとと 呼ぶ わけに は ゆかない、 といい 直す ことができる。 

土地と 人間との かかわり あいが 必然的な ものになる ために は、 ひとつの 自覚が 必要な ので ある。 生まれ そだつ 

たから、 そこに 生活して いるから、 という こと を 理由と はしない という 意思 を 自覚と しても たなければ ならぬ。 

つまり 生得の もので はなく、 自らの手で 獲得した 理由に よっての み、 人 は その 土地と 必然的な かかわり を もつ こ 

とがで きる、 と 私 は 考える。 

かって 近代 日本 国家の かかげた スロ ー ガンで ある 富国強兵 の 目標 は 破産した。 

だからといって、 人 は 生得の ものに もたれかかって はならない のだろう。 めいめい 自分で 目標 を 捜さなくて は 

ならない のだろう。 なぜ そのような こと を 力説す るかと いうと、 国家で あれ、 文化で あれ、 あるいは 血縁 や 地縁 

であれ、 そうした もの は、 いわば 生得の ものと して、 自然の 擬態 を もって 迫って くるから である。 だから 私たち 

は 「自然」 という ことば を 警戒せ ねばならぬ。 

それ は 一種の カム フラ ー ジュ であって、 その 擬態に 気がついた ときには、 人 はすで に、 それにの せられて しま 

つて 動きが とれ なくなつ ている、 というの が、 今日まで 私たち 国民の 体験して きたに がい 道な のであった。 それ 

を 破る ための 努力 は、 中央で あろうと、 地方で あろうと、 私たちの すべてに 課せられ たもの なので ある。 所与の 

意味 をまず 拒否す る ことから 始めるべき である。 その 果てに、 自分 だけの 意味が 生まれる にちがいない。 そのと 

き 土地と 人間との かかわりが 必然的になる、 と 私 は 考える ので ある。 
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私が 柳 田の 著作に よって 民俗学への 眼 を 開かれた とき、 私 は 三十 代の 半ば 近くに なって 

いたが、 それからして 今日まで 三十 年 近くの 歳月が 流れて いる。 その 間、 私 は 導師で ある 

柳 田の あとに したがって、 遅々 とした 歩み を 進めて きた。 それでも 民俗学への 関心 を 後退 

させたり 喪失した りした こと は 一 度たり ともな か つ た。 生来 懶惰な 私が 民俗学に 対して だ 

け は 倦む ことが なく、 そこから 尽きない 興趣 を 汲み あげてき たこと は、 ふりかえって みて、 

自分ながら ふしぎな 気がする。 

あり ふれて いて、 しかも 誤解 を 招き やすい 言葉 だが、 私 は 民俗学の 世界に 縁が あつたの 

だ、 という ほか はない。 この 縁の 糸 口をつけて くれた 人と して 柳 田に いくら 感謝しても 感 

謝しす ぎる こと はない。 

柳 田の 著作に 出会った あと、 私 は まもなく 宮本常 一と つきあうよう になった。 自分に め 

ばえ た 民俗学への 関心 を、 仕事の 上で 生かした いという ことから 始めた 企画に、 宮 本の 力 

を 借りる ことにな つたの が 機縁で ある。 宮 本と 私との 共同 制作と も 言う ベ き 『風土記 日本』 

や 『日本 残酷 物語』 の 編集に たずさわった 五 年間、 宮本は 鍛冶屋の 師匠で あり、 私 は 向う 
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槌を 打つ 弟子であった。 その 仕事 をと おして、 私は宮 本の 影響 を じかに 肌に 受けた。 私 は 

宮 本から 多くの もの を まなんだ。 それ は 一 口で 言えば、 庶民の 世界の たしか さとい う もの 

であった。 ユリ ー トコ— スを たどった 柳 田と ちがって、 生え抜きの 庶民 層の 出身であった 

宮本 は、 庶民 感覚 を 溢れる ほど 身に つけて いた。 どの 学問 もときと すると、 詐術の ような 

感じ を 与える ので あるが、 庶民の 世界 を 対象と する 民俗学への 確信 を 私は宮 本から 受けと 

つた。 

その後、 私 は 物 書きに なって、 沖繙 への 旅行 をく りかえ し、 また 民俗 現象の 原型 を 求め 

て、 古代に さかのぼ ると、 そこに 折 口 信 夫の 姿が あった。 柳 田の 学問 は 広大な 裾野 を もつ 

た 高山に たとえられる。 それに 対して、 折 口の 学問 は、 何 か 深い 海の 底へ 降りて いくとき 

の 感じと 似て いる。 そこで はさま ざまな 珍しい 光景に 出会う が、 しかし それ は 自分の 心の 

奥底の 風景 を のぞきこ むのと 同じで ある ことに 気がつく。 柳 田と 折 口 はまこと に 対照的で 

あるが、 そのために 民俗学 は 単調な 学問に 陥る ことがなくて 済んだ こと を 考える と、 両者 

の 存在 はまこと に責 重で ある。 

私が 古代史に 興味 を おぼえる につれ て、 折 口 は 柳 田に 劣らぬ 私の 導師と なった。 私の 民 

俗学への 関わり は、 日本人の 思想 や 意識 を 深く 知りたい という 個人的な 動機から 出発した 

もので あつ た。 日本人と しての 疑問 をと くこと が 自分自身 を 救助す る ことにつ なが つてい 

たの だから。 そこで、 日本人と は 何かとい う 問いの 学問と しての 柳 田 学が 私 を ひきつけた 

ので あるが、 しかし その 果に は、 人間と は 何かとい う 問いが 横 わって いる はずであった。 

この 問いに 答える ものと して、 南方 熊 楠の 存在 を 私 は 忘れる こと はでき ない。 柳 田と 南 
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方の 交情 はなが く つづかなかった が、 その 交情が 結実 すれば、 日本 民俗学 は 今より いっそ 

う ゆたかな ものに なった こと を 思う とき、 南方の 存在が いかに 大きな もので あるか を 推察 

できる。 

私 は 柳 田、 宮本、 折 口、 南方から 多大な 恩恵 を 受けて いる。 この 四 人と も、 苛烈な 精神 

の 持主で あり、 そろって 徹底した 人物であった。 彼ら はお のれに 忠実に 生きた。 彼らの 思 

想に は 稀釈され たと ころが 見当らない。 その 意味で は 今日 流行 流布して いる 俗流の 民俗学 

とよ ほど 遠い ので ある。 もし 彼らの 一人で も 欠けて いたならば、 私の 民俗学に 対する 興味 

よ 今までより 減って いたであろう。 その 意味で は、 私 は 幸福であった と言える。 私の 宗教 

りな、 レ青ゃ 文学 へ の 衝動 も、 民俗学の 領域で その 大半が 自足され たと 感ずる ようになった 

の は、 彼らのお かげで ある。 

一九 八 三年 一月 

谷川 健 一 


初出 一覧 


第三 巻 は、 『沖繙 辺境の 時間と 空間』 (三 一 書房 刊 一 九 七 〇 年) 『常 民への 照射』 (冬 樹社刊 一九 七 一年) 『孤 

島 文化 論』 (潮 出版社 刊 一 九 七 二 年) 『原 風土の 相貌』 (大和 書房 刊 一 九 七 四 年) 『古代史と 民俗学』 (ジ ャ パン， 

パブ リツ シャ ー ズ刊 一 九 七 七 年) 『青と 白の 幻想』 (三 一 書房 刊 一 九 七 七 年) および 単行本 未 収録 論 稿より 収録し 

た。 

それぞれの 初出 は 次のと おりで ある。  一 

「柳 田 学と 折 口 学」 

柳 田 国 男の 世界— 『日本 読書 新聞』 一九 六 二 年 八月 二十日 号 

『海上の 道』 と 天才の 死 I 『論争』 一九 六 二 年 十月 号 

成熟への ひとしずく— 『春秋』 一九 七 二 年 二月、 三月 合併 号 

柳 田 国 男の 「序文」 —『ピエロ タ』 十六 号 一 九 七 二 年 十月 

『遠 野 物語』 の 世界— 『遠 野 物語』 (大和 書房 刊) 解説 一 九 七 二 年 十 一 月 

柳 田 学 再検討の 意味— 『週刊 読書人』 一 九 七三 年 一 月 二十 二日 号 

断 章 柳 田 国 男— 『柳 田 国 男 研究』 一九 七三 年 二月 + 『中央 公論 経営 問題』 秋季 特別号 一九 七三 年 九月 

柳 田 学の 普遍性 I 『東京 新聞』 夕刊 一 九 七三 年 三月 二十 六日 

_ 山. 1 ^と！：：. 她， 人— 『現 , 1 , 九 七 JB 年 号 . ：  .   p!l  -  -  i:f  .  f 
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熱い 心と 冷たい 目— 『西日本 新聞』 夕刊 一 九 七 五 年 六月 九日 原題 「常世 こそ 文化と 英知」 

柳 田 学の これから— 『読売 新聞』 夕刊 一九 七 五 年 七月 十五 日 

天然の 禁色 —『世界 政経』 一九 七 五 年 九月 号 原題 「柳 田 国 男 その 人と 思想」 

. カオスの なかでの 展望— 『公明 新聞』 一九 七 五 年 十月 三十日 

柳 田 国 男の 冒険 I 『諸君』 一九 七 七 年 九月 号 

「縛られた 巨人」 のまな ざし— 『南方 熊 楠 全集』 第 八 巻 解説 一 九 七 二 年 四月 

柳 田 国 男と 南方 熊 楠— 『朝日 新聞』 一九 七 六 年 四月 十二 日 原題 「『柳 田 S 男 南方 熊 楠 往復 書簡集』 を 読んで」 

共感の 精神と は 何 か— 『日本 及 日本人』 爽秋号 一 九 七三 年 十月 

辺境の 神話学— 『辺境』 第二 号 一 九 七 〇 年 九月 

折 口 信 夫 再考— 『国 学院 大学 新聞』 一九 六 九 年 九月 十日 号 

常世の 思想 I 『春秋』 一九 七 二 年 五月 号 

折 口 信 夫の 南 島— 『現代詩 手帖』 臨時増刊 号 一 九 七三 年 六月 

断 章 折 口 信 夫 I 『人と 思想 折 口 信 夫』 解説 一九 七 四 年 十月 

折 口 信 夫に おける 「狂気」 — 『国文学』 一 九 七 七 年 六月 号 原題 r 迢-空 折 口 信 夫に おける 〈狂気〉」 

『琉球 国王の 出自』 をめ ぐって— 『国 学院 雑誌』 第 七十 九 巻 第 十 一 号 一 九 七 八 年 十 一 月 

「民俗の 人び と」 

無私の 旅人 • 笹森儀 助 I 『明治の 群像』 第 八 巻 「開拓と 探検」 一 九 七 一 年 九月 

笹森儀 助/辺境の 踏査 者— 『日本 読書 新聞』 一九 六 二 年 二月 十二 日、 二十 六日、 三月 五日、 十二 日、 十九 日 号 

笹森儀 助と 土着民 権— 『東 奥 日報』 一 九 七 五 年 五月 一 一十 一 日 

羯 南の 保守主義— 『日本 及 日本人』 爽秋号 一 九 七 四 年 十月 
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岩 崎 卓 爾* 無名の 前衛— 『曰 本 読書 新聞』 一九 六 一 一年 一月 二十 二日、 二十 九 曰、 二月 五日 号 

伊波 普猷 と沖繙 学— 『新 沖繩 文学』 第三 十 一 号 一 九 七 六 年 二月 

喜 舎 場永询 をい たんで— 『読売 新聞』 一九 七 二 年 四月 十五 日 

『蠢 魚庵漫 章』 について— 『読売 新聞』 一九 七 一年 十一 月 二十 二日 

近代主義への 一矢— 『春秋』 一九 七 二 年 四月 号 

わ だつ みのい ろ この 宮— 『芸術 生活』 一 九 七 二 年 三月 号 

村 上さん のこと— 『無名 鬼』 村 上 一 郎 追悼 号 一 九 七 五 年 十月 

待つ ことので きる 人— 『林 達 夫 著作 集』 第 六 巻 研究 ノ ー ト 一九 七 二 年 一月 

島尾敏 雄に おける 南 島— 『国文学』 一 九 七三 年 十月 号 

深 沢 七郎論 I 『流動』 一 九 七 〇 年 十 一 月 号 

死ねない 悲劇的 文学者— 『東京 新聞』 夕刊 一 九 七三 年 三月 五日 

「民俗の 方法」 

探訪 調査に おける 疑念— 『展望』 一九 七 五 年 七月 号 

民俗学と 時間— 『柳 田 国 男 研究』 第 六 号 一 九 七 四 年 七月 

国境 を 超えて 飛ぶ— 『日本 読書 新聞』 一 九 七 二 年 十 一 月 二十日 号 

日本人 を 照射す る 異質 文化— 『近代 民衆の 記録』 第五 巻 「アイヌ」 解説 一 九 七 二 年 六月 

スト レンジ ャ 11 『短歌』 一九 七 四 年 九月 号 

繭— 『東海 文学』 第五 十 号 一 九 七三 年 六月 

猫の 民俗 誌— 『ユリイカ』 一九 七三 年 十一月 号 

私の 地方 文化 論— 『新 潟 日報』 一九 七 二 年 七月 二十日 
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全 七 巻 


• 第 一 卷= 民俗学 篇 I 

魔の 系譜 神 • 人間. 動物 

魔の 系譜 (全) 

神 • 人間 • 動物 (全) 

像 第二 巻 = 民俗学 篇 n 

民俗の 神 民俗 紀行 

民俗の 神 (全) 出 雲の 神々 (全) 流浪の 皇子 

たち 埋もれた 日本 地図 白峯 紀行 他 

⑩ 第三 卷= 民俗学 篇 m 

柳 田 学と 折 口 学 

「遠 野 物語」 の 世界 山人と 平地 人 柳 田 国 男の 

冒険 折 口 信 夫 再考 共感の 精神と は 何 か 他 

傪第四 巻 = 古代 学 篇 I 

古代史 ノオト 信仰と 神話 

古代史 ノオト (全) 豊 玉姫考 祭場と 葬 所 古代 

人の 自然観 察 日本 神話の 風土 性 他 


© 第五 巻 = 古代 学篇 n 

青銅の 神の 足跡 鍛冶屋の 母 

青銅の 神の 足跡 (全) 

銀 冶 屋の母 (全) 

⑩第六 巻 = 沖 繩学篇 

琉球 弧の 世界 

北国の 旅人 宮古綾 語と 八重 山の 悲歌 与那国 • 

石垣 *宮 古の 旅 太陽の 洞窟 わが 沖繩 他 

ゆ 第 七 卷= 女 性史篇 

女の 風土記 無告の 民 

女の 風土記 (全) 無告の 民 非 日常 世界との 交 

錯 日本の ュ ー ト ビア 近代の 暗黒 他 
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